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綿貫伊勢遺跡（写真中央右の発掘区）、綿貫牛道遺跡（同中央の発掘区）、綿貫原北遺跡（同中央左の発掘区）

の空中写真（デジタルモザイク写真）。

写真上は東南流する井野川、写真左の南北に縦貫する道路は前橋長瀞線バイパス。そして写真右隅、遺跡南

東の古墳は「綿貫観音山古墳」である。



中国陶磁器・国産施釉陶器
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序

　東毛広域幹線道路は、群馬県域の東毛と県央とを直結する新たな動脈として期待さ

れ、その整備は「はばたけ群馬・県土整備プラン」の主要な事業として、推進されてき

ました。国道354号のバイパス建設は、この東毛広域幹線道路の中核と位置づけられ

ています。

　本書で報告いたします綿貫伊勢遺跡は、高崎駅東口に直結する計画路線域の高崎市

綿貫町に所在し、この国道354号高崎玉村バイパス地域活力基盤創造事業に伴い発掘

調査された遺跡です。

　調査は、群馬県高崎土木事務所から委託を受け、公益財団法人群馬県埋蔵文化財調

査事業団が平成19・20・21年度に実施しました。その結果、住居約300軒に及ぶ古墳

時代前期から平安時代の集落、14世紀から16世紀にわたる中世屋敷など、様々な遺構

と遺物が発見されました。この地域には史跡観音山古墳があり、鎌倉時代からは中世

武士綿貫氏の活躍が知られていました。この度の成果は、先に刊行いたしました『綿

貫牛道遺跡』・『綿貫原北遺跡』とともに、地域史解明に寄与するものと考えておりま

す。

　最後に、発掘調査の実施から本書の刊行にいたるまで、群馬県高崎土木事務所、群

馬県教育委員会、高崎市教育委員会、並びに地元関係者の皆様には終始ご協力を賜り

ました。上梓にあたり、皆様方に心から感謝申し上げまして序といたします。

　平成25年３月

公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長  須 田 榮 一





例 言

１．本書は国道354号高崎玉村バイパス地域活力基盤創造事業に伴い発掘調査し、社会資本総合整備(活力創出基盤整備)

事業として整理作業を行った「綿貫伊勢遺跡」の埋蔵文化財調査報告書である。

２．遺跡は高崎市綿貫町1726-2・1727-1・1727-2・1737-1・1737-2・1738・1739・1740-4番地(以上１区)、1728-2・

1729-1・1736-1・1736-2番地(以上２区)、1735番地(以上３区)に所在する。

３．事業主体は群馬県西部県民局高崎土木事務所である。

４．発掘調査の主体は公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団(平成24年４月に公益財団法人に組織改正)である。

５．調査履行期間は平成19年12月１日～平成20年３月31日、平成20年３月31日～同年６月30日、平成20年５月15日～平

成21年３月31日、平成21年３月31日～同年11月30日である(調査期間は平成20年１月４日～同年３月31日、平成20

年４月１日～平成21年３月31日、平成21年４月１日～同年８月31日である)。

６．発掘調査体制は次のとおりである(職名は当時)。

　　平成19年度　２区

　　発掘調査担当　洞口正史(主任専門員(総括))、飯森康広(専門員(主幹))、真下裕章(主任調査研究員)

　　遺跡掘削請負工事　技研測量設計株式会社

　　委託　地上測量：技研測量設計株式会社　空中写真撮影：技研測量設計株式会社

　　平成20年度　１・２・３区

　　発掘調査担当　岩崎泰一(主任専門員(総括))、谷藤保彦(主任専門員(総括))、洞口正史(主任専門員(総括))、笹沢

弘紀(調査研究員)

　　遺跡掘削請負工事　技研測量設計株式会社

　　委託　地上測量：株式会社横田調査設計　空中写真撮影：株式会社シン技術コンサル

　　平成21年度　１区

　　発掘調査担当　菊池実(上席専門員)、山田精一(主任調査研究員)

　　遺跡掘削請負工事　スナガ環境測設株式会社

　　委託　地上測量・空中写真撮影：株式会社シン技術コンサル

７．整理事業の期間と体制は次のとおりである(職名は当時)。

　　整理履行期間　平成22年４月１日～平成25年３月31日(整理期間　平成22年４月１日～平成25年３月31日)

　　整理担当　菊池　実(上席専門員)・飯森康広(専門員(総括))

　　　　　　　遺物写真撮影：佐藤元彦(補佐)　保存処理：関　邦一(補佐)

８．本書作成の担当者は次のとおりである。

　　編集　菊池　実・飯森康広、デジタル編集　齊田智彦(主任調査研究員)

　　本文執筆　菊池　実(第１～３章、第４章第１節１、同第２節、第６章第１～３項)、飯森康広(第３章第２節７・８、

第４章第１節２、同第３・４節、第６章第４・５項)。なお、第５章は鑑定分析報告書(第１・２項：楢崎修一郎(生

物考古学研究所)、第３・４項：株式会社火山灰考古学研究所、第５・６項：株式会社パレオ・ラボ)を再編集した。

　　遺物観察　石器・石造物：岩崎泰一(上席専門員)　縄文土器：谷藤保彦(上席専門員)　土師器・須恵器：神谷佳明

(上席専門員)　中近世陶磁器・土器：大西雅広(上席専門員)　石材鑑定：飯島静男(群馬地質研究会)　出土人骨鑑

定：楢崎修一郎(生物考古学研究所)　

９．発掘調査および報告書作成に際しては、群馬県教育委員会・高崎市教育委員会をはじめ、関係機関ならびに多くの

方々のご協力、ご指導をいただきました。記して感謝いたします。

10．綿貫伊勢遺跡の出土遺物と調査・整理の諸資料(遺構図・遺物実測図・写真類・各種　台帳類)は一括して群馬県埋

蔵文化財調査センターに保管している。



凡 例

１．遺構平面は世界測地系(測量法改正2002年４月1日)を用いて測量した。本文中に使用した方位は全て国家座標北を

表している。真北との偏差は、調査区中央付近で、東偏０度26分39秒である。

２．遺構断面実測図、等高線に記した数値は標高を表し、単位はｍを使用した。

３．遺構名称は１区・２区・３区の各区で遺構種類ごとに通し番号をつけ、番号・遺構種類名で呼称した。また本文中

では１区・２区・３区に分けて報告する。

４．遺構・遺物実測図の縮尺は原則として以下のとおりである。

　　遺構　住居・竪穴状遺構－1:60、カマド－1:30、掘立柱建物－1:80、土坑－1:30、1:60、

　　　　　ピット－1:80、溝－1:40、1:60、1:80、1:100、1:200

　　遺物　土器－1:3、1:4、1:6　石器・石製品－1:1、1:3、鉄製品－1:2

５．本書の図版に使用したスクリーントーンは次のことを表示している。なお、２種類が重なる場合、スクリーントー

　　ンを重ねてある。

　　硬化面　　　　焼土　　　　灰　　　　炭化物　　　　粘土　　　　赤色塗彩　　　　漆　　　　灰釉　　　　

　　黒色処理　　　　　燻　　　　　砂目粘土　　　　　磨滅　　　　　煤

６．住居の床面積は、デジタルプラニメーターにより住居の壁の内側を3回計測した平均値である。住居の方位はカマ

ドを持つ壁に直交する壁を主軸線とした。遺構の計測値で全体を計測できないものについては、現存の値を記載し

(　)に、推定で全体がわかるものについては〔　〕に表示した。

７．掘立柱建物の柱穴は、平面測量時の底面標高測点を原則として中心とし、その心々距離を計測した。各辺の長さの

計測も同様とし、その平均を乗じて面積を算出した。なお、下屋及び庇を持つ場合も、同様に算出し加えた。下屋

と庇の分類は、民家建築への移行を意識し、１ｍを境に狭い方を下屋、広い方を庇と表現した。また、調査区域外

に延びるなど、建物が収束しない場合、ｍ以上、㎡以上と記載した。

　　　主軸方位は棟方向を計測し、桁側二辺の方位を数値幅として、～によって示した。桁側長(桁行)を平均し、これ

を柱間で除して、桁行平均柱間を算出し、柱穴の偏りを判断する基準とした。規格については、中世のものに関し

て、梁間１間型か梁間２間型かに着目し、梁間○間型の桁行○間と示した。ただし、正方形・方形のものは棟方向

が不明のため、南北○間×東西○間とした。それ以外については、通例に従い桁行・梁間の順で桁行○×梁間○間

と記載することをした。柱穴は新たにP １から順に時計回りで付番し、調査時に呼称されたピット番号はそのまま

残し計測表に付記し、非掲載遺物との照合に配慮した。

８．遺構名称は原則調査段階のものを踏襲し、欠番もそのままとした。また、やむを得ず整理段階で付番し直した場合

も元番号を欠番とし、改称後の遺構本文中に旧名称を明記した。なお、欠番は以下のとおりである。

　　１区　住居21・78・79・81・97・176・190・195

　　２区　住居５・19・84 ／掘立柱建物１／土坑12・22・24・28・33・35・71 ／墓１／ピット34・3845・75・76・

91・128・145・182・188・190・295・585・588・603・700 ～ 704・710・713 ／溝５～７

９．遺物観察表の記載方法は以下のとおりである。

　　・土器の色調は農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖』に基

づいている。

　　・胎土表記中の細砂・粗砂・礫については、径2mm以上を礫、径2～ 0.2mmを粗砂、径0.2mm以下を細砂とした。

　　・計測値の口：口径、胴：胴径、底：底径、高：器高、台：高台径を示す。単位は㎝である。



　　・金属器観察表の計測値に(　)がついているものは残存部分での値である。

　　・石斧刃部側の摩耗痕については縦位定規線で、着柄部と想定される部分の摩耗痕については横位定規線で図示し

た。

　　・磨石等礫石器類に用いた縦位・横位定規線は摩耗範囲を示す。その他の斜位定規線は線条痕の走行を示す。

10．陶磁器の分類・掲載は以下に拠った。

　　・「在地系土器」は、従来「軟質陶器」、「土師質土器」と呼称された焼き物である。

　　・中世片口鉢は、使用痕からすると「すり鉢」と呼ぶべきであるが、従来の呼称に従った。また、破片の場合すり目

の有無が不明であることから、残存部のすり目の有無にかかわらず「片口鉢」とした。

　　・片口鉢と内耳鍋の使用痕：器表が摩滅して下部の胎土が露出した範囲を実線、摩滅度合いが少なく平滑となった

範囲を破線で表した。なお、二次的な使用痕である底部外面周縁の摩滅は図示していない。　

　　・中世在地系土器胎土は、以下によりA・B２種類に分類した。

　　　A：透明鉱物、黒色鉱物、片岩細片含む。透明鉱物と片岩由来の雲母など多くを含む。

　　　B：透明鉱物と黒色鉱物含む。片岩含まない。

　　・中世在地系の片口鉢と内耳鍋は、星野守弘「軟質陶器」『新編高崎市史　資料編３中世Ⅰ』高崎市　平成８年による。

　　　内耳鍋　Ⅰ期：14世紀後半頃　Ⅱ期：14世紀末～ 15世紀前半　Ⅲ期：15世紀中頃　Ⅳ期：15世紀後半頃　　

　　　　　　　Ⅴ期：16世紀前半

　　　片口鉢　Ⅰ期：14世紀前半頃　Ⅱ期：14世紀中頃　Ⅲ期：14世紀後半頃　Ⅳ期：15世紀前半頃　

　　　　　　　Ⅴ期：15世紀後半頃　Ⅵ期：15世紀後半から16世紀

　　・中世在地系の皿は、木津博明「検出された遺構と遺物について」『上野国分僧寺・尼寺中間地域１』財団法人群馬

県埋蔵文化財調査事業団　1986による。

　　・肥前陶磁器は『九州陶磁の編年-九州近世陶磁学会10周年記念-』九州近世陶磁学会 2000による。

　　・12 ～ 13世紀の中国磁器は、横田賢次郎・森田勉「太宰府出土の輸入中国陶磁器について」『九州歴史資料館研究

論集 ４』九州歴史資料館 1978による。白磁の分類は森田勉「14 ～ 16世紀の白磁の型式分類と編年」『貿易陶磁研究　

№２』貿易陶磁研究会 1982による。

11．土器に関する分類上の大小は以下による。

　　・灰釉陶器：大型品(壺類)、小型品(椀・杯・皿類)

　　・須恵器：大型品(壺甕類・羽釜・瓶類)、中型品(高杯・盤類・𤭯)、小型品(椀・杯・皿類)

　　・土師器：大型品(壺・甕類・土釜)、中型品(高杯類・古式土師小型丸底壺など)、小型品(椀・杯類・手捏ね)

12．本書で使用した浅間山及び榛名山噴火による降下火砕物等の呼称については以下の表記をともに使用する。原則、

一次堆積の場合はテフラ名(As-Bなど)を使用し、埋没土に含まれる場合は軽石名として、ＦＰなどを使用した。

　　浅間A軽石：As-A(1783年)　浅間Bテフラ：As-B(1108年)　榛名山二ッ岳軽石：Hr-FP(６世紀中葉)　

　　榛名山二ッ岳火山灰：Hr-FA(６世紀初頭)　浅間C軽石：As-Ｃ(３世紀終末～４世紀初頭)　

　　浅間板鼻黄色軽石：As-YP　浅間板鼻褐色軽石：As-BP

13．本書に掲載した地図は下記のものを使用した。

　　国土地理院　地形図1:25,000「高崎」(平成14年５月１日発行)

　　国土地理院　地勢図1:200,000図「宇都宮」(平成18年４月１日発行)「長野」(平成10年２月１日発行)

　　高崎市　1:2,500全図(昭和54年測量)

　　第一軍管地方迅速測図『倉賀野駅』(明治18年測図)
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高崎

国道354号
玉村バイパス

第１章　発掘調査に至る経緯

　綿貫伊勢遺跡は高崎市綿貫町地内に所在する。高崎駅

の東南約5.4km、関越自動車道高崎インターチェンジ出

口から南南東約3.8kmの位置にある。当遺跡は国道354号

高崎玉村バイパス道路改築事業に伴って、平成19年度か

ら21年度にわたって発掘調査された。

　国道354号高崎玉村バイパスは、高崎駅と県東部の諸

都市を結ぶ東毛広域幹線道路(高崎市－邑楽郡板倉町ま

で総延長58.6km)の一部を形成する全長5.3kmのバイパス

である。起点は高崎市綿貫町の国道354号(綿貫町北交差

点)から終点は佐波郡玉村町大字福島の群馬県道40号藤

岡大胡線(バイパス)までの区間である(第１図)。起点か

ら佐波郡玉村町与六分までは平成23年6月12日に開通し、

玉村町与六分(玉村町道を介して群馬県道24号高崎伊勢

崎線と接続する)から終点まではそれ以前に開通してい

る。また関越自動車道との交差地点ではスマートICが建

設中であり、平成25年度の完成を目指している。

　この高崎玉村バイパスの整備は、平成５年度から着手

されている。玉村町内の計画路線内における埋蔵文化財

発掘調査は、県教育委員会、県土木部、中部県民局伊勢

崎土木事務所による協議を経て、平成８年度から当事業

団への委託が開始された。

　高崎工区は西部県民局高崎土木事務所の所管事業で、

前橋長瀞線から玉村町境まで、井野川右岸の高崎市綿貫

町と同左岸の高崎市下滝町・下斎田町の約２kmの区間で

ある。平成16年度と19年度の県教育委員会の試掘調査に

よって、当該地区には古墳時代から平安時代を主とする

集落跡が濃密に存在することが明らかになっていた。

平成19年度　

　高崎市綿貫町原北地内の調査については、平成19年11

月16日付で高崎土木事務所から県教育委員会文化課に発

掘調査の依頼が出された。これをうけて、平成19年11月

20日付で県教育委員会から財団法人群馬県埋蔵文化財調

査事業団に発掘調査の依頼があった。平成19年11月30日

には西部県民局高崎土木事務所と財団法人群馬県埋蔵文

化財調査事業団の間に発掘調査の委託契約が締結された。

　発掘調査の調査期間は平成20年１月４日から３月31日

までの契約で、綿貫原北遺跡１区が調査された。調査の

進展に伴い平成20年２月29日付で一部変更契約が締結さ

れた。３月からは来年度事務所用地の確保のために当遺

跡２区の東端部も調査を行っている。あわせて表面積

2,268㎡(延べ4,854㎡)が調査された。

第１図　国道354号高崎玉村バイパス路線図(1:60,000)
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平成20年度

　平成20年３月25日付で県教育委員会から、３月26日付

で高崎土木事務所から「平成19年度国道354号高崎玉村バ

イパス道路改築事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査(分割

２号)｣の依頼があった。平成19年度繰越予算により発掘

調査を実施するもので、調査は平成20年４月のみの１ヶ

月間である。平成20年３月31日付で西部県民局高崎土木

事務所と財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団の間に発

掘調査の委託契約が締結された。４月８日には調査期間

を５月31日までとする変更委託契約が締結された。当遺

跡２区200㎡、綿貫原北遺跡１区468㎡の計668㎡が調査

された。さらに平成20年５月７日付で県教育委員会から、

５月９日付で高崎土木事務所から「平成20年度国道354号

高崎玉村バイパス道路改築事業に伴う埋蔵文化財発掘調

査｣の依頼があった。そして平成20年５月15日付で西部

県民局高崎土木事務所と財団法人群馬県埋蔵文化財調査

事業団の間に発掘調査の受委託契約が締結された。調査

期間は平成20年５月16日～平成21年１月31日である。当

遺跡１区～３区、綿貫原北遺跡１区～３区、綿貫牛道遺

跡１・２区の３遺跡の発掘調査が実施されることになっ

た。この間、６月18日から７月４日まで下滝地区・綿貫

地区をあわせて、県教育委員会文化財保護課による試掘

調査が行われた。

　平成20年９月10日には「平成20年度国道354号高崎玉村

バイパス道路改築事業に伴う埋蔵文化財発掘調査(分割

２号)｣と「平成20年度国道354号高崎玉村バイパス地域自

立活性化交付金事業に伴う埋蔵文化財発掘調査｣の委託

契約が西部県民局高崎土木事務所と財団法人群馬県埋蔵

文化財調査事業団の間に締結された。前者の調査対象地

は高崎市下滝町(下滝高井前遺跡)、下斎田町(下斎田重

土薬師遺跡)、綿貫地内であり、調査期間は平成20年10

月１日～平成21年１月31日である。後者は高崎市下滝町

(下滝高井前遺跡)、下斎田町地内(下斎田重土薬師遺跡)

で、調査期間は平成21年２月１日～３月31日である。そ

の後、５月15日付と９月10日付(分割２号)で高崎土木事

務所と受委託契約を交わした事業について、いずれも調

査期間を２ヶ月延長して平成21年３月31日までとする変

更契約が締結された。

　綿貫地区においては、当遺跡5,735㎡、綿貫原北遺跡

5,624㎡、綿貫牛道遺跡6,427㎡の計17,786㎡が調査され

ている。

平成21年度

　平成21年３月18日付けで群馬県教育委員会から、３月

24日付けで高崎土木事務所から、平成20年度国道354号

高崎玉村バイパス道路改築事業(分割３号)に伴う埋蔵文

化財の発掘調査の委託依頼がなされた。当遺跡と綿貫牛

道遺跡あわせて3500㎡が対象である。平成21年３月31日

付けで、群馬県西部県民局高崎土木事務所と財団法人群

馬県埋蔵文化財調査事業団の間で、「埋蔵文化財発掘調

査・整理委託契約」が締結された。７月13日、高崎土木

事務所の依頼を受け、群馬県教育委員会から綿貫牛道遺

跡1940㎡の発掘調査の依頼がなされた。９月３日付けで、

群馬県西部県民局高崎土木事務所と財団法人群馬県埋蔵

文化財調査事業団の間で、「変更委託契約書」が締結され

た。

　このように、平成19年度に当遺跡と綿貫原北遺跡の調

査を開始し、平成20年度は当遺跡と綿貫原北遺跡、綿貫

牛道遺跡、そして井野川左岸の下滝高井前遺跡、下斎田

重土薬師遺跡の調査、平成21年度も引き続いて、当遺跡

と綿貫牛道遺跡、綿貫原北遺跡の調査と、下滝高井前遺

跡、下斎田重土薬師遺跡がそれぞれ実施された。
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綿貫伊勢遺跡

第２図　遺跡位置図（国土地理院地勢図1:200,000｢宇都宮｣(平成18年４月１日発行)｢長野｣(平成10年２月１日発行)使用 )
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第２章　調査の方法と経過

第１節　発掘調査の方法

　１　グリッドの設定

　国道354号高崎玉村バイパスに伴う埋蔵文化財の発掘

調査においては、平成８年度の調査開始以来採用してい

るグリッドの設定方法を当遺跡でも踏襲している。

　グリッドの設定は国家座標にもとづき玉村町全域およ

び高崎市内の該当地域を網羅するように、南東隅の座標

Ｘ＝30,000・Ｙ＝－60,000を起点とする10km四方の区画

を設定し、これを「地区｣と呼称した。

　次にこの「地区｣を１km四方に分割して、南東隅から

北方向に１～ 100の番号を付け「区｣(大グリッド)とし

た。さらに、この「区｣を100ｍ四方に分割し、同様に１

～ 100の番号を付け「中グリッド｣とした。綿貫伊勢遺跡

１区から３区は「86区｣ 「87区｣ 「96区｣ 「97区｣(中グリッ

ド)に該当している(第４図)。

　この「中グリッド｣を、さらに５ｍ四方に分割して「小

グリッド｣を設定した。一つのグリッドの大きさは５ｍ

×５ｍとなる。「小グリッド｣には南東隅を起点として、

西方向にアラビア数字を「１～ 20｣、北方向にアルファ

ベット「A～Ｔ｣を付した。発掘調査の実施にあたっては、

この「小グリッド｣を基本としている。

　本報告書で記載するグリッドは、地区・区の表記は省

略して基本的に「中グリッド｣と「小グリッド｣を組み合わ

せて表記する。たとえば１区11号住居の場合は２つのグ

リッドにまたがるため、その記載方法は「87A－13・14｣

となる。

　２　調査区の設定

　発掘調査にあたっては、基準とする区画やグリッドと

は別に、任意の調査区に区分している。

　綿貫伊勢遺跡は、字境によって西に綿貫牛道遺跡が隣

接している。調査区は北西から南東に約128 ～ 150ｍ、

幅約75 ～ 80ｍある。このために遺跡中央を東西方向に

走る高崎市道を境界として北側を１区、南側を２区・３

区として調査区を設定した(第３・４図)。１区の調査対

象面積は4,581㎡、２区の調査対象面積は4,485㎡、３区

の調査対象面積は277㎡の総計9,343㎡である。

　３　遺構の調査

　表土については重機によって掘削した。その後、人力

による遺構確認作業を行い、遺構平面の確認後、埋没土

層の確認用ベルトを任意に設定して移植ゴテなどで掘り

下げた。遺構の掘削も人力によった。

　遺構番号は調査年や調査担当者の変更があることか

ら、遺跡全体の通し番号ではなくて、調査区ごとに１か

ら通し番号を付けた。

　遺構測量は、平面図については電子平板によるデジタ

ル測量を、断面図については手実測で行っている。住居・

掘立柱建物、土坑などの平面図は1:20を基本とし、溝や

畠については1:40とし、土層断面図は1:20で作成した。

　遺構写真の撮影には、６×７cm判モノクロフィルムを

使用、カラー写真はデジタルカメラを使用してハード

ディスク及びＤＶＤによるデータの記録保存をはかっ

た。調査区の全景写真については、ラジコンヘリコプター

による空中写真撮影を実施した。

第２節　調査の経過

　綿貫伊勢遺跡１区から３区の調査については、綿貫原

北遺跡・綿貫牛道遺跡の調査と併行しながら実施してい

る。

　綿貫伊勢遺跡の調査は２区から着手、担当は洞口正史

で平成20(2008)年３月３日から３月31日まで実施した。

引き続いて４月１日から洞口正史と笹澤弘紀の２名で１

区から３区の調査と綿貫牛道遺跡１区・２区も担当して、

平成21(2009)年３月31日まで実施した。この間、綿貫伊

勢遺跡２区と３区、綿貫牛道遺跡２区の調査を終了して

いる。ただし綿貫伊勢遺跡１区については1,323㎡の調

査で、85号住居まで調査を終了した段階であった。その

後、１区の残り3,258㎡の調査と綿貫牛道遺跡１区残り

第２章　調査の方法と経過
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2,182㎡の調査については、４月１日から菊池実と山田

精一の２名で実施、同年８月31日をもって綿貫伊勢遺跡

１区の調査と綿貫牛道遺跡１区の調査を全て終了した。

　以下、綿貫伊勢遺跡の調査日誌抄を記す。

平成19(2007)年度

３月３日 ２区の事務所用地、調査区の確認を行う。

 ５日 事務所用地の表土掘削を開始する。

 ７日 ２区表土掘削と遺構確認作業を行う。

 12日 遺構確認作業の継続と概念図の作成を行う。

 13日 土坑・ピットの調査を行う。

 17日 土坑・ピット・溝の掘削と図面の作成、写真

撮影を行う。

 18日 住居・土坑・ピット・溝の調査を継続する。

 25日 引き続き住居・土坑・ピット・溝の調査を継

続する。

　　27日　ハイライザーによる遺構写真撮影を実施す

る。

　　28日　本日をもって平成19年度調査を終了する。

※　※　※

平成20(2008)年度

４月14日 平成20年度の調査担当者は洞口正史と笹澤弘

紀の２名である。２区の継続調査から開始す

る。

 15日 ２区４・６～９号住居の調査、24号土坑とピッ

トの調査を行う。

 17日 新たに10号住居の調査を開始する。

 21日 県教委文化財保護課職員２名来跡。６～ 13

号住居の調査継続、24 ～ 27号土坑・ピット・

溝の調査を行う。

 25日 ６・７・９・10号住居のカマド写真と14号住

居の全景写真撮影を実施する。

 30日 引き続き住居調査と遺物取り上げを実施す

る。

５月７日 高崎市教委職員７名来跡。１・３・11 ～

13・16・17号住居、１号掘立柱建物跡の調査

を行う。

 ９日 16・17号住居の遺物出土状況の写真撮影を実

施する。

 12日 11 ～ 13号住居、19号住居の写真撮影、２・

４号溝の調査を実施する。    

 15日 原澤ボーリングによる１・２号井戸の掘削。 

高崎市立高南中学校の職場体験打合せ。

 19日 ６・９・15・16・21号住居、29・30号土坑、

２号井戸、５号溝の調査を継続する。高崎市

立並榎中学校生徒の職場体験始まる(23日ま

第４図　グリッド設定図
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で)。

 23日 ７・11・15・16・19・20号住居の掘り方調査、

86 ～ 91号ピットの調査を行う。

 26日 本日から高崎市立高南中学校生徒の職場体験

が始まる(30日まで)。

 27日 15 ～ 18・20・22 ～ 24号住居、96 ～ 116号

ピットの調査を実施する。

６月４日　16・27号住居のカマド、122 ～ 139号ピット

の調査と写真撮影を実施する。

 ６日 16・22・23号 住 居 の 掘 り 方 調 査、126 ～

141・153 ～ 157号ピットの図面を作成する。

 10日 高崎市立新町中学校の職場体験打合せ。

 16日 26・29・30号住居のカマド、31 ～ 33・35・

36号住居の調査を継続する。

 20日 35・36号住居、46 ～ 48号土坑、337 ～ 383号

ピットの調査と写真撮影を実施する。

 23日 本日から新町中学校生徒７名による職場体験

が始まる(27日まで)。

　　25日　東京都目黒区内の小学校３クラスの児童が見

学。

７月１日 24・25・29・30号住居の掘り方、土坑、ピッ

ト、溝の調査を継続する。

 10日 29 ～ 33号住居の掘り方、40 ～ 46号住居の調

査を行う。

 14日 43 ～ 45号住居のカマド、24・29・30・32・

33号住居のピット調査、写真撮影を行う。

 16日 24・29・30・38・39 ～ 41号住居の掘り方調

査、43 ～ 46号住居のカマド、48 ～ 50号住居

の調査を行う。485 ～ 495号ピットの全景写

真撮影。

 22日 42 ～ 47・50号住居の掘り方調査、496 ～ 514

号ピットの図面を作成する。

 29日 これまでに住居65軒、土坑63基、ピット551基、

溝８条を検出する。

 31日 43・46号住居カマド、48・49号住居のピット、

55・56号住居の調査、542 ～ 557号ピットの

全景写真を撮影する。

８月１日 43・46・48・49・51・53・54・56・57・59号

住居の写真撮影を行う。

 ６日 60・61号住居の写真撮影、62・63号住居の調

査を行う。

 11日 空撮を実施、その後９～ 12号溝の撮影を行

う。

 19日 52 ～ 54・56号住居の掘り方、55号住居カマ

ド、57・60・63号住居の調査を行う。

 22日 ３区の調査準備を始める。

 26日 ３区の表土剥ぎを開始。杭打ち作業。

 27日 ２区は住居、墓坑の調査継続、３区は遺構確

認作業を実施する。

９月１日 ２区は62号住居の掘り方調査、３区では３軒

の住居を検出する。

 ８日 １区の杭打ち作業、３区２号住居、ピット群

などを調査する。

 ９日 １区の表土掘削を開始する。３区は３号住居、

土坑群・ピット群、１・２号溝を調査する。

 11日 １区は表土掘削と遺構確認作業、３区は１・

２号住居、1～ 3号溝、10 ～ 12号土坑などの

調査を行う。

 16日 １区は表土剥ぎと遺構確認作業の継続、３区

は１～３号住居、79 ～ 81号ピットの写真撮

１区調査風景 ２区調査風景
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影を行う。

 19日 １区は遺構確認作業と１～３号土坑の調査。

３区は１号溝の掘削を行う。

 24日 １区ではこれまでに住居５軒を検出。３区は

引き続き１号溝の調査を行う。

 26日 ３区の調査を終了する。１区は住居調査のた

めにベルトを設定する。

　　30日　１区で25号住居までを検出する。

10月１日 県立高崎東高校生２名見学。

 ６日 １区は住居調査を継続。そして２区の調査を

再開、59・60・63号住居の調査を行う。

 ８日 １区８・11・17・18・22・24・25号住居の調

査、２区59・60・63号住居の調査を行う。

 14日 １区17・32号住居遺物出土状況の写真撮影、

２区60・63号住居の写真撮影、残り調査区の

表土掘削を開始する。

 16日 １区は各住居の調査継続。２区は表土掘削と

60・63号住居のカマド調査を行う。

　　20日　１区は各住居の掘り方調査の継続。２区は表

土掘削の継続と遺構確認作業を行う。あわせ

て綿貫牛道遺跡２区の表土掘削と遺構確認作

業も行う。

 31日 １区７・15・20・22・30・40・41号住居の調

査。11月５日 １区15・20・35・38号住居の

写真撮影。２区は中断していた遺構調査を再

開する。

 11日　空撮を実施する。

 16日 バス見学会で40名来跡。

 21日 １区概念図の作成準備。２区67・70・73・

76・78・79号住居、671 ～ 675号ピットの調

査を行う。

 27日 １区38号住居のカマド調査。２区72・79号住

居、84・87・97号土坑、671 ～ 673・675号ピッ

トの写真撮影を行う。

12月１日 本日より笹澤にかわって谷藤保彦が調査担当

になる。

 ７日 現地説明会の開催、155名の見学者があった。

 ９日 ２区70・92・96・97号住居、２号溝、９号井

戸の調査を行う。

 15日 ２区68・69号住居の写真撮影、70・74・89号

住居の調査、684 ～ 692号ピットの図面作成。

 18日 ラジコンヘリによる空撮を実施する。

 25日 ２ 区65 ～ 68・75・76・78・97・99号 住 居、

79・86 ～ 88・94・105・106号 土 坑、644 ～

697・700 ～ 702号ピット、14 ～ 17号溝の調

査を行う。

平成21(2009)年

１月７日 本日より谷藤にかわって岩崎泰一が調査担当

になる。２区の住居・土坑・ピット・溝の調

査を継続する。

 13日 ２区65・68・73 ～ 76・78・88・89・91・100

号住居、107・108号土坑、706・707号ピット

の写真撮影を行う。

 19日 １区38・39号住居の写真撮影。２区80 ～

82・84・89・92 ～ 94・99号住居の調査を行う。

 26日 １区42・44 ～ 47号住居の調査。２区85・

87・89・93号住居の図面作成。

 29日 １区49・50号住居、24・25・27号土坑の調査。

２区86・87・95号住居の写真撮影を行う。

２月２日 高崎市教委文化財保護課の職員来跡。

２区調査風景 ３区調査風景
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 ６日 １区35・39・44・48・51号住居の調査。２区

８・９号井戸の調査を行う。

 13日 １区55・56・58 ～ 60号住居の調査。２区は

埋め戻し作業を開始する。

 17日 １区55・58・90号住居の掘り方と33 ～ 38号

土坑の全景写真を行う。62 ～ 64・66号住居

の図面を作成する。

 24日 １区63・66 ～ 68号住居の掘り方、１・２号

井戸の調査を行う。

３月３日 午前中に空撮。午後から住居の調査を再開す

る。

 ９日 １区54・56・57・61 ～ 65・69・70・74号住

居の調査を行う。

 11日 引き続き１区33・53・56・64・65・70・73・

74号住居の調査を行う。

 17日 １区64・70・73 ～ 80号住居の調査を継続する。

 23日 １区73・78・80号住居の調査を行う。

 24日 本日をもって平成20年度の調査を終了する。

※　※　※

平成21（2009）年度

４月１日 平成21年度の調査担当者は、菊池実と山田精

一の２名である。

 ２日 現場代理人との打合せを行う。

　　８日 昨年度調査の継続、まず綿貫牛道遺跡１区の

調査から開始する(以後、牛道遺跡１区の調

査経過は除外する)。

 17日 １区の遺構確認作業を行う。

 24日 １区86 ～ 90号住居、60 ～ 70号土坑までを確

認する。

 28日 １区96号住居までを確認する。82・86・87・

90・92・93号住居の調査、71 ～ 74号土坑の

図面作成、22・23号溝の写真撮影を実施する。

５月１日 １区82・83号住居の遺物出土状況と87号住居

のカマド全景の写真撮影を行う。

 12日 引き続き住居の調査と土坑・ピットの全景写

真撮影を行う。

 18日 １区90 ～ 93・100 ～ 105号住居の調査を行う。

 25日 １区93・99・100・103 ～ 105・108号住居の

調査を継続する。本日より高崎市立高南中学

校生徒の職場体験が始まる。

 27日 県広報課による取材が行われる。

 29日 本日で高崎市立高南中学校生徒の職場体験が

終了する。

６月３日 １区88・94・95・100・105・110号住居の掘

り方、116・117・119 ～ 124号住居の調査を

行う。土坑群・ピット群の掘り下げも続行。

 ９日 １区87・91・94 ～ 96・98・99号住居の遺物

取り上げ、127・128・130 ～ 132号住居の図

面作成。138号住居までを検出する。

 17日 本日から高崎市立新町中学校生徒による職場

体験が始まる。昨日までに148号住居までを

検出する。

 23日 １区129・132・143・147号住居の掘り方調査、

152・154・156号住居の掘り下げ、107・108

号土坑の全景写真撮影を行う。

 30日 １区127・139・158 ～ 160・162・165号住居

の掘り方調査、23・28号溝の写真撮影を行う。

本日までに168号住居までを検出。

７月３日 １区82・83・89・104・106・107号住居の写

真撮影、127・139・158 ～ 165・167 ～ 170号

住居の掘り下げを継続する。

 ７日 引き続き住居の調査を行う。

 10日 １区161 ～ 163号住居遺物出土状況の写真撮

影、５号井戸の図面を作成する。

 17日 １区184 ～ 186号住居を検出する。

 28日 １区192号住居までを検出する。引き続き各

住居の図面作成・写真撮影・遺物取り上げを

実施する。

 30日 １区195号住居までを検出する。

８月５日 本日までに１区201号住居までを検出する。

 11日 １区181・196号住居の図面作成、200・203号

住居、169号土坑の写真撮影を行う。

 19日 各住居の調査継続と60 ～ 173号土坑、93 ～

387号ピット、22 ～ 30号溝などの調査を行う。

 25日 １区106・197・198・200・203号住居の図面作成、

土坑・ピット群の全景写真を撮影する。

 26日 下滝高井前遺跡への引っ越し準備を始める。

 31日 本日をもって綿貫伊勢遺跡の調査を終了す

る。

第２節　調査の経過
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第３節　整理作業の方法

　報告書作成のための整理作業は、平成22(2010)年４月

１日から平成25(2013)年３月31日まで、綿貫牛道遺跡・

綿貫原北遺跡とともに実施した。

　出土遺物については調査終了時までに、洗浄され遺

跡略号、調査区、調査面、遺構名・グリッド名、遺物

No.が注記されている。

　整理作業においては、遺物を種別・器種別に分類した。

そして縄文土器、土師器・須恵器、陶磁器、石器・石製

品等のそれぞれについて、接合・復元・写真撮影・実測・

トレース作業を実施した。これについては、接合復元班、

縄文実測班、石器専業班、実測班、トレース班、写真室

がそれぞれに対応した。遺物の実測は手作業で実施した

が、その一部については長焦点デジタルカメラと三次元

計測システムで測定して素図を作成、最終確認は手作業

で行い図化した。これらのトレースも手作業で行い、作

成したものをスキャニングしてデジタルデータ化して報

告書掲載図とした。古銭、金属製品については当事業団

保存処理室で錆落としの作業を実施後、実測等を行った。

　遺構図については平面図と断面図の照合・修正とレイ

アウト作業を編集班で行い、デジタルトレースをデジタ

ル専業班が行い報告書掲載図とした。

　遺構写真については報告書に掲載する写真の選定とレ

イアウトを編集班で行い、調査時に撮影したネガフィル

ムのスキャニングと版下作成作業をデジタル専業班が実

施した。遺物写真撮影は当事業団写真室でデジタルカメ

ラを用いて行い、編集班のレイアウトをもとにデジタル

専業班が加工・編集し、図版作成を実施した。

　併行して本文・表・土層注記等の原稿執筆を行った。

報告書の出稿にあたっては原稿、挿図、写真のいずれも

デジタルデータ化を行った。

　その後、校正作業を経て、平成25(2013)年３月に『綿

貫伊勢遺跡』として発掘調査報告書(本報告)の刊行を

行った。

　報告書に掲載資料については、管理台帳作成後、収納

作業を行ったが、掲載されなかった遺物については出土

地区・遺構ごとに分類して収納作業を行った。

第２章　調査の方法と経過
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第５図　井野川低地帯の地下断面図（『新編高崎市史通史編１』p.90の図30を一部改変）
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第３章　遺跡の立地と周辺の遺跡

第１節　遺跡の立地

　綿貫伊勢遺跡の所在する高崎市は関東平野の北西縁に

あり、平成の大合併によって市域西端は長野県北佐久郡

軽井沢町、東端は埼玉県児玉郡上里町に接している。市

街地から赤城山・榛名山・妙義山の上毛三山を望むこと

ができる、群馬県西部のいわゆる西毛地区に位置してい

る。市内には、利根川・烏川・碓氷川など、大きな一級

河川が流れ、遺跡地のすぐ東側を井野川が南東流して烏

川に合流している(第２・６図)。

　高崎市域(平成の大合併前)の地形は、市域西部にひろ

がる高さがほぼそろい浸食が進んで急傾斜の斜面とやせ

尾根の連なる岩野谷(観音山)丘陵、榛名山南面の裾野に

ひろがる相馬ヶ原扇状地と丘陵縁辺部の扇状地、東縁を

広瀬川そして西縁を烏川までの連続した比較的平坦な高

崎・前橋台地、段丘と谷底平野からなる井野川低地帯、

烏川・碓氷川流域の氾濫原に区分される。

　以下、『新編　高崎市史　通史編１　原始古代』(平成

15(2003)年)と群馬県『土地分類基本調査　高崎』(平成

４(1993年))の内容を参考として記述する。

　前橋台地の中央付近を流れる井野川流域には、井野川

低地帯がひろがっている。この低地帯を境にして、前橋

台地の西域を特に高崎台地と呼ぶ場合もある。高崎・前

橋台地は、およそ2.1万年前、浅間山の噴火に伴う大規

模な山体崩落によって流れ下った前橋泥流と呼ばれる堆

積物によってその土台が形成されている。

　高崎市域で前橋台地に属する地域は、市域の東縁にあ

たる八幡原町から新保田中町に至る地域、すなわち、井

野川の流域にひろがる低地帯の東側から利根川の流路ま

での地域である。台地の土台を形成する前橋泥流の上位

にはローム層や小河川・湿地の堆積物が重なっている(第

７図)。

　一方、高崎台地では前橋泥流の上に高崎泥流が堆積し

ている。この泥流の下に浅間板鼻黄色軽石(As-YP)が認

められることから、およそ1.1万年前の堆積と考えられ

ている。その発生原因は榛名山南西麓から秋間丘陵付近

で起きた大きな地震が関係している可能性が指摘されて

第１節　遺跡の立地
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第７図　遺跡周辺地形分類図（群馬県『土地分類基本調査  高崎』(1993年)による）

第１節　遺跡の立地
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いる。台地の上は比較的平坦で洪水などの災害に遭いづ

らいことから、古墳時代にはすでに水田の開発が行われ

ている。

　高崎台地と前橋台地を区切る井野川低地帯は、両台地

より一段低く幅600 ～ 700ｍで帯状に分布する。段丘崖

は、岩鼻～栗崎付近で比高10ｍ前後、柴崎付近で５～３

ｍと北西へ比高を減少し、南大類付近で不鮮明になる。

この低地帯は前橋泥流堆積後の比較的早い時期に、昔の

「利根川｣によって形成された地形である。この旧利根川

の流路に、およそ1.7万年前の「陣場岩なだれ｣による堆

積物が流れ込み、榛名山の裾野からやや遠い井野川下流

域を除いてその姿を消してしまった。その後、埋め立て

を免れた現在の井野川低地帯の中は、砂層やシルト層を

堆積させる小河川と湿地が広くひろがる環境がつくられ

た。そして1.1万年前に、高崎泥流がこの低地帯にも流

れ込み、埋め立てが進んだのである。この低地帯の地形

をさらに詳細にみると、何段かの段丘面に区分すること

ができる。これらの段丘のうち、当遺跡や綿貫観音山古

墳がのる段丘は、最も高位にあり広く連続している。こ

の井野川の高位段丘には、高崎台地の面と同じく高崎泥

流が堆積している(第５図)。

　当遺跡は井野川低地帯の標高約74ｍに立地している。

第７図の分類に従うと前橋高崎台地Ⅱ面に該当する。調

査時に行った土層の観察から得られた基本土層は第10図

に示し、第４章第１節２で詳述してある。

第２節　周辺の遺跡

　現在の高崎市は、平成18(2006)年に高崎市と群馬郡

下の群馬町・箕郷町・榛名町・倉渕村、多野郡新町との

合併、さらに平成21(2009)年に多野郡吉井町との合併

で誕生した新市である。

　遺跡の所在する高崎市綿貫町は、市東部の「岩鼻地区｣

にある。井野川下流右岸に位置し、対岸は高崎市の「滝

川地区｣になる。

　明治22(1889)年の町村制施行により、周辺６村(岩

鼻町、綿貫村、台新田村、栗崎村、東中里村、矢中村)

が合併し西群馬郡岩鼻村が成立する(第６図)。明治29

(1896)年に西群馬郡と片岡郡の統合により群馬郡に属し

た岩鼻村は、戦後の昭和32(1957)年、高崎市と群南村

へ分割編入される。この時に綿貫と栗崎は群南村に編入

された。そして昭和40(1965)年、群南村は高崎市へ編

入され現在に至っている。

　第８図は高崎市の「岩鼻地区｣と「滝川地区｣を主体に「

大類地区｣と「京ヶ島地区｣の一部、関越自動車道の東に

位置する玉村町西端にかけて形成された遺跡の分布図で

ある。遺跡番号の1が当遺跡であり、８までが国道354号

高崎玉村バイパス建設に伴って調査された遺跡である。

また９～ 15は県道前橋長瀞線と北関東自動車道建設関

連の高崎市所在遺跡になる。16 ～ 23は関越自動車道関

連の遺跡、96 ～ 99は北関東自動車道建設関連の前橋市

所在の遺跡、100 ～ 102は県道前橋長瀞線建設関連の前

橋市所在の遺跡になる。このように遺跡地周辺は大規模

な発掘調査が継続的に行われている。

　以下、当遺跡周辺の歴史的環境を時代を追って記述す

る。なお、文中の遺跡名の後ろに付く〔　〕番号は第　図

の遺跡番号に対応している。

１　旧石器時代

　当遺跡では旧石器時代の遺物は検出されていないが、

遺跡から南1.8kmの烏川左岸段丘上に立地している岩鼻

坂上北遺跡〔84〕から槍先形尖頭器１点が出土している。

２　縄文時代

　当遺跡では１～３区において前期から後期にかけての

土器片・土偶、石鏃・打製石斧などが出土しているが、

遺構は検出されていない。

　遺跡周辺の井野川右岸段丘上にあっては、隣接する綿

貫牛道遺跡〔２〕や綿貫原北遺跡〔３〕から前期と中期の土

器片、打製石斧などの石器、南東約550ｍに位置する綿

貫堀米前Ⅱ遺跡〔70〕からも中期後半の土器片、綿貫小林

前遺跡〔９〕では打製石斧が出土している。北西約1.3km

の下大類蟹沢遺跡〔42〕からは石鏃やスクレイパーが出土

している。いずれも遺構外からの出土である。

　一方、井野川左岸段丘上では、遺跡対岸の下滝高井前

遺跡〔４・63〕から前期諸磯ｂ式期の住居１軒と土器片、

続く下斎田重土薬師遺跡〔５〕からも同時期の土器片が出

土している。当遺跡から南東2.2kmに位置する八幡原A

遺跡〔17〕からも諸磯ｂ式期と思われる住居１軒が検出さ

れている。八幡原稲荷遺跡〔91〕からは前期後半と中期の

第３章　遺跡の立地と周辺の遺跡

14



123

4 5 6
7 8

9

10 12

57

58

61

59

21

20
60
64 63 62

55

66

50

51

53

52

54

43

49
48

47

46

45

44

42
41

40

39

29

23

24

26

25
27

103

38

102

97 98

104

95

94

92

93

99

96

101
100

28
15

14

3736

30

31

32

33

35
34

22

13

11

56

65
70

71

67
68

69

76

72 19

18

17

75

74

79

91

73

77

10585

83
82

8180
84 86

87

88
89

90

16

78

第８図　周辺遺跡の分布図

０ １km１: 25,000

第２節　周辺の遺跡

15



土器片、下滝梅崎遺跡〔60〕からは縄文時代の可能性のあ

る土坑１基と剥片が出土している。下斎田・滝川A遺跡

〔19〕では中期後半加曽利Ｅ式の土器片が出土した土坑１

基と前期黒浜式、諸磯式の土器片が出土している。滝川

Ｃ遺跡〔21〕では前期黒浜式の土器が一括出土している。

下滝天水遺跡〔10〕からは陥穴と考えられる土坑と早期か

ら中期にかけての土器片、上滝遺跡〔22〕では前期から後

期に至る土器片と石鏃が出土している。元島名B遺跡

〔23〕は遺構外から中期後半の摩耗した土器片１点のみで

あった。玉村町域の上新田新田西遺跡〔６〕でも前期と中

期の土器片と石鏃など、上新田中道東遺跡〔８〕からは中

期後半から後期前半の土器片と石鏃28点、有舌尖頭器４

点などが出土している。利根川右岸の前橋台地上では宿

横手三波川遺跡〔14〕から石鏃など９点が出土している。

　このように当遺跡周辺の遺跡分布を見てくると、井野

川下流域左岸段丘上に縄文時代の住居が構築されるのは

前期の諸磯ｂ式期からと判断される。そして当遺跡の周

辺でも前期になって縄文人の活動の痕跡が認められるも

のの集落が営まれるほどではなかったようだ。

３　弥生時代

　当遺跡からは弥生時代の遺構と遺物は検出されていな

い。

　井野川下流域の当遺跡周辺における弥生時代遺跡の分

布は縄文時代と同様に希薄である。

　しかし遺跡地の北西約３kmの井野川中流右岸では、万

相寺遺跡〔32〕や高崎情報団地Ⅰ遺跡〔33〕から後期樽式土

器を伴う住居や方形周溝墓、左岸でも元島名遺跡〔30〕や

鈴ノ宮遺跡〔31〕のように後期の集落や方形周溝墓が検出

され、さらに当遺跡の北約2.6kmの利根川右岸の西横手

遺跡群〔27〕からも樽式土器片が検出されている。このよ

うに弥生時代後期になって井野川中流域には集落や墓域

が形成されていることがわかる。

　なお、井野川と烏川との合流点に近く、両河川の左岸

台地上の縁辺部にある八幡原若宮遺跡〔88〕からは、弥生

時代中期後半から末に属する土器片が採集されている。

４　古墳時代

　当遺跡からは、古墳時代前期と後期の住居が検出され

ている。　

　前期の遺跡は弥生時代の遺跡が希薄であった井野川下

流域で急激に増加する。古式土師器を伴う、この時期の

集落を井野川右岸と左岸で見てみよう。

　当遺跡の所在する井野川右岸にあっては、綿貫牛道遺

跡〔２〕で住居５軒、綿貫原北遺跡〔３〕３軒、綿貫小林前

遺跡〔９〕では住居44軒と方形周溝墓1基、井戸と溝が検

出されている。このうちの１軒からは銅鏃が出土した。

綿貫遺跡〔55〕では住居６軒と方形周溝墓２基・溝数条、

綿貫堀米前Ⅱ遺跡〔70〕では住居３軒と土坑１基、不動山

東遺跡〔69〕では住居２軒が検出されている。また、当遺

跡の西北西約1.2kmの下大類遺跡〔50〕からは住居、隣接

する西の柴崎熊野前遺跡〔49〕では河川跡(埋没土の中位

にAs-Cが堆積)から大量の土器とともに石製勾玉・管玉、

ガラス製小玉などが出土している。さらにその南西約

500ｍの高崎台地上に位置する矢中村東(A・B・C)遺跡〔51

～ 53〕では14基の周溝墓が検出されている。あわせて一

つの墓域として考えることができる。

　一方、井野川左岸では当遺跡から北600ｍ、綿貫小林

前遺跡の対岸に位置する下滝天水遺跡〔10〕から住居25軒

(その可能性を含めて)が検出されている。下滝高井前遺

跡〔４〕では住居・土坑・溝、下滝梅崎遺跡〔60〕からは住

居２軒と方形周溝墓１基、下斎田・滝川A遺跡〔19〕で住

居３軒・方形周溝墓１基・土坑４基である。滝川Ｃ遺跡

〔21〕では住居の検出はなくて土坑と溝、同じく上滝社宮

司東遺跡〔61〕も土坑だけの検出であった。上滝遺跡〔22〕

では住居３軒・土坑７基・溝１条、元島名下河原遺跡〔38〕

からは大溝１条が検出されている。井野川中流域の左右

両岸では元島名遺跡〔30〕から住居３軒・円形周溝墓７基

と方形周溝墓、鈴ノ宮遺跡〔31〕は住居55軒・方形周溝墓

４基・土坑１基、高崎情報団地遺跡〔33〕は住居と方形周

溝墓、そして大量の遺物が出土した溝が検出されている。

　当遺跡の南東約2.5kmに位置する玉村町下郷遺跡〔16〕

からは、住居３軒・土坑10基・溝１条・方形周溝墓27基・

円形周溝墓２基などが検出されている。なお、外周に溝

をもつ竪穴住居(周溝をもつ建物)は、前橋市の横手早稲

田遺跡〔100〕５軒、横手湯田遺跡〔97〕７軒、玉村町の上

新田中道東遺跡〔８〕２軒、上之手八王子遺跡５軒、上之

手石塚遺跡で１軒検出されている。

　当遺跡の北北西1.5km、井野川左岸に位置する４世紀

前半築造の元島名将軍塚古墳〔39〕は、墳丘長91 ～ 96ｍ

第３章　遺跡の立地と周辺の遺跡
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の前方後方墳である。埋葬施設は粘土槨で小型仿製鏡や

石釧が出土、墳丘裾部からは底部穿孔の二重口縁壺が出

土した。井野川右岸の古墳としては、当遺跡の北西方向

1.7kmの位置に４世紀後半の築造と考えられている柴崎

蟹沢古墳〔47〕がある。この古墳には正始元年銘のある三

角縁神獣鏡など４面の銅鏡が副葬されていた。

　４世紀初頭の浅間山Ｃ軽石(As-Ｃ)が降下する前後の

時期に、当遺跡周辺一帯を含む高崎市東部から前橋市南

部や玉村町にかけての低湿地であった地域では大規模な

開発が進められ、水田が広げられていった。As-Ｃ混土上・

下面で水田が検出されているのは、下滝天水遺跡〔10〕・

上滝榎町北遺跡〔13〕・宿横手三波川遺跡〔14〕である。

　前期の遺跡に比べて中期の遺跡は数少ない。右岸の不

動山東遺跡〔69〕では格子目叩目文をもつ韓式系土器の甕

が出土した５世紀代の住居１軒が検出されている。岩

鼻二子山古墳〔77〕や不動山古墳〔68〕の築造の背景に渡来

人、渡来系文物との関わりが考えられる。左岸の下滝天

水遺跡〔10〕からは一辺約35ｍの方形区画になる溝が検出

されたが、この溝は５世紀の豪族居館に伴う溝と推定さ

れている。元島名下河原遺跡〔38〕では住居５軒が検出さ

れた。

　井野川下流域の右岸段丘上には綿貫古墳群が形成され

ている。『上毛古墳綜覧』作成時に４基の前方後円墳(南

から岩鼻二子山古墳、不動山古墳、普賢寺裏古墳、綿貫

観音山古墳)と17基の円墳の合計21基が確認された。し

かし、現在の「群馬の森｣一帯にあった、陸軍岩鼻火薬製

造所の建設(明治13年)やその後の敷地拡張に伴い、多

くの古墳が壊されていったものと思われる。実際はさら

に多くの古墳が段丘上一帯に築造されていたものであろ

う。

　当遺跡の南東約450ｍに位置する普賢寺裏古墳〔67〕は、

墳丘長約80ｍの前方後円墳である。埋葬施設は竪穴系と

考えられること、また墳丘形状から５世紀前半の築造が

推定されている。現在の日本原子力研究開発機構高崎量

子応用研究所敷地内には、５世紀前半から中頃の築造と

考えられている、墳丘長約115ｍの前方後円墳・岩鼻二

子山古墳〔77〕が南方向に前方部を向けて築造されてい

た。後円部から２基の舟形石棺が出土した。副葬品は五

神四獣鏡、鉄製武器・農耕具、石製模造品などが出土し

ている。この古墳は岩鼻火薬製造所の敷地拡張にとも

なって大正から昭和初期には壊されてしまった。５世紀

中葉築造の不動山古墳〔68〕は墳丘長94ｍで、太田天神山

古墳と相似形の築造企画を有する前方後円墳である。主

体部には舟形石棺が用いられている。烏川との合流地点

付近の河岸段丘上には若宮八幡北古墳〔86〕が築造されて

いる。墳丘長46.3ｍの帆立貝式古墳で造り出し部を有す

る。埋葬主体部は舟形石棺で５世紀後半の築造と考えら

れている。この古墳の南側、烏川段丘上には若宮・八幡

原古墳群が形成されている。

　後期の遺跡は、右岸で綿貫牛道遺跡〔２〕や綿貫原北遺

跡〔３〕、綿貫小林前遺跡〔９〕では住居10軒弱、不動山東

遺跡〔69〕から住居１軒、綿貫堀米前Ⅱ遺跡〔70〕では34軒

の住居が検出されている。下大類蟹沢遺跡〔42〕からは住

居28軒・溝６条・古墳１基が検出されている。左岸では

下滝高井前遺跡〔４〕で集落、下滝赤城遺跡〔64〕から住居

５軒、元島名下河原遺跡〔38〕では住居13軒と末期の住居

６軒、上滝遺跡〔22〕では住居３軒・土坑４基・溝２条が

検出された。八幡原稲荷遺跡〔91〕からは６世紀後半から

７世紀後半に属する住居23軒が検出されている。

　当遺跡の南東約100ｍに位置する綿貫観音山古墳〔66〕

は、６世紀後半の築造で綿貫古墳群最後の前方後円墳と

考えられている。墳丘長97.5ｍで二段築成、二重の周堀

が巡る。榛名山二ツ岳噴出の角閃石安山岩を積み上げた

大型横穴式石室が構築されている。墳丘には円筒埴輪や

形象埴輪が樹立され、副葬品には鏡、装身具、武器・武

具、馬具、銅製水瓶、須恵器などがある。

　左岸では慈眼寺〔41〕裏境内付近から南東800ｍにわた

り古墳の分布が見られる。６世紀後半の築造で墳丘長47

ｍ、複室構造の横穴式石室を有する下滝２号墳(前山古

墳)〔56〕や直径40ｍの御伊勢山古墳〔57〕などがある。

　６世紀初頭の榛名山二ツ岳降下火山灰層(Hr-FA)下水

田は多くの遺跡で確認されている。下滝天水遺跡〔10〕・

上滝榎町北Ⅲ遺跡〔11〕・上滝五反畑遺跡〔12〕・上滝榎

町北遺跡〔13〕・宿横手三波川遺跡〔14〕・西横手遺跡群

〔15〕・西横手遺跡群Ⅰ・Ⅱ〔27・26〕・上滝斉田北遺跡

〔62〕、利根川左岸では横手南川端遺跡〔96〕・横手早稲田

遺跡〔100〕・横手湯田遺跡〔97〕・横手宮田遺跡〔101〕・亀

里平塚遺跡〔102〕などである。さらには６世紀中葉の榛

名山二ツ岳降下軽石層(Hr-FP)下水田が利根川流域で確

認されている。右岸側で宿横手三波川遺跡〔14〕・西横手

第２節　周辺の遺跡
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番号 遺跡名 所在地
○集落・溝等　●墳墓　城館凸　□水田・畠　△遺物のみ

参考文献
縄文 弥生 古墳 奈良・

平安 中世 近世 近現代

1 綿貫伊勢遺跡 高崎市綿貫町 △ △ ○ ○ ○ ● 本報告書
2 綿貫牛道遺跡 高崎市綿貫町 △ ○ ○ ● 団：『綿貫牛道遺跡』2012
3 綿貫原北遺跡 高崎市綿貫町 ○ ○ ○ ○ ● 団：『綿貫原北遺跡』2013
4 下滝高井前 高崎市下滝町 ○ ○ ○ ○ 団：『年報27』2008　『年報28』2009
5 下斎田重土薬師遺跡 高崎市下斎田町 △ ○ ○□ ○ ○ 団：『下斎田重土薬師遺跡』2010
6 上新田新田西遺跡 玉村町上新田 △ ○ ○ □ ○ □ □

団：『上新田新田西遺跡・上新田赤塚遺跡』2009
7 上新田赤塚遺跡 玉村町上新田 ○ □ ○
8 上新田中道東遺跡 玉村町上新田 △ ○ ● □ ○ 団：『年報24』2005
9 綿貫小林前遺跡 高崎市綿貫町 ○ ○ ○ ○ 団：『綿貫小林前遺跡』2006
10 下滝天水遺跡 高崎市下滝町 △ ○ □ ○ □ ○ □

団：『下滝天水遺跡』2004
11 上滝榎町北Ⅲ遺跡 高崎市上滝町 □ ○
12 上滝五反畑遺跡 高崎市上滝町 ○ □ ○ □ ○ ○ □ 団：『上滝五反畑遺跡』1997
13 上滝榎町北遺跡 高崎市上滝町 □ □ ○ □ 団：『上滝榎町北遺跡』2002
14 宿横手三波川遺跡 高崎市宿横手町 ○ ○ □ ○ □ ○ □ ○ □ 団：『宿横手三波川遺跡』2001
15 西横手遺跡群 高崎市宿横手町 ○ □  □ 団：『西横手遺跡群』2001
16 下郷遺跡 玉村町八幡原 ○ ● ○ 群馬県教育委員会『下郷』1980
17 八幡原A遺跡 高崎市八幡原町 ○ ○ ○ ○

団：『八幡原A・B遺跡　上滝　元島名A遺跡』1981
18 八幡原B遺跡 高崎市八幡原町 △ △ ○ □ ○ □
19 下斎田・滝川A遺跡 高崎市斎田町 ○ ○ ● ○ ○

団：『下斎田・滝川A遺跡　滝川B・C遺跡』198720 滝川B遺跡 高崎市上滝町
21 滝川C遺跡 高崎市上滝町 ○
22 上滝遺跡 高崎市上滝町 △ ○ ○ ○ ○ 団：『八幡原A・B遺跡　上滝　元島名A遺跡』1981
23 元島名B遺跡 高崎市元島名町 △ △ △ ○ 団：『元島名B遺跡・吹屋遺跡』1982
24 島野環濠遺構群 高崎市島野町 ○ 『新編高崎市史 資料編3中世』1996

25 元島名諏訪北遺跡 高崎市元島名町 □ 高崎市教育委員会『高崎市内遺跡埋蔵文化財緊急
発掘調査報告書』1992

26 西横手遺跡群(Ⅱ) 高崎市萩原町・
西横手町

□ □ □ 高崎市教育委員会『西横手遺跡群(Ⅱ)』1990
27 西横手遺跡群(Ⅰ) △ ● □ □ □ 高崎市教育委員会『西横手遺跡群(Ⅰ)』1989
28 明徳元年在銘宝篋印塔 高崎市西横手町 ● 高崎市教育委員会『高崎市遺跡分布図』1998
29 元島名内出 高崎市元島名町 ○ 『新編高崎市史 資料編3中世』1996
30 元島名遺跡 高崎市元島名町 △ ○ ● ○ ● ○ 高崎市教育委員会『元島名遺跡』1979
31 鈴ノ宮遺跡 高崎市矢島町 ○ ● ○ ● ○ 高崎市教育委員会『鈴ノ宮遺跡』1978
32 万相寺遺跡 高崎市宿大類町 ○ ○ ○ ● ○ □ ○ 高崎市教育委員会『万相寺遺跡』1985

33 高崎情報団地 高崎市中大類
町・宿大類町 △ ○ ● ○ ● ○●□ ○ □ 高崎市遺跡調査会『高崎情報団地遺跡』1997

34 中大類金井遺跡 高崎市中大類町 △ ○ ○ 住居・土坑。市教委：1989
35 中大類金井分遺跡 高崎市中大類町 ○ ○ 住居。市教委：1992
36 降照屋敷 高崎市中大類町 ○ 『新編高崎市史 資料編3中世』1996

37 中大類輪具遺跡 高崎市中大類町 △ ○ ○ ○ 高崎市教育委員会『高崎市内遺跡緊急埋蔵文化財
発掘調査報告書』1989

38 元島名下河原遺跡 高崎市元島名町 ○ 『新編高崎市史 資料編2』2000
39 元島名将軍塚古墳 高崎市元島名町 ● 高崎市教育委員会『高崎市遺跡分布図』1998
40 上滝Ⅱ遺跡 高崎市上滝町 ○ □ ○ 団：『上滝榎町北遺跡・上滝Ⅱ遺跡』2002
41 慈眼寺 高崎市下滝町 ○ 『新編高崎市史 資料編 3中世』1996
42 下大類蟹沢遺跡 高崎市下大類町 ○ ● ○ 高崎市教育委員会『下大類蟹沢遺跡』1993
43 下大類・中道下遺跡 高崎市下大類町 ○ ○ 高崎市教育委員会『下大類・中道下遺跡』2010

44 殿谷戸・旭・富士塚C・
隼人・吹手・峯岸 高崎市柴崎町 △ ● ○ □ △ ○ 高崎市教育委員会『柴崎遺跡群Ⅴ』1989

45 東原・富士塚・富士
塚前B 高崎市柴崎町 □ 高崎市教育委員会『柴崎遺跡群Ⅱ』1985

46 村間・富士塚前A遺跡 高崎市柴崎町 □ 高崎市教育委員会『柴崎遺跡群Ⅰ』1984
47 柴崎蟹沢古墳 高崎市柴崎町 ● 『新編高崎市史 資料編1』1999
48 砂内 高崎市柴崎町 ● 高崎市教育委員会『矢中遺跡群Ⅸ』1986
49 柴崎熊野前遺跡 高崎市柴崎町 ○ ○ □ ○ ○ □ ○ 団：『柴崎熊野前遺跡』1998
50 下大類遺跡 高崎市下大類町 ○ ○ 高崎市教育委員会『高崎市遺跡分布図』1998
51 矢中村東A遺跡 高崎市矢中町 ● □ 高崎市教育委員会『矢中遺跡群Ⅶ』1984
52 矢中村東B遺跡 高崎市矢中町 ● □ 高崎市教育委員会『矢中遺跡群Ⅷ』1985
53 矢中村東C遺跡 高崎市矢中町 ● ○ 高崎市教育委員会『矢中遺跡群Ⅹ』1988
54 稲荷山古墳 高崎市綿貫町 ● 高崎市教育委員会『高崎市遺跡分布図』1998
55 綿貫遺跡 高崎市綿貫町 ○ ● ○ ○ 高崎市教育委員会『綿貫遺跡』1985
56 前山古墳 高崎市下滝町 ● 高崎市教育委員会『高崎市遺跡分布図』1998
57 御伊勢山古墳 高崎市下滝町 ● 高崎市教育委員会『高崎市遺跡分布図』1998
58 下滝館 高崎市下滝町 凸 『新編高崎市史 資料編3中世』1996
59 下滝屋敷 高崎市下滝町 凸 群馬県教育委員会『群馬県の中世城館跡』1988

60 下滝梅崎遺跡 高崎市下滝町 ○ ○ ● ○ ○ 高崎市教育委員会『高崎市内小規模埋蔵文化財緊
急発掘調査概要』1995
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番号 遺跡名 所在地
○集落・溝等　●墳墓　城館凸　□水田・畠　△遺物のみ

参考文献
縄文 弥生 古墳 奈良・

平安 中世 近世 近現代

61 上滝社宮司東遺跡 高崎市上滝町 ○ ○
高崎市遺跡調査会『上滝社宮司東・斎田北遺跡　
下滝高井前・赤城遺跡』1990　　　　　

62 上滝斎田北遺跡 高崎市上滝町 □ □
63 下滝高井前遺跡 高崎市下滝町 △ △ △ △
64 下滝赤城遺跡 高崎市下滝町 ○ ○
65 堀米屋敷 高崎市綿貫町 凸 『新編高崎市史 資料編3中世』1996
66 綿貫観音山古墳 高崎市綿貫町 ● 高崎市教育委員会『高崎市遺跡分布図』1998
67 普賢寺裏古墳 高崎市綿貫町 ● 高崎市教育委員会『高崎市遺跡分布図』1998
68 不動山古墳 高崎市綿貫町 ● 高崎市教育委員会『高崎市遺跡分布図』1998
69 不動山東遺跡 高崎市綿貫町 ○ ○ 不動山東遺跡調査会『不動山東遺跡』1986
70 綿貫堀米前Ⅱ遺跡 高崎市綿貫町 △ ○ ○ ● 高崎市遺跡調査会『綿貫堀米前Ⅱ遺跡』2000
71 文安の宝塔 高崎市綿貫町 ● 『新編高崎市史資料編3中世』1996
72 天神山古墳 高崎市下斎田町 ● 高崎市教育委員会『高崎市遺跡分布図』1998
73 下斎田城 高崎市下斎田町 凸 『新編高崎市史 資料編3中世』1996
74 八幡原館 高崎市八幡原町 凸 『新編高崎市史 資料編3中世』1996
75 灰塚屋敷 高崎市八幡原町 凸 『新編高崎市史 資料編3中世』1996

76 八幡原灰塚Ⅱ遺跡 高崎市八幡原町 ○ ● ○ ○
高崎市教育委員会『岩鼻坂上北遺跡 八幡原灰塚Ⅱ
遺跡 飯塚新田西・雁田遺跡 高崎市内水田遺跡一
覧』1994

77 岩鼻二子山古墳 高崎市綿貫町 ● 高崎市教育委員会『高崎市遺跡分布図』1998
78 飯玉山古墳 高崎市栗崎町 ● 高崎市教育委員会『高崎市遺跡分布図』1998

79 八幡原大鼻遺跡 高崎市八幡原町 □ 高崎市遺跡調査会『八幡原大鼻遺跡・稲荷遺跡』
1984

80 倉賀野東古墳群大道
南群 高崎市倉賀野町 ● 高崎市教育委員会『高崎市遺跡分布図』1998

81 むじな山古墳 高崎市倉賀野町 ● 高崎市教育委員会『高崎市遺跡分布図』1998
82 弁天山古墳 高崎市倉賀野町 ● 高崎市教育委員会『高崎市遺跡分布図』1998

83 乙大応寺遺跡 高崎市倉賀野町 ● 高崎市教育委員会『高崎市内遺跡埋蔵文化財緊急
発掘調査報告書』1991

84 岩鼻坂上北遺跡 高崎市岩鼻町 △ ● ○
高崎市教育委員会『岩鼻坂上北遺跡 八幡原灰塚Ⅱ
遺跡 飯塚新田西・雁田遺跡 高崎市内水田遺跡一
覧』1994

85 岩鼻の砦 高崎市岩鼻町 凸 『新編高崎市史 資料編3中世』1996
86 若宮八幡北古墳 高崎市八幡原町 ● 高崎市教育委員会『高崎市遺跡分布図』1998
87 若宮館 高崎市八幡原町 凸 『新編高崎市史 資料編3中世』1996

88 八幡原若宮遺跡 高崎市八幡原町 ○ ● ○ ○ 高崎市教育委員会『高崎市内遺跡埋蔵文化財緊急
発掘調査報告書17』2003

89 天神塚古墳 玉村町八幡原 ● 玉村町教育委員会『玉村町の遺跡』1992

90 天神塚Ⅱ遺跡 玉村町八幡原 ●
玉村町教育委員会『角渕伊勢山遺跡・角渕伊勢山
Ⅳ遺跡・下郷Ⅱ遺跡・天神塚Ⅱ遺跡・八幡原赤塚
遺跡・薬師遺跡』2002

91 八幡原稲荷遺跡 高崎市八幡町 △ ○ ○ □ 『新編高崎市史 資料編2』2000

92 中道西遺跡 玉村町上新田 □ 玉村町教育委員会『中道西遺跡(第1次・第2次調
査)』1996

93 中道西Ⅱ遺跡 玉村町上新田 ○ ○ □ ○ ○
玉村町教育委員会『中道東遺跡 中道西Ⅱ遺跡 蛭堀
東遺跡(第2次調査)・中道東Ⅱ遺跡・中道東Ⅱ遺
跡(第2次調査)』2008

94 八反田遺跡 玉村町板井 □ 玉村町教育委員会『玉村町の遺跡』1992

95 天神前遺跡 玉村町板井 ○ □ 玉村町教育委員会『天神前遺跡・大明神遺跡・北
小路遺跡』2002

96 横手南川端遺跡 前橋市横手町 ○ □ ○ □ ○ □ ○ □
団：『横手南川端遺跡　横手湯田遺跡』2002

97 横手湯田遺跡 前橋市横手町 △ △ ○ □ ○ □ ○ □ ○ □
98 中村遺跡 前橋市鶴光路町 △ ○ □ ○ □ ○ ○ ●

団：『中村遺跡　西田遺跡』2002
99 西田遺跡 前橋市鶴光路町 ○ ○ □ ○ □ ○ ○ ●
100 横手早稲田遺跡 前橋市横手町 ○ ○ □ ○ □ ○ □ ○ □ ○

団：『亀里平塚遺跡・横手宮田遺跡・横手早稲田
遺跡・横手川端遺跡』2001101 横手宮田遺跡 前橋市横手町 □ ○ □ □ ○

102 亀里平塚遺跡 前橋市亀里町 □ □ □ ○ ●
103 浅間神社古墳 前橋市横手町 ● 群馬県遺跡台帳
104 新堀城 前橋市新堀町 ○ 群馬県教育委員会『群馬県の中世城館跡』1988

105 陸軍岩鼻火薬製造所 高崎市綿貫町・
岩鼻町 ☆ 『陸軍岩鼻火薬製造所の歴史』2007

106 八街北圃・八街北区
遺跡 玉村町下新田 ○ □ ○ ○ 玉村町教育委員会『原屋敷Ⅲ遺跡、 八街北圃・八街

北区遺跡』 2010
107 福島曲戸遺跡 ○□ ○□ ○□ 団: 『福島曲戸遺跡、 上福島遺跡』 2002
108 上福島中町遺跡 玉村町上福島 ○ ○ ○□ ○□ 団: 『上福島中町遺跡』 2003
109 羅漢町遺跡 高崎市羅漢町 ○● ● 団: 『羅漢町遺跡』 2011



遺跡群〔15〕、左岸側で横手早稲田遺跡〔100〕・横手湯田

遺跡〔97〕である。

５　奈良・平安時代

　当遺跡からは７世紀から10世紀代の住居が検出されて

いる。

　平安時代に編さんされた『和名類聚抄』によると、上野

国には碓
う
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ら
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楽の14郡があった。

この中で、高崎市域と考えられる郷名には、片岡郡の若

田・高
たか

渠
むそ

・佐没・長野、群馬郡の長野・井出・小野・上
かみ

郊
さと

・島
しま

名
な

、多胡郡の山
やま

宗
な

、那波郡の鞘
さや

田
だ

などがある。若

田郷は高崎市若田町から八幡町、長野郷は高崎市上、中、

下豊岡町一帯、島名郷は４世紀代の元島名将軍塚古墳の

ある高崎市元島名町、島野町、京目町一帯、山宗郷は高

崎市山名町一帯である。また鞘田郷については、佐波郡

玉村町斎田から高崎市上滝町、下滝町、下斎田町、岩鼻

町、八幡原町を含む地域が考えられている。

　奈良・平安時代の遺跡は古墳時代後期と同様の分布を

示す。当遺跡周辺で見よう。井野川右岸では綿貫遺跡〔55〕

から住居多数と土壇状遺構、溝が検出されている。土壇

状遺構は９世紀後半から10世紀前半代までに築造された

と考えられる瓦葺建物である。綿貫小林前遺跡〔９〕では

大集落、不動山東遺跡〔69〕は住居２軒、下大類蟹沢遺跡

〔42〕は住居72軒・溝17条である。左岸では下滝天水遺跡

〔10〕や下滝高井前遺跡〔４〕で大集落、元島名下河原遺跡

〔38〕で住居20軒、上滝遺跡〔22〕は住居２軒、下斎田・滝

川A遺跡〔19〕は住居９軒と土坑、八幡原灰塚Ⅱ遺跡〔76〕

は住居１軒である。

　天仁元(1108)年に降下した浅間B軽石層(As-B)下の

水田が検出されている。下斎田重土薬師遺跡〔５〕・上滝

斎田北遺跡〔62〕・下滝天水遺跡〔10〕・上滝榎町北Ⅲ遺跡

〔11〕・上滝五反畑遺跡〔12〕・上滝榎町北遺跡〔13〕・宿横

手三波川遺跡〔14〕・西横手遺跡群Ⅰ〔15・27〕・高崎情報

団地Ⅰ遺跡〔33〕・柴崎遺跡群の東原・富士塚・富士塚前

B遺跡〔45〕と村間・富士塚前A〔46〕・矢中村東・矢中村

東B遺跡〔51・52〕・八幡原大鼻遺跡〔79〕などである。　

６　中世

　当遺跡では14世紀前半から16世紀にわたる中世屋敷が

６か所検出されている。出土遺物に高級品は少ないが、

中小領主層に関係する遺跡と考えられる。

　当地域では鎌倉御家人として綿貫氏の存在が知られ

る。また、井野川を挟んだ東岸の高崎市八幡原町周辺は、

上野国奉行人安達氏が基盤とした地域と言われ、伝屋敷

跡として八幡原館(74)がある。安達氏は、弘安８年(1285)

霜月騒動により滅亡し、影響下にあった玉村氏も没落し

たと言われるが、綿貫氏は勢力を保ち、正慶２年(1333)

に河内国(大阪府)で楠木正成を討伐した際に作成された

「楠木合戦注文」に、「綿貫三郎入道跡」、「綿貫二郎右衛

門入道跡」の名が見える。また、西遷御家人としても、

鎌倉時代から一族の活躍が知られる。

　南北朝時代となり、上野国武士は上州白旗一揆とし

て結束を固め、綿貫氏も構成員となっている。永享12

年(1440)に幕府方が茨城県結城城を攻めた結城合戦で

は、一揆勢として参陣し、「綿貫越後守」、「綿貫多利房

丸、同名亀房丸代」が首級を上げている。文安６年(1449)

「掃
か も ん

部寮
りょう

領上野国綿貫庄」の年貢は、10年間納入免除と

なっていた(『康富記』)。時期が一致するため、一説に綿

貫氏の結城合戦での活躍に対する論功行賞であったとも

言われる。その際、期限終了に伴う年貢納入の申し立て

は、上杉氏被官木部氏が行っており、同荘園の代官であっ

た可能性が高い。峰岸純夫氏によれば、掃部寮は朝廷の

設営を取り仕切っており、「掃部寮領はそのための資材

供給地で、綿貫庄は何時の頃か(おそらく保の成立する

十一～十二世紀に)掃部寮領綿貫保として成立し、自生

する藺
い ぐ さ

草や葭
よし

(蘆)などを畳・筵
むしろ

・簾などの原料として貢

納し」、「十五世紀の時点では、すでにこのような特産物

の貢納はなくなり、一般的な荘園に転化していた」が、「依

然として政府直轄地として宮内省掃部寮が管轄してい

た」(峰岸2000)としている。なお、当遺跡の南東約600

ｍには、「文安の宝塔」(71)が建立されている。これは

文安４年(1447)４月に、２基同時に建立されたもので、

高さ90㎝と立派である。堀米屋敷(65)に隣接する墓地内

にあり、堀篭氏との関連も想定できるが、結城合戦から

７年後であることから、綿貫氏との関係も思い起こされ

る。その後、綿貫氏は史料上確認できなくなり、勢力的

に衰えたものと推測できる。

　綿貫氏の存亡と直接関わったものか不明だが、15世紀

後半に当地域周辺で大きな争乱があった。古河公方足利

第３章　遺跡の立地と周辺の遺跡
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成氏と関東管領上杉氏が争った享徳の乱(1545 ～ 1582)

である。成氏は、文明９年(1477)に上野国へ侵攻し、数ヶ

月にわたり滝・島名(高崎市)に張陣している。その中心

は下滝館(58)に比定される。周辺には下野勢ら8000人余

の軍勢が陣を張ったという。同年12月、成氏軍は西方の

和田(高崎市)へ進軍したため、当地域を横断したことが

わかる。この争乱では、上杉家家宰職を勤めた白井長尾

景信の子景春が上杉氏に敵対したため、上州一揆勢力で

も動揺が生じている。一揆旗本の長野為業は長尾景春方

にあった。綿貫氏の去就は明らかでないが、成氏の侵攻

に際して、おそらく与したがったと考えられる。いずれ

にしろ、この頃から衰退していくことと無関係とは考え

難い。

　綿貫地域に関係する武士として、ほかに小林氏がいる。

小林氏は高山御厨(藤岡市)地頭であったが、観応３年

(1352)「上野国綿貫保内 綿貫四郎次郎並同妻跡」を足利

尊氏から与えられている。おそらく綿貫氏は、観応の擾
じょう

乱
らん

に関係して一時的に没落したものと推測されている。

なお、小林氏は綿貫を所領として伝えており、永禄10年

(1567)武田信玄に対して、所領として申請したが、中栗

須(藤岡市)ほか100貫文を替え地として与えられ、領有

は認められていない。また、地名として残る字小林との

関係は不明である。武田氏領国時代、南方に隣接する岩

鼻町には、岩鼻の砦(85)が置かれ、烏川方面への押さえ

とするが、破却が検討されている。岩鼻陣屋が比定地と

されているが、根拠に乏しく詳細は不明である。

　当遺跡の南東約400ｍには堀米屋敷(65)が知られてい

る。ここに居住していた堀篭大学は、武田家臣高坂弾正

の三男で堀篭氏の養子となり、以後四代にわたり綿貫

村の堀篭に居住と記している(「高崎近郷村々百姓由緒

書」)。武田氏から本庄市内(埼玉県)で15貫文を与えられ

ており、その後綿貫地内に土着したようである。　

　以上のとおり、当地域は綿貫氏をはじめとする武士勢

力が深く関係した地域であったが、堀米屋敷を除けば、

関係する城館遺構は知られていない。綿貫小林前遺跡調

査の折、地域の情報をもとに編者が周辺を踏査した結果、

字曲師の集落に環濠屋敷群が存在し、一部堀跡が残存す

る状況を確認した。範囲も広いが、やはり綿貫氏に関係

する城館と考えるには、証左に欠けている。こうした状

況下で、城館・屋敷遺構に関する発掘調査成果への期待

度は高いと思われる。

　当遺跡の西に隣接する綿貫牛道遺跡(２)では、市道を

挟んで１・２区にまたがる中世屋敷が発見されている。

屋敷の規模は南北約39ｍ、東西約25ｍで、１／３町規模

に相当する。平面形は南北に長い長方形である。区画溝

は四周せず、東辺と西辺が大きく開口している。こうし

た形態が当該期の特徴として注目される。内部では建物

23棟が検出され、主軸方位の違いから５群に分類され、

５時期以上の変遷が捉えられている。時期は、14世紀半

ばから15世紀半ば頃と考えられ、廃絶に際して人為的な

埋め戻しも想定される。出土遺物には中国産陶磁器は少

ないが、瀬戸美濃系の古瀬戸陶器がやや多く出土する。

なかでも、ほぼ完形の天目茶碗(15世紀前半)の出土は、

特筆される。

　綿貫牛道遺跡の西に隣接する綿貫原北遺跡(３)では、

14 ～ 16世紀にわたる中世屋敷５か所が発見された。１

区北端の１号屋敷は、南西端部分の調査となるが、一辺

50ｍを超える屋敷と見られる。区画溝は食い違い、内堀

に相当するものもあるため、複郭構造と推定される。ピッ

トも検出されたが、建物として復元できる数量ではない。

周辺の屋敷の中では、最終まで残っている。ほかに見つ

かった屋敷４か所では、２区１号屋敷が一辺約34.5ｍで

建物21棟が建ち、６時期程度の変遷が想定される。また、

３区の屋敷２か所は零細で、建物敷地は10ｍ規模であり、

面積で20㎡を超える建物はほとんどない。

　綿貫原北遺跡の西側に接して、北東方向に延びる綿貫

小林前遺跡(９)では、Ｐ東区、Ｐ北区にかけて二重の溝

に囲まれた屋敷の一角が調査されている。調査範囲では

南北規模約22ｍ以上であり、外堀は東方調査区域外へ直

線的に延びている。存続時期は出土遺物から14 ～ 15世

紀代に位置づけられる。建物は１棟のみ復元される。ま

た、Ｏ東区で調査された溝跡３は、綿貫原北遺跡１区６

号溝と同一とみられる。中世前期と推定されているが、

遺物は出土していない。綿貫原北遺跡も含めると、長さ

90ｍ以上となり、長大な区画溝と考えられる。

　井野川を挟んだ東岸の下滝高井前遺跡(４)３区でも、

中世屋敷１か所と区画遺構が見つかっている。中世屋敷

は一辺50ｍ規模を有している。周辺には下斉田城(73)な

ど良好に残る屋敷遺構が点在しており、これらと対比さ

れる遺構として重要なものである。足利成氏に関わる滝

第２節　周辺の遺跡
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の陣への配慮も必要となる。

　井野川を挟んだ北岸の下滝天水遺跡(10)では、下滝館

(58)の外堀に推定される溝２条が調査された。A１区４・

５溝であり、調査前は完全に埋没していたが、わずかな

地形変化から堀跡に推定されていた。調査の結果、出土

遺物はほとんど近世で、中世の遺物はわずかであった。

現存する堀が水堀として機能している状況下では、発掘

調査された溝も当然近世まで残存し使用されていたと判

断される。遺構としての存続期間の問題は、課題として

残されている。

　以上の状況により、当地域は中世屋敷が集中して調査

されていることがわかり、こうした成果を総括的にとら

える視点も必要となろう。

引用文献

峰岸純夫 2000「掃部寮領綿貫庄について」『新編高崎市

史通史編２中世しおり』

７　近世

　当遺跡は、近世において綿貫村に属している。当初は

高崎藩領であったが、正徳元年(1711)から幕府領となっ

た。南方約１㎞には、日光例幣使街道が東西方向に走り、

旅人の往来もあった。宿場は倉賀野宿と玉村宿があり、

当地域は中間に位置するが、村域の南限を通過するため、

影響はあまりないと見られる。当遺跡では、近世の陶磁

器を伴う土坑、溝がわずかにあり、桶を埋設したと思わ

れる土坑も、この時期と考えられる。

　西方に位置する綿貫原北遺跡では、17世紀代に始まる

居住域が３か所調査された。主な遺構は桶を埋設した土

坑と、境界となる溝であった。また、天明３年(1783)の

浅間山噴火に関連して、降下した灰を処理した灰掻き穴

や溝、天地返しに伴う復旧溝群が検出された。特筆され

る事例として、17世紀後半に営まれた火葬跡があり、や

や離れた近世墓群では、鉄製鍋を被せた鉢被り葬が発見

されている。

８　近代

　当遺跡の南1.5km、現在の日本化薬株式会社高崎工場

の敷地内に、明治13(1880)年陸軍の火薬製造所(当時の

正式名称は東京砲兵工廠岩鼻火薬製造所)〔105〕の建設

がはじまった。その後、明治38(1905)年、大正７(1918)

年、大正末年から昭和初年、昭和13(1938)年から14年、

17(1942)年に敷地拡張が行われている。

　この製造所の建設から度重なる敷地拡張によって、綿

貫古墳群を構成する前方後円墳の岩鼻二子山古墳や円墳

多数が壊されていった。出土遺物の一部は東京国立博物

館に収蔵されている。

　1945年まで存続した製造所は、現在の日本原子力研究

開発機構・群馬の森・日本化薬の敷地を含む広大な面積

があった。製造所跡は文化庁の近代化遺産総合調査や近

代の遺跡調査(詳細調査)の対象となっている。

第３章　遺跡の立地と周辺の遺跡
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第４章　発掘調査の記録

第１節　遺跡の概要

１　遺構の概要

(１)１区

　遺跡の調査時、竪穴住居205軒、土坑174基、井戸６基、

ピット437基、溝31条が検出されている。その後の整理

作業によって、竪穴住居は197軒、土坑166基、井戸７基、

ピット437基、溝31条になった。

　遺構の構築年代は古墳時代前期の４世紀代から近世に

わたると思われるが、土坑やピットなどの多くはその時

期を確定できないものも数多い。

　竪穴住居は調査区西に隣接する綿貫牛道遺跡からの集

落を構成するものである。古墳時代前期の住居は綿貫牛

道遺跡で５軒検出されているが、綿貫伊勢遺跡１区から

は42軒、同２区からは13軒の計55軒が検出されたことに

なる。そしてこの集落の西限に綿貫牛道遺跡１区・２区

の北西から南東(N－24 ～ 29°－W)にほぼ直線的に約90ｍ

走行する４世紀代の溝が検出されている。４世紀代に属

すると思われる土坑は10基である。しかし、この中で６

基の土坑が住居に付属する可能性がでてきた。

　古墳時代前期以降に属すると思われる土坑は40基で

あった。

６世紀代の竪穴住居は36軒、７世紀代36軒、８世紀代19

軒、９世紀代16軒、10世紀代21軒、11世紀代１軒となっ

ている。時期不明な住居も25軒ある。奈良～平安時代に

属すると思われる土坑は計28基である。井戸は平安時代

から中世にかけて構築されたものであろう。

　中世に属する遺構は、土坑２基、井戸２基、溝３条で

ある。

　縄文時代の遺構は検出されていない。出土した遺物は

遺構外として掲載した。縄文時代前期花積下層式から後

期堀之内式にかけての土器片が出土している。

(２)２区

　縄文時代の遺構は検出されず、遺構外出土遺物として

前期から後期の土器12点と石器３点を掲載した。非掲載

遺物を含めると、２区では前期前半(花積下層式期～黒

浜・有尾式期)の土器が26点と多く、中期が多い１区の

状況とやや異なっている。

　古墳時代の住居は43軒検出され、別に時期を確定でき

ない住居が19軒ある。調査区全体に広く分布するが、西

端でやや散漫となり、隣接する綿貫牛道遺跡２区では１

軒程度となる。西側に位置する２・４号掘立柱建物は、

棟持ち柱の状況と主軸方位から、同時期と考えられる。

また、これら掘立柱建物のやや北側では、土師器壺を埋

設した遺構が３基発見された。１号土器埋設遺構には蓋

として壺が入れ子状に合わされており、土器棺墓である

可能性が高い。時期は古墳時代前期に比定される。２区

17号溝は、北西－南東軸で走向する広域な溝であり、集

落の西限とほぼ重なっている。綿貫牛道遺跡の１区９号

溝、２区19号溝と同一で、集落との関係も一致する。こ

の状況は、平安時代の集落まで受け継がれたと見なされ

る。

　飛鳥～平安時代の住居は、35軒検出された。調査区全

体に広く分布するが、10 ～ 20ｍ程度の間隔を置いて、

集中部分が点在している。調査区中央の掘立柱建物も、

ほとんど同時期と思われる。1号屋敷内に所在する２号

井戸は石組みであり、出土遺物から９世紀第3四半期に

比定される。綿貫原北遺跡１区でも、同様な形態の井戸

１基が検出され、９世紀後半に比定されている。調査区

北西端で検出された１号窯は、強く被熱しており、土器

類は出土していないが、類例から土器を焼成した窯跡と

推定される。

　中世では、東側に１号屋敷が発見された。一辺50ｍを

超える規模を持ち、内部で19棟の掘立柱建物が確認でき

た。14世紀後半頃から遺構が発生し、16世紀前半頃まで

継続している。１号屋敷の西側でも遺構は散漫に広がり、

中央を南北に走向する15・16号溝は、大きな区画を意識

した溝である。また、西端の18号溝は、北側を区画する

第１節　遺跡の概要
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もので、西側の綿貫牛道遺跡と合わせて、一辺40ｍ規模

の区画を形成する。周辺は墓域的な要素が強いが、18号

溝と重なる101号土坑ほか２基も火葬跡と思われる。

　近世の遺物を伴う遺構は、２号集石遺構と８号溝であ

る。また、調査区全体に分散して、桶を埋設したと考え

られる土坑６基が検出されており、形態から近世以降と

考えられる。

(３)３区

　縄文時代の遺構は検出されず、遺構外出土遺物として

中期・後期の土器２点と石鏃１点を掲載した。非掲載遺

物を含めると、３区では中期後半(加曽利Ｅ式期)が18点

と多く、２区の出土量よりも多い。ただし、出土地は中

世の溝が大部分を占める。溝が多量の礫によって人為的

に埋没している点からも、周辺から集められたもので、

３区の状況を反映している可能性は低い。

　古墳時代に比定される遺構は見つかっていない。

　飛鳥～平安時代では、住居２軒が検出され、時期不明

の１軒も同時期と思われる。調査区が狭いことに加え、

中世の溝によって壊されるため、住居全体が調査できた

ものはなかった。

　中世では、２区１号屋敷の東辺と思われる１号溝を主

体に溝５条が検出された。調査区の南側は、調査区が若

干広がるため、同時期の遺構が集中していた。掘立柱建

物５棟、土坑13基、井戸１基、土坑墓１基を検出したが、

掘立柱建物はすべて重複しており、最低でも５時期にわ

たっている。ただし、３棟の主軸方位が２区１号屋敷の

方位と著しく異なるため、時期が異なると考えられる。

　近世遺物を伴うものは、土坑１基とピット１基のみで

ある。

２　基本土層

　東方から当遺跡、綿貫牛道遺跡、綿貫原北遺跡は、東

方を流れる井野川の旧河道上端部を起点に総延長2.2km

を超える連続した遺跡である。これらの遺跡は全体とし

て井野川低地帯に位置するが、井野川沿岸に広がる微高

地を横断する状況であり、西端は粕川に向かう低湿な地

形への変換点に位置する。したがって、煩雑となるが、

３つの遺跡をあわせて、ここで扱う。

　当遺跡の基本土層は、２区北壁と中央深掘断面(第５

章第３項テフラ分析参照)を、３区は１号井戸断面を参

考に基本土層を作成している。３区は、ほ場整備などに

よって著しく削平され、表土の下にⅥ層が露呈し遺構確

認面となった。綿貫牛道遺跡は２区20号溝北壁を基礎と

したもので、浅間A軽石や水田耕作土が見られるなど多

彩である。この状況は綿貫牛道遺跡西端から綿貫原北遺

跡東端部分で、局所的に見られる状況を示し、台地全体

の傾向ではない。綿貫原北遺跡では、１区西端が低地へ

向かう変換点の土層堆積である。１区中央から東側は微

高地上となる。このため、１区西側は81号溝西壁を、１

区東側は南壁と１区３号井戸断面を使用し、やや細かく

基本土層を作成した。

　遺跡周辺は全体として南東方向に緩やかに傾斜するた

め、基本土層中の各層位も南東方向に下降する傾向にあ

る。Ⅰ層は表土であり、白色軽石(As－A)を少量含んで

いる。遺跡全体として、ほ場整備による改変を受ける。

Ⅰ層の厚さのばらつきは、この影響を受けており、Ⅰ́

層である造成盛土を含んだ部分もある。Ⅱ層は元来遺跡

全体に堆積すると思われるが、綿貫牛道遺跡東側から当

遺跡については、ほ場整備により除去されている。

　As－Bも遺跡全体に確認され、基本土層中に見られな

い調査区でも、遺構埋没土中に確認できる。一次堆積は

綿貫原北遺跡１区西側で面的に確認できるが、厚さは数

㎝程度である。また、この部分に位置する１区84号溝断

面では、赤褐色の火山灰層を確認することもできる。こ

の周辺は粕川へ向かって下降しており、以西ではAs－B

直下の水田も想定される。上下に堆積する灰褐色～黒褐

色土であるⅢ・Ⅳ層は、低湿な状況に伴うもので、分布

第２表　遺構数一覧
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調査区・時期 住居 掘立柱建物 柱穴列 竪穴状遺構 土坑 地下式土坑 窯 井戸 ピット 土器埋設 墓 火葬跡 集石 溝
１区 197  166 7 437 31

２区
その他 97 9 61 1 6 176 3 2 1 2 14

中世屋敷内 19 1 1 41 1 3 325 1 3
３区 3 5 15 1 62 1 6
合計 297 33 1 1 283 1 1 17 1000 3 3 1 3 54
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範囲もこの周辺に限定される。

　綿貫原北遺跡１区東側から当遺跡までの微高地におい

て、このⅢ・Ⅳ層に相当するのがⅤ層である。漸移的に

ローム層となるⅤb層が西側に広がり、綿貫牛道遺跡か

ら当遺跡１・２区では比較的安定した暗褐色土を呈する

Ⅴａ層があり、FPを含む白色軽石が混じる。

　ここで問題となるのが、綿貫牛道遺跡西端から綿貫原

北遺跡東端部分で、局所的に見られる状況を示し、綿貫

牛道遺跡２区として図示したとおり、造成盛土 Ⅰ́ 層下

位にⅡ層がやや厚くあり、切土は受けていない。ほ場整

備施工以前は南北に帯状に続く低地であったらしい。Ⅱ

層下面には天明３年に降下した軽石を天地返ししたと思

われるＵ字形の白色軽石(As－A)集中部分(１層)が確認

できる。下層では幅の広い溝が検出された。結果として

この範囲が帯状の低地として、後代まで地形に反映する

こととなる。Ⅱ層下位には水平に堆積する暗褐色土(２

層)があり、水田耕作土の可能性が想定されている。一

見小谷地状を呈するが、Ⅵ層以下は平坦である。

　Ⅵ層は明黄褐色ロームであるが、Ⅶ層の影響もあり彩

度に乏しい。Ⅶ層は砂礫を多く含んだ、にぶい黄橙色～

明黄褐色砂質土で、井野川泥流堆積層である。遺跡全体

に厚く堆積しており、当遺跡２・３区の調査により、厚

さ約3.5ｍが確認される。Ⅷ層は黒色土で低湿な状況が

復元され、Ⅸ層砂層を挟んで、浅間板鼻黄色軽石が下位

に堆積する。

第10図　基本土層

第１節　遺跡の概要
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基本土層
Ⅰ　灰褐色砂質土　Aｓ－A少量に含む。現耕作土
Ⅰ′ 灰褐色砂質土　Aｓ－A多量、ローム大ブロック多量に含む｡

ほ場整備造成盛土。
Ⅱ　灰褐色砂質土　Aｓ－A多量に含む。
１　Aｓ－A充填土(灰掻き溝)
２　暗褐色土　ややシルト質。水田耕作土の可能性。
Ⅲ　黒褐色～暗褐色砂質土　Aｓ－Bを多量に含む。
Aｓ－B
Ⅳ　灰褐色～黒褐色土　やや粘質。黄色粒・小礫少量に含む。

Ⅴａ 暗褐色土　白色軽石(ＦＰ軽石を含む)を含む。
Ⅴb 暗褐色～褐色土　ローム漸移層。黒褐色土をモザイク状に含む。
Ⅵ　明黄褐色ローム　汚れた感じ。
Ⅶ　にぶい黄橙～明黄橙色砂質土　井野川泥流堆積層。中小砂礫を多量に含む。

よく締 まる。鉄分凝集斑文目立つ。
Ⅷ　黒色土
Ⅸ　桃灰褐色砂
Aｓ－ＹＰ
Ⅹ　灰色砂
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第２節　１区の遺構と遺物

　１区からは調査の段階で205軒の住居が検出されてい

る。区の全域にわたっての検出であるが、とりわけ東側

で密集している。綿貫牛道１区検出の住居群と、また伊

勢２区検出の住居群と各時期において同一集落を構成す

るものである。

　個々の住居番号は調査区ごとに付けた番号をそのまま

使用しているが、整理作業の過程を経て欠番となったも

のもある。21・78・79・81・97・176・190・195号の８

軒の住居である。

　その結果、１区では197軒の住居となった。古墳時代

前期４世紀代の住居は42(+1)軒、６世紀代の住居は36軒、

７世紀代の住居は36軒、８世紀代の住居は19軒、９世紀

代の住居16軒、10世紀代の住居21軒、11世紀代の住居１

軒、時期不明25軒となる。

(１)竪穴住居

１号住居(第11・238図、ＰＬ.２)

位置　86P－12グリッド、３号住居、６号土坑、２号溝

と重複している。６号土坑と２号溝に壊されている。

形状　調査区外に延びていることと土坑や溝に壊されて

いるために全容は不明である。　主軸方位　不明。

規模　不明。　

床面　ほぼ平坦。部分的に硬化面と炭化物・焼土の分布

が認められた。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　明瞭な柱穴を検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　床面での検出のために確認できていない。３～

７層は掘り方充填土である。１層は２号住居の掘り方充

填土、２層は３号住居の掘り方充填土になる。　

掘り方　全体的に凹凸がある。掘り方の深さは15 ～

31cmを測る。　

遺物　土器の出土量は非常に少なかった。土師器の杯が

第11図　１区１～３号住居

掘り方

第４章　発掘調査の記録
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１　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。ローム小ブ
ロック微量、焼土粒子含む。

２　暗褐色土　しまりやや粘性あり。焼土小ブロック・
炭化物粒子含む。

３　暗褐色土　ややしまり強くやや粘性強い。炭化物粒
子・焼土粒子少量、ローム小ブロック微
量に含む。

４　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
５　暗褐色土　しまり強く粘性強い。ロームブロック多

量に含む｡
６　暗褐色土　ややしまりやや粘性弱い。灰ブロック・

ローム小ブロック・焼土小ブロック少量
含む。

７　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性あり。ローム粒
子含む。
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掘り方から出土している。

時期　９世紀前半に比定される。

２号住居(第11・238図、ＰＬ.２)

位置　86P－12・13グリッド、３号住居、２号溝と重複

している。２号溝に壊されている。

形状　部分的な検出のために全容は不明であるが、隅丸

方形を呈するものと思われる。　主軸方位　不明。

規模　現状での長辺(北西～南東)2.4ｍ、短辺(北東～

南西)1.4ｍ、残存壁高11cm ～ 24cmを測る。　

床面　やや凹凸がある。硬化面はあまり認められなかっ

た。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　床面での検出のために確認できていない。１層

は掘り方充填土である。　

掘り方　全体的に掘り下げている。掘り方の深さは６～

14cmを測る。

遺物　土器の出土量は非常に少ない。覆土中から土師器

の杯、須恵器の瓶が出土している。

時期　９世紀前半に比定される。

３号住居(第11・238図、ＰＬ.２)

位置　86P－12・13グリッド、１・２号住居、６号土坑

と重複している。６号土坑に壊されている。

形状　全容は不明である。　主軸方位　不明。

規模　不明。

床面　ほぼ全面的に硬化面と炭化物・焼土の堆積が認め

られた。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　床面での検出のために確認することはできな

かった。２層は掘り方充填土である。

掘り方　深さ12cmを測る。

遺物　土器の出土量は非常に少なかった。覆土中から須

恵器の杯が出土している。

時期　10世紀代に比定される。

４号住居(第12・238図、ＰＬ.２)

位置　87A・B－11グリッド、５・44号住居と重複している。

第12図　１区４号住居

掘り方

第 2節　1区の遺構と遺物
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１　暗褐色土　堅くしまりやや粘性あり。扁平なロームブロック多量、
焼土ブロック少量、炭化物粒子含む。

２　暗褐色土　堅くしまりやや粘性あり。縞状の灰、焼土小ブロック・
ローム小ブロック含む。

３　暗褐色土　しまり強くやや粘性あり。ローム小ブロック・焼土粒子
少量含む。

４　暗褐色土　しまり強くやや粘性あり。ローム粒子多量に含む｡
５　暗褐色土　しまりやや粘性強い。ローム粒子含む。
６　暗褐色土　ややしまり強くやや粘性強い。ロームブロック多量、焼

土粒子少量含む。
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第13図　１区５・６号住居

掘り方

掘り方

第４章　発掘調査の記録

30

１　暗褐色土　しまりやや粘性あり。炭化物粒子・焼土粒子・ローム粒
子多量に含む｡

２　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。炭化物粒子・焼土粒子多量、ロー
ム粒子少量含む。

３　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性あり。ローム粒子・炭化物粒子
やや多量に含む。

４　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性あり。ローム粒子少量、ローム
小ブロック含む。

５　褐色土　ややしまり弱くやや粘性あり。ローム粒子微量に含む。

６　暗褐色土　ややしまり弱く粘性弱い。ローム粒子少量、焼土小ブロッ
ク・黒色灰ブロック含む。

７　暗褐色土　堅くしまる。褐色土ごく多量、焼土粒子・炭化物粒子含む。
８　にぶい黄褐色土　しまり粘性強い。暗褐色土ブロックごく多量、焼

土粒子少量含む。
９　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性弱い。ローム粒子・炭化物粒子・

焼土粒子含む。
10　暗褐色土＋ローム小ブロック

カマド
１　暗褐色土　しまりやや粘性あり。ローム粒子・焼土小ブロック多量、

炭化物粒子含む。
２　焼土ブロック
３　ロームブロック

４　焼土ブロック　暗褐色土ブロック・黒色灰ブロック含む。
５　黒色灰　暗褐色土ブロック・焼土ブロック・ロームブロック含む。
６　暗褐色土　しまりやや粘性あり。焼土粒子少量、焼土ブロック・炭

化物粒子含む。
７　焼土小ブロック＋灰～黒色灰。
８　褐色土＋灰
９　褐色土
10　褐色土　焼土大ブロック・灰ブロック多量に含む｡
11　灰



形状　調査区外に延びているために全容は不明である

が、隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　不明。

規模　現状では東西3.1ｍ、南北3.48ｍ、残存壁高は５

～ 13cmを測る。

床面　やや凹凸がある。部分的に硬化面と焼土・炭化物

の分布が認められる。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　床面での検出のために確認できなかった。１層

は貼床になるものと思われる。２～６層は掘り方充填土

になる。

掘り方　深さ２～ 15cmを測る。

遺物　土器片が少量出土。８世紀前半の土師器の盤、掘

り方から須恵器の蓋、10世紀前半の羽釜が出土している。

時期　５号住居との重複関係を考えると８世紀前半に比

定されるものと思われる。

５号住居(第13・238図、ＰＬ.２・261)

位置　87B－11・12グリッド、４・６・58号住居と重複

している。６・58号住居を壊している。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である

が、隅丸長方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－75°－Ｅ

規模　現状での面積7.76㎡、現状での長辺(南北)3.45ｍ、

短辺(東西)2.88ｍ、残存壁高は25 ～ 37cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面が認められる。

カマド　東壁の中央から南寄りに設置される。燃焼部は

床面から壁を掘り込んで構築され、長さ114cm、焚き口

部の幅45cm、袖を含めた幅は110cmである。袖部分から

土師器の甕が出土している。１～７層はカマド覆土、８

～ 11層は掘り方覆土である。２層は焼土ブロックにな

る。カマド前面に炭化物と焼土の分布が認められる。掘

り方調査時に袖部分から検出された落ち込みは、袖石の

抜き取り痕の可能性がある。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～６層は住居覆土、

７層は掘り方充填土である。

掘り方　全体的に掘り下げているが浅い。深さ３～

10cmである。住居中央部付近から土坑が検出された。長

径107cm・短径105cm・深さ13cmのほぼ円形を呈する。

遺物　土器の出土は少ない。土師器の杯、カマドの袖に

使用された甕が出土している。

時期　出土遺物から８世紀第３四半期に比定される。

６号住居(第13図、ＰＬ.２)

位置　87B－12グリッド、５号住居に壊されている。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である。

主軸方位　不明。

規模　不明。現状では南北1.88ｍ、東西0.69ｍ、残存壁

高25cm ～ 28cmを測る。

床面　やや凹凸がある。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。セクションA－A’

の６・９層は住居の覆土、２・10層は掘り方調査時に検

出されたピット覆土である。

掘り方　部分的に掘り下げているが浅い。

遺物　ほとんど出土していない。

時期　不明。

７号住居(第14・15・238・239図、ＰＬ.３・４・261)

位置　86R・S－11・12グリッド、８・９・20号住居と重

複している。９・20号住居を壊し、８号住居に壊されて

いる。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－61°－Ｅ

規模　面積18.21㎡、長辺(北西～南東)4.52ｍ、短辺(北

東～南西)4.25ｍ、残存壁高15 ～ 54cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。部分的に硬化面が認められる。

カマド　東壁の中央からやや南寄りに設置される。燃

焼部は床面から壁を掘り込んで構築されている。長さ

210cm、焚き口部幅56cm、袖を含めた幅は110cmである。

カマド前面には炭化物と焼土の分布が認められた。２～

10・20層はカマド覆土、19・22層は袖、12 ～ 18・21層

第 2節　1区の遺構と遺物

31



Ｂ

Ｂ
′

Ａ Ａ′

Ｅ

Ｅ
′

Ｇ

Ｇ′

Ｆ

Ｆ′Ｄ
Ｄ
′

Ｃ
Ｃ′

P1

20住

P3

P3

8住

86
S+
4

-1
2

86
S

-1
2

16

12
10

Ｂ
Ｂ
′

L=
73
.0
0m

1

3
3

4

10

5

9
8

2

11
7

Ａ Ａ′L=73.00m

1

4
6

5

7

9

2

12

カマド 13
10

16

15

14

Ｅ Ｅ′L=72.35m
P1

6
7

Ｇ Ｇ′L=73.25m
土坑

21

Ｆ Ｆ′
P3

L=73.25m

34 45

０ ２ｍ１: 60

Ｂ

Ｂ
′

Ａ Ａ′

Ｄ
Ｄ
′

Ｃ
Ｃ′

8住

9

1

17

2

8

4

5

3

7

11

86
S+
4

-1
2

86
S

-1
2

第14図　１区７号住居(１)

掘り方

第４章　発掘調査の記録

32

１　暗褐色土　堅くしまりやや砂質。炭化物粒子・焼土粒子含む。
２　暗褐色土　しまり粘性強い。ローム粒子少量、炭化物粒子・焼土粒

子微量に含む。
３　暗褐色土　しまり粘性強い。炭化物粒子・焼土粒子やや多量、ロー

ム粒子少量含む。
４　暗褐色土　しまりやや粘性あり。焼土小ブロック・炭化物粒子・ロー

ム粒子多量に含む｡
５　暗褐色土　ややしまりやや粘性弱い。ローム粒子・炭化物粒子・焼

土粒子少量、小円礫含む。
６　暗褐色土　しまり強く粘性強い。焼土小ブロック・黒色灰ブロック

含む。下位に灰。
７　暗褐色土　堅くしまりやや粘性あり。ローム粒子・炭化物粒子・焼

土粒子含む。
８　黒褐色土　ややしまり弱くやや粘性あり。ローム粒子・炭化物粒子・

焼土粒子微量に含む。
９　暗褐色土　ロームブロック含む。
10　暗褐色土　堅くしまり粘性強い。ローム小ブロックやや多量、焼土

粒子・炭化物粒子含む。
11　暗褐色土　しまり強く粘性強い。焼土粒子・炭化物粒子微量、ロー

ムブロック含む。
12　暗褐色土　しまり強く粘性強い。ローム多量、灰ブロックやや多量

に含む。
13　暗褐色土　しまり強く粘性強い。ローム小ブロック・黒褐色土ブロッ

クやや多量、炭化物粒子・焼土粒子含む。
14　暗褐色土　しまり強くやや粘性弱い。焼土粒子・炭化物粒子・ロー

ム粒子多量に含む｡
15　褐色土　ややしまり弱くやや粘性弱い。ロームブロック多量に含む｡
16　暗褐色土　やや粘性弱い。ロームブロック多量に含む｡

土坑・ピット
１　暗褐色土　堅くしまり粘性強い。ロームブロック縞

状にごく多量に含む。
２　暗褐色土　堅くしまり粘性強い。ロームブロックや

や多量に含む。
３　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。焼土ブロック

少量、ローム小ブロック微量に含む。
４　暗褐色土　しまり強くやや粘性あり。ローム小ブ

ロック微量、焼土小ブロック含む。
５　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。ローム小ブ

ロック少量、焼土小ブロック・黒褐色土
小ブロック微量に含む。

６　暗褐色土　しまり強く粘性強い。ローム小ブロック
やや多量に含む。

７　褐色土　しまり強くやや粘性弱い。ローム小ブロッ
ク含む。



Ｄ
Ｄ
′

L=
73
.0
0m

1

6
6

6
10

10
S

10
9

8

2

2
Ⅶ

2

12

19

11

13
13

S

13

14

14

14

15

16
17

18

19
20

Ｃ Ｃ′L=73.00m

1

34

6 6

6
5
7

8

2
2

S

S

12

22

21
13

14

18
18

19

19 22

Ｄ
Ｄ
′

Ｃ
Ｃ′

Ｄ
Ｄ
′

Ｃ
Ｃ′

０ １ｍ１: 30

第15図　１区７号住居(２)

掘り方

第 2節　1区の遺構と遺物

33

カマド
１　暗褐色土　ローム小ブロックやや多量に含む。
２　褐色土　しまり粘性あり。炭化物・灰多量、ローム小ブロック・焼土小

ブロックやや多量に含む。
３　暗オリーブ褐色土　しまり粘性あり。焼土粒子・炭化物粒子少量含む。
４　褐色土　しまり粘性あり。焼土小ブロックやや多量に含む。　
５　暗褐色土　しまり弱くやや粘性強い。焼土小ブロック少量、灰ブロック・

炭化物粒子含む。
６　暗褐色土　しまり強く粘性強い。ローム小ブロック・焼土小ブロック微

量、炭化物粒子含む。
７　焼土ブロック＋灰
８　褐色土　しまり粘性あり。炭化物粒子・灰ブロック多量、ローム小ブロッ

ク・焼土小ブロックやや多量に含む。
９　ロームブロック
10　暗褐色土　ややしまりやや粘性強い。焼土大ブロック・焼土粒子多量に

含む。
11　黄褐色土　焼土小ブロック含む。
12　褐色土　黄褐色土多量、焼土小ブロック少量、灰小ブロック微量に含む。
13　褐色土　ややしまり弱くやや粘性弱い。ロームブロックやや多量、灰小

ブロック・焼土粒子含む。
14　黄褐色土
15　暗褐色土＋ローム
16　褐色土　しまり強くやや粘性あり。ローム小ブロックやや多量、焼土ブ

ロック少量含む。

17　暗褐色土　しまり強くやや粘性弱い。灰小ブロックやや多量、焼土
小ブロック微量に含む。

18　にぶい黄褐色土　ややしまりやや粘性あり。ロームブロック含む。
19　ロームブロック
20　焼土化したローム
21　褐色土　しまりやや粘性あり。ローム小ブロック少量含む。
22　暗褐色土　しまり強くやや粘性あり。ロームブロックごく多量、焼
　　　　　　　土小ブロック少量含む。
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は掘り方になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～９層は住居覆土、

10 ～ 15層は掘り方充填土である。

掘り方　全体的に掘り下げているが浅い。深さ１～

23cmを測る。土坑とピットが検出された。土坑は長径

89cm・短径77cm・深さ17cm、Ｐ１は長径47cm・短径

40cm・深さ23cm、Ｐ３は長径48cm・短径42cm・深さ32cm

である。

遺物　カマド周辺や南壁下から土師器の杯が出土。この

他、土師器の高杯・甕、須恵器の盤・瓶、紡錘車、鎌、

掘り方から円筒埴輪が出土している。この他、縄文土器

片(加曽利Ｅ式)３点が出土。

時期　出土遺物から８世紀第１四半期に比定される。

８号住居(第16・17・239・240図、ＰＬ.４・261)

位置　86R・S－11グリッド、７・39号住居、１号溝と重

複している。７・39住居を壊し、１号溝に壊されている。

ている。

形状　隅丸長方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－61°－Ｅ

規模　面積13.6㎡、長辺(北西～南東)4.5ｍ、短辺(北

東～南西)3.26ｍ、残存壁高30 ～ 48cmを測る。

床面　平坦である。硬化面は認められなかった。第16図　１区８号住居(１)

掘り方

第４章　発掘調査の記録

34

１　暗褐色土　ローム粒子やや多量、 ローム小ブロック少量含む｡
２　暗褐色土　ローム小ブロック微量、 褐色土含む｡
３　暗褐色土　ローム小ブロック少量含む｡
４　暗褐色土　ローム大ブロック少量含む｡
５　褐色土　暗褐色土含む｡
６　黒褐色土ブロック＋ローム大ブロック
７　黒褐色土　ローム小ブロックやや多量に含む｡
８　黒褐色土　ローム大ブロックやや多量に含む｡
９　褐色土　黒褐色土含む｡
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カマド　東壁の中央やや南寄りに設置される。燃焼部は

床面から壁を掘り込んで構築されている。長さ180cm、

焚き口部幅55cm、袖を含めた幅は100cmである。カマド

前面には炭化物と焼土の分布が認められた。１～ 13層

はカマド覆土、14 ～ 18層は掘り方になる。

貯蔵穴　明瞭な貯蔵穴を検出することはできなかった

が、掘り方調査時に検出された床面南東隅の不正形の落

ち込みが貯蔵穴になる可能性がある。長径106cm・短径

87cm・深さ13cmを測る。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～４層は住居覆土、

６～９層は掘り方充填土である。

掘り方　ほぼ全面的に掘り下げているが浅い。部分的に

住居西部分がやや深くなっている。深さ４～ 21cmを測

る。

遺物　土器の出土量は少ない。カマドに近接して土師器

の杯と砥石、覆土から須恵器の甕、刀子が出土している。

この他、縄文土器片(黒浜・有尾式)１点が出土。

時期　出土遺物から８世紀第１四半期に比定される。

９号住居(第18・19・240図、ＰＬ.４・５・261)

位 置　86S・T－11・12、87A－11・12グ リ ッ ド、 ７・

29・32・44・45号住居と重複している。７・32号住居に

壊され、29・44・45号住居を壊している。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－35°－Ｗ

第17図　１区８号住居(２)

掘り方

第 2節　1区の遺構と遺物
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カマド
１　暗褐色土　堅くしまる｡ やや砂質｡ ローム小ブロック含む｡
２　暗褐色土　ややしまり強くやや粘性あり｡ ロームブロックやや多量、

炭化物粒子含む｡
３　暗褐色土　ややしまり強くやや粘性あり｡ 焼土小ブロック・炭化物粒

子含む｡
４　暗褐色土　ややしまりやや粘性弱い｡ ローム小ブロックやや多量、 黒

褐色土小ブロック微量に含む｡
５　黄褐色土　しまり粘性あり｡ 天井崩落土｡ 下位焼土化｡
６　灰　焼土小ブロック・ロームブロック含む｡
７　灰褐色土　堅くしまる｡ 焼土小ブロック・炭化物粒子含む｡
８　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり｡ 焼土粒子少量、ローム粒子含む｡
９　明褐色土＋焼土ブロック　しまり粘性弱い｡ 天井崩落土｡
10　褐色土　ややしまり粘性弱い｡ 暗褐色土ブロック含む｡
11　暗褐色土　ややしまり粘性弱い｡ 焼土ブロックごく多量に含む｡
12　暗褐色土　しまり粘性強い｡ 焼土粒子多量に含む｡
13　褐色土　堅くしまりやや粘性強い｡ 灰・ローム粒子・焼土粒子・炭化物

粒子含む｡ 床｡
14　褐色土　しまりやや粘性強あり｡ 焼土ブロックやや多量、 灰ブロック

含む｡
15　暗褐色土　しまり強くやや粘性あり｡ ロームブロック少量、 焼土小ブ

ロック微量に含む｡
16　暗褐色土　ややしまりやや粘性弱い｡ ローム小ブロック・灰ブロック

少量、 焼土小ブロック微量、 炭化物粒子含む｡
17　褐色土　堅くしまりやや粘性あり｡ 黄褐色土ブロックごく多量、 焼土

小ブロック少量、 炭化物粒子含む｡
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１　暗褐色土　しまり強くやや砂質。小礫多量、炭化物粒子・焼土粒子含む。
２　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。ローム粒子多量、焼土粒子・炭

化物粒子やや多量に含む。
３　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。焼土粒子少量、ローム小ブロッ

ク・炭化物粒子含む。
４　暗褐色土　ロームブロックやや多量に含む。
５　暗褐色土　ロームブロック多量に含む｡
６　暗褐色土　ロームブロック少量含む。
７　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性強い。ローム小ブロック多量に含

む｡
８　暗褐色土　ロームブロック多量、黒褐色土ブロック含む。
９　暗褐色土　ローム粒子含む。

10　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性強い。ロームブロック微量に含
む。

11　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
12　暗褐色土　ローム大ブロック多量に含む｡
13　暗褐色土　ややしまりやや粘性強い。焼土粒子微量、炭化物粒子含む。
14　暗褐色土　しまり強く粘性強い。焼土粒子・炭化物粒子少量含む。
15　暗褐色土＋ローム　貼床。
16　暗褐色土＋ロームブロック
17　褐色土
18　黒褐色土＋ローム
19　黒褐色土　ローム粒子少量含む。
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カマド
１　褐色土　ややしまりやや粘性あり。焼土粒子・

焼土小ブロック多量、炭化物粒子含む。
２　焼土　ロームブロック含む。
３　褐色土　ややしまりやや粘性あり。炭化物片・

焼土粒子含む。下位灰・焼土面。
４　焼土ブロック　堅くしまる。
５　褐色土　しまり粘性強い。焼土小ブロック微量

に含む。

６　暗褐色土　しまり粘性強い。ローム小ブロッ
クやや多量、灰色粘土小ブロック
やや多量、炭化物粒子含む。

７　軟質礫岩　小礫・ＹＰを含む。支脚。　　
８　黄褐色土　袖。
９　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。　
10　暗褐色土＋ローム
11　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
12　暗褐色土　ロームブロック含む。
13　暗褐色土　ロームブロック多量に含む｡
14　暗褐色土　ローム粒子・焼土小ブロック少量

含む。　
15　暗褐色土　ローム粒子含む。



規模　面積46.18㎡、長辺(北西～南東)6.92ｍ、短辺(北

東～南西)6.69ｍ、残存壁高は８～ 44cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。カマドの前面から主柱穴に囲ま

れた範囲に硬化面が認められた。土坑１基が検出されて

いる。長径166cm・短径160cm・深さ20cmを測る。　

カマド　北壁の中央からやや東寄りに設置される。燃焼

部は床面を掘り込んで構築されている。長さ145cm、幅

58cm、袖を含めた幅は96cmである。支脚に礫が使用され

ている。カマド前面には灰の分布が認められた。１～６

層はカマド覆土、７層としたのは礫による支脚である。

８層は袖、10～16層は掘り方になる。

貯蔵穴　床面の北東隅に位置している。長径47cm・短径

45cm、深さ37cmの円形を呈する。

柱穴　ピット４基が検出された。Ｐ１・Ｐ２・Ｐ３は主

柱穴になる。Ｐ１は長径70cm・短径57cm・深さ60cm、Ｐ

２は長径24cm・短径20cm・深さ54cm、Ｐ３は長径25cm・

短径21cm・深さ60cmを測る。Ｐ１－Ｐ２間距離4.2ｍ、

Ｐ１－Ｐ２間距離は4.4ｍである。Ｐ４は長径54cm・短

径50cm・深さ29cmを測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～ 14層は住居の

覆土、15層は貼床、16 ～ 19層は掘り方充填土になる。

掘り方　主柱穴の外周がやや掘り下げられている。深さ

３～ 18cmほどであり、凹凸が認められる。

遺物　土器がわずかに出土。土師器の杯・甕、石製模造

品の臼玉がカマドから出土している。この他、縄文土器

片(加曽利Ｅ式)４点が出土。

時期　出土遺物から６世紀後半に比定される。

10号住居(第20・240図、ＰＬ.６・261)

位置　86T－12、87A－12・13グリッド、59号住居と重複

し、９・15住居と接している。59号住居を壊している。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－81°－Ｅ

規模　面積9.12㎡、長辺(南北)3.28ｍ、短辺(東西)2.73

ｍ、残存壁高は４～ 13cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。カマド前面から床中央部にかけ

て硬化面が認められる。　

カマド　東壁の中央からやや南寄りに設置される。燃焼

部は壁を掘り込んで構築されている。長さ94cm、幅53cm

である。カマド前面には焼土と炭化物の分布が認められ

た。１～８層はカマド覆土、９～ 11層は掘り方になる。

貯蔵穴　床面の南東隅に位置している。長径56cm・短径

50cm、深さ22cmの楕円形を呈する。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～３層は住居の覆

土、４～６層は掘り方充填土になる。

掘り方　部分的に掘り下げが行われている。深さ３～

20cmほどであり、凹凸が認められる。

遺物　貯蔵穴周辺から土師器の杯、須恵器の杯が、覆土

から砥石が出土している。この他、縄文土器片(加曽利

Ｅ式)２点が出土。

時期　出土遺物から９世紀第１四半期に比定される。

11号住居(第21・240図、ＰＬ.６・261)

位置　87A－13・14グリッド、15・46号住居と重複し、

41住居と接している。46号住居を壊している。また、５

号溝に壊されている。

形状　隅丸長方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－62°－Ｅ

規模　面積8.49㎡、長辺(北東～南西)3.5ｍ、短辺(北

西～南東)2.4ｍ、残存壁高は28 ～ 41cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。カマド前面から床中央部にかけ

て硬化面が認められる。　

カマド　東壁のほぼ中央に設置される燃焼部は壁を掘り

込んで構築されている。長さ116cm、幅70cm、袖を含め

た幅は90cmである。１～７層はカマド覆土、７層は灰層

である。８～ 12層は掘り方になる。

貯蔵穴　床面の南東隅に位置している。長径96cm・短径

67cm、深さ4cmの楕円形を呈する。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～ 10層は住居の

覆土、12層は掘り方充填土になる。11層は住居よりも新

しい５号溝の覆土になるものと思われる。

掘り方　全体的に掘り下げが行われている。深さ６～

15cmほどである。

遺物　床面の北西隅から土師器の鉢が出土している。こ

の他、縄文土器片(加曽利Ｅ式)１点が出土。

時期　出土遺物から７世紀第４四半期に比定される。

第４章　発掘調査の記録
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カマド
１　灰褐色土　焼土大ブロック少量含む。
２　灰褐色土　 焼土大ブロック多量、灰ブ

ロック少量含む。
３　灰褐色土　 焼土小ブロック・ローム小ブ

ロックやや多量に含む。
４　灰褐色土　ローム粒子少量含む。
５　灰褐色土　灰大ブロック少量含む。
６　焼土ブロック

１　暗褐色土　ややしまりやや粘性弱い。ローム粒子・炭化物粒子・焼土
粒子含む。

２　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。ローム粒子・ローム小ブロック
含む。

７　灰褐色土　 灰小ブロック多量、焼土小ブロック
少量含む。

８　褐色土　ローム粒子少量含む。
９　灰褐色土　ローム小ブロックごく多量に含む｡
10　灰褐色土　 ローム大ブロック多量、焼土大ブ

ロックやや多量に含む。
11　黒褐色土　 ローム小ブロックやや多量、炭化物

少量含む。

３　暗褐色土　しまり強く粘性強い。ローム粒子・ローム小ブロック多
量、焼土粒子少量含む。

４　暗褐色土　堅くしまり粘性あり。焼土粒子含む。
５　にぶい黄褐色土　しまり強く粘性強い。
６　暗褐色土　堅くしまり粘性強い。炭化物粒子・焼土粒子少量、ロー

ム粒子含む。
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１　暗褐色土　やや粘性あり。ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子少量
含む。

２　黒褐色土　しまりやや砂質。ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子含む。
３　暗褐色土　ローム小ブロックごく多量に含む｡
４　黒褐色土　ややしまり弱くやや粘性あり。ローム粒子少量、炭化物

粒子含む。
５　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子含む。

カマド
１　暗褐色土　しまり強くやや粘性あり。ローム小ブロックごく多量、焼土粒子少量、炭化物粒子含む。
２　暗褐色土　しまり強く粘性強い。ロームブロック多量に含む｡
３　暗褐色土　しまりやや粘性あり。焼土小ブロック・ローム粒子多量に含む｡
４　ロームブロック　焼土粒子含む。
５　暗褐色土　ややしまり弱く粘性弱い。焼土ブロック・炭化物粒子多量に含む｡
６　褐色土　下位に焼土ブロック多量に含む｡
７　灰
８　黒～灰色土　焼土ブロック・炭化物片含む。
９　暗褐色土　しまり強くやや粘性強い。ローム小ブロック多量に含む｡
10　暗褐色土　しまりやや粘性あり。ローム小ブロックやや多量に含む。
11　黄褐色土　しまり強く粘性強い。
12　暗褐色土　灰大ブロック多量、焼土大ブロック少量含む。
13　暗褐色土　しまり強くやや粘性あり。ローム小ブロック少量、炭化物粒子・焼土粒子含む。
14　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。炭化物粒子・焼土粒子含む。
15　暗褐色土　堅くしまりやや粘性強い。ロームブロックやや多量に含む。

６　暗褐色土　しまり強くやや粘性強い。ローム小ブロックやや多量に含む。
７　ロームブロック
８　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性あり。ローム粒子多量、ローム小ブロッ

ク含む。
９　黒褐色土　ややしまり強く粘性あり。ローム粒子・焼土粒子少量含む。
10　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性あり。ロームブロック多量に含む｡
11　灰褐色土　ローム小ブロックやや多量に含む。(５溝フク土)
12　灰褐色土　ローム大ブロック多量に含む。下半は褐色土となる。
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12号住居(第22・240図、ＰＬ.７・262)

位置　86R・S－13・14グリッド、20・34号住居と重複し

ている。20・34号住居に壊されている。

形状　隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－26°－Ｗ

規模　面積19.89㎡、長辺(北東～南西)5.05ｍ、短辺(北

西～南東)4.9ｍ、残存壁高は10 ～ 24cmを測る。

床面　やや凹凸がある。床中央部に硬化面が認められる。

炉　床面に３箇所の焼土と炭化物の分布、１箇所は炭化

物だけの分布が認められた。このうち床面中央部に近い

１箇所の焼土と炭化物の部分が炉に該当するものと思わ

れる。掘り方調査の段階にも焼土の堆積が確認できたか

らである。床面での分布範囲は、長さ108cm、幅55cmで

ある。

貯蔵穴　明瞭な貯蔵穴を検出することはできなかった。

柱穴　掘り方調査時に主柱穴３基を検出できた。Ｐ１は

長径20cm・短径19cm・深さ10cm、Ｐ２は長径35cm・短径

32cm・深さ11cm、Ｐ３は長径27cm・短径14cm・深さ15cm

を測る。いずれのピットも小規模である。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～５層は住居覆土

になる。ただし３層のあり方は不自然である。

掘り方　主柱穴に囲まれた硬化面を除いた周囲が掘り込第22図　１区12号住居

掘り方

第 2節　1区の遺構と遺物
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１　暗褐色土　ローム小ブロック少量含む。
２　暗褐色土　ローム小ブロック多量に含む｡
３　褐灰色土  ローム粒子少量含む。
４　褐色土　暗褐色土大ブロック多量に含む｡
５　暗褐色土  ローム大ブロック多量に含む｡
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まれている。深さ10 ～ 15cmほどである。

遺物　北壁下から坩、床面中央部から小壺、西壁寄りか

ら砥石が出土している。この他、縄文土器片(諸磯ｂ１点・

中期４点・時期不明２点)７点が出土。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

13号住居(第23図、ＰＬ.６)

位置　87A－14グリッド、46号住居と重複し、壊している。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－82°－Ｅ

規模　面積4.9㎡、長辺(東西)2.45ｍ、短辺(南北)2.06

ｍ、残存壁高は37 ～ 45cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。　

炉・カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～８層は住居覆土

になる。

掘り方　検出できなかった。

遺物　ほとんど出土していない。

時期　不明。

14号住居(第24・240図、ＰＬ.８・262)

位置　87B－13・14グリッド、30・41・84号住居と重複

している。41号住居を壊している。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－84°－Ｅ

規模　面積11.48㎡、長辺(南北)3.5ｍ、短辺(東西)3.45

ｍ、残存壁高は32cmを測る。

床面　やや凹凸がある。カマド前面から床面中央部にか

けて硬化面が認められる。　

カマド　東壁の中央からやや南寄りに設置される。燃

焼部は床面から壁を掘り込んで構築されている。長さ

126cm、幅73cm、袖を含めた幅は95cmである。１～８層

はカマド覆土、４層は天井の崩落土、５層は灰と焼土、

６層は焼土になる。

貯蔵穴　床面の南東隅から検出されたＰ１が貯蔵穴にな

るものと思われる。長径75cm・短径63cm、深さ18cmの楕

円形を呈する。覆土は２層に分かれた。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～８層は住居覆土、

９～ 11層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に浅く掘り下げられている。深さ３～

15cmほどである。Ｐ２が検出された。長径35cm・短径

25cm・深さ22cmを測る。覆土は１層(３層)である。

遺物　少量の土器片が出土。西壁寄りから須恵器の蓋、

覆土から椀が出土している。この他、時期不明の縄文土

器片４点が出土。巡方が覆土から出土。

時期　出土遺物から８世紀第４四半期に比定される。

15号住居(第25・240・241図、ＰＬ.８・262)

位置　87A－12・13グリッド、11・40・41・59号住居と

重複し、10号住居と接している。40・59号住居を壊して

いる。

形状　隅丸長方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－48°－Ｅ

規模　面積10.74㎡、長辺(北東～南西)3.72ｍ、短辺(北

西～南東)3.17ｍ、残存壁高は16 ～ 24cmを測る。

第23図　１区13号住居
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１　暗褐色土　やや粘性あり。ローム小ブロックやや多量、ローム粒子・
炭化物粒子・焼土粒子含む。

２　褐色土　ややしまりやや粘性強い。ロームブロックやや多量に含む。
３　暗褐色土　ややしまりやや粘性強い。ローム小ブロック多量、黒褐

色土小ブロック少量含む。
４　黒褐色土＋暗褐色土＋ロームブロック
５　褐色土　しまり弱くやや粘性弱い。　
６　暗褐色土　ややしまり弱く粘性強い。ロームごく多量に含む｡
７　暗褐色土　ややしまり弱く粘性強い。黒褐色土小ブロック多量、ロー

ム小ブロックやや多量に含む。
８　褐色土　ややしまり弱くやや粘性弱い。ローム粒子多量、黄色軽石

含む｡
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１　暗褐色土　しまり粘性あり。ローム粒子・炭化物粒子・焼土粒子含む。
２　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性あり。ローム粒子含む。
３　暗褐色土　しまり強く粘性強い。ロームブロックごく多量、炭化物粒子・

焼土粒子含む。
４　暗褐色土　ややしまり粘性あり。ロームブロック・黄色軽石含む。
５　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性あり。ロームブロックやや多量に含む。
６　暗褐色土　堅くしまり粘性あり。扁平なロームブロック・焼土粒子・炭化

物粒子含む。
７　褐色土　しまる。
８　黒褐色土　しまり弱く粘性弱い。焼土ブロック・炭化物多量に含む。
９　褐色土　堅くしまり粘性強い。暗褐色土ごく多量に含む。
10　暗褐色土　しまり強くやや粘性あり。ローム小ブロック少量含む。
11　暗褐色土　しまり強くやや粘性強い。ロームブロックごく多量に含む。

カマド
１　暗褐色土　しまりやや粘性あり。ローム粒子・焼土粒子含む。
２　褐色土　ややしまり粘性あり。焼土ブロック・ロームブロック

含む。
３　暗褐色土　ローム小ブロック多量に含む。
４　にぶい黄褐色土　ローム・焼土小ブロック含む。天井。
５　灰＋焼土
６　焼土ブロック
７　焼土と黒色灰の縞状堆積
８　暗褐色土　灰色灰・焼土ブロック多量、ローム粒子やや多量に

含む。
９　黒褐色土　しまり粘性弱い。ロームブロック多量、焼土小ブロッ

ク・炭化物粒子含む。
10　暗褐色土　堅くしまり粘性強い。黒褐色土ブロック少量、白色

軽石含む。
11　暗褐色土＋明褐色土　堅くしまりやや粘性強い。焼土小ブロッ

ク多量、黒褐色土少量含む。
12　黒褐色土　堅くしまり粘性強い。焼土小ブロック・ローム小ブ

ロック含む。

貯蔵穴・ピット
１　暗褐色土　しまり強くやや粘性強い。ローム小ブロック少量含む。
２　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性強い。ロームブロック含む。
３　黒褐色土　ややしまり粘性あり。ローム小ブロック少量含む。
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１　黒褐色土　ローム小ブロック少量含む。
２　暗褐色土　ローム小ブロック多量に含む。
３　暗褐色土　ローム小ブロック・炭化物少量含む。
４　暗褐色土　縞状にローム多量に含む。
５　暗褐色土　ローム大ブロック多量に含む。
６　暗褐色土＋ローム　貼床。

カマド
１　灰褐色土　ローム小ブロック少量含む。
２　灰褐色土　ローム小ブロック・焼土小ブロック少量含む。
３　灰褐色土　焼土小ブロック・灰小ブロック少量含む。
４　灰褐色土＋焼土大ブロック＋ローム大ブロック
５　灰褐色土　灰小ブロック少量含む。
６　灰褐色土　ローム大ブロックごく多量に含む｡
７　灰
８　暗褐色土　ロームブロック・焼土粒子含む。
９　暗褐色土＋ローム　貼床。
10　暗褐色土　焼土粒子含む。
11　暗褐色土＋ロームブロック
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床面　やや凹凸がある。カマド前面から床面中央部にか

けて硬化面が認められる。　

カマド　東壁の中央からやや南寄りに設置される。床燃

焼部は床面から壁を掘り込んで構築されている。長さ

113cm、幅60cmである。袖に礫と土器片が使用されている。

１～７層はカマド覆土、７層は灰になる。９層は住居の

貼床、８・10・11層は掘り方になる。

貯蔵穴　掘り方調査時に検出された南西隅の土坑が貯蔵

穴になる可能性がある。長径56cm・短径51cm、深さ22cm

の楕円形を呈する。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～５層は住居覆土、

６層は貼床になる。

掘り方　全体的に浅く掘り下げられている。深さ４～

16cmほどである。

遺物　カマドからわずかに出土。土師器の杯、甕、覆土

から須恵器の蓋、掘り方から土錘が出土している。この

第26図　１区16号住居

掘り方
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Ⅰ　表土
１　浅間A軽石　二次堆積。
２　暗褐色土　浅間A軽石多量に含む。
３　暗褐色土
４　暗褐色土　しまりやや粘性あり。ローム粒子多量、焼土粒子少量含

む。
５　暗褐色土　ややしまり粘性あり。炭化物粒子やや多量、ローム小ブ

ロック・焼土粒子含む。
６　暗褐色土　しまり強くやや粘性強い。ローム小ブロック多量、焼土

粒子含む。
７　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。ローム小ブロックやや多量、

焼土小ブロック含む。
８　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。焼土粒子やや多量に含む。
９　暗褐色土　しまり弱くやや粘性あり。ローム粒子多量に含む。
10　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性あり。ローム粒子・炭化物粒子

少量含む。
11　暗褐色土　しまり強くやや粘性強い。ロームブロック含む。

カマド
１　暗褐色土　堅くしまりやや粘性強い。焼土ブロックやや多量、炭化

物片含む。
２　暗褐色土　灰色灰ごく多量に含む。下位焼土ブロック。
３　焼土ブロック
４　灰色灰＋焼土小ブロック　炭化物片含む。
５　灰色灰と黒褐色土の互層　焼土ブロック・ロームブロック含む。
６　暗褐色土　しまりやや粘性弱い。焼土小ブロック多量に含む。
７　焼土ブロック　灰多量に含む。
８　暗褐色土　ややしまり粘性あり。焼土ブロックごく多量、灰ブロッ

ク少量含む。
９　暗褐色土　しまり弱くやや粘性弱い。焼土ブロックごく多量、ロー

ム小ブロック・灰ブロック少量含む。



他、縄文土器片(加曽利Ｅ式１点・時期不明２点)３点が

出土。

時期　出土遺物から８世紀第１四半期に比定される。

16号住居(第26・241図、ＰＬ.８・262)

位置　86Q・R－11グリッド、25号住居、１号溝と重複し

ている。25号住居を壊し、１号溝に壊されている。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である。

主軸方位　Ｎ－121°－Ｗ

規模　現状での面積は6.03㎡、現状での長辺(北東～南

西)3.2ｍ、短辺(北西～南東)2.52ｍ、残存壁高は22

～ 45cmを測る。

床面　やや凹凸がある。カマド前面に硬化面が認められ

る。　

カマド　西壁に設置される。燃焼部は床面から壁を掘り

込んで構築されている。長さ123cm、幅55cmである。袖

に礫が使用されている。１～８層はカマド覆土、３・７

層は焼土主体の層になる。９層は掘り方になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。５～９層は住居覆土、

10・11層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に浅く掘り下げられている。深さ５～

16cmほどである。

遺物　土師器の杯がカマドから出土している。

時期　出土遺物から７世紀第４四半期に比定される。

17号住居(第27・241・242図、ＰＬ.９・10・262)

位置　86S・T－17・18グリッド、67号住居と重複してい

る。67号住居を壊している。

形状　隅丸長方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－77°－Ｅ

規模　面積9.62㎡、長辺(南北)3.63ｍ、短辺(東西)2.69

ｍ、残存壁高は12 ～ 24cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。床面中央部から北側にかけて硬

化面が認められる。　

カマド　住居南東隅に設置される。燃焼部は壁を掘り込

んで構築されている。長さ188cm、幅55cm、袖を含めた

幅は100cmである。袖と支脚には礫が使用されている。

１～３層はカマド覆土、４～６層は掘り方になる。

貯蔵穴　掘り方調査時に検出された。床面の南東隅に位

置している。長径36cm・短径34cm、深さ14cmの円形を呈

する。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～７層は住居覆土、

８・10層は貼床の可能性がある。９・10層は床下土坑と

ピットの覆土になる。

掘り方　土坑とピットが検出されている。土坑は長径

67cm・短径60cm、深さ15cmの楕円形を呈する。Ｐ１は長

径58cm・短径52cm・深さ14cm、Ｐ２は長径36cm・短径

32cm・深さ28cmである。

遺物　カマドから羽釜が出土。甕も出土している。この

他、縄文土器片(後期初頭)１点が出土。

時期　出土遺物から10世紀後半代に比定される。

18号住居(第28・241 ～ 243図、ＰＬ.10・262)

位置　87A・B－17グリッド、54号住居と重複している。

54号住居の一部を壊している。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－76°－Ｅ

規模　面積6.95㎡、長辺(南北)2.9ｍ、短辺(東西)2.5

ｍ、残存壁高は５～ 13cmを測る。

床面　やや凹凸がある。カマド前面から床中央部にかけ

て硬化面が認められる。　

カマド　東壁のほぼ中央に設置される。燃焼部は壁を掘

り込んで構築されている。長さ84cm、幅52cm、袖を含め

た幅は100cmである。袖に礫が使用されている。カマド

内とその周辺からは多量の土器片が出土している。１・

２層は掘り方になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～４層は住居覆土、

５～７層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に浅く掘り下げられている。深さ３～

７cmである。土坑が検出されている。長径80cm・短径

70cm、深さ17cmの楕円形を呈する。

遺物　カマドとその周辺から須恵器の皿、土師器の甕が

まとまって出土。この他、杯や椀も出土している。

時期　出土遺物から９世紀第４四半期に比定される。
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第27図　１区17号住居

掘り方

掘り方

第 2節　1区の遺構と遺物
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１　暗褐色土　しまり強くやや粘性あり。ローム粒子やや多量、焼土粒子・
炭化物粒子微量に含む。

２　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性強い。炭化物粒子・焼土粒子・ロー
ム粒子少量含む。

３　暗褐色土　ややしまりやや粘性強い。黒色灰多量、炭化物粒子・焼土
粒子含む。

４　暗褐色土　やや粘性あり。ローム粒子含む。
５　暗褐色土　しまり強くやや粘性あり。ローム粒子多量に含む｡

カマド
１　黒色灰　焼土多量に含む｡
２　暗褐色土　ロームブロック・焼土粒子含む。
３　暗褐色土　焼土粒子多量に含む｡
４　暗褐色土　焼土粒子含む。
５　褐色土
６　褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。

６　黄褐色土
７　暗褐色土　ややしまり弱く粘性弱い。炭化物粒子微量、焼土粒子含む。
８　暗褐色土
９　暗褐色土　ロームブロック多量に含む｡
10　暗褐色土　ローム粒子多量、焼土粒子少量含む。
11　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性あり。炭化物粒子少量、ローム

小ブロック含む。
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19号住居(第29・243図、ＰＬ.11・263)

位置　87C－15・16グリッド、37・82号住居と接している。

形状　隅丸長方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－62°－Ｅ

規模　面積15.05㎡、長辺(北東～南西)4.33ｍ、短辺(北

西～南東)3.42ｍ、残存壁高は３～ 24cmを測る。

床面　やや凹凸がある。床面中央部を中心に硬化面が認

められる。また焼土と炭化物の分布が南壁に近接して認

められた。　

炉　南壁に近接して検出された焼土・炭化物の範囲が炉

になる可能性もある。その分布範囲は長径39cm・短径

36cmである。掘り込みはほとんど確認することはできな

かった。

貯蔵穴　掘り方調査時に床面の南西隅から検出された。

長径50cm・短径48cm・深さ41cmである。覆土は２層に分

かれた。

柱穴　床面調査時には検出できなかった。しかし掘り方

調査時に柱穴になる可能性のピット３基を検出した。Ｐ

１は長径37cm・短径35cm・深さ14cm、Ｐ２は長径不明・

短径35cm・深さ12cm、Ｐ３は長径48cm・短径38cm・深さ

28cmである。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～９層は住居覆土、

10・11層は掘り方充填土になる。

掘り方　南壁下から西壁下にかけて浅い掘り込みが行わ

れている。

遺物　床直上からわずかに出土しているだけである。土

師器の杯、高杯、壺、甕が出土している。この他、縄文

土器片(黒浜・有尾式１点・加曽利Ｅ式２点)３点が出土。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

第28図　１区18号住居

掘り方

第４章　発掘調査の記録
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１　暗褐色土
２　暗褐色土　ローム大ブロックやや多量に含む。
３　暗褐色土　ローム大ブロック多量に含む｡
４　褐色土
５　暗褐色土　ローム粒子やや多量に含む。
６　暗褐色土　ローム大ブロック・黒褐色土ブロックごく多量に含む｡
７　にぶい黄褐色土　暗褐色土ブロック多量に含む｡

カマド
１　黒褐色土　しまり強くやや粘性弱い。焼土小ブロック・ローム粒子・

炭化物粒子含む。
２　黒褐色土　ややしまり粘性あり。焼土粒子・ローム粒子含む。
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20号住居(第30・31・243図、ＰＬ.11・263)

位 置　86R ～ T－12、86R・S－13グ リ ッ ド、 ７・12・

34・35号住居、１号溝と重複している。12・34・35号住

居を壊し、７号住居、１号溝に壊されている。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－124°－Ｗ

規模　現状での面積は37.76㎡、長辺(北東～南西)6.3ｍ、

短辺(北西～南東)6.13ｍ、残存壁高は41cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化は認められない。

カマド　西壁の中央からやや南寄りに設置される。燃焼

部は床面を掘り込んで構築されている。長さ133cm、焚

き口の幅50cm、袖を含めた幅は93cmである。カマド前面

から北側にかけて焼土の分布が認められた。１～５層は

カマド覆土、３～５層にかけて焼土と灰を多量に含む。

10・11層はカマドの袖、６～９層は掘り方になる。

貯蔵穴　床面に明瞭な貯蔵穴は検出できなかった。

柱穴　Ｐ１～Ｐ４の４基のピットが主柱穴になる。Ｐ１

は長径69cm・短径67cm・深さ42cm、Ｐ２は長径72cm・短

径61cm・深さ48cm、Ｐ３は長径53cm・短径51cm・深さ

44cm、Ｐ４は長径76cm・短径58cm・深さ20cmを測る。Ｐ

１－Ｐ２間距離3.4ｍ、Ｐ２－Ｐ３間距離3.2ｍ、Ｐ３－

Ｐ４間距離3.25ｍ、Ｐ４－Ｐ１間距離3.65ｍである。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～６層は住居の覆

土、７・８層は掘り方充覆土になる。

第29図　１区19号住居

掘り方

第 2節　1区の遺構と遺物
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１　暗褐色土　しまり強くやや粘性あり。ロームブロック含
む。

２　暗褐色土　しまり強くやや粘性強い。ロームブロック少
量、炭化物粒子・焼土粒子含む。

３　褐色土　しまり強く粘性強い。ローム粒子・ローム小ブ
ロックやや多量に含む。

４　暗褐色土　しまり強くやや粘性強い。ロームブロック・
焼土粒子含む。下位に焼土・炭化物。

５　暗褐色土　しまり強く粘性強い。ロームブロックやや多
量に含む。

６　暗褐色土　ローム粒子含む。
７　暗褐色土　しまり強く粘性強い。ロームブロック多量に

含む｡
８　褐色土
９　暗褐色土　しまり弱く粘性弱い。ローム粒子・黒色灰含

む。
10　暗褐色土　しまりやや粘性強い。
11　暗褐色土　焼土粒子・ローム粒子含む。
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掘り方　部分的に掘り込まれているが浅い。土坑２基を

検出した。土坑１は長径125cm・短径112cm・深さ18cm、

土坑２は長径98cm・短径90cm・深さ21cmを測る。

遺物　土師器の杯、蓋、鉢、須恵器の杯、甕が出土して

いる。(２)～(６)・(８)の７世紀前半、(１)の７世紀

第３四半期、(７)の８世紀後半の時期に属している。床

面の北西コーナーからＰ１周辺でＳ１～Ｓ10のこも編み

石10点がまとまって出土している。この他、縄文土器片

(黒浜・有尾式２点・加曽利Ｅ式５点)７点が出土。

時期　出土遺物から７世紀代に比定される。

22号住居(第32・33・244図、ＰＬ.12・263)

位置　86S・T－15・16グリッド、56・65・69・74号住居、

４号溝と重複している。56・65・69・74号住居を壊し、

４号溝に壊されている。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－77°－Ｅ

規模　面積15.56㎡、長辺(北西～南東)4.48ｍ、短辺(北

東～南西)3.34ｍ、残存壁高は７～ 18cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。カマド前面から床面中央部、西

壁下に硬化面が認められる。　

カマド　東壁の中央から南寄りに設置される。燃焼部は

壁を掘り込んで構築されている。長さ97cm、焚き口の幅

第30図　１区20号住居(１)
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１　黒褐色土　ローム小ブロック少量含む。
２　黒褐色土　ローム小ブロックやや多量に含む。
３　黒褐色土　ローム大ブロックやや多量に含む。
４　暗褐色土　ローム粒子微量に含む。

ピット
１　暗褐色土
２　暗褐色土　ローム粒子焼土小ブロック
３　にぶい黄褐色土　暗褐色土多量に含む｡
４　褐色土　ロームブロック多量に含む｡
５　黒褐色土　ローム小ブロック少量含む。
６　黒褐色土　ローム大ブロック多量に含む｡

５　暗褐色土　褐色土大ブロックごく多量に含む。
６　黒褐色土　ローム大ブロック少量含む。
７　暗褐色土＋ロームブロック
８　黒褐色土＋ロームブロック
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カマド
１　暗褐色土　しまりやや粘性あり。焼土小ブロック

やや多量、ロームブロック少量、炭化
物粒子含む。

２　褐色土　しまり弱くやや粘性あり。炭化物粒子含
む。

３　暗褐色土　しまり弱くやや粘性あり。黒色灰多量、
焼土小ブロック・ロームブロック少量
含む。

４　暗褐色土　焼土大ブロック。黒色灰多量に含む｡

５　焼土ブロック＋灰
６　暗褐色土　焼土粒子・ローム粒子多量に含む｡
７　暗褐色土　ローム粒子ごく多量、焼土粒子多量

に含む｡
８　暗褐色土＋黄褐色土
９　黒褐色土　焼土大ブロック・ローム小ブロック

多量に含む｡
10　にぶい黄褐色土
11　黒褐色土　ローム小ブロック多量に含む｡
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55cm、袖を含めた幅は90cmである。支脚の礫が残されて

いる。カマド前面に灰と焼土の分布が認められた。１～

６層はカマド覆土、６層は灰。７～９層は掘り方になる。

貯蔵穴　床面から明瞭な貯蔵穴は検出できなかったが、

掘り方調査時に土坑２基を検出した。Ｐ１は長径58cm・

短径52cm・深さ24cm、Ｐ２は長径63cm・短径55cm・深さ

34cmを測る。いずれも貯蔵穴になる可能性がある。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～５層は住居覆土

になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ４～ 30cm

第32図　１区22号住居(１)

掘り方
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１　暗褐色土　しまりやや粘性あり。焼土粒子・
炭化物粒子含む。

２　暗褐色土　炭化物粒子・焼土小ブロック多量
に含む｡

３　暗褐色土　ややしまり粘性あり。ローム粒子・
焼土粒子・炭化物粒子含む。

４　暗褐色土　しまり弱くやや粘性弱い。ローム
粒子多量に含む｡

５　黒褐色土　ややしまり弱く粘性弱い。焼土粒
子・炭化物粒子多量に含む｡
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掘り方

を測る。

遺物　カマド周辺から羽釜、須恵器の杯が出土。この他、

土師器の杯、須恵器の椀、甑が出土している。（ １・２）

の土師器杯は７世紀後半、それ以外は10世紀第３四半期

に属する。時期不明の縄文土器片２点が出土。

時期　出土遺物から10世紀第３四半期に比定される。

23号住居(第34・35・244図、ＰＬ.12・263)

位置　87A・B－9・10グリッド、27・28号住居、６号溝

と重複している。27・28号住居を壊し、６号溝に壊され

ている。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である

が、隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　不明。

規模　現状での面積は12.5㎡、現状での長辺(北東～南

西)5.28ｍ、短辺(北西～南東)2.78ｍ、残存壁高は20

～ 31cmを測る。

床面　やや凹凸がある。南西隅に部分的に硬化面が認め

られる。その東側に炭化物と焼土の分布が認められる。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　床面に明瞭な貯蔵穴は検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～３・７・８層は

住居覆土になる。10 ～ 12層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ２～

21cmを測る。掘り方調査時に土坑１基を検出した。長径

70cm・短径63cm・深さ14cmを測る。

遺物　覆土中から土師器の杯、小型甕、甕、須恵器の椀

が出土している。南壁下からこも編み石がまとまって出

土している。この他、時期不明の縄文土器片２点が出土。

時期　出土遺物から８世紀第１四半期に比定される。

27号住居(第34・35図、ＰＬ.13)

位置　87A－10グリッド、23・28号住居と重複している。

23・28号住居に壊されている。

形状　重複しているために全容は不明である。

主軸方位　不明。

第33図　１区22号住居(２)
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カマド
１　黒褐色土　ややしまり弱くやや粘性弱い。焼土粒子少量含む。
２　暗褐色土　しまりやや粘性あり。ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒

子少量含む。
３　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。焼土粒子少量、炭化物粒子含む。
４　暗褐色土　しまり弱く粘性あり。焼土粒子・炭化物粒子・黒色灰含む。
５　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。ローム小ブロック少量含む。

６　黒色灰＋炭化物　焼土小ブロック含む。
７　褐色土＋暗褐色土　ローム小ブロック多量に含む｡
８　黒褐色土　褐色土大ブロック多量、焼土粒子やや多量に含む。
９　黄褐色土＋暗褐色土
10　暗褐色土　焼土粒子・炭化物粒子少量含む。
11　焼土
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第34図　１区23・27・28号住居(１)
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１区23・27・28号住居
１　暗褐色土　ローム小ブロック少量含む。
２　暗褐色土
３　暗褐色土　ローム小ブロック・小礫少量含む。
４　暗褐色土　扁平なロームブロック多量に含む｡
５　黄褐色土
６　暗褐色土＋黄褐色土
７　暗褐色土　ローム大ブロック少量含む。
８　暗褐色土　ローム大ブロック多量に含む｡
９　褐色土
10　黒褐色土　ローム小ブロックやや多量に含む｡
11　黒褐色土　ローム小ブロック多量に含む｡
12　黒褐色土　ローム大ブロック多量に含む｡
13　にぶい褐色土

１区23号住居内土坑
１　暗褐色土　
２　暗褐色土　ローム小ブロック少量含む。
３　暗褐色土　焼土小ブロック多量、炭少量含む。
４　ローム大ブロック＋暗褐色土
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規模　現状での面積は1.78㎡、現状での長辺(南北)1.75

ｍ、短辺(東西)1.7ｍ、残存壁高は22cmを測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面は認められなかった。　

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１・６層は住居覆土

になる。

掘り方　部分的に掘り下げられている。

遺物　床面の南西隅から礫が出土している。

時期　不明。

28号住居(第34・35図、ＰＬ.13・14)

位置　87A－9・10、87B-10グリッド、23・27号住居と重

複している。27号住居を壊し、23号住居に壊されている。

形状　調査区外に延びていることと重複しているために

全容は不明であるが、隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－152°－Ｗ

規模　現状での面積は5.16㎡、現状での長辺(北西～南

東)6ｍ、短辺(北東～南西)2.7ｍ、残存壁高は16 ～

21cmを測る。

床面　やや凹凸がある。カマド前面に硬化面が認められ

る。　

カマド　西壁に設置される。燃焼部は壁を掘り込んで構

築されている。長さ115cm、焚き口の幅50cm、袖を含め

た幅は110cmである。１～７層はカマド覆土になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。７・９層は住居覆土、

10・13層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ３～

18cmを測る。

遺物　カマド周辺からわずかに出土している。

時期　不明。明瞭な時期を確定できない。

24号住居(第36・245図、ＰＬ.13)

位置　86T－17、87A-17グリッド、52号住居に近接して

いる。

形状　遺構確認面がすでに住居の床面であったために推

定であるが、隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－77°－Ｅ

規模　推定であるが、面積6.34㎡、長辺(南北)3.16ｍ、

第35図　１区23・27・28号住居(２)

掘り方

第 2節　1区の遺構と遺物
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カマド
１　暗褐色土　ローム小ブロック微量に含む。
２　暗褐色土　ローム大ブロック少量含む。
３　暗褐色土　ローム大ブロック多量に含む｡
４　暗褐色土　ローム大ブロック・炭大ブロックごく多量に含む｡
５　暗褐色土　ローム大ブロック多量、焼土小ブロック少量含む。
６　黄褐色土　一部焼土化。暗褐色土少量含む。
７　黄褐色土
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短辺(東西)2.05ｍ、残存壁高は確認できなかった。

床面　部分的に検出された。　

カマド　東壁のほぼ中央に設置される。燃焼部は壁を掘

り込んで構築されている。長さ90cm、焚き口の幅50cm、

袖を含めた幅は100cmである。１～４層はカマド覆土に

なる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　検出できなかった。

掘り方　検出できなかった。

遺物　覆土から須恵器の椀が出土している。

時期　出土遺物から９世紀後半に比定される。

25号住居(第37・245図、ＰＬ.13・263)

位置　86Q・R－11・12グリッド、16号住居と重複し、壊

されている。

形状　攪乱によって住居南西部を壊されているために全

容は不明であるが、隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－49°－Ｅ

規模　現状での面積は11.8㎡、長辺(北西～南東)4.05ｍ、

短辺(北東～南西)2.96ｍ、残存壁高は５cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。北東隅に焼土と炭化物の分布が

認められた。

カマド　東壁の中央から南寄りに設置される。燃焼部は

床面を掘り込んで構築されている。長さ65cm、焚き口の

幅30cm、袖を含めた幅は70cmである。１・２層はカマド

覆土、３～５層は掘り方になる。

貯蔵穴　床面に明瞭な貯蔵穴は検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　確認面から床面までは非常に浅かったために明

瞭ではない。１～６層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ４～

30cmを測る。

遺物　カマド周辺と掘り方から少量出土。土師器の杯が

出土している。この他、縄文土器片(加曽利Ｅ式１点・

称名寺式１点)２点が出土。

時期　出土遺物から６世紀後半に比定される。

26号住居(第38図、ＰＬ.13)

位置　86P・Q－11・12グリッド、２号溝に壊されている。

形状　全容は不明である。　主軸方位　不明。

規模　現状での面積は3.65㎡、現状での長辺(北東～南

西)2.39ｍ、短辺(北西～南東)2.02ｍ、残存壁高は20

～ 25cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　確認できていない。

掘り方　検出できなかった。

遺物　土器片は出土していない。

時期　不明。２号溝よりも古い。

第36図　１区24号住居
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カマド
１　暗褐色土　しまり強くやや粘性強い。焼土粒子・炭化物粒子含む。
２　焼土ブロック
３　焼土
４　暗褐色土　堅くしまり粘性強い。ロームブロック含む。
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１　暗褐色土　しまり強くやや粘性あり。ローム小ブロック少量、焼土
小ブロック・炭化物粒子微量に含む。床。

２　黒褐色土　しまりやや粘性あり。炭化物粒子やや多量に含む。
３　黒褐色土　しまりやや粘性あり。ローム粒子少量、焼土小ブロック

含む。

４　暗褐色土　ややしまり粘性あり。ローム小ブロックやや多量に含む。
５　黄褐色土　堅くしまり粘性あり。暗褐色土・焼土小ブロック含む。
６　暗褐色土　堅くしまり粘性あり。ロームブロック多量、炭化物粒子

含む。

カマド
１　暗褐色土　しまりやや粘性強い。炭化物粒子・焼土小ブロック・ローム粒子含む。
２　暗褐色土　しまり強く粘性あり。ロームブロックやや多量、炭化物粒子微量に含む。
３　暗褐色土　堅くしまり粘性あり。ロームブロックごく多量、焼土粒子・炭化物粒子含む。
４　褐色土　しまりやや粘性あり。
５　暗褐色土　しまりやや粘性あり。ローム小ブロックやや多量、炭化物粒子・焼土粒子含む。
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29号住居(第39図、ＰＬ.14)

位置　86S・T－10・11グリッド、９・39号住居、３号土

坑と重複している。39号住居を壊し、９号住居、３号土

坑に壊されている。

形状　重複しているために全容は不明であるが、隅丸方

形を呈するものと思われる。　主軸方位　Ｎ－54°－Ｅ

規模　現状での面積は9.1㎡、現状での長辺(北東～南

西)3.45ｍ、短辺(北西～南東)3.2ｍ、残存壁高は18

第38図　１区26号住居

第39図　１区29号住居

掘り方
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１　暗褐色土　しまり強くやや砂質。ローム粒子・ローム小ブロック含む。
２　暗褐色土　しまりやや砂質。ローム小ブロック微量、炭化物粒子・焼

土粒子含む。
３　暗褐色土　ややしまる。ローム小ブロック少量含む。
４　暗褐色土　ローム小ブロック含む。
５　褐色土　ややしまる。
６　暗褐色土　堅くしまり粘性強い。床。
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～ 22cmを測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面は認められなかった。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～５層は住居覆土、

６層は貼床になる。

掘り方　部分的に掘り下げられているが浅い。深さ３～

７cmを測る。

遺物　ほとんど出土していない。

時期　不明。

30号住居(第40・245図、ＰＬ.14・263)

位置　87B・C－13・14グリッド、14号住居、１号井戸と

重複している。１号井戸に壊されている。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である

が、隅丸長方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－80°－Ｅ

規模　現状での面積は7.53、長辺(南北)3.14ｍ、短辺(東

西)2.91ｍ、壁高をほとんど確認することはできなかっ

た。

床面　やや凹凸がある。硬化面はあまり認められなかっ

た。

カマド　東壁の中央からやや南よりに設置される。燃焼

部は床面から壁を掘り込んで構築され、長さ100㎝、焚

き口部の幅80㎝である。１～３層はカマド掘り方である。

カマド前面に炭化物と焼土の堆積が認められる。

貯蔵穴　床面の南東隅、カマドに近接して検出された。

長径73㎝・短径67㎝・深さ12㎝のほぼ楕円形を呈する。

第40図　１区30号住居

掘り方
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１　黒褐色土　堅くしまり粘性強い。炭化物粒子・ローム粒子含む。
２　黒褐色土　堅くしまり粘性強い。ローム粒子多量、炭化物粒子・焼

土粒子含む。床。

貯蔵穴
１　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。ローム粒子・炭化物粒子・焼

土粒子少量含む。下位に黒色灰あり。
２　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。ローム粒子少量含む。
３　暗褐色土　しまり強くやや粘性あり。ローム粒子・炭化物粒子・焼

土粒子少量、ローム小ブロック微量に含む。
４　黄褐色土　縞状に堅くしまる。

カマド
１　暗褐色土　しまり強くやや粘性強い。焼土小ブロックやや多量、ロー

ム粒子微量に含む。
２　暗褐色土　堅くしまりやや粘性強い。ロームブロック・焼土粒子・

炭化物粒子含む。
３　暗褐色土　しまり粘性強い。ロームブロックごく多量、焼土粒子少

量含む。
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１　暗褐色土　しまり強くやや粘性あり。ローム粒子・ローム小ブロッ
ク少量含む。

２　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。ローム小ブロック・炭化物粒
子・焼土粒子少量含む。

３　暗褐色土　しまりやや粘性あり。炭化物粒子・焼土粒子少量、ロー
ムブロック含む。

４　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性あり。ローム粒子少量含む。
５　暗褐色土　しまり強くやや粘性あり。炭化物粒子・焼土粒子少量含

む。

６　暗褐色土＋黄褐色土　堅くしまり粘性強い。
７　暗褐色土　堅くしまりやや粘性あり。ロームブロック多量、炭化物

粒子・焼土粒子含む。
８　暗褐色土　堅くしまりやや粘性強い。炭化物粒子・焼土粒子やや多量、

ロームブロック少量含む。
９　黒褐色土　しまり強くやや粘性弱い。ローム粒子含む。
10　暗褐色土　堅くしまるり粘性弱い。ローム粒子多量に含む。

カマド
１　暗褐色土　しまりやや砂質。炭化物粒子・焼土粒子含む。
２　灰　ロームブロック含む。
３　暗褐色土　ややしまり粘性弱い。焼土粒子・ローム粒子多量に含む。
４　暗褐色土　しまり強くやや粘性強い。ロームブロック多量、炭化物粒子・焼土粒子少量、青黒色灰含む。
５　暗褐色土　堅くしまりやや粘性強い。ローム粒子ごく多量、白色軽石多量、青黒色灰含む。
６　褐色土　堅くしまり粘性あり。



Ａ Ａ′

Ｂ
Ｂ
′

ＣＣ Ｃ′Ｃ′

ＤＤ
Ｄ
′

4土

44住

9住

87
A

-1
1+
3

Ａ Ａ′
Ｂ

Ｂ
′

ＣＣ Ｃ′Ｃ′

Ｄ
Ｄ
′

4土

44住

9住
87
A

-1
1+
3

1

2
3

Ａ Ａ′L=73.00m

1
3

4

24土
Ｂ

Ｂ
′

L=
73
.0
0m

9住
1 3

5

ＣＣ Ｃ′Ｃ′

Ｄ
Ｄ
′

Ｃ Ｃ′L=72.90m

1

3

4
6
5

SS
2

Ｄ
Ｄ
′

L=
72
.9
0m

1

3

4

6
5

7
82

０ ２ｍ１: 60

０ １ｍ１: 30

覆土は４層に分かれた。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　ほとんど検出することはできなかった。２層は

貼床になる。

掘り方　部分的に掘り下げられている。深さは６㎝以内

を測る。

遺物　貯蔵穴周辺から土器が出土。小型壺、須恵器の杯

と椀が出土している。

時期　出土遺物から10世紀第１四半期に比定されるか。

31号住居(第41・245図、ＰＬ.15・263)

位置　86Q・R－12グリッド、42号住居と重複している。

42号住居を壊しているが、攪乱によって壊されている。

形状　攪乱によって一部壊されているために全容は不明

であるが、隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－84°－Ｅ

規模　現状での面積は7.95㎡、現状での長辺(南北)３ｍ、

短辺(東西)2.74ｍ、残存壁高は13 ～ 17cmを測る。

床面　やや凹凸がある。カマド前面に硬化面が認められ

る。　

カマド　東壁のほぼ中央に設置される。燃焼部は床面か

ら壁を掘り込んで構築されている。長さ112cm、焚き口

の幅53cm、袖を含めた幅は85cmである。袖に礫が使用さ

れている。１～３層はカマド覆土、２層は灰。４～６層

は掘り方になる。第42図　１区32号住居

掘り方

第 2節　1区の遺構と遺物

61

１　暗褐色土　ややしまりやや粘性弱い。焼土粒子少量、炭化物粒子・
ローム粒子含む。

２　暗褐色土　ややしまり粘性弱い。ローム粒子少量、小礫含む。
３　暗褐色土　しまり強くやや粘性あり。ローム粒子少量、焼土粒子・

炭化物粒子微量に含む。
４　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性あり。ローム小ブロックごく多

量に含む｡
５　暗褐色土　しまり強くやや粘性強い。ローム小ブロックやや多量、

炭化物粒子・焼土粒子含む。

カマド
１　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。ローム粒子・焼土粒子含む。
２　暗褐色土　
３　焼土ブロック　しまりやや粘性弱い。暗褐色土ごく多量に含む｡
４　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性弱い。焼土粒子・黒色灰ブロック含む。
５　黒色灰　焼土小ブロック含む。
６　黒褐色土　しまり粘性あり。焼土粒子少量含む。
７　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。焼土粒子・炭化物粒子・灰ブロック

含む。
８　黒褐色土　ややしまりやや粘性あり。焼土粒子・炭化物粒子含む。
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貯蔵穴　掘り方調査時検出のカマド北に接したピットが

貯蔵穴になる可能性がある。長径54cm・短径34㎝・深さ

21㎝の楕円形を呈する。遺物が出土している。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～５層は住居覆土

になる。６～ 10層は掘り方充填土である。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ４～

９cmを測る。

遺物　カマドを中心に土器や礫が出土。須恵器の杯、椀、

竈から甕、土釜が出土している。

時期　出土遺物から10世紀後半代に比定される。

32号住居(第42・245図、ＰＬ.15・263)

位置　87A－11グリッド、９・44・45号住居、４号土坑

と重複している。９・44・45号住居を壊し、４号土坑に

壊されている。

形状　隅丸長方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－68°－Ｅ

規模　面積7.62、長辺(北西～南東)3.28ｍ、短辺(北東

～南西)2.33ｍ、残存壁高は15cmを測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面はあまり認められなかっ

た。

第43図　１区33号住居

掘り方

第44図　１区34号住居

第４章　発掘調査の記録
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１　暗褐色土　ローム粒子含む。
２　暗褐色土　ロームブロック含む。
３　暗褐色土　ロームブロック多量に含む｡
４　暗褐色土　焼土ブロック多量に含む｡
５　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子微量に含む。
６　暗褐色土＋ロームブロック　貼床。

カマド
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子やや多量に含む。
３　暗褐色土　ローム粒子少量含む。

１　暗褐色土　ローム粒子含む。
２　黒褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。　
３　暗褐色土　ロームごく多量に含む｡
４　暗褐色土　ロームブロック多量に含む｡
５　暗褐色土＋ローム　
６　黒褐色土　ロームブロック含む。
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カマド　東壁の中央からやや南寄りに設置される。

燃焼部は壁を掘り込んで構築され、長さ50㎝、焚き

口部の幅40㎝、袖を含めた幅は55cmを測る。両袖に

は礫が配置されている。カマド前面に炭化物の分布

が認められる。１～５層はカマド覆土で、３層は焼

土、５層は灰になる。６～８層は掘り方になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１・２層は住居

覆土、３～５層は掘り方充填土になる。

掘り方　全面的に掘り下げられている。深さ７～

13㎝を測る。

遺物　カマドから須恵器の椀が出土。須恵器の杯は

南壁寄りから出土している。

時期　出土遺物から10世紀中頃に比定される。

第45図　１区35号住居

掘り方

第 2節　1区の遺構と遺物
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１　暗褐色土　堅くしまりやや粘性強い。ローム
ブロック多量、炭化物粒子・焼土
粒子含む。

２　暗褐色土　堅くしまりやや砂質。ローム小ブ
ロック少量、白色軽石含む。

３　暗褐色土　堅くしまりやや砂質。ローム小ブ
ロック少量、炭化物粒子・焼土粒
子・白色軽石含む。

４　暗褐色土　堅くしまる。ローム粒子、縞状堆
積に含む。

５　黒褐色土　しまり強くやや粘性強い。ローム
小ブロック含む。

６　褐色土　しまり強く粘性強い。ローム粒子・
　　　　　　焼土粒子含む。
７　暗褐色土　堅くしまりやや粘性強い。ローム

ブロック少量含む。
８　暗褐色土　堅くしまりやや粘性弱い。褐色土

小ブロック、白色軽石含む。
９　暗褐色土＋ロームブロック　しまり強くやや

粘性強い。

炉・土坑
１　暗褐色土　焼土粒子・ローム粒子含む。
２　黒褐色土　ローム小ブロック少量含む。
３　黒褐色土　ローム大ブロックごく多量に含む｡
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33号住居(第43・245図、ＰＬ.16・263)

位置　87B－15グリッド、55・61号住居、土坑多数と重

複している。

形状　重複が激しいために全容は不明である。　主軸方

位　不明。

規模　現状での面積は７㎡、長辺(北西～南東)3.53ｍ、

現状での短辺(北東～南西)2.15ｍ、残存壁高は７～

10cmを測る。

床面　やや凹凸がある。部分的に貼床が認められる。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　明瞭な柱穴を検出することはできなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～５層は住居覆土、

６層は貼床になる。

掘り方　部分的に掘り下げている。深さ２～５cmを測る。

遺物　内外面に墨書のある土師器の杯、覆土から須恵器

の椀が出土している。

時期　出土遺物から９世紀後半に比定される。第46図　１区36号住居

第47図　１区37号住居

掘り方

第４章　発掘調査の記録
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１　暗褐色土　炭化物粒子・焼土粒子少量、ローム小ブロック含む。
２　黒褐色土　ややしまりやや粘性あり。ロームブロックやや多量に含む。

１　褐色土　しまり強く粘性強い。ロームブロックやや多量、焼土小ブ
ロック含む。

２　暗褐色土　ややしまり強くやや粘性強い。ロームブロックやや多量
に含む。

３　暗褐色土　ややしまり強くやや粘性強い。ローム粒子多量、焼土粒
子・炭化物粒子少量含む。

４　暗褐色土　堅くしまり粘性強い。ローム粒子・ローム小ブロック少
量含む。縞状堆積。

５　褐色土　ややしまり強く粘性強い。

Ｐ１
１　暗褐色土　ややしまり強く粘性強い。ローム小ブロック含む。
２　暗褐色土　ローム小ブロック少量含む。
３　暗褐色土　ロームブロックごく多量に含む｡



34号住居(第44・245図、ＰＬ.16)

位置　86R・S－13、86R-14グリッド、12・20・42号住居

と重複している。12号住居を壊し、20・42号住居に壊さ

れている。

形状　重複が激しいために全容は不明である。

主軸方位　不明。

規模　現状での面積は8.02㎡、現状での長辺(北東～南

西)3.55ｍ、短辺(北西～南東)2.65ｍ、残存壁高は

17cmを測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面は認められなかった。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～４層は住居覆土、

５・６層は掘り方充填土になる。

掘り方　部分的に掘り下げている。深さ８～ 13cmを測

る。

遺物　遺物はほとんど出土していない。

時期　不明。

35号住居(第45・245図、ＰＬ.16・263)

位置　86S・T－12・13グリッド、20号住居、12号溝、18

号土坑と重複し、壊されている。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－21°－Ｅ

規模　面積21.62㎡、長辺(北東～南西)4.8ｍ、短辺(北

西～南東)4.62ｍ、残存壁高は７～ 10cmを測る。

床面　やや凹凸がある。炉を中心に床面中央部から北側

にかけて硬化面が認められる。

炉　床面の中央部からやや北西に位置する。北端に礫１

個が配置されている。長径44cm・短径41cm・深さ8cmを

測る。１層は炉覆土である。

貯蔵穴　床面の北東隅から検出された土坑が貯蔵穴にな

るものと思われる。現状では長径70cm・短径57cm・深さ

27cmの楕円形を呈する。覆土は２層に分かれた。

柱穴　検出できなかった。明瞭な柱穴を検出することは

できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～６層は住居覆土、

７層は12号溝覆土、８・９層は掘り方充填土になる。

掘り方　壁下の四周を部分的に掘り下げている。深さ３

～ 12cmを測る。

遺物　土器の出土は少ない。土師器の杯、甕、鎌が出土

しているが当住居に伴う物ではない。住居に伴うのはＳ

字状口縁台付甕である。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

36号住居(第46・246図、ＰＬ.17・263)

位置　87B－16グリッド、18号住居の北東2.3ｍの所に位

置している。14号土坑に一部壊されている。

形状　隅丸長方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－97°－Ｅ

規模　面積は8.24㎡、長辺(南北)3.36ｍ、短辺(東西)2.43

ｍ、壁高をほとんど確認することはできなかった。

床面　やや凹凸がある。硬化面は認められなかった。

カマド　東壁の中央からやや南寄りに設置される。燃焼

部は床面から壁を掘り込んで構築され、長さ62㎝、焚き

口部の幅53㎝である。１・２層はカマド覆土である。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　ほとんど確認できなかったが、１層は住居覆土、

２層は掘り方充填土になる。

掘り方　部分的に掘り下げられているが浅い。深さ２～

４cmを測る。

遺物　土器片が散漫的に出土。須恵器の杯と椀が出土し

ている。この他、縄文土器片(中期中葉)１点が出土。

時期　出土遺物から９世紀第４四半期に比定される。

37号住居(第47図、ＰＬ.17)

位置　87C－14・15グリッド、19号住居と接している。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である。

主軸方位　不明。(Ｎ―28°―Ｗ)

規模　現状での面積4.83は㎡、現状での長辺(北東～南

東)3.05ｍ、短辺(北西～南東)３ｍ、壁高をほとんど確

認することはできなかった。

床面　南西隅から部分的に検出できた。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

第 2節　1区の遺構と遺物
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埋没土　検出できなかった。１・３～５層は住居掘り方

充填土、２層はピット覆土になる。

掘り方　部分的に掘り下げられているが浅い。深さ２～

10cmを測る。掘り方調査時にピット１基が検出された。

長径50cm・短径33cm・深さ36cm、覆土は３層に分かれた。

遺物　土器片の出土はほとんどなかった。

時期　不明。

38号住居(第48・49・246 ～ 248図、ＰＬ.17・18・264

～ 266)

位置　86T－10、87A-10グリッド、45号住居と重複して

いる。45号住居を壊している。

形状　調査区外に延びているために一部不明であるが、

隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－122°－Ｗ

規模　現状での面積は13.72㎡、長辺(北西～南東)4.26

ｍ、短辺(北東～南西)4.05ｍ、残存壁高は34 ～ 40㎝を

測る。

床面　やや凹凸がある。住居南部分を主体に硬化面が認

められる。第48図　１区38号住居(１)

掘り方
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１　暗褐色土　しまり粘性弱い。炭化物粒子やや多量、
ローム粒子少量含む。

２　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。ローム小ブ
ロック少量含む。

３　暗褐色土　しまり強くやや粘性あり。ローム小ブ
ロック・焼土小ブロック・炭化物粒子
多量に含む｡

４　暗褐色土　しまり強くやや粘性あり。ローム粒子・
焼土粒子・炭化物粒子少量含む。

５　暗褐色土　しまり強くやや粘性強い。炭化物粒子
多量、ローム小ブロック・焼土小ブロッ
ク少量含む。

６　暗褐色土　ややしまりやや粘性強い。炭化物粒子・
焼土粒子含む。

７　暗褐色土＋ローム
８　暗褐色土　堅くしまり粘性強い。炭化物粒子・焼

土粒子少量含む。

貯蔵穴
１　暗褐色土　ややしまり粘性強い。ローム小

ブロック少量含む。
２　黒褐色土　しまり強く粘性強い。ロームブ

ロックごく多量に含む。
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カマド　西壁の中央からやや南寄りに設置される。燃焼

部は床面から壁を掘り込んで構築されており、長さ202

㎝・焚き口部幅40㎝、袖を含めた幅は95㎝である。両袖

には土師器の甕が配置され、燃焼部からも土師器の甕が

３個体出土している。１～９層はカマド覆土、10 ～ 12

層は掘り方になる。５・６層は焼土である。

貯蔵穴　カマドに接する床面の南西隅から検出された。

長径82㎝・短径62㎝・深さ27㎝の楕円形を呈する。覆土

は２層に分かれた。上層から土器が出土している。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～７層は住居覆土

になる。８・９層は掘り方充填土である。第49図　１区38号住居(２)

掘り方
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カマド
１　暗褐色土　ローム粒子少量含む。
２　暗褐色土　ローム小ブロックやや多量に含む。
３　暗褐色土　ローム小ブロックごく多量に含む｡
４　焼土ブロック
５　焼土
６　褐色土　ローム粒子少量含む。
７　褐色土　焼土小ブロック・灰小ブロックやや多量に含む。
８　褐色土　焼土小ブロック少量含む。
９　暗褐色土　焼土大ブロック・ローム大ブロック多量に含む｡
10　暗褐色土　ローム小ブロックやや多量に含む。
11　暗褐色土　ローム小ブロックごく多量に含む。



Ｂ

Ｂ
′

Ａ

Ａ′Ｃ

Ｃ
′

8P

2土

3土

20土

炉

19土

8住

29住

P1

86S-11

1

2 3
Ｂ

Ｂ
′

Ａ

Ａ′Ｃ

Ｃ
′

8P

7P

P1

20土

3土

炉

19土
8住

撹乱

29住

86S-11

Ｃ Ｃ′

Ｃ Ｃ′

Ｂ
Ｂ
′

L=
72
.9
0m

3
4

4
4

4
4

6
5

1

Ａ Ａ′L=72.90m

14 4 4
4

6
7

2
6

1 1

8

Ｃ Ｃ′L=72.80m

3
42

1
S

０ ２ｍ１: 60

第50図　１区39号住居

掘り方

炉
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炉
１　暗褐色土　焼土粒子含む。
２　暗褐色土　ロームブロック含む。
３　暗褐色土　ロームブロック・焼土粒

子・炭化物粒子含む。
４　焼土

１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子微量に含む。
２　褐色土　
３　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
４　暗褐色土＋ローム　貼床。
５　暗褐色土＋ローム  焼土粒子含む。
６　黒褐色土＋暗褐色土
７　黒褐色土　ロームブロック含む。
８　暗褐色土＋ロームブロック
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第51図　１区40・41号住居(１)
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１　暗褐色土　ローム粒子含む。
２　暗褐色土　ロームブロック・ローム粒子多

量に含む｡
３　暗褐色土＋ローム　貼床。
４　暗褐色土　ロームブロック含む。
５　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
６　黄褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
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掘り方　全体的に掘り下げは浅い。土坑３基が検出され

た。土坑１は長径143㎝・短径108㎝・深さ19㎝、土坑２

は長径73㎝・短径53㎝・深さ31㎝、土坑３は長径80㎝・

短径58㎝・深さ41㎝を測る。土坑２と３からは土器が出

土している。

遺物　カマドと貯蔵穴、土坑、北壁に近接した覆土中か

ら土器や礫が出土。土師器の甕(18・20)はカマド袖とし

て使用。さらに３個体の甕(15～17)と土錘(25)がカマド

内から出土。覆土中から土師器の杯、高杯、台付甕、須

恵器の杯、蓋、甑、石製品が出土している。この他、縄

文土器片(加曽利Ｅ式１点・時期不明１点)２点が出土。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

39号住居(第50・249図、ＰＬ.18・19・266)

位置　86R・S－10・11グリッド、８・29号住 居、2・

19・20号土坑と重複し、壊されている。

形状　重複と調査区外に延びているために全容は不明で

あるが、方形を呈するものと思われる。　

主軸方位　Ｎ－22°－Ｗ

規模　現状での面積は17.77㎡、長辺・短辺ともに5.6ｍ、

残存壁高は４～ 15cmを測る。

床面　やや凹凸がある。炉を中心に床面中央部にかけて

硬化面が認められる。

炉　床面の中央部からやや北西に位置する。北端に礫１

個が配置されている。長径42cm・短径31cm・深さ４cmを

測る。１～３層は炉覆土、４層は焼土である。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　ピット１基が検出された。長径53cm・短径50cm・

深さ42cmを測る。覆土は４層に分かれた。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１・２層は住居覆土、

３～８層は掘り方充填土になる。

掘り方　床面中央部はほとんど掘り下げずに壁下の四周

を掘り下げている。深さ４～ 20cmを測る。

遺物　床面上から散漫的に出土。Ｓ字状口縁台付甕、小

型壺、杯が出土している。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

第52図　１区40・41号住居(２)

掘り方
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カマド
１　暗褐色土　しまり強く粘性強い。焼土小ブロック・炭化物粒子多量、

ロームブロックやや多量に含む。
２　焼土
３　褐色土　ややしまりやや粘性あり。焼土ブロック多量、炭化物粒子含

む。
４　焼土ブロック　暗褐色土・ロームやや多量に含む。
５　暗褐色土　しまり強くやや粘性あり。ロームブロックやや多量、焼土

小ブロック少量含む。
６　黄褐色土

７　黒褐色土　しまり弱く粘性弱い。黒色灰多量、焼土小ブロック・炭化
物含む。

８　極暗褐色土　しまり強くやや粘性弱い。焼土小ブロック多量、黒褐色
土小ブロック含む。

９　褐色土　しまり強く粘性強い。焼土小ブロック含む。
10　暗褐色土＋ローム
11　暗褐色土　黄色軽石・焼土粒子含む。
12　暗褐色土　ロームブロック・焼土粒子含む。
13　暗褐色土　焼土粒子含む。
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第53図　１区42号住居

第54図　１区43号住居
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１　暗褐色土　ロームブロック含む。
２　黒褐色土　ローム粒子少量含む。
３　暗褐色土　ローム粒子含む。
４　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
５　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒

子多量に含む｡
６　暗褐色土＋ローム　貼床。
７　黄褐色土
８　暗褐色土　堅くしまる。焼土含む。貼床。
９　暗褐色土　焼土粒子含む。

カマド
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
２　暗褐色土　ロームブロック含む。
３　暗褐色土　焼土粒子多量に含む｡
４　暗褐色土　ロームブロック・焼土含む。

掘り方

１　暗褐色土　ローム小ブロックやや多量、焼土大
ブロック少量含む。

２　暗褐色土　ローム大ブロックやや多量に含む。
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40号住居(第51・52・249図、ＰＬ.19・20・266)

位置　87B－12・13グリッド、15・41・59号

住居、１号井戸と重複している。59号住居を

壊し、15号住居と１号井戸に壊されている。

形状　重複関係のために一部不明であるが、

隅丸方形を呈するものと思われる。　主軸方

位　Ｎ－60°－Ｅ

規模　現状での面積は13.85㎡、長辺(北西～

南東)4.79ｍ、現状での短辺(北東～南西)4.5

ｍ、残存壁高は11 ～ 20㎝を測る。

床面　ほぼ平坦である。

カマド　東壁の中央からやや南寄りに設置さ

れる。燃焼部は床面から壁を掘り込んで構築

されており、長さ126㎝・焚き口部幅82㎝、

袖を含めた幅は120㎝である。１～９層はカ

マド覆土、２層は焼土である。10 ～ 13層は

掘り方になる。カマド前面に灰の分布が認め

られた。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　掘り方充填土のみを検出した。40号

住居の１・２層が掘り方充填土、３層は貼床

になる。

掘り方　掘り下げは浅く深さ５～ 20cmであ

る。土坑１基が検出された。長径141㎝・短

径111㎝・深さ26㎝を測る。覆土は２層(５・

６層)に分かれた。

遺物　土器の出土量は少ない。土師器の杯、

盤、壺、須恵器の杯が出土している。(２)の

土師器杯は７世紀前半、(１・３・４)は８世

紀第１四半期、(５)は８世紀中頃に属する。第55図　１区44号住居(１)

掘り方
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１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
２　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量

に含む｡
３　暗褐色土　ロームブロック・焼土粒子含む。
４　暗褐色土　ローム粒子少量含む。
５　褐色土
６　暗褐色土　ローム粒子含む。
７　暗褐色土＋ローム
８　暗褐色土＋ローム　黒褐色土含む。



Ｆ
Ｆ
′

L=
72
.8
0m

1
3

74

52

Ｅ Ｅ′

Ｆ
Ｆ
′

9住

Ｅ
Ｅ′

Ｆ
Ｆ
′

9住

Ｅ Ｅ′L=72.80m

4

4

6

5
S

9住

０ １ｍ１: 30

この他、縄文土器片(堀之内１式)１点が出土。

時期　出土遺物から８世紀代に比定されるものと思われ

る。場合によっては41号住居と同一の住居になる可能性

もある。

41号住居(第51・52・249図、ＰＬ.20・266)

位置　87A・B－13グリッド、14・15・40号住居、１号井

戸と重複している。１号井戸に壊されている。

形状　重複しているために一部不明であるが、隅丸方形

を呈するものと思われる。　主軸方位　Ｎ－60°－Ｅ

規模　現状での面積は10.54㎡、長辺(北西～南東)3.75

ｍ、短辺(北東～南西)2.95ｍ、残存壁高は20 ～ 45㎝を

測る。

床面　やや凹凸がある。

カマド　検出できなかったが、東壁のほぼ中央に設置さ

れていたものと思われる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　掘り方充填土のみを検出した。41号住１・２・４・

５層は掘り方充填土で３層は貼床になる。

掘り方　全体的に掘り下げは浅いが住居南半分がやや掘

り下げられている。深さ６～ 12cmである。

遺物　南壁周辺からややまとまって土器が出土。土師器

の杯、盤、甕が出土している。この他、縄文土器片(黒浜・

有尾式１点・加曽利Ｅ式２点)３点が出土。

時期　出土遺物から８世紀第１四半期に比定される。40

号住居と同一住居になるか。

42号住居(第53・250図、ＰＬ.20・266)

位置　86Q・R－12・13グリッド、20・34号住居、１号溝

と重複している。20・34号住居を壊し、１号溝に壊され

ている。

形状　重複しているために一部不明であるが、隅丸方形

を呈するものと思われる。　主軸方位　Ｎ－60°－Ｅ

規模　現状での面積は21.1㎡、長辺(北西～南東)4.8ｍ、

現状での短辺(北東～南西)4.25ｍ、残存壁高は15 ～ 31

㎝を測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面は認められなかった。

カマド　東壁の南寄りに設置される。燃焼部は床面から

壁を掘り込んで構築されており、長さ77㎝・焚き口部幅

55㎝、袖を含めた幅は現状で80㎝である。袖に土師器の

甕が使用されている。１～４層はカマド覆土になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　Ｐ１～Ｐ４の４基のピットが主柱穴になるものと

思われる。Ｐ１は長径40cm・短径36cm・深さ37cm、Ｐ２

は長径43cm・短径40cm・深さ47cm、Ｐ３は長径35cm・短

径31cm・深さ42cm、Ｐ４は長径53cm・短径47cm・深さ

43cmを測る。Ｐ１－Ｐ２間距離2.15ｍ、Ｐ２－Ｐ３間距

離2.45ｍ、Ｐ３－Ｐ４間距離2.1ｍ、Ｐ４－Ｐ１間距離1.9

ｍである。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～５層は住居覆土、

６・８層は貼床、７・９層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げは浅いが、住居北側はやや深

くなっている。深さ５～ 21cmである。

遺物　カマド周辺から出土しているが量は少ない。土師

器の杯、盤、甕(カマド右袖)、須恵器の椀、甕が出土し

ている。この他、時期不明の縄文土器片１点が出土。

時期　出土遺物から７世紀第４四半期に比定される。

43号住居(第54図)

位置　86S－13グリッド、20号住居の覆土中から検出さ

れた。調査段階では住居と把握しているが詳細は不明。

形状　カマドだけの検出のために詳細は不明である。　

主軸方位　不明。

第56図　１区44号住居(２)
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カマド
１　暗褐色土　焼土粒子含む。
２　暗褐色土　焼土ブロック含む。
３　褐色土　焼土粒子・炭化物粒子含む。
４　褐色土　
５　灰褐色土　焼土粒子含む。
６　焼土
７　暗褐色土

掘り方
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規模　不明。

床面　不明。

カマド　現状での幅40㎝、袖を含めた幅は56㎝である。

袖に礫が使用されている。１・２層はカマド覆土になる。

貯蔵穴　不明。

柱穴　不明。

周溝　不明。

埋没土　不明。

掘り方　不明。

遺物　なし。

時期　不明。

44号住居(第55・56・250図、ＰＬ.21)

位置　87A・B－11、87A－12グ リ ッ ド、 ４・ ９・32・

45・59号住居、４号土坑と重複している。45・59号住居

を壊し、４・32号住居、４号土坑に壊されている。

形状　重複関係が複雑なために部分的に不明であるが、

方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－135°－Ｗ

規模　現状での面積は22.72㎡、長辺(北東～南西)4.8

ｍ、現状での短辺(北西～南東)4.65ｍ、残存壁高は19

～ 32cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。主柱穴に囲まれた床に硬化面が

第57図　１区45号住居(１)
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１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む｡
２　褐色土
３　黒褐色土+ローム土　貼床。
４　ローム＋焼土　貼床。
５　褐色土＋ローム　貼床。
６　暗褐色土　ローム粒子含む｡
７　暗褐色土　焼土粒子多量に含む｡
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第58図　１区45号住居(２)

掘り方

掘り方
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カマド
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む｡
２　暗褐色土　灰少量、ロームブロック含む｡
３　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
４　暗褐色土　ローム粒子含む｡
５　褐色土　焼土ブロック多量に含む｡
６　焼土

７　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量含む｡
８　暗褐色土＋ローム
９　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
10　暗褐色土　焼土粒子多量に含む｡
11　黄褐色土
12　褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子含む｡
13　暗褐色土＋ロームブロック
14　暗褐色土　ローム粒子を含む｡
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認められた。　

カマド　西壁の中央からやや南寄りに設置される。燃焼

部は床面を掘り込んで構築されている。長さ88cm、現状

での焚き口幅10cm、袖を含めた幅は50cmである。支脚の

礫が残されていた。１～６層はカマド覆土、７層は掘り

方になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　Ｐ１～Ｐ４の４基のピットが主柱穴になる。Ｐ１

は長径35cm・短径26cm・深さ37cm、Ｐ２は長径68cm・短

径57cm・深さ52cm、Ｐ３は長径55cm・短径48cm・深さ

32cm、Ｐ４は長径55cm・短径45cm・深さ74cmを測る。Ｐ

１－Ｐ２間距離2.82ｍ、Ｐ２－Ｐ３間距離2.82ｍ、Ｐ３

－Ｐ４間距離2.75ｍ、Ｐ４－Ｐ１間距離2.95ｍである。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～６層は住居の覆

土、７層は掘り方充填土、８層はピット覆土になる。

掘り方　掘り込みは浅く深さ２～ 12cmを測る。

遺物　カマド袖周辺から土師器の杯が出土。Ｐ４周辺か

らこも編み石４点、カマド周辺から３点の計７点も出土

している。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

45号住居（第57・58・250図、ＰＬ.22・266）

位置　86T－10・11、87A－10・11グリッド、９・32・

38・44号住居と重複している。すべての住居に壊されて

いる。

形状　重複が激しいために全容は不明であるが、方形を

呈するものと思われる。　主軸方位　Ｎ－45°－Ｅ

規模　現状での面積は38.24㎡、現状での長辺（北西～南

東）7.2ｍ、短辺（北東～南西）6.3ｍ、残存壁高は５～

21cmを測る。

床面　やや凹凸がある。カマドの前面から床面中央部に

かけて硬化面が認められた。　

カマド　東壁のほぼ中央に設置される。燃焼部は床面か

ら壁を掘り込んで構築されている。長さ160cm、幅47cm、

袖を含めた幅は80cmである。袖には礫が使用されている。

１～３・５層はカマド覆土、６層は焼土、７～ 12層は

掘り方になる。

貯蔵穴　床面の南東隅に位置している。長径78cm・短径

63cm、深さ63cmの楕円形を呈する。

柱穴　ピット８基が検出された。このうちのＰ１～Ｐ４

は主柱穴になるものと思われる。Ｐ１は長径75cm・短

径68cm・深さ48cm、Ｐ２は長径60cm・短径59cm・深さ

49cm、Ｐ３は長径53cm・短径48cm・深さ40cm、Ｐ４は長

径74cm・短径48cm・深さ36cmを測る。Ｐ１－Ｐ２間距離

3.75ｍ、Ｐ２－Ｐ３間距離は3.8ｍ、Ｐ３－Ｐ４間距離3.8

ｍ、Ｐ４－Ｐ１間距離は3.7ｍである。さらにＰ１－Ｐ

２間とＰ３－Ｐ４間にはほぼ同位置にピット２基ずつ存

在する。Ｐ５は長径54cm・短径40cm・深さ37cm、Ｐ６は

長径44cm・短径41cm・深さ35cm、Ｐ７は長径52cm・短径

37cm・深さ37cm、Ｐ８は長径43cm・短径40cm・深さ40cm

を測る。

周溝　掘り方調査時に東壁を中心に部分的に検出された

が、本来は床面を全周していた可能性が高い。幅10 ～

22cm、深さ10cmを測る。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１・２層は住居覆土、

３～５層は貼床、６・７層は掘り方充填土になる。

掘り方　主柱穴の外周がやや掘り下げられている。深さ

８～ 25cmほどであり、凹凸が認められる。

遺物　カマド内と床直上から散漫的に出土。土師器の杯、

土製勾玉（覆土から）、臼玉２点、有孔円盤が出土してい

る。この他、縄文土器片（黒浜・有尾式１点・後期前葉１点）第59図　１区46号住居

０ ２ｍ１: 60
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１　黒褐色土　ロームブロック多量に含む｡
２　暗褐色土　ローム粒子含む｡
３　黒褐色土　ローム粒子含む｡
４　黒褐色土　ロームブロック含む｡
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１　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
２　暗褐色土　ロームブロック多量に含む｡
３　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量に含む｡
４　褐色土
５　暗褐色土＋ローム　貼床｡

６　暗褐色土＋ロームブロック
７　暗褐色土　焼土粒子多量に含む｡
８　暗褐色土　ロームブロックやや多量に含む｡
９　暗褐色土　ローム粒子少量含む｡

カマド
１　暗褐色土　焼土粒子・ローム粒子含む｡
２　暗褐色土　焼土ブロック・ロームブロック
　　　　　　　含む｡
３　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
４　暗褐色土　粘性あり｡ 焼土粒子・炭化物粒
              子含む｡

５　焼土
６　黄褐色土　焼土粒子含む｡
７　暗褐色土　焼土粒子含む｡
８　暗褐色土　焼土粒子・炭化物粒子含む｡
９　黄褐色土　黒褐色土・焼土粒子含む｡
10　暗褐色土＋ローム
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２点が出土。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

46号住居(第59・250・251図、ＰＬ.23・266)

位置　86T・87A－13・14グリッド、11・13・85号住居、

21・22号土坑、８号溝と重複している。85号住居を壊し、

11・13号住居、21・22号土坑、８号溝に壊されている。

形状　重複が激しいために全容は不明であるが、方形を

呈するものと思われる。　主軸方位　不明。

規模　現状での面積は8.76㎡、長辺(北西～南東)3.74ｍ、

短辺(北東～南西)3.52ｍ、残存壁高は５～ 22cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。　

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　１・２層は人為的埋土の可能性が考えられる。

掘り方　検出できなかった。

遺物　少量の土器片が出土。Ｓ字状口縁台付甕、甕、木

葉痕のある土器の底部が出土している。この他、縄文土

器片(加曽利Ｅ式)３点が出土。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

第61図　１区48号住居

掘り方

掘り方
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１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
２　褐色土　ロームブロック多量に含む｡
３　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子多量に含む｡ 貼床。
４　暗褐色土　ローム粒子含む。

カマド
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
２　暗褐色土　ロームブロック・焼土粒子含む。
３　黒褐色土　灰多量に含む｡
４　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
５　黒褐色土　ボソボソする。焼土粒子含む。

支脚抜き跡。

６　灰　下位に薄いロームあり。
７　暗褐色土＋ロームブロック
８　黒褐色土＋ロームブロック
９　暗褐色土＋ローム　貼床。
10　暗褐色土　ロームブロック多

量に含む｡
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47号住居(第60・251図、ＰＬ.23・267)

位置　86Q・R－13・14グリッド、２号井戸、１・２号溝

と重複し、一部を壊されている。

形状　重複関係によって部分的に不明であるが、隅丸方

形を呈するものと思われる。　主軸方位　Ｎ－56°－Ｅ

規模　現状での面積は12.91㎡、現状での長辺(北西～南

東)3.95ｍ、短辺(北東～南西)3.95ｍ、残存壁高は12

～ 30cmを測る。

床面　やや凹凸がある。カマド周辺に硬化面が認められ

る。　

カマド　東壁のほぼ中央に設置される。燃焼部は床面を

掘り込んで構築されている。現状での長さ110cm、焚き

口幅55cm、袖を含めた幅は130cmである。焚き口部に礫

が残されていたが、カマド構築材と思われる。１～５層

はカマド覆土、６・７層は袖、８～ 10層は掘り方になる。

貯蔵穴　床面の南東隅、カマドに接している。長径

73cm・短径59cm・深さ47cmを測る。覆土は３層に分かれた。

柱穴　検出できなかった。

第62図　１区49号住居

掘り方

掘り方

第 2節　1区の遺構と遺物
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１　暗褐色土　ややしまり強くやや粘性強い。ローム小ブロック・焼土
小ブロック・炭化物粒子含む。

２　暗褐色土　ややしまりやや粘性強い。ローム粒子・焼土小ブロック・
炭化物粒子やや多量に含む。

３　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性強い。ローム粒子少量、炭化物
粒子・焼土粒子含む。

４　暗褐色土　ややしまりやや粘性強い。ローム小ブロック・焼土粒子・
炭化物粒子含む。

５　暗褐色土　やや粘性強い。ローム小ブロック含む。
６　暗褐色土　ややしまりやや粘性強い。ローム粒子含む。
７　暗褐色土　ややしまりやや粘性強い。焼土粒子・炭化物粒子少量、ロー

ム小ブロック含む。
８　暗褐色土＋ローム
９　暗褐色土　ロームごく多量に含む｡

カマド
１　黄褐色土ブロック　下位焼土化。天井。
２　暗褐色土　しまり弱く粘性弱い。黒色灰・炭化物多量、焼土小ブロッ

クやや多量に含む。
３　暗褐色土　しまり弱くやや粘性あり。焼土粒子多量に含む｡
４　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性弱い。ローム粒子・焼土粒子・

炭化物粒子多量に含む｡
５　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
６　褐色土
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周溝　検出できなかった。

埋没土　１～３層は人為的な埋土になる。貯蔵穴の覆土

も同様である。５層は貼床、６・７層は掘り方充填土、

８層は土坑とピット覆土になる。

掘り方　全体的に掘り下げているが、住居南部分で凹凸

がややある。深さ８～ 17cmを測る。

遺物　住居北西部から礫がまとまって出土している。こ

の礫は２号井戸に伴う可能性がある。土師器の杯(貯蔵

穴)、皿、高杯、甕、壺、磨石が出土している。(２)は

混入で９世紀後半～ 10世紀前半に属する。この他、時

期不明の縄文土器片１点が出土。

時期　出土遺物から７世紀前半代に比定される。

第63図　１区50号住居

掘り方

掘り方
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80

１  暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。ローム小ブロック少量、炭化
物粒子・焼土小ブロック含む。

２　暗褐色土　ローム粒子含む。

カマド
１　暗褐色土　ややしまり粘性あり。焼土小ブロック・炭化物粒子含む。
２　暗褐色土　しまり弱い。焼土小ブロック含む。
３　黒褐色土＋黒色灰　焼土小ブロック含む。
４　暗褐色土　ややしまり粘性あり。扁平なロームブロック・焼土粒子

含む。
５　暗褐色土＋ロームブロック
６　暗褐色土
７　黒褐色土　ローム粒子含む。
８　暗褐色土  ややしまりやや粘性弱い。焼土粒子・ローム粒子・炭化

物粒子少量含む。
９　暗褐色土　ややしまりやや粘性強い。ローム小ブロックやや多量に

含む。
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48号住居(第61・251図、ＰＬ.23・24)

位置　86Q・R－14・15グリッド、23号土坑、17号ピット、

２号井戸によって壊されている。

形状　部分的に不明であるが、方形を呈するものと思わ

れる。　主軸方位　Ｎ－90°－Ｗ

規模　現状での面積は6.18㎡、長辺(南北)2.99ｍ、短

辺(東西)2.96ｍ、残存壁高は13cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。　

カマド　西壁の南隅に設置される。燃焼部は床面から壁

を掘り込んで構築されている。現状での長さ90cm、焚き

口幅60cm、袖を含めた幅は90cmである。袖に礫が残され

ていた。１～４層はカマド覆土、５層は支脚の抜き取り

跡、６層は灰、７・10層は掘り方、９層は住居の貼床

になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１・２層は住居覆土、

３層は貼床、４層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げているが、中央部はやや掘り

下げが浅い。深さ５～ 28cmを測る。

遺物　土器片がわずかに出土。土師器の鉢と甕が出土し

ている。

時期　出土遺物から８世紀前半代に比定される。

49号住居(第62・251図、ＰＬ.24・267)

位置　87A・B－19グリッド、53・63号住居と重複してい

る。53・63号住居を壊している。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－64°－Ｅ

規模　面積6.72㎡、長辺(北東～南西)2.74ｍ、短辺(北

西～南東)2.63ｍ、残存壁高は20 ～ 32cmを測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面は認められなかった。　

カマド　東壁の南隅に設置される。燃焼部は床面から壁

を掘り込んで構築されている。現状での長さ90cm、焚き

口幅40cm、袖を含めた幅は70cmである。カマド前面には

炭化物と焼土が分布している。１層はカマド天井の崩落

土、２～４層はカマド覆土、５・６層は掘り方になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～７層は住居覆土、

８・９層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げている。深さ５～ 20cmを測

る。

遺物　住居の北側から榛名二ッ岳軽石を石材とするこも

編み石43点がまとまって出土。また砥石も出土している。

第64図　１区51号住居
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１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む｡
２　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡

カマド
１　暗褐色土　ローム粒子含む。
２　黒褐色土　ローム粒子・焼土

粒子含む。
３　暗褐色土　炭化物粒子少量、

ローム粒子含む。

４　黒褐色粘質土
５　暗褐色土　ローム粒子少量含む。
６　灰
７　暗褐色土　焼土粒子多量に含む。
８　暗褐色粘質土　ローム粒子含む。支脚

埋込。
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土器片は少量で土師器の杯が出土している。

時期　出土遺物から７世紀前半代に比定される。

50号住居(第63・251図、ＰＬ.24)

位置　87A・B－18グリッド、54・63号住居、29号土坑と

重複している。54・63号住居を壊し、29号土坑に壊され

ている。

形状　部分的に不明であるが長方形を呈する。　主軸方

位　Ｎ－20°－Ｗ

規模　現状での面積は9.7㎡、長辺(北東～南西)3.79ｍ、

短辺(北西～南東)2.66ｍ、残存壁高は７～ 11cmを測る。

床面　やや凹凸がある。床面中央部から北壁にかけて硬

化面が認められる。　

カマド　北壁の東隅に設置される。燃焼部は床面から

壁を掘り込んで構築されている。長さ125cm、焚き口幅

50cm、袖を含めた幅は80cmである。１～４層はカマド覆

土、５～９層は掘り方になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

第65図　１区52号住居(１)
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１　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。炭化物粒子・焼土粒子少量、ローム小ブロック含む。
２　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性あり。ローム小ブロック含む。
３　黒褐色土　しまりやや粘性強い。炭化物粒子含む。
４　暗褐色土とローム互層　堅くしまる。縞状に堆積。
５　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
６　暗褐色土　ロームブロック多量に含む｡
７　暗褐色土＋ローム　貼床。
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埋没土　自然埋没土と考えられる。１層は住居覆土、２

層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げているが浅い。深さ４～８cm

を測る。

遺物　カマド周辺からわずかに出土。須恵器の杯、椀が

出土している。

時期　出土遺物から10世紀前半代に比定される。

51号住居(第64・252図、ＰＬ.24・267)

位置　86S－14・15グリッド、56号住居と重複している。

56号住居を壊している。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－71°－Ｅ

規模　面積6.06㎡、長辺(北東～南西)2.53ｍ、短辺(北

西～南東)2.5ｍ、残存壁高は10cmを測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面は認められなかった。　

カマド　東壁の中央からやや南寄りに設置される。燃焼

部は壁を掘り込んで構築されている。長さ88cm、焚き口

幅40cm、袖を含めた幅は65cmである。袖石２個と支脚が

第66図　１区52号住居(２)

掘り方

第 2節　1区の遺構と遺物
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残されている。カマド前面には灰が分布してい

る。１～４層はカマド覆土、５層は灰、６・７

層は掘り方、８層は支脚埋め込み土になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１層は住居

覆土、２層は掘り方充填土になる。

掘り方　部分的に掘り下げられている。

遺物　カマドから(６・７)の羽釜、(２・３)の

須恵器杯が出土。西壁に近接して(１・４・５)

の土師器杯と甕が出土している。これらは７世

紀第４四半期の遺物である。混入と思われる。

この他、縄文土器片(黒浜・有尾式)１点が出土。

時期　出土遺物から10世紀第２四半期に比定さ

れる。

52号住居(第65・66・252・253図、ＰＬ.25・267)

位置　86T・87A－17 ～ 19グリッド、63号住居、

24・25・28号土坑と重複し、壊されている。

形状　隅丸方形を呈する。

主軸方位　Ｎ－58°－Ｅ第67図　１区53号住居(１)

掘り方

第４章　発掘調査の記録
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１　暗褐色土　ローム粒子含む。
２　暗褐色土　ロームブロック多量、黒褐

色土ブロック含む。
３　褐色土　黒褐色土含む。
４　暗褐色土　ローム粒子少量含む。
５　暗褐色土　ローム含む。貼床。
６　暗褐色土＋ローム
７　暗褐色土　ロームブロック含む。
８　暗褐色土＋ロームブロック

貯蔵穴
１　暗褐色土　ローム粒子含む。
２　黒褐色土　ローム小ブロック多量に含む｡
３　黒褐色土　ローム大ブロック多量に含む｡
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規模　現状での面積は37.82㎡、長辺(北東～南西)6.98

ｍ、短辺(北西～南東)6.75ｍ、残存壁高は８～ 14cmを

測る。

床面　やや凹凸がある。主柱穴に囲まれた床面中央部に

かけて硬化面が認められる。

炉　床面の中央部からやや北に位置する。63号住居に

よって壊されているが、現状では長径51cm・短径20cm・

深さ６cmを測る。周辺に焼土・炭化物が分布している。

貯蔵穴　床面の南東隅でＰ４に近接して検出された土坑

が貯蔵穴になるものと思われる。長径78cm・短径75cm・

深さ60cmの楕円形を呈する。

柱穴　Ｐ１～Ｐ４は主柱穴になるものと思われる。Ｐ１

は長径81cm・短径60cm・深さ87cm、Ｐ２は長径70cm・短

径58cm・深さ79cm、Ｐ３は長径50cm・短径42cm・深さ

87cm、Ｐ４は長径50cm・短径40cm・深さ91cmを測る。い

ずれのピットも深い。Ｐ１－Ｐ２間距離3.65ｍ、Ｐ２－

Ｐ３間距離は3.9ｍ、Ｐ３－Ｐ４間距離3.85ｍ、Ｐ４－

Ｐ１間距離は3.8ｍである。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～３層は住居覆土、

４～６層は掘り方充填土、７層は貼床なる。

掘り方　主柱穴の外周から壁下を主体的に掘り下げてい

る。深さ10 ～ 20cmを測る。

遺物　床面から土器が散漫的に出土。器台、Ｓ字状口縁

台付甕、壺、手捏ね土器はＰ１に近接した床直上、砥石

も出土している。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

53号住居(第67・68・253図、ＰＬ.26・267)

位置　87B－18 ～ 20、87C－19グリッド、49・54・71・

88号住居、40号土坑と重複している。54・88号住居を壊

し、49号住居に壊されている。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－46°－Ｅ

規模　面積21.92㎡、長辺(北西～南東)4.9ｍ、短辺(北

東～南西)4.81ｍ、残存壁高は10 ～ 23cmを測る。

床面　やや凹凸がある。カマドの前面から主柱穴に囲ま

れた範囲に硬化面が認められた。　

カマド　北壁の中央からやや北寄りに設置される。燃

焼部は床面から壁を掘り込んで構築されている。長さ

105cm、幅45cm、袖を含めた幅は95cmである。カマド前

面には灰の分布が認められた。１・２層はカマド覆土、

３層は袖、５～８層は掘り方になる。

貯蔵穴　床面の南東隅に位置している。長径67cm・短径

57cm、深さ23cmの楕円形を呈する。覆土は３層に分かれ

た。

柱穴　ピット５基が検出された。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴に

なる。Ｐ１は長径38cm・短径33cm・深さ25cm、Ｐ２は長

径41cm・短径31cm・深さ38cm、Ｐ３は長径24cm・短径

第68図　１区53号住居(２)

掘り方
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カマド
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子多量に含む｡
２　暗褐色土　焼土粒子・炭化物粒子含む。
３　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
４　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡

５　暗褐色土　ローム粒子含む。
６　暗褐色土＋ローム
７　黒褐色土＋ローム
８　暗褐色土＋ローム　焼土粒子多量に含む｡
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第69図　１区54号住居

掘り方
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１　暗褐色土　ローム粒子含む。
２　暗褐色土＋ローム　貼床。
３　暗褐色土　ロームブロック多量に含む｡
４　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
５　褐色土

Ｐ2
１　暗褐色土　ローム粒混入。
２　暗褐色土　ロームブロック混

入｡(1層より暗い)
３　暗褐色土　ロームブロックの

混土層｡
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23cm・深さ20cm、Ｐ４は長径46cm・短径38cm・深さ25cm

を測る。Ｐ１－Ｐ２間距離2.5ｍ、Ｐ２－Ｐ３間距離2.7

ｍ、Ｐ３－Ｐ４間距離2.3ｍ、Ｐ４－Ｐ１間距離は2.95

ｍである。Ｐ５は長径36cm・短径34cm・深さ28cmを測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～４層は住居の覆

土、５層は貼床、６層は掘り方充填土になる。７・８層

はピット覆土になる。

掘り方　主柱穴の外周がやや掘り下げられている。深さ

３～ 18cmほどであり、凹凸が認められる。

遺物　覆土中から土師器の杯、小型甕、貯蔵穴からは敲

石が出土している。(14）の須恵器は混入である。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

54号住居(第69・254図、ＰＬ.27・268)

位置　87B－17 ～ 19、87C－18グリッド、50・53・63号

住居、29・30・50号土坑と重複している。いずれの遺

構からも壊されている。

第70図　１区55号住居

掘り方

掘り方

第 2節　1区の遺構と遺物
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１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
２　褐灰色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
３　灰
４　暗褐色土　灰少量含む。
５　暗褐色土　ロームブロック・焼土粒子含む。
６　暗褐色土　ロームブロック・焼土粒子多量

に含む｡

カマド
１　褐色粘質土
２　暗褐色土　焼土ブロック多量に含む｡
３　暗褐色土　焼土粒子・灰多量に含む｡ 下

位灰。
４　暗褐色土　ロームブロック多量に含む｡
５　暗褐色土　ロームブロック・焼土粒子多

量に含む｡

７　暗褐色土　小礫多量、ロームブロッ
ク含む。

８　暗褐色土　ローム粒子含む。
９　暗褐色土　ローム粒子少量含む。
10　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
11　暗褐色土　ロームブロック含む。

６　黄褐色土
７　暗褐色土　焼土大ブロック多量に含む｡
８　暗褐色土　ローム粒子少量含む。
９　暗褐色土　焼土粒子・灰多量に含む｡
10　暗褐色土　焼土粒子多量に含む｡
11　黒褐色土
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形状　重複関係のために一部不明であるが、隅丸方形を

呈するものと思われる。　主軸方位　Ｎ－28°－Ｅ

規模　現状での面積は22.04㎡、長辺(北東～南西)6.5ｍ、

短辺(北西～南東)5.48ｍ、残存壁高は６～ 12cmを測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面は認められなかった。

炉　床面の中央からやや東に位置する。長径60cm・短径

54cm・深さ４cmを測る。焼土の堆積が認められた。

貯蔵穴　検出できなかった。ただし南壁に近接した42号

土坑が貯蔵穴になる可能性がある。この42号土坑につい

ては土坑の項で記載する。

柱穴　Ｐ１・Ｐ２は主柱穴になるものと思われる。Ｐ１

は長径55cm・短径50cm・深さ46cm、Ｐ２は長径73cm・短

径50cm・深さ30cmを測る。Ｐ１－Ｐ２間距離は3.3ｍで

ある。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１層は住居覆土、２

層は貼床なる。３～５層は掘り方充填土である。

掘り方　主柱穴の外周から壁下を部分的に掘り下げられ

ている。深さ４～ 36cmを測る。

遺物　北壁に近接した床面直上から土器がまとまって出

土。Ｓ字状口縁台付甕、高坏、壺、手捏ね土器、鉄鏃２

点が出土している。この他、縄文土器片(加曽利Ｅ式)１

点が出土。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

55号住居(第70・255図、ＰＬ.28・267)

位置　87B・C－14・15グリッド、33・61・84号住居と重

複している。33・61・84号住居を壊している。また、５

号溝に壊されている。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－85°－Ｅ

第71図　１区56号住居(１)
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１　灰褐色土　ローム粒子含む。
２　暗褐色土　ローム粒子含む。
３　暗褐色土＋ロームブロック
４　暗褐色土　ローム大ブロック少量含
　　　　　　　む。
５　暗褐色土＋ローム
６　暗褐色土　ローム小ブロックごく多量

に含む｡ 貼床状。
７　暗褐色土＋ローム小ブロック　貼床。
８　黒褐色土＋ローム
９　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡

貯蔵穴
１　暗褐色土　ローム粒子少量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子含む。
３　黒褐色土　ローム粒子少量含む。
４　黒褐色土　ロームブロック多量に含む｡
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規模　面積は8.05㎡、長辺(南北)3.05ｍ、短辺(東西)2.88

ｍ、残存壁高は40cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。　

カマド　東壁のほぼ中央に設置される。燃焼部は床面か

ら壁を掘り込んで構築されている。長さ80cm、幅50cm、

袖を含めた幅は100cmである。１～５層はカマド覆土、

６層は袖、７～ 10層は掘り方になる。

貯蔵穴　明瞭な貯蔵穴を検出することはできなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１層は５号溝の覆土

になるものと思われる。２～７層は住居覆土、８～ 11

層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体が掘り下げられている。深さ12 ～ 29cmほ

どである。

遺物　覆土中から須恵器の杯と椀、土錘、礫が出土して

いる。この他、縄文土器片(黒浜・有尾式１点・加曽利

Ｅ式２点)３点が出土。

時期　出土遺物から10世紀第１四半期に比定される。

56号住居(第71 ～ 73・255図、ＰＬ.29・267)

位置　86S・T－14・15グリッド、22・51・57号住居と重

複している。57号住居を壊し、22・51号住居に壊されて

いる。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－37°－Ｗ

規模　面積25.44㎡、長辺(北西～南東)5.15ｍ、短辺(北

東～南西)5.08ｍ、残存壁高は21 ～ 41cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。カマドの前面から主柱穴に囲ま

れた範囲に硬化面が認められる。　

カマド　北壁のほぼ中央に設置される。燃焼部は床面か

ら壁を掘り込んで構築されている。長さ197cm、幅65cm、

袖を含めた幅は115cmである。カマド前面には炭化物の

分布が認められた。１～８層はカマド覆土、９層は貼床、

11層は袖、10・12 ～ 14層は掘り方になる。

第72図　１区56号住居(２)

掘り方

第 2節　1区の遺構と遺物
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貯蔵穴　床面の北東隅に位置している。長径38cm・短径

24cm、深さ50cmの楕円形を呈する。覆土は４層に分かれ

た。

柱穴　Ｐ１～Ｐ４までのピット４基が検出された。主柱

穴になる。Ｐ１は長径67cm・短径65cm・深さ84cm、Ｐ２

は長径82cm・短径75cm・深さ52cm、Ｐ３は長径65cm・短

径49cm・深さ45cm、Ｐ４は長径38cm・短径30cm・深さ

35cmを測る。Ｐ１－Ｐ２間、Ｐ２－Ｐ３間、Ｐ３－Ｐ４

間距離はいずれも2.9ｍ、Ｐ４－Ｐ１間距離は2.8ｍであ

る。南壁の中央から西寄りに検出されたピットは、長径

43cm・短径41cm・深さ22cmを測る。出入口にかかわる施

設跡であろうか。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～６層は住居覆土、

７層は貼床、８・９層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ５～

18cmほどであり、凹凸が認められる。床面下中央部に楕

円形の落ち込みが検出された。長径175cm・短径138cm・

深さ21cmを測る。

遺物　覆土中から散漫的に土器が出土。土師器の杯、鉢、

甕、敲石、石製模造品の管玉はカマドから出土している。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

57号住居(第74・75・256図、ＰＬ.30)

位置　86T－13、86S・T－14グリッド、56号住居、８・

12号溝と重複し、壊されている。

形状　全容は不明であるが方形を呈するものと思われ

る。　主軸方位　Ｎ－65°－Ｅ

規模　現状での面積は24.06㎡、現状での長辺(北西～南

東)5.1ｍ、短辺(北東～南西)4.88ｍ、残存壁高は部分

的に３～９cmを測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面はみとめられなかった。

第73図　１区56号住居(３)

掘り方
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カマド
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
２　暗褐色土　ローム粒子含む。
３　暗褐色土　ロームブロック多量、焼土粒子

含む。
４　暗褐色土　ローム粒子含む。
５　暗褐色土　ロームブロック含む。
６　暗褐色土　黒褐色土ブロック多量に含む｡
７　暗褐色土　ロームブロック・灰含む。

８　黒褐色土　焼土粒子含む。下位に灰。
９　暗褐色土　焼土粒子含む。
10　暗褐色土＋ローム　貼床。
11　暗褐色土　ロームブロック、礫含む。
12　黄褐色土
13　黒褐色土　ローム粒子含む。
14　暗褐色土　焼土・灰含む。
15　黒褐色土＋ローム
16　暗褐色土　黒褐色土・焼土粒子含む。
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炉　Ｐ１に近接して検出された焼土が炉になるものと思

われる。現状では長さ23cm、幅11cmである。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　Ｐ１～Ｐ４までのピット４基が検出された。主柱

穴になる。Ｐ１は長径67cm・短径65cm・深さ84cm、Ｐ２

は長径82cm・短径75cm・深さ52cm、Ｐ３は長径65cm・短

径49cm・深さ45cm、Ｐ４は長径38cm・短径30cm・深さ

35cmを測る。Ｐ１－Ｐ２間距離2.75ｍ、Ｐ１－Ｐ３間距

離2.75ｍ、Ｐ３－Ｐ４間距離は2.7ｍ、Ｐ２－Ｐ４間距

離は2.55ｍである。

周溝　検出できなかった。

埋没土　ほとんど検出できなかった。１層は貼床になる。

３・４層は掘り方充填土である。

掘り方　全体的に掘り下げられている。住居中央部は浅

く、主柱穴の外周がやや深い。深さ５～20cmほどである。

遺物　床直上から土器片がわずかに出土。高坏、小型壺

が出土している。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

58号住居(第76・77・256図、ＰＬ.30)

位置　87A・B－12グリッド、５・40・59号住居と重複し

ている。59号住居を壊し、５・40号住居に壊されている。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ-48°-Ｅ

規模　現状での面積は5.76㎡、長辺(北西～南東)2.74ｍ、

短辺(北東～南西)2.35ｍ、残存壁高は９～ 23cmを測る。

床面　やや凹凸がある。床面中央部に硬化面が認められ

る。

カマド　東壁のほぼ中央に設置される。燃焼部は床面か

ら壁を掘り込んで構築され、長さ65㎝、焚き口部の幅50

㎝、袖を含めた幅は90cmを測る。１～５層はカマド覆土

である。８層は袖、９層は貼床、６・７・10層は掘り方

になる。

第74図　１区57号住居(１)
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１　暗褐色土　ロームブロック含む。貼床。
２　焼土　炉。
３　暗褐色土　ローム粒子含む。
４　暗褐色土＋ローム



Ｃ
Ｃ′

Ａ Ａ′

Ｄ

Ｄ′

P1P2

P3

P4

12溝

19溝

8溝

57住

56住

Ｂ
Ｂ
′

86
T

-1
4

86
T

-1
5

12溝P1P2
Ｃ Ｃ′L=73.00m

Ｄ Ｄ′L=73.00m
P4 P3

０ ２ｍ１: 60

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１層は住居覆土、６

層は貼床、７～９層は掘り方充填土になる。

掘り方　全面的に掘り下げられている。深さ10 ～ 20㎝

を測る。

遺物　覆土中から土器の出土は非常に少ない。土師器の

杯が出土している。この他、縄文土器片(加曽利Ｅ式)２

点が出土。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

59号住居(第76・77・256図、ＰＬ.30・31・268)

位置　87A－12・13グリッド、10・15・40・44・58号住

居と重複し、壊されている。

形状　重複関係が激しいために全容は不明であるが、方

形を呈するものと思われる。　主軸方位　不明。

規模　現状での面積は12.46㎡、現状での長辺(東西)4.3

ｍ以上、短辺(南北)4.05ｍ以上、残存壁高は４cmを測る。

床面　やや凹凸がある。部分的に硬化面が認められる。

炉　掘り方調査時にその痕跡が検出された。長径55cm・

短径42cmの範囲で一部赤化していた。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。明瞭な主柱穴を検出すること

はできなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。２層は住居覆土、７・

９層は掘り方充填土になる。

掘り方　東壁下がやや掘り下げられている。深さ２～

20cmを測る。

第75図　１区57号住居(２)

掘り方
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遺物　東壁直下からＳ字状口縁台付甕が出土、高坏、器

台、壺も出土している。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

60号住居(第78・256図、ＰＬ.31)

位置　86T・87A－15・16グリッド、64・65号住居、31号

土坑と重複している。64号住居を壊し、31号土坑に壊さ

れている。

形状　隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－18°－Ｅ

規模　面積13.42㎡、長辺(北西～南東)4.34ｍ、短辺(北

東～南西)3.16ｍ、残存壁高は３～８cmを測る。

床面　やや凹凸がある。カマド前面から床面中央部にか

けて硬化面が認められる。　

カマド　東壁の中央から南寄りに設置される。燃焼部は

壁を掘り込んで構築されている。長さ80cm、焚き口の幅

38cm、袖を含めた幅は70cmである。袖石２個と支脚が残

されている。カマド前面に灰の分布が認められた。１～

４層はカマド覆土、５～７層は掘り方になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　確認できなかった。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ２～

６cmを測る。

遺物　カマドから須恵器の蓋が出土。床直上から須恵器

の椀が出土している。この他、縄文土器片(諸磯ｃ式)１

点が出土。

時期　出土遺物から９世紀代に比定されるものと思われ

る。

第76図　１区58・59号住居(１)
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１　暗褐色土　ロームブロック含む。
２　暗褐色土　ロームブロック多量に含む｡
３　暗褐色土　ロームブロック・焼土粒子含む。
４　暗褐色土＋褐色土
５　灰
６　黄褐色土　貼床。
７　ロームブロック　暗褐色土含む。
８　暗褐色土＋ローム
９　暗褐色土　ローム粒子含む。
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61号住居(第79・80・256図、ＰＬ.32)

位置　87B・C－14・15グリッド、33・55・84号住居と重

複している。33・84号住居を壊し、55号住居に壊されて

いる。

形状　重複関係のために全容は不明であるが、隅丸方形

を呈するものと思われる。　主軸方位　Ｎ－80°－Ｅ

規模　面積は13.98㎡、長辺(北西～南東)4.25ｍ、短辺

(北東～南西)3.25ｍ、残存壁高は20 ～ 39cmを測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面は認められなかった。　

カマド　東壁の中央からやや南寄りに設置される。燃焼

部は床面から壁を掘り込んで構築されている。現状の長

さ58cm、焚き口幅60cmである。支脚の礫が残されていた。

１～８層はカマド覆土、３層は灰、９～ 11層は掘り方

になる。

貯蔵穴　床面の南東隅、カマドに接して検出された。長

径68cm・短径65cm・深さ18cmの楕円形を呈する。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

第77図　１区58・59号住居(２)

掘り方
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１　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
２　暗褐色土　ローム粒子含む。
３　暗褐色土　焼土ブロック多量に含む｡
４　暗褐色土＋褐色土　ロームブロック多量に含む｡ 下位に灰。
５　暗褐色土　焼土大ブロック少量、ローム粒子含む。
６　暗褐色土　焼土粒子含む。
７　黒褐色土　ローム粒子含む。
８　暗褐色土　焼土粒子・ローム粒子含む。
９　暗褐色土＋ローム
10　黄褐色土　貼床。
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埋没土　自然埋没土と考えられる。１～５層は住居覆土、

６層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ３～ 14cm

ほどである。

遺物　貯蔵穴から須恵器の杯、覆土から須恵器の椀が出

土している。

時期　出土遺物から９世紀後半代に比定される。

62号住居(第81・257・258図、ＰＬ.32・269)

位置　86S－16グリッド、69号住居と重複している。69

号住居を壊している。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－82°－Ｅ

規模　面積7.97㎡、長辺(南北)3.25ｍ、短辺(東西)2.57

ｍ、残存壁高は７～ 14cmを測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面は認められなかった。　

カマド　東壁のほぼ中央に設置される。燃焼部は壁を掘

り込んで構築されている。長さ72cm、焚き口の幅50cm、

袖を含めた幅は80cmである。１～５層はカマド覆土、２

層は灰。７・10層は袖、６・８・９層は掘り方になる。

貯蔵穴　床面の南東隅から検出された。長径72㎝・短径

第78図　１区60号住居

掘り方
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カマド
１　暗褐色土　灰含む。
２　暗褐色土　灰少量含む。
３　暗褐色土　灰多量に含む。
４　暗褐色土　焼土粒子含む。
５　暗褐色土　ローム粒子含む。
６　黄褐色粘土　焼土粒子含む。
７　黄褐色粘土

１　暗褐色土　ローム粒子少量含む。
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50㎝・深さ80㎝の楕円形を呈する。覆土は３層に分かれ

た。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～３層は住居覆土、

４層は貼床、５・６層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に浅く掘り下げられている。深さ２～

10cmを測る。掘り方調査時に土坑１基を検出した。長径

56cm・短径42cm・深さ24cmを測る。土器が出土している。

遺物　カマドと貯蔵穴を主体に土器が出土。土師器の小

型甕、台付甕、甕、須恵器の皿、椀、甕、羽釜、甑、鉄

製の紡錘車は覆土から出土している。

時期　出土遺物から10世紀第１四半期に比定される。

63号住居(第82・83・258図、ＰＬ.32・268)

位置　87A－17 ～ 19、87B－18グリッド、49・50・52・

54号住居、28・29・39土坑と重複している。52・54号住

居を壊し、50号住居、28・29・39土坑に壊されている。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－130°－Ｗ

規模　面積22.17㎡、長辺(北東～南西)4.95ｍ、短辺(北

西～南東)4.58ｍ、残存壁高は10 ～ 27cmを測る。

床面　やや凹凸がある。カマドの前面から中央部にかけ

て硬化面が認められた。　

カマド　西壁の中央からやや北寄りに設置される。燃

焼部は床面から壁を掘り込んで構築されている。長さ

217cm、幅50cm、袖を含めた幅は80cmである。カマド前

面には灰の分布が認められた。１～３・10・11層はカマ

ド覆土、８・９層は袖、４～７層は掘り方になる。

貯蔵穴　カマド南東に接して構築されている。長径

65cm・短径55cm、深さ49cmの楕円形を呈する。覆土は３

層に分かれた。貯蔵穴を取り囲む方形の高まりが認めら

れる。

柱穴　Ｐ１～Ｐ４のピット４基が検出された。主柱穴に

なる。Ｐ１は長径66cm・短径50cm・深さ36cm、Ｐ２は長

径52cm・短径43cm・深さ22cm、Ｐ３は長径49cm・短径

45cm・深さ36cm、Ｐ４は長径45cm・短径43cm・深さ20cm

を測る。Ｐ１－Ｐ２間距離2.55ｍ、Ｐ２－Ｐ３間距離2.7

ｍ、Ｐ３－Ｐ４間距離2.65ｍ、Ｐ４－Ｐ１間距離は2.6

ｍである。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～５層は住居覆土、

６層は貼床、７・８層は掘り方充填土になる。

第79図　１区61号住居(１)
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１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
２　灰
３　暗褐色土　焼土粒子・ロームブロック含む。
４　暗褐色土　ロームブロック多量に含む｡
５　暗褐色土　ローム粒子含む。
６　黒褐色土
７　褐灰色土  ローム粒子含む。
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掘り方　主柱穴の外周がやや掘り下げられている。深さ

３～ 17cmほどであり、凹凸が認められる。住居のほぼ

中央部から土坑が検出された。長径110cm・短径95cm・

深さ12cmを測る。

遺物　床面の中央部から貯蔵穴周辺にかけて遺物が出

土。土師器の杯、高坏、甕、壺が出土している。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

64号住居(第84・85・258図、ＰＬ.33・269)

位置　86T・87A－15・16グリッド、22・60・65・74号住

居、31号土坑と重複している。74号住居を壊し、22・60

号住居、31号土坑に壊されている。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－37°－Ｅ

規模　面積22.68㎡、長辺(北西～南東)4.78ｍ、短辺(北

東～南西)4.53ｍ、残存壁高は12 ～ 30cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。中央部から北方向にかけて硬化

面が認められる。　

カマド　北壁の中央からやや南寄りに設置される。燃

焼部は床面から壁を掘り込んで構築されている。長さ

238cm、幅75cm、袖を含めた幅は105cmである。袖に礫が

使用され、支脚としての高坏が残されていた。カマド前

面には炭化物の分布が認められた。１～ 13層はカマド

覆土、14 ～ 23層は掘り方になる。

貯蔵穴　床面の北東隅、カマドに接して構築されている。

長径55cm・短径48cm、深さ29cmの楕円形を呈する。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～４層は住居の覆

第80図　１区61号住居(２)

掘り方

掘り方
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カマド
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子多量に含む。
２　焼土ブロック
３　灰
４　暗褐色土＋ローム
５　暗褐色土　焼土ブロック含む。

６　暗褐色粘質土
７　暗褐色粘質土　　ローム粒子・焼土粒子少量含む。
８　黒褐色粘質土　　焼土粒子・灰多量に含む。
９　暗褐色土　焼土・灰含む。
10　暗褐色土　やや粘性あり。ローム粒子含む。
11　褐色土　焼土粒子含む。
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土、５層は貼床、６～９層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ８～ 38cm

ほどであり、凹凸が認められる。

遺物　カマド周辺からわずかに出土。土師器の杯、高坏

はカマドの支脚、甑、石製模造品の管玉と砥石が出土し

ている。この他、時期不明の縄文土器片２点が出土。

時期　出土遺物から７世紀前半代に比定される。

65号住居(第86・258図、ＰＬ.34・269)

位置　86T－15・16・87A－15グリッド、22・60・64号住

居、48号土坑と重複している。64号住居壊し、22号住居、

48号土坑に壊されている。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－144°－Ｅ

規模　面積12.35㎡、長辺(北西～南東)3.8ｍ、短辺(北

東～南西)3.33ｍ、残存壁高は10 ～ 38cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。カマド前面から床面中央部にか

けて硬化面が認められる。　

カマド　南壁のほぼ中央に設置される。燃焼部は床面か

ら壁を掘り込んで構築されている。長さ135cm、焚き口

の幅70cmである。１～６層はカマド覆土、７～９層は掘

り方になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～７層は住居覆土、

８層は掘り方充填土になる。

第81図　１区62号住居

掘り方
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１　暗褐色土　ややしまり粘性あり｡ 炭化物粒子・焼土粒子少量、 ロー
ム小ブロック含む｡

２　暗褐色土　ややしまる｡ 焼土粒子微量、 炭化物粒子・黒色灰含む｡
３　暗褐色土　ややしまり弱くやや粘性あり｡ ローム小ブロック多量に

含む｡
４　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子を縞状に含む｡ 貼床｡
５　暗褐色土＋ローム
６　暗褐色土　ローム粒子・炭化物粒子含む｡

カマド
１　暗褐色土　ローム粒子含む｡
２　灰
３　暗褐色土　灰・ローム粒子含む｡
４　暗褐色土　ロームブロック多量に含む｡
５　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子

含む｡

貯蔵穴
１　暗褐色土　ローム粒子少量含む｡
２　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む｡
３　暗褐色土　ロームブロック・焼土粒子含む。

６　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む｡
７　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
８　黄褐色土　暗褐色土含む｡
９　暗褐色土＋ローム
10　暗褐色土　礫・ロームブロック含む｡
11　暗褐色土　焼土・ローム含む｡ 貼床｡
12　暗褐色土
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掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ３～

18cmを測る。

遺物　覆土中から少量の遺物が出土。須恵器の杯が出土

している。この他、時期不明の縄文土器片１点が出土。

時期　出土遺物から７世紀代後半に比定される。

66号住居(第87・259図、ＰＬ.35・269)

位置　86R・S－17・18グリッド、68・72号住居と重複し

ている。68・72号住居を壊している。また攪乱によって

一部壊されている。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－59°－Ｅ

規模　面積9.71㎡、長辺(北東～南西)3.45ｍ、短辺(北

西～南東)2.85ｍ、残存壁高は25 ～ 36cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。中央部に硬化面が認められる。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　床面の調査段階では検出できなかったが、掘り方

調査時に３基のピットを検出した。柱穴になるものと思

われる。Ｐ１は長径39cm・短径36cm・深さ56cm、Ｐ２は

長径30cm・短径30cm・深さ32cm、Ｐ３は長径30cm・短径

29cm・深さ26cmを測る。

周溝　検出できなかった。

第82図　１区63号住居(１)
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１　暗褐色土　ローム粒子少量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
３　暗褐色土　ロームブロック多量に含む｡
４　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
５　焼土
６　暗褐色土＋ローム　貼床。
７　黒褐色土　ロームブロック多量に含む｡
８　黄褐色土　
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第83図　１区63号住居(２)
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貯蔵穴
１　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
２　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子含む。
３　暗褐色土　しまり良い。ロームブロック含む。

カマド
１　暗褐色土　焼土粒子多量、灰含む。
２　焼土＋灰
３　暗褐色土　灰含む。
４　暗褐色土　焼土・炭化物粒子多量に含む｡
５　暗褐色土　ローム多量、焼土粒子含む。
６　暗褐色土＋ローム　貼床。
７　暗褐色土　ロームブロック多量に含む｡
８　褐色土
９　黒褐色土　焼土粒子含む。
10　暗褐色土　焼土粒子含む。
11　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
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埋没土　自然埋没土と考えられる。１～４層は住居覆土、

５～７層は貼床、８・９層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ７～ 20cm

を測る。

遺物　床面の北西隅から礫、また南西隅からこも編み石

が出土。土師器の杯と甕、須恵器の蓋が出土している。

時期　出土遺物から７世紀後半代に比定される。

67号住居(第88図、ＰＬ.36)

位置　86S－17・18グリッド、17・72号住居と重複して

いる。72号住居を壊し、17号住居に壊されている。

形状　隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－18°－Ｅ

規模　面積6.75㎡、長辺(北東～南西)2.75ｍ、短辺(北

西～南東)2.63ｍ、残存壁高は10 ～ 29cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。　

カマド・炉　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。第84図　１区64号住居(１)

掘り方
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１　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
２　暗褐色土　ロームブロック多量に含む｡
３　暗褐色土　ローム粒子含む。
４　黄褐色土
５　暗褐色土＋ローム　貼床。
６　黄褐色土　暗褐色土含む。
７　暗褐色土　ロームブロック含む。
８　暗褐色土　ロームごく多量に含む｡
９　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
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埋没土　自然埋没土と考えられる。１～６層は住居覆土、

７層は掘り方充填土になる。

掘り方　南壁下から西壁下にかけて掘り下げられている

が浅い。深さ３～８cmを測る。

遺物　遺物の出土はなかった。

時期　不明。

68号住居(第89・259図、ＰＬ.35)

位置　86R－17・18グリッド、66・72号住居と重複して

いる。72号住居を壊し、66号住居に壊されている。

形状　隅丸方形を呈するものと思われる。　主軸方位　

不明。

規模　面積7.58㎡、長辺(東西)3.06ｍ、短辺(南北)2.95

ｍ、残存壁高は20 ～ 37cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。　

カマド・炉　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～７層は住居覆土

になる。

掘り方　確認できなかった。

遺物　覆土中から土師器の杯、甕が出土している。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

第85図　１区64号住居(２)

掘り方
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カマド
１　暗褐色土　ローム粒子含む。
２　焼土
３　黒褐色土　焼土粒子含む。
４　暗褐色土　ロームブロック含む。
５　黒褐色土　焼土粒子・ローム粒子含む。
６　ロームブロック
７　暗褐色土　焼土ブロック多量に含む｡
８　褐色土　焼土粒子含む。
９　暗褐色土　
10　暗褐色土　焼土粒子多量に含む｡
11　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
12　黄褐色土
13　灰

14　暗褐色土　焼土ブロック含む。
15　焼土　暗褐色土含む。
16　褐色土　灰含む。
17　暗褐色土　灰を多量に含む｡
18　褐色土＋ロームブロック
19　暗褐色土＋ロームブロック
20　褐色土
21　褐色土＋焼土ブロック
22　黒褐色土
23　黒褐色土＋褐色土
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69号住居(第90・258図、ＰＬ.37)

位置　86S・T－15・16グリッド、22・51・56・62・74号

住居、16号溝と重複し、22・51・56・62号住居、16号溝

に壊されている。

形状　重複関係が激しいために全容は不明であるが、方

形を呈するものと思われる。　主軸方位　不明。

規模　現状での面積11.47㎡、現状での長辺(北西～南東)

4.5ｍ、短辺(北東～南西)4.3ｍ、残存壁高は４cmを測る。

床面　貼床でやや凹凸がある。中央部にかけて硬化面が

認められる。

炉　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

第86図　１区65号住居

掘り方

掘り方
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１　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
２　暗褐色土　ロームブロック多量に含む｡
３　暗褐色土　ローム粒子含む。
４　黒褐色土　焼土粒子含む。
５　暗褐色土　ロームブロック含む。

カマド
１　暗褐色土　焼土ブロック含む。
２　暗褐色土　焼土ブロック・ロームブ

ロック含む。
３　黒褐色土　ローム粒子少量含む。
４　暗褐色土　ローム粒子含む。

６　褐色土
７　暗褐色土　褐色土ブロック含む。
８　暗褐色土＋ローム
９　暗褐色土　ローム粒子を多量に含む｡

５　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
６　暗褐色土　ローム粒子少量含む。
７　暗褐色粘質土　ローム粒子含む。
８　暗褐色土　ロームブロック多量に含む｡
９　黒褐色土　ローム粒子多量に含む｡
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柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　検出できなかった。

掘り方　全体的に浅い掘り下げが行われている。深さ３

～ 10cmを測る。

遺物　遺物はほとんど出土していない。Ｓ字状口縁台付

甕の台部が出土している。

時期　明瞭ではないが４世紀代に比定されるものと思わ

れる。

70号住居(第91・259図、ＰＬ.38・269)

位置　86Q－16グリッドに位置している。43号土坑に壊

されている。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である

が、隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－57°－Ｅ

規模　面積2.17㎡、現状での長辺(北西～南東)2.27ｍ、

短辺(北東～南西)1.88ｍ、残存壁高は26cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。　

カマド　東壁に設置される。燃焼部は壁を掘り込んで構

築されている。長さ83cm、焚き口の幅55cm、袖を含めた

幅は80cmである。袖に礫が使用されている。カマド前面

に灰の分布が認められた。カマド天井部と袖に礫が多用

されている。１層は住居覆土、２・３層はカマド覆土、

４・10層は掘り方、５層は貼床、６・８・９・11層は

袖になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～３層は住居覆土、

４層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ３～

10cmを測る。

遺物　カマドから須恵器の杯、羽釜が出土。この他、土

師器の甕、須恵器の椀が出土している。

時期　出土遺物から10世紀前半代に比定される。

第87図　１区66号住居

掘り方
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１　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
２　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック含む。
３　暗褐色土　ロームブロック・ローム粒子多量に含む｡
４　黒褐色土　ローム粒子含む。
５　暗褐色土＋ローム　貼床。
６　ローム　貼床。
７　ローム　黒褐色土含む。貼床。
８　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
９　黒褐色土　ロームブロック含む。
10　暗褐色土　ロームブロック多量に含む｡
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形を呈するものか。　主軸方位　Ｎ－57°－Ｅ

規模　現状での面積5.72㎡、現状での長辺(北西～南東)

3.15ｍ、短辺(北東～南西)1.93ｍ、残存壁高はほとん

ど確認できなかった。

床面　部分的に検出された。硬化面は認められなかった。

カマド　東壁の北隅に設置される。燃焼部は床面から壁

を掘り込んで構築されている。長さ135cm、幅26cmである。

１～４層はカマド覆土になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　確認できなかった。

掘り方　確認できなかった。

遺物　カマド周辺から出土。土師器の甕、須恵器の椀、

甑が出土している。

時期　出土遺物から10世紀第１四半期に比定される。

72号住居(第93・259図、ＰＬ.38・269)

位置　86S－17、86R・S－18グリッド、66 ～ 68号住居、

21号溝と重複し、壊されている。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－27°－Ｗ

規模　推定面積は13.82㎡、長辺(北東～南西)4.59ｍ、

短辺(北西～南東)4.28ｍ、残存壁高は２～ 14cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。炉の東から北にかけて灰の分布

71号住居(第92・260図、ＰＬ.38・269)

位置　87B・C－18、87C－19グリッド、53・54号住居と

重複している。53・54号住居を壊している。

形状　重複しているために全容は不明であるが、隅丸方

第88図　１区67号住居

掘り方

第89図　１区68号住居
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１　暗褐色土　ローム粒子含む。
２　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
３　黒褐色土　ローム粒子少量含む。
４　暗褐色土　ロームブロック含む。
５　暗褐色土　ローム粒子多量、ローム小ブロック少量含む。
６　暗褐色土＋ローム
７　暗褐色土＋褐色土　ローム粒子含む。

１　暗褐色土　ローム小ブロック少量含む。
２　暗褐色土＋ローム大ブロック　
３　暗褐色土　ローム大ブロック少量含む。
４　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡ 　
５　暗褐色土　ローム粒子含む。
６　黒褐色土　ローム粒子含む。
７　黄褐色土



55P

56P

16溝

4溝

51住

22住

62住

74住

34土

Ａ

Ａ′

Ｂ
Ｂ
′

86T-16

1

55P

56P

16溝

4溝

51住

22住

62住

74住

34土

Ａ

Ａ′

Ｂ
Ｂ
′

86T-16

Ａ Ａ′L=73.00m

1 1

2

Ｂ
Ｂ
′

L=
73
.0
0m

1
1

2

０ ２ｍ１: 60

第90図　１区69号住居

掘り方
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１　暗褐色土＋ローム　貼床。
２　暗褐色土　ロームブロック含む。
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が認められた。硬化面は認められなかった。

炉　床面の中央部からやや西、Ｐ１に近接する。長径

54cm・短径52cm・深さ６cmを測る。

貯蔵穴　床面の南隅でＰ３に近接して検出された土坑

が、貯蔵穴になるものと思われる。長径64cm・短径

63cm・深さ34cmの楕円形を呈する。

柱穴　Ｐ１～Ｐ４の４基は主柱穴になるものと思われ

る。Ｐ１は長径63cm・短径46cm・深さ34cm、Ｐ２は長

径59cm・短径47cm・深さ44cm、Ｐ３は長径55cm・短径

53cm・深さ41cm、Ｐ４は長径82cm・短径63cm・深さ43cm

を測る。いずれのピットも深い。Ｐ１－Ｐ２間距離２ｍ、

Ｐ２－Ｐ４間距離は２ｍ、Ｐ１－Ｐ３間距離2.1ｍ、Ｐ

３－Ｐ４間距離は2.25ｍである。

周溝　掘り方調査時に北壁から西壁下の一部、住居北西

第91図　１区70号住居

掘り方

掘り方
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１　暗褐色土　ローム粒子含む。
２　暗褐色土　ローム小ブロック少量含む。
３　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量に含む｡
４　暗褐色土　黒褐色土ブロック少量含む｡

カマド
１　暗褐色土　ローム粒子含む。
２　暗褐色土　ロームブロック含む。
３　黒褐色土　ローム粒子含む。
４　暗褐色土　
５　暗褐色土＋ローム　貼床。
６　暗褐色土　ローム粒子少量含む。
７　暗褐色土　焼土粒子含む。
８　ロームブロック
９　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
10　暗褐色土＋ローム
11　褐色土

第92図　１区71号住居

カマド
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量含む。
２　暗褐色土＋ローム
３　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック含む。
４　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
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第93図　１区72号住居
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１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック含む。
２　暗褐色土＋ローム
３　暗褐色土　炭化物粒子含む。炉。
４　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
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隅で検出された。幅10 ～ 18cm、深さ１～７cmを測る。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１層は住居覆土、２

層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り込みは浅い。深さ３～ 13cmを測

る。

遺物　床面から散漫的に出土。坩は北壁下、器台、Ｓ字

状口縁台付甕、壺が出土している。この他、縄文土器片

(加曽利Ｅ式)１点が出土。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

73号住居(第94・260図、ＰＬ.39・269)

位置　86T－19・20グリッド、76・80号住居と重複して

いる。80号住居を壊し、76号住居に壊されている。

形状　隅丸長方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－77°－Ｅ

規模　現状での面積は6.56㎡、長辺(北東～南西)4.15ｍ、

短辺(北西～南東)2.46ｍ、残存壁高は６～ 12cmを測る。

床面　やや凹凸がある。カマド前面に硬化面が認められ

る。　

カマド　東壁のほぼ中央に設置される。燃焼部は床面か

ら壁を掘り込んで構築されている。長さ90cm、焚き口の

幅70cm、袖を含めた幅は100cmである。カマド前面には

灰が分布している。１～４層はカマド覆土、５・６・８

層は掘り方、７層は住居の貼床になる。

貯蔵穴　床面の南東隅に構築されている。長径50cm・短

径47cm・深さ17cmを測る。

柱穴　検出できなかった。

第94図　１区73号住居

掘り方

掘り方
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１　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡ 貼床。
２　暗褐色土　ローム粒子少量含む。
３　褐色土　ロームブロック含む。　

カマド
１　暗褐色土　ローム粒子含む。
２　黒褐色土　黒色灰多量に含む｡
３　灰
４　暗褐色土　ローム小ブロック含む。
５　暗褐色土　ロームブロック含む。

６　暗褐色土　ロームブロック多量に含む｡
７　暗褐色土＋ローム　貼床。
８　黄褐色土
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周溝　検出できなかった。

埋没土　ほとんど確認できなかった。１層は貼床、２・

３層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ３～

18cmを測る。

遺物　カマド周辺や床直上から散漫的に出土。土師器の

小型甕、甕、須恵器の杯、椀、釘が出土している。

時期　出土遺物から９世紀第４四半期に比定される。

74号住居(第95・261図、ＰＬ.40・270)

位置　86S・T－16グリッド、22・64・65・69号住居と重

複している。22・64・65号住居に壊されている。

形状　重複のために全容は不明であるが、方形を呈する

ものと思われる。　主軸方位　Ｎ－46°－Ｗ

規模　現状での推定面積は7.63㎡、長辺(北西～南東)

4.32ｍ、現状の短辺(北東～南西)2.9ｍ、残存壁高は３

～ 10cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。炉を中心に硬化面が認められる。

炉　床面の中央部からやや北西に位置する。長径52cm・

短径50cm・深さ13cmを測る。周囲に灰の分布が認められ

る。

貯蔵穴　掘り方調査時に床面の南隅で検出された土坑が

貯蔵穴になるものと思われる。長径47cm・短径45cm・深

さ41cmの楕円形を呈する。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１層は住居覆土、２

層は炉覆土、３層は貼床、４層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが壁に沿ってやや

深くなっている。深さ３～ 13cmを測る。

遺物　床直上から２個体の壺が出土。この他、器台、Ｓ

字状口縁台付甕が出土している。縄文土器片(黒浜・有

尾式１点・加曽利Ｅ式１点)２点が出土。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

75号住居(第96・259図、ＰＬ.41)

位置　86S－19グリッド、77・80号住居、46号土坑、17

号溝と重複している。77・80号住居を壊し、46号土坑、

17号溝に壊されている。

形状　重複関係のために全容は不明であるが、隅丸長方

第95図　１区74号住居

掘り方
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１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量含む。
２　炭
３　暗褐色土　ロームブロック含む。貼床。
４　暗褐色土＋ロームブロック
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形を呈するものと思われる。　主軸方位　Ｎ－125°－Ｅ

規模　現状での面積は5.25㎡、長辺(北西～南東)2.47ｍ、

短辺(北東～南西)2.35ｍ、残存壁高は４～ 13cmを測る。

床面　部分的な検出であるが、ほぼ平坦である。硬化面

は認められなかった。　

カマド　東壁の中央からやや北よりに設置される。燃

焼部は床面から壁を掘り込んで構築されている。長さ

55cm、焚き口幅40cm、袖を含めた幅は65cmである。カマ

ド前面から南側にかけて灰が分布している。１層はカマ

ド覆土になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　ほとんど確認できなかった。１層は住居覆土、

２～４層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ15 ～ 27cm

を測る。

遺物　覆土中から少量の土器片が出土。須恵器の椀が出

土している。ただし80号住居の出土遺物は当住居に伴う

ものと考えられる。縄文後期の土偶も出土。

時期　出土遺物から10世紀前半代に比定されるものと思

われる。

76号住居(第97・261図、ＰＬ.42)

位置　86T－19・20グリッド、73号住居と重複し、壊し

ている。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－132°－Ｅ

規模　面積4.99㎡、長辺(北西～南東)2.35ｍ、短辺(北

東～南西)2.17ｍ、残存壁高は７～ 25cmを測る。

床面　やや凹凸がある。カマド前面から床面中央にかけ

第96図　１区75号住居

掘り方

掘り方
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１　暗褐色土　ローム粒子含む。
２　暗褐色土＋ローム
３　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック

多量に含む｡
４　黒褐色土　ロームブロック多量に含む｡
５　暗褐色土　ローム粒子・大礫含む。

カマド
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
２　暗褐色土　ローム粒子多量に含む｡
３　暗褐色土　ローム粒子・灰含む。
４　暗褐色土　灰多量に含む｡
５　褐色土
６　暗褐色土
７　褐色土　焼土粒子含む。
８　暗褐色土　ロームブロック含む。
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て硬化面が認められる。　

カマド　東壁のほぼ中央に設置される。燃焼部は床面か

ら壁を掘り込んで構築されている。長さ62cm、焚き口の

幅52cmである。１～４層はカマド覆土、５～８層は掘り

方になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～５層は住居覆土、

６層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ５～ 14cm

を測る。

遺物　覆土中から散漫的に出土。須恵器の椀と甕が出土

している。

時期　出土遺物から10世紀代に比定される。

77号住居(第98・262図、ＰＬ.42・270)

位置　86R・S－19グリッド、75・80号住居、46号土坑、

17号溝と重複している。80号住居を壊し、75号住居、46

号土坑、17号溝に壊されている。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－72°－Ｅ

規模　面積9.38㎡、長辺(北西～南東)3.25ｍ、短辺(北

東～南西)2.9ｍ、残存壁高は８～ 15cmを測る。

床面　やや凹凸がある。カマドの前面から床面中央部に

かけて硬化面が認められる。　

カマド　東壁のほぼ中央に設置される。燃焼部は床面か

ら壁を掘り込んで構築されている。長さ70cm、幅40cm、

袖を含めた幅は70cmである。支脚の礫が残されていた。

１～４層はカマド覆土、８・９層は袖、５～７層は掘り

方になる。

貯蔵穴　床面の南東隅に位置している。長径53cm・短径

46cm、深さ42cmの楕円形を呈する。覆土は３層に分かれ

た。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～５層は住居の覆

土、６層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ２～

第97図　１区76号住居
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１　暗褐色土　ローム粒子微量に含む。
２　褐色土　ロームブロック含む。
３　褐色土　ロームブロック少量、黒褐

色土ブロック含む。
４　黄褐色土　
５　暗褐色土　ロームブロック少量、黒

褐色土ブロック含む。
６　暗褐色土　＋ローム

カマド
１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック含む。
２　暗褐色土　ローム粒子少量含む。
３　暗褐色土　ロームブロック・焼土粒子やや多量に

含む。
４　ロームブロック
５　暗褐色土　しまり強い。ローム粒子多量に含む｡
６　暗褐色土　ローム粒子やや多量に含む。
７　暗褐色土　ロームブロック含む。
８　暗褐色土＋ローム
９　暗褐色土　粘性あり。ロームブロック含む。
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10cmほどであり、凹凸が認められる。

遺物　カマド前面から土師器の甕が出土。須恵器の杯、

平瓦が出土している。この他、時期不明の縄文土器片１

点が出土。

時期　出土遺物から９世紀後半代に比定される。

80号住居(第99・262図、ＰＬ.42・43・270)

位置　86S・T－19・20グリッド、73・75・77号住居、

46・51号土坑と重複し、壊されている。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－25°－Ｗ

規模　現状の推定面積は25.9㎡、長辺(北東～南西)5.35

ｍ、短辺(北西～南東)5.02ｍ、残存壁高は７～ 14cmを

測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面は認められなかった。

炉　床面の中央部からやや北東に位置する。長径48cm・

短径35cm・深さ３cmを測る。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　Ｐ１～Ｐ４の４基のピットは主柱穴になるものと

思われる。Ｐ１は長径60cm・短径48cm・深さ45cm、Ｐ２

は長径48cm・短径37cm・深さ40cm、Ｐ３は長径40cm・短

径33cm・深さ46cm、Ｐ４は長径52cm・短径47cm・深さ

35cmを測る。Ｐ１－Ｐ２間距離３ｍ、Ｐ２－Ｐ３間距離

第98図　１区77号住居
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１　暗褐色土　ローム粒子含む。
２　褐色土　ローム粒子含む。
３　暗褐色土　焼土粒子・ローム粒子含む。
４　褐色土　焼土粒子・ローム粒子少量含む。
５　褐色土　ロームブロック含む。
６　暗褐色土＋ローム

カマド
１　暗褐色土　ローム粒子多量に含む。
２　暗褐色土　焼土粒子・灰含む。
３　暗褐色土　焼土粒子・炭化物粒子・ロー

ム粒子含む。
４　灰
５　暗褐色土　灰含む。

貯蔵穴
１　暗褐色土　ローム粒子含む。
２　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
３　暗褐色土　ロームブロック多量に含む。

６　暗褐色土＋ローム
７　暗褐色土　ロームブロック多量に含む。
８　暗褐色土　ローム粒子含む。
９　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
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１　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック含む。
２　暗褐色土　ローム多量に含む｡ 床か。
３　黒褐色土　ローム粒子含む。
４　暗褐色土＋ローム
５　灰褐色粘質土　ローム粒子・ロームブロック含む。

炉
１　暗褐色土　ローム粒子含む。下位に灰・粘土薄層。
２　暗褐色土＋ローム
３　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック含む。
４　褐色土
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2.8ｍ、Ｐ３－Ｐ４間距離3.15ｍ、Ｐ４－Ｐ１間距離は

2.75ｍである。

周溝　掘り方調査時に東壁下の一部で検出された。幅７

～ 20cm、深さ18cmを測る。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～３層は住居覆土、

４層は掘り方充填土、５層は周溝覆土になるものと思わ

第100図　１区82・83号住居
掘り方

第101図　１区84号住居
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82号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子を多量に、焼土粒子、炭化

物粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、炭

化物を少量含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子を少

量含む。

82号住居カマド
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、灰を多量に、焼

土粒子を含む。
２　灰褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。灰、焼土粒子を多量

に含む。
３　赤褐色土　やや硬くしまる。焼土ブロックを多量に含む。
４　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを多量に、焼

土粒子、炭化物を少量含む。
５　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、焼土ブロック、炭化

物粒子を少量含む。
６　赤褐色土　やや硬くしまり粘性あり。焼土ブロックを多量に、ロー

ム粒子、炭化物粒子を含む。

１　暗褐色土　ロームブロック多量に含む｡
２　暗褐色土　ローム粒子含む。
３　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子含む。
４　褐色土　ロームブロック・焼土粒子含む。
５　暗褐色土＋ローム
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れる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。主柱穴の

外周をやや深く掘り下げている。深さ４～ 15cmを測る。

遺物　覆土から散漫的に出土。土師器の台付甕、須恵器

の椀、羽釜、鎌が出土しているが、これらの遺物は当住

居に伴うものではなくて75号住居に伴うものであろう。

時期　４世紀代に比定されるものと思われる。

82号住居(第100・263図、ＰＬ.44・270)

位置　87D－15、87C・D－16グリッド、83号住居と重複し、

19号住居に接している。83号住居を壊している。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である

が、隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－82°－Ｅ

規模　現状での面積は6.62㎡、長辺(北東～南西)2.97

ｍ、現状での短辺(北西～南東)2.65ｍ、残存壁高は７

～ 27cmを測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面は認められなかった。　

カマド　東壁に設置される。燃焼部は床面から壁を掘り

込んで構築されている。長さ147cmを測る。１～３層は

カマド覆土、４～６層は掘り方になる。

貯蔵穴　床面の南東隅から検出された。長径52cm・短径

50cm・深さ17cmを測る。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～３層は住居覆土

になる。

掘り方　ほとんど検出することはできなかった。

遺物　カマドや覆土中から土器が出土。土師器の杯、甕、

須恵器の杯、椀が出土している。

時期　出土遺物から９世紀第４四半期に比定される。

83号住居(第100・262図、ＰＬ.44)

位置　87D－16グリッド、82号住居と重複し、壊されて

いる。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である。

主軸方位　不明。

規模　現状での面積は2.24㎡である。

床面　やや凹凸がある。硬化面は認められなかった。土

坑１基が検出された。長径90㎝・短径71㎝・深さ37㎝を

測る。　

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　ほとんど確認することはできなかった。

掘り方　ほとんど確認することはできなかった。

遺物　土坑からわずかに出土。須恵器の甕が出土してい

る。

時期　明瞭ではないが、９世紀後半代に比定されると思

われる。

84号住居(第101・263図、ＰＬ.45)

位置　87B・C－14グリッド、14・55・61号住居と重複し、

壊されている。

形状　重複関係のために全容は不明であるが、隅丸方形

を呈するものと思われる。　主軸方位　Ｎ－19°－Ｗ

規模　現状での面積は9.2㎡、長辺(北西～南東)3.45ｍ、

短辺(北東～南西)2.75ｍ、残存壁高は13 ～ 30cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。　

カマド・炉　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられるが、１層は人為的埋土

の可能性もある。１～４層は住居覆土、５層は掘り方充

第102図　１区85号住居
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１ 暗褐色土＋ローム
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86号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、灰を含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまる。
４　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、黄白色の軽石、焼土粒子、炭化

物を少量含む。
５　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子を少量含む。
６　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を含む。
７　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを含む。
８　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を多量に含む。貼床。
９　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを少量含む。
10　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。暗褐色土、焼土粒子、炭化物粒子を少量含む。

１土坑
１　黄褐色土　やや硬くしまる。黄白色粘質土ブロックと暗褐

色土の混土。
２　茶褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。黄白色粘質

土ブロックを含む。
３　黒褐色土　非常に軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土粒子

を含む。
２土坑
１　茶褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロッ

ク、焼土粒子を含む。
２　黒褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。灰を多量に

ローム粒子を少量含む。

カマド
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、炭化物、白色軽石を含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、焼土ブロック、炭化

物粒子を含む。
４　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土ブロック、灰を含む。
５　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。焼土粒子、白色軽石を含む。

６　赤褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土を多量に含む。
７　褐色土　やや硬くしまる。焼土粒子を多量に炭化物を含む。
８　暗褐色土　硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロック、焼土粒子

を含む。
９　茶褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、焼土粒子を少量含む。
10　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。灰を多量に、ローム粒子、焼

土粒子を含む。
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０ １ｍ１: 30

填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ３～

10cmほどである。

遺物　覆土中から散漫的に出土。土師器の台付甕の脚部、

甕が出土している。この他、縄文土器片(加曽利Ｅ式１点・

時期不明１点)２点が出土。

時期　出土遺物から９世紀第２四半期に比定される。

85号住居(第102図、ＰＬ.45)

位置　86T・87A－13グリッド、46号住居、21土坑と重複

し、壊されている。

形状　重複関係のために全容は不明であるが、方形を呈

するものと思われる。　主軸方位　不明。

規模　現状での面積5.03㎡、現状での長辺(北東～南西)

3.57ｍ、短辺(北西～南東)2.17ｍ、残存壁高は３～

18cmを測る。

床面　ほとんど検出できなかった。

炉　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　確認できなかった。

第104図　１区87号住居

掘り方
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カマド
１　黄褐色土　やや硬くしまる。ローム主体で焼土ブロックを含む。
２　焼土層　
３　黄褐色土　やや硬くしまる。ローム主体の層。カマド構築材。
４　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。焼土粒子、ローム粒子を含む。
５　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
６　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土ブロック、白色軽石

を含む。
７　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。焼土粒子を少量含む。
８　暗褐色土　やや硬くしまる。白色軽石を少量含む。
９　暗褐色土　やや硬く粘性あり。黄白色粘質土ブロックを多量に、焼

土ブロックを少量含む。
10　暗褐色土　やや硬く粘性あり。ロームブロックと暗褐色土の混土。

87号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子、炭化物、白色軽石

を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、炭化物を

含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを多量に含む。
４　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックをやや多く含む。
５　黄褐色土　硬くしまる。ロームと暗褐色土の混土。貼床。

６　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、焼土粒子、炭化物を含む。
７　暗褐色土　やや硬くしまる。粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、炭化

物を含む。
８　暗褐色土　やや硬くしまる。粘性あり。ロームブロック、焼土粒子を

含む。
９　暗褐色土　やや硬い。黄白色粘質土ブロックと暗褐色土の混土。
10　黄白色土　やや硬くしまる。暗褐色土を少量含む。
11　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土粒子を多量に含む。
12　黄白色土　やや硬くしまり粘性あり。暗褐色土、焼土ブロックを含む。
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掘り方　部分的に掘り下げられている。

遺物　台付甕の脚部１点が掘り方から出土している。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

86号住居(第103・263・264図、ＰＬ.46・54・80・270)

位置　87C－17・18グリッド、96・134号住居と重複し、

壊している。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－83°－Ｅ

規模　面積は8.8㎡、長辺(東西)3.32ｍ、短辺(南北)2.76

ｍ、残存壁高は12 ～ 30cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。　

カマド　東壁の南隅に設置される。燃焼部は壁を掘り込

んで構築されている。長さ100cm・焚き口部の幅70cm・

深さ14cmを測る。１～７層はカマド覆土、８層は支脚の

礫を固定させるための充填土、９・10層は掘り方充填土

になる。

貯蔵穴　床面の北東隅から検出された土坑２が貯蔵穴に

なるものと考えられたが、その検出位置から判断すると

この土坑は96号住居の貯蔵穴になる可能性が大となっ

た。このために当住居の貯蔵穴は検出されていない。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土である。１～７層は住居覆土、８層

は貼床、９・10層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ５～ 15cm

を測る。床面の南西隅から土坑１基が検出された。長径

第105図　１区88号住居
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１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロックを多量に、炭
化物粒子、白色粒子を含む。

２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロック、ロー
ム粒子を含む。

３　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体で暗褐色土を
含む。

１ピット
１　暗褐色土　軟らかい。ローム粒子を多量に含む。
２　暗褐色土　軟らかい。ローム粒子を含む。
２ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック少量

含む。
２　黄褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム主体の層。
３ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化物粒子、白

色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を少量含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体の層。
４ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロックを含む。
５ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。サラサラしている。ロー

ム粒子、浅間B軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロックをやや多

く含む。
６ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまる。ローム主体の層。
７ピット
１　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主体に暗褐色

土を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土を主体

に暗褐色土を含む。
８ピット
１　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主体に暗褐色

土を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロックを

含む。
９ピット
１　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主体に暗褐色

土を含む。
11ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを含

む。

10ピット
１　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主体に暗褐色土を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土を主体に暗褐色

土を含む。
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80cm・短径43cm・深さ27cmの楕円形を呈する。覆土は１

層である。

遺物　カマドとその周辺の覆土中から、須恵器の椀と羽

釜、このほか土師器の鉢、須恵器の杯、椀が出土してい

る。(１)の土師器鉢は混入と思われる。

時期　出土遺物から10世紀第２四半期に比定される。

87号住居(第104・264図、ＰＬ.47・80・270)

位置　87C・D－19グリッド、93・134号住居と重複し、

93・134号住居を壊している。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－67°－Ｅ

規模　面積は7.08㎡、長辺(北西～南東)2.97ｍ、短辺(北

東～南西)2.35ｍ、残存壁高は13 ～ 23cmを測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面は認められなかった。　

カマド　東壁中央から南寄りに設置される。燃焼部は壁

を掘り込んで構築されている。長さ80cm・焚き口部の幅

20cm・深さ16cmを測る。須恵器の甕口縁部が出土してい

る。１～８層はカマド覆土、２層は焼土、９・10層は掘

り方充填土になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土である。１～４層は住居覆土、５層

は貼床、６～ 12層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ３～ 23cm

を測る。

遺物　カマドから須恵器の甕、覆土中や床直上から須恵

器の椀、甑が出土している。（４）のＳ字状口縁台付甕の

台部は134号住居の遺物になるものである。

時期　出土遺物から９世紀代に比定される。

第106図　１区89・168号住居

掘り方
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89号住居貯蔵穴
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、
                         焼土ブロック、炭化物、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。ロームブ
　　　　　　　ロックを多量に、焼土粒子を含む。

89号住居内土坑１　カマドか？
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、焼

土粒子、炭化物を含む。
２　褐色土　やや硬くしまり粘性あり。焼土をやや多

く含み、炭化物を含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主体

の層。

89号住居掘り方
１　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームと暗褐色土の混土。貼床。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり粘性あり。ロームブロック、白色軽石を含む。

89号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子、
 白色軽石を含む。
２　黄褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームを多量に含む。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、焼土粒

子、炭化物粒子を含む。
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第107図　１区90号住居(１)
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１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を多量に含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、焼土粒子を

含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。炭化物を多量に含む。
４　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を含む。
５　茶褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームを多量に含む。
６　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、炭化物を含む。
７　黒褐色土　軟らかい。灰、炭化物を含む。
８　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主体で暗褐色土を含む。貼床。
９　黒褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を少量含む。
10　黒褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。
11　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、ローム粒子

を含む。
12　灰　
13　黄褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。ロームと暗褐色土の混土。
14　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。
15　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
16　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを主体に、暗褐

色土を含む。
17　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土と暗褐色土の混土。
18　黒褐色土　軟らかくて粘性あり。暗褐色土を少量含む。
19　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土を主体に暗褐色土を含む。(掘

り方フク土)
住居内土坑１
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石、炭化物粒子を含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまる。ローム主体で暗褐色土を含む。
４　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロック、ローム粒子を少量含む。

ピット１
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。
ピット２
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。
ピット３
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロック、炭化物粒

子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。黄白色粘質土と暗褐色土の

混土。
ピット４
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロックを含む。

炉
１　黄褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームを主体に焼土を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。灰を多量に炭化物、焼土粒子を

含む。
３　赤褐色土　やや硬くしまる。焼土主体の層。
４　黄褐色土　やや硬くしまる。ローム主体の層。(掘り方フク土)
５　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロックを含む。(掘り

方フク土)
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88号住居(第105・265図、ＰＬ.48・49)

位置　87B・C－19・20グリッド、53・110号住居と重複

している。53号住居に壊されている。

形状　方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－63°－Ｅ

規模　面積は14.78㎡、長辺(北東～南西)4.77ｍ、短辺

(北西～南東)3.82ｍ、残存壁高は４～ 14cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。　

炉　検出できなかった。

貯蔵穴　明確な貯蔵穴は検出できなかったが、Ｐ３・

Ｐ５・Ｐ10のいずれかが、その位置関係から貯蔵穴に

なる可能性がある。Ｐ３は長径45cm・短径38cm・深さ

16cm、Ｐ５は長径35cm・短径33cm・深さ32cm、Ｐ10は長

径44cm・短径36cm・深さ26cmを測る。

柱穴　ピットは総計11基検出されたが、このうちＰ４・

Ｐ８・Ｐ９・Ｐ11の４基が主柱穴になるものと思われ

る。Ｐ４は長径38cm・短径29cm・深さ13cm、Ｐ８は長

径33cm・短径30cm・深さ31cm、Ｐ９は長径30cm・短径

25cm・深さ22cm、Ｐ11は長径35cm・短径25cm・深さ31cm

を測る。Ｐ４－Ｐ８間距離2.5ｍ、Ｐ８－Ｐ９間距離は1.5

ｍ、Ｐ９－Ｐ11間距離2.3ｍ、Ｐ11－Ｐ４間距離は1.9ｍ

である。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と思われる。１層は住居覆土、２～

３層は掘り方充填土になる。

掘り方　部分的に掘り下げられている。深さ３～ 10cm

を測る。

遺物　床直上からＳ字状口縁台付甕や甕の底部片が出土

している。ただし(１)のＳ字状口縁台付甕は110号住居

に伴う可能性もある。この他、縄文土器片(加曽利Ｅ式)

１点が出土。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

第108図　１区90号住居(２)

掘り方
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89号住居(第106・265図、ＰＬ.49・270)

位置　87D－17・18グリッド、135・168号住居と重複し、

135・168号住居を壊している。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である

が、隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－90°－Ｅ

規模　現状での面積は6.95㎡、長辺(東西)3.38ｍ、現

状での短辺(南北)2.48ｍ、残存壁高は１～ 12cmを測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面は認められなかった。　

カマド　東壁に設置される。燃焼部は床面から壁を掘り

込んで構築されている。長さ70cm・幅63cm・深さ17cmを

測る。１～３層はカマド覆土になる。

貯蔵穴　床面の南東隅から検出された。長径62cm・短径

57cm・深さ17cmを測る。覆土は２層に分かれた。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　ほとんど確認できなかった。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ３～ 20cm

を測る。

遺物　カマド周辺から須恵器の皿、椀、土師器の甕が出

土している。(10）の土師器の器台や(11）の甕は134・135

号住居に伴うものであろう。(１)の土師器杯は７世紀代

の遺物である。敲石も出土している。

時期　出土遺物から９世紀第４四半期に比定される。

168号住居(第106・306図、ＰＬ.105)

位置　87D－17グリッド、89号住居と重複し、壊されて

いる。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である。

主軸方位　不明。

規模　現状での長辺(北西～南東)2.5ｍ、現状での短辺

(北東～南西)1.4ｍ、残存壁高は確認できなかった。

床面　やや凹凸がある。　

カマド　検出できなかった。硬化面は確認できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　ほとんど確認できなかった。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ７～９cmを

測る。

遺物　少量の土器片が出土している。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

90号住居(第107・108・265・266図、ＰＬ.49・50・271)

位置　87D・E－20、97D・E－1グリッド、91号住居と重複し、

壊されている。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－30°－Ｅ

規模　現状での面積は34.03㎡、長辺(北東～南西)6.23

ｍ、短辺(北西～南東)5.5ｍ、残存壁高は11 ～ 18cmを

測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的にやや硬化が認められる。

炉　床面の中央部からやや東に位置する。長径85cm・短

径58cm・深さ７cmを測る。焼土・灰を含んでいる。

貯蔵穴　床面の南東でＰ６に近接して検出されたＰ３が

貯蔵穴になるものと思われる。長径57cm・短径50cm・深

さ30cmの楕円形を呈する。

柱穴　Ｐ２・Ｐ５～Ｐ７は主柱穴になるものと思われ

る。Ｐ２は長径40cm・短径30cm・深さ25cm、Ｐ５は長

径33cm・短径30cm・深さ30cm、Ｐ６は長径30cm・短径

28cm・深さ20cm、Ｐ７は長径36cm・短径30cm・深さ27cm

を測る。Ｐ５内から土器が出土している。Ｐ２－Ｐ５間

の距離３ｍ、Ｐ５－Ｐ６間距離2.55ｍ、Ｐ６－Ｐ７間距

離３ｍ、Ｐ７－Ｐ２間距離は2.5ｍである。北壁の中央

部分から検出されたピット２基はその位置関係から対に

なるものと思われる。

周溝　東壁下の北半分から北壁下、西壁下にかけて検出

された。幅６～ 21cm、深さ３～６cmを測る。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～７層は住居覆土、

８層は貼床なる。９～ 19層は掘り方充填土になると思

われるが、９層下にもう一面床が存在していた可能性が

ある。

掘り方　全体的に掘り下げている。深さ13 ～ 34cmを測

る。

遺物　覆土中や床直上から土器が出土している。土師器

の坩は東壁下、高杯は北壁周辺、（13）の台付甕はＰ５内

からの出土である。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

91号住居(第109・110・266～271図、ＰＬ.51・271～274)

位置　87C・D－20、97C・D－1グリッド、90号住居と重複し、
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壊している

形状　風倒木のために不明瞭であるが、隅丸方形を呈す

るものと思われる。　主軸方位　Ｎ－17°－Ｗ

規模　面積は10.39㎡、現状での長辺(南北)3.2ｍ、短

辺(東西)2.8ｍ、残存壁高は18 ～ 30cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。　

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と思われる。１～７層は住居覆土、

８～ 11層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ18 ～ 26cm

を測る。

遺物　覆土中から多量に土器と礫が出土。完形やほぼ完

形の土師器杯で86個体以上が一括廃棄された状態で出土

している。この他、鉢、高杯、甕は９個体、須恵器の蓋、

砥石などが出土している。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

92号住居(第111 ～ 113・272図、ＰＬ.51・274・275)

位置　97D・E－2・3グリッド、94号住居と重複し、壊し

ている。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－35°－Ｗ

規模　面積は23.76㎡、長辺・短辺ともに4.9ｍ、残存壁

高は35cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面はあまり認められなかっ

た。　

カマド　北壁の中央からやや西寄りに設置される。燃

焼部は床面から壁を掘り込んで構築されている。長さ

85cm・焚き口部の幅50cm・袖を含めた幅108cm・深さ

20cmを測る。１～８層はカマド覆土、３層は焼土、４・

８層は灰になる。９～ 11層は掘り方充填土になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　主柱穴４基が検出された。Ｐ1は長径28㎝・短径

25㎝・深さ18㎝、Ｐ10は長径30㎝・短径26㎝・深さ35㎝、

Ｐ８は長径20㎝・短径18㎝・深さ30㎝、Ｐ９は長径23㎝・

短径21㎝・深さ30㎝を測る。Ｐ1－Ｐ10間の距離は2.43ｍ、

Ｐ10－Ｐ８間の距離2.62ｍ、Ｐ８－Ｐ９間の距離2.32ｍ、

Ｐ９－Ｐ１間の距離2.5ｍである。南壁のほぼ中央から

検出されたＰ４とＰ５は住居出入口の施設になる可能性

がある。Ｐ４は長径26㎝・短径25㎝・深さ22㎝、Ｐ５は

長径32㎝・短径26㎝・深さ25㎝である。

周溝　床面の出入口部から東隅で途切れているが、全周

第109図　１区91号住居

第４章　発掘調査の記録

124

１　暗褐色土　やや硬くしまる。白色軽石を多量に、ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を

多量に、白色軽石を含む。
４　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームを含む。
５　暗褐色土　やや硬くしまる。白色軽石、ローム粒子を少量含む。
６　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石は上層より少ない。
７　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロックを含む。
８　黄褐色土　やや硬い。ロームブロックと暗褐色土の混土。
９　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロックをやや多く含む。
10　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、灰、焼土粒子を含む。
11　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、焼土ブロック

を含む。
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していたものと思われる。幅８～ 25cm、深さ２～ 15cm

を測る。

埋没土　自然埋没土である。１～９層は住居覆土、10層

は貼床、11 ～ 13層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ10 ～ 21cm

を測る。

遺物　覆土上層、とくに北東部分から土器や礫がまと

まって出土している。こも編み石16点のうち５点はＰ10

周辺からまとまって出土している。この他、縄文土器片

(加曽利Ｅ式３点・時期不明３点)６点が出土。また、馬

歯も出土している。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

94号住居(第111 ～ 113・273図、ＰＬ.52・275)

位置　97D－2グリッド、97C・D－3、92・95・98号住居

と重複し、壊されている。

形状　方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－101°－Ｗ

規模　面積は15.53㎡、長辺(東西)6.6ｍ、短辺(南北)5.38

ｍ、残存壁高は８～ 20cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。　

炉　検出できなかった。床面に明瞭な焼土の堆積は認め

られなかった。

貯蔵穴　床面の南西隅から検出されたＰ７が貯蔵穴にな

るものと思われる。長径70㎝・短径65㎝・深さ40㎝を測

る。覆土は４層に分かれた。

第110図　１区91号住居遺物出土状況

第 2節　1区の遺構と遺物
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92号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、焼土粒子を含む。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を多量に含む。
４　黄褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。ローム主体の層。
94号住居
５　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
６　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を少

量含む。

92号住居掘り方
７　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームと暗褐色土の混土。貼床。
８　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを含む。
９　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主体の層。
10　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主体の層。上層よりも暗

い色調。
94号住居
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　茶褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム主体の層。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロック、白色粒子を含む。
４　黄褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームと暗褐色土の混土。
５　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主体の層。暗褐色土を少

量含む。
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92号住居カマド
１　暗褐色土　やや硬い。ローム粒子、焼土粒子、白色軽石を少量含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子を多量に焼土粒子を含む。
３　焼土　
４　灰　焼土ブロックを含む。
５　黄褐色土　軟らかくしまり良い。ローム主体で、焼土粒子を少量含む。
６　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主体で灰を含む。
７　赤褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。焼土ブロックを多量に、灰、

ロームブロックを含む。
８　灰　

９　黄褐色土　柔らかい。ロームブロックを多量に、焼土粒子、灰を含む。
10　暗褐色土　軟らかい。灰を含む。
11　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロック、焼土粒子を含む。
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柱穴　掘り方調査時に主柱穴２基が検出された。Ｐ８は

長径75㎝・短径42㎝・深さ45㎝、Ｐ９は長径36㎝・短径

32㎝・深さ23㎝を測る。Ｐ８－Ｐ９間の距離は３ｍであ

る。Ｐ1は長径37㎝・短径35㎝・深さ20㎝、Ｐ２は長径67㎝・

短径35㎝・深さ21㎝、Ｐ３は長径50㎝・短径45㎝・深さ

15㎝、Ｐ４は長径58㎝・短径56㎝・深さ15㎝、Ｐ５は長

径30㎝・短径20㎝・深さ12㎝、Ｐ６は長径36㎝・短径33

㎝・深さ10㎝である。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土である。１・２層は住居覆土、３～

５層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ15 ～ 35cm

を測る。主柱穴に囲まれた範囲はあまり掘り下げられず

に周囲を掘り下げている。

遺物　床直上から土器片が出土。とりわけＰ７周辺から

Ｓ字状口縁台付甕や坩が出土している。(７・８)は覆土

中からの出土であり混入と思われる。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

93号住居(第114・115・272・273図、ＰＬ.51・52・80・275)

位置　87D・E－19、87E－20グリッド、90号住居の東に

接している。

第113図　１区92・94号住居(３)

92号住居ピット 94号住居ピット
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92号住居
1・２ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、炭化物粒子、白色軽石を

含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を多

量に、焼土粒子を含む。
３ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームを多量に含む。
４ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。
５ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。
６ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームを多量に含む。
７ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。
８ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックと暗褐色土

の混土。
９ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックと暗褐色土

の混土。
２　黄白色粘質土層　暗褐色土を少量含む。

94号住居
１ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかい。ロームブロック、ローム粒子を多量に含む。
２ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかい。ロームブロック、ローム粒子を多量に含む。
３ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかい。ロームブロック、ローム粒子を多量に含む。
４ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかい。ロームブロック、ローム粒子を多量に含む。
５ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかい。ロームブロック、ローム粒子を多量に含む。
６ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかい。ロームブロック、ローム粒子を多量に含む。
７ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、

白色軽石を含む。
３　黒褐色土　非常に軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を少

量含む。
４　暗褐色土　やや硬くしまり、粘性あり。ロームブロックを含む。
８ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを多量に含む。
１土坑
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロックを少量

含む。
２　暗褐色土　非常に軟らかくて粘性あり。ローム粒子を多量に含む。明

るい色調。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、焼土

粒子を含む。
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93号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子、

白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、白色軽石を含

む。１層よりも混入物少ない。
３　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化物粒子、白色軽石を含む。
４　茶褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームをやや多く含む。
５　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
６　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を含む。
７　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、白色軽石を少

量含む。
８　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、炭化物粒子

を含む。
９　茶褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームを主体に、炭化物を含む。

10　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、焼
土ブロック、炭化物粒子を含む。

11　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を多量に、焼土粒子を
含む。

12　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を少量含む
　

13　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、焼土粒子、炭化物粒子、
白色軽石を含む。

14　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
15　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを多量に含む。
16　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。

93号住居
１ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子を少量含む。
２ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を少量含む。
３ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームを多量に、暗褐色土を少量含む。
４ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を含む。

135号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、

炭化物粒子、白色軽石を含む。
２　黒褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性

あり。ローム粒子を少量含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、

炭化物粒子、白色軽石を少量
含む。

４　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。
　　　　　　　ロームブロックを多量に、炭

化物粒子を含む。
５　黄褐色土　硬くしまり粘性あり。ローム

を主体に暗褐色土を含む。

93住遺物出土状況
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形状　隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－50°－Ｅ

規模　現状での面積は23.17㎡、長辺(北西～南東)5.2ｍ、

現状での短辺(北東～南西)５ｍ、残存壁高は15 ～ 20cm

を測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。　

カマド　調査区の北壁から土師器の甕が伏せられた状態

で出土した。この箇所がカマドになる可能性がある。土

師器の甕は袖として使用されたものと思われる。北壁に

カマドが設定されたことになる。

貯蔵穴　135号住居のＰ３とした土坑が貯蔵穴になる可

能性がある。同住居のＰ２によって壊されていることも

その判断材料になる。長径64cm・短径53cm・深さ32cmを

測る。

柱穴　主柱穴４基が検出された。Ｐ３は長径79㎝・短径

65㎝・深さ40㎝、Ｐ９は長径47㎝・短径40㎝・深さ31㎝、

Ｐ12は長径50㎝・短径42㎝・深さ31㎝、Ｐ13は長径47㎝・

短径41㎝を測る。Ｐ３－Ｐ９間の距離2.15ｍ、Ｐ９－Ｐ

12間の距離2.25ｍ、Ｐ12－Ｐ13間の距離2.25ｍ、Ｐ13－

Ｐ３間の距離は2.6ｍである。

　これ以外のピットは次のとおりである。Ｐ１は長径32

㎝・短径22㎝・深さ９㎝、Ｐ２は長径33㎝・短径23㎝・

深さ18㎝、Ｐ４は長径50㎝・短径42㎝・深さ20㎝、Ｐ５

は長径40㎝・短径33㎝・深さ13㎝、Ｐ６は長径51㎝・短

径48㎝・深さ22㎝、Ｐ７は長径43㎝・短径43㎝・深さ14

㎝、Ｐ８は長径37㎝・短径35㎝・深さ19㎝、Ｐ10は長径

40㎝・短径33㎝・深さ９㎝、Ｐ11は長径64㎝・短径49㎝・

深さ25㎝である。

第115図　１区93・135号住居(２)

掘り方
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５ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子を含む。
２　灰　焼土ブロックを含む。
３　灰褐色土　軟らかくてしまり良い。灰を多量に焼土ブロックを含む。
６ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を少量含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。
７ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を

含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを少量含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。暗褐色土を含む。
８ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を少量含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。

９ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を少量含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。
10ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を少量含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。
11ピット
１　暗褐色土　非常に軟らかくて粘性あり。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を含む

135号住居
１ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化物粒子

を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブ

ロックを含む。１層よりも暗い色調。
２ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームを多量に

含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブ

ロックを含む。
３ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を少量含

む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック

を多量に含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブ

ロックを含む。
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95号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、炭化物

を含む。
掘り方、フク土
４　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックと暗褐

色土の混土。
５　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロックと暗褐色土

の混土。
６　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
７　黄褐色土　やや硬くしまり非常に粘性あり。黄白色粘質土を主体に、

暗褐色土を少量含む。

95号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽

石、炭化物粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、

白色軽石、焼土粒子、炭化物粒子を含
む。

３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロー
ム粒子、焼土粒子を少量含む。

(掘り方・フク土)
４　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質

土ブロックと暗褐色土の混土。
５　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブ

ロックと暗褐色土の混土。
６　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質

土ブロックを含む。
７　黄白色土　やや硬くしまり非常に粘性あり。黄白

色粘質土を主体に暗褐色土を少量含
む。

98号住居
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、

炭化物粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、

ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　非常に軟らかくて粘性あり。ロームブ

ロック、ローム粒子を多量に焼土粒子、
炭化物を含む。

４　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽
石を含む。

５　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームブロックと暗
褐色土の混土。

98号住居
１土坑
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、ローム粒子を多量に含む。
３　黄褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム主体の層。

98号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロック、ローム粒子を

含む。
掘り方、フク土
４　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
５　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームブロックと暗褐色土の混土。
６　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックとローム粒子

を含む。

95号住居
１ピット
１　茶褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム主体の層。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。黄白色粘質土ブロッ

クを含む。
２ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
１土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームと暗褐色土の混土。
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周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土である。１～ 12層は住居覆土、13・

14層は掘り方充填土になる。15・16層はピットの覆土に

なる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ８～ 26cm

を測る。

遺物　カマド袖に(７)の土師器甕が使用されている。ま

た東壁の中央付近からこも編み石が出土している。この

他、縄文土器片(加曽利Ｅ式)１点が出土。

時期　出土遺物から７世紀前半代に比定される。

135号住居(第114・115・290図、ＰＬ.80)

位置　87E－18・19グリッド、93号住居と重複し、壊さ

れている。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である。

主軸方位　不明。

規模　不明。残存壁高は13cmを測る。

床面　やや凹凸がある。　

炉　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　ピット２基を検出した。Ｐ１は長径54㎝・短径48

㎝・深さ35㎝、Ｐ２は長径28㎝・短径19㎝・深さ58㎝で

ある。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と思われる。１層は住居覆土、２層

は貼床、３～５層は掘り方充填土になる。

掘り方　浅く掘り下げられている。深さ７～ 15cmを測

る。

遺物　覆土中からわずかに出土している。Ｓ字状口縁台

付甕の台部はＰ１に近接して出土している。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

95号住居(第116・117・273・274図、ＰＬ.53～55・276）

位置　97C・D－2・3グリッド、94・98号住居と重複し、

壊している。

形状　長方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－64°－Ｅ

規模　面積は11.64㎡、長辺(北東～南西)４ｍ、短辺(北

西～南東)2.9ｍ、残存壁高は28 ～ 40cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。　

カマド　東壁の中央から南寄りに設置される。燃焼部は

壁を掘り込んで構築されている。長さ100cm・焚き口部

の幅50cm・深さ12cmを測る。１～６層はカマド覆土、６

第117図　１区95・98号住居(２)

掘り方
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95号住居カマド
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石、炭化物粒子を含む。
２　灰褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子を少量含む。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を多量に含む。
４　赤褐色土　軟らかくてしまり良い。焼土を多量に含む。
５　褐色土　やや硬くしまる。焼土ブロックを多量に、ローム粒子を含む。
６　灰　
７　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を少

量含む。
８　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土ブロック、炭化物粒子を含む。

９ 黄褐色土 軟らかくて粘性あり。ローム主体の層。
10 暗褐色土 やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを含む。
11 黄褐色土 軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土を主体に、暗褐色土を 

含む。
12 暗褐色土 軟らかくて粘性あり。焼土ブロック、炭化物を含む　
13 褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。黄白色粘質土ブロック、

焼土ブロック、炭化物を含む。
14 黄褐色土 軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロックを多量に、炭

化物を含む。



Ｇ

Ｇ
′

Ｃ

Ｃ
′

Ａ

Ａ′

Ｂ
Ｂ′

Ｄ

Ｄ′

86住

89住

134住

134住
炉

134住P7

1土
134住P8

134住P9

116土

87
C

-1
7

10 7

5
9

15

23

11

2216 20
21

27

14

Ｄ

Ｄ′

Ｃ
Ｃ
′

Ｂ Ｂ′

Ｃ
Ｃ
′

Ｂ Ｂ′

P2

Ａ Ａ′

134住 134住

L=73.00m 1

3
2

P

S

Ｂ Ｂ′L=73.00m

1

3 4

5
6

2

P

Ｃ
Ｃ
′

L=
73
.0
0m

1

1

3
10

5

77
7 7

9
8

2
2

12

11

13
14

15

P

P

P
P

Ｄ Ｄ′L=73.00m

S S

Ｇ Ｇ′L=72.70m
1土

1

2

０ ２ｍ１: 60

０ １ｍ１: 30

第118図　１区96号住居(１)

掘り方

第 2節　1区の遺構と遺物

133

96号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石、焼土

粒子、炭化物粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、

焼土粒子、炭化物を含む。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子

を少量含む。

96号住居カマド
１　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、焼土粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土ブロックを含む。
３　褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。焼土ブロック、灰を含む。
４　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。焼土粒子、灰を含む。
５　赤褐色土　やや硬くしまる。焼土を主体に暗褐色土を含む。
６　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、焼土粒子、白色軽石を含む。　
７　灰
８　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。焼土ブロック、灰を少量含む。
９　赤褐色土　軟らかくてしまり良い。焼土と灰の混土。
10　褐色土　やや硬くしまる。焼土粒子、灰を含む。
11　黄褐色土　硬くしまる。焼土粒子を含む。
12　灰　軟らかくてしまり良い。
13　灰褐色土　軟らかくてしまり良い。灰、ロームブロック、焼土粒子を含む。
14　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームブロックを多量に含む。
15　茶褐色土　軟らかくてしまり良い。焼土、ロームブロックを含む。

１土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、黄

白色粘質土ブロックを多量に含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。焼土ブロック、炭化

物を含む。
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層は灰になる。７～ 14層は掘り方になる。

貯蔵穴　南壁直下のほぼ中央から土坑が検出された｡

貯蔵穴になるものと思われる。長径65㎝・短径60㎝・深

さ７㎝を測る。覆土は３層に分かれた。

柱穴　掘り方調査時にピット２基が検出された。Ｐ１は

長径33㎝・短径30㎝・深さ16㎝、Ｐ２は長径25㎝・短径

23㎝・深さ16㎝を測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土である。１～３層は住居覆土、４～

７層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ６～

18cmを測る。

遺物　カマドの南西から須恵器の杯、灰釉陶器が出土、

また羽釜はやや分散的に、土錘、巡方も出土している。

この他、縄文土器片(称名寺式)２点が出土。

時期　出土遺物から10世紀第１四半期に比定される。

98号住居(第116・117・276図、ＰＬ.54・55・276)

位置　97C・D－2グリッド、94・95・99号住居と重複し

ている。94・99号住居を壊し、95号住居に壊されている。

形状　重複関係のために全容は不明であるが、方形を呈

するものと思われる。　主軸方位　Ｎ－90°－Ｅ

規模　現状での面積は9.08㎡、現状では長辺(東西)4.15

ｍ、短辺(南北)3.9ｍ、残存壁高は20 ～ 25cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。　

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　床面北東隅から検出された土坑が貯蔵穴になる

ものと思われる。長径108㎝・短径78㎝・深さ22㎝を測る。

覆土は３層に分かれた。

柱穴　明瞭な柱穴は検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土である。１～３層は住居覆土、４・

５層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ10 ～ 20cm

を測る。

遺物　北壁に近接した覆土中から土師器の杯、甕が出土

している。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

96号住居(第118・119・274・275図、ＰＬ.54・80・276)

位置　87C・D－18グリッド、86・134号住居と重複して

いる。134号住居を壊し、86号住居に壊されている。

形状　隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－74°－Ｅ

規模　現状での面積は14.99㎡、長辺(南北)4.5ｍ、短

辺(東西)４ｍ、残存壁高は18 ～ 30cmを測る。

第119図　１区96号住居(２)

掘り方
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96号住居
２ピット
１　暗褐色土　軟らかい。灰、炭化物粒子、焼土粒子、ロー

ム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかい。ローム粒子、炭化物粒子を少量含む。
３ピット(貯蔵穴)
１　暗褐色土　やや硬く粘性あり。ローム粒子、灰、焼土粒

子を含む。
２　暗褐色土　やや硬く粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、

炭化物粒子を含む。
３　暗褐色土　やや硬く粘性あり。黄白色粘質土ブロックを

含む。
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床面　やや凹凸がある。硬化面は認められなかった。床

面の中央部から土坑が検出された。長径147cm・短径

140cm・深さ15cmを測る。覆土は２層に分かれた。　

カマド　東壁の中央から南寄りに設置される。燃焼部は

壁を掘り込んで構築されている。長さ60cm・焚き口部の

幅50cm・深さ30cmを測る。袖石２個が残されている。カ

マド前面に灰が堆積していた。１～４層はカマド覆土、

７・12層は灰、５・９層は焼土主体の層になる。10・

11・14・15層は掘り方になる。

貯蔵穴　掘り方調査時に検出された土坑(Ｐ３)が貯蔵穴

になるものと思われる。長径70㎝・短径50㎝・深さ25㎝

を測る。覆土は３層に分かれた。遺物が出土している。

柱穴　明瞭な主柱穴は検出できなかった。カマド前面の

灰を除去後にＰ２を検出した。長径36㎝・短径25㎝・深

さ14㎝を測る。

周溝　西壁から北壁にかけて検出された。幅９～ 30cm、

深さ１～ 10cmを測る。南壁と東壁については明瞭では

なかった。

第120図　１区99号住居(１)
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１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石
を含む。

２　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、ロー
ム粒子を含む。

３　褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム
ブロック、焼土ブロックを多量に含む。

４　灰褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。灰を
多量に、ローム粒子、焼土粒子を少量含
む。

５　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームをやや多く含む。
６　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロッ

ク、黄白色粘質土ブロックを多量に含む。
貼床。　

７　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロー
ム粒子、炭化物粒子を含む。

８　黄褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。ロームを主
体に暗褐色土を含む。

１ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を多量に含む。
２ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、白色軽石

を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを含む。
３ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまりサラサラしている。ローム粒子、浅間B軽石

を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を少量含む。
４ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロックを含む。
５ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまりサラサラしている。ローム粒子、浅間B軽石

を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を少量含む。

６ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子を多量に白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、ロー

ム粒子を含む。
７ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。
８ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、ロー

ム粒子を含む。
９ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロックを含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体の層。
10ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を含む。
11ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
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埋没土　自然埋没土である。１～３層は住居覆土になる。

掘り方　部分的に掘り下げられている。

遺物　カマドや貯蔵穴周辺から土師器の甕と須恵器の

蓋、北壁寄りから土師器の杯、須恵器の椀が出土してい

る。この他、刀子、釘が出土している。この他、縄文土

器片(加曽利Ｅ式)１点が出土。

時期　出土遺物から９世紀第３四半期に比定される。

99号住居(第120・121・276図、ＰＬ.55・56・276)

位置　97C・D－1・2グリッド、98号住居と重複し、壊さ

れている。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－48°－Ｅ

規模　面積は18.86㎡、長辺(北西～南東)4.8ｍ、短辺(北

東～南西)4.5ｍ、残存壁高は12 ～ 16cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。　

炉　床面のほぼ中央から検出された土坑が炉になる可能

性が高い。長径70cm・短径68cm・深さ15cmを測る。礫が

配置されている。

貯蔵穴　掘り方検出時に床面の南東隅から検出された土

坑が貯蔵穴になる可能性がある。長径63㎝・短径55㎝・

深さ㎝を測る。

柱穴　主柱穴４基が検出された。Ｐ１は長径42㎝・短径

34㎝・深さ25㎝、Ｐ２は長径39㎝・短径33㎝・深さ33㎝、

Ｐ４は長径24㎝・短径22㎝・深さ34㎝、Ｐ12は長径35㎝・

短径30㎝・深さ26㎝を測る。Ｐ１－Ｐ２間の距離は2.7ｍ、

Ｐ２－Ｐ４間距離3.35ｍm、Ｐ４－Ｐ12間距離2.7ｍ、Ｐ

12－Ｐ１間距離は2.7ｍcmである。Ｐ３は長径30㎝・短

径26㎝・深さ25㎝、Ｐ５は長径30㎝・短径23㎝・深さ25

㎝、Ｐ６は長径35㎝・短径28㎝・深さ46㎝、Ｐ７は長径

38㎝・短径33㎝・深さ12㎝、Ｐ８は長径37㎝・短径37㎝・

深さ22㎝、Ｐ９は長径36㎝・短径30㎝・深さ23㎝、Ｐ10

は長径22㎝・短径20㎝・深さ10㎝、Ｐ11は長径32㎝・短

径31㎝・深さ19㎝である。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土である。１～５層は住居覆土、６層

は貼床、７・８層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ７～

16cmを測る。

遺物　覆土中から出土している土器は平安時代の遺物

(９世紀第４四半期)と思われる。住居は４世紀代に比定

第121図　１区99号住居(２)

掘り方
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１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白
色軽石を含む。

２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム
ブロック、焼土粒子、白色軽石を
含む。

３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブ
ロック、ローム粒子を含む。上層
よりも明るい色調。

４　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。
ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒
子を含む。

５　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。
ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒
子を含む。上層よりやや暗い色調。

６　黄褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。
ローム主体の層。　

７　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色
粘質土ブロック、ロームブロック、
暗褐色土の混土。

８　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブ
ロックを多量に、炭化物を含む。

９　黒褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム
粒子を含む。

10　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白
色軽石を含む。

11　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム
主体で暗褐色土を含む。

12　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色
粘質土ブロックと暗褐色土の混
土。

13　黒褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質
土ブロックを含む。

14　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム
粒子、焼土粒子、炭化物粒子を含
む。

ピット１
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを含む。1層

よりも暗い色調。
ピット２
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、ローム粒子を含む。
ピット３
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
ピット４
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームを多量に含む。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロックを含

む。
４　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。
ピット５
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、炭化物粒子

を少量含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を含む。
ピット６
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロックを多量に含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。
３　黄白色粘質土層　暗褐色土を含む。
ピット７
１　暗褐色土　硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を少量含む。

ピット８
１　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームブロックを多量に含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子を含む。
ピット９
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。1層よりも暗い色調。。
ピット10
１　暗褐色土　硬くしまる。ロームブロックを含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。
ピット11
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
ピット12
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を含む。1層よりも

暗い色調。
ピット13
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームを主体に暗褐色土を含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を多量に含む。
４　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を含む。
ピット14
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を含む。



Ｃ
Ｃ
′

Ｂ
Ｂ
′

Ａ Ａ′

179P

貯蔵穴

P1

P3

P13

P14

P5

97
B

-3

97
C

-3
Ｃ

Ｃ
′

179P

貯蔵穴

Ｃ

Ｃ
′

179P

貯蔵穴

Ｃ
Ｃ
′

L=
73
.1
0m

17
9P

1

3
4

6
5

7

9
8

2

12
11

P
10

０ ２ｍ１: 60

０ １ｍ１: 30

第123図　１区100号住居(２)

掘り方

掘り方

第４章　発掘調査の記録

138

１　暗褐色土　やや硬くしまる。焼土ブロック、ローム粒子、白色軽石を含む。
２　赤褐色土　やや硬くしまる。焼土ブロックを多量に含む。
３　暗褐色土　軟らかい。焼土ブロック、灰を含む。
４　焼土　
５　灰褐色土　軟らかくてしまり良い。灰を多量に、焼土粒子、炭化物粒子を含む。
６　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。焼土粒子をやや多く含む。
７　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。焼土ブロックを含む。
８　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、焼土ブロック、

灰を含む。

９　褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、焼土ブ
ロック、灰をやや多く含む。

10　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体で暗褐色土、炭化物粒子
を含む。

11　黄褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームを多量に、焼土、炭化物を
含む。

12　褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。ロームを多量に焼土ブロック、
炭化物を含む。

179号ピット
上層　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
下層　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を含む。
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１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化物粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。上層よりも混入物少ない。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒

子を含む。
４　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を含む。
５　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、灰を含む。
６　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を多量に含む。
７　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを多量に含む。貼床。
８　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土ブロックを含む。
９　焼土
10　褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土を多量に、ローム粒子、炭化物粒子を含む。
11　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を含む。
12　茶褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。焼土、黄白色粘質土、灰を含む。

カマド
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子、

炭化物粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼

土粒子、炭化物粒子を含む。
３　褐色土　やや硬くしまり粘性あり。焼土粒子を多量に、

ローム粒子、炭化物粒子を含む。
４　赤褐色土　軟らかい。焼土粒子を多量に含む。
５　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、焼土

粒子、白色軽石を少量含む。
６　灰
７　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームを主体に暗褐色土

を含む。
８　赤褐色土　やや硬くしまり粘性あり。焼土を多量に含

む。
９　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム

粒子、焼土粒子、炭化物粒子を少量含む。

貯蔵穴１
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、炭化

物粒子を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームを多量に焼

土粒子、炭化物粒子を含む。
３　暗褐色土　非常に軟らかくて粘性あり。ローム粒子を少量含む。
貯蔵穴２
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、焼土

ブロック、炭化物を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
土坑１
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、炭

化物粒子を少量含む。
２　褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。焼土ブロックをやや多く含

み、黄白色粘質土ブロックを含む。
３　黄白色粘質土



されることから、覆土中に何らかの落ち込みがあったも

のと考えられる。この他、縄文土器片(加曽利Ｅ式)１点

が出土。

時期　４世紀代に比定される。

100号住居(第122・123・277図、ＰＬ.56・277)

位置　97B・C－2・3グリッド、152号住居と重複している。

152号住居を壊している。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－49°－Ｅ

規模　面積24.95㎡、長辺(北西から南東)5.4ｍ、短辺(北

東から南西)4.84ｍ、残存壁高21 ～ 40㎝を測る。

床面　全体的にほぼ平坦である。硬化面はあまり認めら

れなかった。

カマド　東壁の中央からやや南寄りに設置される。燃焼

部は床面から壁を掘り込んで構築されており、長さ167

㎝・焚き口部幅40㎝、袖を含めた幅は80㎝である。１～

９層はカマド覆土、４層は焼土になる。10 ～ 12層は掘

り方になる。

貯蔵穴　床面の南東隅から検出された。長径80㎝・短径

65㎝・深さ38㎝の楕円形を呈する。

柱穴　主柱穴になると思われるのは、Ｐ１・Ｐ６・Ｐ９・

Ｐ13の４基である。Ｐ１は長径58㎝・短径53㎝・深さ14

㎝、Ｐ６は長径58㎝・短径38㎝・深さ12㎝、Ｐ９は長径

46㎝・短径38㎝・深さ21㎝、Ｐ13は長径64㎝・短径50㎝・

深さ48㎝である。Ｐ１－Ｐ６間の距離は2.9ｍ、Ｐ６－

Ｐ９間の距離2.8ｍ、Ｐ９－Ｐ13間の距離2.6ｍ、Ｐ13－

Ｐ１間の距離は2.7ｍである。

　その他のピットの規模は次のようである。ただし、Ｐ

11・Ｐ７・Ｐ10・Ｐ４のあり方から立て替えの可能性も

否定できない。Ｐ２は長径25㎝・短径24㎝・深さ14㎝、

Ｐ３は長径36㎝・短径30㎝・深さ25㎝、Ｐ４は長径58㎝・

短径42㎝・深さ16㎝、Ｐ５は長径52㎝・短径35㎝・深さ

20㎝、Ｐ７は長径38㎝・短径32㎝・深さ13㎝、Ｐ８は長

径55㎝・短径50㎝・深さ26㎝、Ｐ10は長径38㎝・短径35㎝・

深さ15㎝、Ｐ11は長径33㎝・短径28㎝・深さ10㎝、Ｐ12

は長径33㎝・短径27㎝・深さ21㎝、Ｐ14は長径54㎝・短

径38㎝・深さ22㎝である。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～６層が住居覆土、

７層は貼床になるものと思われる。８～ 11・13・14層

は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げているが、主柱穴に囲まれた

範囲がやや深い。深さ12 ～ 25㎝である。

遺物　覆土中や床面直上から土師器の杯、高杯、甕、須

恵器の甕、臼玉が出土している。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

101号住居(第124・278図、ＰＬ.57・277)

位置　97A・B－3・4グリッド、152・153号住居と重複し、

壊している。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－73°－Ｅ

規模　面11.62積㎡、長辺(南北)3.6ｍ、短辺(東西)3.36

ｍ、残存壁高12 ～ 27㎝を測る。

床面　全体的にほぼ平坦である。硬化面は認められな

かった。

カマド　東壁の中央からやや北寄りに設置される。燃焼

部は壁を掘り込んで構築されており、長さ90㎝・焚き口

部幅45cmである。１～５層はカマド覆土、６層は灰にな

る。７～９層は掘り方になる。８層は焼土を多量に含ん

でいる。カマド前面から奥にかけて土器が出土している。

貯蔵穴　２箇所検出された。貯蔵穴１は床面の南東隅か

ら検出された。長径65㎝・短径60㎝・深さ43㎝の楕円形

を呈する。覆土は３層に分かれた。貯蔵穴２は床面の北

東隅から検出された。長径85㎝・短径68㎝・深さ22㎝の

楕円形を呈する。覆土は２層に分かれた。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～６層が住居覆土、

７層は貼床に、９層の焼土はカマドに伴うもの、８・10

～ 12層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げている。深さ10 ～ 20㎝であ

る。土坑１基が検出された。長径124㎝・短径113㎝・深

さ26㎝の楕円形を呈する。覆土は３層に分かれた。土器

片が出土している。

遺物　カマド内と貯蔵穴周辺、覆土中から須恵器の椀、

土師器の甕が出土している。この他、縄文土器片(加曽

利Ｅ式)１点が出土。

時期　出土遺物から10世紀第１四半期に比定される。
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102号住居
ピット1
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロッ

ク、黄白色粘質土ブロックを多量に含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロッ

ク、黄白色粘質土ブロックを含む。
４　暗褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。黄白色粘質

土ブロックを少量含む。

102号住居　
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックをやや多く含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を

少量含む。
４　黄褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム主体の層。
５　黄褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、ロー

ム粒子を多量に含む。
６　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を少量含む。
７　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロックを多量に含む。貼床。
８　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土

ブロック。暗い色調。
９　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、灰を含む。
10　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム、黄白色粘質土を含む。
11　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム、黄白色粘質土を多量に

含む。

114号住居掘り方
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土ブロックを含む。

ピット2
１　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロッ

ク、黄白色粘質土ブロックを多量に含む。
２　黒褐色土　やや硬くしまり粘性非常にあり。黄白色

粘質土ブロックを含む。

102号住居カマド
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を少量含む。
２　褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土粒子を多量に、灰を含む。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、焼土粒

子を少量含む。
４　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロックを含む。
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カマド
１　暗褐色土　やや硬くしまる。焼土粒子、白色軽石を含む。
２　赤褐色土　やや硬くしまる。焼土ブロックを多量に含む。
３　褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。焼土ブロック、炭化物粒子を含む。
４　赤褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土ブロック、炭化物を含む。
５　灰褐色土　軟らかくてしまり良い。灰を多量に、焼土粒子を少量含む。

１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を
多量に含む。

２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白
色軽石を含む。

３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム
粒子、焼土粒子を含む。

４　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を多量に
含む。

５　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームと暗褐色
土の混土。貼床。

６　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を少
量含む。
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102号住居(第125・278図、ＰＬ.58・67・68・277)

位置　96T・97A－3・4グリッド、114号住居、144号土坑

と重複している。114号住居を壊している。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－130°－Ｗ

規模　面積㎡、長辺(北東～南西)3.75ｍ、短辺(北西～

南東)3.29ｍ、残存壁高15 ～ 22㎝を測る。

床面　やや凸凹がある。硬化面はあまり認められなかっ

た。

カマド　西壁のほぼ中央に設置される。燃焼部は床面か

ら壁を掘り込んで構築されている。長さ80㎝、焚き口部

幅30cm、袖を含めた幅は100㎝である。1～ 4層はカマド

覆土である。

貯蔵穴　検出できなかった。床面に明瞭な貯蔵穴を確認

することはできなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～６層は住居覆土、

７層は貼床、８～ 11層は掘り方充填土になる。

掘り方　床面の南西部が全体的に掘り下げられている。

掘り方の深さは4～ 15㎝を測る。ピット2基を検出した。

Ｐ１は長径40㎝・短径36㎝・深さ50㎝、覆土は４層に分

かれた。Ｐ２は長径54㎝・短径37㎝・深さ38㎝、覆土は

２層に分かれた。

遺物　覆土中と掘り方調査時に土器が出土している。

(１)の土師器杯はカマドに近接して出土している。この

他、縄文土器片(加曽利Ｅ式)１点が出土。

時期　出土遺物から８世紀前半代に比定される。

114号住居(第125・283図、ＰＬ.67・68・279)

位置　96T－3、97A－3・4グリッド、102号住居と重複し、

壊されている。

形状　方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ―100°―Ｗ

規模　面積㎡、長辺(東西)3.4ｍ、短辺(南北)3.3ｍ、

残存壁高は西壁で約10㎝を測り、東壁は確認できなかっ

た。

床面　ほぼ平坦であまり硬化していない。

カマド　検出できなかった。西壁を除いた壁にはカマド

の痕跡は確認できなかったことから、西壁に設置されて

いたと思われる。102号住居によって壊されてしまった

のであろう。

貯蔵穴　検出できなかった。床面に明瞭な貯蔵穴を確認

することはできなかった。

柱穴　明瞭な柱穴を確認することはできなかった。

第127図　１区103号住居(２)

掘り方

第 2節　1区の遺構と遺物

143

ピット１
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　非常に軟らかく粘性あり。ローム粒子を少量含む。
３　暗褐色土　非常に軟らかく粘性あり。ローム粒子をやや多く

含む。
ピット２
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、ローム粒

子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子をやや多く含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。黄白色粘質土ブロッ

クを多量に含む。
４　暗褐色土　非常に軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。
土坑１
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ロー

ム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、炭

化物粒子を少量含む。



周溝　検出できなかった。

埋没土　ほとんど確認することはできなかった。１層は

掘り方充填土になる。

掘り方　床面の北側と南側で掘り込まれている。掘り方

の深さは4～ 10㎝を測る。

遺物　ほとんど遺物は出土していない。

時期　不明。

103号住居(第126・127・279図、ＰＬ.59・278)

位置　97A－1・2グリッド、105号住居と重複している。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－80°－Ｅ

規模　面積10.13㎡、長辺(北東～南西)3.2ｍ、短辺(北

西～南東)2.93ｍ、残存壁高29 ～ 35㎝を測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面はあまり認められなかっ

た。

カマド　東壁の中央から南寄り、南東隅に近接して設置

される。燃焼部は床面から壁を掘り込んで構築されてお

り、長さ78㎝・焚き口部幅60㎝である。１・２層はカマ

ド覆土、３～５層は掘り方になる。

貯蔵穴　掘り方調査時に床面の南東隅から検出された土

坑が貯蔵穴になるものと思われる。長径46㎝・短径41㎝・

深さ８㎝の楕円形を呈する。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～４層が住居覆土、

５層は貼床に、６層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ４～

10㎝である。ピット２基が検出された。Ｐ１は長径34㎝・

短径31㎝・深さ46㎝、覆土は３層に分かれた。Ｐ２は長

径48㎝・短径46㎝・深さ52㎝、覆土は４層に分かれた。

いずれのピットも深い。土坑１基も検出されたが、これ

は直接には住居に伴わないものと思われる。

遺物　土師器の甕がカマド周辺の覆土から、また西壁下

近くからは小皿４個体がまとまって、また砥石も出土し

ている。

時期　出土遺物から11世紀初頭に比定される。

104号住居(第128・129・279図、ＰＬ.60・63・278)

位置　86T・87A－20、96T・97A－1グリッド、103・108

号住居と重複し、壊されている。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－49°－Ｗ

規模　現状での面積24.8㎡、長辺(北東～南西)5.4ｍ、

短辺(北西～南東)5.35ｍ、残存壁高17 ～ 26㎝を測る。

床面　全体的にほぼ平坦である。硬化面はあまり認めら

れなかった。

カマド　北壁のほぼ中央に設置される。燃焼部は壁を掘

り込んで構築されており、長さ60㎝・焚き口部幅70㎝で

ある。１～４層はカマド覆土になる。

貯蔵穴　明瞭な貯蔵穴を検出することはできなかった

が、Ｐ６とした遺構が貯蔵穴になる可能性がある。長径

43cm・短径40cm・深さ13cmを測る。覆土は３層に分かれた。

柱穴　Ｐ１～Ｐ４の４基が主柱穴になる。Ｐ１は長径50

㎝・短径49㎝・深さ53㎝、Ｐ２は長径60㎝・短径54㎝・

深さ55㎝、Ｐ３は長径58㎝・短径44㎝・深さ37㎝、Ｐ４

は長径60㎝・短径56㎝・深さ68㎝である。Ｐ１－Ｐ２間

の距離は3.3ｍ、Ｐ２－Ｐ３間の距離2.95ｍ、Ｐ３－Ｐ

４間の距離3.1ｍ、Ｐ４－Ｐ１間の距離は2.75ｍである。

　その他のピットの規模は次のようである。Ｐ５は長径

28㎝・短径25㎝・深さ27㎝で、主柱穴に囲まれたほぼ中

央に位置している。Ｐ７は長径35㎝・短径23㎝・深さ12

㎝である。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～４層が住居覆土、

５・６層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ３～

23cmを測る。

遺物　住居北西部の覆土中から土器片や礫が多量に、ま

た床直上からも出土している。土錘１点も出土している。

この他、縄文土器片(加曽利Ｅ式３点・時期不明１点)４

点が出土。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

105号住居(第130・280図、ＰＬ.59・61・278)

位置　97A・B－1グリッド、103・111号住居と重複して

いる。111号住居を壊し、103号住居に壊されている。

形状　隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－70°－Ｅ

規模　長辺(南北)3.8ｍ、短辺(東西)2.53ｍ、残存壁

高20㎝を測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面は認められなかった。
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１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、
焼土粒子、白色軽石を含む。

２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、焼
土粒子を含む。

３　茶褐色土　やや硬くしまる。焼土ブロック、ローム
ブロックを含む。

４　赤褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主体の
層。

５　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロッ
ク、黄白色粘質土ブロックを含む。

６　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主体で
暗褐色土を含む。
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土している。また耳皿はカマド内と北壁に近接して出土

している。鎌や刀子も出土している。

時期　出土遺物から10世紀第１四半期に比定される。

106号住居(第131・132・280図、ＰＬ.61・62・278)

位置　86R・S－20、96S－1グリッド、107号住居と重複

している。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である

が、隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－75°－Ｅ

規模　現状での長辺(東西)4.8ｍ、短辺(南北)3.1ｍ、

残存壁高は調査区の南壁で20㎝～ 35㎝を測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。

カマド　東壁に設置される。壁を掘り込んで構築されて

いる。長さ100㎝、焚き口部幅55㎝で３個の礫が出土し

ている。このうち燃焼部の中央にある礫１個が支脚にな

カマド　東壁の中央から南寄り、南東隅に近接して設置

される。燃焼部は壁を掘り込んで構築されており、長さ

64㎝・焚き口部幅60㎝、袖を含めた幅は84cmである。１

～６層はカマド覆土、５層は焼土、７～ 11層は掘り方

になる。

貯蔵穴　掘り方調査時に床面の南東隅から検出された土

坑が貯蔵穴になるものと思われる。長径64㎝・短径44㎝・

深さ24㎝の楕円形を呈する。覆土は２層に分かれた。土

器片が出土している。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～７層が住居覆土、

８～ 12層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ５～ 23cm

を測る。

遺物　覆土や床直上から須恵器の椀、灰釉陶器の皿が出

第129図　１区104号住居(２)
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カマド
１　赤褐色土　硬くしまる。焼土粒子を多量に、ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。焼土粒子、ローム粒子を含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまる。焼土粒子を少量含む。
４　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、ローム粒子を含む。

ピット１
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、ローム粒子、

焼土粒子を含む。
２　暗褐色土　非常に軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を

含む。
４　黄褐色土　非常に軟らかくて粘性あり。
ピット２・３
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、

ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒

子を含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体で暗褐色土を含む。
ピット４
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、

ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、

ローム粒子を少量含む。
４　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体の層。
ピット５
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を少量

含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロックを

含む。
ピット６
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒

子を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、

ローム粒子をやや多く含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。
ピット７
１　暗褐色土　やや硬くしまりサラサラしている。浅間B軽石を含む。
※住居に伴うものではない。
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るものと思われる。1～ 3層はカマド覆土になる。

貯蔵穴　検出できなかった。調査区外に存在しているも

のと思われる。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。④～⑦層は住居覆土

になる。107号住居との関係がはっきりしない部分もあ

る。

掘り方　検出できなかった。

遺物　覆土中から土器片はほとんど出土していない。敲

石とカマドから砥石が出土している。

時期　不明。
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１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化物粒子、白色軽石を少量

含む。
３　黒褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を

少量含む。
４　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を少

量含む。
５　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、ローム粒子を含む。
６　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロック主体の層。
７　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を含む。

８　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。
９　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子を含む。
10　黄褐色土　やや硬くしまり粘性非常にあり。ロームと暗褐色土の混土。
11　暗褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。ローム粒子、炭化物粒子、焼土

粒子を少量含む。
12　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を含む。

カマド
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、炭化

物粒子を少量含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主体で焼土ブロックを

含む。
３　褐色土　やや硬くしまる。焼土ブロック、焼土粒子をやや多く含む。
４　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。焼土粒子を含む。
５　焼土
６　赤褐色土　軟らかい。焼土と炭化物粒子を含む。
７　褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子

を含む。
８　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土ブロックを

含む。
９　灰褐色土　軟らかくて粘性あり。灰を主体にロームブロック、焼土

粒子を含む。
10　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、焼土粒

子を含む。
11　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を少量含む。

貯蔵穴
１　茶褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームを含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。ローム粒

子を含む。
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107号住居内貯蔵穴 
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。

ローム粒子を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白

色粘質土ブロックと暗褐色
土の混土。焼土ブロックを
少量含む。

３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性非常に
あり。黄白色粘質土ブロッ
クを含む。

107号住居(SPA―A′)
４　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を含む。
８　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。黄白色粘質土ブロックを少量含む。
９　黄白色土　やや硬くしまり粘性あり。暗褐色土を含む。
10　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体。
11　黒色土　軟らかくて粘性あり。灰、炭化物からなる。
12　黄褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。ロームを主体に暗褐色土を少量含む。

106号住居
①　表土
②　暗褐色土　硬くしまる。浅間B軽石を多量に白色軽石を含む。
③　暗褐色土　硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
④　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム

粒子を含む。
⑤　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームを主体に、暗褐色土、

炭化物を含む。
⑥　灰褐色土　軟らかくて粘性あり。灰、炭化物を多量に含む。
⑦　ローム
⑧　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子を含む。

107号住居(SPB―B′)
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子を含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主体で暗褐色土を含む。
４　暗褐色土　やや硬くしまり粘性非常にあり。黄白色粘質土ブロック、

焼土粒子を含む。
５　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。
６　黄白色土　軟らかくて粘性あり。
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107号住居(第131・132・280図、ＰＬ.62・278)

位置　86R・S－20、96S－1グリッド、106号住居と重複

している。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である

が、方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－39°－Ｅ

規模　現状での面積11.53㎡、現状での長辺(北東～南西)

2.85 ～ 3.65ｍ、短辺(北西～南東)3.5ｍ、残存壁高は

23 ～ 24㎝を測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面はあまり認められなかっ

た。

カマド　北壁の中央やや南寄りに設置される。燃焼部は

床面から壁を掘り込んで構築され、長さ90㎝、焚き口部

の幅40㎝である。1～ 2層はカマド覆土、3～ 7層は掘り

方である。2層に焼土ブロックが多量に含まれていた。

カマド前面に長さ110㎝・幅103㎝にわたり灰が分布して

いる。

貯蔵穴　床面の北東隅から検出された。長径80㎝・短径

73㎝・深さ32㎝のほぼ円形を呈する。覆土は3層に分か

れた。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。セクションA－A’

４・８～ 10層は住居覆土、11層は貼床、12層は掘り方

充填土である。セクションB－B’では１～４層が住居

覆土、５・６層が掘り方充填土になる。

掘り方　カマドの前面と住居中央部、東壁下でやや掘り

下げている。掘り方の深さは5～ 13㎝を測る。

遺物　覆土中から土師器の杯が出土している。

時期　出土遺物から７世紀前半に比定される。

108号住居(第133・134・280図、ＰＬ.63・64)

位置　87A－20、97A－1グリッド、104・109・110号住居

と重複している。いずれの住居も壊している。

形状　隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－71°－Ｅ

規模　面積は10.52㎡、長辺(北西～南東)3.45ｍ、短辺

(北東～南西)2.92ｍ、残存壁高は27cmを測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面は認められなかった。　

カマド　床面の南東隅に設置される。燃焼部は壁を掘り

第132図　１区106・107号住居(２)

107号住居カマド106号住居カマド
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107号住居カマド
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　赤褐色土　やや硬くしまる。焼土ブロックを多量にローム粒子を含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム、焼土を多量に含む。
４　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム、焼土ブロック、灰を含む。
５　褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土粒子、ローム粒子を含む。
６　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを多量に炭化

物粒子を含む。
７　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土粒子を含む。

106号住居カマド
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子、白色軽

石を含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土ブロック、白

色軽石を含む。
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込んで構築されている。長さ136cm・焚き口部の幅60cm

を測る。１～３層はカマド覆土になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土である。１～３層は住居覆土、４～

７層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ３～

21cmを測る。土坑が１基検出された。長径116㎝・短径

95㎝・深さ23㎝を測る。覆土は２層に分かれた。

遺物　カマド内から土師器の杯と甕、覆土中から須恵器

の杯が出土している。前者は８世紀前半、後者は９世紀

後半の遺物である。

時期　出土遺物から８世紀前半代に比定される。

109号住居(第133・134図、ＰＬ.64)

位置　87A－20、97A－1グリッド、108・110・111号住居

と重複し、壊されている。ただし110号住居との関係は

不明である。

形状　全容は不明であるが、隅丸方形を呈するものと思

われる。　主軸方位　不明。

規模　現状での長辺(南北)2.5ｍ、短辺(東西)2.3ｍ、

残存壁高は８cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。　第133図　１区108・109号住居(１)

第４章　発掘調査の記録

150

108号住居　
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化物、白色軽

石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、ローム粒子

をやや多く含む。白色軽石を含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、炭化物

粒子を含む。
109号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、炭化物

を含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主体の層。

108号住居カマド
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、焼土粒子、白色軽石

を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。焼土ブロックをやや多く、ロームブロッ

ク、白色軽石を含む。
３　褐色土　やや硬くしまる。焼土をやや多く含む。灰を含む。
４　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームをやや多く含む。
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カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　床面の南西隅から検出された土坑が貯蔵穴にな

るものと思われる。長径58㎝・短径55㎝・深さ23㎝を測る。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土である。１～３層は住居覆土になる。

掘り方　検出できなかった。

遺物　覆土中から遺物の出土はほとんどなかった。

時期　不明。

110号住居(第135 ～ 137・280図、ＰＬ.49)

位置　87A・B－20グリッド、88・108・109・111号住居

と重複している。88号住居を壊し、108・111号住居に壊

されている。

形状　隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－27°－Ｅ

規模　現状での面積は11.68㎡、長辺(北西～南東)4.6ｍ、

短辺(北東～南西)4.35ｍ、残存壁高はほとんど認めら

れなかった。

床面　やや凹凸がある。硬化面は認められなかった。　

炉　検出できなかった。

貯蔵穴　明瞭な貯蔵穴を検出することはできなかった

が、床面の南東隅から検出されたＰ３が貯蔵穴になる可

能性がある。長径32㎝・短径31㎝・深さ32㎝を測る。

柱穴　主柱穴３基が検出された。Ｐ１は長径64㎝・短径

47㎝・深さ33㎝、Ｐ２は長径36㎝・短径34㎝・深さ44㎝、

Ｐ４は長径59㎝・短径41㎝・深さ45㎝を測る。Ｐ１－Ｐ

２間の距離2.5ｍ、Ｐ２－Ｐ４間の距離2.1ｍである。Ｐ

３は長径34㎝・短径31㎝・深さ32㎝、Ｐ５は長径37㎝・

短径33㎝、Ｐ６は長径102㎝・短径57㎝・深さ６㎝、Ｐ

７は長径49㎝・短径40㎝・深さ48㎝である。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土であると思われる。１層は住居覆土、

２～６層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ10 ～ 18cm

を測る。主柱穴に囲まれた範囲が全体的に掘り残されて

いる。

遺物　Ｐ３内からＳ字状口縁台付甕の台部が出土してい

る。この他、縄文土器片(加曽利Ｅ式)３点が出土。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

第134図　１区108・109号住居(２)

掘り方

109号住居
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108号住居
４　暗褐色土　硬くしまる。ロームと暗褐色土の混土。
５　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブ

ロックと暗褐色土の混土。
６　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブ

ロックを含む。
７　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。暗褐色土を含む。

108号住居
１土坑
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、ロー

ム粒子をやや多く含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。

109号住居
１土坑
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、炭化物

を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。炭化物を多量に、焼土粒子を含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子をやや多く含む。



Ａ

Ａ′

Ｂ

Ｂ
′

Ｃ Ｃ′

Ｄ

Ｄ
′

Ｘ

Ｘ
′

Ｒ
Ｒ′

Ｖ
Ｖ
′

Ｗ

Ｗ
′

Ｓ
Ｓ
′

Ｕ
Ｕ′

Ｔ Ｔ′

Ｈ
Ｈ
′

Ｆ

Ｆ
′

Ｇ
Ｇ′

Ｅ
Ｅ′

Ｎ
Ｎ
′

Ｏ

Ｏ′

Ｐ
Ｐ′ Ｑ Ｑ′

134P

151P

169P

168P
P1 P4

P2

P1

P2

P3

P3

P4

P8

P5

貯蔵穴
P5

P6

P9

P10

P11

P7
110住

108住

109住
105住

88住

111住

97B-1

97C-1

17

23

16 11

2
7

6

12

1518

28

26

30
14

1

22

2524
31

27
19

21

10

20
4･8

3

29

Ａ Ａ′L=73.00m

109住

111住P151

1 33
4

6

10

10

55 5

9
9

2

S
S
S

S

2

12
12 1111

13

1414

Ｂ Ｂ′L=73.00m 110住111住

105住

1

3
3 46

10

10
10

55
7

99

8

22

S

1111 1111 11
11

Ｃ Ｃ′L=73.00m

S

Ｄ
Ｄ
′

L=73.00m

０ ２ｍ１: 60

第135図　１区110・111号住居(１)
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110号住居
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロック、焼土粒子、白色軽石を

含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、ローム粒子

を含む。
４　茶褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームを多量に含む。
５　茶褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。焼土粒子を少量含む。
６　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を少量含む。
111号住居
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、黒色土、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、ローム粒子、焼土粒子、炭化

物粒子、白色軽石を含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子を含む。
４　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、炭化

物粒子を少量含む。

５　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を多量に、
炭化物粒子を含む。

６　褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を多
量に含む。

７　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、焼土粒子、炭
化物粒子、白色軽石を含む。

８　暗褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。ローム粒子、焼土粒子を含む。
９　暗褐色土  やや硬くしまる。ロームブロック、黄白色粘質土ブロック

と暗褐色土の混土。炭化物を含む。
10　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土

ブロックを多量に含み、炭化物を含む。
11　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体の層。
12　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロック、炭化物

を含む。
13　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
14　黒褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロックを少量含む。
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111号住居カマド
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土ブロックを含む。
３　黒褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を含む。
４　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロック、焼土ブロックをやや多く含む。
５　灰　軟らかくてしまり良い。焼土ブロックを含む。
６　焼土
７　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、焼土粒子を含む。
８　茶褐色土　やや硬くしまる。焼土粒子、炭化物を含む。
９　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。黄白色粘質土ブロック、焼土ブロック、炭

化物を含む。
10　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、炭化物を含む。
11　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土を主体に暗褐色土を含む。
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111号住居(第135～137・281～283図、ＰＬ.64・65・278・279)

位置　87B－20、97A ～ C－1グリッド、105・109・110号

住居と重複している。109・110号住居を壊し、105号住

居によって壊されている。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－47°－Ｅ

規模　面積27.7㎡、現状での長辺(北西～南東)5.6ｍ、

短辺(北東～南西)5.2ｍ、残存壁高18 ～ 49㎝を測る。

床面　全体的にほぼ平坦である。硬化面はあまり認めら

れなかった。

カマド　東壁の中央からやや北寄りに設置される。燃焼

部は壁を掘り込んで構築されており、長さ76㎝・焚き口

部幅70㎝、袖を含めた幅は90㎝である。袖に土師器の甕

が伏せられた状態で出土している。１～８層はカマド覆

土、５層は灰、６層は焼土になる。９～ 11層は掘り方

になる。

第137図　１区110・111号住居(３)

110号住居

111号住居
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110号住居
２ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。黄白色粘質土ブロックを

含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を多量に含む。
３ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を多量に含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。黄白色粘質土粒子を少量

含む。
７ピット
１　茶褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子

を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。黄白色粘質土ブロックを含む。
４　暗褐色土　非常に軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
５　黒褐色土　非常に軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土粒子を含む。
１ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。黄白色粒、焼土ブロック、

ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロック、ローム粒

子を含む。
３　黄白色粘質土　やや硬くしまり粘性あり。暗褐色土を含む。

111号住居
１ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、ローム粒

子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロックを含む。
３ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土粒子を含む。
２　黄白色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土と暗褐色土の混土。
３　暗褐色土　軟らかく粘性非常にあり。黄白色粘質土ブロックを多量に含む。
４　黄白色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土を主体に暗褐色土を少

量含む。
４ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを多量に含む。

明るい色調。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性非常にあり。ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、黄白色粘質土粒子を含む。
５ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、黄白色粘質土ブロック

を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性非常にあり。黄白色粘質土粒子を少量含む。

暗い色調。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを多量に含む。

明るい色調。
６ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロック、炭化物粒子

を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性非常にあり。黄白色粘質土ブロックを多量

に含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。黄白色粘質土ブロックを少量含む。

４　暗褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。黄白色粘質土ブロックをやや
多く含む。

７ピット
１　暗褐色土　軟らかい。灰を多量に、焼土、炭化物を含む。
２　黄褐色土　軟らかい。ローム主体の層。
８ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。ローム粒子を含む。
９ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、炭化

物粒子を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロックを多量に含む。
10ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、炭化

物粒子を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロックを多量に含む。
11ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。黄白色粘質土ブロック

を少量含む。
貯蔵穴
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム子を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロック、ローム

粒子、炭化物粒子、焼土粒子を含む。
１土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを多量に

含む。
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112号住居(SPB-B′)
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を

含む。
３　黒褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、黄白

色粘質土ブロックを含む。
４　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を少量含む。
５　暗褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。ロームブロック、ローム粒子、

焼土粒子を含む。
６　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土と暗褐色土の混土。
７　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土

ブロックを多量に含み、焼土粒子、炭化物粒子を含む。
８　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを多量に、焼土

粒子、白色軽石を含む。
９　暗褐色土  やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土ブロック、白

色軽石を含む。

192号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。

ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子、白
色軽石を含む。

２　茶褐色土　軟らかくしまり良い。粘性有
り。ロームブロック、炭化物粒子を含む。

192号住居ピット１
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。

ロームブロック、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム

粒子を含む。(暗い色調)

112号住居(SPA-A′)
１　表土　浅間B軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬い。ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、ローム粒子、

焼土ブロックを含む。
４　灰褐色土　やや硬くしまり粘性あり。青灰色粘土ブロックを多量に含む。
５　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。炭化物を多量に含む。

112号住居カマド
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土ブロックを少

量含む。
３　赤褐色土　やや硬くしまる。焼土を主体に暗褐色土を含む。
４　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、焼土粒子、白

色軽石を含む。
５　暗褐色土　硬くしまる。焼土ブロック、ロームブロックを含む。
６　黄褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム主体の層。
７　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を少量含

む。
８　褐色土　やや硬い。ロームブロック、焼土ブロック、黄白色粘質土ブ

ロックを含む。
９　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームを多量に、暗褐色土、炭

化物粒子を含む。

６　黄褐色土  やや硬くしまり粘性あり。ロームと、黄白色粘質土ブロックと、
暗褐色土の混土。貼床。

７　暗褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。ロームブロックを多量に含む。
８　暗褐色土　やや硬くしまり粘性非常にあり。黄白色粘質土ブロックを含む。
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貯蔵穴　床面の南東隅から検出された。長径85㎝・短径

66㎝・深さ20㎝の楕円形を呈する。覆土は２層に分かれ

た。

柱穴　Ｐ３～Ｐ６の４基が主柱穴になる。Ｐ３は長径75

㎝・短径66㎝・深さ43㎝、Ｐ４は長径46㎝・短径43㎝・

深さ54㎝、Ｐ５は長径44㎝・短径41㎝・深さ44㎝、Ｐ６

は長径58㎝・短径51㎝・深さ45㎝である。Ｐ３－Ｐ４間

の距離は2.5ｍ、Ｐ４－Ｐ５間の距離2.35ｍ、Ｐ５－Ｐ

６間の距離2.65ｍ、Ｐ６－Ｐ３間の距離は2.5ｍである。

　その他のピットの規模は次のようである。Ｐ１は長径

47㎝・短径34㎝・深さ20㎝、Ｐ２は長径25㎝・短径16㎝・

深さ10㎝、Ｐ７は長径36㎝・短径34㎝・深さ８㎝、Ｐ８

は長径24㎝・短径17㎝・深さ16㎝、Ｐ９は長径34㎝・短

径28㎝・深さ20㎝、Ｐ10は長径32㎝・短径29㎝・深さ20

㎝、Ｐ11は長径34㎝・短径25㎝・深さ25㎝である。

周溝　東壁から北壁、南壁下から部分的に検出された。

幅13 ～ 22cm、深さ２～ 11cmを測る。

埋没土　自然埋没土と考えられる。２～８層が住居覆土、

９～ 12層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが、床面の中央部

と南壁から西壁下がやや深い。深さ12 ～ 25㎝である。

土坑１基が検出された。長径51cm・短径43cm・深さ４cm

の楕円形を呈する。覆土は１層である。

遺物　覆土中と床直上から土器や礫が出土している。カ

マド内からは(17）の土師器の台付甕が支脚として逆位で

出土、袖として(23 ～ 25）の甕が使用されている。紡錘

車１点がカマドに近接して、貯蔵穴周辺からは土師器の

杯や甕が出土している。

時期　出土遺物から７世紀第３四半期に比定される。

112号住居(第138・139・280図、ＰＬ.66・67・108・117・279)

位置　96S－1・2グリッド、115・192号住、83号土坑と

重複している。192号住居を壊し、115号住居と83号土坑

によって壊されている。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である

が、隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－38°－Ｅ

規模　現状での面積12.83㎡、現状での長辺(北西～南東)

4.92ｍ、短辺(北東～南西)3.25ｍ、残存壁高20 ～ 25㎝

を測る。

床面　貼床でほぼ平坦である。貯蔵穴の南床面で粘土の

分布が認められた。

カマド　北壁のほぼ中央に設置される。燃焼部は床面を

掘り込んで構築されており、長さ175㎝・焚き口部幅80

㎝、袖を含めた幅は110㎝である。１～５層はカマド覆土、

６～９層は掘り方になる。３層は焼土主体の層である。

貯蔵穴　床面の北東隅から検出された。長径71㎝・短径

62㎝・深さ52㎝の楕円形を呈する。覆土は4層に分かれた。

第139図　１区112・192号住居(２)

掘り方
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112号住居ピット１
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、焼土

ブロック、灰を含む。
２　黄暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色土粘

　質土を主体に暗褐色土、焼土粒子を含
　む。

112号住居貯蔵穴
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子白色軽石を

含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を

少量含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、

ローム粒子を含む。
４　暗褐色土　やや硬くしまる。黄白色粘質土ブロック、

ロームブロック、炭化物を含む。



113住

115住

115住
カマド

112住

97
T

-3

Ｃ
Ｃ
′

Ａ

Ａ′

1

97
T

-3

Ｂ

Ｂ′

Ａ

Ａ′

112住

113住

115住

P1

Ｂ Ｂ′
P1

L=72.90m

1
2

Ｃ
Ｃ
′

Ｃ
Ｃ
′

L=
73
.0
0m

1
2

Ａ Ａ′
L=73.10m 1

3

112住

4 46

S10
5

7
7

9

88

2

11

０ ２ｍ１: 60

０ １ｍ１: 30

柱穴　ピット３基検出された。このうちＰ２とＰ３が柱

穴になるものと思われる。Ｐ２は長径46㎝・短径41㎝・

深さ25㎝、Ｐ３は長径43㎝・短径36㎝・深さ25㎝、Ｐ２

－Ｐ３間の距離は2.3ｍである。Ｐ1は長径54㎝・短径49

㎝・深さ20㎝である。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。セクションA―A’

の３～５層、同じくB－B’の１～５層が住居の覆土、

６層は貼床になる。７～９層は掘り方充填土である。

掘り方　床面の隅と中央部を10 ～ 34㎝ほど掘り下げら

れている。

遺物　覆土中と床直上から遺物が出土。カマド周辺から

土師器の杯と甕が出土している。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

192号住居(第138・139図、ＰＬ.117)

位置　96Ｓ・Ｔ－1グリッド、112号住居、83号土坑と重

複し、壊されている。

形状　全容は不明である。　主軸方位　不明。

規模　現状での長辺(北西～南東)3.53ｍ、短辺(北東～

第140図　１区113・115号住居

115住カマド

掘り方
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115号住居 
１　表土　浅間B軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬い。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒

子、焼土粒子を含む。
４　赤褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土を多量に含む。
５　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土

粒子、炭化物を含む。
６　暗褐色土　やや硬く粘性あり。黄白色粘質土ブロックを

含む。
７　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム、黄白色粘

質土、暗褐色土の混土。貼床。
８　暗褐色土　やや硬くしまり粘性非常にあり。黄白色粘質

土ブロックを含む。
113号住居 
９　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土

粒子を少量含む。
10　暗褐色土  やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、

ローム粒子を含む。
11　黄褐色土　やや硬く粘性あり。ロームを主体に暗褐色土

を含む。

115号住居内ピット１
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。

115号住居カマド
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、

焼土粒子を少量含む。
２　赤褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土を多量に

暗褐色土を含む。
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南西)1.08ｍ、残存壁高をほとんど確認できなかった。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面はあまり認めら

れなかった。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　ピット１基検出した。Ｐ１は長径26㎝・短径24㎝・

深さ20㎝を測る。柱穴にはならない。

周溝　検出できなかった。

埋没土　確認できなかった。

掘り方　ほとんど検出できなかった。

遺物　遺物の出土はほとんどなかった。

時期　不明。

113号住居(第140図、ＰＬ.67)

位置　96S－2・3グリッド、115号住居と重複し、壊され

ている。

形状　調査区外に延びていることと重複しているために

全容は不明であるが、方形を呈するものと思われる。　

主軸方位　不明。

規模　現状での長辺(北東～南西)1.83ｍ、短辺(北西～

南東)1.53ｍ、残存壁高は調査区南壁で32cmを測る。

床面　やや凹凸が認められる。硬化面は認められない。

カマド　検出できなかった。115号住居によって壊され

てしまったものと思われる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。９・10層は住居の覆

土、11層は掘り方充填土である。

掘り方　全面掘り下げられ凹凸がある。深さ５～ 15cm

を測る。

遺物　覆土中から少量の土器片が出土している。この他、

時期不明の縄文土器片１点が出土。

時期　不明。

115号住居(第140・283図、ＰＬ.67・279)

位置　96S－2グリッド、112・113号住居と重複し、壊し

ている。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である

が、方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－48°－Ｗ

規模　現状での長辺(北西～南東)3.3ｍ、短辺(北東～

南西)1.1ｍ、残存壁高38cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。　

カマド　112号住居覆土中に構築されている。当初176号

住居として調査を進めたが、115号住居カマドと判明。

第141図　１区116号住居

掘り方
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１　耕作土
２　暗褐色土　FA(FP ？)含む。小礫含む。
３　暗褐色土　ローム粒子を含む。
４　暗褐色土　ローム粒子を含む。焼土粒子、炭化物粒子を微量含む。
５　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。地山の流れ込み。

６　暗褐色土　ロームブロックを含む。軽石を少量含む。
７　黒褐色土　ロームブロック、ローム粒子、小礫を含む。
８　黒褐色土　軽石を含む。ロームブロックを多く含む。
９　暗褐色土　軽石を含む。ロームブロックを多く含む。



P1

P2
P4

P3 Ｂ
Ｂ
′

Ｃ
Ｃ
′

Ａ

Ａ′

97I-9

1

4

3

2

5

P2

P5

P4
P3Ａ

Ａ′

Ｄ
Ｄ
′

97I-9

SS

Ａ Ａ′
L=73.50m 1

3

4 446 55
7

79
9

9 9

8

2

Ｂ Ｂ′L=73.10m
P1 P2

Ｃ Ｃ′L=73.10m

P5
Ｄ Ｄ′L=73.20m

０ ２ｍ１: 60

176号住居は欠番となった。現状での長さ76cm、幅39cm

を測る。覆土は２層に分かれ、第２層は焼土主体の層で

ある。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　長径26cm・短径20cm・深さ25cmのピット１基が検

出されているが、柱穴になるかは不明である。

埋没土　自然埋没土と考えられる。３～５層は住居覆土、

６層はピット覆土、７層は貼床、８層は掘り方充填土に

なる。

掘り方　全面掘り下げられて凹凸が認められる。深さ５

～ 25cmを測る。

遺物　覆土中から少量の土器片が出土している。

時期　出土遺物から８世紀前半代に比定される。

116号住居(第141図、ＰＬ.69)

位置　97Ｈ－7・8グリッド、147号住居と接している。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である

が、方形を呈するものと思われる。　主軸方位　不明。

規模　現状での面積3.95㎡、現状で長辺(東西)４ｍ、短

辺(南北)1.45m、残存壁高10㎝を測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。

カマド　検出できなかったが、貯蔵穴の位置から考える

と東カマドであった可能性が考えられる。

貯蔵穴　掘り方調査時に床面南東隅から検出された。長

径90㎝、現状での短径66㎝、深さ40㎝を測る。

柱穴　掘り方調査時に4基のピットを検出した。Ｐ１は

長径21㎝・短径20㎝・深さ28㎝、Ｐ２は長径48㎝・短径

35㎝・深さ20㎝、Ｐ３は長径54㎝・短径32㎝・深さ35㎝、

Ｐ４は長径33㎝・短径29㎝・深さ30㎝である。柱穴にな

るかどうかは不明である。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。４・５層は住居覆土、

６～９層は掘り方充填土である。

掘り方　ほぼ全面的に掘り下げられている。深さ５～

第142図　１区117号住居

掘り方
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１　耕作土
２　暗褐色土　FA(FP ？)含む。小礫含む。
３　暗褐色土　ローム粒子、焼土ブロックを含む。
４　暗褐色土　２層に近いが、FA(FP ？)を含ま

ない。
５　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。地山の流

れ込み。
６　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子を含む。炭

化物粒子を微量含む。
７　黒褐色土　ロームブロックを多く含む。
８　黒褐色土　７層に近いが、ロームブロックが

より少ない。
９　暗褐色土　ロームブロックが多い。



23㎝を測る。

遺物　覆土中から少量の土器片が出土している。

時期　不明。

117号住居(第142・283図、ＰＬ.69・279)

位置　97H・I－8・9 グリッド、125号住居の東約80cmの

所に位置している。

形状　調査区外に延びているために不明であるが、隅丸

方形を呈するものと思われる。　主軸方位　不明。

規模　現状での面積10.73㎡、長辺(北西から南東)5.76

ｍ、短辺(北東から南西)2.38ｍ、残存壁高10 ～ 14cmを

測る。

床面　やや凹凸が認められる。硬化面は認められなかっ

た。床面に焼土の分布が認められた。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　床面からピット４基が検出された。このうちのＰ

２とＰ４が柱穴に該当するものと思われる。Ｐ２は長

径35cm・短径27cm・深さ45cm、Ｐ４は長径35cm・短径

25cm・深さ27cmを測る。Ｐ２－Ｐ４間の距離は3.4ｍを

測る。Ｐ１は長径30cm・短径27cm・深さ16cm、Ｐ３は長

径25cm・短径20cm・深さ33cmである。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。３～６層は住居覆土、

７～９層は掘り方充填土である。

掘り方　全面的に掘り下げられて凹凸があり、Ｐ２とＰ

４間が深く掘り込まれている。掘り方の深さは10cm ～

36cmを測る。また南壁下からピット１基が検出された。

Ｐ５は長径45cm・短径43cm・深さ40cmである。

遺物　Ｐ３付近、焼土の分布とともに土師器の杯と甕が

ややまとまって出土している。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

118号住居(第143～145・284・285図、ＰＬ.67・70・108・280)

位置　96T－2、97A－1・2グリッド、103・174号住居と

重複している。174号住居を壊し、103号住居によって壊

されている。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－28°－Ｅ

規模　面積19.63㎡、長辺(北西～南東)4.73ｍ、短辺(北

東～南西)4.36ｍ、残存壁高33㎝を測る。

床面　やや凹凸がある。

カマド　東壁のほぼ中央に設置される。燃焼部は床面を

掘り込んで構築されており、長さ133㎝・幅68㎝である。

袖に土師器の甕が伏せた状態で使用されている。１～７

層はカマド覆土、２層は焼土、３層には灰を多量に含ん

でいる。８・９層は掘り方充填土になる。

貯蔵穴　床面の南東隅から検出されたＰ７が貯蔵穴にな

るものと思われる。長径47㎝・短径32㎝・深さ24㎝の楕

円形を呈する。覆土は２層に分かれた。

柱穴　Ｐ２・Ｐ５・Ｐ８・Ｐ６の４基が主柱穴になる。

Ｐ２は長径49㎝・短径45㎝・深さ31㎝、Ｐ５は長径56㎝・

短径44㎝・深さ45㎝、Ｐ８は長径38㎝・短径33㎝・深さ

28㎝、Ｐ６は長径53㎝・短径43㎝・深さ30㎝である。Ｐ

２－Ｐ５間、Ｐ５－Ｐ８間、Ｐ８－Ｐ６間、Ｐ６－Ｐ２

間の距離はいずれも210㎝である。その他のピットの規

模は次のようである。Ｐ１は長径36㎝・短径25㎝・深さ

21㎝、Ｐ３は長径25㎝・短径24㎝・深さ17㎝、Ｐ４は長

径38㎝・短径36㎝・深さ42㎝、Ｐ９は整理作業の過程で

177号住居のピットになることが判明した。Ｐ10は長径

25㎝・短径24㎝・深さ21㎝、Ｐ11は長径50㎝・短径39㎝・

深さ33㎝である。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～６層が住居覆土

になる。

掘り方　全体的に掘り下げは浅い。床面の中央部と西

壁下から土坑が検出された。土坑１は長径175cm・短径

159cm・深さ22cm、土坑２は長径136cm・短径129cm・深

さ26cmの楕円形を呈する。覆土は１層である。

遺物　覆土中や床直上からややまとまって土器が出土し

ている。カマドからは袖や構築材として土師器の甕(14・

16・17)が、住居中央部からも土師器の杯や甕が出土し

ている。この他、縄文土器片(諸磯ｃ式１点・加曽利Ｅ

式５点)６点が出土。

時期　出土遺物から７世紀後半代に比定される。

174号住居(第143 ～ 145・307図、ＰＬ.67)

位置　96T－2・3 、97A－2・3グリッド、114・118・177

号住居と重複している。114・118号住居に壊されている。

形状　隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　不明。
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第143図　１区118・174号住居(１)
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118号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白色粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、ローム粒子、炭化物粒子

を少量含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を含む。
４　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体の層。
５　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、ローム粒子をやや多く含

む。
６　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。
174号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色粒子を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主体で暗褐色土を含む。

２ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。

黄白色粘質土ブロックを多
量に含む。

２　黄白色土　やや硬く粘性あり。黄白色
粘質土を主体に暗褐色土を
含む。

５ピット
１　暗褐色土　硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロック、炭化物粒

子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
３　黄白色土　硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを主体とす

る。
６ピット
１　暗褐色土　硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロック、炭化物粒

子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
３　黄白色土　硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを主体とす

る。
８ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を少量含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質

土ブロックを多量に含む。
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118号住居カマド
１　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、焼土粒子、白色軽

石を含む。
２　焼土　暗褐色土を含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。灰を多量に焼土粒子を含む。
４　黄白色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土を主体とする。
５　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土粒子、焼土粒子、

灰を含む。
６　暗褐色土  やや硬くしまり粘性あり。焼土粒子、白色軽石を少量

含む。
７　褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。焼土粒子、炭化物を含む。
８　褐色土　硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子を多量に含む。
９　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、焼土粒子

を含む。

174号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。暗褐

色土とロームの混土。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロー

ム主体の層。
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118号住居
１ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを多量に

含む。
３ピット
１　暗褐色土　硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子を含む。
４ピット
１　暗褐色土　硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロック、炭化物粒子、

白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
３　黄白色土　硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを主体とする。
４　暗褐色土　硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土粒子を含む。
７ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロック、焼土ブ

ロック、炭化物を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土

ブロック、焼土粒子、白色軽石を含む。

10ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を多量に、焼土粒子

を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。
11ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、炭化物

粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
１土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロック、焼土ブ

ロック、炭化物を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土

ブロック、焼土粒子、白色軽石を含む。

174号住居
１ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を

含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体の層。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を

多量に含む。
２ピット
１　暗褐色土　軟らかくてサラサラしている。ロームブロック、浅間B軽

石を含む。
３ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体で、暗褐色土、炭化物を

含む。

４ピット
１　暗褐色土　軟らかくてサラサラしている。ロームブロック、浅間B軽

石を含む。

５ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体で、暗褐色土、炭化物を

含む。
６ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体で、暗褐色土、炭化物を

含む。
７ピット
１　暗褐色土　軟らかくてサラサラしている。ロームブロック、浅間B軽

石を含む。
８ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を少量含む。

９ピット
１　暗褐色土　やや硬くサラサラしている。ローム粒子、浅間B軽石を含

む。
10ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
11ピット
１　暗褐色土　軟らかくてサラサラしている。ローム粒子、浅間B軽石を

含む。
２　黄褐色土　軟らかい。ロームを含む。
12ピット
１　暗褐色土　軟らかくてサラサラしている。ローム粒子、浅間B軽石を

含む。
２　黄褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を少量含む。

13ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを含む。
14ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白色粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を多量に含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームを多量に含む。
15ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を多量に含む。
16ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロックを多量に含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、炭化

物粒子を含む。
３　黄褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム主体の層。



規模　現状での面積16.65㎡、長辺(北西から南東)約６

ｍ、短辺(北東から南西)約5.5ｍ、残存壁高５cmを測る。

床面　やや凹凸が認められる。

炉　検出できなかった。

貯蔵穴　明瞭な貯蔵穴を検出できなかった。

柱穴　床面からピット16基が検出された。このうちの

Ｐ１とP ８が深くてしっかりとしたピットである。他の

ピットは浅く柱穴になるものか判然としない。Ｐ１は

長径50cm・短径45cm・深さ63cm、Ｐ２は長径48cm・短

径30cm・深さ14cm、Ｐ３は長径38cm・短径37cm・深さ

21cm、Ｐ４は長径25cm・短径22cm・深さ20cm、Ｐ５は

長径58cm・短径52cm・深さ17cm、Ｐ６は長径27cm・短

径24cm・深さ14cm、Ｐ７は長径25cm・短径23cm・深さ

21cm、Ｐ８は長径35cm・短径32cm、Ｐ９は長径27cm・短

径23cm・深さ９cm、Ｐ10は長径42cm・短径37cm・深さ

22cm、Ｐ11は長径23cm・短径20cm・深さ８cm、Ｐ12は

長径28cm・短径20cm・深さ24cm、Ｐ13は長径38cm・短

径37cm・深さ22cm、Ｐ14は長径44cm・短径35cm・深さ

22cm、Ｐ15は長径27cm・短径25cm・深さ32cm、Ｐ16は長

径72cm・短径52cm・深さ36cmである。

周溝　検出できなかった。

埋没土　覆土はほとんど検出できなかった。１・２層は

掘り方充填土である。

掘り方　全面的に掘り下げて凹凸があるが浅い。深さ６

～ 10cmを測る。

遺物　覆土中からはほとんど遺物は出土していない。

時期　明確な時期は不明であるが、４世紀代に比定され

るものと思われる。

119号住居(第146 ～ 148・283図、ＰＬ.71 ～ 73・280)

位置　97H－13、97I－12・13 グリッド、120号住居と重

複し壊し、121・123号住居と接している。120号住居を

壊している。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－55°－Ｅ

規模　面積13.14㎡、長辺(北東～南西)3.86ｍ、短辺(北

西～南東)3.79ｍ、残存壁高は20 ～ 23cmを測る。

床面　やや凹凸が認められる。硬化面は認められなかっ

た。

カマド　東壁の中央から南寄りに設置される。燃焼部は

壁を掘り込んで構築されている。長さ140cm、焚き口部

の幅45cm、袖を含めた幅は85cmである。燃焼部の中央に

ある礫１個が支脚になるものと思われる。カマド前面に

は灰の分布が認められた。１～３・８～ 13層はカマド

覆土、４～７層は袖に、14 ～ 17層は掘り方になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土自然埋没土と考えられるが１・２層はやや不自然

な堆積をしている。３～５層は自然埋没土である。６・

７層は掘り方充填土である。

掘り方　全面的に掘り下げられて凹凸がある。掘り方の

深さは5～ 13cmを測る。

遺物　カマドの周辺から土師器の杯と鉢、床中央部から

土錘が出土している。(５)の壺は覆土中からの出土であ

る。

時期　出土遺物から７世紀後半代に比定される。

120号住居(第146 ～ 148・285図、ＰＬ.71 ～ 73)

位置　97I－13・14、97J－13グリッド、119・121・123

号住居と重複している。123号住居を壊し、119号住居に

壊されている。

形状　重複しているために全容は不明であるが、方形を

呈するものと思われる。　主軸方位　Ｎ－40°－Ｅ

規模　確認できた長辺(北東～南西)4.67ｍ、短辺(北西

～南東)4.5ｍ以上、残存壁高は27cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的面に硬化は認められない。

カマド　東壁の中央からやや南寄りに設置される。燃焼

部は壁を掘り込んで構築されている。長さ82cm、焚き口

部の幅35 ～ 84cmである。カマド前面には炭の分布が認

められた。１～７・９～ 12層はカマド覆土、13層は掘

り方になる。

貯蔵穴　掘り方調査時に検出された。床面の南東隅に位

置しているものと思われる。長径45cm・短径38cm、掘り

方面からの深さ13cmの楕円形を呈する。

柱穴　掘り方調査時にピット７基が検出された。Ｐ１は

長径23cm・短径21cm・深さ40cm、Ｐ２は長径47cm・短

径41cm・深さ47cm、Ｐ３は長径34cm・短径27cm・深さ

41cm、Ｐ４は長径42cm・短径41cm・深さ35cm、Ｐ５は長

径64cm・短径46cm・深さ43cm、Ｐ６は長径58cm・短径

48cm・深さ45cm、Ｐ７は長径40cm・短径33cm・深さ15cm
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119号住居
１　暗褐色土　ロームブロックを含む。
２　暗褐色土　黄褐色軽石、ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　ローム粒子、軽石、焼土粒子を少量含む。
４　暗褐色土　ローム粒子、軽石を含む。焼土粒子を多量

に含む。
５　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を少量含む。
６　黒褐色土　ローム粒子を含む。
７　黒褐色土　ロームブロックを含む。

123号住居
１　暗褐色土　黄褐色軽石を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　ロームブロックを含む。
４　暗褐色土　黄褐色軽石、ローム粒子を含む。
５　暗褐色土　炭化物粒子を含む。
６　褐色土　ロームブロックを含む。
７　黒褐色土　ローム粒子を含む。

120号住居
８　暗褐色土　しまり弱い｡ 小礫、ローム粒子、軽石を含む。
９　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
10　暗褐色土　軽石、炭化物粒子を含む。
11　黒褐色土　ローム粒子を含む。
12　黒褐色土　ロームブロックを多く含む。
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である。貯蔵穴の南にも１基存在したものと思われるが、

検出することはできなかった。119号住居によって壊さ

れたものであろう。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。８～ 14層は住居の

覆土、11・12層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられていて深さ７～ 10cmほ

どであり、凹凸が認められる。

遺物　覆土中や床直上から土師器の高杯や甕が出土して

いる。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

123号住居(第146 ～ 148図、ＰＬ.71・73・74)

位置　97H・I－13・14グリッド、120・121号住居と重複

し、壊されている。

形状　重複しているために全容は不明であるが、方形を

呈するものと思われる。　主軸方位　不明。

規模　現状での長辺(南北)2.52ｍ、短辺(東西)2.15ｍ、

残存壁高は12cmを測る。

床面　平坦である。硬化面は認められなかった。　

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～５層は住居の覆

土、６・７層は掘り方充填土である。

掘り方　全体的に掘り下げられ凹凸がある。深さ７㎝～

20cmである。

遺物　覆土中から少量の土器片が出土している。

時期　明確ではないが、住居の形状や掘り込みの浅さか

ら４世紀代に比定されるものと思われる。

121a・121b号住居(第149・150・286図、ＰＬ.71～74・281)

第147図　１区119・120・123号住居(２)

掘り方
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位置　97H－13・14、97I－13グリッド、122・123号住居

と重複し、壊している。発掘当初121号住居は１軒の住

居として調査が進められたが、整理作業の過程で２軒の

重複が考えられるようになった。住居内側にもう１軒存

在したようである。このために内側の住居を121ａ号住居、

外側の住居を121b号住居として記述する。

形状　121ａ住居－一部不明な部分もあるが掘り方から判

断すると隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－90°－Ｅ

121b住居－121ａ住居によって壊されているものと思われ

る。全容は不明であるが、隅丸方形を呈するものと思わ

れる。主軸方位　Ｎ－90°－Ｅ

規模　121ａ住居－現状での長辺(南北)2.86ｍ、短辺(東

西)2.7ｍ、残存壁高は30cmを測る。121b住居－現状で

の長辺(東西)3.67ｍ、短辺(南北)3.2ｍ、残存壁高は

24cmを測る。

床面　121ａ住居－ほぼ平坦である。

121b住居－やや凹凸が認められる。

カマド　121ａ住居－東壁の中央やや南寄りに設置され

る。燃焼部は床面から壁を掘り込んで構築されているも

のと思われる。現状では袖の存在と燃焼部に焼土が堆積

している。長さ67cm、焚き口部の幅25cm、袖を含めた幅

は80cmである。５～７層はカマド覆土、11層は掘り方に

なる。

第148図　１区119・120・123号住居(３)

119号住居カマド

120号住居カマド
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119号住居カマド
１　暗褐色土　軽粒を微量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子、軽石を含む。
３　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。
４　暗褐色土　ローム粒子を含む。焼土粒子を微量含む。
５　暗褐色土　しまり弱い。
６　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を含む。
７　暗褐色土　焼土粒子を多く、炭化物粒子を含む。
８　暗褐色土　白色粘土を含む。
９　暗褐色土　白色粘土を多く、焼土ブロックを含む。
10　暗褐色土　焼土粒子、灰を含む。
11　暗褐色土　焼土ブロックを含む。
12　暗褐色土　炭化物粒子、焼土粒子、焼土ブロックを含む。
13　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を微量含む。
14　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子を含む。軽石を微量含む。
15　褐色土　しまり弱い。小礫を少量含む。
16　暗褐色　ロームブロックをマダラ状に含む。
17　暗褐色土　ロームブロックをマダラ状に、炭化物粒子を含む。

120号住居カマド
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子を含む。
３　暗褐色土　焼土粒子、炭化物粒子を多く含む。
４　暗褐色土　焼土粒子、炭化物粒子を多く含む。
５　暗褐色土　炭化物粒子を含む。
６　暗褐色土　炭化物粒子を多く含む。
７　暗褐色土　焼土粒子、炭化物粒子を多く含む。
８　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。
９　暗褐色土　灰を含む。
10　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子、灰を含む。
11　暗褐色土　小礫と焼土粒子を微量含む。
12　暗褐色土　焼土粒子を含む。ローム粒子を少量含む。
13　褐色土　粘性強い。



121b住居－東壁の中央北寄りに設置される。燃焼部は壁

を掘り込んで構築されているものと思われる。現状での

長さ110cm、焚き口部の幅30cmである。１～４・８～ 10

層はカマド覆土、12 ～ 14層は掘り方になる。

貯蔵穴　121ａ住居－検出できなかった。

121b住居－検出できなかった。

柱穴　121ａ住居－検出できなかった。

121b住居－検出できなかった。

周溝　121ａ住居－検出できなかった。

121b住居－検出できなかった。

埋没土　121ａ住居－自然埋没土と考えられる。１・２層

は住居の覆土、４～６層は掘り方充填土である。

121b住居－自然埋没土と考えられる。１～３層は住居の

覆土、４・５層は掘り方充填土である。

掘り方　121ａ住居－全体的に掘り込まれているが、北壁

周辺がやや深い。掘り方の深さは５～ 27cmを測る。

121b住居－全体的に掘り込まれているが、掘り込みは浅

い。掘り方の深さは６cmを測る。

遺物　121ａ住居－出土量は少ないが、カマド周辺や床直

上から出土している。

121b住居－南壁寄りの覆土中や床直上から出土してい

る。

時期　121ａ住居－出土遺物から７世紀後半代に比定され

る。

121b住居－不明。

122号住居(第149・150・285図、ＰＬ.73・74)

位置　97G・H－13グリッド、121号住居と重複し、壊さ

れている。

形状　重複しているために全容は不明であるが、方形を

呈するものと思われる。　主軸方位　不明。

規模　現状での面積は6.36㎡、現状での長辺(東西)3.13

ｍ、短辺(南北)2ｍ、残存壁高は７cmを測る。

床面　平坦である。硬化面は認められなかった。　

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　確認面から床面まで浅いために全容は不明であ

るが自然埋没土と考えられる。７層は住居の覆土、８～

10層は掘り方充填土である。

掘り方　全体的に掘り下げられ凹凸がある。深さ７㎝

～ 20cmである。ピット３基が検出された。Ｐ１は長

径31cm・短径25cm・深さ13cm、Ｐ２は長径25cm・短径

24cm・深さ21cm、Ｐ３は長径45cm・短径27cm・深さ33cm

を測る。

遺物　遺物はほとんど出土していない。わずかに土師器

の杯が認められる。

時期　４世紀代もしくは７世紀後半代になる可能性もあ

る。

124号住居(第151・285図、ＰＬ.75)

位置　97H－14グリッド、121号住居と重複している。

121号住居に一部壊されている。

形状　隅丸長方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－40°－Ｅ

規模　面積は6.96㎡、長辺(北東から南西)3.07ｍ、短

辺(北西から南東)2.32ｍ、残存壁高は２～５cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。　

カマド・炉　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　確認面から床面まで浅いために全容は不明であ

るが自然埋没土と考えられる。１層は住居の覆土、２・

３層は掘り方充填土である。

掘り方　全体的に掘り下げられ凹凸がある。深さ３㎝～

45cmである。ピット１基が南西隅から検出された。Ｐ１

は長径40cm・短径38cm・深さ43cmを測る。

遺物　覆土中から土師器の杯が出土している。

時期　出土遺物から８世紀第１四半期に比定される。

125号住居(第152・286図、ＰＬ.75 ～ 77・281)

位置　97H・I－10グリッド、126・129号住居と重複して

いる。126号住居に壊されている。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－44°－Ｗ

規模　現状での面積は8.65㎡、長辺(北東から南西)3.19

ｍ、短辺(北西から南東)3.14ｍ、残存壁高は22 ～ 29cm

を測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面はあまり認められなかっ

た。　

カマド・炉　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。
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第149図　１区121ａ・121b・122号住居(１)
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121号住居
１　暗褐色土　白色軽石、小礫を含む。
２　暗褐色土　ロームブロック、ローム粒子

を多く含む。
３　暗褐色土　白色軽石、炭化物粒子を含む。
４　黒褐色土　ローム粒子を含む。
５　褐色土　ロームブロックを含む。
６　黒褐色土　ロームブロックを多く含む。

122号住居
７　暗褐色土　ロームブロック・ローム粒子

を多く含む。
８　褐色土　ロームブロックを含む。
９　黒褐色土　ローム粒子を含む。
10　黒褐色土　ロームブロックを多く含む。

121号住居カマド
１　暗褐色土　焼土粒子多く含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。
３　暗褐色土　２層に焼土粒子を微量含む。
４　暗褐色土　ローム粒子、ロームブロックを含む。
５　暗褐色土　粘性あり。
６　暗褐色土　焼土粒子、ローム粒子を含む。
７　暗褐色土　ロームブロック、焼土ブロック、焼土粒子、炭化物

粒子を多く含む。
８　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
９　暗褐色土　焼土粒子を少量含む。
10　暗褐色土　ロームブロック、炭化物粒子、焼土粒子を微量含む。
11　暗褐色土　焼土ブロック多量に含む。
12　暗褐色土　ローム粒子、軽石を含む。
13　暗褐色土　ロームブロック含む。
14　暗褐色土　12層に近いが、軽石がより少ない。
15　暗褐色土　しまり弱い。ロームブロックを多く含む。
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周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～４層は住居の覆

土、５・６層は掘り方充填土である。

掘り方　全体的に掘り下げられ凹凸がある。深さ７㎝

～ 22cmである。ピット２基が検出された。Ｐ１は長

径35cm・短径31cm・深さ21cm、Ｐ２は長径25cm・短径

21cm・深さ20cmを測る。

遺物　覆土中から土器片の出土は非常に少ない。

時期　出土遺物から７世紀前半代に比定される。

126号住居(第153・154・286図、ＰＬ.77)

位置　97H・I－10グリッド、125・129号住居と重複して

いる。土層を見る限りでは23号溝を壊していることから

125・129号住居よりも新しい。

第151図　１区124号住居

第150図　１区121ａ・121b・122号住居(２)

掘り方

掘り方
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１　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を微量含む。
２　暗褐色土　軽石を含む。ロームブロックを多く含む。
３　褐色土　黄褐色軽石を含む。ロームブロックを多く含む。
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形状　重複が激しいために不明である。しかし土層から

判断すると住居ではなくて土坑になる可能性が高いもの

と思われる。　主軸方位　不明。

規模　不明。

床面　ほぼ平坦である。　

カマド・炉　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。９～ 10層は覆土に

なる。

掘り方　確認できなかった。

遺物　覆土から土師器の杯が出土している。

時期　出土遺物から７世紀前半代に比定される。

129号住居(第153・154・288図、ＰＬ.76・77)

位置　97H・I－10・11グリッド、126・127・130・139号

住居、23号溝と重複している。126・130・139号住居、

23号溝によって壊されている。

形状　方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－31°－Ｗ

規模　現状での面積は26.82㎡、確認できた長辺(北西～

南東)6.22ｍ、短辺(北東～南西)5.2ｍ以上、残存壁高

は30 ～ 38cmを測る。

床面　平坦である。全体的に硬化面は認められない。　

カマド　北壁の中央からやや東寄りに設置されている

が、その主要部分は23号溝によって壊されてしまったも

のと思われる。壁を掘り込んで構築されている。長さ

150cm、幅33cmである。１～６層はカマド覆土になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　ピット８基が検出された。Ｐ１は長径52cm・短

径49cm・深さ18cm、Ｐ２は長径34cm・短径33cm・深さ

20cm、Ｐ３は長径30cm・短径26cm・深さ30cm、Ｐ４は

長径40cm・短径33cm・深さ47cm、Ｐ５は長径47cm・短

径39cm・深さ30cm、Ｐ６は長径81cm・短径68cm・深さ

24cm、Ｐ７は長径50cm・短径40cm・深さ24cm 、Ｐ８は

長径60cm・短径56cm・深さ12cmである。このうちＰ５・

Ｐ６・Ｐ７・Ｐ８の４基が主柱穴になるものと思われる。

Ｐ５－Ｐ７間とＰ８－Ｐ６の距離はいずれも３ｍ、Ｐ５

－Ｐ８間とＰ６－Ｐ７間の距離は同じく2.9ｍを測る。

北側の柱穴２基の規模は南側の２基に比べて大きい。Ｐ

２は出入口の施設になるか。

周溝　全周していたものと思われる。幅５～ 19cm、深

さ５～ 10cmを測る。

埋没土　自然埋没土と考えられる。1 ～３・11層は住居

覆土、４～７層は23号溝覆土、８～ 10層は別遺構(126

号住居)の覆土になる。

第152図　１区125号住居

掘り方
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125号住居
１　暗褐色土　しまり弱い。小礫を少量含む。
２　黒褐色土　しまり弱い。ローム粒子、焼土粒子を少量含む。
３　黒褐色土　しまり弱い。ローム粒子を微量含む。
４　黒褐色土　しまり弱い。小礫を少量含む。
５　暗褐色土　ロームブロックを含む。
６　褐色土　ロームブロックを含む。
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第153図　１区126・129号住居(１)
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129号住居
１　暗褐色土　軽石、焼土粒子、ローム粒子を含む。
２　黒褐色土　軽石を少量含む。
３　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。
４　暗褐色土　１層に近いが混合物が僅かに少ない。
５　黒褐色土　軽石、焼土粒子を含む。ローム粒子を少量含む。
６　暗褐色土　４層に近いが軽石がより少ない。
７　黒褐色土　粘性あり。軽石を少量含む。
８　暗褐色土　ローム粒子、ロームブロックを含む。
９　暗褐色土　８層に近く、炭化物粒子を含む。
10　暗褐色土　８層に近いが、混合物がより少ない。
11　暗褐色土　軽石、小礫を含む。

129号住居カマド
１　暗褐色土　焼土粒子を含む。
２　暗褐色土　軽石を含む。焼土粒子を多く含む。
３　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。
４　暗褐色土　軽石を微量含む。
５　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を微量含む。
６　暗褐色土　しまり弱い。ロームブロックを多く含む。

129号住居
ピット１
１　暗褐色土　ローム粒子を少

量含む。
２　暗褐色土　ロームブロッ

ク、ローム粒子を含む。
３　褐色土　暗褐色土ブロック

を含む。

ピット３
１　暗褐色土　ローム粒子、

小礫を含む。

ピット２
１　暗褐色土　ローム粒子、

焼土粒子を含む。
２　黒褐色土　ロームブロッ

クを含む。

ピット４
１　暗褐色土　しまり強い。

ロームブロック、軽石を
含む。

２　暗褐色土　ローム粒子を
含む。
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掘り方　全体的に掘り下げられているが、住居中央部で

深くなっている。深さ５～ 52cmほどであり、凹凸が認

められる。１～５層は掘り方充填土である。

遺物　住居の南西部の覆土中や床直上から土師器の杯や

甕がややまとまって出土。土錘も出土している。

時期　出土遺物から７世紀前半代に比定される。

127号住居(第155・156・287図、ＰＬ.75 ～ 77・281)

位置　97G・H－10・11グリッド、129・130・131・132号

住居と重複している。129・130・131号住居によって壊

されている。

形状　重複が激しいために全容は不明であるが、方形を

呈するものと思われる。　主軸方位　Ｎ－50°－Ｅ

規模　現状での面積は12.03㎡、確認できた長辺(北東～

南西)4.57ｍ、短辺(北西～南東)4.23ｍ以上、残存壁

高は25cmを測る。

床面　平坦である。全体的に硬化面は認められない。Ｐ

１に近接して赤色の顔料と思われるものが分布してい

た。　

カマド　北壁の中央に２箇所設置されているものと思わ

れる。カマド１は床面から壁を掘り込んで構築されてい

る。長さ128cm、焚き口部の幅50cmである。２～５層は

カマド覆土になる。５層は灰、６・７層は掘り方になる。

カマド前面に灰が堆積し、袖になると思われる甕が逆位

状態で出土している。カマド２は壁を掘り込んで構築さ

れている。長さ100cm、幅40cmである。２～６層はカマ

ド覆土、７・８層は掘り方になる。その依存状況から判

断すると、１に先行するカマドになるものと思われる。

第154図　１区126・129号住居(２)

掘り方
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129号住居掘り方
１　暗褐色土　しまり弱い。焼土粒子、ロー

ム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを含む。
３　暗褐色土　
４　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
５　黒褐色土
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１　褐色土　しまり良い。ロームブロックを多く含む。
２　暗褐色土　ローム粒子、軽石を含む。ロームブロッ

ク、焼土粒子を微量含む。
３　暗褐色土　炭化ブロックを多く含む。

赤色範囲
１　暗赤色土　暗赤色顔料を多く含む。
２　暗褐色土　ロームブロック、炭化物粒子、灰を含む。
３　暗褐色土　ロームブロック、炭を多く含む。
４　暗褐色土　ロームブロック、軽石を含む。
５　暗赤色土　顔料をブロック状に含む。
カマド１
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。焼土ブロックを少

量含む。
２　暗褐色土　焼土粒子、炭化物粒子、灰を含む。
３　暗褐色土　焼土粒子、灰を多く含む。
４　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子、焼土粒子を

含む。
５　灰
６　灰褐色土　軟らかくしまり良い。灰、炭化物を大

量に含む。
７　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質

土ブロックを多量に含む。

カマド2
１　暗褐色土　軽石、焼土粒子を微量含む。
２　暗褐色土　灰、焼土粒子、軽石を含む。
３　暗褐色土　焼土粒子、灰を多く含む。
４　暗褐色土　焼土ブロックを含む。
５　暗褐色土　焼土粒子を多く含む。
６　暗褐色土　焼土粒子、炭化物粒子を多く含む。
７　褐色土　やや硬くしまり粘性あり。焼土ブロック、

黄白色粘質土ブロックを含む。
８　灰
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掘り方

第157図　１区128号住居
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掘り方
１　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土を主体とし、暗褐色

土を含む。貼床。
２　暗褐色土　硬くしまる。ロームブロックを含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を含

む。
４　黄褐色土　やや硬くしまる。黄白色粘質土ブロックを多量に含む。焼土

ブロック、灰を含む。

５　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、炭化
物を少量含む。

６　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土ブロックを多量に、黄白色粘
質土ブロックを含む。

７　灰

１　表土
２　暗褐色土　軽石を含む。ローム粒子を微量含む。
３　暗褐色土　ロームブロックを多く、小礫を含む。一部上面に

硬化面あり。
４　褐色土　ロームブロックを主体に礫を含む。



貯蔵穴　床面の北東隅から掘り方調査時に検出された。

長径62cm・短径50cm、深さ54cmの楕円形を呈する。土器

片が出土している。

柱穴　主柱穴になるピット２基が検出された。Ｐ１は長

径52cm・短径48cm・深さ31cm、Ｐ２は長径66cm・短径

37cm・深さ43cmを測る。残り２基は131号住居によって

壊されてしまったものと思われる。Ｐ１－Ｐ２間の距離

は2.4ｍを測る。

周溝　床面の北東隅を中心に部分的に検出された。本来

はカマド部分を除いて全周していた可能性もある。幅９

～ 15cm、深さ６cmを測る。

埋没土　自然埋没土と考えられる。1～３層は住居覆土、

第図の２～７層は掘り方充填土、１層は貼床になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ６～ 10cm

ほどであり、凹凸が認められる。

遺物　カマド１内から(９)の土師器甑が出土。またカマ

ド１周辺からは土師器の杯や甕が出土している。土錘は

床面の西部分からの出土であった。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

128号住居(第157図、ＰＬ.77)

位置　97H・I－14グリッド、124号住居に接している。

形状　現道路下に延びているために全容は不明である

が、隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　不明。

規模　現状での面積は2.68㎡、確認できた長辺(北西～

南東)2.5ｍ、短辺(北東～南西)2.05ｍ、残存壁高は

20cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　ピット１基が検出された。長径41cm・短径35cm・

深さ35cmを測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。２層は住居覆土、３・

４層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ16 ～ 31cm

ほどであり、凹凸が認められる。

遺物　覆土中から少量の土器片が出土している。

時期　不明。

130号住居(第158～160・288・289図、ＰＬ.75～77・281)

位置　97G・H－11・12グリッド、127・129・132号・139

住居と重複し、壊している。

形状　隅丸長方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－15°－Ｗ

規模　面積は25.82㎡、長辺(南北)5.22ｍ、短辺(東西)

4.58ｍ、残存壁高は42cmを測る。

床面　平坦である。一部に硬化面が認められる。　

カマド　カマドの痕跡も含めて５基検出されている。こ

のうちカマド５は北壁の中央からやや東寄りに設置され

ている。燃焼部は壁を掘り込んで構築されている。長さ

154cm、焚き口部の幅70 ～ 80cmである。１～ 13層はカ

マド覆土、14・15層は掘り方になる。この前面の床面に

は灰や炭化物が分布している。カマド１と２は南寄りに、

またカマド３と４はカマド１と２に対応するように東壁

の南寄りに設置されている。カマド１はＮ－108°－Ｗ。

長さ91cm・幅32cm・深さ22cm、１～５層がカマド覆土で

焼土粒子と炭化物粒子を含んでいる。カマド２はＮ－94°

－Ｗ。長さ57cm・幅45cm・深さ24cm、１～５層がカマド

覆土で焼土粒子と炭化物粒子を含んでいる。両者の配置

間隔は54cm ～ 75cmを測る。カマド３はＮ－77°－Ｅ。長

さ96cm・幅43cm・深さ22cm、１～５層がカマド覆土で

焼土粒子を含んでいる。カマド４はＮ－80°－Ｅ。長さ

84m・幅43cm・深さ26cm、１～４層がカマド覆土で焼土

粒子と炭化物粒子を含んでいる。両者の配置間隔は40cm

～ 55cmを測る。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　床面からピット４基が検出された。Ｐ１は長径

59cm・短径55cm・深さ38cm、Ｐ２は長径62cm・短径

53cm・深さ64cm、Ｐ３は長径63cm・短径53cm・深さ

38cm、Ｐ４は長径47cm・短径44cm・深さ62cmである。主

柱穴になる。Ｐ１－Ｐ２間の距離は2.5ｍ、Ｐ２－Ｐ３

距離1.9ｍ、Ｐ３－Ｐ４間距離2.35ｍ、Ｐ４－Ｐ１間距

離は２ｍを測る。

周溝　東壁下と西壁下で部分的に検出された。全周して

いたものかは判然としない。東壁下では長さ2.8ｍ・幅

８～ 16cm・深さ５～ 10cm、西壁下では長さ1.88ｍ・幅

８～ 17cm・深さ２～６cmであった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。1 ～５層は住居覆土

になる。

掘り方　全体的に掘り下げているが、住居南部で深く
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１　黒褐色土　しまり弱い。軽石を少量含む。下層に灰層が一部みられる。
２　暗褐色土　軽石、炭化粒子を含む。焼土粒子を少量含む。
３　暗褐色土　２層に近いが混合物がより少ない。
４　暗褐色土　３層とほぼ同じ。
５　暗褐色土　粘性強い。ローム粒子、焼土粒子、軽石を含む。

ピット２
１　黄褐色土　やや硬くしまり粘性非常にあり。黄白色粘質土ブロックを含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。暗褐色土ブロックと黄褐色土の混土。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性非常にあり。黄白色粘質土ブロックを含む。
４　暗褐色土　やや硬くしまり粘性非常にあり。黄白色粘質土ブロックを含む。

ピット３
１　黄褐色土　やや硬くしまり粘性非常にあり。黄白色粘質土ブロックを含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。暗褐色土ブロックと黄褐色土の混土。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性非常にあり。黄白色粘質土ブロックを含む。
４　黄白色粘質土

ピット４
１　暗褐色土　焼土粒子を少量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子、炭化物粒子、焼土粒子を含む。

ピット１
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。炭化物粒子、焼土粒子を微量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
３　褐色土　ロームブロックを含む。
４　暗褐色土　ロームブロック、炭化物ブロックを多量に含む。
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カマド２
１　暗褐色土　しまり弱い。焼土粒子を微量含む。
２　暗褐色土　焼土粒子含む。軽石を微量含む。
３　暗褐色土　１層に近いが、炭化物粒子がより多い。
４　暗褐色土　ローム粒子、ロームブロックを多く含む。
５　暗褐色土　焼土粒子、炭化物粒子を含む。
６　暗褐色土　ローム粒子を含む。焼土粒子を少量含む。

カマド３
１　暗褐色土　軽石、小礫を含む。
２　暗褐色土　焼土粒子、軽石を含む。
３　暗褐色土　焼土粒子を少量含む。
４　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を少量含む。
５　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を微量含む。
６　暗褐色土　しまり弱い。
７　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を含む。

カマド４
１　暗褐色土　焼土粒子を含む。
２　暗褐色土　粘土粒子、焼土ブロックを多く含む。
３　暗褐色土　焼土粒子、炭化物粒子を含む。
４　暗褐色土　炭化物粒子を多く含む。
５　暗褐色土　しまり強い。軽石、焼土粒子を含む。
６　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子を含む。
７　暗褐色土　しまり弱い。

カマド５
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軽石を少量、焼土粒子を微量含む。
３　暗褐色土　焼土粒子を含む。灰を微量、炭化物粒子を少量含む。
４　暗褐色土　炭化物ブロックを多く含む。
５　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。
６　暗褐色土　ローム粒子を含む。
７　暗褐色土　しまり強い。ローム粒子、軽石を含む。
８　褐色土　ローム粒子、ロームブロックを多く含む。
９　暗褐色土　ロームブロックを含む。
10　暗褐色土　炭化物粒子を微量含む。
11　暗褐色土　焼土粒子を少量、炭化物粒子を少量含む。
12　赤褐色土　焼土ブロック含む。
13　黒褐色土　炭化物ブロックを多く含む。
14　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
15　暗褐色土　ローム粒子を含む。

カマド１
１　暗褐色土　焼土粒子、粘土粒子を含む。
２　暗褐色土　粘土ブロック、粘土粒子を多
く含む。焼土粒子、炭化物粒子を含む。
３　暗褐色土　しまり弱い。焼土ブロック、
焼土粒を多く、炭化物粒子を含む。
４　暗褐色土　ロームブロックを含む。
５　暗褐色土　しまり弱い。焼土粒子を含む。
炭化物粒子多く含む。
６　暗褐色土　ローム粒子を含む。焼土粒子
を少量含む。
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なっている。深さ12 ～ 38cmほどであり凹凸が認められ

る。３～ 10層は掘り方充填土である。１層は硬化面に

なり、複数の床面が存在したようである。それは多数の

ピットの検出からも裏付けられる。掘り方調査時にＰ１

とＰ２ライン上にＰ５・Ｐ６・Ｐ７が検出され、またＰ

２・Ｐ３間とＰ１・Ｐ４間にＰ８とＰ11、またＰ５・Ｐ

６に対応するようにＰ９・Ｐ10が配置されているなどで

ある。それぞれのピットの規模は次のようになる。Ｐ５

は長径45cm・短径42cm・深さ37cm、Ｐ６は長径30cm・短

径29cm・深さ53cm、Ｐ７は長径30cm・短径25cm・深さ

40cm、Ｐ８は長径35cm・短径34cm・深さ48cm、Ｐ９は長

径45cm・短径39cm・深さ33cm、Ｐ10は長径34cm・短径

30cm・深さ35cm、Ｐ11は長径35cm・短径30cm・深さ20cm

である。またＰ８はＰ２－Ｐ３のほぼ真ん中、Ｐ11もＰ

１－Ｐ４間のほぼ真ん中に位置している。カマドの複数

の存在とともに立て替え等が考えられる。

遺物　覆土中から土師器の杯や甕が出土している。刀子

も出土。

時期　出土遺物から７世紀第４四半期に比定される。

131号住居(第161・162・289図、ＰＬ.75・76・78・281)

位置　97G－10・11グリッド、127・132・143号住居と重

複し、壊している。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－58°－Ｅ

規模　面積は14.15㎡、長辺(北東～南西)3.88ｍ、短辺

(北西～南東)3.69ｍ、残存壁高は35cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。一部に硬化面が認められる。　

カマド　カマドの痕跡も含めて２基検出されている。こ

第160図　１区130号住居(３)

掘り方
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掘り方
１　暗褐色土　褐色土層と暗褐色土層の互層。各層の上面には硬化面あり。
　　　　　　　貼床。
２　暗褐色土　しまり強い。ローム粒子、焼土粒子を含む。
３　暗褐色土　しまり強い。ローム粒子を含む。
４　暗褐色土　しまり強い。焼土粒子、ロームブロックを含む。

５　暗褐色土　ロームブロックを含む。
６　灰褐色土　粘性強い。
７　褐色土　しまり強い。ロームブロックを多く含む。
８　暗褐色土　しまり強い。ローム粒子を含む。ロームブロックを多く含む。
９　暗褐色土　ロームブロックを含む。
10　暗褐色土　焼土粒子、炭化物粒子、ローム粒子、ロームブロックを含む。
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127住・131住号住居
１　暗褐色土　ローム粒子、軽石、赤紫色顔料を

含む。
２　暗褐色土　ロームブロック、粘土ブロック、

焼土粒子、炭化粒子を含む。
３　暗褐色土　ローム粒子、軽石を含む。焼土粒

子を微量含む。
４　暗褐色土　３層に近いが、ローム粒子、軽石

共に少ない。
５　黒褐色土　軽石、ローム粒子を少量含む。
６　暗褐色土　軽石、粘土ブロックを含む。焼土

粒子を少量含む。
７　暗褐色土　しまり弱い。軽石を少量含む。
８　暗褐色土　砂礫を少量含む。

131号住居カマド1
１　暗褐色土　軽石を含む。焼土粒子を微量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。軽石を少量含む。
３　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。
４　暗褐色土　焼土粒子、焼土ブロック、ローム粒子を多く含む。
５　暗褐色土　焼土粒子を微量含む。
６　暗褐色土　軽石を微量含む。
７　暗褐色土　焼土ブロック、炭化物粒子を多く含む。
８　暗褐色土　焼土粒子を微量含む。

９　暗褐色土　焼土ブロック、ローム粒子を含む。炭化物粒子を少量含む。
10　褐色土　ロームブロックを含む。
11　炭層
12　暗褐色土　ロームブロックを含む。焼土粒子を微量含む。
13　暗褐色土　焼土粒子、灰を含む。
14　暗褐色土　褐色土主体。しまり弱い。
15　暗褐色土　ロームブロックを含む。焼土粒子を微量含む。
16　暗褐色土　焼土粒子、炭化物粒子を含む。
17　暗褐色土　しまり強い。焼土ブロックを含む。炭化物粒子を多く含む。
18　暗褐色土　しまり強い。軽石、焼土粒子を含む。
19　暗褐色土　18層に近いが軽石がより少ない。
20　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。
21　暗褐色土　しまり強い。軽石、焼土粒子を含む。

131号住居内貯蔵穴
１　暗褐色土　ローム粒子、小礫を含む。
２　黒褐色土　焼土粒子を微量含む。
３　暗褐色土　ローム粒子を含む。

131号住居カマド2
１　赤褐色土　軟らかくてしまり良い。焼土を多量に、灰を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、炭化

物粒子を含む。
３　灰褐色土　軟らかくて粘性あり。灰を多量に、焼土を含む。
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のうちカマド１は東壁の中央からやや南寄りに設置され

ている。燃焼部は床面から壁を掘り込んで構築されて

いる。長さ106cm、焚き口部の幅50cm、袖を含めた幅は

106cmである。２～ 11層はカマド覆土、12 ～ 16層は掘

り方になる。この前面の床には灰が分布している。カマ

ド２は北壁のほぼ中央に設置されている。長さ110cm・

幅18 ～ 24cm・深さ８～ 14cm、１～３層がカマド覆土で

焼土と灰を多量に含んでいる。

貯蔵穴　床面の東隅に位置している。長径48cm・短径

47cm・深さ27cmの方形を呈する。覆土は３層に分かれた。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。３・４・６層は住居

覆土になる。１・２・５層はその堆積状況から見て別遺

構の覆土になる。その場合、28号溝の可能性が高い。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ18 ～ 42cm

ほどであり凹凸が認められる。１～４層は掘り方充填土

である。掘り方調査時にピット３基を検出した。Ｐ１は

長径61cm・短径54cm・深さ45cm、Ｐ２は長径28cm・短径

23cm・深さ15cm、Ｐ３は長径40cm・短径36cm・深さ30cm

である。

遺物　貯蔵穴やその周辺から土師器の杯、その他甕も出

土している。

時期　出土遺物から７世紀第３四半期に比定される。

132号住居(第163・164・289図、ＰＬ.75・76・79)

位置　97F・G－11・12グリッド、127・130・131・162号

住居と重複し、130・131・162号住居によって壊されて

いる。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－62°－Ｅ

規模　現状での面積は29.72㎡、長辺(北東～南西)5.83

ｍ、短辺(北西～南東)5.48ｍ、残存壁高は22 ～ 35cmを

測る。

床面　平坦である。一部に硬化面が認められる。　

第162図　１区131号住居(２)

掘り方
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131号住居掘り方
１　暗褐色土主体　焼土ブロック、炭化物ブロック、

ロームブロックを含む。
２　暗褐色土主体　ロームブロックを多く含む。
３　暗褐色土主体　しまり弱い。
４　暗褐色土主体　ローム粒子、小礫を含む。
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第163図　１区132号住居(１)
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１　暗褐色土　軽石を含む。(162住フク土)
２　暗褐色土　軽石を少量、焼土粒子を微量含む。(162住フク土)
３　暗褐色土　ロームブロック、ローム粒子を多く含む。
４　黒褐色土　軽石、ローム粒子を含む。
５　暗褐色土　３層に近いがよりロームブロック、ローム粒子が少ない。
６　黒褐色土　ロームブロックを多く、軽石、ローム粒子を含む。焼土粒子を微量含む。
７　黒褐色土　ロームブロックを多く含む。軽石、ローム粒子を含む。焼土粒子を微量含む。
８　黒褐色土　軽石を少量含む。
９　褐色土　地山の流れ込み。
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ピット１
１　暗褐色土　軽石を少量、ロームブ

ロックを含む。

ピット２
１　暗褐色土　軽石を少量含む。
２　灰褐色土　粘性あり。
３　暗褐色土　１層に２層の粘土ブロック混ざる。

ピット３
１　暗褐色土　粘性強い。
２　暗褐色土　粘土粒子を少量含む。

ピット４
１　暗褐色土　粘土粒子を少量含む。

ピット５
１　暗褐色土　軽石を少量含む。
２　暗褐色土　ロームブロック多く含む。

ピット６
１　暗褐色土　軽石を少量含む。灰褐色粘

土ブロック混じる。

ピット７
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　ロームブロック多く含む。

ピット８
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

ピット９
１　暗褐色土　軽石を少量含む。
２　灰褐色土　粘性強い。

掘り方
１　黒褐色土　ロームブロック、灰褐色粘土ブロック含む。
２　黒褐色土　ロームブロックを多く含む。
３　暗褐色土　礫を含む。ロームブロックを多く含む。
４　灰褐色土　粘性強い。ローム粒子を含む。
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カマド　検出できなかった。東壁か北壁に設置されてい

たものと考えられる。北東から南西に長軸があることか

ら東壁の可能性が高い。131号住居によって壊されてし

まったものであろう。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　床面から９基のピットが検出された。このうちＰ

６・Ｐ８を除いたピットが柱穴になりそうである。Ｐ１

は長径44cm・短径40cm・深さ55cm、Ｐ２は長径36cm・短

径32cm・深さ52cm、Ｐ３は長径38cm・短径31cm・深さ

38cm、Ｐ４は長径32cm・短径27cm・深さ30cm、Ｐ５は長

径46cm・短径40cm・深さ38cm、Ｐ７は長径38cm・短径

34cm・深さ25cm、Ｐ９は長径46cm・短径36cm・深さ51cm 

を測る。またＰ１－Ｐ２間の距離3.1ｍ、Ｐ２－Ｐ５の

距離３ｍ、Ｐ５－Ｐ９間の距離3.3ｍ、Ｐ９－Ｐ１間の

距離は3.25ｍを測る。南側の柱穴Ｐ１とＰ２が深く、北

側のＰ４とＰ７の２基は比較的浅い。　

周溝　部分的に検出されている。幅９～ 34cm、深さ３

～ 11cmを測る。

第165図　１区133号住居

掘り方

第４章　発掘調査の記録

184

１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、ローム粒子、白色軽石を
含む。

２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白色軽石、炭化物粒
子を少量含む。１層に比べて暗い色調。

３　暗褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。ローム粒子、炭化物粒子を含む。
４　黄褐色土　やや硬くしまる。壁の崩れ。
５　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロック、ローム粒子をやや

多く含む。

カマド
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　褐色土　軟らかい。焼土粒子、ローム粒子を含む。
３　赤褐色土　軟らかい。焼土、灰を多量に含む。
４　灰　
５　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロックを含む。
６　赤褐色土　やや硬くしまる。焼土を主体にロームブロックを含む。
７　赤褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを多量に、

焼土ブロック、炭化物、灰を含む。
８　暗褐色土　硬くしまり粘性あり。ロームブロック、焼土粒子を含む。
９　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土と暗褐色土の混土。

掘り方
１　暗褐色土　ローム粒子、小礫を含む。
２　褐色土　ロームブロックを含む。

ピット１
１　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子

をやや多く含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームを多量に暗褐色土を少量含む。

Ｆ-Ｆ′
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを主体

とする。



埋没土　自然埋没土と考えられる。３～９層は住居覆土

になる。１・２層は162号住居の覆土、10・11層は130号

住居の覆土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが、ピット周辺が

やや深い。深さ13 ～ 27cmほどであり凹凸が認められる。

１～４層は掘り方充填土である。

遺物　覆土中から土師器や須恵器の杯が出土している。

時期　出土遺物から７世紀前半代に比定される。

133号住居(第165・290図、ＰＬ.79・281)

位置　97D・E－4グリッド、136・150号住居と重複し、

137号住居と接している。136・150号住居を壊している。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－58°－Ｅ

規模　面積は10.19㎡、長短辺ともに3.25ｍ、残存壁高

は35 ～ 40cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。一部に硬化面が認められる。　

カマド　北壁のほぼ中央に設置されている。燃焼部は床

面から壁を掘り込んで構築されている。長さ87cm、焚き

口部の幅58cm、袖を含めた幅は90cmである。１～４層は

カマド覆土、５～９層は掘り方になる。３層は焼土、４

層は灰になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～５層は住居覆土

になる。

掘り方　全体的に浅く掘り下げられている。深さ４～

10cmほどであり凹凸が認められる。１・２層は掘り方充

填土である。掘り方調査時にピット１基を検出した。長

径55cm・短径49cm・深さ36cmを測る。覆土は３層に分か

れた。

遺物　覆土中やカマド周辺から土師器の杯や鉢が出土し

ている。

時期　出土遺物から７世紀後半に比定される。

134号住居(第166・167・290図、ＰＬ.80・282)

位置　87C－18 、87C・D－19グリッド、86・87・96号住

居と重複している。86・87・96号住居によって壊されて

いる。

形状　方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－65°―Ｅ

規模　現状での面積47.65㎡、長辺(北東～南西)7.5ｍ、

短辺(北西～南東)6.5ｍ、残存壁高15 ～ 36cmを測る。

床面　やや凹凸が認められる。硬化面はあまり認められ

なかった。

炉　主柱穴に囲まれた内側、Ｐ７・Ｐ８に近接した所か

ら検出された。長径80cm・短径52cm・深さ５cmを測る。

覆土は２層で焼土が堆積していた。

貯蔵穴　掘り方調査時に貯蔵穴の可能性のある土坑が床

面の北西隅から検出された。長径66cm・短径61cm・深さ

37cmの楕円形を呈する。

柱穴　主柱穴３基が検出された。Ｐ５は長径45cm・短

径43cm・深さ54cm、Ｐ７は長径43cm・短径40cm・深さ

44cm、Ｐ４は長径53cm・短径41cm・深さ30cmを測る。Ｐ

４－Ｐ５間の距離は3.1ｍ、Ｐ５－Ｐ７間距離3.4ｍを測

る。

　その他のピットの規模は次のとおりである。Ｐ１は

長径57cm・短径35cm・深さ42cm、Ｐ２は長径50cm・短

径36cm・深さ35cm、Ｐ３は長径28cm・短径26cm・深さ

21cm、Ｐ６は長径24cm・短径21cm・深さ20cm、Ｐ９は長

径42cm・短径34cm・深さ27cm、Ｐ10は長径54cm・短径

52cm・深さ13cmである。

周溝　南壁と西壁下、北壁下で部分的に検出できた。幅

15 ～ 24cm、深さ３～ 12cmを測る。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１・２層は住居覆土、

３層は貼床になる。４・５層は掘り方充填土である。

掘り方　全面的に掘り下げられて凹凸があるが浅い。深

さ５～ 18cmを測る。主柱穴に囲まれた部分を比較的残

している。

遺物　覆土中や床直上から土器が出土。ほぼ完形のＳ字

状口縁台付甕(６)は床面の南西隅から出土している。こ

の他、縄文土器片(加曽利Ｅ式)１点が出土。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

136号住居(第168 ～ 171・290・291図、ＰＬ.81・282)

位置　97E・F－3・4グリッド、133・137号住居と重複し、

壊されている。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－47°－Ｅ

規模　現状での面積は35.85㎡、長辺(北東～南西)6.92

ｍ、短辺(北西～南東)6.29ｍ、残存壁高は20 ～ 26cmを
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第166図　１区134号住居(１)
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１　暗褐色土　やや硬い。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、ローム粒子をやや多く含み、白色軽石を少量含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまる。粘性あり。ロームを主体に暗褐色土を少量含む。貼床。
４　暗褐色土　やや硬い。暗褐色土とローム、黄白色粘質土ブロックの混土。
５　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームを主体に暗褐色土を少量含む。

134号住居炉
１　暗褐色土　やや硬くてしまり良い。粘性あり。ロー

ムブロック、焼土ブロックを含む。
２　焼土

１土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム
ブロック、炭化物粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム
ブロックを多量に含む。

１ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を含む。
３ピット 
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロックと暗褐色土の混土。
６ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を含む。

４ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。

ロームブロック、炭化物粒子を少量
含む。

２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。
ローム粒子を少量含む。１層より暗
い色調。

３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄
白色粘質土ブロックを含む。

５ピット
１　暗褐色土　軟らかく粘性あり。黄白

色粘質土ブロックを含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あ

り。ローム粒子を含む。
３　黄褐色土　ローム主体の層。
４　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。

ローム粒子を含む。
７ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム

粒子、炭化物粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あ

り。ローム粒子を含む。
３　黒褐色土　やや硬くしまり粘性あ

り。ローム粒子を含む。

８ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム

粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかく粘性あり。黄白色粘質土

粒子を含む。
３　黒褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム

粒子を少量含む。
９ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかく粘性あり。黄白色粘質土粒子を含む。
10ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかく粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を多

量に含む。
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測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

Ｐ１とＰ４周辺に灰の分布が認められた。

炉　検出できなかった。

貯蔵穴　掘り方調査時に検出されたＰ19が該当しそう

である。床面の西隅に位置している。長径45cm・短径

43cm、掘り方面からの深さ45cmのほぼ円形を呈する。

柱穴　床面の調査時に検出されたのは、Ｐ１～Ｐ６の６

基のピットである。Ｐ１は長径67cm・短径63cm・深さ

44cm、Ｐ２は長径69cm・短径62cm・深さ65cm、Ｐ３は

長径75cm・短径59cm・深さ43cm、Ｐ４は長径64cm・短

径57cm・深さ42cm、Ｐ５は長径46cm・短径31cm・深さ

21cm、Ｐ６は長径42cm・短径32cm・深さ32cmを測る。Ｐ

１－Ｐ２間の距離は３ｍ、Ｐ２－Ｐ３間距離2.9ｍ、そ

してもう１基のピットは137号住居によって壊されてし

まったものと思われる。

　Ｐ１とＰ２のほぼ中間にはＰ４があり、それに対応す

るピットはＰ16になる。以上が柱穴として機能したもの

である。ところが掘り方調査時にＰ７～Ｐ20までの14基

のピットが検出された。この中のＰ９・10・Ｐ11は主柱

穴になる可能性が高くなった。Ｐ９は長径80cm・短径

64cm・深さ45cm 、Ｐ10は長径113cm・短径87cm・深さ42cm 、

Ｐ11は長径97cm・短径67cm・深さ44cmである。Ｐ９－Ｐ10

間とＰ９－Ｐ11の距離はいずれも３ｍを測ることから、

第167図　１区134号住居（２）

掘り方
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136号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化物粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、ロー

ム粒子を含む。
３　灰褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を少量含む。
４　黒褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
５　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。壁の崩れ。
６　暗褐色土　軽石、ローム粒子を含む。
７　褐色土　ローム主体の層。
８　暗褐色土　転石を含む。暗褐色土ブロックをマダラ状に含む。

137号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子をやや多

く、白色軽石を少量含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。ロームブロック、黄白色粘

質土ブロックを含む。
４　暗褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。黄白色粘質土ブロックを含

む。
５　黄褐色土　硬くしまり粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。貼床。
６　暗褐色土　軟らかく粘性あり。黄白色粘質土ブロックを多量に含む。
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Ｐ18としたところに主柱穴があったと思われる。137号

住居に壊されてしまった、その痕跡と見ることも可能で

あろう。以上のことから、構築時の柱穴はＰ９・10・Ｐ

11・Ｐ18の４基、その後改築された結果、Ｐ１～Ｐ４・

Ｐ16などが構築されたものと思われるが、その前後関係

が逆もまた考えられる。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。1～５層は住居覆土、

６～８層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが、柱穴から壁に

向かった外周がやや掘り込まれている。柱穴に囲まれ

た部分の掘り込みが浅い結果となっている。深さ５～

15cmほどであり、凹凸が認められる。

遺物　覆土や床直上から土器や礫が出土。西壁下中央か

ら（８）のＳ字状口縁台付甕が出土。（11）の壺は北壁寄り

に拡散して出土している。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

137号住居（第168 ～ 171・291図、ＰＬ.82・282）

位置　97E・F－4・5グリッド、136号住居と重複し、壊

している。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－135°－Ｗ

規模　面積は12.61㎡、長辺（北西～南東）3.7ｍ、短辺（北

東～南西）3.4ｍ、残存壁高は45 ～ 61cmを測る。

第169図　１区136・137号住居（２）

掘り方
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136号住居掘り方
１　暗褐色土　軽石・ローム粒子を

含む。
２　暗褐色土　軽石ブロックを多く

含む。礫を含む。
3　暗褐色土　軽石を含む。
４　褐色土　ローム主体の層。
５　倒木痕
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床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　西壁の中央から南寄りに設置されている。燃

焼部は床面から壁を掘り込んで構築されている。長さ

172cm、焚き口部の幅64cm、袖を含めた幅は110cmである。

袖には土師器の甕と礫が使用されている。１～ 11層は

カマド覆土になるが、12 ～ 15層も古いカマドの覆土に

なるものと思われる。10層は灰、14層は焼土になる。底

面から支脚となった礫が出土している。

貯蔵穴　床面の南隅に位置している。長径70cm・短径

52cm・深さ20cmの楕円形を呈する。

柱穴　床面調査時(Ｐ17)と掘り方調査時(Ｐ18 ～Ｐ20)

に計４基のピットが検出された。これらのピットは136

号住居のピットになるものと思われる。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。セクションA－A’、

B－B’の1 ～４層は住居覆土、５層は貼床、６層は掘り

方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが、住居四隅でや

や深くなっている。深さ８～ 13cmほどであり、凹凸が

認められる。セクションＤ－Ｄ’の１～５層は掘り方充

填土になる。

遺物　カマドを主体に土器が出土。カマドの袖として土

師器の甕(４・５)が使用されている。

時期　出土遺物から７世紀後半代に比定される。

138号住居(第172～174・292～294図、ＰＬ.83・84・283・284)

位置　97F・ G－5・6グリッド、140号住居と重複し、壊

第170図　１区136・137号住居(３)
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137号住居カマド
１　黄褐色土　やや硬くしまり粘性非常にあり。ローム

を主体に焼土粒子、炭化物を含む。
２　赤褐色土　やや硬くしまり粘性あり。焼土、ローム、

炭化物を多量に含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性非常にあり。ローム

を主体に、焼土粒子を含む。
　※ロームはカマド構築材
４　黄白色土　やや硬くしまる。黄白色粘質土を主体に

暗褐色土を含む。
５　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子、

白色軽石を含む。
６　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、

炭化物粒子を含む。
７　茶褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子

を少量含む。
８　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子、

白色軽石を含む。
９　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を少

量含む。
10　灰
11　赤褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土、灰を多量に

含む。
12　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。焼土ブロック、

黄白色粘質土ブロック、暗褐色土を含む。
13　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土ブロック、炭

化物粒子、ロームブロックを含む。
14　焼土
15　灰褐色土　非常に軟らかく粘性あり。灰を多量に焼

土ブロックを含む。
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ピット１
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、炭化物

粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子をやや多

く含み、炭化物粒子を含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、ローム粒子をや

や多く含む。

ピット２
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、炭化物

粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子をやや多

く含み、炭化物粒子を含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、ローム粒子をや

や多く含む。

ピット３
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、炭化物

粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子をやや多

く含み、炭化物粒子を含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、ローム粒子をや

や多く含む。

ピット４
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロック、炭化物粒子を

含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり、粘性あり。ロームブロック、ローム粒

子を少量含む。
ピット５
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子、白

色粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。黄白色粘質土ブロックを含

む。

ピット６
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を少量含む。
ピット７
１　暗褐色土　やや硬くしまる。黄白色粘質土ブロック、白色粒子を含む。

ピット８
１　暗褐色土　やや硬くしまる。黄白色粘質土ブロック、白色粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを少量

含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロック、炭化物を

含む。
４　暗褐色土　やや硬くしまる。黄白色粘質土粒子、炭化物粒子を含む。
５　黄褐色土　やや硬くしまる。黄白色粘質土ブロックを多量に含む。

ピット９
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土ブロッ

クを含む。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を含む。
４　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土を主体とする。
５　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
６　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土と暗褐色土の混土。
ピット10
１　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土ブロッ

クを含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土と暗褐色土の混土。
ピット11
１　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土ブロッ

クを含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土を主体とする。
４　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土と暗褐色土の混土。
ピット12
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、黄白色粘質土粒子を多

量に含む。
ピット13
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色粒子を少量含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを主体とする。

ピット14
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。

ピット15
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、白色軽石を含む。
ピット16
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、黄白色粘質土ブロックを少量含

む。
３　黄褐色土　やや硬く粘性あり。黄白色粘質土を多量に含む。

ピット１
１　貼床　硬くしまる。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
３　黄白色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土を主体に、暗褐色土を

含む。

ピット２(P17)
１　暗褐色土　やや硬く粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。

ピット３(P19)
１　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土を主体に暗褐色土、焼

土粒子、炭化物粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬く粘性あり。黄白色粘質土を含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土を主体に暗褐色土を含む。
ピット４(P20)
１　暗褐色土　やや硬く粘性あり。黄白色粘質土をやや多く含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土を含む。
３　黄白色土　やや硬く粘性あり。暗褐色土を少量含む。

貯蔵穴
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土を含む。
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第172図　１区138・140号住居(１)
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138号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白

色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム

粒子、炭化物粒子を少量含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブ

ロック、ローム粒子を含む。
４　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブ

ロック、ローム粒子を多量に含む。
５　暗褐色土　やや硬くしまる。暗褐色土とロー

ムの混土。
６　茶褐色土　やや硬くしまる。ロームを主体に

暗褐色土を含む。

140号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子、白色軽

石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、

白色軽石を含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白色軽石

を含む。
４　黄褐色土　非常に軟らかくて粘性あり。ロームを多量に含む。
５　黄褐色土　やや硬い。暗褐色土を含む。
６　黄褐色土　やや硬い。５層よりも暗褐色土が少ない。

１土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム
ブロック、焼土粒子、炭化物粒子を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまる。ローム主体で暗
褐色土を含む。

１ピット

１　黄白色粘質土層　硬くしまる。

２　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、灰、炭化物を含む。

３　黄褐色土　硬くしまる。ローム主体の層。
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第173図　１区138・140号住居(２)

掘り方
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138号住居カマド
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、白色軽石を含む。
２　褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土ブロック、ロームブロック、白色軽石を

含む。
３　焼土　
４　赤褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。焼土ブロックを多量に、ロームブロッ

ク、炭化物、白色軽石を含む。
５　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。焼土粒子を含む。
６　暗褐色土  軟らかくて粘性非常にあり。焼土粒子、ロームを含む。
７　黒褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土粒子、灰を含む。
８　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロックを含む。
９　黄褐色土　やや硬くしまる。ローム主体の層。
10　暗褐色土　軟らかい。ローム粒子、焼土粒子、白色軽石を含む。
11　黄褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム主体の層。

12　黄褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム主体の層。１層よりも
やや暗い色調。

13　褐色土  軟らかくて粘性あり。ローム粒子やや多く含む。

140号住居カマド
１　茶褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム、焼土ブロック、灰を

含む。
２　黄褐色土　軟らかい。ローム主体で、炭化物を少量含む。
３　褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、焼土ブロックを

含む。　
４　灰
５　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、焼土粒子、

炭化物を含む。
６　灰褐色土　やや硬い。灰を多量に、焼土粒子、炭化物を含む。



Ａ Ａ′

Ｂ

Ｂ
′

Ｆ

Ｆ′

140住

138住

22溝

97
F
-5

29

21

19

35

12

36

9

10

30

37

20
13

22

17

5

16

27

25

43

14

32

34
7

26

6

1
31

15

8

2

24

39

11

38

33

18

23

28

０ １ｍ１: 30

されている。

形状　方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－58°－Ｅ

規模　現状での面積は12.65㎡、長辺(北東 ～南西)4.25

ｍ、短辺(北西～南東)3.8ｍ、残存壁高は45cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化は認められない。

カマド　東壁のほぼ中央に設置されている。燃焼部は床

面から壁を掘り込んで構築されている。長さ130cm、幅

46 ～ 68cmである。１～８層はカマド覆土、９～ 13層は

別遺構になる可能性がある。

貯蔵穴　明瞭な貯蔵穴を検出することはできなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。1～４層は住居覆土、

第174図　１区138号住居遺物出土状況
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５層は貼床、６層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ14cm

ほどであり、凹凸が認められる。掘り方調査時に土坑

１基とピット１基が検出された。土坑は長径132cm・短

径115cm・深さ18cmの楕円形を呈する。ピットは長径

52cm・短径50cm・深さ26cmの楕円形を呈する。

遺物　覆土上層を主体に土器や礫が一括廃棄された状態

で多量に出土している。土師器の杯15個体以上、鉢４個

体、甕15個体以上、甑２個体などである。また土錘２点

も出土している。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

第175図　１区139号住居

掘り方
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１　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子、軽石を含む。
２　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子、軽石を含む。
３　暗褐色土　しまり弱い。軽石、炭化物粒子、焼土粒子ともに微量含む。

カマド
１　褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム、焼土、灰を含む。
２　灰
３　焼土　
４　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土を主体とし、焼土

を含む。カマド構築材。
５　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを含む。
６　褐色土　しまり強い。焼土粒子、炭化物粒子を少量含む。

掘り方
１　褐色土　ロームブロックを多く含む。



140号住居（第172・173・294図、ＰＬ.83・84・285）

位置　97F－5グリッド、138号住居と重複し、壊している。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－57°－Ｅ

規模　面積は8.25㎡、長辺（北西～南東） ３ｍ、短辺（北

東～南西）2.9ｍ、残存壁高は48 ～ 60cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　東壁のほぼ中央に設置されている。燃焼部は床

面を掘り込んで構築されている。長さ146cm、焚き口部

の幅36cm、袖を含めた幅は90cmである。１～６層はカマ

ド覆土、４層は灰になる。

貯蔵穴　明瞭な貯蔵穴を検出することはできなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。1 ～４層は住居覆土、

５・６層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが非常に浅い。深

さ３～８cmほどであり、凹凸が認められる。土坑１基が

検出された。長径95cm・短径86cm・深さ23cmの楕円形を

呈する。

遺物　カマド周辺や覆土中から出土。カマドに近接する

東壁下からは土師器の杯や鉢がまとまって出土してい

る。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

139号住居（第175・294図、ＰＬ.85）

位置　97H・I－11・12グリッド、129・130号住居、115

土坑と重複している。129号住居を壊し、130号住居に壊

されている。

形状　隅丸長方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－115°－Ｗ

規模　現状での面積は11.58㎡、長辺（北東～南西）4.15

ｍ、短辺（北西～南東）3.15ｍ、残存壁高は10 ～ 53cmを

測る。

床面　ほぼ平坦である。硬化面は認められなかった。　

カマド　西壁の中央から南寄りに設置されている。燃焼

部は床面を掘り込んで構築されている。長さ70cm、焚き

口部の幅26cm、袖を含めた幅は70cmである。１～５層は

カマド覆土、６層は掘り方になる。２層は灰、３層は焼

土になる。この前面の床には炭が分布している。

貯蔵穴　床面から明瞭な貯蔵穴を検出することはできな

かった。

柱穴　北壁の中央やや東寄りの床面からピット１基が検

出された。長径34cm・短径32cm・深さ20cmを測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～３層は住居覆土

になる。

掘り方　全体的に浅く掘り下げられている。深さ３～

20cmほどであり凹凸が認められる。とりわけ東壁周辺が

顕著である。１層は掘り方充填土である。

遺物　カマド周辺と東壁に近接して少量の土器片が出土

している。土錘１点も出土。

時期　出土遺物から７世紀前半代に比定される。

141号住居（第176 ～ 178・295図、ＰＬ.85・285）

位置　97F－8・9グリッド、142号住居と重複し、壊され

ている。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－45°－Ｅ

規模　現状での面積は8.83㎡、長辺（北東～南西）3.45ｍ、

短辺（北西～南東）2.85ｍ、残存壁高は4 ～ 14cmを測る。

床面　やや凹凸がある。全体的に硬化面は認められない。

炉　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。1・２層は住居覆土、

３～５層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ２～

８cmほどであり、凹凸が認められる。ピット１基が検出

された。長径20cm・短径18cm・深さ25cmである。

遺物　床面の東隅からＳ字状口縁台付甕（２・３）、ほぼ

完形のＳ字状口縁台付甕（１）も床直上から出土してい

る。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

142号住居（第176 ～ 178・295図、ＰＬ.85・86・285）

位置　97G－8 ～ 10、97F-9グリッド、141・143号住居と

重複し、壊している。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－68°－Ｅ

規模　面積は19.78㎡、長辺（北西～南東）4.54ｍ、短辺

（北東～南西）4.22ｍ、残存壁高は21 ～ 27cmを測る。
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床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　東壁の中央からやや南寄りに設置されている。

燃焼部は床面から壁を掘り込んで構築されている。長さ

175cm、焚き口部の幅40cm、袖を含めた幅は93cmである。

１～６層はカマド覆土、７～ 17層は掘り方になる。

貯蔵穴　南壁に接し床面の南東隅に位置している。長径

83cm・短径38cm・深さ17cmの長楕円形を呈する。

柱穴　Ｐ２～Ｐ５の４基のピットが主柱穴になる。Ｐ２

は長径48cm・短径28cm・深さ24cm、Ｐ３は長径43cm・短

径38cm・深さ31cm、Ｐ４は長径33cm・短径28cm・深さ

20cm、Ｐ５は長径35cm・短径33cm・深さ16cmを測る。４

基の柱の間隔はいずれも2.1ｍを測る。またＰ２に近接

してＰ６・Ｐ７が検出された。Ｐ６は長径31cm・短径

26cm・深さ28cm、Ｐ７は長径30cm・短径26cm・深さ28cm

を測る。Ｐ１は南壁下に貯蔵穴に接して検出された。長

径50cm・短径30cm・深さ14cm である。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。1 ～３層は住居覆土、

セクションＩ－Ｉ’とＪ－Ｊ’の１～５層は掘り方充填土

になる。

第176図　１区141・142号住居（１）
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142号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、

ローム粒子をやや多く含み、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土

粒子、炭化物粒子を含む。
３　茶褐色土　軟らかくて粘性あり。壁の崩れ。
４　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、

炭化物粒子を含む。

142号住居貯蔵穴
１　黒褐色土　焼土粒子、炭化物粒子を多く、

ローム粒子を含む。

142号住居
ピット１
１　黒褐色土　焼土粒子、炭化物粒子を多く含む。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
ピット２
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
ピット３
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

141号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロックを多量に含む。
３　黒褐色土　ローム粒子を微量含む。
４　褐色土　ローム粒子を含む。
５　褐色土　暗褐色土ブロックを含む。
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掘り方　全体的に掘り下げられているが、柱穴から壁に

向かった外周がやや掘り込まれている。柱穴に囲まれ

た部分の掘り込みが浅い結果となっている。深さ８～

23cmほどであり、凹凸が認められる。

遺物　覆土中や床直上から土器が出土。貯蔵穴周辺やカ

マドから土師器の杯が出土している。（10）の土師器の坩

は掘り方覆土からの出土であり、143号住居に伴うもの

であろう。

時期　出土遺物から７世紀第３四半期に比定される。

143号住居（第179・180・295・296図、ＰＬ.87・285）

位置　97F・G－9・10グリッド、131・142号住居と重複し、

壊されている。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－40°－Ｗ

第177図　１区141・142号住居（２）

掘り方
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142号住居カマド
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を含む。
３　灰褐色土　軟らかくて粘性あり。灰を多量に、ローム粒子、焼土粒子を

含む。
４　赤褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土を多量に、ロームを含む。
５　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム、焼土をやや多く含む。
６　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子、白色軽石を少量含む。
７　暗褐色土　焼土粒子、焼土ブロック、灰を多く含む。
８　焼土
９　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子を含む。軽石を少量含む。
10　黒褐色土　焼土粒子、炭化物粒子を多く、軽石を微量含む。
11　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子、ロームブロックを多く含む。
12　暗褐色土　焼土粒子、炭化物粒子、ローム粒子を少量含む。
13　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を含む。
14　褐色土　ロームブロック主体。
15　暗褐色土　ローム粒子を含む。焼土粒子を少量含む。
16　褐色土　焼土粒子を含む。
17　褐色土　暗褐色土ブロックを含む。
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規模　現状での面積は21.63㎡、長辺（北東～南西）6.58

ｍ、短辺（北西～南東）推定5.4ｍ、残存壁高は20 ～ 30cm

を測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

炉　Ｐ２とＰ３の内側の床面に炭の分布が認められた。

やや広範囲な分布となっているが、その下からピット

が検出された。これが炉に該当する。長径54cm・短径

41cm・深さ4cmを測る。覆土は１層で焼土粒子を含んで

いた。

貯蔵穴　142号住居の掘り方面から検出されたＰ５が貯

蔵穴になるものと思われる。長径59cm・短径44cm・深さ

34cmを測る。

第178図　１区141・142号住居（３）

掘り方
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142号住居掘り方
１　暗褐色土　ロームブロック、ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ロームブロック、ローム粒子を多く含む。
３　褐色土　粘性強い。ロームブロック主体。
４　暗褐色土　ローム粒子を含む。焼土粒子を少量含む。
５　暗褐色土　ローム粒子を含む。
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第179図　１区143号住居（１）
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１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、炭化物粒子、白色
　　　　　　　軽石を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームを多量に、白色軽石を含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、炭化物を含む。　
４　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を少量含む。

ピット１
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　粘性強い。ロームブロック

を含む。
３　黒褐色土　ロームブロックを含む。

ピット２
１　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。
２　黒褐色土　炭化物粒子を少量含む。
３　黒褐色土　焼土ブロック、炭化物粒子

を多く含む。
ピット３
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
２　黒褐色土　ロームブロック含む。
３　粘土ブロック
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柱穴　Ｐ１～Ｐ３の３基のピットと142号住居の掘り方

面で検出されたピット（Ｐ４）が主柱穴になる。Ｐ１は

長径55cm・短径53cm・深さ26cm、Ｐ２は長径65cm・短

径58cm・深さ26cm、Ｐ３は長径77cm・短径55cm・深さ

29cm、Ｐ４は長径66cm・短径57cm・深さ29cmを測る。Ｐ

１－Ｐ２間の距離とＰ３－Ｐ４間の距離は同じく2.5ｍ、

そしてＰ１－Ｐ４間距離とＰ２－Ｐ３間距離も同じく３

ｍを測る。いずれのピットも規模は大きいが比較的浅い。

周溝　全周していたものと思われる。幅７～ 15cm、深

さ３～８cmを測る。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～３層は住居覆土

になる。

掘り方　床面全体ではなくて部分的な掘り下げが認めら

れる。深さ３～９cmほどであり浅い。掘り方セクション

図Ｅ－Ｅ’の１層は炉の覆土、２層は炉に近接するピッ

トの覆土となり、掘り方充填土は３層が該当する。

遺物　炉を中心に土器や礫が出土。土師器のミニチュア

土器２点は南壁下や近接して、Ｓ字状口縁台付甕や壺は

炉の周辺から出土している。高杯も同様である。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

144号住居（第181・296図、ＰＬ.87・285）

位置　97E・F-7グリッド、145号住居、22号溝と重複し

ている。145号住居を壊し、22号溝によって壊されている。

形状　方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－46°－Ｅ

第180図　１区143号住居（２）

掘り方
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堀り方
１　暗褐色土　焼土粒子を含む。
２　黒褐色土　しまり弱い。
３　褐色土　ローム主体。
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第181図　１区144号住居

掘り方
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１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームを多量に含む。
３　暗褐色土　ロームブロックを多く、粘土ブロックを含む。
４　褐色土　ローム主体。

ピット１
１　暗褐色土　しまり弱い。ロームブロック多く含む。

土坑１
１　暗褐色土　軽石を微量含む。
２　黒褐色土　軽石を含む。
３　暗褐色土　粘性強い。ロームブロックを含む。

カマド
１　暗褐色土　軽石を含む。ロームブロックを少量含む。
２　暗褐色土　ロームブロック、軽石、焼土粒子、炭化物粒子を含む。
３　暗褐色土　焼土粒子、ローム粒子を少量含む。
４　暗褐色土　しまり弱い。焼土粒子を少量含む。
５　暗褐色土　しまり弱い。ロームブロックを含む。
６　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を含む。焼土粒子を少量含む。
７　暗褐色土　しまり弱い。焼土ブロックを含む。炭化物粒子、ローム

粒子を少量含む。
８　暗褐色土　焼土ブロックを多く含む。
９　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。粘土ブロックを含む。
10　焼土
11　暗褐色土　しまり弱い。ロームブロックを含む。
12　暗褐色土　軽石、ローム粒子を含む。



規模　現状での面積は13.15㎡、長辺（北東～南西）3.74

ｍ、短辺（北西～南東）3.63ｍ、残存壁高は２～ 11cmを

測る。

床面　やや凹凸がある。全体的に硬化面は認められない。

カマド　東壁の中央からやや西寄りに設置されている。

燃焼部は壁を掘り込んで構築されている。長さ208cm、

焚き口部の幅48cm、袖を含めた幅は85cmである。袖には

石２個、支脚の石も残されていた。土器が出土している。

１～８層はカマド覆土、９～ 12層は掘り方になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。1・２層は住居覆土、

３・４層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが、床面中央部で

は掘り込みが浅くなっている。深さ６～ 20cmほどであ

り、凹凸が認められる。掘り方調査時にピット１基と土

坑１基が検出された。Ｐ１は長径27cm・短径22cm・深さ

15cm、土坑１は長径106cm・短径96cm・深さ34cmの楕円

形を呈する。覆土は３層に分かれた。

遺物　カマドを主体に土器が出土。（２）の土師器の杯は

床面の南西隅から、（３・４）の土師器の甕はカマドから

の出土である。

時期　出土遺物から７世紀前半代に比定される。

145号住居（第182・183・296・297図、ＰＬ.88・286）

位置　97E ～ G－7、97F-6、97F-8グリッド、144・146・

148号住居と重複し、壊されている。

形状　長方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－38°－Ｅ

規模　現状での面積は43.95㎡、長辺（北東～南西）推定

7.77ｍ、短辺（北西～南東）6.09ｍ、残存壁高は13 ～

36cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

炉　Ｐ４の南約85cmの所から検出された。長径54cm・短

径41cm・深さ4cmを測る。覆土は１層で焼土粒子を含ん

でいた。また炉の東約80cmの所と北西にほぼ接して炭化

物の分布が見られた。

貯蔵穴　Ｐ８とした土坑が貯蔵穴になるものと思われ

る。長径79cm・短径75cm・深さ51cmの楕円形を呈する。

覆土は４層に分かれた。Ｐ１も貯蔵穴になる可能性があ

る。長径55cm・短径53cm・深さ33cmのほぼ円形を呈する。

覆土は３層に分かれた。

柱穴　Ｐ２・Ｐ４・Ｐ５・Ｐ７の４基のピットが主柱穴

になる。Ｐ２は長径68cm・短径68cm・深さ35cm、Ｐ４は

長径68cm・短径63cm・深さ35cm、Ｐ５は長径50cm・短径

42cm・深さ30cm、Ｐ７は長径69cm・短径66cm・深さ37cm

を測る。Ｐ２－Ｐ５間の距離とＰ４－Ｐ７間の距離は同

じく3.7ｍ、そしてＰ２－Ｐ４間距離とＰ５－Ｐ７間距

離は3.5ｍを測る。いずれのピットも規模は大きいが比

較的浅い。Ｐ３は長径41cm・短径32cm・深さ15cmである。

周溝　西壁と南壁下から検出されたが、本来は全周して

いたものと思われる。現状での幅４～ 12cm、深さ２～

９cmを測る。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～７層は住居覆土

になる。

掘り方　床面全体ではなくて部分的な掘り下げが認めら

れる。ほぼ主柱穴に囲まれた部分を掘り残して壁に沿っ

て掘り下げている。深さ５～ 27cmほどであり浅い。掘

り方セクションＩ－Ｉ’の１層が充填土になる。

遺物　床面直上やピット内から土器が出土。Ｐ４から

（15）の土師器の壺、Ｐ６から（10）の土師器の小型甕、Ｐ

７から（７）のＳ字状口縁台付甕が出土している。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

146号住居（第184・297・298図、ＰＬ.89・90・286）

位置　97G－7・8グリッド、145・148号住居、104号土坑

と重複している。148号住居、104号土坑によって壊され、

145号住居を壊している。

形状　全容は不明であるが、隅丸長方形を呈するものと

思われる。　主軸方位　Ｎ－36°－Ｗ

規模　現状での面積は10.56㎡、現状での長辺（北東～

南西）3.74ｍ、短辺（北西～南東）3.04ｍ、残存壁高は

11cmを測る。

床面　やや凹凸がある。全体的に硬化面は認められない。

炉　Ｐ２とＰ９の内側、やや北壁寄りに設置されている。

北壁から1.2ｍ離れている。長径65cm・短径46cm・深さ

4cmの楕円形を呈する。礫１個が配置されている。覆土

は１層で焼土と炭化物粒子を含み、立ち上がり部分は焼

けている。

貯蔵穴　明瞭な貯蔵穴を確認することはできなかった。

第 2 節　1 区の遺構と遺物

203



P1

P2

P3

P4

炉 P8
（貯蔵穴）

P5

P6

P7

148住

146住

144住

Ａ

Ａ′

Ｂ Ｂ′

Ｃ
Ｃ
′

Ｄ
Ｄ
′

Ｅ
Ｅ
′

Ｆ
Ｆ′

Ｇ Ｇ′

Ｈ
Ｈ′

Ｊ

Ｊ
′

Ｋ
Ｋ′

Ｌ      Ｌ′

Ｍ

Ｍ′

Ｎ
Ｎ′

97G-7

97G-8

15

13

2

10

3

7

6

12

11

16

Ａ Ａ′L=73.20m

1
4

3
4

4

6
55 7

2 2

Ｂ Ｂ′L=73.20m
Ｃ

Ｃ
′

L=73.20m
Ｄ

Ｄ
′

L=
73
.2
0m

P2
Ｅ Ｅ′L=72.90m

1
34

2

P4
Ｆ Ｆ′L=72.90m

1

3
2

P5
Ｇ Ｇ′L=72.80m

1
2

P7
Ｈ Ｈ′L=72.90m

1
2

Ｎ
炉

Ｎ′L=72.90m

1 22

０ ２ｍ１: 60

第182図　１区145号住居（１）
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１　茶褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームを含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を少量含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、ローム粒子

を少量含む。
４　黒褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。
５　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体で、暗褐色土、炭

化物粒子を含む。
６　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、

ローム粒子を含む。
７　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック

含む。

炉
１　焼土
２　暗褐色土　炭化物粒子を多く、焼土粒子を少量含む。

ピット２
１　黒褐色土　ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。
３　黒褐色土　ロームブロック、
　　　　　　　ローム粒子を多く含む。
４　褐色土　地山の流れ込み。

ピット４
１　暗褐色土　軽石を含む。
２　暗褐色土　軽石を少量含む。
３　暗褐色土　ローム粒子を含む。

ピット５
１　暗褐色土主体　軽石を含む。
２　暗褐色土主体　軽石、ローム

粒子を多く含む。

ピット７
１　暗褐色土　ローム粒子、軽石を

含む。炭化物粒子を少量含む。
２　暗褐色土　ロームブロック、
　　粘土ブロックを含む。
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柱穴　Ｐ１～Ｐ９までの９基のピットが検出された。Ｐ

１は長径58cm・短径53cm・深さ39cm、Ｐ２は長径37cm・

短径34cm・深さ17cm、Ｐ３は長径48cm・短径27cm・深さ

14cm、Ｐ４は長径45cm・短径37cm・深さ11cm、Ｐ５は

長径29cm・短径24cm・深さ11cm、Ｐ６は長径27cm・短

径27cm・深さ11cm、Ｐ７は長径25cm・短径25cm・深さ

18cm、Ｐ８は長径32cm・短径27cm・深さ15cm、Ｐ９は長

径59cm・短径42cm・深さ12cmを測る。このうちのＰ１・

Ｐ２・Ｐ９の３基のピットが主柱穴になるものと思われ

る。主柱穴間の距離はいずれも2.05ｍを測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～５層は住居覆土

になる。

掘り方　全体的に浅いが掘り下げが認められる。深さ３

～９cmほどである。掘り方セクションＢ－Ｂ’の１層が

該当する。２層は炉の焼土になる。

遺物　床直上、炉の周辺から土器が出土している。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

147号住居（第185・298図、ＰＬ.90・286）

位置　97G・H－8グリッド、116号住居と接している。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－49°－Ｅ

規模　面積10.75㎡、長辺（北西～南東）3.58ｍ、短辺（北

東～南西）推定3.25ｍ、残存壁高は25 ～ 42cmを測る。

床面　やや凹凸がある。全体的に硬化面は認められない。

カマド　東壁の中央からやや南寄りに設置されている。

第183図　１区145号住居（２）

掘り方
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ピット１
１　暗褐色土　ローム粒子を微量含む。
２　褐色土　ローム主体。
３　黒褐色土　ロームブロックを含む。

ピット３
１　黒褐色土　軽石を含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを含む。軽

石を少量含む。
３　褐色土　ロームブロックを含む。

ピット６
１　暗褐色土　ローム粒子を微量含む。
２　暗褐色土　軽石、ローム粒子を多く

含む。

ピット８（貯蔵穴）
１　灰褐色土　ローム粒子を含む。軽石を少量、

炭化物粒子を微量含む。
２　暗褐色土　軽石を微量、ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を含む。
４　暗褐色土　ローム粒子、炭化物粒子を含む。
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ピット１
１　黒褐色土　ロームブロック、炭化物粒子を少量含む。
ピット２
１　暗褐色土　ロームブロックを含む。
ピット３
１　暗褐色土　ロームブロックを含む。

１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を多量に含む。
２　茶褐色土　やや硬くしまり粘性あり。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を少量含む。
４　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、炭化物粒

子を含む。
５　灰褐色土　軟らかくて粘性あり。灰を多量にローム粒子を含む。

ピット４
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体の層。
ピット５
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体の層。
ピット６
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、焼土ブ

ロック、炭化物粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体の層。

掘り方
１　褐色土　ロームブロックを多く含む。
２　焼土

ピット７
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体の層。
ピット８
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体の層。

炉
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、炭

化物、焼土を含む。
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燃焼部は床面から壁を掘り込んで構築されている。長さ

155cm、焚き口部の幅30cm、袖を含めた幅は80cmである。

右袖には甕が使用されている。１～５層はカマド覆土、

５層は焼土、６・７層は掘り方になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～５層は住居覆土

になる。６～９層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ11 ～ 20cm

ほどであり凹凸がある。北西隅がやや掘り下げられてい

る。掘り方面からピット１基が検出された。長径43cm・

短径37cm・深さ48cmを測る。

遺物　覆土上層とカマド周辺の床直上から土師器の杯や

第185図　１区147号住居

掘り方
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１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼
土粒子、炭化物粒子を含む。

２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、
炭化物粒子を含む。

３　黒褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、黄白色
粘質土ブロックを含む。

４　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土を
主体とする。

５　暗褐色土　非常に軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土
ブロック、焼土粒子を含む。

６　暗褐色土　粘性強い。ロームブロックを多く含む。
７　黒褐色土　ロームブロック、小礫を含む。
８　暗褐色土　小礫、ローム粒子を含む。
９　褐色土　粘性強い。ロームブロックを含む。

ピット１
１　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。

カマド
１　暗褐色土　軽石を含む。
２　暗褐色土　軽石、ローム粒子、小礫を含む。
３　黒褐色土　焼土ブロック、軽石を含む。
４　暗褐色土　焼土粒子を微量含む。
５　焼土
６　暗褐色土　焼土粒子、灰を含む。炭化物粒子を多く含む。
７　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を含む。
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甕が出土している。（８）の土師器甕はカマドの袖として

使用されている。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

148号住居（第186・187・298・299図、ＰＬ.89・90・287）

位置　97F ～ H－6、97G・H－7グリッド、145・146・149

号住居、22号溝と重複している。145・146号住居を壊し、

149号住居、22号溝によって壊されている。

形状　全容は不明であるが、隅丸長方形を呈するものと

思われる。　主軸方位　Ｎ－40°－Ｗ

規模　現状での面積は25.56㎡、現状での長辺（北西～南

東）6.6ｍ、短辺（北東～南西）5.45ｍ、残存壁高は９～

14cmを測る。

床面　やや凹凸がある。全体的に硬化面は認められない。

炉　２箇所検出された。いずれもＰ１とＰ２の内側に設

置されている。西壁から1.22 ～ 1.5ｍ離れている。炉１

は長径100cm・短径65cm・深さ7cmの楕円形を呈する。焼

土の堆積が認められた。炉２は炉１の北東約60cmの所に

位置する。長径52cm・短径30cm・深さ８cmの楕円形を呈

する。焼土の堆積が認められた。

第186図　１区148・149号住居（１）
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149号住居
１　表土
２　暗褐色土　軽石、小礫を含む。
３　暗褐色土　小礫、ロームブロックを含む。焼土粒子を

微量含む。
４　暗褐色土　軽石、小礫を微量含む。
５　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子、小礫を微量含む。
６　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
７　暗褐色土　ロームブロックを多く、軽石を含む。
８　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を少量含む。
９　褐色土　ロームブロック主体。
10　黒褐色土　ロームブロックを含む。
11　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子を少量、軽石を含む。
12　暗褐色土　粘性強い。褐色ブロックを多く含む。

148号住居
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、炭化物粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を少量含む。上層よりも暗い色調。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、炭化物粒子を少量含む。
４　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を少量含む。上層よりも暗い色調。
５　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
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貯蔵穴　明瞭な貯蔵穴を確認することはできなかった。

柱穴　Ｐ１～Ｐ４の４基のピットが検出された。Ｐ１は

長径86cm・短径60cm・深さ38cm、Ｐ２は長径70cm・現状

の短径26cm・深さ17cm、Ｐ３は長径59cm・短径47cm・深

さ25cm、Ｐ４は長径73cm・短径57cm・深さ23cmを測る。

主柱穴になる。Ｐ１－Ｐ２－Ｐ３間の距離は同じく3.1

ｍ、Ｐ１－Ｐ４間の距離は４ｍ、Ｐ３－Ｐ４間の距離は

2.5ｍを測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１・２層は住居覆土

になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ８～ 20cm

ほどである。セクションＡ－Ａ’の３～５層は掘り方充

填土になる。またセクションＣ－Ｃ’の１～３層も掘り

方充填土である。４層はピットの覆土になる。

遺物　炉周辺や床直上から土器が出土。（６）の土師器甕

は炉２周辺から、（７）の甕は22号溝に流れ込むような状

態で、（８・９）の壺は西壁に近接して、西壁下からは坩

が出土している。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

149号住居（第186・187・299図、ＰＬ.91）

位置　97H－6・7グリッド、148号住居と重複し、壊して

いる。

形状　全容は不明であるが隅丸方形を呈するものと思わ

れる。　主軸方位　不明。

規模　現状での面積3.02㎡、現状での長辺（北西～南東）

2.55ｍ、短辺（北東～南西）1.5ｍ、残存壁高は28 ～

第187図　１区148・149号住居（２）

掘り方
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148号住居内炉1
１　暗褐色土　焼土粒子を含む。
２　焼土
３　暗褐色土　焼土粒子を含む。ローム粒子を微量含む。

148号住居ピット１
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。炭化物粒子を微

量含む。
２　黒褐色土　ローム粒子、炭化物粒子を含む。
３　褐色土　ロームブロックを多く含む。

148号住居掘り方
１　暗褐色土　ローム粒子、ロームブロック、軽

石、小礫を含む。
２　黒褐色土　軽石を含む。
３　褐色土　ロームブロックを多く含む。
４　黒褐色土　軽石を含む。

148号住居内炉2
１　焼土

148号住居ピット３
１　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を含む。
２　褐色土　ロームブロックを含む。
３　褐色土　ロームブロック、粘土ブロックを含む。
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第188図　１区150号住居（１）
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１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　茶褐色土　軟らかくてしまり良い。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックと暗褐色土の混土。

炭化物粒子を含む。
４　黒褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを含む。
５　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。
６　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土ブロック

を含む。
７　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロックを多量に含む。
８　黄褐色土　硬くしまる。ロームと暗褐色土の混土。貼床。
９　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロックと暗褐色土の混土。
10　茶褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム主体の層。
11　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子を少量含む。
12　茶褐色土　軟らかくて粘性あり。暗褐色土を含む。

炉
１　赤褐色土　軟らかくてしまり良い。焼土を多量に、炭化物、ローム

ブロックを含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。焼土粒子、炭化物、ローム粒子

を含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームを主体に暗褐色土を含む。

ピット１
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あ

り。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘

質土ブロックを含む。
ピット２
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あ

り。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロー

ムを多量に含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。黄

白色粘質土ブロックを含む。

ピット３
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あ

り。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。黄

白色粘質土粒子を多量に含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロー

ムを多量に含む。
ピット５
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム

ブロックを少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒

子を含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロー

ムブロックを多量に含む。
４　黄褐色土　軟らかい。ローム主体の層。

ピット４
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を少量

含む。
２　黒褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。ローム粒子を含む。
土坑１
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、炭化物

粒子を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロックを含む。

ピット６
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロックを少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。
ピット７
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子を含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームを主体に暗褐色土を含む。
４　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。
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43cmを測る。

床面　やや凹凸がある。全体的に硬化面は認められない。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。３～８層は住居覆土

になる。９・10層は掘り方充填土になる。

掘り方　床面の中央部を除いて壁に沿って掘り下げられ

ている。深さ５～ 15cmほどである。

遺物　覆土中から土師器の杯が出土。（３）のＳ字状口縁

台付甕は148号住居の遺物が混入したものである。

時期　出土遺物から７世紀前半代に比定される。

150号住居（第188・189・300図、ＰＬ.91・286）

位置　97C・D－4・5グリッド、133・156・157号住居と

重複し、壊されている。

形状　長方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－50°－Ｅ

規模　現状での面積は26.9㎡、長辺（北東～南西）6.33ｍ、

短辺（北西～南東）5.4ｍ、残存壁高は15cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

炉　主柱穴Ｐ９に近接している。長径65cm・短径50cm・

深さ５cmの楕円形を呈する。焼土・炭化物を含む。

貯蔵穴　Ｐ５に近接して検出されたＰ６が貯蔵穴になる

ものと思われる。長径56cm・短径55cm・深さ70cmの方形

を呈する。覆土は２層に分かれ、土器が出土している。

柱穴　Ｐ５・Ｐ７～Ｐ９の４基のピットが主柱穴にな

る。Ｐ５は長径84cm・短径65cm・深さ36cm、Ｐ７は長

第189図　１区150号住居（２）

掘り方
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径48cm・短径40cm・深さ58cm、Ｐ８は長径48cm・短径

43cm・深さ40cm、Ｐ９は長径43cm・短径35cm・深さ56cm

を測る。Ｐ５－Ｐ７間の距離は3.5ｍ、Ｐ７－Ｐ８間の

距離2.3ｍ、Ｐ８－Ｐ９間の距離3.2ｍ、Ｐ９－Ｐ５間の

距離は2.25ｍである。　その他のピットは次のとおりで

ある。Ｐ１は長径61cm・短径43cm・深さ33cm、Ｐ２は長

径32cm・短径30cm・深さ47cm、Ｐ３は長径43cm・短径

39cm・深さ45cm、Ｐ４は長径62cm・短径55cm・深さ34cm

を測る。Ｐ２とＰ３は南壁のほぼ中央部分に位置しピッ

トの深さも深いことから、何らかの施設跡と思われる。

周溝　全周していたものと思われるが、東壁と北壁で検

出されただけであった。幅12 ～ 20cm、深さ９cmを測る。

埋没土　自然埋没土と思われる。１・２層は住居覆土、３・

４層は貼床になる可能性がある。５～ 10層は掘り方充

填土になる。11・12層は掘り方で検出されたピットの覆

土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられていて凹凸が激しい。深

さ５～ 30cmほどである。

遺物　炉周辺や貯蔵穴、床直上から土器が出土。（４）の

Ｓ字状口縁台付甕は炉周辺から、（５）のＳ字状口縁台付

甕はＰ６内から出土している。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

151号住居（第190・300図、ＰＬ.92・96・287）

位置　97D・E－5・6グリッド、185・189号住居と接し、

107・108号土坑と重複している。土坑に壊されている。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－81°－Ｗ

規模　面積9.74㎡、長辺（東西）3.63ｍ、短辺（南北）3.2

ｍ、残存壁高は19 ～ 37cmを測る。

床面　やや凹凸がある。全体的に硬化面は認められない。

第190図　１区151号住居

掘り方
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１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、ローム

粒子、炭化物粒子を含む。１層よりも暗い色調。
３　黒褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を少量含む。
４　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームをやや多く含む。

掘り方
１　暗褐色土　ローム粒、小礫を含む。
２　褐色土　ローム主体の層。小礫を含む。
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１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。
　　　　　　　ローム粒子を含む。
２　茶褐色土　軟らかくてしまり良い。
　　　　　　　粘性あり。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。　

ローム粒子を少量含む。
４　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。
　　　　　　　ローム主体の層。

ピット１
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームを多量に含む。
ピット２
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、炭化物

粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロックを多量に含む。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を少量含む。
ピット３
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、炭化物

粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロックを多量に含む。
ピット４
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、炭化物

粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロックを多量に含む。
３　暗褐色土　非常に軟らかくて粘性あり。ローム粒子を多量に含む。
ピット５
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームを多量に、暗褐色土を含む。
土坑１
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。ローム主体の層。
４　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子を含む。
５　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子を少

量含む。
６　暗褐色土　やや硬くしまり粘性非常にあり。黄白色粘質土ブロック

を含む。
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０ １ｍ１: 30

炉　検出できなかった。床面に焼土の堆積は認められな

かった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～４層は住居覆土

になる。セクションＤ－Ｄ’の１・２層は掘り方充填土

になる。

掘り方　住居中央部・南東隅・南西隅の掘り下げが認め

られる。深さ５～ 15cmほどである。

遺物　床面南西隅の床直上から土器がまとまって出土。

（４・５）のＳ字状口縁台付甕、（６・８・９）の甕や壺が

出土している。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

152号住居（第191・301図、ＰＬ.92・93・288）

位置　97B・C－3グリッド、100・101号住居と重複し、

壊されている。

形状　方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－12°－Ｗ

規模　現状での面積は10.11㎡、長辺（南北）4.5ｍ、現

状での短辺（東西）3.7ｍ、残存壁高は３～ 14cmを測る。

第192図　１区153号住居（１）
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１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、
ローム粒子を含む。

２　黒色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を
少量含む。

３　黄褐色土　軟らかい。ローム主体の層。
４　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブ

ロックを含む。
５　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。暗褐色土

とロームの混土。
６　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体の

層。
７　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームを主体に暗

褐色土を含む。

炉
１　焼土
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、焼土粒子を含む。
３　灰
４　焼土

ピット１
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化物粒子を少量含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームを主体に暗褐色土を含む。
ピット２
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。焼土ブロック、ローム

粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、焼土ブロック、炭

化物を含む。
ピット３
１　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を多量含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を含む。

ピット４
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。黄白色粘質土を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体で暗褐色土を含む。
ピット５
１　暗褐色土　やや硬くしまり、粘性あり。ロームブロックを含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり、粘性あり。ローム主体の層。
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床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

炉　検出できなかった。100号住居に壊されてしまった

ものと思われる。

貯蔵穴　南壁に近接して検出されたＰ４が貯蔵穴になる

ものと思われる。長径54cm・短径48cm・深さ44cmの楕円

形を呈する。覆土は３層に分かれた。

柱穴　明瞭な主柱穴は検出できなかった。Ｐ１は長径

58cm・ 短 径48cm・ 深 さ30cm、 Ｐ ２ は 長 径40cm・ 短 径

35cm・ 深 さ15cm、 Ｐ ３ は 長 径36cm・ 短 径28cm・ 深 さ

14cm、Ｐ５は長径48cm・短径48cm・深さ14cmを測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と思われる。１・２層は住居覆土、３・

４層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ６～

15cmほどである。

遺物　床面の北西隅から土器がまとまって出土。Ｓ字状

口縁台付甕を主体に、小型甕と手捏ね土器が出土してい

る。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

153号住居（第192・193・302図、ＰＬ.94・95・289）

位置　97A・B－4・5グリッド、101・171・187号住居と

重複し、壊されている。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－７°－Ｗ

規模　現状での面積は21.38㎡、長辺（南北）5.75ｍ、短

辺（東西）5.45ｍ、残存壁高は５～ 18cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

炉　床面の中央から少し北よりに位置している。長径

65cm・短径53cm・深さ16cmの楕円形を呈する。礫１点が

配置されている。覆土は３層に分かれ、焼土・灰が堆積

している。

貯蔵穴　南壁に近接して検出されたＰ２が貯蔵穴になる

ものと思われる。長径57cm・短径50cm・深さ17cmの楕円

形を呈する。覆土は２層に分かれた。

第193図　１区153号住居（２）

掘り方
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154号住居  
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、白色軽石

を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、

炭化物を含む。
３　炭化物層　軟らかい。暗褐色土を含む。
４　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子をや

や多く含む。
５　黄褐色土　硬くしまる。黄白色粘質土を主体に暗褐色土を含む。
６　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロック、炭化物粒子、

焼土粒子を含む。
７　暗褐色土　やや硬く粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
８　黄白色土　やや硬い。黄白色粘質土を主体に、暗褐色土を少量含む。
　
154号住居ピット１
１　黒褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土、炭化物を含む。

154号住居内土坑１
１　暗褐色土　やや硬く粘性あり。炭化物を多量に含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。暗褐色土を少量含む。

189号住居跡
１　暗褐色土　軟らかくしまり良い。粘性あり。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかく粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子を含む。
３　茶褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を多量に含む。
４　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
５　黄白色土　やや硬くしまる。黄白色粘質土を主体に暗褐色土を少量

含む。

189号住居ピット１
１　暗褐色土　やや硬く粘性あり。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　やや硬く粘性あり。暗褐色土を少量含む。

189号住居土坑１
１　暗褐色土　やや硬く粘性あり。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　やや硬く粘性あり。暗褐色土を少量含む。

191号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子

を含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。

191号住居ピット１
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化物粒子を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかく粘性あり。ローム主体で暗褐色土を含む。
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191号住居掘り方
１　暗褐色土　やや硬い。黄白色粘質土ブロック、焼土ブロッ

ク、炭化物を含む。
２　黄白色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土を主体に

暗褐色土を少量含む。

191号住居カマド
１　茶褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主体の層。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体の層
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を少量含む。
４　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を多量に含む。　
５　褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土粒子、炭化物粒子、ローム粒子を含む。
６　焼土
７　灰褐色土　軟らかくて粘性あり。灰を多量に焼土ブロック、ロームブロックを含む。

191号住居ピット２
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を多量に含む。
２　黄白色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土粒子を多量

に含む。



柱穴　Ｐ４・Ｐ５・Ｐ６が主柱穴になる。Ｐ４は長径

67cm・短径58cm・深さ25cm、Ｐ５は長径49cm・短径

42cm・深さ11cm、Ｐ６は長径54cm・短径44cm・深さ25cm

である。もう１箇所は171号住居によって壊されてしまっ

たものと思われる。Ｐ４－Ｐ６間の距離は2.5ｍ、Ｐ６

－Ｐ５間距離2.3ｍを測る。

　その他のピットは次のとおりである。Ｐ１は長径

28cm・短径25cm・深さ12cm、Ｐ３は長径36cm・短径

35cm・深さ23cmを測る。Ｐ３は入口施設になるかもしれ

ない。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と思われる。1～４層は住居覆土、

５～７層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ５～

16cmほどである。床面の中央部をやや掘り残している。

遺物　床直上から少量の土器が出土。（４）の壺口縁部は

西壁に近接して出土している。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

154号住居（第194・195・302図、ＰＬ.95 ～ 97・115・

116・289）

位置　97C・D－6グリッド、155・189号住居と重複し、

壊している。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－78°－Ｅ

規模　現状での面積は8.62㎡、長辺（南北）3.1ｍ、短辺

（東西）3.08ｍ、残存壁高は28 ～ 35cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　床面の北東隅から検出された土坑が貯蔵穴にな

る可能性がある。長径98cm・短径95cm・深さ13cmの楕円

形を呈する。覆土は２層に分かれた。

柱穴　検出できなかった。西壁下からＰ１を検出した。

長径119cm・短径50cm・深さ15cmを測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～４層は住居覆土

になる。３層は炭化物層である。５～８層は掘り方充填

土になる。

掘り方　部分的に深く掘り込まれているが、全体的に見

ると浅い掘り込みである。深さ５～ 31cmほどである。

遺物　覆土中の炭化材上層から礫がまとまって出土。羽

釜は南壁周辺から出土している。また、３層の炭化物層

から被熱を受けている獣骨片が出土。

時期　出土遺物から10世紀後半代に比定される。

189号住居（第194・195・313図、ＰＬ.96・116・296）

位置　97D－6グリッド、154・191号住居と重複し、壊さ

れている。

形状　方形を呈するものと思われる。　主軸方位　不明。

規模　長辺（南北）不明、短辺（東西）3.87ｍ、残存壁高

は15 ～ 32cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド・炉　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。床面から検出された土坑は

長径83cm・短径74cm・深さ26cmの楕円形を呈する。覆土

は２層に分かれた。

柱穴　明瞭な主柱穴を検出することはできなかったが、

154号住居と191号住居の掘り方調査時に検出されたピッ

トが189号住居の柱穴になるかもしれない。189号住居

のＰ１は長径48cm・短径46cm・深さ15cm、191号住居Ｐ

２は長径42cm・短径31cm・深さ23cmを測る。154号住居

掘り方南西部から検出されたピットは、長径53cm・短径

44cm・深さ11cmを測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と思われる。1～３層は住居覆土、

４・５層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ10

～ 15cmほどである。

遺物　覆土から少量の土器が出土。土師器の杯が出土し

ている。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

191号住居（第194・195・314図、ＰＬ.96・116・295）

位置　97C・D－5・6グリッド、189号住居と重複し、壊

している。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－70°－Ｅ

規模　面積は5.82㎡、長辺（北西～南東）2.48ｍ、現状

での短辺（北東～南西）2.33ｍ、残存壁高は27cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　東壁の中央からやや南寄りに設置されている。

燃焼部は床面から壁を掘り込んで構築されている。長さ
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１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、白色軽石を

少量含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックと暗

褐色土の混土。
４　黄褐色土　硬くしまる。ロームと暗褐色土の混土。貼床。
５　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。暗い

色調。
６　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ロー

ム粒子、焼土粒子を含む。
７　黄褐色土　硬くしまる。ローム、黄白色粘質土、暗褐色土

の混土。
８　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。暗褐色土と黄白色粘質土

との混土。
９　黄褐色土　やや硬く粘性あり。黄白色粘質土を主体に、暗

褐色土を少量含む。

カマド
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、焼土粒子、

炭化物粒子、白色軽石を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロック、焼土粒

子を含む。

ピット１
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を含

む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土を主体に暗褐色土を含む。
ピット２
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。
ピット３
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。
ピット４
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、焼土ブロックを含む。
２　暗褐色土　非常に軟らかくて粘性あり。ローム粒子を少量含む。
ピット５
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土ブロッ

クを含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土を主体とし、暗褐色土を

少量含む。
ピット６
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土ブロッ

クを含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土を主体とし、暗褐色土を

少量含む。
ピット７
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。黄白色粘質土粒子を含む。
２　黄白色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土と暗褐色土の混土。
３　黄白色土　軟らかくて粘性あり。
ピット８
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロック、ロームブ

ロックを多量に含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土粒子を含む。

住居内土坑１
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、

黄白色粘質土ブロックを含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、

黄白色粘質土ブロックを多量に含む。
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107cm、焚き口部の幅24cm、袖を含めた幅は50cmである。

１～７層はカマド覆土、６層は焼土である。

貯蔵穴　床面の北付近から検出されたＰ１が貯蔵穴にな

る可能性がある。長径45cm・短径38cm・深さ８cmの楕円

形を呈する。覆土は２層に分かれた。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～３層は住居覆土、

セクションＮ－Ｎ’の１・２層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ８～

20cmほどであり凹凸がある。

遺物　覆土中から少量の土器が出土。西壁付近から土師

器の杯と須恵器の杯が出土している。

時期　出土遺物から７世紀第４四半期に比定される。

155号住居（第196・197・302・303図、ＰＬ.96・97・115・

116・289・290）

位置　97B・C－6・7グリッド、154・172号住居、22号溝

と重複している。154号住居、22号溝に壊されている。

形状　隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－57°－Ｅ

規模　面積は13.37㎡、長辺（北東～南西）4.25ｍ、現状

での短辺（北西～南東）3.98ｍ、残存壁高は９～ 21cmを

測る。

床面　ほぼ平坦である。中央部にかけて硬化面が認めら

れた。床面のほぼ中央部から土坑１基が検出された。長

径94cm・短径73cm・深さ20cmの楕円形を呈する。覆土は

２層に分かれた。　

カマド　東壁のほぼ中央に設置されている。燃焼部は壁

を掘り込んで構築されている。長さ78cm、焚き口部の幅

32cmである。１・２層はカマド覆土である。

貯蔵穴　床面の南東隅付近から検出されたＰ４が貯蔵穴

になる可能性がある。長径61cm・短径34cm・深さ26cmの

楕円形を呈する。覆土は２層に分かれた。

柱穴　明瞭な主柱穴を検出できなかった。Ｐ１は長径

48cm・ 短 径38cm・ 深 さ19cm、 Ｐ ２ は 長 径29cm・ 短 径

27cm・ 深 さ23cm、 Ｐ ３ は 長 径49cm・ 短 径38cm・ 深 さ

45cm、Ｐ５は長径43cm・短径34cm・深さ15cm、Ｐ６は長

径47cm・短径33cm・深さ15cm、Ｐ８は長径41cm・短径

37cm・深さ26cmを測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～３層は住居覆土、

４層は貼床、５～９層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ５～ 30cm

ほどであり凹凸がある。掘り方調査時にＰ７を検出した。

長径55cm・短径45cm・深さ19cmを測る。

遺物　覆土中や床直上から土器や礫が出土。１号土坑か

らは土師器の甕、甑、貯蔵穴周辺からは土師器の杯、Ｐ

５周辺からはこも編み石７点がまとまって出土してい

る。土錘は覆土中からの出土である。（19）の土師器の器

台は193号住居の遺物になる。

時期　出土遺物から７世紀に比定される。

156号住居（第198・199・304図、ＰＬ.98）

位置　97B・C－4・5グリッド、150・157・186・187号住

居と重複している。150住居を壊し、186・187号住居に

壊されている。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－78°－Ｅ

第197図　１区155号住居（２）

掘り方
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規模　現状での面積は14.82㎡、長辺（東西）4.15ｍ、短

辺（南北）４ｍ、残存壁高は15 ～ 20cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド・炉　検出できなかった。

貯蔵穴　床面の北東隅から検出された土坑１が貯蔵穴に

なるものと思われる。長径62cm・短径62cm・深さ26cmの

楕円形を呈する。覆土は４層に分かれた。床面のほぼ中

央から検出された土坑２は、長径74cm・短径65cm・深さ

41cmの楕円形を呈する。覆土は４層に分かれた。

柱穴　明瞭な主柱穴は検出できなかった。Ｐ１は長径

32cm・短径24cm・深さ24cmを測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と思われる。1・２層は住居覆土、

掘り方セクションＦ－Ｆ’の３・４層は掘り方充填土に

なる。１・２層は掘り方で検出されたピットの覆土になる。

掘り方　全体的に掘り下げているが比較的浅い。深さ７

第198図　１区156・157・187号住居（１）
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156号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロックを含む。

156号住居掘り方
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　非常に軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロックを

含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームを主体に暗褐色土を

含む。
４　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒

子を含む。
５　暗褐色土　やや硬く粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。

156号住居内土坑１
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　黄白色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土と暗褐色土の混土。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロックを含む。
４　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、

黄白色粘質土ブロックを含む。

156号住居内土坑２
１　暗褐色土　軟らかい。ロームブロック、黄白色粘質土ブロック、

炭化物粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロックを多量に含む。
３　暗褐色土　軟らかく粘性あり。黄白色粘質土と暗褐色土の混土。
４　黄白色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土を主体とする。

156号住居ピット１
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土を多量に含む。

157号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、炭化物粒子を含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームを多量に含む。
４　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土ブロック。
５　黄褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。ロームを主体に暗褐色土を含む。

157号住居掘り方
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームを主体に暗褐色土を含む。
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第199図　１区156・157・187号住居（２）

掘り方
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187号住居カマド
１　暗褐色土　硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子、白色軽石を含む。
２　褐色土　やや硬くしまる。焼土ブロックを多量に、ローム粒子、白色軽石を含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子を含む。
４　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を含む。
５　褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。焼土粒子、ローム粒子を含む。
６　褐色土  軟らかくて粘性あり。焼土ブロックを多量に、ローム粒子を含む。
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～ 16cmほどである。Ｐ２が検出された。長径26cm・短

径25cm・深さ17cmを測る。

遺物　覆土中から土師器の杯が出土している。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

157号住居（第198・199・304図、ＰＬ.98）

位置　97C－4・5グリッド、150・156号住居と重複して

いる。150・156号住居を壊している。

形状　隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　不明。

規模　現状での面積は3.44㎡、長辺（北東～南西）2.8ｍ、

短辺（北西～南東）1.17ｍ、残存壁高は16 ～ 25cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド・炉　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と思われる。1・２層は住居覆土、

３～５層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に浅く掘り下げられている。深さ７～

13cmほどである。

遺物　覆土中から土師器の甕が出土している。

時期　出土遺物から７世紀前半代に比定される。

187号住居（第198・199図、ＰＬ. 94・98）

位置　97B・C－4グリッド、153・156号住居と重複し、

壊している。

形状　重複関係のために明瞭ではないが、隅丸方形を呈

するものと思われる。　主軸方位　Ｎ－58°－Ｅ

規模　面積6.22㎡、現状での長辺（北東～南西）2.65ｍ、

短辺（北西～南東）2.43ｍ、残存壁高は５～ 11㎝を測る。

床面　全体的にやや凹凸がある。硬化面は認められな

かった。

カマド　東壁の中央から南寄りに設置される。燃焼部は

床面から壁を掘り込んで構築されており、長さ149㎝・

焚き口部の幅25㎝である。１～４層はカマド覆土、５・

６層は掘り方になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　ほとんど検出することはできなかったために不

明である。

掘り方　部分的に掘り下げている。

遺物　床直上から少量の土器片が出土している。

第200図　１区158号住居

掘り方
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１　暗褐色土　ローム粒子を含む。小礫を少量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　焼土粒子、炭化物ブロック多く含む。
４　暗褐色土　ロームブロック、ローム粒子、炭化物粒子を多く含む。
５　暗褐色土　焼土ブロック、ローム粒子、ロームブロックを含む。
６　暗褐色土　ローム粒子を含む。

貯蔵穴
１　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。
２　暗褐色土　軽石を少量含む。
３　暗褐色土　焼土粒子、炭化物粒子を少量含む。
４　焼土
５　暗褐色土　炭化物粒子を多く含む。
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時期　不明。

158号住居（第200・304図、ＰＬ.99・290）

位置　97E・F－14、97E－15グリッド、160号住居の北西

5.5ｍの所に位置している。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－66°－Ｅ

規模　面積11.18㎡、長辺（北東～南西）3.57ｍ、短辺（北

西～南東）3.23ｍ、残存壁高は30 ～ 40cmを測る。

床面　やや凹凸がある。全体的に硬化面は認められない。

炉　検出できなかった。床面に焼土の堆積は認められな

かった。

貯蔵穴　床面の南西隅から検出されたピットが貯蔵穴に

なるものと思われる。長径58cm・短径45cm・深さ27cmの

楕円形を呈する。覆土は５層に分かれた。４層は焼土で

ある。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～５層は住居覆土

になる。６層は掘り方充填土である。

掘り方　全体的に掘り下げが行われている。深さ５～

16cmほどである。

遺物　床面の南中央付近からまとまって出土。（４）の壺

や（１）の杯が出土している。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

第201図　１区159号住居

掘り方

掘り方
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159号住居・カマド
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　小礫を少量含む。
４　暗褐色土　ロームブロックを含む。
５　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子を含む。
６　暗褐色土　しまりやや強い。
７　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を少量含む。
８　暗褐色土　焼土粒子を多く含む。
９　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。
10　暗褐色土　ローム粒子を含む。
11　暗褐色土　ローム主体。
12　暗褐色土　炭化物粒子、焼土粒子を多く含む。
13　暗褐色土　しまり弱い。
14　暗褐色土　ローム粒子を含む。炭化物粒子を少

量、焼土粒子を微量含む。
15　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を含む。
16　暗褐色土　焼土粒子、ローム粒子を含む。
17　黒褐色土　ロームブロックを含む。

ピット１
１　暗褐色土　黒褐色土粒子含む。
２　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子を含む。
３　褐色土　ローム粒子を多く含む。
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第202図　１区160号住居
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１　暗褐色土　軽石を少量、ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。
３　暗褐色土　粘性やや強い。ロームブロックを多く含む。
４　暗褐色土　２層に近いがローム粒子がより多い。
５　暗褐色土　２層に近いが炭化物ブロックを少量含む。
６　暗褐色土　２層に近いが、軽石、ローム粒子、小礫を少

量含む。
７　２層に近いがローム粒子を含む。ロームブロックを少量

含む。
８　黒褐色土　ローム粒子を微量含む。
９　褐色土　ローム主体。
10　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

ピット１、ピット２
１　暗褐色土　軽石を微量含む。ローム粒子を含む。

貯蔵穴
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
２　褐色土　ロームブロックを含む。
３　暗褐色土　焼土粒子を多量。炭化物粒子を少量含む。
４　黒褐色土　ローム粒子を微量含む。
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１　暗褐色土　軽石、小礫を含む。焼土粒子を微量含む。
２　暗褐色土　小礫を含む。１層より粘性強い。
３　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
４　暗褐色土　焼土粒子を多く、炭化物粒子を少量含む。
５　暗褐色土　しまり強い。焼土粒子を含む。下部に硬

化面あり。
６　暗褐色土　焼土粒子、ローム粒子を含む。炭化物粒

子を少量含む。
７　暗褐色土　焼土粒子、炭化物粒子、軽石を含む。
８　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を微量含む。
９　暗褐色土　ローム粒子、小礫を少量含む。
10　黒褐色土　倒木痕のフク土と思われる。
11　暗褐色土　しまり弱い。ロームブロックを含む。炭

化物粒子を少量含む。
12　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を微量含む。

ピット１
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　ロームブロック、小礫を多く含む。
３　暗褐色土　１層に近いが、焼土粒子を含む。

ピット２
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

ピット３
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。

ピット５
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。

ピット６
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。

ピット７
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。

カマド１
１　暗褐色土　軽石を微量、焼土粒子を少量含む。
２　暗褐色土　しまり弱い。焼土粒子を含む。
３　焼土
４　暗褐色土　焼土粒子を多く含む。
５　暗褐色土　焼土粒子、ローム粒子を含む。
６　黒褐色土　焼土粒子を少量含む。
７　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子を含む。
８　暗褐色土　焼土粒子を少量、ロームブロックを多量含む。

カマド２
１　暗褐色土　焼土粒子を微量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　炭化物粒子、焼土粒子を含む。
４　暗褐色土　炭化物粒子を多く、焼土粒子を含む。
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159号住居（第201図、ＰＬ.100）

位置　97D－15グリッド、160号住居の西２ｍの所に位置

している。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である

が、方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－78°－Ｅ

規模　現状での面積は3.75㎡、長辺（東西）2.92ｍ、現

状での短辺（南北）2.02ｍ、残存壁高は20cmを測る。

床面　やや凹凸がある。全体的に硬化面は認められない。

カマド　東壁に設置されている。燃焼部は壁を掘り込ん

で構築されている。長さ141cm、幅43cmである。覆土は

住居からの通し番号を付けているために、カマド覆土は

５～８層が該当する。焼土粒子を含んでいる。12 ～ 17

層は掘り方になる。

貯蔵穴　床面の北東付近から検出された。長径76cm・短

径54cm・深さ18cmの楕円形を呈する。覆土は３層に分か

れた。

柱穴　検出できなかった。

周溝　カマド部分を除いて全周しているものと思われ

る。幅７～ 16cm、深さ２～５cmを測る。

埋没土　自然埋没土と考えられる。２～４層は住居覆土

になる。１層は何らかの掘り込みの痕跡と思われる。

掘り方　全体的に掘り下げられているがカマド前面でや

や深い。深さ３～ 20cmほどであり凹凸がある。

遺物　覆土中から少量の土器片が出土。（１）の須恵器蓋

が出土している。

時期　出土遺物から８世紀前半に比定される。

160号住居（第202・304図、ＰＬ.100・291）

位置　97C・D－13・14グリッド、158号住居の南東5.5ｍ

の所に位置している。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－52°－Ｅ

規模　現状での面積は19.54㎡、長辺（北東～南西）4.98

ｍ、短辺（北西～南東）4.68ｍ、残存壁高は16 ～ 24cmを

測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

炉　床面の中央からやや南よりに位置している。長径

62cm・短径50cm・深さ15cmの楕円形を呈する。

貯蔵穴  Ｐ３に近接して検出された。調査区外に延びて

いるために全掘はできなかった。現状では長径88cm・短

径55cm・深さ31cmを測る。覆土は４層に分かれた。３層

は焼土粒子と炭化物粒子を含んでいた。

柱穴　Ｐ１～Ｐ４の４基のピットが検出された。Ｐ１は

長径49cm・短径26cm・深さ28cm、Ｐ２は長径36cm・短径

34cm・深さ16cm、Ｐ３は長径34cm・現状の短径20cm・深

さ34cm、Ｐ４は長径44cm・短径33cm・深さ39cmを測る。

主柱穴になる。Ｐ１－Ｐ２間の距離とＰ３－Ｐ４間の距

離は2.5ｍ、Ｐ１－Ｐ４間の距離2.3ｍ、Ｐ２－Ｐ３間の

距離は2.2ｍを測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～６層は住居覆土

になる。７～ 10層は掘り方充填土になる。

掘り方　住居中央部での掘り下げは浅く、壁下でやや深

く掘り下げられている。深さ３～ 15cmほどである。

遺物　覆土中や床直上から土器が出土。（５）のＳ字状口

縁台付甕、（６）の壺、（７）の底部片は炉の東から出土し

ている。この他、縄文土器片（黒浜・有尾式）２点が出土。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

161号住居（第203・204・305図、ＰＬ.101・290）

位置　97F・G－12・13グリッド、132号住居の南西２ｍ

の所に位置している。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－78°－Ｅ

第204図　１区161号住居（２）

掘り方
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規模　面積17.7㎡、長辺（東西）4.55ｍ、短辺（南北）4.24

ｍ、残存壁高は30 ～ 42cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　２箇所検出された。カマド１は東壁の中央から

南寄りに設置されている。燃焼部は床面から壁を掘り込

んで構築されている。長さ53cm、焚き口部の幅60cmであ

る。１～５層はカマド覆土、６～８層は掘り方になる。

３層は焼土である。カマド２は東壁の中央からやや北寄

りに設置されている。燃焼部は壁を掘り込んで構築され

ている。長さ47cm、幅43cmである。１・２層はカマド覆

土である。カマド１に先行するものであろう。

貯蔵穴  検出できなかった。

柱穴　Ｐ１～Ｐ８の８基のピットが検出された。このう

ちＰ１・Ｐ７・Ｐ８の３基が主柱穴になるものと思われ

る。Ｐ１は長径34cm・短径27cm・深さ38cm、Ｐ７は長

径37cm・短径27cm・深さ22cm、Ｐ８は長径45cm・短径

28cm・深さ69cmを測る。Ｐ１－Ｐ７間の距離は2.35ｍ、

Ｐ１－Ｐ８間距離は2.65ｍを測る。Ｐ２は長径31cm・短

径30cm・深さ41cm、Ｐ３は長径49cm・短径33cm・深さ

38cm、Ｐ４は長径27cm・短径24cm・深さ27cm、Ｐ５は長

第205図　１区162・163号住居（１）

163号住居
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ピット１
１　暗褐色土　しまり強い。軽石を少量、
　　　　　　　ロームブロックを含む。
ピット２
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　粘土ブロック、粘土粒子

を含む。

ピット３
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　粘土ブロック、粘土粒子を含

む。
貯蔵穴
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を多量、小礫を少

量含む。

162・163号住居
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。軽石、焼

土粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軽石を少量、ローム粒子を微

量含む。
３　暗褐色土　ロームブロックを含む。焼土

粒子を微量含む。
４　黒褐色土　焼土粒子を含む。炭化物粒子

を微量含む。
５　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
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径26cm・短径24cm・深さ19cm、Ｐ６は長径45cm・短径

38cm・深さ59cmを測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。1 ～４層は住居覆土、

５層は貼床になる。６～８・11・12層は掘り方充填土に

なる。９・10層は倒木の覆土である。

掘り方　全体的に掘り下げられているが、主柱穴に囲ま

れた内側がやや深くなっている。深さ８～ 36cmほどで

あり、凹凸が認められる。

遺物　覆土中や床直上から遺物が出土。カマド周辺から

土師器の杯や甕、床面の南西隅周辺から須恵器の杯、蓋、

甕の破片が出土している。

時期　出土遺物から８世紀第３四半期に比定される。

162号住居（第205 ～ 207・306図、ＰＬ.102・103・291）

位置　97F－11グリッド、132・163号住居と重複し、壊

している。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－77°－Ｅ

規模　現状での面積9.7㎡、長辺（南北）3.8ｍ、短辺（東

西）3.17ｍ、残存壁高は５～ 25cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　東壁のほぼ中央に設置されている。燃焼部は床

面から壁を掘り込んで構築されている。長さ99cm、焚き

口部の幅66cm、袖を含めた幅は84cmである。向かって左

側の袖には礫、右側には土師器甕が設置されている。１

～４層はカマド覆土、５～ 10層は掘り方になる。11・

12層は袖部分である。

第206図　１区162・163号住居（２）

162号住居カマド

163号住居カマド
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162号住居カマド
１　暗褐色土　軽石を含む。
２　暗褐色土　軽石、焼土粒子、ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　焼土を多く含む。
４　褐色土　しまり弱い。焼土を多く含む。
５　暗褐色土　炭化物粒子、焼土粒子、ローム粒子を含む。
６　暗褐色土　灰を多く、焼土粒子を含む。
７　暗褐色土　焼土ブロックを多く含む。
８　暗褐色土　炭化物粒子を少量、焼土粒子、ローム粒子を含む。
９　暗褐色土　ローム粒子を多く、焼土粒子を微量含む。
10　褐色土　ローム主体。
11　暗褐色土　粘性強い。軽石を含む。焼土粒子を微量含む。
12　暗褐色土　粘性強い。 

163号住居カマド
１　暗褐色土　炭化物粒子、焼土粒子、ローム粒子を微量含む。
２　暗褐色土　焼土粒子を多く、炭化物粒子を含む。
３　赤褐色土　焼土粒子を多く含む。
４　赤褐色土　焼土粒子を含む。炭化物粒子を多く含む。
５　焼土ブロック
６　黒褐色土　焼土粒子を多く、炭化物粒子を少量含む。
７　黒褐色土　しまり強い。粘性強い。
８　暗褐色土　ローム粒子を含む。焼土粒子、小礫を少量含む。
９　暗褐色土　ロームブロック、暗褐色軽石を含む。
10　黒褐色土　粘性強い。軽石、ローム粒子を含む。
11　黒褐色土　粘性強い。軽石、粘土ブロックを含む。
12　灰褐色土　粘土ブロックを含む。
13　暗褐色土　粘性強い。軽石を含む。
14　黒褐色土　焼土粒子を少量含む。
15　褐色土　粘性強い。
16　焼土
17　暗褐色土　軽石を含む。
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貯蔵穴  Ｐ１とした遺構が貯蔵穴になる可能性がある。

長径38cm・短径32cm・深さ55cmの楕円形を呈する。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。1・２層は住居覆土

になる。セクションＥ－Ｅ’の１・２層は掘り方充填土

である。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ14 ～ 19cm

ほどである。調査時にピット３基が検出された。Ｐ２は

長径33cm・短径32cm・深さ52cm、Ｐ３は長径33cm・短径

32cm・深さ38cm、Ｐ４は長径33cm・短径30cm・深さ24cm

を測る。

遺物　覆土中から少量の土器片と南壁下から土師器の杯

が出土している。カマドの袖として（４）の土師器の甕が

使用されている。

時期　出土遺物から８世紀第１四半期に比定される。

第207図　１区162・163号住居（３）

掘り方
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163号住居掘り方
１　暗褐色土　軽石、ロームブロック、暗褐

色ブロックを含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。軽石を少

量、焼土粒子を多く含む。
３　暗褐色土　軽石、暗褐色ブロックを含む。
４　褐色土　ローム主体。
５　褐色土　ロームブロックを含む。
６　暗褐色土　粘土ブロックを多く含む。

162号住居掘り方
１　暗褐色土　ローム粒子、軽石を含む。
２　褐色土　ロームブロックを多く含む。
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０ ２ｍ１: 60

１　暗褐色土　ローム粒子を微量含む。
２　暗褐色土　ロームブロック、焼土粒子、軽石、小礫を含む。
３　暗褐色土　１層に近いが、１層よりしまり弱い。
４　暗褐色土　ロームブロック、ローム粒子を含む。
５　暗褐色土　しまり弱い。軽石を少量含む。
６　暗褐色土　ロームブロックを含む。ローム粒子を多く含む。
７　黒褐色土　ロームブロック、ローム粒子、軽石を含む。
８　暗褐色土　ローム粒子を含む。軽石を微量含む。
９　褐色土　暗褐色ブロックを多く含む。小礫を含む。

カマド
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　焼土粒子、軽石共に少量含む。
３　暗褐色土　ロームブロックを含む。
４　暗褐色土　焼土粒子、ローム粒子を含む。
５　暗褐色土　焼土ブロック、炭化物粒子を含む。
６　暗褐色土　焼土粒子を微量含む。
７　暗褐色土　焼土粒子を少量含む。
８　暗褐色土　ローム粒子を少量、焼土粒子を微量含む。
９　褐色土　ローム主体。
10　赤褐色土　焼土ブロック、ローム粒子を微量含む。
11　焼土
12　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子を含む。
13　赤褐色土　焼土ブロック。
14　暗褐色土　焼土粒子を少量含む。
15　暗褐色土　焼土粒子を多く、灰、軽石、ローム粒子を含む。
16　褐色土　軽石を含む。
17　褐色土　粘性強い。ローム粒子を多く含む。
18　暗褐色土　焼土粒子を含む。炭化物粒子、軽石を少量含む。
19　暗褐色土　焼土粒子、軽石を少量含む。
20　焼土
21　暗褐色土　しまり弱い。軽石を微量含む。
22　暗褐色土　粘性強い。軽石を含む。焼土粒子を微量含む。
23　暗褐色土　粘性強い。焼土粒子を少量含む。
24　黒褐色土　ローム粒子を含む。

ピット１
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを含む。

貯蔵穴
１　暗褐色土　軽石を微量

含む。
２　灰褐色土　白色粘土を

多く含む。



163号住居（第205 ～ 207・306図、ＰＬ.102・103・291）

位置　97E・F－11・12グリッド、162号住居と重複し、

壊されている。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－64°－Ｅ

規模　現状での面積は22.54㎡、長辺（北東～南西）5.3ｍ、

短辺（北西～南東）５ｍ、残存壁高は15 ～ 40cmを測る。

床面　やや凹凸がある。全体的に硬化面は認められない。

カマド　東壁の中央からやや南寄りに設置されている。

燃焼部は床面を掘り込んで構築されている。長さ49cm、

焚き口部の幅65cm、袖を含めた幅は102cmである。支脚

の礫が残されている。１～７層はカマド覆土、４層は焼

土である。８～ 17層は掘り方になる。

貯蔵穴  床面の東隅に位置している。長径75cm・短径

68cm・深さ24cmの楕円形を呈する。覆土は２層に分かれ

た。

柱穴　Ｐ１～Ｐ４の４基のピットが主柱穴になる。Ｐ１

は長径38cm・短径29cm・深さ37cm、Ｐ２は長径35cm・短

径32cm・深さ43cm、Ｐ３は長径33cm・短径26cm・深さ

54cm、Ｐ４は長径31cm・短径28cm・深さ39cmを測る。Ｐ

１－Ｐ２間の距離は2.4ｍ、Ｐ２－Ｐ３間の距離2.15ｍ、

Ｐ３－Ｐ４間の距離2.3ｍ、Ｐ４－Ｐ１間の距離は2.35

ｍを測る。

周溝　カマドと貯蔵穴周辺を除いて全周していたものと

思われる。幅５～ 20cm、深さ１～ 7cmを測る。

埋没土　自然埋没土と考えられる。1 ～５層は住居覆土、

セクションＭ－Ｍ’の１～６層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが、主柱穴に囲ま

れた範囲の掘り込みはやや浅く、壁に向かった外周がや

や掘り込まれている。深さ２～ 23cmほどであり、凹凸

が認められる。

遺物　覆土中や床直上から少量の遺物が出土。貯蔵穴周

辺の南壁下から土師器の杯や床面の南西隅から土師器の

高杯脚部が出土している。砥石も出土している。

時期　出土遺物から７世紀前半代に比定される。

164号住居（第208・306図、ＰＬ.104・291）

位置　97E－9・10グリッド、163号住居の南東2.2ｍの所

に位置している。

形状　長方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－61°－Ｅ

規模　面積11.52㎡、長辺（北東～南西）3.87ｍ、短辺（北

西～南東）2.98ｍ、残存壁高は29cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　東壁の中央から南寄りに設置されている。燃

焼部は床面から壁を掘り込んで構築されている。長さ

175cm、焚き口部の幅44cm、袖を含めた幅は86cmである。

右袖には土師器の甕が据えられていた。１～ 13層はカ

マド覆土、14 ～ 21・23・24・層は掘り方になる。22層

は袖になる。

貯蔵穴  床面の南東隅に位置している。長径40cm・短径

37cm・深さ24cmの楕円形を呈する。覆土は２層に分かれ

た。

柱穴　ピット１基が検出されている。長径40cm・短径

34cm・深さ20cmを測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。1 ～７層は住居覆土、

９層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ６～ 23cm

ほどであり、凹凸が認められる。

遺物　カマド袖として（４）の土師器の甕が使用されてい

る。また（３）の土師器杯も出土している。（７）の土製腕

輪は覆土中、（８）の土錘は床直上、（９）の土錘もほぼ同

様の出土であった。

時期　出土遺物から７世紀前半代に比定される。

165号住居（第209図、ＰＬ.104）

位置　97C－12・13グリッド、160号住居の南東１ｍの所

に位置している。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である

が、方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－112°－Ｅ

規模　現状での面積は6.11㎡、長辺（北西～南東）3.75ｍ、

現状での短辺（北東～南西）1.73ｍ、残存壁高は20cmを

測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　検出できなかった。ただし東壁に近接した床面

上に粘土の堆積が認められたことから、東壁に設置され

た可能性がある。

貯蔵穴  検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。
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埋没土　自然埋没土と考えられる。1・２層は住居覆土、

３層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが、住居中央部の

掘り下げは浅い。深さ２～ 30cmほどであり、凹凸が認

められる。

遺物　覆土中から少量の土器片が出土している。

時期　不明。明確な時期を確定することはできなかった。

166号住居（第210・306図、ＰＬ.104）

位置　97B・C－11・12グリッド、181号住居に壊されて

いる。160号住居の南東5.5ｍの所に位置している。

形状　全容は不明であるが、隅丸方形を呈するものと思

われる。　主軸方位　不明。

規模　現状での面積は13.9㎡、長辺（北西～南東）4.63ｍ、

現状での短辺（北東～南西）3.54ｍ、残存壁高は35cmを

測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

炉　主柱穴に囲まれた内側、Ｐ３に近接して位置してい

る。長径60cm・短径60cm・深さ3cmの楕円形を呈する。

礫１個が配置されている。

貯蔵穴  検出できなかった。

柱穴　Ｐ１～Ｐ４の４基のピットが検出された。Ｐ１は

長径36cm・短径34cm・深さ20cm、Ｐ２は長径47cm・短

径34cm・深さ45cm、Ｐ３は長径47cm・短径32cm・深さ

22cm、Ｐ４は長径37cm・短径33cm・深さ39cmを測る。主

柱穴になる。Ｐ１－Ｐ２間の距離とＰ３－Ｐ４間の距離

は1.9ｍ、Ｐ２－Ｐ３間の距離2.2ｍ、Ｐ１－Ｐ４間の距

離は２ｍを測る。Ｐ５は長径53cm・短径33cm・深さ22cm

を測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。８～ 10層は住居覆

土、11・12層は掘り方充填土になる。なお、１～７層ま

では181号住居の覆土になる。

掘り方　主柱穴に囲まれた範囲の掘り下げは浅く、その

外周から壁下でやや深く掘り下げられている。深さ３～

35cmほどである。

遺物　覆土中や床直上から遺物が出土。（１）のＳ字状口

縁台付甕はＰ４周辺から、（２）の壺はＰ２周辺から出土

している。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

167号住居（第211・306図、ＰＬ.105・117）

位置　97C・D－11・12グリッド、194号住居に壊されて

いる。

形状　方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－37°－Ｗ

規模　現状での面積は7.57㎡、長辺（北西～南東）3.5ｍ、

短辺（北東～南西）3.23ｍ、残存壁高は９cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

炉　検出できなかった。
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１　暗褐色土　軽石を含む。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　小礫を少量含む。ロームブロック、軽石を含む。
３　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

掘り方
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ピット１
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。

ピット３
１　暗褐色土　ロームブロック、ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。

ピット４
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。焼土粒子を少量含む。
２　褐色土　ローム主体。

ピット５
１　暗褐色土　軽石を微量含む。ローム粒子を含む。

炉
１　暗褐色土　炭化物を多く含む。
２　暗褐色土　ロームを多く含む。

181号住居
１　暗褐色土　軽石を含む。焼土粒子、小礫を微量含む。
２　暗褐色土　１層に近いが、より軽石が少ない。
３　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子、軽石、黒褐色ブロッ

クを少量含む。
４　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子、軽石を微量含む。
５　黒褐色土　しまり弱い。ローム粒子を微量含む。
６　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を含む。
７　褐色土　ローム主体。

166号住居
８　暗褐色土　軽石、小礫を少量、ローム粒子を微量含む。
９　暗褐色土　ローム粒子を含む。小礫、軽石を少量含む。
10　黒褐色土　軽石、ローム粒子を少量含む。
11　褐色土　暗褐色ブロックを含む。
12　暗褐色土　ロームブロックを含む。

掘り方
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194号住居
１　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を微量含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
３　暗褐色土　ロームブロック、軽石を含む。
４　暗褐色土　焼土粒子、炭化物粒子を少量、ローム粒子、ロームブロッ

クを含む。
５　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を含む。
６　褐色土　ロームブロックを多く含む。
７　暗褐色土　しまり強い。
８　褐色土　しまり強い。小礫を含む。

194号住居カマド
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色

軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくしまり良い。焼土粒子、炭

化物粒子を少量含む。暗い色調。
３　暗褐色土　軟らかく粘性あり。焼土ブロック、

炭化物粒子、ロームブロックを含む。
４　黄褐色土　やや硬く粘性あり。黄白色粘質土を

主体に、焼土ブロックを含む。
５　灰　

167号住居
１　暗褐色土
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。
３　褐色土　ロームブロックを含む。

掘り方

掘り方

６　焼土
７　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子、軽石を

少量含む。
８　褐色土　しまり弱い。
９　暗褐色土　ロームブロック、黒褐色土ブロッ

クを含む。
10　暗褐色土　小礫、ローム粒子、焼土粒子を少

量含む。
11　褐色土　ローム主体。
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貯蔵穴  検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１・２層は住居覆土

になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。

遺物　覆土中からはほとんど遺物は出土していない。掘

り方覆土から須恵器の壺が出土している。

時期　住居形態からすると４世紀代の可能性も考えられ

るが、判然としない。

194号住居（第211・314図、ＰＬ.105・117・118・295）

位置　97D－11・12グリッド、167号住居と重複し、壊し

ている。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－56°－Ｅ

規模　面積6.65㎡、長辺（北東～南西）2.76ｍ、短辺（北

西～南東）2.53ｍ、残存壁高は38cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　東壁の中央から南寄りに設置されている。燃

焼部は床面から壁を掘り込んで構築されている。長さ

104cm、焚き口部の幅30cm、袖を含めた幅75cmである。

１～６層はカマド覆土、７～ 11層は掘り方になる。５

層は灰、６層は焼土である。

貯蔵穴 床面の北東隅に近接して検出された。長径43cm・

短径35cm・深さ17cmを測る。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。２～６層は住居覆土、

７・８層は掘り方充填土になる。１層は溝の覆土になる。

掘り方　全体的に掘り下げている。深さ８～ 15cmほど

であり、やや凹凸が認められる。

遺物　覆土中や床直上から遺物が出土。カマド周辺から

土師器の甕が出土している。この他、縄文土器片（黒浜・

有尾式）１点が出土。

時期　出土遺物から７世紀前半代に比定される。

169号住居（第212・307図、ＰＬ.105）

位置　97E－15グリッド、170号住居に接している。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である

が、方形を呈するか。　主軸方位　不明。

規模　現状での面積は1.06㎡、北西～南東1.35ｍ、北東

～南西1.13ｍ、残存壁高は30cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド・炉　検出できなかった。

貯蔵穴  検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

第212図　１区169・170号住居
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169号住居
１　暗褐色土　砂粒を含む。軽石を

少量含む。
２　暗褐色土　焼土粒子を含む。
３　暗褐色土　ローム粒子を含む。

170号住居内カマド
１　暗褐色土　焼土粒子、炭化物粒子、小礫を含む。
２　赤褐色土　焼土粒子を多く含む。
３　黄褐色土　軟らかく粘性あり。ローム粒子を含む。
４　褐色土　軟らかく粘性あり。焼土を多量に、炭化物

粒子、ローム粒子を含む。
５　赤褐色土　軟らかく粘性あり。焼土を主体に、炭化

物、ロームを含む。

４　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。
５　暗褐色土　ロームブロックを含む。

170号住居
１　暗褐色土　砂粒含む。軽石を少量含む。
２　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を多く含む。
３　暗褐色土　しまり非常に弱い。
４　黒褐色土　炭化物を多く、焼土粒子、ローム粒子を含む。
５　暗褐色土　炭化物ブロックを多量、ロームブロックを含む。
６　暗褐色土　焼土粒子を微量、ローム粒子を含む。



０ ２ｍ１: 60

０ １ｍ１: 30

Ａ
Ａ
′

Ｂ Ｂ′

Ｄ Ｄ′

Ｃ

Ｃ′

186住

1土

97B
-5

2

5

3

4

1

Ａ
Ａ
′

Ｃ

Ｃ′

186住

97B
-5

Ａ
Ａ
′

Ｂ
Ｂ′

Ａ
Ａ
′

Ａ
Ａ
′

L=
73
.1
0m 1

3

4
4

4

5

2
6
7

7

Ｂ Ｂ′L=73.00m

Ｃ Ｃ′L=73.00m
1 1

3
3

2
S 2

Ｄ Ｄ′L=72.80m
1土

1 2

第213図　１区171号住居

掘り方

第 2 節　1 区の遺構と遺物

237

掘り方
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを多量に含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を多量に含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームを主体として、暗褐色土を含む。

住居内土坑１
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、炭化物

粒子を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを

多量に含む。

カマド
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロック、焼土ブロックを含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色粒子を含む。
４　焼土　
５　暗褐色土　軟らかい。ロームブロックを多量に、白色軽石を含む。
６　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロックを含む。
７　褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土、灰を多量に含む。

掘り方



周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。２～４層は住居覆土、

５層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。

遺物　覆土中や東壁下から土師器の杯が出土している。

時期　明瞭ではないが、６世紀後半代に比定されるか。

170号住居（第212図、ＰＬ.105）

位置　97D・E－15グリッド、169号住居に接している。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である。

主軸方位　Ｎ－60°－Ｅ

規模　カマドの一部と住居の隅が検出されただけであ

る。現残存壁高は41cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　東壁に設置されている。１～５層はカマド覆土

になる。４・５層は焼土と炭化物を多く含んでいた。

貯蔵穴  検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。２～４層は住居覆土、

５・６層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ17 ～ 25cm

を測る。

遺物　覆土中からわずかに土器片が出土している。

時期　不明。

171号住居（第213・307図、ＰＬ.105・106・291）

位置　97B－4・5グリッド、153・186号住居と重複し、

壊している。

形状　方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－140°－Ｗ

規模　現状での面積は㎡、長辺（北西～南東）2.64ｍ、

短辺（北東～南西）2.35ｍ、残存壁高は11 ～ 31cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　南壁の中央からやや南寄りに設置されている。

燃焼部は床から壁を掘り込んで構築されている。長さ

156cm、焚き口部の幅28cm、袖を含めた幅は60cmである。

支脚として高坏が使用され、また袖石が残されていた。

１～５層はカマド覆土、４層は焼土になる。６・７層は

掘り方になる。

貯蔵穴　床面の北隅から検出された土坑が貯蔵穴になる

ものと思われる。長径61cm・短径55cm・深さ10cmの楕円

形を呈する。覆土は２層に分かれた。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～３層は住居掘り

方の充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが中央部は浅い。

深さ３～ 20cmほどであり、やや凹凸が認められる。

遺物　覆土中や床直上、掘り方から遺物が出土。カマド

の支脚として土師器高杯の脚部が使用されている。（３・

４）の甕は覆土中からの出土である。

時期　出土遺物から７世紀前半代に比定される。

172号住居（第214・307図、ＰＬ.107）

位置　97C・D－6・7グリッド、173号住居、22号溝と重

複している。22号溝に壊されている。

形状　全容は不明であるが、隅丸方形を呈するものと思

われる。　主軸方位　不明。

規模　現状での面積は6.49㎡、長辺（北西～南東）3.92ｍ、

短辺（北東～南西）3.55ｍ、残存壁高は24cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド・炉　検出できなかった。

貯蔵穴  検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。６・７層は住居覆土

になる。１～５層は173号住居の覆土である。

掘り方　住居中央部での掘り下げは浅く、壁下でやや深

く掘り下げられている。深さ２～ 12cmほどである。セ

クションＢ－Ｂ’の１・２層は掘り方充填土になる。

遺物　覆土中や床直上から少量の土器片が出土してい

る。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

173号住居（第214・307図、ＰＬ.107・292）

位置　97C・D－7・8グリッド、172・178号住居と重複し

ている。178号住居を壊している。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－38°－Ｗ

規模　現状での面積は21.67㎡、長辺（北西～南東）4.9ｍ、
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172・173号住居
１　黒褐色土　軽石を含む。
２　暗褐色土　ロームブロック、軽石を含む。
３　黒褐色土　ローム粒子を含む。
４　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を少量含む。
５　黒褐色土　しまり弱い。ローム粒子を含む。
６　黒褐色土　軽石、小礫を含む。
７　黒褐色土　５層にローム粒子が混ざる。

173号住居ピット１～ 5
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。

173号住居内炉
１　暗褐色土　炭化物粒子を含む。上

面に焼土粒子多い。

172号住居掘り方
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロック、

焼土粒子を含む。
２　黄褐色土　やや硬く粘性あり。黄白色粘質土を主体に、暗褐色

土を含む。

173号住居掘り方
１　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土と暗褐色土の混土。貼床。
２　暗褐色土　軟らかく粘性あり。ローム粒子、黄白色粘質土粒子を含む。
３　黄褐色土　硬くしまる。黄白色粘質土を主体に暗褐色土を少量含む。
４　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを少量含む。
５　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。暗褐色土を少量含む。
６　茶褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロックを含む。
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短辺（北東～南西）4.45ｍ、残存壁高は25cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。部分的に貼床が認められる。全

体的に硬化面は認められない。　

炉　主柱穴に囲まれた床面の中央やや南寄りに位置して

いる。長径57cm・短径39cm・深さ３cmの楕円形を呈する。

焼土が堆積していた。なお、172号住居との重複部分に

カマドが存在していた可能性も考えられる。

貯蔵穴　東壁下から検出されたＰ５が貯蔵穴になる可能

性がある。長径36cm・短径29cm・深さ13cmを測る。

柱穴　Ｐ１～Ｐ６の６基のピットが検出された。このう

ちＰ１・Ｐ３・Ｐ４・Ｐ６の４基が主柱穴になるものと

思われる。Ｐ１は長径35cm・短径28cm・深さ11cm、Ｐ３

は長径38cm・短径36cm・深さ17cm、Ｐ４は長径38cm・短

径32cm・深さ15cm、Ｐ６は長径24cm・短径19cm・深さ

24cmを測る。Ｐ１－Ｐ３間の距離は2.5ｍ、Ｐ３－Ｐ４

間の距離は２ｍ、Ｐ４－Ｐ６間の距離1.8ｍ、Ｐ１－Ｐ

６間の距離は2.6ｍを測る。

周溝　北西隅で途切れているが、ほぼ全周していたもの

と思われる。幅7 ～ 17cm、深さ1 ～ 11cmを測る。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～５層は住居覆土

になる。セクションＢ－Ｂ’、Ｃ－Ｃ’の２・３層は掘り

方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ２～ 18cm

ほどである。

遺物　覆土中や床面直上から土師器の杯や甕が出土して

いる。（９）の甕はＰ３から、（10）の甕は掘り方、（７）の

蓋はＰ４に近接して出土している。

時期　出土遺物から6世紀後半代に比定される。

第215図　１区175・204号住居

掘り方
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175号住居
１　表土　浅間Ｂ軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、浅間Ｂ軽石を少量含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を含む。
４　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を含む。上層

よりも暗い色調。
５　茶褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームを多量に、焼土ブロックを含む。
６　黄褐色土　やや硬く粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。掘り方フク土。
７　黄白色土　軟らかくて粘性あり。暗褐色土を少量含む。
８　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を

少量含む。
９　茶褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。暗褐色土、焼土粒子を含む。

204号住居
10　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子をやや多く含み、

炭化物粒子、焼土粒子を少量含む。明るい色調。
11　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、ロー

ム粒子を少量含む。
12　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、ロー

ム粒子を含む。暗い色調。
13　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子

をやや多く含む。
14　茶褐色土　軟らかくて粘性あり。暗褐色土を少量含む。
15　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、炭化物

粒子を少量含む。

175号住居カマド
１　茶褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、

焼土粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性ああり。ロー

ム粒子、焼土粒子を少量含む。　
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土粒子、

炭化物粒子を含む。
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175号住居（第215・307図、ＰＬ.108・292）

位置　96S・T－3・4グリッド、204号住居と重複し、壊

されている。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である

が、方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－52°－Ｅ

規模　現状での面積は2.05㎡、北西～南東３ｍ、北東～

南西1.23ｍ、残存壁高は25cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　東壁の中央からやや北寄りに設置されている。

燃焼部は床から壁を掘り込んで構築されている。長さ

93cm、幅34cmである。１～５層はカマド覆土になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。３・４層は住居覆土、

６層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ10 ～ 18cm

ほどであり、やや凹凸が認められる。

遺物　覆土中から土師器の杯が出土している。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

204号住居（第215図、ＰＬ.108）

位置　96T－4グリッド、175号住居と重複し、壊している。

第216図　１区177号住居（１）
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１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化物粒子、白色粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子を少量含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームを多量に含む。
４　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
５　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土ブロック、炭

化物粒子、白色軽石を含む。
６　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を含む。
７　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土ブロックを少

量含む。（暗い色調）　
貯蔵穴
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　軟らかく粘性あり。黄白色粘質土を主体とする。
４　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロック、炭化物を含む。

１ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白

色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、白色軽

石を含む。
２ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白

色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　軟らかく粘性あり。ロームブロック、黄白

色粘質土ブロックを含む。
３ピット
１　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームと暗褐色

土の混土。
２　黒褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック

を少量含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主体の層。
４ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム

粒子を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームを主体に暗褐

色土を含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、ロー

ム粒子を少量含む。
５ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を多

量に、焼土粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含

む。
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カマド
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。焼土粒子をやや多く

含み、炭化物粒子、ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子

をやや多く含み、焼土粒子、炭化物粒子を含む。

３　褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、焼土ブロック、
灰を多量に含む。

４　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体で暗褐色土を含む。
５　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、焼土ブロッ

クを含む。



形状　調査区外に延びているために全容は不明である。

主軸方位　不明。

規模　北西～南東2.45ｍ、北東～南西0.4ｍ、残存壁高

は32cmを確認できた。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。10 ～ 14層は住居覆

土になる。

掘り方　検出できなかった。

遺物　覆土から少量の土器片が出土している。

時期　不明。

177号住居（第217・308図、ＰＬ.108）

位 置　96S－2、96T－1・2グ リ ッ ド、112・118・174

号住居、83号土坑と重複している。174号住居を壊し、

83号土坑、112号住居に壊されている。

形状　方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－46°－Ｅ

規模　面積15.78㎡、長辺（北東～南西）5.1ｍ、現状で

の短辺（北西～南東）4.6ｍ、残存壁高は15 ～ 24cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　東壁の中央から南寄りに設置されている。燃

焼部は床面から壁を掘り込んで構築されている。長さ

220cm、幅96cmである。１～５層はカマド覆土である。

貯蔵穴　床面の東隅に近接して検出された。83号土坑に

よって一部壊されているが、長径118cm・短径85cm・深

さ33cmを測る。覆土は４層に分かれた。

柱穴　主柱穴４基が検出された。Ｐ１は長径78cm・短

径67cm・深さ60cm、Ｐ５は長径37cm・短径33cm・深さ

26cm、Ｐ６は長径60cm・短径47cm・深さ33.6cm、Ｐ４は

長径46cm・短径32cm・深さ37cmを測る。Ｐ１－Ｐ５間の

距離は3.1ｍ、Ｐ５－Ｐ６間の距離3.5ｍ、Ｐ６－Ｐ４間

の距離3.15ｍ、Ｐ４－Ｐ１間の距離は3.4ｍを測る。Ｐ

２は長径42cm・短径38cm・深さ26cm、Ｐ３は長径33cm・

短径29cm・深さ28cmであった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～３層は住居覆土、

４～７層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ10 ～ 25cm

ほどであり、やや凹凸が認められる。

遺物　覆土中から少量の土器片が出土。カマド周辺から

（３）の土師器甕、Ｐ４の周辺から土師器の杯が出土して

いる。この他、縄文土器片（加曽利Ｅ式）１点が出土。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

178号住居（第218・308図、ＰＬ.109・292）

位置　97C・D－8・9グリッド、173・179・201号住居と

重複し、壊されている。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－45°－Ｗ

規模　現状での面積は6.8㎡、長辺（北西～南東）3.14ｍ、

短辺（北東～南西）2.49ｍ、残存壁高は13 ～ 25cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。部分的に貼床が認められた。全

体的に硬化面は認められない。　

炉　検出できなかった。

貯蔵穴　明瞭な貯蔵穴は検出できなかった。

柱穴　Ｐ１～Ｐ４の４基のピットが検出された。このう

ちＰ２～Ｐ４の３基が主柱穴になるものと思われる。Ｐ

２は長径50cm・短径44cm・深さ45cm、Ｐ３は長径30cm・

短径23cm・深さ34cm、Ｐ４は長径52cm・短径35cm・深さ

17cmを測る。Ｐ２－Ｐ３間の距離とＰ３－Ｐ４間の距離

は3.1ｍを測る。残りの主柱穴は201号住居によって壊さ

れてしまったものであろう。

周溝　検出できなかった。

埋没土　覆土をほとんど検出することはできなかった。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ11 ～ 25cm

ほどである。

遺物　床直上の北壁に近接してＳ字状口縁台付甕、小型

の台付甕が出土している。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

201号住居（第218・314図、ＰＬ.109・120・297）

位置　97C－8・9、97D-9グリッド、178・179号住居と重

複し、壊している。

形状　隅丸長方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－20°－Ｗ

規模　現状での面積は16.25㎡、長辺（北西～南東）5.05

ｍ、短辺（北東～南西）4.64ｍ、残存壁高は５～ 10cmを

第 2 節　1 区の遺構と遺物
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掘り方
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ピット１
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘

性あり。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり

良い。粘性あり。ローム粒子
を含む。１層より暗い色調。

ピット２
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘

性あり。ローム粒子、炭化物
粒子を含む。

２　黄褐色土　やや硬く粘性あ
り。黄白色粘質土ブロックと
暗褐色土の混土。

ピット３
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒

子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。

ローム粒子を含む。1層より暗い色調。
３　茶褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主

体の層。

ピット４
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘

性あり。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり

良い。粘性あり。ローム粒子
を含む。１層より暗い色調。

３　茶褐色土　やや硬くしまり粘
性あり。ローム主体の層。

ピット５
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。

ローム粒子、炭化物粒子を含む。
２　黄褐色土　やや硬く粘性あり。黄白色

粘質土ブロックと暗褐色土の混土。

カマド
１　暗褐色土　焼土粒子、ローム粒子を少量

含む。軽石を含む。
２　黒褐色土　軽石を少量含む。
３　暗褐色土　軽石を含む。
４　暗褐色土　ロームブロック、ローム粒子

を含む。
５　暗褐色土　焼土粒子、炭化物粒子を含む。
６　灰褐色土　炭化物粒子を含む。
７　暗褐色土　軽石、黒褐色土粒子を含む。
８　暗褐色土　ローム粒子を含む。
９　黒褐色土　ローム粒子を含む。
10　暗褐色土　しまり弱い。焼土粒子を含む。

貯蔵穴
１　暗褐色土　軟らかく粘性あり。ローム粒子、炭

化物粒子を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘

質土を多量に含む。

１　暗褐色土　軽石、ローム粒子を含む。
２　黒褐色土　軽石を含む。
３　暗褐色土　軽石を多く含む。焼土粒子を少量含む。

ローム粒子を含む。
４　暗褐色土　軽石、ローム粒子を含む。小礫を少量

含む。
５　暗褐色土　軽石を含む。ローム粒子を多量に含む。
６　黒褐色土　軽石、ローム粒子を含む。
７　暗褐色土　ローム粒子を含む。焼土粒子、炭化物

粒子を多量に含む。
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測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　覆土をほとんど検出できなかった。

掘り方　全体的に掘り下げられているが、中央部でやや

浅くなっている。深さ10 ～ 25cmほどである。

遺物　掘り方から少量の土器が出土している。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

179号住居（第219・220・308図、ＰＬ.110・118・292）

位置　97B・C－8・9グリッド、178・201号住居と重複し

ている。178号住居を壊し、201号住居に壊されている。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－40°－Ｗ　

規模　現状での面積は23.65㎡、長辺（北西～南東）

5.28ｍ、短辺（北東～南西）4.86ｍ、残存壁高は

15cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められ

ない。

カマド　北壁の中央から南寄りに設置されている。

燃焼部は床面から壁を掘り込んで構築されている。

長さ160cm、焚き口部の幅40cm、袖を含めた幅は

90cmである。１・２・５・６・10層はカマド覆土、

７～９層は掘り方になる。礫１個が据えられていた。

支脚になるものであろう。

貯蔵穴  床面の北隅から検出された。長径64cm・短

径47cm・深さ25cmの楕円形を呈する。覆土は２層に

分かれた。

柱穴　Ｐ１・Ｐ２・Ｐ４・Ｐ５の４基が主柱穴になる。

Ｐ１は長径53cm・短径43cm・深さ23cm、Ｐ２は長径

35cm・短径32cm・深さ37cm、Ｐ４は長径74cm・短径

59cm・深さ27cm、Ｐ５は長径52cm・短径48cm・深さ

25cmを測る。Ｐ１－Ｐ２間の距離とＰ４－Ｐ５間の

距離は2.5ｍ、Ｐ１－Ｐ５間とＰ２－Ｐ４間の距離

は2.5ｍを測る。Ｐ３は長径35cm・短径32cm・深さ

37cmを測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。1 ～４層は住居

覆土、５～７層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ４～

15cmであり、凹凸が認められる。

遺物　床直上から少量の土器が出土。土師器の杯が

東壁の周辺から出土している。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

180号住居（第221・308図、ＰＬ.111・112・118・292）

位置　97C－10・11グリッド、181・196・202号住居

と重複している。181号住居に壊され、202号住居を

壊している。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－30°－Ｗ

規模　現状での面積は13.56㎡、長辺（北西～南東）

4.59ｍ、短辺（北東～南西）4.4ｍ、残存壁高は６～

17cmを測る。

床面　やや凹凸がある。全体的に硬化面は認められ

第220図　１区179号住居（２）
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掘り方



ない。

カマド・炉　検出できなかった。

貯蔵穴　明瞭な貯蔵穴は検出できなかったが、掘り方調

査時に検出された床面北西隅の落ち込みが貯蔵穴になる

可能性がある。長径98cm・短径93cm・深さ20cmの楕円形

を呈する。

柱穴　ピット１基を検出した。Ｐ１は長径46cm・短径

34cm・深さ19cmを測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～７層は住居の覆

土、８～ 13層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ４～ 16cm

ほどで凹凸がある。

遺物　床直上や掘り方から少量の土器が出土。（３・４）

は床面の中央からやや北よりに、（２）の壺は床面やや南

寄りから出土している。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

202号住居（第221・314図、ＰＬ.111・118・297）

位置　97C－9 ～ 11、97D－10グリッド、180・196号住居

と重複している。180号住居に壊されている。

形状　全容は不明であるが、方形を呈するものと思われ

る。　主軸方位　Ｎ－38°－Ｗ

規模　現状での面積は2.78㎡、長辺（北西～南東）4.78ｍ、

現状での短辺（北東～南西）2.73ｍ、残存壁高は12cmを

測る。

床面　やや凹凸がある。全体的に硬化面は認められない。

炉　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。14層は住居の覆土、

15層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げている。深さ５～ 17cmほど

で凹凸がある。

遺物　壁に近接した床直上から土師器の小型甕が出土し

ている。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

181号 住 居（ 第222～224・308～310図、 Ｐ Ｌ.111・112・

292・293）

位置　97B・C－10・11グリッド、166・180・182号住居

と重複している。166・180号住居を壊し、182号住居に

壊されている。

形状　調査区外に延びているが、方形を呈するものであ

ろう。　主軸方位　Ｎ－46°－Ｗ

規模　現状での面積は23.1㎡、長辺（北西～南東）5.93ｍ、

現状での短辺（北東～南西）5.37ｍ、残存壁高は55cmを

測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　北壁のほぼ中央に設置されているものと思われ

る。燃焼部は床面から壁を掘り込んで構築されている。

長さ207cm、焚き口の幅45cm、袖を含めた幅は100cmであ

る。袖の先端には礫が設置されている。また支脚の礫も

残っていた。１～４層はカマド覆土、５層は掘り方にな

る。１層は焼土である。

貯蔵穴  カマドの北東から検出された。長径86cm・短径

66cm・深さ30cmの楕円形を呈する。覆土は３層に分かれ

た。

柱穴　Ｐ１とＰ２の２基のピットが主柱穴になる。Ｐ２

は長径44cm・短径39cm・深さ15cm、Ｐ１は長径54cm・短

径53cm・深さ16cmを測る。Ｐ１－Ｐ２間の距離は３ｍを

測る。Ｐ３は長径46cm・短径45cm・深さ31cm、Ｐ４は長

径50cm・短径35cm・深さ35cm、Ｐ５は長径55cm・短径

39cm・深さ20cmを測る。Ｐ３とＰ４は出入口施設になる

可能性がある。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。1 ～５層は住居覆土、

６・７層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り込みは浅いが、壁際でやや深くな

る。深さ３～ 22cmほどであり、凹凸が認められる。

遺物　カマド周辺や貯蔵穴、Ｐ１周辺からまとまって

土器が出土。カマド内から４個体の土師器杯（12・13・

15・16）が出土している。カマド脇からは土師器の杯と

甕（２・６・22・26）、Ｐ１内やその周辺からは坩、甑、

甕（17・20・21・24）、貯蔵穴周辺からは土師器の杯が出

土している。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。
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180号住居
１　黒褐色土　軽石、ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多く、軽石を含む。
３　暗褐色土　軽石を含む。小礫を微量含む。
４　褐色土　しまり弱い。
５　暗褐色土　軽石、ロームブロックを含む。
６　暗褐色土　しまり弱い。軽石を含む。ローム粒子を

少量含む。
７　暗褐色土　しまり弱い。小礫、軽石を含む。
８　暗褐色土　軽石、ローム粒子を含む。
９　暗褐色土　砂質土。軽石を含む。
10　褐色土　粘性強い。ローム主体。
11　暗褐色土　しまり弱い。ロームブロックを含む。
12　黒褐色土　軽石を含む。
13　黒褐色土　軽石を多く、ローム粒子を含む。

202号住居
14　暗褐色土　ローム粒子、軽石を含む。
15　暗褐色土　ロームブロックを微量含む。

180号住居ピット１
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質

土ブロック、炭化物を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質

土ブロックを多量に含む。

掘り方
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182号住居（第222 ～ 224・310図、ＰＬ.111・112）

位置　97B－10グリッド、181号住居を壊している。

形状　調査区外に延びているが、隅丸方形を呈するもの

であろう。　主軸方位　不明。

規模　現状での面積は1.53㎡、東西2.04ｍ、現状での南

北1.13ｍ、残存壁高は50cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～７層は住居覆土

第222図　１区181・182号住居（１）
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ピット１
１　暗褐色土　軟らかく粘性あり。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬く粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
ピット２
１　黄褐色土　やや硬くしまる。ローム主体に暗褐色土を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。
３　黄白色土　やや硬く粘性あり。暗褐色土を少量含む。
ピット３
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。黄白色粘質土粒子を少

量含む。
ピット４
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。黄白色粘質土粒子を少

量含む。
ピット５
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、焼土粒子、白

色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。

181号住居
１　暗褐色土　軽石を含む。焼土粒子、小礫を微量含む。
２　暗褐色土　1層に近いが、より軽石が少ない。
３　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子、軽石、黒褐色ブロックを少量含む。
４　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子、軽石を微量含む。
５　黒褐色土　しまり弱い。ローム粒子を微量含む。
６　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を含む。
７　褐色土　ローム主体。

貯蔵穴
１　暗褐色土　軟らかくしまり良い。粘性あり。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくしまり良い。粘性あり。ローム粒子、焼土粒子

を含む。1層より暗い色調。
３　黄褐色土　軟らかく粘性あり。黄白色粘質土と暗褐色土の混土。
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になる。

掘り方　検出できなかった。

遺物　覆土中から土師器の杯が出土している。

時期　出土遺物から８世紀前半代に比定される。

183号住居（第225・226・310・311図、ＰＬ.112・293・294）

位置　97A・B－6・7グリッド、186号住居と重複している。

186号住居のごく一部を壊している。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－52°－Ｅ

規模　面積15.62㎡、長辺（北東～南西）4.13ｍ、短辺（北

西～南東）４ｍ、残存壁高は16 ～ 34㎝を測る。

床面　全体的にほぼ平坦である。あまり硬化面は認めら

れなかった。

カマド　東壁のほぼ中央に設置される。燃焼部は床面か

ら壁を掘り込んで構築されており、長さ202㎝・焚き口

部の幅48㎝、袖を含めた幅は70㎝である。袖に甕が使用

されている。１～６層はカマド覆土、６層は焼土と灰を

多量に含んでいる。７～ 10層は掘り方になる。

貯蔵穴　床面の東隅から検出された。長径60㎝・短径35

㎝・深さ21㎝の楕円形を呈する。土坑１は長径85㎝・短

径70㎝・深さ21㎝で、覆土は３層に分かれた。土器片が

出土している。土坑２は長径88㎝・短径61㎝・深さ19㎝

で、覆土は４層に分かれた。

柱穴　床面からピット11基が検出されている。北壁下か

ら検出されたＰ１とＰ２、Ｐ５とＰ６はそれぞれ対に

なっているようである。Ｐ１は長径35㎝・短径26㎝・深

さ25㎝、Ｐ２は長径34㎝・短径25㎝・深さ19㎝、Ｐ５は

長径33㎝・短径21㎝・深さ31㎝、Ｐ６は長径29㎝・短径

23㎝・深さ39㎝である。

　その他のピットの規模は次のようである。Ｐ３は長径

第223図　１区181・182号住居（２）
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掘り方

181号住居カマド
１　焼土
２　暗褐色土　軽石を少量、焼土粒子を微量含む。
３　暗褐色土　焼土粒子を少量、炭化物粒子を微量含む。
４　暗褐色土　焼土粒子を多く含む。
５　暗褐色土　しまり弱い。焼土粒子を含む。
６　暗褐色土　しまり強い。焼土粒子を多量、ロームブロックを含む。
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62㎝・短径37㎝・深さ20㎝、Ｐ４は長径23㎝・短径20㎝・

深さ31㎝、Ｐ７は長径27㎝・短径21㎝・深さ29㎝、Ｐ８

は長径32㎝・短径31㎝・深さ30㎝、Ｐ９は長径23㎝・短

径21㎝・深さ15㎝、Ｐ10は長径25㎝・短径23㎝・深さ15

㎝、Ｐ11は長径39㎝・短径27㎝・深さ29㎝、Ｐ12は長径

32㎝・短径25㎝・深さ20㎝、Ｐ13は長径85㎝・短径57㎝・

深さ21㎝である。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～６層が住居覆土、

７～ 10層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げているが浅い。深さ５～ 19

㎝である。

遺物　床面中央部、床直上から土器がまとまって出土し

ている。（７～９）の土師器杯、（11・12・14 ～ 18）の土

師器甕である。（13）の甕はカマドの袖として使用されて

いる。

時期　出土遺物から７世紀前半代に比定される。

184号住居（第227・228・311・312図、ＰＬ.112・113・294）

位置　97E・F－6グリッド、185号住居、22号溝と重複し

ている。185号住居を壊し、22号溝に壊されている。

形状　隅丸方形を呈するものと思われる。

主軸方位　Ｎ－110°－Ｅ

規模　現状での長辺（南北）3.95ｍ、短辺（東西）1.5ｍ、

残存壁高は25㎝を測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面はあまり認められなかっ

た。

カマド　東壁の中央から南寄りに設置される。燃焼部は

壁を掘り込んで構築されており、長さ144㎝・焚き口部

の幅44㎝である。１～５層はカマド覆土、３層は焼土を

第224図　１区181・182号住居（３）
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１　暗褐色土　軽石、焼土粒と小礫を少量含む。ローム粒子を少量
含む。

２　暗褐色土　軽石、ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　ロームブロックを含む。ローム粒子を多く含む。
４　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を含む。
５　暗褐色土　ロームブロックを含む。
６　暗褐色土　ローム粒を多く含む。ロームブロック、小礫を含む。
７　暗褐色土　やや硬くしまる。暗褐色土とロームの混土。
８　黄褐色土　やや硬くしまる。黄白色粘質土を主体に暗褐色土を

含む。
９　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。暗褐色土を主体に、ロー

ムブロックを含む。
10　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土を主体に暗

褐色土を含む。

ピット１
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を多量に含む。
ピット２
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、炭化物を含む。
２　黄白色土　やや硬く粘性あり。黄白色粘質土を主体に暗褐色土を含む。
ピット３
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロック、炭化物を

含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。１

層より暗い色調。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム、黄白色粘質土を主体とする。
ピット４
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、炭化物を含む。
２　黄白色土　やや硬く粘性あり。黄白色粘質土を主体に暗褐色土を含む。

ピット５
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、炭化物粒子を含む。
２　黄褐色土　硬くしまる。ロームを主体とする。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。
ピット６
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、炭化物を含む。
２　黄白色土　やや硬く粘性あり。黄白色粘質土を主体に暗褐色土を含む。
ピット７
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、炭化物を含む。
２　黄白色土　やや硬く粘性あり。黄白色粘質土を主体に暗褐色土を含む。

ピット８
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、炭化物を含

む。
２　黄白色土　やや硬く粘性あり。黄白色粘質土を主体に暗褐色土

を含む。
ピット９
１　暗褐色土　軟らかい。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームを主体とする。

ピット10
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、炭化物を含

む。
２　黄白色土　やや硬く粘性あり。黄白色粘質土を主体に暗褐色土

を含む。
ピット11
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を少

量含む。
２　暗褐色土　非常に軟らかく粘性あり。黄白色粘質土ブロックを

含む。

内土坑１
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子

を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土と暗褐色土

の混土。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを

含む。
内土坑２
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を少量含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを

多量に含む。
３　暗褐色土　軟らかく粘性あり。黄白色粘質土ブロックを少量含

む。
４　黄白色土　軟らかく粘性あり。暗褐色土を少量含む。



Ｖ
Ｖ
′

Ｕ

Ｕ
′Ａ Ａ′

Ｂ
Ｂ
′

Ｔ
Ｔ
′

Ｃ
Ｃ
′

Ｄ Ｄ′

186住

P1
P2

P4

P11
P12

P13

P10
P8

P9
P5

P6

P7

2土

貯蔵穴

1土

97
B
-7

Ｔ
Ｔ
′

L=
73
.1
0m

S
P

Ｕ Ｕ′L=72.80m
P12

1 2

3

Ｖ Ｖ′L=72.80m
P13

1 2

Ｃ

Ｃ
′

Ｄ Ｄ′

Ｅ

Ｅ′

186住

Ｃ

Ｃ
′

Ｄ Ｄ′

186住

Ｃ
Ｃ
′

L=
73
.1
0m

8
9

9

4
4

4
5

S

10

1
1

3

6
6

7

2

Ｄ Ｄ′L=72.90mＥ Ｅ′L=72.90m

０ ２ｍ１: 60

０ １ｍ１: 30

第226図　１区183号住居（２）

掘り方

掘り方

第 2 節　1 区の遺構と遺物

253

カマド
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、焼土ブロック、炭化物粒

子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子を少量含む。
３　褐色土　やや硬くしまる。ロームを多量に、焼土粒子を含む。
４　黄褐色土　やや硬く粘性あり。ローム、黄白色粘質土を主体とする。焼

土ブロックを含む。
５　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、焼土粒子、灰を含む。
６　赤褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。焼土、灰を多量に含む。

７　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を含む。
８　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土粒子、炭化物、ローム粒子を

含む。
９　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、炭化物粒子を含む。
10　赤褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土粒子を多量に、ローム粒子を

含む。

ピット12
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。
３　黄白色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土を主体に

暗褐色土を含む。

ピット13
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを含む。
２　暗褐色土　軟らかく粘性あり。黄白色粘質土ブロック、ローム

粒子を含む。



Ａ
Ａ′

Ｅ
Ｅ′

Ｆ
Ｆ
′

P3

184住

185住
貯蔵穴

1土

97
F -6

Ａ Ａ′L=73.20m
184住

184住
P2

185住

10

9

8

1
1

焼土ブロック 11

3

3
33

4 4
4

4

6

6 6
5

5
5

5

7
S

7

2

2

Ｃ Ｃ′L=72.90m
P1

1 2

Ｄ Ｄ′
P2

L=72.90m

1
3

4

2

Ｅ Ｅ′
P3

L=72.80m

1
2

Ｆ Ｆ′
1土

L=72.80m

1

０ ２ｍ１: 60

Ａ Ａ′

Ｃ
Ｃ′

Ｄ

Ｄ
′

Ｂ
Ｂ
′

P1

P2

184住

185住
貯蔵穴

97
F -6

1

1

2

2

3

3

4

第227図　１区184・185号住居（１）

掘り方

第４章　発掘調査の記録

254

184号住居 
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化物、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子、白色軽石を少量

含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、焼土ブロックをやや多

く含む。
４　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロック、焼土ブ

ロックを少量含む。
５　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームを主体に暗褐色土を少量含む。
６　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームと暗褐色土の混土。貼床。
７　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、ローム粒子、焼土粒子

を含む。

184号住居ピット１
１　灰褐色土　非常に軟らかくて粘性あり。

焼土ブロック、炭化物、灰を
含む。

２　黄褐色土　軟らかく粘性あり。ロームブ
ロック、暗褐色土を含む。

184号住居ピット２
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロー

ム粒子、炭化物粒子を少量含
む。

２　黒褐色土　軟らかく粘性あり。炭化物、
ローム粒子を含む。

３　暗褐色土　軟らかく粘性あり。ロームブ
ロックを含む。

４　黄褐色土　軟らかく粘性あり。暗褐色土
を含む。

184号住居ピット３
１　暗褐色土　非常に軟らかくて粘性あり。

ローム粒子、焼土粒子を含む。
２　暗褐色土　非常に軟らかくて粘性あり。
　　　　　　　ロームブロックを少量含む。

185号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化物粒子、白色軽石を含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームと暗褐色土の混土。
４　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームと暗褐色土の混土。
５　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
６　暗褐色土  やや硬い。ロームと暗褐色土の混土。
７　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土を主体に暗褐色土を含む。
８　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、焼土粒子を含む。
９　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を少量含む。

暗い色調。
10　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土を主体に暗褐色土を

含む。
11　黒褐色土　軟らかい。炭化物、白色粒子を含む。

184号住居内土坑１
１　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。

黄白色粘質土ブロックと暗
褐色土の混土。
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多量に含んでいる。

貯蔵穴　床面の南東隅から検出されたＰ１が貯蔵穴にな

るものと思われる。長径53㎝・短径44㎝・深さ14㎝の楕

円形を呈する。覆土は２層に分かれた。Ｐ２もその可能

性は否定できない。長径64㎝・短径45㎝・深さ17㎝で、

覆土は４層に分かれた。いずれのピットも炭化物を含ん

でいる。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～３層が住居覆土、

４～７層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ３～

17㎝である。ピット１基と土坑１基が検出された。Ｐ３

は長径45cm・短径38cm・深さ25cmで覆土は２層に分かれ

た。土坑１は長径93cm・短径60cm・深さ14cmで覆土は２

層に分かれた。

遺物　覆土中から少量の土器が出土。カマド内から土師

器の甕、Ｐ１内からも土師器の甕が出土している。磨石、

敲石も出土している。

時期　出土遺物から10世紀後半代に比定される。

185号住居（第227・228・312図、ＰＬ.113・294）

位置　97D・E－6グリッド、184号住居、22号溝と重複し、

壊されている。

形状　不明。　主軸方位　不明。

規模　現状での面積㎡、現状での長辺（北東～南西）４ｍ、

短辺（北西～南東）1.45ｍ、残存壁高は10㎝を測る。

床面　やや凹凸がある。硬化面はあまり認められなかっ

た。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　土器が出土した土坑が貯蔵穴になるものと思わ

れる。長径60㎝・短径48㎝・深さ40㎝の楕円形を呈する。

覆土３・４・８～ 10層の５層に分かれた。近接する土

坑は長径92㎝・短径75㎝・深さ52㎝で、覆土は５～７層

の３層に分かれた。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１・２層が住居覆土

になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ10㎝

である。

遺物　貯蔵穴上層からＳ字状口縁台付甕と壺が出土して

いる。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

第228図　１区184・185号住居（２）
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184号住居カマド
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、

炭化物、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、

焼土粒子、白色軽石を少量含む。
３　赤褐色土　軟らかくてしまり良い。焼土を

多量に含む。
４　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。焼土粒

子、白色軽石を少量含む。
５　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム

粒子、白色軽石を含む。
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１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬く粘性あり。ロームブロック、ローム粒子、

白色軽石を含む。
３　暗褐色土　やや硬く粘性あり。ローム粒子、白色軽石を含む。

上層よりも暗い色調。

４　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームを多量に含む。
５　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームブロックと暗褐色土の混土。貼床。
６　暗褐色土　やや硬い。ロームを多量に含む。
７　黄褐色土　やや硬い。ロームを多量に暗褐色土を含む。

ピット２
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを含む。
２　暗褐色土　軟らかく粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土ブロッ

クを少量含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックと暗褐色

土の混土。
４　暗褐色土　軟らかく粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を含む。
ピット３
１　暗褐色土　やや硬く粘性あり。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、炭化物を含む。
ピット４
１　暗褐色土　軟らかく粘性あり。ローム粒子を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかく粘性あり。ローム主体で、暗褐色土を含む。
ピット５
１　黄褐色土　軟らかく粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。
２　暗褐色土　軟らかく粘性あり。ローム粒子を少量含む。

ピット６
１　暗褐色土　軟らかく粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかく粘性あり。ローム主体の層。
ピット７
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬く粘性あり。ローム粒子をやや多く含む。
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カマド
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、

焼土粒子、灰を含む。
２　暗褐色土　軟らかく粘性あり。ロームを多量に、暗褐色土を

含む。

ピット９
１　暗褐色土　軟らかくしまり良い。ロームブロック、ローム粒

子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくしまり良い。粘性あり。ロームブロック、

ローム粒子を多量に含む。

ピット12
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。炭化物粒子を微量含む。

ピット13
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。

ピット14
１　暗褐色土　しまり強い。軽石を少量含む。
２　暗褐色土　しまり強い。ローム粒子を含む。



186号住居（第229・230・312・313図、ＰＬ.96・113～115・295）

位 置　97B・C－5・6グ リ ッ ド、155・156・171・183・

193号住居と重複している。193号住居を壊し、155・

171・183号住居に壊されている。

形状　方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－56°－Ｗ

規模　面積は31.63㎡、長辺（北西～南東）5.77ｍ、短辺

（北東～南西）5.7ｍ、残存壁高は19 ～ 29cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　西壁の中央からやや北寄りに設置されている。

燃焼部は床面から壁を掘り込んで構築されている。長さ

193cm、焚き口部の幅55cm、袖を含めた幅は73cmである。

１・２層はカマド覆土になる。

貯蔵穴　床面の北隅から検出されたＰ２が貯蔵穴にな

る。長径66cm・短径58cm・深さ44cmの楕円形を呈する。

覆土は４層に分かれた。

柱穴　Ｐ１・Ｐ４・Ｐ７・Ｐ12の４基が主柱穴にな

る。Ｐ１は長径49cm・短径44cm・深さ32cm、Ｐ４は長

径38cm・短径32cm・深さ58cm、Ｐ７は長径56cm・短径

49cm・深さ44cm、Ｐ12は長径41cm・短径33cm・深さ44cm

を測る。Ｐ１－Ｐ７間の距離は2.9ｍ、Ｐ７－Ｐ12間の

距離3.1ｍ、Ｐ12－Ｐ５間の距離3.1ｍ、Ｐ４－Ｐ１間の

距離は３ｍを測る。Ｐ３は長径38cm・短径32cm・深さ

18cm、Ｐ５は長径41cm・短径33cm・深さ25cm、Ｐ６は長

径35cm・短径31cm・深さ18cm、Ｐ９は長径46cm・短径

43cm・深さ19cmを測る。Ｐ13は長径41cm・短径33cm・深

さ20cm、Ｐ14は長径54cm・短径45cm・深さ30cmを測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。1 ～４層は住居覆土、

５層は貼床、６・７層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ７～ 22cm

であり、凹凸が認められる。土坑１基とピットが検出

された。土坑１は長径74cm・短径52cm・深さ13cm、Ｐ

９は長径46cm・短径43cm・深さ19cmを測る。Ｐ13は長

径41cm・短径33cm・深さ20cm、Ｐ14は長径54cm・短径

45cm・深さ30cmを測る。

周溝　検出できなかった。

遺物　覆土中と床面直上、床面の南西隅に土器や礫がや

やまとまって出土。カマド周辺から土師器の杯（１・５・

10）が、Ｐ３周辺から須恵器の高杯脚部（14）、東壁周辺

からは土師器杯（４・６）、須恵器高杯（13）、土師器甕（18）

が出土している。また、馬歯と思われる細片も出土。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

188号住居（第231・313図、ＰＬ.96・115・116・296）

位置　97C－5・6グリッド、186・191・193号住居と重複

している。193号住居を壊し、191号住居に壊されている。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－41°－Ｗ

規模　現状での面積7.79㎡、長辺（北東～南西）3.84ｍ、

短辺（北西～南東）2.78ｍ、残存壁高は９～ 22cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　土坑２基が検出された。土坑１は長径76cm・短

径60cm・深さ23cm、土坑２は長径66cm・短径51cm・深さ

34cmを測る。いずれも覆土は２層に分かれた。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～３層は住居覆土、

４・５層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられているが、住居南東隅・

北隅の掘り下げが認められる。深さ５～ 15cmほどであ

る。

遺物　床面直上から土師器の甕が細片となった状態でま

とまって出土している。この他に土師器杯も出土してい

る。

時期　出土遺物から６世紀後半代に比定される。

193号住居（第231・314図、ＰＬ.96・114 ～ 116）

位置　97C－6グリッド、155・186・188号住居と重複し、

壊されている。

形状　不明。　主軸方位　不明。

規模　現状での面積3.16㎡を測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

炉　検出できなかった。

貯蔵穴　Ｐ５が貯蔵穴になるものと思われる。長径

43cm・短径37cm・深さ26cmを測る。覆土は２層に分かれた。

柱穴　主柱穴になると思われるのはＰ２である。この

他にピット３基が検出された。Ｐ１は長径46cm・短径

43cm・ 深 さ22cm、 Ｐ ２ は 長 径34cm・ 短 径33cm・ 深 さ

17cm、Ｐ３は長径46cm・短径45cm・深さ23cm、Ｐ４は長

径48cm・短径37cm・深さ26cmを測る。
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188号住居 
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、焼土粒

子を含む。
３　黄褐色土　軟らかく粘性あり。ローム主体の層。
４　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、ローム粒子を含む。
５　黄褐色土　やや硬くしまる。黄白色粘質土と暗褐色土の混土。

188号住居跡カマド
１　褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性

あり。焼土粒子、炭化物粒子、
ローム粒子を含む。

２　焼土
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。焼土

粒子、炭化物粒子、ローム
粒子を少量含む。

４　茶褐色土　やや硬くしまり、粘性あり。
焼土粒子、ローム粒子を少
量含む。

188号住居内土坑１
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、炭化

物粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロック、炭化物を

含む。
188号住居内土坑２
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白色軽石を少量

含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを含む。

193号住居
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、ローム粒子、白色軽

石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を

少量含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、焼土粒子、白色軽石

を含む。
４　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主体の層。
５　黄褐色土　硬くしまる。ロームと暗褐色土の混土。貼床。
６　暗褐色土　やや硬い。ローム粒子、白色軽石を含む。

193号住居ピット１
１　暗褐色土　軟らかくしまり良い。ローム粒子を少量含む。
２　黄白色粘質土ブロック
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土を含む。
193号住居ピット２
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子を含む。
193号住居ピット３
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロックを含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
193号住居ピット４
１　暗褐色土　軟らかく粘性あり。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
193号住居ピット５
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
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周溝　検出できなかった。

埋没土　床面での検出のために確認できなかった。３・

４層は掘り方充填土、５層は貼床になる。

掘り方　全体的に浅く掘り下げられている。深さ５cmほ

どである。

遺物　遺物の出土はほとんどなかった。

時期　４世紀代に比定されるか。

196号住居（第232・233・314図、ＰＬ.118・295）

位置　97C・D－9・10グリッド、180・202号住居、27号

溝と重複している。27号溝によって壊されている。

形状　隅丸方形を呈する。　主軸方位　Ｎ－51°－Ｅ

規模　現状での面積は19.58㎡、長辺（北東～南西）4.78

ｍ、短辺（北西～南東）4.35ｍ、残存壁高は６～ 12cmを

測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

炉　主柱穴に囲まれた内側、Ｐ５に近接して焼土の堆積

が認められた。長径90cm・短径73cm・深さ５cmの楕円形

を呈する。

貯蔵穴　掘り方調査時にＰ３に近接して検出されたＰ７

が貯蔵穴になりそうである。長径67cm・短径51cm・深さ

30cmを測る。

第232図　１区196号住居（１）
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ピット１
１　暗褐色土　軽石を少量、ローム粒子を含む。
ピット２
１　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。
ピット３
１　暗褐色土　軽石を少量、ローム粒子を含む。
ピット４
１　暗褐色土　軽石を少量、ローム粒子を含む。
ピット５
１　暗褐色土　軽石を少量、ローム粒子を含む。

炉
１　暗褐色土　焼土粒子、ローム粒子少量、

炭化物粒子を微量含む。

１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子を多量に含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまる。粘性あり。ロームブロック、白色

軽石を含む。
４　暗褐色土　軟らかく粘性あり。ロームブロックを含む。
５　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
６　黒褐色土　やや硬くしまる。ロームブロックと黒褐色土の混土。
７　茶褐色土　軟らかい。ロームの崩れ。
８　黒褐色土　軽石を少量、粘土ブロックを含む。
９　褐色土　しまり強い。ローム主体。
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柱穴　Ｐ１・Ｐ３～Ｐ５の４基のピットが主柱穴にな

るものと思われる。Ｐ１は長径46cm・短径43cm・深さ

22cm、Ｐ３は長径46cm・短径45cm・深さ23cm、Ｐ４は長

径48cm・短径37cm・深さ26cm、Ｐ５は長径43cm・短径

35cm・深さ22cmを測る。Ｐ１－Ｐ３間の距離とＰ４－Ｐ

５間の距離は2.4ｍ、Ｐ１－Ｐ５間の距離とＰ３－Ｐ４

間の距離は２ｍを測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～７層は住居覆土、

８・９層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ２～ 11cm

ほどである。

遺物　床直上やピット内から少量の遺物が出土。（１）は

Ｐ１に近接して、（２・３）の鉢と高杯は炉の周辺からの

出土である。

時期　出土遺物から４世紀代に比定される。

197号住居（第234 ～ 236・315・316図、ＰＬ.119・298）

位置　96T・97A－4・5グリッド、198号住居と重複し、

壊されている。

形状　調査区外に延びているが、方形を呈するものと思

われる。　主軸方位　Ｎ－32°－Ｅ

規模　現状での面積は9.62㎡、北西～南東5.94ｍ、現状

では北東～南西3.36ｍ、残存壁高は28cmを測る。

床面　やや凹凸がある。全体的に硬化面は認められない。

カマド　２基検出された。カマド２が新しい。カマド１

は北壁のほぼ中央に設置されている。燃焼部は床面から

壁を掘り込んで構築されている。長さ120cmである。１

～４層はカマド覆土になる。カマド２はカマド１の南東

65cmの所に位置する。床面から壁を掘り込んで構築され

ている。長さ180cm、焚き口の幅55cm、袖を含めた幅は

90cmである。袖の先端には土師器の甕が設置されている。

貯蔵穴　Ｐ１とＰ４の２基がその床面の位置から貯蔵穴

になる可能性がある。Ｐ１は長径75cm・短径70cm・深さ

24cmの楕円例を呈する。Ｐ４は長径65cm・短径42cm・深

さ34cmを測る。

第233図　１区196号住居（２）

掘り方
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柱穴　Ｐ５とＰ６の２基のピットが主柱穴になる。Ｐ５

は長径86cm・短径70cm・深さ55cm、Ｐ６は長径53cm・短

径45cm・深さ38cmを測る。Ｐ５－Ｐ６間の距離は3.3ｍ

を測る。Ｐ２は長径37cm・短径26cm・深さ38cm、Ｐ３は

長径54cm・短径45cm・深さ29cmを測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。12 ～ 14層は住居覆

土、15層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り込まれている。深さ10 ～ 19cmほ

どであり、凹凸が認められる。

遺物　覆土中や床直上から土器や礫が出土。（11）の土師

器の甕はカマド２の袖として使用されたものと思われ

る。（２・４～６）の土師器の杯はカマド１の手前から出

土している。

時期　出土遺物から７世紀前半代に比定される。

198号住居（第234 ～ 236・316図、ＰＬ.119・120・296）

位置　96T－4・5・97A－5グリッド、197・199号住居と

重複し、壊している。

形状　調査区外に延びているが、隅丸方形を呈するもの

と思われる。　主軸方位　Ｎ－51°－Ｅ

規模　現状での面積は8.42㎡、北西～南東4.95ｍ、現状

では北東～南西2.95ｍ、残存壁高は40cmを測る。

床面　やや凹凸がある。貼床が認められた。全体的に硬

第234図　１区197 ～ 199号住居（１）
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197号住居
１　茶褐色土　やや硬くしまる。灰を多量に、焼土粒子を含む。
２　灰褐色土　やや硬くしまる。灰を多量に、焼土ブロックをやや多く含む。
３　赤褐色土　やや硬くしまる。焼土を主体に、ロームブロックを含む。
４　褐色土　軟らかくてしまり良い。焼土ブロック、ローム粒子、白色軽石を含む。
５　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を含む。

197・198号住居
１　表土　浅間Ｂ軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬い。浅間Ｂ軽石、白色軽石を含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子、白色軽石を含む。
４　茶褐色土　やや硬い。ロームをやや多く含む。
５　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を含む。
６　暗褐色土  軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を少量含む。
７　褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子をやや多く、焼土粒子を含む。

８　灰褐色土　やや硬くしまり粘性あり。灰を多量に、焼土粒
子、ローム粒子を含む。

９　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームと暗褐色土の
混土。貼床。

10　暗褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。ロームブロック、
灰、焼土ブロックを含む。

11　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロック、
炭化物を含む。

12　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色粒子を含む。
13　暗褐色土  やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒

子を含む。
14　暗褐色土  軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、

炭化物粒子を含む。
15　黄白色粘質土層　やや硬く粘性あり。
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197号住居カマド
１　暗褐色土　硬くしまる。ローム粒子、

焼土ブロック、炭化物粒子、
白色軽石を含む。

２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。
ロームブロック、焼土粒子、
白色軽石を少量含む。

３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘
性あり。ロームブロック、
焼土ブロックを含む。

４　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロー
ムブロックを多量に含む。

198号住居カマド
１　焼土　軟らかい。灰、暗褐色土を含む。
２　灰褐色土　灰を主体に焼土粒子を含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。灰、焼土

粒子を含む。
４　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロー

ム粒子、焼土粒子を少量含む。
５　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒

子、焼土粒子、灰を含む。
６　灰褐色土　やや硬くしまる。灰を主体に焼

土粒子を含む。
７　焼土　
８　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主

体の層。
９　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロー

ム粒子、炭化物粒子、焼土粒子
を含む。

10　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロッ
ク、ローム粒子、焼土粒子を少
量含む。

11　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブ
ロック、ローム粒子をやや多く
含む。

12　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性非
常にあり。焼土ブロック、炭化
物、ローム粒子を含む　

13　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒
子を多量に、焼土粒子を含む。

199号住居カマド
１　焼土　軟らかい。暗褐色土を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子を少量含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、焼土ブロックを含む。
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化面は認められない。　

カマド　東壁のほぼ中央に設置されたものか。燃焼部は

床面から壁を掘り込んで構築されている。長さ63cm、焚

き口の幅55cmである。土師器の甕２個が袖に使用されて

いる。１～８層はカマド覆土、９～ 12層は掘り方になる。

13層は197号住居の覆土になる。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　Ｐ１が主柱穴になる。長径83cm・短径50cm・深さ

37cmを測る。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。３～８層は住居覆土、

９層は貼床、10・11層は掘り方充填土になる。

掘り方　全体的に掘り込まれている。深さ５～ 15cmほ

どであり、凹凸が認められる。

遺物　カマド周辺や覆土中から土器が出土。（５・６）の

土師器甕はカマドの袖に使用されたものである。（７）の

敲石はカマド内からの出土である。

時期　出土遺物から８世紀前半代に比定される。

199号住居（第234 ～ 236・314図、ＰＬ.119）

位置　96T－4グリッド、198号住居と重複し、壊されて

いる。

形状　カマドのみの検出であるために不明である。

主軸方位　Ｎ－54°－Ｅ

規模　不明。

床面　不明。　

カマド　壁を掘り込んで構築されている。現状での長さ

120cm、幅17cmである。１～３層はカマド覆土になる。

第236図　１区197 ～ 199号住居（３）

198号住居

197号住居

197号住居

掘り方
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ピット１
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、炭化物を含む。
２　暗褐色土　軟らかく粘性あり。ローム粒子、黄白色粘質土粒子を含む。

ピット１
１　暗褐色土　やや硬い。ロームを多量に暗褐色土を含む。
２　黄褐色土　やや硬く粘性あり。ローム主体の層。
ピット２
１　茶褐色土　軟らかくて粘性あり。暗褐色土を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体の層。

ピット３
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を多量に焼土粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロック、焼土粒子を含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを多量に炭化物を含む。
ピット４
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を多量に、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土ブロックを含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを多量に含む。
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１層は焼土である。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　不明。

掘り方　不明。

遺物　わずかに土師器の杯が出土している。

時期　出土遺物から７世紀後半代に比定される。

200号住居（第237・314図、ＰＬ.120・297）

位置　97G－5・6グリッド、22号溝に壊されている。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である。

主軸方位　不明。

規模　現状での面積は1.85㎡、東西2.34ｍ、現状での南

北1.24ｍ、残存壁高は37cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。２～４層は住居覆土、

５層は貼床、６・７層は掘り方充填土になる。１層は22

号溝覆土になる。

掘り方　全体的に掘り下げられている。深さ８～ 16cm

を測る。

遺物　床直上から少量の土器が出土。（１）の土師器杯は

床面の南東コーナーから、刀子も出土している。（２）の

須恵器は墨書土器である。

時期　出土遺物から９世紀後半代に比定される。

203号住居（第237図、ＰＬ.120）

位置　97G－4・5グリッド、205号住居と重複し、壊して

いる。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である

が、隅丸方形を呈すると思われる。　主軸方位　不明。

規模　現状での面積は0.58㎡、北西～南東2.06ｍ、現状

での北東～南西0.41ｍ、残存壁高は35cmを測る。

床面　ほぼ平坦である。全体的に硬化面は認められない。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。１～３層は住居覆土、

６層は掘り方充填土になる。

第237図　１区200・203・205号住居

200号住居 203・205号住居
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200号住居
１　暗褐色土　しまり弱い。22号溝埋土。
２　暗褐色土　小礫、軽石を少量、ローム粒子、焼土粒子を含む。
３　暗褐色土　ローム粒子、軽石を少量含む。
４　暗褐色土　ローム粒子を多量、軽石を微量、焼土粒子を含む。
５　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土と暗褐色土の混

土。貼床。
６　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。暗褐色土と黄白色粘質土の混土。
７　黄白色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土を主体に暗褐色

土を含む。

203・205号住居
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。小礫を少量含む。
２　暗褐色土　焼土粒子、ローム粒子を少量含む。
３　黒褐色土　しまり弱い。
４　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を微量含む。
５　暗褐色土　しまり弱い。焼土粒子を微量含む。
６　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム、黄白色粘質土ブロック、

暗褐色土の混土。
７　黄褐色土　暗褐色土ブロックを多く含む。



掘り方　全体的に掘り下げられているが浅い。深さ４～

９cmを測る。

遺物　覆土中から少量の土器片が出土している。

時期　不明。

205号住居（第237図、ＰＬ.120）

位置　97G－4グリッド、203号住居と重複し、壊されて

いる。

形状　調査区外に延びているために全容は不明である。

主軸方位　不明。

規模　現状での面積は0.18㎡、北西～南東0.67ｍ、現状

での北東～南西0.43ｍ、残存壁高は35cmを測る。

床面　やや凹凸がある。全体的に硬化面は認められない。

カマド　検出できなかった。

貯蔵穴　検出できなかった。

柱穴　検出できなかった。

周溝　検出できなかった。

埋没土　自然埋没土と考えられる。４～５層は住居覆土、

７層は掘り方充填土になる。

掘り方　掘り下げられているが浅い。深いところで６cm

を測る。

遺物　出土していない。

時期　不明。
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第238図　1区1～ 5・7号住居出土遺物

１区１住 １区２住 １区３住

１区４住

１区５住

１区７住①

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

０ ４㎝１:２

第239図　1区７・８号住居出土遺物

１区８住①

１区７住②
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０ 10㎝１:３

０ ４㎝１:２

０ ２㎝１:１

０ ８㎝１:４

第240図　1区8～ 12・14・15号住居出土遺物

１区12住

１区14住 １区15住①

１区10住

１区11住

１区９住１区８住②

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

第241図　1区15 ～ 18号住居出土遺物

１区16住

１区17住①

１区18住①

１区15住②

第４章　発掘調査の記録
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０ 10㎝１:３

第242図　1区17・18号住居出土遺物

１区18住②１区17住②

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

第243図　1区18 ～ 20号住居出土遺物

１区19住

１区20住

１区18住③
第４章　発掘調査の記録
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０ 10㎝１:３

第244図　1区22・23号住居出土遺物

１区22住

１区23住

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

第245図　24・25・30 ～ 35号住居出土遺物

１区32住 １区33住

１区35住

１区24住

１区25住

１区30住

１区31住

１区34住
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０ 10㎝１:３

第246図　1区36・38号住居出土遺物

１区36住 １区38住①

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

第247図　1区38号住居出土遺物

１区38住②
第４章　発掘調査の記録
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０ 10㎝１:３

第248図　1区38号住居出土遺物

１区38住③

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

第249図　1区39 ～ 41号住居出土遺物

１区39住

１区40住

１区41住
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０ 10㎝１:３０ ４㎝１:２０ ２㎝１:１

第250図　1区42・44 ～ 46号住居出土遺物

１区44住 １区45住

１区46住①

１区42住

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ ８㎝１:４

０ 10㎝１:３

１区50住

第251図　1区46 ～ 50号住居出土遺物

１区46住②

　１区47住

１区48住

１区49住
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０ 10㎝１:３

第252図　1区51・52号住居出土遺物

１区52住①

１区51住

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

０ ８㎝１:４

第253図　1区52・53号住居出土遺物

１区52住②

１区53住

第４章　発掘調査の記録

282

１

４

５

６

７

８

９

10

11 12（1/4）

11

15

16

２

５ ６

７ ８
９

10

13

14

12

３



０ 10㎝１:３

０ ４㎝１:２

第254図　1区54号住居出土遺物

１区54住

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３０ ４㎝１:２

第255図　1区55・56号住居出土遺物

１区55住

１区56住
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０ 10㎝１:３

第256図　1区57 ～ 61号住居出土遺物

１区57住 １区58住

１区59住

１区60住 １区61住

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

第257図　1区62号住居出土遺物

１区62住①

第４章　発掘調査の記録
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０ 10㎝１:３０ ４㎝１:２

第258図　1区62 ～ 65 ・ 69号住居出土遺物

１区62住②

１区63住

１区64住

１区65住

１区69住

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

第259図　1区66・68・70・72・75号住居出土遺物

１区68住１区66住

１区70住

１区72住

１区75住
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０ 10㎝１:３０ ４㎝１:２

第260図　1区71・73号住居出土遺物

１区71住

１区73住

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

第261図　1区74・76号住居出土遺物

１区74住

１区76住
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０ 10㎝１:３

第262図　1区77・80・83号住居出土遺物

１区77住

１区80住

１区83住

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

第263図　1区82・84・86号住居出土遺物

１区82住

１区84住

１区86住①
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０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:４

第264図　1区86・87号住居出土遺物

１区86住②

１区87住

第 2節　1区の遺構と遺物
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第265図　1区88 ～ 90号住居出土遺物

１区88住 １区89住

１区90住①
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０ 10㎝１:３

第266図　1区90・91号住居出土遺物

１区90住②

１区91住①

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

第267図　1区91号住居出土遺物

１区91住②
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０ 10㎝１:３

第268図　1区91号住居出土遺物

１区91住③

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

第269図　1区91号住居出土遺物

１区91住④
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０ 10㎝１:３

第270図　1区91号住居出土遺物

１区91住⑤

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

第271図　1区91号住居出土遺物

１区91住⑥

第４章　発掘調査の記録
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０ 10㎝１:３０ ４㎝１:２

第272図　1区92・93号住居出土遺物

１区92住

１区93住①

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

０ ４㎝１:２

第273図　1区93 ～ 95号住居出土遺物

１区93住②

１区94住

１区95住①
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０ 10㎝１:３

０ ４㎝１:２

第274図　1区95・96号住居出土遺物

１区95住②

１区96住①

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

０ ４㎝１:２

第275図　1区96号住居出土遺物

１区96住②

第４章　発掘調査の記録

304

18 19 20

21

22

23

24（1/2）
25（1/2）

26（1/2）

27（1/4）



０ 10㎝１:３

第276図　1区98・99号住居出土遺物

１区98住

１区99住
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０ 10㎝１:３

０ ２㎝１:１

０ 10㎝１:４

第277図　1区100号住居出土遺物

１区100住
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０ 10㎝１:３

０ ４㎝１:２

第278図　1区101・102号住居出土遺物

１区101住

１区102住

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:５

第279図　1区103・104号住居出土遺物

１区103住

１区104住
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０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:５０ ４㎝１:２

第280図　1区号105 ～ 108・110・112住居出土遺物

１区105住

１区106住

１区107住

１区108住

１区110住

１区112住

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

第281図　1区111号住居出土遺物

１区111住①
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第282図　1区111号住居出土遺物

１区111住②
第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３第283図　1区111・114・115・117・119号住居出土遺物

１区111住③ １区114住

１区115住

１区117住

１区119住
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０ 10㎝１:３

第284図　1区118号住居出土遺物

１区118住①

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:５

第285図　1区118・120・122・124号住居出土遺物

１区118住②

１区120住

１区122住 １区124住
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０ 10㎝１:３

第286図　1区121・125・126号住居出土遺物

121号住居

125号住居

126号住居
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０ 10㎝１:３

０ ４㎝１:２

第287図　1区127号住居出土遺物

127住
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０ 10㎝１:３

０ ４㎝１:２

第288図　1区129・130号住居出土遺物

129住

130住①

第 2節　1区の遺構と遺物
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０ ４㎝１:２

０ 10㎝１:３

第289図　1区130 ～ 132号住居出土遺物

130住②

131住

132住
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０ 10㎝１:３

第290図　1区133 ～ 136号住居出土遺物

133住
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０ ４㎝１:２ ０ 10㎝１:３

第291図　1区136・137号住居出土遺物

136住②

137住
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０ 10㎝１:３
第292図　1区138号住居出土遺物
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第293図　1区138号住居出土遺物

138住②
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第294図　1区138 ～ 140号住居出土遺物
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第295図　1区141 ～ 143号住居出土遺物
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第296図　1区143 ～ 145号住居出土遺物
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第297図　1区145・146号住居出土遺物
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第298図　1区146 ～ 148号住居出土遺物
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第299図　1区148・149号住居出土遺物
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第300図　1区150・151号住居出土遺物
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第301図　1区152号住居出土遺物
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第302図　1区153 ～ 155号住居出土遺物
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第303図　1区155号住居出土遺物

155住②
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第304図　1区156 ～ 160号住居出土遺物

156住 157住

159住

158住

160住

第 2節　1区の遺構と遺物

333

４（1/4）

４

３

３

５

６

７ ８

１
２

２

２

１

１

１

１

５（1/5）



０ ４㎝１:２

０ 10㎝１:３

第305図　1区161号住居出土遺物
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第306図　1区162 ～ 164・166 ～ 168号住居出土遺物
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第307図　1区169 ・ 171 ～ 175号住居出土遺物
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第308図　1区177 ～ 181号住居出土遺物

177住

178住

179住

180住

181住①

第 2節　1区の遺構と遺物

337

４

４

３

３

３

５

５

６

７ ８ ９

10
11 12

1613 1514

２

２
２

２

２

１

１

１

１

１



０ ４㎝１:２

０ 10㎝１:３

第309図　1区181号住居出土遺物

181住②
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第310図　1区181 ～ 183号住居出土遺物
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第311図　1区183・184号住居出土遺物
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第312図　1区184 ～ 186号住居出土遺物
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第313図　1区186・188・189号住居出土遺物
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第314図　1区191・193・194・196・199・200 ～ 202号住居出土遺物
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０ 10㎝１:３第315図　1区195・197号住居出土遺物
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第316図　1区197・198号住居出土遺物

197住② 198住

第 2節　1区の遺構と遺物

345

４

３

５

６

11

１

２

７



87
区

86
区

97
区

96
区

Q
Q

S R

S

ACDEF T

A

C
C

E
EH F D C B A

G
G

I
I

JK

11 11

13 13

15 15

17 17

19 19

1 1

3 3

5 5

7 7

9 9

11 11

13 13

87土

86土

125土

152土

159土
158土

140土

161土

101土

102土

88土

89土
115土

160土

154土

151土

153土
139土
119土

117土

118土
120土

168土

112土

131土103土 136土

132土

138土

137土130土

127土
126土

111土
134土 129土

133土

110土
92土

95土

98土
99土

104土
94土

93土

91土

96土

90土

135土

128土

149土

144土 165土

164土
148土

167土
97土

172土
107土

108土
171土

142土

80土79土

143土

85土
82土

145土
74土

73土

75土

72土

71土
84土

81土

83土

40土

30土
29土 28土

39土

25土

24土

41土
27土

50土 42土

7土
53土

37土

38土
47土

49土

35土

36土

43土

26土
44土

34土

23土

11土

12土

6土

18土

9土

3土

2土
20土 19土

8土

4土

5土
10土

21土

22土

33土
13土

52土

2井

4井

3井

1井

17土
16土15土

60土

54土

14土

31土
32土

59土
57土

58土 55土

56土

48土

62土

61土
116土

51土
46土

45土

1土

77土

174土

106土

64土

68土
67土

69土

70土

63土

66土
65土

76土

105土

173土

109土
146土

147土

166土

162土

122土
150土

121土

113土

5井155土

156土
163土

123土
157土

1集石

78土

０ 20ｍ１: 500

第317図　１区土坑・井戸分布図

１区
土坑・井戸分布

第４章　発掘調査の記録

346



87
区

86
区

97
区

96
区

Q
Q

S R

S

ACDEF T

A

C
C

E
EH F D C B A

G
G

I
I

JK

11 11

13 13

15 15

17 17

19 19

1 1

3 3

5 5

7 7

9 9

11 11

13 13

87土

86土

125土

152土

159土
158土

140土

161土

101土

102土

88土

89土
115土

160土

154土

151土

153土
139土
119土

117土

118土
120土

168土

112土

131土103土 136土

132土

138土

137土130土

127土
126土

111土
134土 129土

133土

110土
92土

95土

98土
99土

104土
94土

93土

91土

96土

90土

135土

128土

149土

144土 165土

164土
148土

167土
97土

172土
107土

108土
171土

142土

80土79土

143土

85土
82土

145土
74土

73土

75土

72土

71土
84土

81土

83土

40土

30土
29土 28土

39土

25土

24土

41土
27土

50土 42土

7土
53土

37土

38土
47土

49土

35土

36土

43土

26土
44土

34土

23土

11土

12土

6土

18土

9土

3土

2土
20土 19土

8土

4土

5土
10土

21土

22土

33土
13土

52土

2井

4井

3井

1井

17土
16土15土

60土

54土

14土

31土
32土

59土
57土

58土 55土

56土

48土

62土

61土
116土

51土
46土

45土

1土

77土

174土

106土

64土

68土
67土

69土

70土

63土

66土
65土

76土

105土

173土

109土
146土

147土

166土

162土

122土
150土

121土

113土

5井155土

156土
163土

123土
157土

1集石

78土

（２）土坑

　１区からは174基の土坑が調査時に検出されている。

しかし整理の過程で、100・114・115・124・141・150・

169（写真あり）・170号の各土坑が欠番となったために

計166基の土坑となった。

　人為的埋土が認められた土坑は、31・34・35・45・

47・50号の６基、遺構確認面の上面から多量の礫が出土

したのは85・173号の２基、ややまとまった遺物の出土

した土坑は、７・15・18 ～ 20・26・30・46・50・51・

69・70・72・81・92・94・102 ～ 104・109・113・119・

120・143号の24基、埋土に浅間Ｂ軽石の混土が認められ

たのは63・86・89・133・134号の５基、そして焼土粒子

や炭化物粒子の含まれていた土坑は49基に及んだ。

　以下、番号順にその概要を記す。また井戸の事実記載

後、土坑と井戸についての簡単なまとめを記す。

１号土坑（第318・335図）

位置　86S－20グリッド

81号土坑の東約1.7ｍの所に位置している。長径66㎝・

短径58㎝・深さ33㎝の楕円形を呈する。底面は凹凸があ

る。埋没土は１層で、やや砂質である。常滑の陶器甕の

破片が出土している。中世の構築と思われるが、機能・

用途は不明である。

２号土坑（第318図）

位置　86S－10グリッド

４世紀代の39号住居埋没土中に構築されている。長径

105㎝・短径71cm・深さ27㎝の楕円形を呈する。底面は

凹凸がある。遺物の出土はなかった。構築時期、機能・

用途は不明である。

３号土坑（第318図、PL.121）

位置　86T－10グリッド

29号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ158㎝・

幅100㎝・深さ28㎝の隅丸長方形を呈する。底面はやや

凹凸がある。土師器小片が出土している。構築時期、機

能・用途は不明である。

４号土坑（第318・335図、PL.121）

位置　87A－11グリッド

32号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

202cm・幅108cm・深さ45cmの長方形を呈する。底面はほ

ぼ平坦である。在地系土器が出土している。構築時期、

機能・用途は不明である。

５号土坑（第318図、PL.121）

位置　87A－11グリッド

４・44号住居と重複している。当土坑が新しい。長径71

㎝・短径60cm・深さ44㎝の楕円形を呈する。覆土中から

礫が出土している。構築時期、機能・用途は不明である。

６号土坑（第318図、PL.121）

位置　86P－12グリッド

１・３号住居と重複している。当土坑が新しい。現状で

は長さ143cm・幅75cm・深さ13cmの不正形を呈する。埋

没土は１層で、炭化物粒子と焼土ブロックを含む。礫が

出土している。構築時期、機能・用途は不明である。

７号土坑（第318・335図、PL.121）

位置　87B－16・17グリッド

27号土坑の北東約２ｍのところに位置している。長径

116cm・短径98cm・深さ19cmの楕円形を呈する。底面は

ほぼ平坦である。埋没土は３層に分かれ、やや粘質でロー

ム粒子・炭化物粒子・焼土粒子を含んでいる。須恵器椀

の底部片が出土している。平安時代の構築と思われるが、

機能・用途は不明である。

８号土坑（第318図、PL.121）

位置　87A－11・12グリッド

９号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

127cm・幅94cm・深さ14cmの隅丸方形を呈する。底面は

やや凹凸がある。埋没土は２層に分かれ、ロームブロッ

ク・炭化物粒子を含む。礫が出土している。構築時期、

機能・用途は不明である。

９号土坑（第318図、PL.121）

位置　86T－11グリッド

９号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

120cm・幅90cm・深さ56cmの方形を呈する。底面はやや

凹凸がある。埋没土は３層に分かれ、ロームブロック・

炭化物を含む。遺物の出土はなかった。構築時期、機能・

用途は不明である。

10号土坑（第318図、PL.121）

位置　87A－12グリッド

44号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ88cm・

幅59cm・深さ20cmの隅丸方形を呈する。底面は平坦であ

る。埋没土は１層で、ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒

子を含む。遺物の出土はなかった。構築時期、機能・用
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１号土坑
１　暗褐色土　やや砂質。ローム粒子と白色軽石

を含む。　

６号土坑
１　暗褐色土　やや粘質。締まりやや弱い。炭化物粒子、焼土の円形小

斑を含む。

７号土坑
１　暗褐色土　ローム粒を含む。粘性やや弱い。締まりやや弱い。
２　暗褐色土　やや粘質。締まりやや強い。ローム粒子、炭化物粒子、焼土粒子を少量含む。
３　褐色土　やや粘質。やや締まっている。ローム粒子を多く、焼土粒子、炭化物粒子を少量含む。
８号土坑
１　暗褐色土　やや締まっている。粘性やや強い。ローム小ブロック、軽石を含む。
２　暗褐色土　やや締まっている。粘性やや弱い。ローム小ブロックをわずかに、軽石、炭化物粒子

を含む。
９号土坑
１　暗褐色土　締まりやや弱い。粘性やや弱い。ロームブロック、炭化物を含む。
２　暗褐色土　締まりやや弱い。粘性やや弱い。ロームブロック、黄褐色土の小ブロック、軽石、炭

化物を含む。
３　暗褐色土　締まり弱い。粘性非常に弱い。ロームブロック、ローム粒子を含む。炭化物を少量含む。

10号土坑
１　暗褐色土　粘性やや強い。締まり強い。As

―YP相当と思われる軽石、ロー
ム粒子を含む。炭化物粒子、焼
土粒子を少量含む。



途は不明である。

11号土坑（第319図）

位置　86R－13グリッド

42号住居と重複している。当土坑が新しいが、攪乱によっ

て一部壊されている。現状での長径77cm・短径52m・深

さ39cmの楕円形を呈するものと思われる。底面はほぼ平

坦である。埋没土は５層に分かれ、ロームを含む。遺物

の出土はなかった。構築時期、機能・用途は不明である。

12号土坑（第319図）

位置　86R－13グリッド

42号住居と重複している。当土坑が新しい。長径66cm・

短径63cm・深さ44cmの円形を呈する。底面はほぼ平坦で

ある。埋没土は３層に分かれ、ローム粒子・炭化物粒子・

焼土粒子を含む。遺物の出土はなかった。構築時期、機

能・用途は不明である。

13号土坑（第319図、PL.122）

位置　87A－14グリッド

13号住居と重複している。当土坑が古い。長径100cm・

短径80cm・深さ24cmの円形を呈するものと思われる。底

面はやや凹凸がある。埋没土は２層に分かれ、ローム粒

子を含む。土器片が出土している。構築時期、機能・用

途は不明である。

14号土坑（第319図、PL.122）

位置　87A・B－16グリッド

36号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

142cm・幅121cm・深さ12cmの隅丸方形を呈する。底面は

ほぼ平坦である。埋没土は２層に分かれ、ローム粒子・

炭化物粒子・焼土粒子を含む。羽釜の小片が出土してい

る。平安時代の構築と思われるが、機能・用途は不明で

ある。

15号土坑（第319・335図、PL.122）

位置　87C－16グリッド

16号土坑に接している。また東に近接して４世紀代の19

号住居が存在している。長径60cm・短径55cm・深さ29cm

の楕円形を呈する。底面は平坦である。埋没土は２層に

分かれ、ローム粒子を含む。Ｓ字状口縁台付甕の台部片

が出土している。古墳時代前期の19号住居に伴う遺構に

なるのであろうか。機能・用途は不明である。

16号土坑（第319図、PL.122）

位置　87C－16グリッド

15・17号土坑に接している。長さ101cm・幅55cm・深さ

14cmの長方形を呈する。底面はやや凹凸がある。覆土は

１層で、ローム粒子を含む。遺物の出土はなかった。構

築時期、機能・用途は不明である。

17号土坑（第319図、PL.122）

位置　87C－16グリッド

16号土坑に接している。長径83cm・短径78cm・深さ19cm

の円形を呈する。底面はほぼ平坦である。埋没土は１層

である。比較的新しい時期の構築と思われる。機能・用

途は不明である。

18号土坑（第319・335図、PL.122）

位置　86T－13グリッド

35号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

175cm・幅150cm・深さ20cmの隅丸方形を呈する。底面は

ほぼ平坦である。埋没土は４層に分かれ、焼土粒子と炭

化物粒子、灰を含んでいる。土師器壺と坩の小片が出土

している。古墳時代の構築と思われるが、機能・用途は

不明である。

19号土坑（第320・335図、PL.123・298）

位置　86R・S－10・11グリッド

39号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

133cm・幅83cm・深さ31cmの隅丸方形を呈する。底面は

ほぼ平坦である。埋没土は３層に分かれ、２層に炭化物

を多量に含む。須恵器の椀３点が出土している。この他、

縄文土器片（黒浜・有尾式）１点が出土。平安時代の構築

と思われ、土坑墓になる可能性がある。

20号土坑（第320・335図、PL.122）

位置　86S－10グリッド

39号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

110cm・幅64cm・深さ25cmの隅丸長方形を呈する。底面

は凹凸がある。埋没土は５層で、ローム粒子・焼土・炭

化物を含む。器台の破片、須恵器椀の底部片が出土して

いる。平安時代の構築と思われ、土坑墓になる可能性が

ある。

21号土坑（第320図、PL.122）

位置　87A－13グリッド

11・46・85号住居と重複している。当土坑が新しい。長

さ119cm・幅72m・深さ27cmの楕円形を呈する。底面はや

や凹凸がある。埋没土は３層に分かれ、ロームと炭化物

を含む。遺物の出土はなかった。構築時期、機能・用途
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11号土坑
１　暗褐色土　やや粘質。やや締まっている。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　やや粘質。締まっている。黒褐色土、As―YP相当と思われるローム粒子

を含む。
３　暗褐色土　やや粘質。締まり強い。黒褐色土、黄褐色・褐色ロームのブロックの混土。
４　暗褐色土　黒褐色土、黄褐色ロームブロックの混土。
５　黄褐色土　やや粘質。締まり弱い。ロームの再堆積土。
12号土坑
１　暗褐色土　やや粘質。締まっている。褐色ローム、炭化物粒子を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子、炭化物粒子、焼土粒子を少量含む。
３　暗褐色土　やや粘質。締まりやや弱い。褐色ロームを含む。

13号土坑
１　暗褐色土　粘性やや弱い。締まりやや弱い。黄褐色ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　やや粘質。やや締まっている。ローム粒子を含む。土器小片を含む。

14号土坑
１　暗褐色土　粘性強い。締まり強い。褐色ローム、炭化物粒子を少量含む。
２　暗褐色土　やや粘質。締まり強い。炭化物粒子、焼土粒子、ローム粒子を多く含む。
15号土坑
１　暗褐色土　粘性やや強い。締まり強い。ローム小ブロックを含む。
２　暗褐色土　粘性やや弱い。締まり弱い。ローム粒子を含む。
16号土坑
１　暗褐色土　やや粘質。やや締まっている。ローム粒子、ローム小ブロックを含む。
17号土坑
１　暗褐色土　やや粘質。やや締まっている。ローム粒子、焼土粒子を含む。新しそうな感じ。

18号土坑
１　暗褐色土　粘性やや弱い。締まり強い。Hｒ―ＦPと思われる白色軽石を多く含む。焼土粒子、炭化

物粒子を少量含む。
２　暗褐色土　粘性やや弱い。締まり強い。Hｒ―ＦPと思われる白色軽石、焼土粒子を含む。
３　暗褐色土　粘性やや弱い。やや締まっている。褐色ローム粒子、As―YP、炭化物粒子を含む。
４　暗褐色土　ロームブロックを含む。黒色の灰を含む。



は不明である。

22号土坑（第320図、PL.123）

位置　87A－13グリッド

46号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

109cm・幅57cm・深さ12cmの隅丸長方形を呈する。底面

はほぼ平坦である。埋没土は１層で、ローム粒子を含む。

遺物の出土はなかった。構築時期、機能・用途は不明で

ある。

23号土坑（第320図）

位置　86Q・R－14・15グリッド

48号住居、17号ピットと重複している。当土坑が新しい。

長さ135cm・幅80cm・深さ60cmの楕円形を呈するものと

思われる。確認面から底面までやや深い。埋没土は３層

に分かれ、ローム粒子・焼土粒子を含む。土器片と礫が

出土している。構築時期、機能・用途は不明である。

24号土坑（第320図、PL.123）

位置　86T－18グリッド

52号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

244cm・幅136cm・深さ18cmの隅丸長方形を呈するものと

思われる。底面はやや凹凸がある。埋没土は２層に分か

れ、ローム粒子・焼土粒子を含む。遺物の出土はなかっ

た。構築時期、機能・用途は不明である。

25号土坑（第320図、PL.123）

位置　86 T・87A－18・19グリッド

52号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

215cm・幅205cm・深さ40 ～ 80cmの隅丸方形を呈する。

底面にピットが掘り込まれている。このピットは52号住

居の主柱穴（７・８層）になるものである。土坑の埋没土

は６層に分かれ、ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子を

含む。平安時代の構築と思われるが、機能・用途は不明

である。

26号土坑（第320・335図）

位置　86R－17グリッド

10号溝と重複している。当土坑が古い。長径78cm・短径

63cm・深さ33cmの楕円形を呈する。覆土は２層に分かれ、

ローム粒子・焼土粒子を含む。土師器壺の底部片が出土

している。古墳時代の構築と思われるが、機能・用途は

不明である。

27号土坑（第320図、PL.123）

位置　87B－17グリッド

18・54号住居に接している。長さ153cm・幅82cm・深さ

37cmの隅丸長方形を呈する。底面はほぼ平坦である。埋

没土は６層に分かれ、ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒

子を含む。遺物の出土はなかった。平安時代の構築と思

われるが、構築時期、機能・用途は不明である。

28号土坑（第321図、PL.123）

位置　87A－18グリッド

39・41号土坑、63号住居と重複している。当土坑が新し

い。長さ157cm・幅105cm・深さ11cmの隅丸長方形を呈する。

底面は平坦である。平安時代の構築と思われるが、機能・

用途は不明である。

39号土坑（第321図、PL.125）

位置　86A－18グリッド

28・41号土坑、52号住居と重複している。28号土坑に壊

され、41号土坑、52号住居を壊している。長さ124cm・

幅115cm・深さ14cmの隅丸方形を呈するものと思われる。

底面はやや凹凸がある。埋没土は２層に分かれ、炭化物・

ロームブロックを含む。遺物の出土はなかった。構築時

期、機能・用途は不明である。

41号土坑（第321図、PL.125）

位置　86A－18グリッド

28・39号土坑、52号住居と重複している。28・39号土坑

に壊され、52号住居を壊している。長さ90cm・幅35cm・

深さ42cmの楕円形を呈する。底面は平坦である。埋没土

は１層で、ロームブロックを含む。遺物の出土はなかっ

た。構築時期、機能・用途は不明である。

29号土坑（第321図、PL.123）

位置　87A・B－18グリッド

50号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

190cm・幅114cm・深さ23cmの長方形を呈する。底面はほ

ぼ平坦である。埋没土は４層で、ローム粒子・焼土粒子・

炭化物粒子を含む。構築時期、機能・用途は不明である。

30号土坑（第321・335図、PL.124）

位置　87B－18グリッド

54号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

145cm・幅98cm・深さ38cmの隅丸長方形を呈する。底面

はほぼ平坦である。埋没土は４層に分かれ、ローム粒子

を含む。須恵器の椀が出土している。この他、縄文土器

片（諸磯ｃ式１点・加曽利Ｅ式２）３点が出土。平安時代

の構築と思われ、土坑墓になる可能性がある。
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19号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子を少量含む。
２　暗褐色土　炭化物を多量に含む。
３　暗褐色土　粘性強い。ローム粒子を含む。

20号土坑
１a 暗褐色土　焼土を多く、炭化物少量含む。
１b 暗褐色土　焼土粒子を極く少量含む。
２ 褐色土
３ 黄褐色土　ローム粒子を多量含む。
４ 暗褐色土　ロームブロックを含む。
５ 暗褐色土　ロームブロックを含む。

21号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。一部に炭化層。
２　暗褐色土　ローム粒子、ロームブロックを含む。
３　暗褐色土　ロームブロックを多量含む。

22号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子、ローム

ブロックを含む。

23号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子を

多量に含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　ロームブロックを含む。

24号土坑
１　黒褐色土　やや粘質、締まっている。ローム粒子、焼土粒子を含む。
２　黒褐色土　やや粘質、締まりやや弱い。ローム粒子を含む。

25号土坑
１　暗褐色土　やや粘質、締まっている。ローム粒子を含む。焼土粒子、炭化物粒子をやや多く含む。
２　暗褐色土　やや粘質、やや締まっている。ロームブロックを含む。
３　暗褐色土　やや砂質、硬く締まっている。ローム粒子、ロームブロックを含む。
４　暗褐色土　やや粘性強い。締まっている。ロームを含む。
５　明黄褐色土　ロームブロック（壁の崩れ）。
６　暗褐色土　やや粘質、やや締まっている。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を含む。
７　暗褐色土　粘質、締まっている。ロームブロックを含む。
８　明黄褐色土　粘質、締まっている。暗褐色土、黒褐色土を含む。

26号土坑
１　暗褐色土　やや粘質。締まりやや弱い。ローム粒子を含む。
２　黒褐色土　やや粘質、締まっている。ローム粒子、焼土粒子を含む。

27号土坑
１　暗褐色土　やや粘質、締まりやや強い。ロー

ム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を
含む。

２　暗褐色土　やや粘質、締まっている。ローム
ブロック、焼土粒子、炭化物粒子
をやや多く含む。

３　暗褐色土　やや粘質、締まっている。ローム
ブロック、炭化物粒子、焼土粒子
を含む。

４　暗褐色土　やや粘質やや締まっている。ロー
ムブロック、炭化物粒子、焼土粒
子を含む。

５　暗褐色土　粘性弱い。締まりやや弱い。ロー
ムの崩れたブロックを多く含む。

６　暗褐色土　粘性弱い。ローム粒子を含む。



31号土坑（第321図、PL.124）

位置　86A－15・16グリッド

60号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

176cm・幅143m・深さ37cmの隅丸方形を呈する。底面は

やや凹凸がある。埋没土は２層に分かれ、ローム粒子・

焼土粒子・炭化物粒子を含む。人為的埋土である。遺物

の出土はなかった。平安時代の構築か、機能・用途は不

明である。

32号土坑（第321図、PL.124）

位置　87B－15グリッド

33号住居と重複している。当土坑が新しい。長径74cm・

短径72cm・深さ12cmの円形を呈する。埋没土は１層で、

ローム粒子を含む。土器片が出土している。構築時期、

機能・用途は不明である。

33号土坑（第321図、PL.124）

位置　87A－14グリッド

13・57号住居に近接している。長径88cm・短径82cm・深

さ11cmのほぼ円形を呈する。確認面から底面まで浅い。

埋没土は２層に分かれ、ローム粒子を含む。平安時代の

構築と思われるが、機能・用途は不明である。

34号土坑（第321図、PL.124）

位置　86R・S－15・16グリッド

10号溝と重複している。当土坑が新しい。長径92cm・短

径90cm・深さ36cmのほぼ円形を呈する。埋没土は１層で、

人為的埋土になる。遺物の出土はなかった。構築時期、

機能・用途は不明である。

35号土坑（第321図、PL.124）

位置　86R－16・17グリッド

10号溝に近接している。長さ107cm・幅77cm・深さ34cm

の隅丸方形を呈する。底面はほぼ平坦である。埋没土は

３層に分かれ、ローム粒子を含む。２・３層は人為的埋

土である。平安時代の構築か、機能・用途は不明である。

36号土坑（第321図、PL.124）

位置　86R－16グリッド

10号溝に近接している。長径73cm・短径64cm・深さ17cm

の楕円形を呈する。底面はほぼ平坦である。平安時代の

構築と思われるが、機能・用途は不明である。

37号土坑（第321図、PL.124）

位置　86T－16・17グリッド

38号土坑の北東に接している。長径134cm・短径107cm・

深さ22cmの楕円形を呈する。底面は凹凸がある。埋没土

は４層に分かれ、褐色土を含む。古墳時代の構築と思わ

れるが、機能・用途は不明である。

38号土坑（第321図、PL.125）

位置　86T－17グリッド

37号土坑の南西に接している。長径82cm・短径58cm・深

さ13cmの楕円形を呈する。底面はほぼ平坦である。埋没

土は１層で、ローム粒子を含む。遺物の出土はなかった。

構築時期、機能・用途は不明である。

40号土坑（第322図、PL.125）

位置　87A・B－19・20グリッド

88号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

285cm・幅139cm・深さ12cmの隅丸長方形を呈するものと

思われる。底面はやや凹凸がある。埋没土は２層に分か

れ、ローム粒子を含む。平安時代の構築と思われるが、

機能・用途は不明である。

42号土坑（第322・335図、 PL.298）

位置　87B－17・18グリッド

54号住居と重複している。当初、単独の土坑と調査を進

めたが54号住居に伴う可能性もある。２段に掘り込まれ

ていて、上面は長さ127cm・幅120cm・深さ35cmの方形を

呈するものと思われる。埋没土は３層に分かれ、ローム

粒子を含む。手捏ね土器が出土している。４世紀代の構

築で、54号住居の貯蔵穴と考えられるものである。

43号土坑（第322図）

位置　86Q－16・17グリッド

70号住居、11号溝と重複している。当土坑が新しい。現

状では長さ91cm・幅70cm・深さ34cmの方形を呈するもの

と思われる。埋没土は２層に分かれ、上層に浅間Ａ軽石

を含む。この他、縄文土器片（加曽利Ｅ式１点・後期前

葉１点）２点が出土。構築時期、機能・用途は不明である。

44号土坑（第322図、PL.125）

位置　86Q－17グリッド

16号溝と重複している。当土坑が新しい。現状での長さ

178cm・幅113cm・深さ33cmの長方形を呈するものと思わ

れる。埋没土は５層で、ローム粒子・焼土粒子を含む。

構築時期、機能・用途は不明である。

45号土坑（第322図、PL.125）

位置　86S－18・19グリッド

３号井戸、17号溝と重複している。３号井戸、17号溝に
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39号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。下面に炭化層。
２　暗褐色土　ローム粒子、ロームブロックを多量

に含む。
41号土坑
３　暗褐色土　ロームブロックを含む。　

29号土坑
１　暗褐色土　粘性やや弱い。やや締まっている。ローム粒子を少量、焼土粒子、炭化物粒子を含む。
２　暗褐色土　やや締まっている。ロームブロックを含む。焼土粒子、炭化物粒子を含む。
３　暗褐色土　粘性やや弱い、締まりやや弱い。ロームブロックを含む。
４　黒褐色土　やや粘質、締まっている。焼土粒子、炭化物粒子、ロームブロック、ローム粒子を含む。

30号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
３　暗褐色土　ローム粒子、ロームブロックを

多く含む。
４　暗褐色土　ローム粒子を含む。１層より明

るい。

31号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子を多量に、焼土粒子、

炭化物粒子を少量含む。一括埋土。
２　暗褐色土　１層に相似。
①　黒褐色土　上層からの掘り込み？根？ローム

粒子を少量含む。

32号土坑
１　暗褐色土　粘性に乏しい。ローム粒子を含む。

33号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　１層より明るい。

34号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子、ロームブロックを多量に含む。人為的埋土。

35号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子、ロームブロックを多量含む。
３　黒褐色土　ロームブロックを少量含む。
※２・３層は人為的埋土。

37号土坑
１　暗褐色土　２層類似の明るい褐色土を部分的に含む。
２　暗褐色土　均質。
３　暗褐色土　やや明るい褐色土を含む。
４　暗褐色土　やや明るい褐色土を含む。３層よりやや明るい。
38号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。



壊されている。長さ117cm・幅74cm・深さ44cmの長方形

を呈する。底面はほぼ平坦である。埋没土は４層に分か

れ、ローム粒子・ロームブロックを含む。２・３層は人

為的埋土の可能性がある。古墳時代の構築と思われるが、

機能・用途は不明である。

46号土坑（第322・336図、PL.125）

位置　86S－19グリッド

77・80号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

174cm・幅109cm・深さ37cmの長方形を呈する。埋没土は

４層に分かれた。ロームブロック・炭化物・焼土粒子を

含む。Ｓ字状口縁台付甕の口縁部片、須恵器椀の破片が

出土している。平安時代の構築と思われ、土坑墓になる

可能性がある。

47号土坑（第322図、PL.125）

位置　86S・T－17グリッド

38号土坑の南西に近接している。長さ158cm・幅107cm・

深さ29cmの隅丸長方形を呈する。底面はほぼ平坦である。

埋没土は４層に分かれ、ロームブロック・焼土粒子を含

む。２～４層は人為的埋土である。遺物の出土はなかっ

た。構築時期、機能・用途は不明である。

48号土坑（第322・336図、PL.126・298）

位置　86T－15グリッド

４号溝と重複している。当土坑が新しい。長径88cm・短

径70cm・深さ64cmの楕円形を呈する。確認面から底面ま

でやや深い。底面はほぼ平坦である。礫が出土している。

構築時期、機能・用途は不明である。

49号土坑（第322図、PL.126）

位置　86S－17グリッド

47号土坑の南西に近接している。長径・短径ともに

67cm・深さ12cmの円形を呈する。底面まで浅い。埋没土

は１層で、ローム粒子を含む。遺物の出土はなかった。

構築時期、機能・用途は不明である。

50号土坑（第322・336図、PL.126）

位置　87B－17・18グリッド

54号住居と重複している。当土坑が新しい。長径・短径

ともに145cm・深さ44cmの円形を呈する。底面はほぼ平

坦である。埋没土は６層に分かれ、上層に灰、下層にロー

ム粒子を含む。須恵器の盤、瓶が出土している。この他、

縄文土器片（加曽利Ｅ式）１点が出土。古墳時代の構築と

思われ、土坑墓になる可能性がある。

51号土坑（第323・336図、PL.126）

位置　86T－19・20グリッド

80号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

151cm・幅103cm・深さ25cmの隅丸長方形を呈する。埋没

土は２層に分かれ、ローム粒子・炭化物・焼土粒子を含

む。手捏ね土器、須恵器の杯が出土している。平安時代

の構築と思われ、土坑墓になる可能性がある。

52号土坑（第323図）

位置　87A－15グリッド

４号溝と重複している。当土坑が新しい。長径88cm・短

径75cm・深さ43cmの楕円形を呈する。埋没土は４層に分

かれ、ローム粒子を含む。平安時代の構築と思われるが、

機能・用途は不明である。

53号土坑（第323図、PL.126）

位置　87A－16グリッド

54号土坑と重複している。当土坑が新しい。現状で幅

60cm・深さ13cmである。埋没土は１層で、ローム粒子を

含む。遺物の出土はなかった。構築時期、機能・用途は

不明である。

54号土坑（第323図、PL.126）

位置　87A－16グリッド

53号土坑と重複している。当土坑が古い。長さ115cm・

幅103cm・深さ16cmの隅丸方形を呈する。底面はやや凹

凸がある。埋没土は１層で、ローム粒子を含む。遺物の

出土はなかった。構築時期、機能・用途は不明である。

55号土坑（第323図、PL.126）

位置　87B－15グリッド

ピットと重複している。長さ176cm・幅115cm・深さ12cm

の隅丸長方形を呈する。底面は平坦である。古墳時代の

構築と思われるが、機能・用途は不明である。

56号土坑（第323図）

位置　87B－15グリッド

57号土坑と接している。長径80cm・短径61cm・深さ11cm

の楕円形を呈する。底面は平坦である。遺物の出土はな

かった。構築時期、機能・用途は不明である。

57号土坑（第323図）

位置　87B－15グリッド

56号土坑と接している。長径62cm・短径52cm・深さ27cm

の楕円形を呈する。土坑というよりはピットになるもの

であろう。古墳時代の構築と思われるが、機能・用途は
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40号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　１層よりやや暗いローム粒子を少し含む。

42号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。
２　黒褐色土　ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　ロームブロックを含む。

43号土坑
１　暗褐色土　As―Aを含む。
２　暗褐色土　ローム粒子、焼土

粒子を少量含む。
45号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子、ロームブロックを多量に含む。
３　暗褐色土　ローム粒子、ロームブロックを多量に含む。

２層より明るい。
４　黒暗褐色土　ロームブロックを含む。
※２・３層は人為的埋土？

46号土坑
１　褐色土　ロームブロック、炭化物、焼

土粒子を少量含む。
２　暗褐色土　ロームブロック、黒色土ブ

ロックを少量含む。
３　暗褐色土
４　暗褐色土

47号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子を少

量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子、ロームブロッ

クを多量含む。
３　暗褐色土　２層と相似だが、ロームの

割合が低い。
４　暗褐色土　黒褐色土、ロームブロック

を含む。
※２～４層は人為的埋土。

49号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子、ロームブロックを少量含む。

50号土坑
１ 暗褐色土　灰を多く含む。
２ 暗褐色土　灰を含む。
３a 暗褐色土　ローム粒子、小礫含む。３b層はやや暗い。
４a 暗褐色土　ローム粒子を含む。３層よりやや暗い。４b層は４a層より明るい。
５ 黒褐色粘質土　ロームブロックを少量含む。
６ 黒褐色粘質土　ローム粒子を多量含む。
※３・４層は比較的一気に埋まる。

44号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を多量に含む。
３　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子を少量含む。
４　暗褐色土　ロームを多く含む。
５　黒褐色土　ローム粒子を含む。



不明である。

58号土坑（第323図）

位置　87B－15グリッド

57号土坑の南東に近接している。長径75cm・短径55cm・

深さ17cmの楕円形を呈する。底面はほぼ平坦である。埋

没土中に礫が出土した。構築時期、機能・用途は不明で

ある。

59号土坑（第323図、PL.126）

位置　87B・C－15グリッド

19号住居の南に近接している。長径127cm・短径92cm・

深さ30cmの楕円形を呈する。遺物の出土はなかった。構

築時期、機能・用途は不明である。

60号土坑（第324図、PL.127）

位置　87C－17グリッド

61号土坑の南東約1.7ｍのところに位置する。長さ

119cm・幅90cm・深さ19cmの隅丸方形を呈する。底面は

ほぼ平坦である。埋没土は１層で、ローム粒子を含む。

平安時代の構築と思われるが、機能・用途は不明である。

61号土坑（第324図、PL.127）

位置　87C－17グリッド

86号住居の東に近接している。長さ161cm・幅90cm・深

さ27cmの長方形を呈する。埋没土は３層に分かれ、ロー

ム粒子・炭化物・焼土粒子を含む。平安時代の構築と思

われるが、機能・用途は不明である。

62号土坑（第324図、PL.127）

位置　87C－18グリッド

54号住居と86号住居に接している。現状での長さ

142cm・幅76cm・深さ19cmの隅丸長方形を呈する。底面

はほぼ平坦である。埋没土は３層に分かれ、炭化物粒子

を含んでいる。平安時代の構築と思われるが、機能・用

途は不明である。

63号土坑（第324図、PL.127）

位置　87D－20グリッド

91号住居と接している。長さ152cm・幅103cm・深さ32cm

の隅丸方形を呈するものと思われる。埋没土は２層に分

かれ、浅間Ｂ軽石を含んでいる。平安時代の構築と思わ

れるが、機能・用途は不明である。

64号土坑（第324図、PL.127）

位置　97D－1グリッド

24号溝と重複している。当土坑が新しい。長さ82cm・幅

55cm・深さ11.5cmの楕円形を呈する。底面はやや凹凸が

ある。埋没土は１層でローム粒子・焼土粒子・白色軽石

を含んでいる。遺物の出土はなかった。構築時期、機能・

用途は不明である。

65号土坑（第324図、PL.127）

位置　97Ｆ－2グリッド

66号土坑に近接している。長径117.5cm・短径71cm・深

さ12 ～ 26cmの不正形を呈する。埋没土は２層に分かれ、

ローム粒子を含む。Ｓ字状口縁台付甕の破片が出土して

いる。機能・用途は不明である。

66号土坑（第324図）

位置　97E・Ｆ－2グリッド

１号集石（井戸）に接している。長径117㎝・短径97㎝・

深さ10 ～ 28㎝の不正形を呈する。底面は凹凸がある。

埋没土は３層に分かれた。３層に炭化物を含んでいる。

Ｓ字状口縁台付甕の破片が出土している。機能・用途は

不明である。

67号土坑（第324図、PL.127）

位置　97D－1グリッド

68号土坑と重複している。当土坑が新しい。長さ175㎝・

幅99cm・深さ25㎝の隅丸長方形を呈する。埋没土は４層

に分かれ、３層は炭化物主体の層であった。平安時代の

構築と思われるが、機能・用途は不明である。

68号土坑（第324図、PL.127）

位置　97D－1グリッド

67号土坑と重複している。67号土坑に壊されている。長

さ218㎝・幅89cm・深さ28㎝の隅丸長方形を呈するもの

と思われる。底面はほぼ平坦である。埋没土は５層に分

かれた。ローム粒子・炭化物粒子を含む。遺物の出土は

なかった。構築時期、機能・用途は不明である。

69号土坑（第324・336図、PL.127）

位置　97D－1グリッド

91号住居と重複している。長さ130cm・幅117cm・深さ40

～ 52cmの方形を呈する。確認面から底面までやや深い。

底面はやや凹凸がある。埋没土は４層に分かれた。ロー

ム・炭化物粒子を含む。土師器高杯の脚部の破片が出土

している。古墳時代の構築と思われるが、機能・用途は

不明である。

70号土坑（第324・336図、PL.128）

位置　87E－20グリッド
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90号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

197cm・幅158cm・深さ10 ～ 19cmの隅丸方形を呈する。

底面はやや凹凸がある。埋没土は６層に分かれた。全体

的に炭化物を含んでいる。土師器の杯が出土している。

古墳時代の構築と思われるが、機能・用途は不明である。

71号土坑（第325図、PL.128）

位置　97B－1グリッド

111号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

165cm・幅138cm・深さ９～ 16cmの方形を呈する。底面

はほぼ平坦である。埋没土は４層に分かれた。ローム粒

子を含む。構築時期、機能・用途は不明である。

72号土坑（第325・336図、PL.128）

位置　97C－2グリッド

99号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

166cm・幅112cm・深さ５～ 22cmの楕円形を呈する。底

面は凹凸がある。埋没土は４層に分かれた。４層に焼土

粒子と灰を含んでいる。手捏ね土器が出土している。こ

れは重複している99号住居の遺物になる物であろう。構

築時期、機能・用途は不明である。

73号土坑（第325図、PL.128）

位置　97C－3グリッド

152号住居に近接している。長さ82cm・幅56cm・深さ

24cmの不正形を呈する。埋没土は２層に分かれた。ロー

ムを含む。遺物の出土はなかった。構築時期、機能・用

途は不明である。

74号土坑（第325図、PL.128）

位置　97C－3・4グリッド

76号土坑の南西に近接している。長さ155cm・幅127cm・

深さ22cmの隅丸方形を呈する。底面はほぼ平坦である。

埋没土は２層に分かれた。ローム粒子を含む。奈良～平

安時代の構築と思われるが、機能・用途は不明である。

75号土坑（第325図、PL.128）

位置　97C－2・3グリッド

95・100号住居に接している。長さ1114cm・幅94.5cm・

深さ20 ～ 44cmの不正形を呈する。底面は凹凸がある。

埋没土は３層に分かれた。古墳時代の構築か。機能・用

第323図　１区51 ～ 59号土坑

51号土坑 52号土坑 53号・54号土坑

55号土坑 56号・57号土坑 58号土坑 59号土坑
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51号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子を少量、焼土粒子

を微量含む。
２　黒褐色土　炭化物、焼土粒子を含む。

52号土坑
１ 暗褐色土　ローム粒子を含む。
２ 暗褐色土　ローム粒子を多量に含む。
３a 暗褐色土　ローム粒子を含む。１層よりやや暗い。
３b 暗褐色土　ローム粒子、ロームブロックを含む。
４a 褐色土　ローム崩落土。
４b 褐色土　ロームブロックを多量に含む。

53号土坑
１　黒褐色土　ローム粒子を上層に多く含む。
54号土坑
１　暗褐色土　As―YPを含む。
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60号土坑
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。

ローム粒子、白色軽石
を含む。

61号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり悪い。ローム粒子、焼土ブロック、炭化物粒子を含む。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、炭化物粒子を含む。

62号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子を含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体の層。

63号土坑
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。サラサラしている。ローム粒子、

浅間Ｂ軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。黄白色粘質土ブロッ

クを含む。

64号土坑
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。

ローム粒子、焼土粒子、白色軽石
を含む。

65号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。

66号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロック、白色軽石、炭化物を含む。

67号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。サラサラしている。白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化物、白色軽石を含む。
３　炭化物主体の層
４　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、炭化物を含む。
68号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくしまり良い。粘性あり。ロームブロック、ローム粒子、炭化物

粒子を含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまる。ローム主体の層。
４　暗褐色土  軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。
５　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を多量に含む。

69号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子、

白色軽石を含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体の層。
４　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロックを含む。

70号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子を含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化物、白色軽石を含む。暗い

色調。
４　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、炭化物、白色軽石を含む。
５　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を含む。
６　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームを多量に炭化物を含む。



途は不明である。

76号土坑（第325図、PL.128）

位置　97C・D－3グリッド

94号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

205cm・幅137cm・深さ13 ～ 25cmの隅丸長方形を呈する

ものと思われる。底面は凹凸がある。埋没土は３層に分

かれた。ローム粒子・炭化物粒子を含む。古墳時代の構

築と思われるが、機能・用途は不明である。

77号土坑（第325図、PL.128）

位置　97B－1・2グリッド

99・111号住居に近接している。長径75㎝・短径65cm・

深さ10cmの円形を呈する。底面までの掘り込みは浅い。

埋没土は２層に分かれた。ローム粒子を含む。遺物の出

土はなかった。構築時期、機能・用途は不明である。

78号土坑（第325図）

位置　87A－20グリッド

108号住居と重複している。当土坑が新しい。長径107㎝・

短径103cm・深さ30㎝の円形を呈する。埋没土は３層に

分かれた。浅間Ｂ軽石を含んでいる。遺物の出土はなかっ

た。構築時期、機能・用途は不明である。

79号土坑（第325図）

位置　97B－4グリッド

101号住居と153号住居と重複している。当土坑が新しい。

長さ160cm・幅80cm・深さ11.5cm長楕円形を呈する。確

認面から底面までは浅い。埋没土は１層である。ローム

粒子を含む。構築時期、機能・用途は不明である。

80号土坑（第325図）

位置　97A－4グリッド

101号住居と153号住居に近接している。長径127.5cm・

短径106cm・深さ13cmの楕円形を呈する。底面は凹凸が

ある。埋没土は１層である。奈良～平安時代の構築と思

われるが、機能・用途は不明である。

81号土坑（第325・336図、PL.128）

位置　96S・T－1グリッド

192号住居に近接している。長径122cm・短径117cm・深

さ150cmの楕円形を呈する。確認面から底面までは円筒

状に掘られ深い。埋没土は11層に分かれた。１層には浅

間Ｂ混土を８層は焼土である。覆土中層からＳ字状口縁

台付甕、高坏、壺、甕、手捏ね土器などの４世紀代の遺

物が出土している。井戸になるものと思われる。４世紀

代の構築と考えて良いものであろうか。

82号土坑（第326図）

位置　97A－2グリッド

85号土坑に接している。長さ90cm・幅66cm・深さ11cmの

不正形を呈する。確認面から底面までは浅い。埋没土は

１層である。遺物の出土はなかった。構築時期、機能・

用途は不明である。

83号土坑（第326図）

位置　96S・T－1グリッド

112号住居と177号住居と重複している。当土坑が新しい。

長さ312cm・幅258cm・深さ20 ～ 55cmの不正形を呈する。

規模が大きい。埋没土は５層に分かれた。２層は焼土、

３層は灰である、比較的新しい掘り込みである。遺物の

出土はなかった。構築時期、機能・用途は不明である。

84号土坑（第326図、PL.128）

位置　97A－1グリッド

103号住居と重複している。当土坑が古い。長径74cm以上・

短径76cm・深さ22 ～ 40cmの楕円形を呈する。底面はほ

ぼ平坦である。埋没土は３層に分かれた。３層は焼土を

多量に含んでいた。古墳時代の構築か。機能・用途は不

明である。

85号土坑（第326図、PL.129）

位置　97A－2グリッド

82号土坑に接している。長さ112cm・幅79cm・深さ25cm

の隅丸方形を呈する。底面はほぼ平坦である。埋没土は

３層に分かれた。ロームを含む。確認面上に礫の分布が

認められた。古墳時代の構築か。173号土坑と同一機能・

用途を有していたものと思われる。

86号土坑（第326図、PL.129）

位置　97J－13グリッド

120号住居に近接している。長径94cm・短径93cm・深さ

11cmのほぼ円形を呈する。底面はほぼ平坦である。埋没

土は１層で浅間Ｂ軽石を含む。遺物の出土はなかった。

奈良～平安時代の構築と思われるが、機能・用途は不明

である。

87号土坑（第326図、PL.129）

位置　97I－14グリッド

120号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

120cm・幅68cm・深さ25cmの隅丸方形を呈する。底面は

凹凸がある。埋没土は３層に分かれたが、１層はピット
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71号土坑
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、白色軽石を含む。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を少量含む。
４　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロックを含む。
72号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
３　黄褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を多量

に含む。
４　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子、焼土粒子、灰を含む。

73号土坑
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を

少量含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームと暗褐色土を含む。
74号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロック、白色軽

石を少量含む。

75号土坑
１　茶褐色土　軟らかくて粘性あり。茶褐色土を主体に暗褐色土を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。暗褐色土を主体に茶褐色土を含む。
３　茶褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。
76号土坑
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、炭化物粒子、

白色粒子を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体で暗褐色土を含む。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を多量に含む。

77号土坑
１　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。ロームブロック、ローム粒子を多量に含む。

78号土坑
１　暗褐色土　Ｂ混、ローム粒子、軽石を含む。
２　暗褐色土　Ｂ混、ローム粒子、軽石を多く含む。
３　暗褐色土　Ｂ混、ローム粒子を微量含む。

79号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。
80号土坑
１　黒褐色土　軽石を含む。81号土坑（井戸）

１　暗褐色土　Ｂ混粒含む。
２　暗褐色土　軽石を少量含む。
３　黒褐色土　焼土粒子、ローム粒子を含む。
４　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。
５　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子、炭化物を含む。
６　灰褐色土　軟らかくて粘性あり。灰、炭化物を多量に含む。
７　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、焼土粒子を含む。
８　焼土
９　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロック、ロームブロックを

多量に炭化物を含む。
10　暗褐色土　非常に軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
11　黒褐色土　非常に軟らかくて粘性あり。

75号土坑 76号土坑

77号土坑 78号土坑
79号土坑

80号土坑

81号土坑



の覆土になるものと思われる。構築時期、機能・用途は

不明である。

88号土坑（第326図、PL.129）

位置　97G－12グリッド

132号住居に近接している。長さ164㎝・幅150cm・深さ

24㎝の隅丸方形を呈する。底面はほぼ平坦である。埋没

土は４層に分かれた。ローム粒子・焼土粒子を含む。古

墳時代の構築と思われるが、機能・用途は不明である。

89号土坑（第326図、PL.129）

位置　97G・H－12グリッド

130号住居の覆土中に構築されている。長さ100㎝・幅

68cm・深さ33㎝のほぼ楕円形を呈する。底面は平坦であ

る。埋没土は３層に分かれた。１層に浅間Ｂ軽石混土を

含む。平安時代の構築と思われるが、機能・用途は不明

である。

90号土坑（第326図、PL.129）

位置　97H－10グリッド

23号溝に接している。長径95cm・短径85cm・深さ38cmの

楕円形を呈する。底面は平坦である。埋没土は３層に分

かれた。ローム粒子を含む。古墳時代の構築と思われる

が、機能・用途は不明である。

91号土坑（第326図、PL.129）

位置　97H－9グリッド

117号住居に近接している。長径90cm・短径76cm・深さ

24cmの楕円形を呈する。底面はほぼ平坦である。埋没土

は３層に分かれた。構築時期、機能・用途は不明である。

92号土坑（第326・337図、PL.129）

位置　97Ｆ－8グリッド

141号住居に近接している。長径101cm・短径97cm・深さ

11.5cmの楕円形を呈する。底面はやや凹凸がある。埋没

土は１層である。Ｓ字状口縁台付甕の胴部片、棒状の銅

製品が出土している。古墳時代前期の構築と思われるが、

機能・用途は不明である。

93号土坑（第326図、PL.130）

位置　97H－8グリッド

147号住居と重複している。当土坑が新しい。長径

106cm・短径88cm・深さ14 ～ 22cmの楕円形を呈する。底

面は凹凸がある。埋没土は２層に分かれた。ローム粒子・

焼土粒子を含む。構築時期、機能・用途は不明である。

94号土坑（第326・337図、PL.130）

位置　97G・H－8グリッド

147号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

128cm・幅63cm・深さ27 ～ 35cmの隅丸長方形を呈する。

底面はやや凹凸がある。埋没土は３層に分かれた。炭化

物粒子・焼土粒子を含んでいる。土師器杯の破片が出土

している。土坑墓になる可能性がある。

95号土坑（第327図、PL.130）

位置　97Ｆ・G－8グリッド

23号溝と重複している。当土坑が新しい。長さ152cm・

幅83cm・深さ20cmの隅丸長方形を呈する。底面は平坦で

ある。埋没土は２層に分かれた。ローム粒子・焼土粒子

を含む。構築時期、機能・用途は不明である。

96号土坑（第327図、PL.129）

位置　97G・H－10グリッド

127号住居と重複している。当土坑が古い。長さ191cm・

幅178cm・深さ16cmの方形を呈するものと思われる。底

面は平坦である。埋没土は２層に分かれた。遺物の出土

はなかった。古墳時代の構築と思われるが、機能・用途

は不明である。

97号土坑（第327図、PL.133）

位置　97E－5グリッド

133号住居と137号住居に近接している。長短ともに87㎝・

深さ17㎝の楕円形を呈する。底面はほぼ平坦である。埋

没土は２層に分かれた。遺物の出土はなかった。古墳時

代の構築と思われるが、機能・用途は不明である。

98号土坑（第327図、PL.130）

位置　97Ｆ－7グリッド

145号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

149cm・幅104cm・深さ19cmの隅丸方形を呈する。底面は

平坦である。覆土は２層に分かれた。炭化物・焼土粒子

を含む。礫が出土している。構築時期、機能・用途は不

明である。

99号土坑（第327図、PL.130）

位置　97G－7グリッド

145・146号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

138cm・幅112cm・深さ12 ～ 18cmの方形を呈するものと

思われる。底面はほぼ平坦である。埋没は２層に分かれ

た。焼土粒子・炭化物を含む。土師器の小片が出土して

いる。古墳時代の構築と思われるが、機能・用途は不明

である。
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82号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
83号土坑
１　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームブロックと暗褐色土の混土。
２　焼土　
３　灰
４　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子を含む。
５　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームと暗褐色土の混土。

84号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。焼土粒子、ローム粒子を含む。
３　赤褐色土　やや硬くしまる。焼土を多量に暗褐色土を含む。
85号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体の層。

87号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
88号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。
２　暗褐色土　軽石、焼土粒子、ローム粒子を少量含む。
３　暗褐色土　ローム粒子を含む。
４　３層に焼土粒子を含む。

89号土坑
１　暗褐色土　Ｂ混。
２　１層にローム粒子含む。
３　１層と同じ

90号土坑
１　暗褐色土　小礫、軽石、ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子、軽石含む。
３　暗褐色土　ロームブロック含む。

91号土坑
１　暗褐色土　軽石微量含む。
２　褐色土　軽石、小礫を含む。
３　褐色土　軽石微量含む。

92号土坑
１　暗褐色土　白色軽石を含む。

93号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子を

微量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。

94号土坑
１　暗褐色土　炭化粒子、軽石、焼土

粒子を含む。
２　暗褐色土　炭化物粒子、焼土粒子

を含む。
３　暗褐色土　焼土粒子を少量含む。

86号土坑
１　Ｂ混土。

82号土坑

83号土坑 84号土坑 85号土坑

86号土坑

87号土坑 88号土坑

89号土坑

90号土坑 91号土坑

92号土坑

93号土坑 94号土坑



101号土坑（第327図、PL.130）

位置　97G－13グリッド

102号土坑に近接している。長径92㎝・短径81cm・深さ

10 ～ 27㎝の楕円形を呈する。底面は凹凸がある。埋没

土は２層に分かれた。古墳時代の構築と思われるが、機

能・用途は不明である。

102号土坑（第327・337図、PL.130）

位置　97G－13グリッド

161号住居に接している。長さ219cm・幅96cm・深さ22cm

の隅丸長方形を呈する。底面は平坦である。埋没土は２

層に分かれた。ローム粒子・ロームブロックを含む。Ｓ

字状口縁台付甕の口縁部片が出土している。古墳時代前

期の構築と思われ、土坑墓になる可能性がある。

103号土坑（第327・337図、PL.130・298）

位置　97Ｆ－10グリッド

143号住居に近接している。長径64cm・短径60cm・深さ

５～ 12cmの楕円形を呈する。底面は凹凸がある。埋没

土は１層でローム粒子を微量含む。Ｓ字状口縁台付甕、

小型甕が出土している。構築時期は古墳時代前期の４世

紀代と考えられる。143号住居に伴う遺構と思われる。

104号土坑（第327・337図、PL.298）

位置　97G－7・8グリッド

146号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

382cm・幅98cm・深さ20cmの長方形を呈する。底面はや

や凹凸がある。埋没土は３層に分かれた。ローム粒子を

含む。土師器杯の完形品１点が出土している。古墳時代

の構築と思われるが、機能・用途は不明である。

105号土坑（第327図）

位置　97E－3・4グリッド

136号住居と重複している。当土坑が新しい。長径

64cm・短径62cm・深さ34cmである。埋没土は２層に分か

れ、ロームを含む。遺物の出土はなかった。古墳時代の

構築と思われるが、機能・用途は不明である。

106号土坑（第327図）

位置　97E－2グリッド

92号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

100cm・幅50cm・深さ15cmの隅丸長方形を呈するものと

思われる。底面はほぼ平坦である。埋没土は１層で、ロー

ム粒子を含む。遺物の出土はなかった。構築時期、機能・

用途は不明である。

107号土坑（第327・337図、PL.130）

位置　97E－5グリッド

151号住居と重複している。当土坑が新しい。長径

91cm・短径79cm・深さ22cmの楕円形を呈する。底面は皿

状を呈する。埋没土は２層に分かれ、ローム粒子を含む。

須恵器甕の口縁部片が出土している。古墳時代の構築と

思われるが、機能・用途は不明である。

108号土坑（第327図、PL.131）

位置　97D－6グリッド

151号住居と重複している。現状では長径89cm・短径

72cm・深さ20cmの楕円形を呈するものと思われる。底面

はほぼ平坦である。覆土は３層に分かれ、ロームを含ん

でいる。古墳時代の構築と思われるが、、機能・用途は

不明である。

109号土坑（第328・338図、PL.131・132・298）

位置　97C－4グリッド

147号土坑と重複している。当土坑が新しい。長径138㎝・

短径126cm・深さ28㎝のほぼ円形を呈する。底面は平坦

である。埋没土は３層に分かれ、焼土粒子とローム粒子

を含む。覆土中から敲石が出土している。奈良～平安時

代の構築と思われるが、機能・用途は不明である。

110号土坑（第328図、PL.131）

位置　97E・Ｆ－8・9グリッド

141号住居に近接している。長さ130㎝・幅75cm・深さ34

㎝の隅丸長方形を呈する。底面は凹凸がある。埋没土は

３層に分かれた。焼土粒子・ローム粒子を含む。古墳時

代の構築と思われるが、機能・用途は不明である。

111号土坑（第328図）

位置　97D－8グリッド

135号土坑と重複している。長さ182cm・幅106cm・深さ

14 ～ 24cmの隅丸長方形を呈する。埋土は１層でローム

粒子を含む。古墳時代の構築と思われるが、機能・用途

は不明である。

112号土坑（第328図、PL.131）

位置　97D－10グリッド

131号土坑と重複している。当土坑が古い。長さ206cm・

幅188cm・深さ47cmの隅丸方形を呈する。底面はほぼ平

坦である。埋没土は４層に分かれ、ロームと礫を含んで

いる。１層は別遺構があった可能性がある。古墳時代の

構築と思われるが、機能・用途は不明である。
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95号土坑
１　暗褐色土　軽石、ローム粒子、焼土粒子を含む。
２　暗褐色土　軽石を含む。ローム粒子を多く含む。
96号土坑
１　暗褐色土　軽石を含む。
２　暗褐色土　ロームブロックをマダラに含む。

97号土坑
１　暗褐色　軟らかくてしまり良い。ロームブロック、白色軽石を含む。
２　黄褐色　軟らかい。ローム主体の層。
98号土坑
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、炭化物粒子、白色

軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロック、炭化物、

焼土粒子を含む。

105号土坑
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームを主体に暗褐色土を含む。
106号土坑
１　褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を含む。

99号土坑
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、炭化物粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。黄白色粘質土ブロック、焼土粒子を含む。炭

化物を多量に含む。

103号土坑
１　黒褐色土　ローム粒子を微量含む。
104号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子を微量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。
３　褐色土　ロームブロックを多く含む。

101号土坑
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
102号土坑
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

107号土坑
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ロームをやや多く含む。
108号土坑
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体の層。

95号土坑 96号土坑



113号土坑（第328・338図、PL.131）

位置　97D－13グリッド

160号住居に接している。長さ195cm・幅173cm・深さ７

～ 28cmの不正形を呈する。底面は段差があることから

二つの遺構があった可能性がある。埋没土の１～４層を

含む土坑と５層を含む土坑である。いずれもローム粒子

を含んでいる。土師器壺の口縁部片が出土している。古

墳時代前期の構築と思われ、160号住居に伴う遺構にな

るものであろうか。

115号土坑

位置　97I－11・12グリッド

129・139号住居と重複している。長さ205cm・幅65cmで

ある。土師器小破片が出土している。古墳時代の構築と

思われるが、機能・用途は不明である。

116号土坑（第328図）

位置　87C・D－18グリッド

96号住居と重複している。当土坑が新しい。長径79cm・

短径69cm・深さ12cmの楕円形を呈する。底面は皿状を呈

する。埋没土は１層で、ローム粒子を含む。構築時期、

機能・用途は不明である。

117号土坑（第328図、PL.131）

位置　97D－12グリッド

118・119号土坑に近接している。長さ122cm・幅83cm・

深さ24cmの隅丸方形を呈する。底面は平坦である。埋没

土は３層に分かれ、ローム粒子・炭化物を含む。覆土中

から土器片と礫が出土している。古墳時代の構築と思わ

れるが、機能・用途は不明である。

118号土坑（第328図、PL.131）

位置　97D－12グリッド

120号土坑に接している。長径81cm・短径79cm・深さ

18cmの楕円形を呈する。底面はほぼ平坦である。覆土は

２層に分かれ、ローム粒子を含む。古墳時代の構築と思

われるが、機能・用途は不明である。

119号土坑（第328・338図、PL.131・298）

位置　97D－12・13グリッド

117・139号土坑に近接している。長径95㎝・短径85cm・

深さ29㎝の楕円形を呈する。底面は平坦である。埋没土

は２層に分かれ、ローム粒子を含む。完形の手捏ね土器

が出土している。構築時期は古墳時代前期の４世紀代と

考えられる。機能・用途は不明である。

120号土坑（第328・338図、PL.131）

位置　97C・D－12グリッド

168号土坑と重複している。当土坑が新しい。長さ278㎝・

幅152cm・深さ10㎝の隅丸長方形を呈する。底面はほぼ

平坦である。埋没土は２層に分かれ、浅間Ｂ軽石混土を

含む。覆土から脚部の欠いた器台が出土している。古墳

時代の構築と思われるが、機能・用途は不明である。

121号土坑（第328図）

位置　97D－13グリッド

113号土坑に近接している。長径75cm・短径60cm・深さ

７～ 27cmの楕円形を呈する。底面は凹凸がある。埋没

土は３層に分かれ、ローム粒子・炭化物粒子を含む。遺

物の出土はなかった。構築時期、機能・用途は不明である。

122号土坑（第328図）

位置　97E－14グリッド

150号土坑に近接している。長径110cm・短径86cm・深さ

11 ～ 17cmの楕円形を呈する。底面はやや凹凸がある。

埋没土は２層に分かれ、ローム粒子を含む。遺物の出土

はなかった。構築時期、機能・用途は不明である。

123号土坑（第329図）

位置　97D－15グリッド

159号住居に近接している。長さ126cm・幅75cm・深さ

19cmの隅丸長方形を呈する。底面はほぼ平坦である。埋

没土は２層に分かれ、炭化物粒子を含む。奈良～平安時

代の構築と思われるが、機能・用途は不明である。

125号土坑（第329図）

位置　97G－14グリッド

152号土坑に近接している。長さ123cm・幅99cm・深さ

25cmの方形を呈する。底面はやや凹凸がある。埋没土は

４層に分かれ、ロームブロックを含む。古墳時代の構築

と思われるが、機能・用途は不明である。

126号土坑（第329図）

位置　97D－8・9グリッド

111号土坑に近接している。長さ192cm・幅125cm・深さ

12 ～ 35cmの隅丸長方形を呈する。底面はほぼ平坦であ

る。埋没土は３層で、ローム粒子・焼土粒子を含む。た

だし１層はピット覆土になる。古墳時代の構築と思われ

るが、機能・用途は不明である。
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109号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、焼土粒子を少量含む。
２　茶褐色土　軟らかくて粘性あり。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性非常にあり。ロームブロック、ローム粒子を含む。

110号土坑
１　黒褐色土　焼土粒を少量、軽石を微量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。
111号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。ロームブロックを多くを含む。

112号土坑
１　暗褐色土　軽石、小礫を含む。
２　暗褐色土　軽石を微量、ローム粒子、礫を含む。
３　暗褐色土　ロームブロック、礫を含む。
４　２層に近いが、色調は２層より暗い。

113号土坑
１　暗褐色土　軽石、ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軽石を含む。ローム粒子、ロームブロックを多く含む。
３　黒褐色土　ローム粒子を含む。
４　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
５　暗褐色土　しまり弱い。

116号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、

ローム粒子を少量含む。

120号土坑
１　Ｂ混。
２　暗褐色土　ロームブロックを含む。
121号土坑
１　暗褐色土　しまり弱い。
２　暗褐色土　炭化物粒子、ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　しまり強い。ロームブロックを含む。
122号土坑
１　黒褐色土　ローム粒子を微量に含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

119号土坑
１　暗褐色土　軽石を少量、ローム粒子を含む。
２　黒褐色土　ローム粒子を含む。

117号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子を微量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子、炭化物粒子を少量含む。
３　暗褐色土　炭化物を多く含む。
118号土坑
１　暗褐色土　軽石、ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。



127号土坑（第329図、PL.132）

位置　97C・D－8グリッド

178・201号住居と重複している。当土坑が新しい。長径

137cm・短径128cm・深さ23cmの楕円形を呈する。底面は

やや凹凸がある。構築時期、機能・用途は不明である。

128号土坑（第329・338図、PL.132）

位置　97C－8グリッド

173・178号住居と重複している。当土坑が新しい。長径

161.5cm・短径128cm・深さ16 ～ 25cmの楕円形を呈する。

底面はやや凹凸がある。在地系土器の片口鉢の破片が出

土している。中世の構築と思われるが、機能・用途は不

明である。

129号土坑（第329図）

位置　97E－8グリッド

28号溝と重複している。当土坑が新しい。長さ198㎝・

幅105cm・深さ16 ～ 42㎝の隅丸長方形を呈するものと思

われる。底面はやや凹凸がある。埋没土は２層に分かれ、

ロームブロックを含む。構築時期、機能・用途は不明で

ある。

130号土坑（第329図）

位置　97D－9グリッド

196号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ190㎝・

幅100cm・深さ８㎝の隅丸長方形を呈する。底面は凹凸

がある。埋没土は３層に分かれたが、１・２層はピット

の覆土になる。古墳時代の構築と思われるが、機能・用

途は不明である。

131号土坑（第329図、PL.131）

位置　97D－10グリッド

112号土坑と重複している。当土坑が新しい。長径

82cm・短径58cm・深さ８～ 26cmの楕円形を呈する。底

面は凹凸がある。埋没土は２層に分かれ、ローム粒子を

含む。遺物の出土はなかった。構築時期、機能・用途は

不明である。

132号土坑（第329図）

位置　97C－9グリッド

196号住居と重複している。当土坑が新しい。長径

80cm・短径72cm・深さ18 ～ 30cmの楕円形を呈する。底

面は凹凸がある。埋没土は４層に分かれ、焼土粒子・ロー

ム粒子を含む。遺物の出土はなかった。古墳時代の構築

と思われるが、機能・用途は不明である。

133号土坑（第329図）

位置　97E－8グリッド

129号土坑の西に近接している。長さ120cm・幅72cm・深

さ８～ 15cmの隅丸長方形を呈する。底面は凹凸がある。

埋没土は２層に分かれ、浅間Ｂ軽石混土を含む。遺物の

出土はなかった。構築時期、機能・用途は不明である。

134号土坑（第329図）

位置　97E－8グリッド

129号土坑の北東に近接している。長径90cm・短径

80cm・深さ９～ 27cmの楕円形を呈する。底面に段差が

ある。埋没土は３層に分かれ、浅間Ｂ軽石混土を含む。

古墳時代の構築と思われるが、機能・用途は不明である。

135号土坑（第329図）

位置　97D－8グリッド

111号土坑と重複している。当土坑が新しい。長径

48cm・短径46cm・深さ36cmの楕円形を呈する。埋没土は

２層に分かれ、ロームブロックを含む。構築時期、機能・

用途は不明であるが、柱穴になる可能性がある。

136号土坑（第329図）

位置　97D－10グリッド

196号住居と重複している。当土坑が新しい。長径

68cm・短径55cm・深さ18cmの楕円形を呈する。底面はほ

ぼ平坦である。埋没土は１層で、ローム粒子・炭化物粒

子を含む。覆土中から土器片が出土している。古墳時代

の構築と思われるが、機能・用途は不明である。

137号土坑（第329図）

位置　97B－9グリッド

179号住居と重複している。当土坑が新しい。長径

58cm・短径54cm・深さ19 ～ 29cmの楕円形を呈する。底

面はやや凹凸がある。埋没土は２層に分かれた。ローム

粒子を含む。構築時期、機能・用途は不明である。土坑

というよりはピットになる。

138号土坑（第329図）

位置　97B－9グリッド

179号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

196cm・幅105cm・深さ33cmの隅丸長方形を呈する。底面

はほぼ平坦である。埋没土は３層に分かれた。ローム粒

子を含む。礫が出土している。構築時期、機能・用途は

不明である。

139号土坑（第330図、PL.131）
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123号土坑
１　暗褐色土　軽石、炭化物粒子を含む。
２　暗褐色土　軽石を少量含む。
125号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子を少量、軽石、小礫を含む。
２　褐色土　ロームブロックを多量、軽石を微量含む。
３　黒褐色土　軽石を微量含む。
４　褐色土　ロームブロックを多く含む。

126号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ロームブロック、小礫を多く含む。ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　ローム粒子、軽石を多く含む。焼土粒子を含む。

129号土坑
１　暗褐色土　小礫多量、軽石少量、ロームブロックを含む。
２　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子、ロームブロックを少量含む。

130号土坑
１　暗褐色土　Ｂ混、ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　Ｂ混。
３　暗褐色土　ローム粒子を含む。ロームブロックを多く含む。

131号土坑
１　暗褐色土　軽石を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

132号土坑
１　暗褐色土　軽石、焼土粒子を含む。
２　暗褐色土　粘性強い。ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　粘性強い。
４　暗褐色土　ロームブロックを斑状に含む。
133号土坑
１　暗褐色土　Ｂ混、軽石を含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

134号土坑
１　暗褐色土　Ｂ混土、軽石を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
３　褐色土　ロームブロックを多く含む。
135号土坑
１　暗褐色土　軽石、ローム粒子、小礫を含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
※柱穴の可能性あり。
136号土坑
１　暗褐色土　軽石、ローム粒子を含む。炭化物粒子を微量含む。

137号土坑
１　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。
138号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。
３　黒褐色土　ローム粒子を含む。



位置　97D－13グリッド

119号土坑の西に近接している。長径72㎝・短径53cm・

深さ42㎝の楕円形を呈する。埋没土は３層に分かれ、ロー

ムブロックを含む。古墳時代の構築と思われるが、機能・

用途は不明である。

140号土坑（第330図）

位置　97Ｆ－14・15グリッド

157号土坑と接している。長さ170㎝・幅100cm・深さ23

㎝の隅丸長方形を呈するものと思われる。底面はほぼ平

坦である。埋没土は３層に分かれ、ローム粒子を含む。

古墳時代の構築と思われるが、機能・用途は不明である。

142号土坑（第330図、PL.132）

位置　97B－5グリッド

171号住居に接している。長径88cm・短径84cm・深さ

13cmのほぼ円形を呈する。底面はやや凹凸がある。埋没

土は２層に分かれ、ローム粒子を含む。遺物の出土はな

かった。構築時期、機能・用途は不明である。

143号土坑（第330・338図）

位置　97A・B－3グリッド

101・152号住居に接している。長さ230cm・幅61cm・深

さ88cmの隅丸長方形を呈する。確認面から底面までは深

い。埋没土は４層に分かれ、ロームを含む。Ｓ字状口縁

台付甕の台部が出土している。４世紀代の152号住居に

伴う遺構になるのであろうか。機能・用途は不明である。

144号土坑（第330図、PL.132）

位置　97B－6グリッド

149号土坑と重複している。長径96cm・短径87cm・深さ

29cmの不正形を呈する。埋没土は２層に分かれ、ローム

を含む。遺物の出土はなかった。構築時期、機能・用途

は不明である。

145号土坑（第330図）

位置　97B－3・4グリッド

153号住居と接している。長さ103cm・幅84cm・深さ25cm

の隅丸方形を呈する。埋没土は３層に分かれ、ロームを

含む。遺物の出土はなかった。古墳時代の構築と思われ

るが、機能・用途は不明である。

146号土坑（第330図、PL.132）

位置　97C－4グリッド

147号土坑と重複している。長径88cm・短径80cm・深さ

10 ～ 22cmの隅丸方形を呈する。底面は凹凸がある。埋

没土は２層に分かれ、ロームを含む。遺物の出土はなかっ

た。構築時期、機能・用途は不明である。

147号土坑（第330図、PL.132）

位置　97C－4グリッド

109号・146号土坑と重複している。長径83cm・短径

63cm・深さ33cmの楕円形を呈する。底面はやや凹凸があ

る。遺物の出土はなかった。構築時期、機能・用途は不

明である。

148号土坑（第330図）

位置　97D－5グリッド

191号住居と重複している。当土坑が新しい。長径

79cm・短径77cm・深さ36cmのほぼ円形を呈する。底面は

ほぼ平坦である。埋没土は４層に分かれ、炭化物粒子・

ローム粒子を含む。遺物の出土はなかった。構築時期、

機能・用途は不明である。

149号土坑（第330図、PL.132）

位置　97B－6グリッド

144号土坑と重複している。長径68㎝・短径53cm・深さ

27㎝の楕円形を呈する。底面はほぼ平坦である。埋没土

は２層に分かれ、ローム粒子を含む。構築時期、機能・

用途は不明である。

150号土坑（第330図）

位置　97E－14グリッド

５号井戸に接している。長径68㎝・短径37cm・深さ42㎝

の楕円形を呈する。確認面から底面までやや深い。遺物

の出土はなかった。構築時期、機能・用途は不明である。

151号土坑（第330図）

位置　97E・Ｆ－14グリッド

162号土坑の北西に位置している。長径88cm・短径

44cm・深さ19 ～ 40cmの楕円形を呈する。底面は凹凸が

ある。埋没土は３層に分かれ、ローム粒子・焼土粒子を

含む。遺物の出土はなかった。構築時期、機能・用途は

不明である。

152号土坑（第330図）

位置　97G－14グリッド

27号溝と重複している。当土坑が新しい。長さ209cm・

幅118cm・深さ８～ 28cmの隅丸長方形を呈する。底面は

やや凹凸がある。埋没土は５層に分かれ、ローム粒子を

含む。遺物の出土はなかった。構築時期、機能・用途は

不明である。
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139号土坑
１　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを含む。
３　ロームブロックと暗褐色ブロックの互層。

140号土坑
１　暗褐色土　軽石、ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。
３　褐色土　ロームブロックを含む。

142号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまる。ローム主体の層。

143号土坑
１　黄褐色土　やや硬い。ロームを多量に、暗褐色土、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬い。ロームブロック、白色軽石を含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を含む。
４　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土ブロック、暗褐

色土の混土。

144号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームを主体に暗褐色土を含む。

145号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、ローム粒子を含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体の層
146号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム主体の層。

148号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化物粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子を多量に、白色軽石を少

量含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。
４　茶褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を含む。
149号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。黄白色粘質土ブロックを含む。

151号土坑
１　暗褐色土　軽石を少量含む。ローム粒子を含む。
２　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。
３　暗褐色土　ロームブロックを含む。焼土粒子を少量含む。
152号土坑
１　暗褐色土　軽石、ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　しまり弱い。ロームブロックを多く含む。
３　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。軽石、小礫を含む。
４　暗褐色土　軽石を含む。ローム粒子を多く含む。
５　暗褐色土　ロームブロックを含む。

139号土坑 140号土坑 142号土坑 144号土坑 143号土坑

145号土坑 147号土坑

146号土坑 148号土坑

149号土坑

150号土坑

151号土坑

152号土坑



153号土坑（第331図）

位置　97E－13グリッド

162号土坑の東に近接している。長径75cm・短径47cm・

深さ32cmの楕円形を呈する。埋没土は３層に分かれ、ロー

ムを含む。遺物の出土はなかった。構築時期、機能・用

途は不明である。

154号土坑（第331図）

位置　97E・Ｆ－13グリッド

153号土坑の北に位置している。長さ60cm・幅46cm・深

さ20 ～ 33cmの不正形を呈する。埋没土は２層に分かれ、

ロームを含む。遺物の出土はなかった。構築時期、機能・

用途は不明である。

155号土坑（第331図）

位置　97Ｆ－14グリッド

156号土坑の東約１ｍの所に位置している。長さ69cm・

幅40cm・深さ23 ～ 30cmの不正形を呈する。埋没土は１

層で、ローム粒子を含む。構築時期、機能・用途は不明

である。ピット２基が連結したものであろう。

156号土坑（第331図）

位置　97Ｆ－15グリッド

157号土坑の南約50cmの所に位置している。長径88cm・

短径55cm・深さ10 ～ 20cmの楕円形を呈する。底面は凹

凸がある。埋没土は１層で、ローム粒子を含む。遺物の

出土はなかった。構築時期、機能・用途は不明である。

157号土坑（第331図）

位置　97Ｆ－15グリッド

140号土坑と接している。長径65cm・短径45cm・深さ18

～ 25cmの不正形を呈する。底面はやや凹凸がある。埋

没土は１層で、ローム粒子を含む。遺物は出土していな

い。構築時期、機能・用途は不明である。

158号土坑（第331図）

位置　97G－15グリッド

140号土坑の北約30cmの所に位置している。長径58cm・

短径50cm・深さ35cmのほぼ円形を呈する。底面はやや凹

凸がある。埋没土は２層に分かれ、ローム粒子を含む。

構築時期、機能・用途は不明である。

159号土坑（第331図）

位置　97G－14・15グリッド

152号土坑の西約70cmの所に位置している。長径68㎝・

短径40cm・深さ55㎝の楕円形を呈する。確認面から底面

までは深い。埋没土は３層に分かれ、ロームブロックを

含んでいる。構築時期、機能・用途は不明である。ピッ

トとして考えた方が良いであろう。

160号土坑（第331図）

位置　97Ｆ－14グリッド

155号土坑の北東約１ｍの所に位置している。長径77㎝・

短径70cm・深さ11 ～ 33㎝の楕円形を呈する。底面は凹

凸がある。埋没土は２層に分かれ、ロームを含む。構築

時期、機能・用途は不明である。

161号土坑（第331図）

位置　97Ｆ－14グリッド

160号土坑の北東約80cmの所に位置している。長径

70cm・短径59cm・深さ20 ～ 31cmの楕円形を呈する。埋

没土は６層に分かれ、ローム粒子を含む。構築時期、機

能・用途は不明である。ピットと考えて良い。

162号土坑（第331図）

位置　97E－13グリッド

153号土坑の西約50cmの所に位置している。長さ100cm・

幅66cm・深さ17cmの不正形を呈する。底面はやや凹凸が

ある。埋没土は１層で、ローム粒子を含む。遺物の出土

はなかった。構築時期、機能・用途は不明である。

163号土坑（第331図）

位置　97E－15グリッド

156号土坑の南西約２ｍの所に位置している。長径

58cm・短径40cm・深さ30cmの楕円形を呈するものと思わ

れる。埋没土は３層に分かれている。構築時期、機能・

用途は不明である。

164号土坑（第331図、PL.132）

位置　97A・B－5・6グリッド

186号住居と重複している。長さ130cm・幅103cm・深さ

14cmの隅丸方形を呈する。底面はほぼ平坦である。埋没

土は３層に分かれ、ロームを含む。構築時期、機能・用

途は不明である。

165号土坑（第331図、PL.132）

位置　97A－6・7グリッド

164号土坑の南西約４ｍの所に位置している。長さ

213cm・幅194cm・深さ17 ～ 27cmの隅丸方形を呈する。

底面はやや凹凸がある。埋没土は２層に分かれ、ローム

粒子を含む。古墳時代の構築と思われるが、機能・用途

は不明である。
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153号土坑
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
２　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。
３　暗褐色土  ロームが主体
154号土坑
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
２　黒褐色土　ローム粒子を微量含む。

155号土坑
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。
156号土坑
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

157号土坑
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。
158号土坑
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

159号土坑
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
２　黒褐色土　ロームブロックを含む。
３　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。
160号土坑
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

161号土坑
１　暗褐色土　ローム粒子、軽石を微量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。
３　黒褐色土　ローム粒子を含む。
４　黒褐色土　ローム粒子を多く含む。
５　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
６　暗褐色土　ローム粒子を含む。

162号土坑
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

163号土坑
１　暗褐色土　軽石を少量含む。
２　暗褐色土　しまり弱い。
３　黒褐色土　軽石を少量含む。

164号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、ローム粒子を含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームを主体に暗褐色土を含む。
165号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームを主体に暗褐色土を含む。

166号土坑
１　暗褐色土　軟らかくしまり良い。粘性あり。ローム粒子、白色粒子

を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームブロックを少量含む。
３　黄褐色土　軟かくて粘性あり。ローム主体の層。
167号土坑
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　茶褐色土　軟らかい。ローム主体の層。

153号土坑 154号土坑 155号土坑 156号土坑 157号土坑 158号土坑

159号土坑 160号土坑

161号土坑 162号土坑

163号土坑

164号土坑 165号土坑
166号土坑 167号土坑



166号土坑（第331図）

位置　97C－12グリッド

167号住居と重複している。当土坑が新しい。長さ

78cm・幅69cm・深さ19cmの方形を呈する。底面は平坦で

ある。埋没土は３層に分かれ、ローム粒子を含む。遺物

の出土はなかった。古墳時代の構築と思われるが、機能・

用途は不明である。

167号土坑（第331図）

位置　97D－5グリッド

150号住居と重複している。長径65cm・短径45cm・深さ

11cmの楕円形を呈する。底面はほぼ平坦である。埋没土

は２層に分かれ、ローム粒子を含む。Ｓ字状口縁台付甕

の破片が出土している。150号住居らに伴う遺構であろ

うか。機能・用途は不明である。

168号土坑（第332図）

位置　97C・D－12グリッド

120号土坑、167号住居と重複している。当土坑が新しい。

長径200cm・短径140cm・深さ23cmの楕円形を呈する。底

面は平坦である。埋没土は２層に分かれ、ロームブロッ

クを含む。構築時期、機能・用途は不明である。

171号土坑（第332図、PL.132）

位置　97A－6グリッド

31号溝と接している。長径74cm・短径65cm・深さ14cmの

楕円形を呈する。底面はほぼ平坦である。埋没土は２層

に分かれ、ローム粒子を含む。古墳時代の構築と思われ

るが、機能・用途は不明である。

172号土坑（第332図、PL.133）

位置　97E－5グリッド

107号土坑の北東に接して位置している。長径94cm・短

径93cm・深さ30cmの円形を呈する。底面はやや凹凸があ

る。埋没土は３層に分かれ、ローム粒子を含む。土器片

が出土している。古墳時代の構築と思われるが、機能・

用途は不明である。

173号土坑（第332図）

位置　97E－3グリッド

136号住居と重複している。当土坑が新しい。長径

113cm・短径77cm・深さ38cmの楕円形を呈する。埋没土

は３層に分かれ、ローム粒子を含む。土坑上面に多量の

礫が出土している。古墳時代の構築と思われる。85号土

坑と同一の規模と礫の出土を考えると機能・用途は同じ

ものと考えられる。墓坑になるのであろうか。

174号土坑（第332図）

位置　97C－３グリッド

74号土坑の東約50cmの所に位置している。長径90cm・短

径50cm・深さ25cmの楕円形を呈する。円筒状に掘り下げ

られている。埋没土は１層で、ロームを含む。遺物の出

土はなかった。構築時期、機能・用途は不明である。

（３）井戸

　１区からは１～５号井戸、さらに調査時に１号集石と

した遺構が井戸になったこと、81号土坑が井戸になった

ことから、総計７基の井戸が検出されている。

１号井戸（第333・338図、PL.133）

位置　87B－13グリッド

40・41号住居と重複し、壊している。長径235cm・短径

178cm・深さ220cmで楕円形を呈する。掘り方は地山井筒

円筒型である。埋没土は３層までを確認できた。２・３

層は浅間Ｂ軽石を多量に含んでいる。覆土中からは土師

器の杯、須恵器、羽釜、在地系の土器片と礫が出土して

いる。平安時代以降の構築と思われる。

２号井戸（第333・339・340図、PL.133・299）

位置　86Q・R－14グリッド

47・48号住居と重複し、壊している。長径352cm・短径

293cm・深さ475cmで楕円形を呈する。掘り方は地山井筒

朝顔型と思われる。埋没土は６層まで確認でき、ローム

を含んでいる。覆土からは土師器や須恵器、瓦片、在地

系の片口鉢の破片、棒材・板材・又材・柱材、曲物側板・

曲物底板、上層からは礫が多量に出土している。平安時

代以降の構築と思われる。

３号井戸（第333・341図、PL.）

位置　86S－18グリッド

45号土坑、17号溝と重複し、壊している。長径113cm・

短径100cm・深さ210cmで楕円形を呈する。掘り方は井筒

円筒型である。埋没土は３層までを確認でき、全体的に

砂質である。礫と土器片が出土している。奈良～平安時

代の構築と思われる。

４号井戸（第333・341図、PL.133）

位置　86R－18グリッド

68・72号住居、21号溝に接している。長径240cm・短径

223cm・深さ380cmで楕円形を呈する。掘り方は地山井筒
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朝顔型と思われる。埋没土は９層までを確認でき、ロー

ム粒子を含んでいる。覆土からは在地系の内耳鍋・片口

鉢の破片が出土している。また上層から礫が出土してい

る。中世14 ～ 15世紀の構築と思われる。

５号井戸（第333・341図、PL.133）

位置　97D・E－14グリッド

150号土坑と接している。長径203cm・短径171cm・深さ

135cm以上で楕円形を呈する。断面は中層からほぼ円筒

状である。石囲いの井戸で多量の裏込めの礫が出土して

いる。遺物の出土はなかった。構築時期は不明である。

１号集石（井戸）（第334・341図、PL.133・300）

位置　97E・Ｆ－2・3グリッド

66号土坑と重複し、一部壊されている。長径330cm・短

径250cm・深さ205cmの楕円形を呈する。断面は底面から

上層に向かってラッパ状に開いている。埋没土は４層ま

で確認できた。１・２層に浅間Ｂ軽石を含んでいる。在

地系片口鉢の破片、敲石、最上層からは多量の礫が出土

している。調査時、遺構名称を集石としたのはこれら多

量の礫出土によったものである。平安時代の構築と思わ

れる。

土坑と井戸について

　古墳時代前期４世紀代に属すると思われる土坑は、

15・42・81・92・102・103・113・119・143・167号土坑

の計10基である。しかし、この中で６基の土坑が住居に

付属する可能性がでてきた。

　15号土坑は同時期の19号住居に近接して存在すること

から同住居の付属施設に、42号土坑は52号住居の貯蔵穴

になるものと思われる。103号土坑は同時期の143号住居

に、113号土坑は同時期の160号住居に近接していること

から、各住居の付属施設になる可能性がある。143号土

坑も同時期の152号住居に近接、167号土坑も同時期の

150号住居に接することから、各住居の付属施設の可能

性が考えられる。

第332図　１区168・171 ～ 174号土坑
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168号土坑
１　黒褐色土　白色軽石を含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

171号土坑
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性あり。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム主体の層。
172号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性あり。ロームブロック、黄白色粘質土ブロックをやや多く含む。
174号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、ローム粒子を多量に、白色軽石を含む。

173号土坑
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ローム粒子をやや多く含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性あり。ロームと暗褐色土の混土。

168号土坑 171号土坑 172号土坑

173号土坑

174号土坑
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第333図　１区１～５号井戸

１号井戸

２号井戸

５号井戸

３号井戸 ４号井戸
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１号井戸
１　暗褐色土　ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子、浅間Ｂ軽石を多量に含む。
３　暗褐色土　ローム粒子、浅間Ｂ軽石を含む。

３号井戸
１　暗褐色土　砂質。しまり弱い。
２　暗褐色土　ロームを含む。
３　黒褐色土　砂質。しまり弱い。

４号井戸
１　暗褐色砂質土　ローム粒子を含む。
２　暗黄褐色土　ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　ローム粒子を含む。
４　暗褐色土
５　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。３層よりやや明るい。
６　黄褐色土　４層に相似。４層よりやや暗い。
７　黒褐色土　ローム粒子を含む。
８　暗褐色粘質土　礫を含む。
９　黄褐色土　ローム主体。

２号井戸
１　暗褐色土　ローム粒子少量含む。
２　褐色土　軟質ローム土に相似。
３　黒色土　ローム粒子を含む。
４　褐色土　ローム崩落土。
５　暗褐色土　小礫を多量に含む。
６　暗褐色土　ローム粒子を多量に含む。６a層はローム主体。

５号井戸
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。壁に沿って石を並べている。

内部に石を詰めている。
２　黒褐色土　ローム粒子を含む。
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　この結果、単独の土坑となるのは次のとおりである。

81号土坑は井戸に、102号土坑はその形態から土坑墓の

可能性が考えられる。この他、92・119号土坑が存在する。

　なお、65・66号土坑からもＳ字状口縁台付甕の破片が

出土しているが、同時期の遺構になるものか判然としな

い。

　次に古墳時代前期以降に属すると思われる土坑は、

18・26・37・50・55・57・69・70・75・76・84・85・

88・90・92・96・97・99・101・104・105・107・108・

110・111・120・125・126・130・132・134・136・139・

140・145・165・166・171 ～ 173号土坑の計40基である。

　長方形を主体とする形態（一部円形も存在）や埋土の状

況から土坑墓の可能性が考えられるのは、50・84・85・

99・104・111・117・126号土坑の計８基である。人為的

埋め戻しが認められたり（50号）、焼土粒子や炭化物が含

まれていたりしている。

　奈良～平安時代に属すると思われる土坑は、７・14・

19・20・25・27・28・30・34 ～ 37・40・45・46・51・

52・60 ～ 63・66・74・80・86・89・109・123号土坑の

計28基である。

　古墳時代の土坑と同様に、長方形を主体とする形態や

埋土の状況から土坑墓の可能性が考えられるのは、19・

20・27・28・30・35・45・46・51・61・62・67土坑の計

12基である。人為的埋め戻しが認められたり（35・458号）、

焼土粒子や炭化物が含まれていたりしている。34号土坑

も人為的埋土であったが、土坑墓になるものかどうかは

判然としない。

　中世に属すると思われるのは、１・128号土坑の２基

である。

　井戸については次のとおりである。

　81号土坑が古墳時代前期に属すると思われる。それ以

外の井戸は平安時代から中世にかけて構築されたもので

あろう。２号井戸にはハネツルベがあったものと思われ、

内部からは曲物が出土し、５号井戸は石組みの井戸、１

号集石の上面からは多量の礫が出土している。

第334図　１区１号集石（井戸）
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１号集石（井戸）
１　灰褐色土　軟らかくてしまり良い。サラサラしている。

浅間Ｂ軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。サラサラしている。

ローム粒子、浅間Ｂ軽石を含む。
３　黒褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム粒子を含む。
４　黄褐色土　軟らかくて粘性あり。ローム、黄白色粘質土、

暗褐色土を含む。
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第335図　１区１・４・７・15・18 ～ 20・26・30・42号土坑出土遺物

１区1号土坑 １区4号土坑

１区7号土坑

１区15号土坑

１区18号土坑

１区20号土坑

１区30号土坑 １区42号土坑

１区26号土坑

１区19号土坑

第４章　発掘調査の記録

378

２

１（1/4）

１（1/4）

２（1/4）

１

１

１

１

１ １

１

１
２

３



０ 10㎝１:３

０ ４㎝１:２

第336図　１区46・48・50・51・69 ・ 70 ・ 72 ・ 81号土坑出土遺物

１区46号土坑 １区48号土坑

１区50号土坑

１区81号土坑

１区51号土坑

１区69号土坑 １区70号土坑

１区72号土坑
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第337図　１区92・94・102 ～ 104・107号土坑出土遺物

１区92号土坑 １区94号土坑

１区102号土坑

１区103号土坑

１区104号土坑

１区107号土坑
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第338図　１区109・113・119・120・128・143号土坑、１号井戸出土遺物

１区109号土坑 １区113号土坑
１区119号土坑

128号土坑 １区143号土坑

１区１号井戸

１区120号土坑

第 2節　1区の遺構と遺物

381

２

１

１ １

１

１（1/4）

１ ３ ４

５

６

７（1/4）

１



０ 10㎝１:３

０ ８㎝１:４

０ ４㎝１:２

第339図　１区２号井戸出土遺物

１区２号井戸①
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第340図　１区２号井戸出土遺物

１区２号井戸②
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第341図　１区３～５号井戸、１号集石（井戸）出土遺物

１区３号井戸

１区４号井戸

１区５号井戸

１区１号集石（井戸）
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（４）ピット

　１区からは総計437基のピットが検出されている。そ

の分布状況からは、掘立柱建物跡として把握できるもの

はなかった。

　この中で覆土から完形土器や土器の破片がまとまって

出土したピットは12基を数える。これら以外にも土器小

片が出土したピットもあるが、前記のピットを中心に以

下に記載し、他の大多数のピットについては一覧表にま

とめる。

５号ピット（第343・363図）

位置　86T－17グリッド

長径55cm・短径52cm・深さ24cmのほぼ円形を呈する。断

面は皿状を呈する。土師器甕の口縁部が出土している。

６号ピット（第343・363図、PL.134・300）

位置　87A－17グリッド

長径65cm・短径60cm・深さ29cmのほぼ円形を呈する。底

面はほぼ平坦である。壁際から完形の須恵器椀が出土し

ている。

17号ピット（第343・363図、PL.134・300）

位置　86Q－14・15グリッド。23号土坑と重複している。

長径79cm・短径69cm・深さ108cmの楕円形を呈するもの

と思われる。断面はほぼ円筒状を呈し深い。23号土坑と

の新旧関係は不明である。ほぼ完形の土師器鉢が出土し

ている。

21号ピット（第343・363図、PL.134・300）

位置　87A－17グリッド

長径53cm・短径51cm・深さ31cmのほぼ円形を呈する。底

面は段差がある。底面直上から土師器高杯の杯部、小型

の鉢が出土している。

22号ピット（第343・363図）

位置　87A－17グリッド。19号ピットに接している。

長径42cm・短径32cm・深さ51cmの楕円形を呈する。須恵

器の壺口縁片が出土している。

23号ピット（第343・363図）

位置　86S・T－18・19グリッド。

長径58cm・短径53cm・深さ40cmのほぼ円形を呈する。断

面は円筒状である。須恵器の盤が出土している。

32号ピット（第343・363図、PL.134）

位置　87B－17グリッド

長径52cm・短径45cm・深さ24cmの楕円形を呈する。覆土

は２層に分かれた。１層下面に甕の胴部破片、直上から

須恵器の杯、そしてその上位から須恵器胴部破片が出土

している。

45号ピット（第344・363図）

位置　87B－15グリッド。

長径52cm・短径45cm・深さ17cmの楕円形を呈する。底面

は平坦である。土師器の甕が出土している。

67号ピット（第344・363図、PL.134・300）

位置　87B－16グリッド

長径54cm・短径30cm・深さ19cmの楕円形を呈する。底面

は平坦である。覆土から土師器の杯が出土している。

78号ピット（第344・364図、PL.134）

位置　87A－16・17グリッド

長径45cm・短径37cm・深さ70cmの楕円形を呈する。断面

は円筒状で、やや深い。礫と須恵器の瓶が出土している。

84号ピット（第344・364図）

位置　87B－17グリッド。

長径36cm・短径25cm・深さ34cmの楕円形を呈する。須恵

器の蓋が出土している。

148号ピット（第348・364図、PL.135）

位置　97A－1グリッド

長径43cm・短径32cm・深さ13cmの楕円形を呈する。中世

と思われる在地系土器の皿が出土している。

178号ピット（第350・364図）

位置　87A－20グリッド。104号住居と重複している。

長径68cm・短径53cm・深さ27cmの方形を呈する。底面は

皿状を呈する。覆土は３層に分かれた。土師器の器台が

出土している。

261号ピット（第354・364図、PL.300）

位置　97A－3グリッド。143号土坑と重複している。

長径（58）cm・短径45cm・深さ30cmの楕円形を呈するもの

と思われる。覆土は３層に分かれた。土師器の甑とミニ

チュア土器が出土している。

277号ピット（第355・364図、PL.136・300）

位置　97E－14グリッド

長径49cm・短径45cm・深さ26cmの楕円形を呈する。敲石

が出土している。
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１区ピット計測表
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ピット番号 グリッド 長径 短径 深さ
1 86P-13・14 67 （41） 39 
2 86P-13 56 37 27 
3 86P-13 50 29 39 
4 87A-17 65 57 39 
5 86T-17 55 52 24 
6 87A-17 65 60 29 
7 86S-10 46 38 13 
8 86S-10 39 37 12 
9 86T-18 56 56 15 
10 87B-18 65 45 37 
11 86T-18 52 42 16 
12 86T-18・19 33 32 15 
13 86R-15 55 39 39 
14 86Q-15 72 49 39 
15 86Q・R-15 70 50 34 
16 86Q-16 65 55 30 
17 86Q-14・15 79 69 108 
18 87A-17 38 34 30 
19 87A-17 50 40 23 
20 87A-17 42 38 51 
21 87A-17 53 51 31 
22 87A-17 42 32 51 
23 86S・T-18・19 58 53 40 
24 87A-15 47 35 32 
25 86R-16 53 51 37 
26 86R-15 47 40 24 
27 86R-15 22 21 37 
28 86R-15 62 26 38 
29 86R-15 84 38 49 
30 86R-15 32 （29） 36 
31 86R-15 38 28 41 
32 87B-17 52 45 24 
33 86R-14 35 35 21 
34 86R-14 43 32 23 
35 86R-14 26 24 21 
36 86R-14 37 29 41 
37 86R-14 30 23 24 
38 86R-14 48 38 37 
39 86R-14 60 54 27 
40 86R-14 58 48 37 
41 86R-15 67 43 32 
42 86R-15 65 47 39 
43 87A-10 （22） （14） 24 
44 87A-10 （33） （22） 31 
45 87B-15 52 45 17 
46 87A・B-15 53 45 45 
47 87A-15 47 44 30 
48 87B-16 42 （24） 36 
49 87B-15・16 55 50 41 
50 87B-16 （38） （37） 39 
51 87A・B-16 42 37 29 
52 87A-15 29 26 39 
53 86Q-15 56 49 25 
54 87B-18 45 34 24 
55 86S-15 71 69 57 
56
57 87A-15 50 49 15 
58 87A-16 104 72 48 
59 87A-15・16 104 61 67 
60 87B-16 34 32 33 
61 87B-16 48 38 46 
62 87B-16 51 33 44 
63 87B-16 54 43 36 
64 87B-15 40 38 33 
65 87A・B-15 36 35 25 
66 87B-16 68 58 64 
67 87B-16 54 30 19 
68 87B-15 40 34 14 

ピット番号 グリッド 長径 短径 深さ
69 87B-15 46 44 25 
70 87B-17 23 23 22 
71 87B-17 33 27 27 
72 87B-17 32 24 39 
73 87B-17 （36） 26 31 
74 87B-17 35 （8） 46 
75 87B-17 48 35 51 
76 87B-16 46 32 36 
77 87B-16 38 28 29 
78 87A-16・17 45 37 70 
79 87B・C-16 45 （40） 70 
80 87B・C-16 49 （47） 25 
81 87C-16 40 29 52 
82 87C-16 （24） （24） 47 
83 87B-16・17 34 23 18 
84 87B-17 36 25 34 
85 87B-17 33 23 27 
86 86R-19 52 47 57 
87 86T-19 48 36 37 
88 86T-19 41 37 39 
89 86T-19 37 29 32 
90 86T-19 37 32 29 
91 86S-20 40 28 33 
92 86S-19 63 47 56 
93 87C-17 45 30 17 
94 87C-19 25 20 15 
95 87C-19 30 26 24 
96 87C-19 38 32 25 
97 87C-19 18 17 15 
98 87C-19 33 23 21 
99 87C-19 32 30 32 
100 87C-19 22 30 21 
101 87D-19 41 35 20 
102 87D-20 25 23 14 
103 87D-20 31 25 36 
104 87D-20 30 25 14 
105 87C-20 38 26 24 
106 87C-20 27 26 28 
107 87C-20 25 21 21 

108・109 87C-20 65 43 20 
110 87C-20 50 32 23 
111 87D-20 33 25 23 
112 87D-20 29 25 8 
113 87C-20 52 40 19 
114 87D-20 35 31 17 
115 87D-20 39 34 20 
116 87C-20 37 26 30 
117 87C-20 45 38 33 
118 97C-1 47 37 25 
119 87B-20 33 32 16 
120 97Ｅ-2 130 73 43 
121 97Ｆ-1 60 53 42 
122 97C-3 23 22 27 
123 97C-3 26 23 11 
124 97C-2 30 30 23 
125 97C-2 40 33 23 
126 97C-2 44 34 8 
127 97C-2 53 44 6 
128 97B-2 34 32 21 
129 97B-2 46 40 27 
130 97B-2 24 22 16 
131 97B-2 25 22 11 
132 97C-2 41 39 29 
133 97B-2 38 35 27 
134 97B-2 41 36 32 
135 97B-1 34 29 24 
136 97B-1 36 35 38 
137 97B-3 31 23 26 
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ピット番号 グリッド 長径 短径 深さ
138 97B-3 33 23 31 
139 87A-20 39 35 25 
140 87A-20 27 25 23 
141 87A-20 32 25 22 
142 87A-19 38 33 13 
143 96T-1 36 28 10 
144 96T-1 32 29 23 
145 97A-1 31 26 14 
146 97B-1 40 37 26 
147 97A-1 31 27 35 
148 97A-1 43 32 13 
149 87A-20 32 24 21 
150 87A-20 27 25 20 
151 97B-1 35 30 26 
152 97B-1 35 34 23 
153 97A-1 43 28 25 
154 97A-1 28 25 12 
155 97A-2 29 26 15 
156 97A-2 30 25 29 
157 97A-2 26 22 17 
158 87A-19 32 30 10 
159 87A-19 24 23 15 
160 86T-19 35 30 19 
161 86T-20 50 45 78 
162 86T-20 53 50 40 
163 97B-3 34 30 16 
164 87C-19 36 25 16 
165 87C-19 39 35 22 
166
167 97B-1 42 30 27 
168 97B-1 63 47 23 
169 97C-1 28 27 27 
170 97B-3 35 30 16 
171 96T-2 24 20 13 
172 96T-2 30 27 53 
173 96T-2 27 22 33 
174 96T-2 25 21 10 
175 97A-1 39 27 16 
176 97C-1 37 32 14 
177 97B-2 38 33 26 
178 87A-20 68 53 27 
179
180 97C-2 29 24 20 
181 97C-2 35 32 30 
182 97C-2 34 30 31 
183 97J-13 38 38 27 
184 97J-13 54 （15） 23 
185 97J-13 76 69 16 
186 97I-12 40 36 18 
187 97I-12 83 60 58 
188 97I-10 51 50 30 
189 97H-13 49 42 36 
190 97H-13 97 55 20 
191 97H-12 22 21 20 
192 97H-12 34 32 29 
193 97G-12 54 49 43 
194 97H-14 50 39 33 
195 97H-14 30 27 8 
196 97I-14 78 76 30 
197 97I-14 49 47 31 
198 97I-11 90 68 26 
199 97I-11 50 48 22 
200 97C-1 36 34 32 
201 97I-12 49 40 44 
202 87A-20 35 26 14 
203 97D-1 41 29 58 
204 97D-1 23 18 20 
205 97D-1 25 25 15 
206 97D-1 26 20 20 

ピット番号 グリッド 長径 短径 深さ
207 97Ｆ-4 58 38 43 
208 97Ｆ-4 32 32 7 
209 97G-4 58 52 18 
210 97J-13 63 54 45 
211 97E-5 37 34 33 
212 97I-12 29 24 24 
213 97I-12 37 28 14 
214 97I-12 64 50 18 
215 97I-12 69 60 33 
216 97I-12 40 35 39 
217 97H-12 37 37 26 
218 97H-12 35 35 26 
219 97G-12 48 43 23 
220 97G-13 54 43 13 
221 97G-13 37 34 21 
222 97G-13 30 30 18 
223 97G-13 29 25 29 
224 97G-13 25 24 9 
225 97G-14 32 30 13 
226 97Ｆ-12 30 28 54 
227 97Ｆ-12 28 25 19 
228 97Ｆ-12 53 49 28 
229 97Ｆ-12 36 27 16 
230 97Ｆ-12 48 37 25 
231 97Ｆ-12 51 37 18 
232 97Ｆ-12 36 34 17 
233 97Ｆ-12 37 28 21 
234 97Ｆ-12 44 39 27 
235 97H-7 30 24 27 
236 97H-7 32 30 12 
237 97Ｆ-9 30 29 20 
238 97C-4 60 59 32 
239 97Ｆ-8 35 29 25 
240 87D-18 46 39 11 
241 87D-18 40 38 42 
242 87A-20 49 28 23 
243 87D-20 80 66 25 
244 87D-20 27 22 10 
245 87A-19 35 26 40 
246 96T-3 44 34 25 
247 96T-3 62 37 10 
248 96T-3 77 49 35 
249 96T-3 47 45 43 
250 86S-20 44 38 26 
251 96T-4 33 29 30 
252 96T-4 22 20 15 
253 97Ｆ-8 32 28 14 
254 97Ｆ-8 35 29 12 
255 97E-8 43 35 12 
256 97E-8 41 37 18 
257 97E-8 43 39 19 
258 97C-3 75 63 40 
259 97C-3 54 49 20
260 86T-20 54 38 44 
261 97A-3 （58） 45 30 
262 97B-6 52 47 31 
263 97E-14 62 49 28 
264 97E-14 45 （29） 20 
265 97Ｆ-14 48 47 32 
266 97B-7 45 35 43 
267 97B-10 60 55 12 
268 97B-10 62 56 23 
269 97C-11 38 29 14 
270 97D-15 62 54 19 
271 97D-14 43 42 65 
272 97E-15 41 37 23 
273 97B-10 49 43 61 
274 97E-15 40 38 22 
275 97E-15 47 42 25 
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ピット番号 グリッド 長径 短径 深さ
276 97D-11 64 40 19 
277 97E-14 49 45 26 
278 97E-13 45 43 44 
279 97E-13 40 35 37 
280 97E-13 31 27 26 
281 97E-13 30 28 22 
282 97D-11 50 47 27 
283 97D-11 28 21 29 
284 97E-12 49 32 47 
285 97E-15 50 46 41 
286 97Ｆ-15 36 32 33 
287 97Ｆ-15 50 44 24 
288 97Ｆ-15 42 38 60 
289 97Ｆ-14 48 46 28 
290 97Ｆ-14 43 40 47 
291 97Ｆ-14 50 44 47 
292 97G-14 63 41 24 
293 97G-15 41 （26） 24 
294 97G-14 41 36 39 
295 97G-14 47 35 11 
296 97G-14 48 39 42 
297 97G-14 63 38 31 
298 97C-11 46 34 23 
299 97Ｆ-13 57 42 43 
300 97Ｆ-14 34 24 28 
301 97C-11 52 33 22 
302 97Ｆ-14 53 42 27 
303 97Ｆ-5 45 40 8 
304 97D-5 50 45 19 
305 97E-6 52 46 20 
306 97A-5 45 36 19 
307 97A-5 24 23 31 
308 97A-5 45 45 35 
309 97A-4 28 25 20 
310 97A-4 33 27 20 
311 97A-4 75 45 46 
312 97Ｆ-5 44 38 34 
313 97D-12 34 28 20 
314 97D-12 28 25 13 
315 97D-9 42 34 32 
316 97D-9 31 25 42 
317 97E-8 39 39 26 
318 97E-8 42 38 22 
319 97E-8 35 34 21 
320 97D-8 60 46 12 
321 97E-7 35 32 17 
322 97E-8 32 28 9 
323 97E-8 41 34 11 
324
325 97E-8 40 37 10 
326 97E-8 27 25 23 
327 97E-8 38 35 17 
328 97D-9 40 37 29 
329 97D-6 38 （35） 8 
330 97D-6 46 36 16 
331 97D-6 58 50 31 
332 97B-8 58 58 30 
333 97B-8 43 35 39 
334 97B-8 40 33 20 
335 97B-8 30 29 20 
336 97C-8 52 48 15 
337 97B-8 50 45 17 
338 97B-8 54 48 28 
339 97B-8 73 69 25 
340 97B-9 56 52 20 
341 97B-9 42 33 20 
342 97B-9 42 34 50 
343 97B-10 60 47 20 
344 97G-5 45 37 20 

ピット番号 グリッド 長径 短径 深さ
345 97G-5 57 38 19 
346 97G-5 38 30 23 
347 97Ｆ-5 35 33 28 
348
349 97A-6 43 40 22 
350 97A-6 33 26 17 
351 97C-7 47 30 13 
352 97A-3 46 40 30 
353 97D-5 50 47 38 
354 97Ｆ-6 47 39 25 
355 97Ｆ-5 43 39 50 
356 97E-5 43 42 32 
357 97E-5 41 37 43 
358
359 97A-4 30 29 26 
360 97B-6 53 43 12 
361 97A-6 56 40 23 
362 97A-5 47 35 21 
363 97B-8 49 29 17 
364 97B-8 50 48 58 
365 97B-8 45 40 13 
366 97B-8 56 33 25 
367 97B-8 42 32 32 
368 97B-8 42 32 35 
369 97B-8 32 28 30 
370 97B-9 27 19 14 
371 97B-10 33 31 22 
372 97C-10 73 34 20 
373 97C-9 62 45 36 
374 97C-10 45 35 38 
375 97C-9 35 33 25 
376 97C-9 23 22 24 
377 97C-9 25 21 22 
378 97C-9 35 32 49 
379 97D-9 33 33 18 
380 97D-9 46 34 52 
381
382 97C-4 40 37 33 
383 97C-3 40 34 10 
384 97C-3 53 39 22 
385 97E-3 45 45 43 
386 97E-2 75 50 25 
387 97A-4 28 23 13 
388 97D-5 37 34 25 
389 97A-5 56 43 33 
390 97E-9 40 38 53 
391 97C-9 39 29 30 
392 97E-9 45 39 50 
393 97E-10 33 30 19 
394 97E-10 33 28 13 
395 97Ｆ-10 34 32 26 
396 97G-13 40 32 44 
397 97G-13 26 17 37 
398 97B-8 30 26 18 
399 97A-8 35 （18） 50 
400 97A-8 36 30 48 
401 97A-8 （33） 30 33 
402 97A-8 40 30 28 
403 97A-8 45 39 40 
404 97A-8 45 （40） 16 
405 97A-8 51 40 40 
406 97D-7 49 44 19 
407 96T-4 44 36 25 
408 97B-7 49 35 37 
409 97C-5 35 （27） 13 
410 97E-5 53 41 30 
411 97G-4 40 35 13 
412 97B-6 42 39 46 
413 97A-6 37 34 37 



354号ピット（第358・364図）

位置　97Ｆ－6グリッド。

長径47cm・短径39cm・深さ25cmの楕円形を呈する。覆土

は２層に分かれた。土師器の小型壺が出土している。

366号ピット（第359・364図、PL.300）

位置　97B－8グリッド

長径56cm・短径33cm・深さ25cmの楕円形を呈する。敲石

が出土している。

367号ピット（第359・364図）

位置　97B－8グリッド

長径42cm・短径32cm・深さ32cmの楕円形を呈する。土師

器の小型壺が出土している。

387号ピット（第360・364図、PL.136・300）

位置　97A－4グリッド

長径28cm・短径23cm・深さ13cmの楕円形を呈する。土師

器の杯が出土している。

421号ピット（第361・364図）

位置　97A－7グリッド。

長径（52）cm・短径52cm・深さ42cmの楕円形を呈するもの

と思われる。覆土は２層に分かれた。土師器の杯が出土

している。
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ピット番号 グリッド 長径 短径 深さ
414 97A-6 48 35 12 
415 97A-6 38 27 31 
416 97A-6 57 51 12 
417 97A-6 39 27 18 
418 97A-7 39 29 23 
419 97A-7 35 34 30 
420 97A-7 35 27 29 
421 97A-7 （52） 52 42 
422 97A-7 60 （50） 40 
423 97A-6 78 41 43 
424
425 97A-6 56 43 30 
426 97C-3 43 34 46 
427 97C-12 42 37 49 
428 97C-11 45 40 45 
429 97Ｆ-10 36 32 32 
430 97C-4 75 43 42 
431 97c-4 50 37 45 
432 97C-3 62 52 34 
433 97B-1 42 37 10 
434 97D-1 54 33 25 
435 87E-20 32 26 19 
436 87D-20 55 45 15 
437 87D-20 55 42 16 
438 86S-20 30 25 25 
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32号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を

含む。
２　暗褐色土　ロームブロッ

クを含む。
※１層下面に甕胴部破片。直
上に杯。その上位に須恵器胴
部破片。

43号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。
44号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。43Pより明るい。
２　褐色土　ローム土主体。
７号溝
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。43Pより明るい。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。１層と３層の中間的色調。
３　黒褐色土　ローム粒子を含む。

54号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子

を含む。
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48号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
３　暗褐色土　ローム粒子を多量に含む。
４　暗褐色土　ローム粒子を多量に含む。

３層より混入は少ない。
49号ピット
１　褐色土　ローム粒子を含む。
２　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。
３　褐色土　ロームブロックを含む。
50号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　ローム粒子を多量に含む。
４　暗褐色土　ロームブロックを含む。

57号ピット
１　暗褐色土　焼土粒子を含む。
２　暗褐色土　焼土ブロックを多

量に含む。
３　褐色土　焼土粒子を含む。

73号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ロームブロック主体。
74号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子を少量含む。
２　褐色土　AS-YPを含む。
３　黒色土と褐色土の混土層。
４　暗褐色土　ローム粒子を含む。
５　暗褐色土とローム土の混土層。
83号ピット
１　暗褐色土
２　暗褐色土　ロームブロックを含む。１層より暗い。

59号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。
２　黒褐色土　やや砂質で硬質。
３　暗褐色土　ローム粒子を含む。
４　暗褐色土　ロームブロックを含む。
５　暗褐色土　ローム粒子を多量に含む。

明るい。
６　暗褐色土　ローム粒子、ロームブロッ

ク多量に含む。

58号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含

む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　ローム粒子を含む。

２層より多い。
４　暗褐色土　ローム粒子、ローム

ブロックを含む。
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93号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ローム粒子を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームを多量に含む。

94号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を多量に含む。

95号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームをやや多く含む。

96号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロックをやや多く含む。

97号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、白色軽石を含む。

98号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。粘性有り。ロームブロックを少量含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性非常に有り。ロームを主体に暗褐色土を

含む。

99号ピット
１　黄褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ローム粒子を多量に含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性非常に有り。ローム主体の層。
４　暗褐色土　軟らかくて粘性非常に有り。ロームブロックを含む。 100号ピット

１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子を多量に、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ローム粒子を含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性非常に有り。ローム主体の層。
４　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を含む。

101号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を多

量に含む。

102号ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子、白色軽石を含む。

104号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性非常に有り。ロームを多量に含む。

105号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ロームブロック、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ローム粒子を少量含む。１層より暗い

色調。

106号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石、炭化物粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を含む。

103号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ローム粒子を含む。１層

より暗い色調。
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107号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石、炭化物粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を含む。

108号ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を含む。

109号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロック、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　軟らかい。１・２層よりも暗い色調。

110号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ローム粒子、白色軽石を含む。

111号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ローム粒子、白色軽石を含む。

112号ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子、白色軽石を含む。

113号ピット
１　黄褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。焼土粒子、炭化物粒子を含む。

114号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子、焼土粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子、焼土粒子を含む。

115号ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子をやや多く含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。暗褐色土を含む。

116号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性非常に有り。ローム粒子を含む。

117号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ロームブロック、焼土粒子、白色

軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性非常に有り。ロームブロックを少量含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロックを多量に含む。

118号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてサラサラしている。ローム粒子を少量含む。

120号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロック、白色軽石、焼土粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームと暗褐色土の混土。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロック、黄白色粘質土ブロックを含む。
４　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。黄白色粘質土ブロックと暗褐色土の混土。

119号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を含む。
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121号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性非常に有り。ロームブロックを含む。

122号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。サラサラしている。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。

123号ピット
１　暗褐色土　軟らかい。ロームブロックを多量に含む。

124号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。サラサラしている。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。

125号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。サラサラしている。

126号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。サラサラしている。

127号ピット
１　暗褐色土　軟らかい。ロームブロック、白色軽石、炭化物粒子を含む。

128号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてサラサラしている。ロームブロックを多量に含む。
２　暗褐色土　軟らかくてサラサラしている。ローム粒子を少量含む。

129号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ロームブロック、ローム粒子

を含む。

130号ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロックを多量に含む。

131号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム主体の層。

132号ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性非常に有り。

133号ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロックを含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロック、炭化物粒子を少量含む。

134号ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロックを含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロック、炭化物粒子を少量含む。

135号ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロックを含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロック、炭化物粒子を少量含む。
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136号ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロックを含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロック、炭化物粒子を少量含む。

137号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてサラサラしている。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。焼土粒子を少量含む。

138号ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を少量含む。
２　茶褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。

139号ピット
１　黒褐色土　軽石を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。

140号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子を含む。

141号ピット
１　黒褐色土　軽石を含む。
２　黒褐色土　ローム粒子、ロームブロックを多く含む。

142号ピット
１　暗褐色土　軽石、焼土粒子、ローム粒子を含む。

143号ピット
１　黒褐色土　軽石を含む。

144号ピット
１　黒褐色土　軽石を含む。

145号ピット
１　浅間Ｂ軽石混土。

149号ピット
１　黒褐色土　軽石を含む。

150号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子を含む。

151号ピット
１　浅間Ｂ軽石混土。

146号ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を多量に含む。

147号ピット
１　浅間Ｂ軽石混土。

148号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒子を含む。
２　浅間Ｂ軽石混土。

152号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、ローム粒子をやや多く含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ローム粒子を少量含む。暗い色調。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を多量に含む。

153号ピット
１　暗褐色土　やや硬くサラサラしている。ロームブロック、浅間Ｂ軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてサラサラしている。ローム粒子、浅間Ｂ軽石を含む。
３　暗褐色土　軟らかくてサラサラしている。ロームブロックをやや多く、浅間Ｂ軽石を含む。
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154号ピット
１　暗褐色土　やや硬くサラサラしている。浅間Ｂ軽石を含む。

155号ピット
１　暗褐色土　やや硬くサラサラしている。浅間Ｂ軽石を含む。

156号ピット
１　暗褐色土　やや硬くサラサラしている。浅間Ｂ軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてサラサラしている。ローム粒子、浅間Ｂ軽石

を含む。

157号ピット
１　暗褐色土　やや硬くサラサラしている。ロームブロック、浅間Ｂ軽

石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてサラサラしている。ローム粒子、浅間Ｂ軽石

を含む。

158号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、白色軽石を含む。

159号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、白色軽石を含む。

160号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームをやや多く含む。

161号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ロームブロックを含む。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ロームブロックを多量

に含む。
４　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。黄白色粘質土ブロック

を含む。

162号ピット
１　暗褐色土　やや硬くサラサラしている。ロームブロック、浅間Ｂ軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子を含む。

163号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を少量含む。

164号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム主体の層。

165号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロックを少量含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまる。ローム主体の層。

166号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてサラサラしている。ローム粒子を少量含む。

167号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。サラサラしている。ローム粒子、

浅間Ｂ軽石を含む。
168号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、ローム粒子、白色軽石を含む。

169号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。炭化物粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ローム粒子を含む。

170号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ローム粒子を含む。

171号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を含む。

172号ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロック、浅間Ｂ軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームを含む。
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173号ピット
１　暗褐色土　軟らかい。ローム粒子、浅間Ｂ軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を含む。

174号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてサラサラしている。浅間Ｂ軽石を含む。

175号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまりサラサラしている。ローム粒子、浅間Ｂ軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかい。ロームブロックを含む。

176号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、ローム粒子を含む。

177号ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　非常に軟らかくて粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を多量に含む。

178号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子を含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム主体の層。

183号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

184号ピット
１　浅間Ｂ混土。

185号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

180号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまりサラサラしている。ローム粒子、浅間Ｂ軽石を含む。

181号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまりサラサラしている。ローム粒子、浅間Ｂ軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、浅間Ｂ軽石を少量含む。

182号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子を含む。

186号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

187号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

189号ピット
１　暗褐色土　白色軽石を含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

190号ピット
１　暗褐色土　白色軽石を含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

191号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

192号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
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201号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
２　暗褐色土　小礫を少量含む。

193号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

194号ピット
１　暗褐色土　白色軽石を含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

195号ピット
１　暗褐色土　白色軽石を含む。

196号ピット
１　暗褐色土　白色軽石を含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

197号ピット
１　暗褐色土　白色軽石を含む。

198・199号ピット
１　暗褐色土　小礫含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。
３　１層に軽石含む。
４　暗褐色土　ロームブロック含む。

200号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ローム粒子を含む。
２　黒褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子を少量含む。
３．暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、黄白色粘質土ブロックを

含む。

202号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてサラサラしている。ローム粒子を少量含む。

203号ピット
１　黄褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、黄白色粘質土ブロック

を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。黄白色粘質土ブロックを含む。
３　黄白色土　やや硬くしまり粘性有り。黄白色粘質土を多量に含む。

204号ピット
１　黄褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームを多量に含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を少量含む。

205号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化物を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロックを多量に、炭化物を含む。

206号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化物を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロックを多量に、炭化物を含む。

207号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を含む。
３　黄褐色土　軟らかい。ロームブロックと暗褐色土の混土。

208号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を含む。

209号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を含む。
２　茶褐色土　軟らかい。ロームを主体に暗褐色土を含む。

210号ピット
１　暗褐色土　軽石、焼土粒子を少量、炭化物粒子を微量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。
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212号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

213号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

214号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

215号ピット
１　暗褐色土　白色軽石を含む。

216号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

217号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

218号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

211号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　茶褐色土　軟らかい。ロームブロックを多量に含む。
３　黒褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ローム粒子を少量含む。

223号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

224号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

225号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

220号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

221号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

222号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

219号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

227号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

228号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

233号ピット
１　暗褐色土　白色軽石を含む。

234号ピット
１　暗褐色土　白色軽石を含む。

235号ピット
１　暗褐色土　小礫を少量含む。

236号ピット
１　暗褐色土小礫を少量含む。

237号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子含む。しまり弱い。
２　暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子含む。

229号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

230号ピット
１　暗褐色土　小礫を少量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

231号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

232号ピット
１　暗褐色土　白色軽石を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

226号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。
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239号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子を少量含む。

238号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、焼土粒子を少量含む。

240号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子、白色粒子、炭化物粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子を多量に含む。

241号ピット
１　暗褐色土　硬くしまり粘性有り。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームを主体とする。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロックを少量含む。

242号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまりサラサラしている。ローム粒子、浅間Ｂ軽石を

含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームを多量に含む。

243・244号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子を多量に、炭化物粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロックを多量に含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム主体の層。

245号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性非常に有り。ロームブロック、ローム粒子

を少量含む。

246号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロックを含む。

247号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてサラサラしている。ローム粒子、浅間Ｂ軽石を

含む。

248号ピット
１　暗褐色土　やや硬い。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロックを含む。
３　暗褐色土　やや硬くサラサラしている。ローム粒子を少量含む。
４　暗褐色土　硬くしまり粘性有り。ローム粒子を少量含む。

249号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、ローム

粒子を多量に含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子を少量含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。黄白色粘質土ブロックを含む。
４　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を少量含む。

250号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子、炭化物粒子、

白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロックを含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。黄白色粘質土ブロックを

含む。

251号ピット
１　暗褐色土　軟らかく粘性有り。ローム粒子を含む。
２　黒褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロックを少量含

む。

252号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかく粘性有り。ロームを含む。

253号ピット
１　暗褐色土　軽石を少量、ローム粒子を微量含む。
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254号ピット
１　暗褐色土　軽石を微量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。

255・256号ピット
１　暗褐色土　軽石を含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを少量含む。
３　暗褐色土　軽石を微量、ローム粒子を微量含む。

257号ピット
１　暗褐色土　軽石を少量、ローム粒子を微量含む。

258号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子、白色粒子を少量含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロックを含む。

259号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまりよい。ローム粒子、白色軽石を含む。

260号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子、白色軽石を含む。１層

よりも暗い色調。

261号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　やや硬い。ローム主体の層。
３　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子を含む。

262号ピット
１　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームブロックを多量に含む。
２　暗褐色土　軟らかい。ローム粒子を多量に含む。

263号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子、軽石を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を多く含む。焼土粒子を含む。

264号ピット
１　暗褐色土　軽石、ローム粒子を含む。

265号ピット
１　暗褐色土　炭化物粒子を少量、焼土粒子を微量、軽石、ローム粒子を

含む。

266号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。黄白色粘質土ブロックを含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームを主体とする。

267号ピット
１　暗褐色土　軽石を少量、焼土粒子を微量含む。

268号ピット
１　暗褐色土　しまり弱い。軽石を少量、ローム粒子を微量含む。
２　暗褐色土　ローム粒子を含む。

269号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

270号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子、焼土ブロックを含む。

271号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。
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273号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。黄白色粘質土ブロックを含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。黄白色粘質土ブロックを含む。

上層より暗い色調。

272号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

275号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

274号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

276号ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロックを含む。
277号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
２　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

278号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを含む。
２　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

279号ピット
１　褐色土　ロームが主体。
２　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

280号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

281号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

282号ピット
１　暗褐色土　やや硬く粘性有り。ロームブロック、炭化物粒子、白色軽石を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかく粘性有り。ローム粒子をやや多く含む。
３　黄褐色土　やや硬く粘性有り。ロームブロック主体の層。

283号ピット
１　暗褐色土　やや硬く粘性有り。ロームブロック、炭化物粒子、白色軽石を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかく粘性有り。ローム粒子をやや多く含む。
３　黄褐色土　やや硬く粘性有り。ロームブロック主体の層。

284号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

285号ピット
１　褐色土　暗褐色ブロックを含む。
２　黒褐色土　ロームブロックを含む。

286号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

287号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

288号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

289号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

290号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

291号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
２　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。
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292号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

293号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

294号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

295号ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子をやや多く含む。

298号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子、白色軽石を少量

含む。
２　暗褐色土　軟らかく粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を含む。

296号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

297号ピット
１　暗褐色土　焼土粒子と軽石を少量、ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
３　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

303号ピット
１　灰褐色土　やや硬くサラサラしている。
　　　　　　　浅間Ｂ軽石を含む。

304号ピット
１　暗褐色土　軟らかい。ロームを主体に暗褐色土を含む。

305号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化物粒子。白色粒子を

含む。
２　暗褐色土　軟らかく粘性有り。黄白色粘質土ブロックを含む。

306号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロックを含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム主体の層。

299号ピット
１　暗褐色土　軽石を少量、ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

300号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

301号ピット
１　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子をやや多く含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム主体で暗褐色土を含む。

302号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

307号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子、焼土粒子を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を含む。１層よりも暗い色調。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームを多量に含む。

308号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、炭化物粒子を少量含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム主体で暗褐色土を含む。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ローム粒子を含む。

309号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を少量含む。１層よりも暗い色調。

311号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム主体で暗褐色土を含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。黄白色粘質土ブロックを少量含む。310号ピット

１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロックを含む。
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312号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を少量含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子をやや多くを含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。黄白色粘質土を主体に暗褐色土を含む。

313・314号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を含む。
２　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

315・316号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子、軽石を微量含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを含む。

317号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを含む。

318号ピット
１　黒褐色土　白色軽石を含む。

319号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

322号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

323号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

325号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

328号ピット
１　黒褐色土　白色軽石を含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

330号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を含む。

331号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。黄白色粘質土ブロックを少量含む。

326号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

327号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

329号ピット
１　暗褐色土　軟らかい。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　軟らかい。ローム主体の層。

320号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

321号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

333号ピット
１　黒褐色土　白色軽石を含む。

334号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

338号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
２　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

339号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

335号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

336号ピット
１　黒褐色土　白色軽石を含む。

337号ピット
１　黒褐色土　白色軽石を含む。

332号ピット
１　暗褐色土　焼土粒子を少量、ローム粒子を含む。
２　黒褐色土　白色軽石を含む。
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340号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

341号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

342号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。

344号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子を少量含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム主体の層。

343号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

345号ピット
１　茶褐色土　やや硬くしまる。ロームを主体に暗褐色土を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロックを少量含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまる。ローム主体の層。

346号ピット
１　暗褐色土　硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を含む。

347号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロックを少量含む。

349号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子をやや多く含む。

350号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子、炭化物粒子を少量含む。
２　茶褐色土　やや硬くしまる。ローム主体で暗褐色土を含む。

351号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。

353号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子、ロームブロックを含む。

354号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくしまり良い。粘性有り。ローム粒子を含む。

355号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を含む。

352号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。黄白色粘質土ブロックを含む。
３　黄白色土　軟らかくて粘性有り。暗褐色土を少量含む。

356号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム主体の層。

357号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子を少量含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム主体の層。

360号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム主体の層。

359号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、浅間Ｂ軽石を含む。
２　茶褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム主体の層。
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361号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を含む。
２　茶褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ローム主体の層。

362号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームをやや多く含む。

363号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

364号ピット
１　黒褐色土　白色軽石を含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
３　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

365号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

366号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

367号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

368号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

369号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

370号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。
２　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

373号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

374号ピット
１　黒褐色土　白色軽石を含む。

375・376号ピット
１　黒褐色土　白色軽石を含む。

378号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

377号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。

379号ピット
１　暗褐色土　ロームブロックを多く含む。焼土粒子も

含む。

382号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子を多量に含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームを多量に含む。

383号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。

384号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子、ロームブロックを含む。

380号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量、焼土粒子を微量含む。

371号ピット
１　暗褐色土　ローム粒子、焼土粒を微量含む。

372号ピット
１　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。
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第360図　１区385 ～ 410号ピット
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第４章　発掘調査の記録
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385号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子、ロームブロックを含む。

386号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子を少量含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームを主体に暗褐色土を含む。

387号ピット
１　暗褐色土　やや硬い。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　やや硬い。ローム主体で暗褐色土を含む。

389号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。黄白色粘質土ブロックを含む。

388号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子を含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロックを多量に、暗褐色土を含む。

407号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を含む。

408号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を含む。

410号ピット
１　暗褐色土　やや硬い。ローム粒子を含む。
２　茶褐色土　軟らかい。ローム主体で暗褐色土を含む。
３　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を含む。

409号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を含む。
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第361図　１区411 ～ 423・425 ～ 429号ピット
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第 2節　1区の遺構と遺物
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411号ピット
１　暗褐色土　やや硬い。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を多量に含む。

412号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を含む。

413号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子を含む。
３　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームブロックを多量に含む。

414号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム主体で暗褐色土を含む。

415号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子、焼土粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ローム粒子を含む。

416号ピット
１　黄褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム主体で暗褐色土を含む。

417号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化物粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック 、ローム粒子を含む。

418号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまる。ロームブロック、ローム粒子を含む。

419号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を含む。

420号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を含む。

425号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。黄白色粘質土ブロックを含む。

426号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子を含む。

421号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子、ロームブロックを含む。

422号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子、ロームブロックを含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム主体の層。

423号ピット
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子を含む。
２．暗褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム粒子、ロームブロックを含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム主体の層。
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410

430号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子、炭化物粒子を含む。

431号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を含む。１層より

も暗い色調。

432号ピット
１　暗褐色土　硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブロック、ローム粒子を含む。
３　黄褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームを主体に暗褐色土を含む。

433号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化物粒子、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム主体の層。

434号ピット
１　暗褐色土　やや硬い。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかい。ロームブロック、ローム粒子を含む。

435号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ローム粒子を含む。

436号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまる。ロームを主体に、暗褐色土を含む。

437号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子、白色軽石を含む。
２　黄白色土　やや硬い。黄白色粘質土を主体に暗褐色土を含む。

438号ピット
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまりサラサラしている。ロームブロック、浅間Ｂ軽石を含む。
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（５）溝

　１区からは31条の溝が検出されている。ただしこれら

の溝は、調査段階で同一遺構を複数の遺構として認定し

て番号を付けたりしているために、実際は22条になる。

たとえば、７号溝、18号溝、16号溝、19号溝は同一の溝

である。11号溝、14号溝も同様である。23号溝と27号溝

も一体となった溝になるものと思われる。

　30号溝は４世紀代の住居に伴う可能性があるが、断定

するまでには至らない。１号溝、２号溝、22号溝は中世

に属するものと思われる。その他の溝は古墳時代から平

安時代にかけての溝と思われるが断定するまでには至ら

ない。

　ここでは、調査番号に乗っ取って事実記載を行い、最

後に簡単なまとめで溝の全体を示す。

１・２・３号溝（第366・373図、PL.137・138・300）

１号溝　位置　86Q・R－11、86R－12・13、86Q－13グリッ

ド。南端は調査区外に延びる。南端は２号溝と重複して

不明となるが、状況から前出と考えられる。東端は調査

区域外に延びる。南から約６ｍで東へほぼ直角に折れて、

平面形はＬ字形。２区中世屋敷に関連する区画溝の可能

性が高い。走向方位は南西から北東、直角に東南方向へ

折れての走行である。断面形はＵ字形。底面はやや凸凹

する。両端の比高差は30㎝で、勾配1.9％で東南へ下向

する。上層は黄褐色土で埋まっており、人為的に埋めら

れる。規模は長さ15.5ｍ幅0.7 ～ 1.7ｍ深さ11 ～ 56㎝で

ある。埋没土から（１）の須恵器杯、（２）の手捏ね土器が

出土するが混入であろう。状況から中世以降と考えられ

る。

２号溝　位置　86P－11 ～ 14、86Q－12 ～ 14グリッド。

状況から１号溝より後出と考えられ、３号溝と重複する

が新旧関係不明。東端・南端とも調査区外に延び、南方

の２区２号溝と同一とみられる。東方は３区２号溝へ向

かうが、同一かどうか確実ではない。南から４ｍ程で東

へ鈍角に折れて、平面形はＬ字形。２区中世屋敷を区画

する溝である可能性が高い。底面はほぼ平坦でわずかに

凸凹する。両端の比高差はほとんどなく南西方向へ下向

する。底面中央部を中心に底面近くから多量の円礫が投

棄され、その後黄褐色土と暗褐色土で互層に埋まり、更

に黄褐色土で埋まる。人為的埋没。規模は長さ13.9ｍ幅

3.2 ～ 3.7ｍ深さ83 ～ 110㎝である。礫に混じって在地

系土器片口鉢（10）、同火鉢（９）が出土する。その他、土

師器・須恵器（１～８）が出土するが混入である。出土遺

物から中世に比定される。

３号溝　位置　86P－13・14グリッド。北端は１号溝と

重複して不明となるが新旧関係不明。南端は調査区外に

延びる。南方の２区１号溝が延長線上に位置するが、同

一であるか定かではない。南端は一部西に分岐するが、

平面形はほぼ直線状。走向方位は南西から北東である。

断面形はＵ字形で浅い。底面は凸凹する。両端の比高差

は３㎝で、北東へ下向する。埋没土は暗褐色土でローム

ブロックを含むが、埋没状況不詳。規模は長さ3.3ｍ幅

52 ～ 56ｍ深さ11 ～ 19㎝である。平安時代の遺物が若干

出土する。時期は定かではない。

４号溝（第367図）

位置　86R・S－15・16、86T－15、87A・B－15グリッド

現状では長さ17.4ｍ・幅25 ～ 62cm・深さ約30cmを測る。

北から南西方向への走行である。61号住居の覆土を掘り

こんで構築されていることなどから、５号溝から分岐し

ている可能性が高い。また、65・22・69号住居を壊して

いる。22号住居との関係から判断すると、溝の構築時期

は10世紀以降と考えられる。

５号溝（第367・374図、PL.138）

位置　87A－12 ～ 14、87B－14・15、87C－15グリッド

現状では長さ25ｍ・幅30 ～ 50cm・深さ20 ～ 34cmを測

る。北西から南東方向への走行である。覆土は４層に分

かれた。ロームを含んでいる。55・61・84・14・11号住

居と重複し、各住居の覆土を掘り込んでいる。４号溝と

は87B－15グリッド付近において合流しているものと思

われる。また、南東で18号溝と合流している。４世紀代

のＳ字条口縁台付甕が出土しているが、これは59号住居

に伴うものであろう。10世紀以降の構築と思われる。

６号溝（第368図、PL.138）

位置　87B－9・10グリッド

調査区の北東隅から検出された。現状では長さ2.5ｍ・

幅約50cm・深さ約30cmを測る。北西から南東方向の走行

である。23号住居と重複し、壊している。遺物の出土は

なかったが、平安時代以降の構築と思われる。

７号溝（第368図）

位置　87A－10グリッド
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Ａ
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′

Ｂ
Ｂ′

86Q
-12

86R
-12

86R
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1

3
4

2
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3号溝

０ ５ｍ１: 100

０ １ｍ１:40

第366図　１区１～３号溝
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１号溝
１　黄褐色土
２　にぶい黄褐色土　ややしまり弱くやや粘性あり。
３　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。ローム粒子・焼土粒子・炭化

物粒子を含むが、住居からの混入。
４　暗褐色土　ややしまりやや粘性あり。ローム粒子を多量に含む。



現状では長さ1.5ｍ・幅22 ～ 40cm・深さ30cmを測る。南

西から北東方向への走行と思われ、18号溝の延長の可能

性が考えられる。覆土は３層に分かれた。ローム粒子を

含んでいる。また23号住居セクションＡ－Ａ’の中央部

の１層とセクションＢ－Ｂ’の１層が７号溝の覆土であ

る可能性が高い。住居の覆土を掘りこんで構築されてい

る。また45号住居は７号溝に壊されているものと思われ

る。

８号溝（第367・374図）

位置　86T-13・14グリッド

長さ5.3ｍ・幅30 ～ 34cm・深さ38cmを測る。南西から北

東方向への走行である。46・57号住居を壊している。覆

土から土師器の破片が出土している。南東方向3.5ｍの

所に同規模・同構造の12号溝が存在する。構築時期は不

明である。

９号溝（第369・374図、PL.138・300）

位置　86Q－15・16、86R－16・17グリッド

長さ11ｍ・幅50 ～ 78cm・深さ19cmを測る。北西から南

東方向への走行である。覆土は３層に分かれた。ローム

粒子を含んでいる。土師器の杯と須恵器の甕の破片が出

土している。この他、縄文土器片（加曽利Ｅ式）１点が出

土。

10号溝（第369・374図、PL.138）

位置　86R－15 ～ 17グリッド

長さ9.1ｍ・幅70 ～ 80cm・深さ23cmを測る。北東から南

西への走行である。覆土は２層に分かれた。３層は16号

溝の覆土になり、16号溝に壊されている。須恵器の甕の

破片が出土している。南東約2.3ｍの所にほぼ併行して

走行する11・13・14号溝が存在する。11・13・14号溝は

部分的に途切れているものの同一の遺構になるものと思

われ、10号溝と一体の遺構であろう。

11号溝（第369図）

位置　86Q－16・17、86R－16グリッド

現状では長さ5.4ｍ・幅40 ～ 50cm・深さ21cmを測る。遺

物の出土はなかった。北東約40cmで14号溝が続いている。

走行や規模・形状がほぼ同一であることから、13号溝ま

でを含めた同一の遺構となるものであろう。

12号溝（第367図、PL.139）

位置　86S・T－13・14グリッド

長さ5.7ｍ・幅48 ～ 60cm・深さ56cmを測る。南西から北

東方向への走行である。覆土は３層に分かれたが、人為

的埋土である。遺物の出土はなかった。35・57号住居を

壊している。北西方向3.5ｍの所に同規模・同構造の８

号溝が存在する。構築時期は不明である。

13号溝（第369・374図、PL.139）

位置　86R－15グリッド

現状では長さ1.8ｍ・幅約70cm・深さ10cmを測る。覆土

は１層でロームを含んでいる。覆土からは土師器の台付

甕の台部が出土している。北東から南西への走行で14・

11号溝に続くものとなり、一体とした溝になるものと思

われる。

14号溝（第369図、PL.139）

位置　86R－15・16グリッド

現状では長さ3.1ｍ・幅42 ～ 58cm・深さ27cmを測る。覆

土は３層に分かれた。土師器片が出土している。北東か

ら南西への走行で、13・11号溝に繋がる溝になるものと

思われる。

15号溝（第369図、PL.139）

位置　86R－16グリッド

現状では長さ1.5ｍ・幅30 ～ 40cm・深さ14cmを測る。南

北走行である。16号溝と重複し、壊されている。覆土は

２層に分かれた。ローム粒子・焼土粒子を含んでいる。

遺物の出土はなかった。

16号溝（第369図、PL.138・139）

位置　86Q－17、86R－16・17、86S－15・16グリッド

現状では長さ12.5ｍ・幅20 ～ 38cm・深さ12cmを測る。

南西から北東方向への走行である。10・15号溝を壊し

ている。覆土は２層に分かれた。ロームを含んでいる。

土師器の破片が出土している。北東方向に存在する19・

18・７号溝とは、走行や規模などがほぼ同一であること

から、同一の溝になるものと思われる。

17号溝（第369・374図）

位置　86S－18・19グリッド

長さ4.7ｍ・幅約70cm・深さ18cmを測る。北東から南西

方向への走行である。45号土坑、３号井戸に壊されてい

る。覆土から須恵器の椀や羽釜が出土している。

18号溝（第368図、PL.138）

位置　86T－12・13、87A－12グリッド

現状では長さ6.5ｍ・幅25 ～ 41cm・深さ18cmを測る。南

西から北東方向への走行である。９号住居の覆土上層を
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第367図　１区４・５・８・12号溝
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５号溝
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ローム粒子、ロームﾌ ロ゙ックを含む。
　　　　　　　１層より明るい。
３　暗褐色土　ロームとロームﾌ ロ゙ックを含む。
４　暗褐色土とロームとの混土。

12号溝
１　暗褐色土　ローム粒子を多量に含む。
２　暗褐色土　ローム粒子、ロームﾌ ロ゙ックを多量に含む。
３　黒褐色土　ローム粒子を含む。
１～３は人為的埋土。



掘り込んでいることなどから、７号溝に繋がるものと思

われる。また18号土坑を挟んで19号溝があるが、これと

も連続するものであろう。さらに、５号溝が合流してい

る。

19号溝（第368・375図、PL.138）

位置　86T－13・14グリッド

現状では長さ3.2ｍ・幅30 ～ 34cm・深さ18cmを測る。南

西から北東への走行である。覆土からＳ字状口縁台付甕

の台部が出土しているが、これは57号住居に伴うもので

あろう。北東の18号溝、さらに南西方向に存在する16号

溝と同規模であることから、一連の溝になるものと思わ

れる。

20号溝（第369図）

位置　86Q・R－17、86R－18グリッド

調査区外に延びているために全容は不明である。現状で

は、長さ1.9ｍ・幅66cm・深さ22cmを測る。北西から南

東方向への走行である。覆土は基本的に３層に分かれた。

ロームブロックを多量に含んでいる。土師器片が出土し

ている。

21号溝（第369図、PL.138・139）

位置　86R－18・19グリッド

調査区外に延びているために全容は不明である。現状で

は、長さ3.6ｍ・幅92cm・深さ10 ～ 12cmを測る。南西か

ら北東に向かってやや深くなっている。遺物の出土はな

かった。

22号溝（第370・375図、PL.140）

位置　97A－7 ～ 97G－6グリッド。多くの住居と重複す

るが、状況からそれらより後出である。南北端とも調査

区外に延び、南方の２区15・16号溝と同一とみられる。

断面形から２条以上の溝が存在するため、２区15・16号

溝とも一致する。北端の断面では東側の溝が後出となる

が、南端の断面では逆転しており、上層に更に別の溝が

営まれた可能性もある。平面形はほぼ直線状。走向方位

は南西～北東。断面形は２条とも逆台形。底面は平坦で

やや丸みを持つ。両端の比高差は8㎝である。西側の溝

はＡ・Ｂ断面で中位まで一気に暗褐色土で埋まっており、

人為的に埋められた可能性もある。一部で浅間Ｂ軽石層

が観察されるが、層位的に一次堆積ではない。規模は長

さ6.5ｍ幅56 ～ 98ｍ深さ78 ～ 102㎝である。埋没土から

在地系土器鍋鉢類（３・４）、常滑陶器片口鉢（２）が出土

する。出土した中世遺物は14世紀後半から15世紀前半に

わたる。

23号溝（第371・375図、PL.139・140）

位置　97Ｆ ～ J－8 ～ 13グリッド

現状では長さ約35ｍ・幅80 ～ 110cm・深さ26cmを測る。

北西から南東方向への走行である。底面はほぼ平坦であ

る。覆土は３層に分かれた。129号住居と重複し、壊し

ている。また95号土坑と重複しているが、土坑が新しい。

145号住居に接している。覆土からは土師器の高杯や甕

が出土している。この他、縄文土器片（黒浜・有尾式）２

点が出土。南西方向約16 ～ 18ｍの所にほぼ併行して走

行する27号溝が検出されている。その27号溝が97D－10

グリッドでほぼ直角に曲がって北東方向に延びて23号溝

に向かうことから、二つの溝は同一の遺構となっていた

ものと思われる。これらの溝は隣接する綿貫牛道遺跡ま

では延びていないことから、遺跡内で完結しているもの

であろう。

24号溝（第371図）

位置　97C・D－1グリッド

長さ7.8ｍ・幅54 ～ 80cm・深さ10cmを測る。確認面から

底面までは浅かった。底面はほぼ平坦である。北西から

南西方向への走行である。北西端に64・68号土坑と重複

して、壊されている。覆土は２層に分かれた。炭化物粒

子・ロームを含んでいる。須恵器の破片が出土している。

25号溝（第371図）

位置　97E・Ｆ－1・2グリッド

調査区外に延びているために全容は不明である。現状で

は長さ約７ｍ・幅約60cm・深さ14 ～ 18cmを測る。北か

ら南方向への走行である。底面は凹凸がある。覆土は３

層に分かれた。ロームブロックを含んでいる。土師器片

が出土している。

26号溝（第371図、PL.139）

位置　97E・Ｆ－1グリッド

現状では長さ５ｍ・幅20 ～ 50cm・深さcmを測る。北北

東から南南西方向への走行である。90号住居と一部重複

し、壊している。覆土は１層である。ロームブロックを

含んでいる。土師器片が出土している。

27号溝（第372・375図、PL.141）

位置　97D－9 ～ 11、97E－8・9・11・12、97Ｆ－8・12・

13、97G－14グリッド
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０ ５ｍ１: 100
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北西から南東方向へ長さ約27ｍ・幅65 ～ 85cm・深さ13

～ 17cmを測る。途中、約70cm途切れている箇所がある。

さらに溝は97D－10グリッドにおいてほぼ直角に曲がり、

北東方向へ約15ｍ延びる。覆土は２層に分かれた。ロー

ムブロックを多量に含んでいる。北西端で152号土坑と

重複、161・196号住居と重複している。196号住居を壊し、

161号住居、152号土坑に壊されている。北東方向に存在

する23号溝と一体の遺構である。北東隅で約3.2ｍの開

口部が認められる。

28号溝（第372図、PL.141）

位置　97E8・9、97Ｆ－9、97H－12・13グリッド

北西から南東方向への走行であるが、部分的に検出され

ている。北西部分では長さ4.7ｍ・幅約25cm・深さ５cm

を測り、南東部分では長さ11.5ｍ・幅25 ～ 50cmを測る。

覆土からは土師器の破片が出土している。

29号溝（第371図）

位置　97A－4・5、97B－5グリッド

現状では長さ約４ｍ・幅60 ～ 110cm・深さ11cmを測る。

北西から南東方向への走行である。186号住居よりも新

しいが、全容は確認できていない。覆土は２層に分かれ

た。炭化物粒子とロームを含んでいる。土師器片が出土

している。底面はやや凹凸がある。

30号溝（第371・375図、PL.141）

位置　97E・Ｆ－5グリッド

現状では長さ3.3ｍ・幅134cm・深さ12 ～ 20cmを測る。

北から南への走行である。底面は東側に向かってやや深

くなっている。覆土は３層に分かれた。ロームを含んで

いる。Ｓ字状口縁台付甕の台部が出土している。140号

住居に壊されていること、覆土から４世紀代の土器が出

土していること、さらに溝の形状と東約３ｍのところに

４世紀代の住居である136号住居が存在することなどか

ら、この住居に伴う外周溝になるものであろうか。ただ

し、住居の北側や東側には溝が認められないことから、

断定するまでには至らない。

31号溝（第371図）

位置　97A－5・6グリッド

長さ約４ｍ・幅40 ～ 80cm・深さ13cmを測る。西から東

への走行である。覆土は３層に分かれた。ロームを含ん

でいる。土師器片が出土している。

第368図　１区５～７・18・19号溝

第 2節　1区の遺構と遺物
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７号溝
43P　暗褐色土　ローム粒子を含む。
44P　①　暗褐色土　ローム粒子を含む。
   　②　褐色土　ローム主体。
７号溝
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。43号ピットより明るい。
２　褐色土　ローム粒子を含む。１と３の中間的色調。
３　黒褐色土　ローム粒子を含む。
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９
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９
号
溝

１
　
暗
褐
色
土
　
ロ
ー
ム
粒
子
を
含
む
。

２
　
暗
褐
色
土
　
ロ
ー
ム
粒
子
を
多
く
含
む
。

３
　
暗
褐
色
土
　
ロ
ー
ム
粒
子
、
ロ
ー
ム
ﾌ

ロ゙
ッ
ク
を
多
く
含
む
。

10
号
溝

１
　
暗
褐
色
土
　
ロ
ー
ム
粒
子
を
含
む
。

２
　
暗
褐
色
土
　
ロ
ー
ム
粒
子
を
含
む
。

３
　
暗
褐
色
土
　
ロ
ー
ム
粒
子
、
焼
土
粒
子
を
含
む
。

13
号
溝

１
　
暗
褐
色
土
　
ロ
ー
ム
と
ロ
ー
ム
ﾌ

ロ゙
ッ
ク
を
含
む
。

14
号
溝

１
　
暗
褐
色
土
　
ロ
ー
ム
粒
子
を
含
む
。

２
　
暗
褐
色
土
　
ロ
ー
ム
粒
子
の
混
入
が
１
層
よ
り
や
や

少
な
い
。

３
　

暗
褐

色
土
　

ロ
ー

ム
粒

子
、

ロ
ー

ム
ﾌ

ロ゙
ッ

ク
を

含
む
。

15
・
16
号
溝

15
号
溝

１
　
暗
褐
色
土
　
ロ
ー
ム
粒
子
、
焼
土
粒
子
を
含
む
。

２
　
暗
褐
色
土
　
ロ
ー
ム
粒
子
を
多
量
に
含
む
。

16
号
溝

１
　
暗
褐
色
土
　
ロ
ー
ム
粒
子
を
含
む
。

２
　
暗
褐
色
土
　
ロ
ー
ム
と
ロ
ー
ム
ﾌ

ロ゙
ッ
ク
を
含
む
。

20
号
溝

１
　
暗
褐
色
土
　
ロ
ー
ム
粒
子
を
含
む
。

２
　
暗
褐
色
土
　
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
量
に
含
む
。

３
　
暗
褐
色
土
　
２
ｂ
層
は
ロ
ー
ム
粒
子
と
焼
土
粒
子
を

含
む
。
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
量
に
含

む
。
２
層
よ
り
多
い
。
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22号溝（SPA-A′）
１　黒褐色土　浅間Ｂ軽石混土。粒子細かい。
２　黒褐色土　１層に近いが粒子がより粗い。
３　浅間Ｂ軽石層
４　暗褐色土　しまり弱い。
５　暗褐色土　しまり弱い。ロームブロックを含む。
６　黒褐色土　しまり強い。
７　暗褐色土　しまり弱い。ロームブロックを多く含む。
８　黒褐色土　ローム粒子、微量含む。

９　黒褐色土　しまり強い。
10　黒褐色土　しまり弱い。ロームブロックを含む。
11　暗褐色土　しまり強い。軽石を含む。
12　暗褐色土　しまり弱い。軽石を少量含む。
13　暗褐色土　ローム粒子を含む。小礫を微量含む。
14　暗褐色土　小礫を少量含む。
15　暗褐色土　粘性強い。礫を含む。
16　暗褐色土　粘性強い。砂粒を多く含む。

22号溝（SPB-B′）
１　浅間Ｂ混土層と軽石を含む、暗褐色土層と互層。
　　下部に硬化面が有る。
２　黒褐色土　１層に近いが粒子がより粗い。
３　暗褐色土　軽石を少量、小礫を微量含む。
４　暗褐色土　しまり強い。軽石を含む。
５　暗褐色土　しまり弱い。軽石を少量含む。 
６　暗褐色土　ローム粒子を含む。小礫を微量含む。

７　暗褐色土　小礫を少量含む。
８　暗褐色土　粘性強い。礫を含む。
９　暗褐色土　小礫、軽石を含む。
10　暗褐色土　しまり弱い。
11　暗褐色土　軽石を少量含む。
12　黒褐色土　しまり弱い。ローム粒子を微量含む。
13　黒褐色土　ロームブロックを多く含む。
14　黒褐色土　ロームブロックを含む。

22号溝（SPC-C′）
１　浅間Ｂ混土
２　黒褐色土　１層に近いが粒子がより粗い。
３　暗褐色土　小礫、軽石を含む。
４　黒褐色土　ローム粒子を少量含む。
５　暗褐色土　ローム粒子を含む。小礫を微量含む。  
６　暗褐色土　しまり弱い。
７　暗褐色土　しまり弱い。ロームブロックを含む。
８　黒褐色土　ロームブロックを含む。
９　暗褐色土　粘性強い。ロームブロックを少量含む。
10　暗褐色土　砂粒、軽石を含む。
11　暗褐色土　やや砂質土。小礫を少量含む。
12　暗褐色土　ロームブロックを含む。
13　暗褐色土　やや砂質土。
14　暗褐色土　やや粘性有り。粘土粒子、ローム粒子を含む。
15　暗褐色土　小礫を少量含む。
16　暗褐色土　粘性強い。礫を含む。
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第371図　１区23 ～ 26・29 ～ 31号溝
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23号溝（SPA-A′）
１　暗褐色土　白色軽石を含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多量に含む。
３　暗褐色土　粘土ブロックを含む。

23号溝（SPC-C′）
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　軟らかい。ロームブロック、白色軽石を含む。

24号溝
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ローム粒子、炭化物粒子を含む。
２　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム主体の層。
25号溝
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、白色軽石を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまる。壁の崩れ。
３　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。ロームブロックを多量に含む。
26号溝
１　暗褐色土　やや硬い。ロームブロック、白色軽石を含む。

29号溝
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、炭化

物粒子を含む。
２　黄褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームを

主体に暗褐色土を含む。
30号溝
１　暗褐色土　やや硬くしまる。ローム粒子、

白色軽石を含む。
２　茶褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームを

やや多く含む。
３　黄褐色土　軟らかくて粘性有り。ロームを

主体に暗褐色土を含む。

31号溝
１　暗褐色土　軟らかくてしまり良い。粘性有り。ロー

ム粒子、白色軽石を含む。
２　暗褐色土　やや硬くしまり粘性有り。ロームブ

ロック、ローム粒子を含む。
３　茶褐色土　軟らかくて粘性有り。ローム主体の層。
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第372図　１区27・28号溝
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27号溝（SPA-A′）
１　暗褐色土　ローム粒子を含む。
２　暗褐色土　ロームブロックを多量に含む。

27号溝（SPB-B′）
１　暗褐色土　軽石を少量、ローム粒子を含む。
２　褐色土　ロームブロックを多量、軽石、小礫を含む。



０ 10㎝１:３

０ ８㎝１:４

０ ４㎝１:２

第373図　１区１・２号溝出土遺物

１区１号溝 １区２号溝
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４

11（1/4）

３

５
６

７

８

９（1/4）

10（1/4）

12（1/2）

１

２１

２



０ 10㎝１:３

第374図　１区５・８～ 10・13・17号溝出土遺物

１区５号溝 １区８号溝

１区９号溝

１区10号溝 １区13号溝

１区17号溝
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４

３

２

１

１

１

１

１

１

２



０ 10㎝１:３

０ ８㎝１:４

０ ４㎝１:２

第375図　１区19・22・23・27・30号溝出土遺物

１区23号溝

１区27号溝 １区30号溝

１区19号溝 １区22号溝
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４（1/4）

３

３（1/4）

２

２（1/4）

１

１
１

１

１

５（1/2）



０ 10㎝１:３

０ ４㎝１:２

（６）遺構外出土遺物（第376 ～ 378図、PL.300・301）

　住居や土坑、溝の覆土中から出土した縄文土器片も遺

構外として扱った。縄文時代前期（花積下層式、黒浜・

有尾式、諸磯a・ｂ・ｃ式）、中期（勝坂式、加曽利Ｅ式）、

後期（称名寺式、堀之内式）の土器片が出土している。

第376図　遺構外出土遺物（１）

第 2節　1区の遺構と遺物
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６ ７ ８
９
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18 19

２

１



０ 10㎝１:３

０ ２㎝１:１

０ 12㎝１:６

第377図　遺構外出土遺物（２）
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35（1/6）

41

37

27

4443

36

42

38

39

28

45

40



０ 10㎝１:３
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第378図　遺構外出土遺物（３）
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51
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56
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55

48

60

49

61

59（1/2）58（1/1）



1区1号住居出土遺物

1区2号住居出土遺物

1区3号住居出土遺物

1区4号住居出土遺物

1区5号住居出土遺物

1区7号住居出土遺物
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第238図 1 土師器
杯 1/4 口

底
10.8
8.7

高 3.0 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第238図 1 土師器
杯

口縁部～底部
片

口
底

11.4
7.6 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第238図 2 須恵器
甕

口縁部～頸部
片

細砂粒・片岩/還
元/灰 ロクロ整形、回転右回り。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第238図 1 須恵器
杯

底部～体部下
半片 底 5.6 粗砂粒/還元燻/褐

灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第238図 1 土師器
杯

－
口縁部～体部片

口
稜

18.8
16.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第238図 2 須恵器
蓋

13.3
底部片 底 26.8 細砂粒/酸化/にぶ

い橙 ロクロ整形。

第238図 3 須恵器
羽釜

－　口縁部～胴
部上位片

口
鍔

21.8
26.6

細砂粒/酸化/にぶ
い黄橙 ロクロ整形、回転右回りか。鍔は貼付。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第238図
PL.261 1 土師器

杯
-1.6・13.3
3/5 口 11.5 高 3.4 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第238図 2 土師器
甕

－　口縁部～胴
部下位片 口 23.4 細砂粒・褐色粒/

良好/にぶい橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第238図
PL.261 1 土師器

杯
47.0
ほぼ完形 口 10.8 高 3.6 細砂粒多/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ

削り。

第238図
PL.261 2 土師器

杯

0.7～1.2
口縁部～体部
1/6欠損

口 11.4 高 3.1 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第238図
PL.261 3 土師器

杯
-0.1
1/2 口 11.8 高 3.9 細砂粒/良好/にぶ

い橙 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第238図
PL.261 4 土師器

杯
-5.5・2.3
ほぼ完形 口 12.6 高 3.9 細砂粒/良好/灰黄

褐

口唇部は横撫で、口縁部が撫で、体部から底部は手持ちヘ
ラ削り。内面には螺旋状暗文か、器面磨滅のため単位など
不鮮明。

第238図
PL.261 5 土師器

杯
-0.1
2/5 口 14.0 高 3.7 細砂粒/良好/にぶ

い橙
口縁部は上半が横撫で、下半が撫で、体部から底部は手持
ちヘラ削り。

第238図 6 土師器
杯

-　 口 縁 部 ～
体部1/2 口 12.6 細砂粒/良好/明赤

褐
口唇部は横撫で、口縁部は撫で、体部から底部は手持ちヘ
ラ削り。

第238図 7 土師器　　
杯

3.1
口縁部～底部片 口 12.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削りで、間に撫での部分を

残す。内面撫で。

第238図 8 土師器
杯

1.2・1.4　 口 縁
部～底部片 口 12.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ

削り。

第238図 9 土師器
杯

7.0
1/4 口 11.8 高 3.4 細砂粒/良好/にぶ

い橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第238図 10 土師器
杯

5.1
2/5 口 11.6 高 2.7 細砂粒/良好/明赤

褐
口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り、口縁部
下にわずかに撫で部分が残る。

内面に煤が斑
点状に付着。

第238図
PL.261 11 須恵器

杯
2.0
2/3

口
底

16.8
15.4

高 4.0 細・粗砂粒・角閃
/還元/灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラ削り。体部中位
に段を有す。

第238図 12 須恵器
盤

6.7
1/4

口
底

19.0
14.2

高 5.0 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は手持ちヘラ削り。

第238図
PL.261 13 土師器

高坏
-
脚部片 脚 16.4 細砂粒/良好/にぶ

い橙
内面に輪積み痕が残る。脚部はヘラ削り、裾部は横撫で。
内面脚部はヘラ撫で。

第239図
PL.261 14 須恵器

長頸壺
-　 口 縁 部 ～
胴部上位

口
頸

8.8
5.8

肩 18.8 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。口縁部は胴部に貼付、頸部凸帯
も貼付か。 尖る

第239図
PL.261 15 土師器

甕
-　 口 縁 部 ～
胴部上位片 口 21.0 細砂粒/良好/にぶ

い橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第239図
PL.261 16 埴輪

円筒
2.1　 基 部 ～
第1凸帯片 底 22.0 細砂粒/酸化/にぶ

い黄橙
凸帯は貼付、底面は撫で、体部は縦位のハケ目（1㎝当たり
4本）。

僅かに透孔を
確認。



1区9号住居出土遺物

1区10号住居出土遺物

1区11号住居出土遺物

1区12号住居出土遺物

1区8号住居出土遺物

観察表
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第239図
PL.261 1 土師器

杯
-2.4
完形 口 12.0 高 3.5 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ

削り。
第239図
PL.261 2 土師器

杯
-3.1
口縁部1/4欠損 口 11.5 高 3.7 細砂粒/良好/にぶ

い橙
口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

第239図
PL.261 3 土師器

杯
-3.1　
1/2 口 10.8 高 3.5 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削りか、器面
磨滅のため単位不明。

第239図 4 土師器
杯

0
1/3 口 11.6 高 3.5 細砂粒/良好/にぶ

い橙
口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

第239図
PL.261 5 土師器

杯
-2.6～-0.7　
口縁部～底部片

口
底

14.6
11.0

細砂粒/やや軟質/
橙

口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削りか、器面
磨滅のため単位不明。

第239図 6 須恵器
壺

-　 口 縁 部 ～
胴部上半片 口 11.0 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。頸部と胴部の境にわずかな稜が

巡る。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第240図
PL.261 8 砥石 8 礫砥石 粗粒輝石安

山岩 24.5 20.6 4842.4
背面側に光沢を帯びた摩耗面、裏面側中央に刃ならし
傷。左辺側側縁に稜線が形成されており、側縁も砥石
として使用されている。

挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第239図
PL.261 7 鉄製品

刀子 覆土 関 ～ 刃 部2/3
片 長9.3 幅1.5 厚0.3 重17.5 錆化が進むが内部にわずか金属鉄がのこる。棟・刃側ともに明瞭な関を

持つ。茎は関から1㎝程で破損し端部は錆化する

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第239図
PL.261 17 紡錘車 17 厚型 砥沢石 径4.3 高2.2 49.3 裏面側平坦部周辺を敲打。

挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第239図
PL.261 18 鉄製品

鎌 覆土 刃 部 先 端 側
1/4欠 長12.0 幅3.7 厚0.3 重27.7 長期の使用のためか刃部が擦り減っている、先端は破損とみられるがす

でに錆化している。
第239図
PL.261 19 鉄製品

鎌 覆土 基部側1/4片 長8.7 幅3.5 厚0.4 重40.9 劣化が著しく土砂を巻き込み錆化本体は空洞化しきわめて脆弱なため詳
細な形状は不明。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第240図
PL.261 1 土師器

杯
-
口縁部～体部片

口
稜

14.2
11.7

細砂粒・角閃/良
好/にぶい橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第240図 2 土師器
杯

-　
1/3

口
稜

11.8
12.6

高 4.1 細砂粒・角閃/良
好/にぶい橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第240図 3 土師器
椀

-
口縁部～体部片

口
稜

12.0
12.7

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第240図 4 土師器
甕

4.5
1/5

口
胴

11.6
17.3

高 16.1 細・粗砂粒・角閃
/良好/にぶい橙

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第240図
PL.261 5 石製模造品 カマド 臼玉 滑石 径0.7 高0.5 0.4 上下両面は折断後、面を整える程度に研磨。側面中央

が膨らみ、縦位・綾杉様に粗い整形痕を施す。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第240図
PL.261 1 土師器

杯
-0.8
1/2

口
底

11.8
9.6

高 3.3 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第240図
PL.261 2 須恵器

杯
0.7・0.8
2/3

口
底

11.8
7.0

高 3.8 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第240図
PL.261 3 砥石 フク土 切り砥石 砥沢石 4.0 1.8 10.4 四面使用。下端小口部は横位研磨整形。上半部欠損。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第240図
PL.261 1 土師器

杯
0.3
3/4

口
最

16.4
16.8

高 5.9 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

内外面に煤状
の も の が 付
着。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第240図
PL.262 1 土師器

坩
3.7
3/5

口
頸

12.0
8.0

高 6.6 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部から頸部下は横撫で、胴部上半は撫で、下半から底
部は手持ちヘラ削り。内面底部は撫で。

第240図
PL.262 2 土師器

小型丸底壺
3.7
口縁部欠損

胴
底

10.8
3.2 細砂粒/良好/浅黄

外面底部と内面胴部を除き赤色塗彩。口縁部から胴部はヘ
ラ磨き、底部はヘラ削り。内面は口縁部から頸部はヘラ磨
き。

胴部下位に一
対の穿孔、径
3mm。



1区14号住居出土遺物

1区15号住居出土遺物

1区16号住居出土遺物

1区17号住居出土遺物

1区18号住居出土遺物

第4章　発掘調査の記録
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挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第240図
PL.262 3 砥石 3 礫砥石 デイサイト 13.4 （7.6） 567.4 表裏面に光沢を帯びた研磨面。背面側研磨面は窪む。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第240図
PL.262 1 須恵器

杯蓋
26.9
1/2

口
摘

13.8
4.1

高 2.7 細砂粒・角閃/還
元/灰黄褐

ロクロ整形、回転右回り。摘みは貼付、天井部は中ほどま
で回転ヘラ削り。

第240図 2 須恵器
椀

-
1/5

口
底

11.0
6.3

高
台

5.4
6.6 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転撫で。

挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第240図
PL.262 3 銅製品

巡方 覆土 長 2.3幅3.5 厚0.35 重9.1

厚さ0.3㎝のやや湾曲する長方形の外形で、表面では四方に0.2㎝の穴が
あり三か所の穴では金具の足と見られる金属が充足する。裏面では穴は
約0.3㎝と大きく凹みとなっている。長辺は二次加工か、わずかえぐれた
形状を示すが表面が錆化しその加工等の痕跡は観察できない。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第240図
PL.262 1 土師器

杯
1.8
完形 口 12.0 高 3.3 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。 内面に煤が斑

点状に付着。

第241図 2 須恵器
杯蓋

-
1/4

口
摘

12.8
4.9

高 2.3 細砂粒/還元/灰黄 ロクロ整形、回転右回り。摘みは貼付、天井部は中ほどま
で回転ヘラ削り。

第241図 3 須恵器
杯蓋

-
口縁部片 口 18.6 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回りか。天井部は中ほどまで回転ヘラ

削り。

第241図 4 土師器
甕

-2.0　 口 縁 部
～胴部上位片 口 21.8 細砂粒/良好/明黄

褐 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第241図 5 土製品
土錘 2/3 長

径
4.7
1.2

孔
重

0.4
5.9

微砂粒/良好/にぶ
い黄褐 表面は撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第241図
PL.262 1 土師器

杯
-
2/3 口 12.2 高 4.0 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第241図
PL.262 2 土師器

杯
-
1/2

口
稜

11.0
10.5

細・粗砂粒/良好/
橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第241図 3 土師器
杯

2.0
口縁部～体部片 口 11.6 粗砂粒/良好/にぶ

い赤褐 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第241図 1 土師器
甕

1.7　口縁部～
胴部上位片 口 23.6 細砂粒・黄色粒/

良好/にぶい橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第241図 2 土師器
甕

6.2　口縁部～
胴部上位片 口 24.0 粗砂粒・片岩/良

好/明赤褐
口縁部は横撫で、頸部下に撫でが残る、胴部はヘラ削り。
内面胴部はヘラ撫で。

第241図 3 土師器
甕

6.2　口縁部～
胴部上位片

粗砂粒/良好/にぶ
い黄橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第241図 4 須恵器
羽釜

1.6　口縁部～
胴部上位片

口
鍔

22.4
25.2 粗砂粒/酸化/橙 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付、胴部は撫で。内面

胴部はヘラ撫で。
第241図
PL.262 5 須恵器

羽釜
3.0～13.8　口縁
部～胴部中位片

口
鍔

22.6
26.3

細砂粒・角閃/酸
化/にぶい黄橙 鍔は貼付、胴部は縦位のヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第242図
PL.262 6 須恵器

羽釜
1.3～5.0　 口縁
部～胴部下位片

口
鍔

24.4
27.6

細砂粒・粗砂粒/
酸化/にぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。鍔は貼付、胴部は縦位のヘラ削
り後上位を撫で消している。内面は胴部上位にヘラ撫で。

第242図
PL.262 7 須恵器

羽釜
0～5.0　口縁部
～胴部下位片

口
鍔

26.2
30.0

細砂粒・褐色粒/
酸化/にぶい黄橙

鍔は貼付、胴部は縦位のヘラ削り後、中位と下位に横位の
ヘラ削り。内面はヘラ撫で。

第242図 8 須恵器
羽釜

1.0　口縁部～
胴部上半片

口
鍔

23.4
27.6

粗砂粒・角閃・片
岩/酸化/暗褐

鍔は貼付、口縁部横撫で、胴部斜めのヘラ削り。内面は全
面ヘラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第241図 1 須恵器
杯

-
1/3

口
底

13.4
6.0

高 4.2 細砂粒・角閃/還
元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り後ヘラ削りか。

第241図 2 須恵器
杯

3.7
1/4

口
底

13.5
6.0

高 4.2 細砂粒/還元/灰黄 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第242図
PL.262 3 須恵器

皿
10.0
口縁部1/3欠損

口
底

13.6
6.5

高
台

3.0
6.5

細砂粒・褐色粒/
還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸切り。

第242図 4 須恵器
椀

9.2
底部

底
台

7.3
6.2 細砂粒/還元/灰黄 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸切り。

第242図 5 土師器
甕

3.6　口縁部～
胴部中位片

口
胴

18.1
19.7

細砂粒/良好/にぶ
い橙

外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横撫で、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

内面胴部に煤
状のものが付
着。



1区19号住居出土遺物

1区20号住居出土遺物

1区22号住居出土遺物

1区23号住居出土遺物

観察表
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第242図 6 土師器
甕

11.0　口縁部
～胴部下位片

口
胴

19.5
20.7

細砂粒・褐色粒/
良好/にぶい赤褐

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第243図
PL.262 7 土師器

甕
6.0　口縁部～
胴部中位片

口
胴

17.0
19.2

細砂粒・褐色粒/
良好/にぶい橙

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部は上
半がハケ目状ヘラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第243図
PL.263 1 土師器

坩
4.0
2/5

口
頸

15.5
9.7

高 5.9 細砂粒・褐色粒/
良好/橙

口縁部は斜放射状ヘラ磨き（暗文状）、底部（稜下）は手持ち
ヘラ削り。内面は口縁部が斜放射状、底部は放射状ヘラ磨
き（暗文状）。

口唇部の内外
面にごく細い
凹線が巡る。

第243図 2 土師器
器台？

-
身部小片 口 7.7 微砂粒/良好/暗赤

褐 口縁部横撫で、底部はヘラ削りか。 内外面とも赤
色塗彩。

第243図 3 土師器
高坏

3.0
脚部上半

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

脚部内面は黒色処理。外面は丁寧な縦位のヘラ削り、内面
はヘラ撫で。

第243図 4 土師器
壺

-
口縁部～胴部
上位片

口
頸

13.2
19.0

細砂粒/良好/浅黄
橙

口縁部から頸部と頸部下から胴部は縦位のヘラ磨き。内面
は口縁部が横位のヘラ磨き、胴部はヘラ撫で。

内外面とも部
分的に煤が付
着。

第243図
PL.263 5 土師器

甕
-　 口 縁 部 ～
胴部下位

口
胴

12.8
18.0

細砂粒・褐色粒/
良好/にぶい橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第243図
PL.263 1 土師器

杯
-
3/4 口 10.5 高 3.3 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第243図
PL.263 2 土師器

杯
-
1/2

口
稜

9.8
9.8

高 3.5 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。
内面は全面、
外面は一部が
漆塗り。

第243図 3 土師器
杯

-
1/4

口
稜

9.5
11.0

高 4.5 細・粗砂粒・白色
粒/良好/にぶい橙

内面黒色処理。口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持
ちヘラ削り。

第243図 4 土師器
杯

-
口縁部～体部片

口
稜

13.8
14.2

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

内面黒色処理。口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持
ちヘラ削り。

第243図 5 土師器
蓋

-
1/4

口
摘

15.5
2.0

高 6.4 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

摘みは貼付か。口縁部は横撫で、天井部は手持ちヘラ削り
後雑なヘラ磨き。内面中央は撫で。

小型甕、小型
の壺、鉢など
に伴う蓋か。

第243図
PL.263 6 土師器

鉢
-
口縁部～体部片

口
稜

14.3
16.0

細砂粒多/良好/に
ぶい橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第243図 7 須恵器
杯 3/5 口

底
13.1
8.6

高 3.3 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第243図 8 土師器
甕

-
口縁部～頸部片

口
最

14.2
19.8

細砂粒・角閃・ガ
ラス質/良好/にぶ
い黄橙

口縁部から頸部は横撫で。内面胴部はヘラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第244図 1 土師器
杯

-　口縁部～体
部1/3片 口 10.9 細・粗砂粒・礫/

酸化/橙 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第244図
PL.263 2 土師器

杯
7.7
完形 口 11.9 高 3.8 細砂粒/良好/明赤

褐
口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り、口縁部
と体部の間に撫で部分が残る。

第244図
PL.263 3 須恵器

杯
0.5　
口縁部1/3欠損

口
底

9.1
4.1

高 3.5 細砂粒・褐色粒/
酸化/にぶい橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第244図 4 須恵器
杯

0.5
1/4

口
底

8.0
5.2

高 3.0 細砂粒・褐色粒/
酸化/にぶい黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第244図 5 須恵器
杯

-
底部 底 5.1 細砂粒/酸化/浅黄

橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第244図 6 須恵器
杯

-
口縁部片 口 10.7 細砂粒/酸化/にぶ

い黄橙 ロクロ整形、回転右回りか。

第244図
PL.263 7 須恵器

椀
20.0・31.0
4/5

口
底

11.8
6.7

高
台

4.5
6.5

細砂粒・角閃/酸
化/浅黄橙 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸切り。

第244図 8 須恵器
椀

5.5　底部～体
部片

底
台

7.2
8.8

細砂粒/酸化/にぶ
い黄橙 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転撫で。

第244図
PL.263 9 須恵器

羽釜
-0.5　口縁部
～胴部下位片

口
鍔

22.8
26.8

細砂粒/酸化/にぶ
い赤褐 鍔は貼付、胴部は縦位のヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第244図 10 須恵器
羽釜

2.6　口縁部～
胴部上位片

口
鍔

19.6
24.8

細砂粒/酸化/にぶ
い赤褐 ロクロ整形。鍔は貼付、胴部は斜めのヘラ削り。

第244図 11 須恵器
甑

3.7
底部片 底 21.6 細砂粒/酸化/灰白 ロクロ整形、回転右回りか。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第244図
PL.263 1 土師器

杯
5.1
5/6 口 12.5 高 3.8 細砂粒/良好/にぶ

い橙
口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り。 内面漆塗り。



1区24号住居出土遺物

1区25号住居出土遺物

1区30号住居出土遺物

1区31号住居出土遺物

1区32号住居出土遺物

第4章　発掘調査の記録
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第244図
PL.263 2 土師器

杯
-
3/4 口 12.0 高 3.5 細砂粒/良好/にぶ

い橙
口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

第244図
PL.263 3 土師器

杯
1.1
1/2 口 12.4 高 4.2 細砂粒/良好/にぶ

い橙
口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

第244図 4 土師器
杯

-
口縁部～底部片 口 12.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ

削り。

第244図 5 土師器
杯

4.9
口縁部～体部片 口 12.4 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削りか、器面

磨滅のため単位など不明。

第244図 6 土師器
杯

-
口縁部～体部片 口 12.6 細砂粒/良好/明赤

褐
口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

第244図 7 土師器
杯

4.6
1/3 口 13.8 高 3.9 細砂粒/良好/にぶ

い橙
口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

第244図 8 土師器
甕

8.6　口縁部～
胴部上位片 口 14.8 細砂粒/良好/にぶ

い橙
口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第244図 9 土師器
甕

3.4　口縁部～
胴部上位片 口 14.0 細砂粒/良好/にぶ

い橙
口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第244図 10 須恵器
杯

15.6
1/4

口
底

15.3
13.5

高
台

4.4
10.8 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回りか。高台は貼付、底部と体部下半

は回転ヘラ削り。

第244図 11 須恵器
杯

10.6
1/3

口
底

18.2
13.8

高
台

4.5
13.2 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転ヘラ起

し後周囲を回転ヘラ削り。

内面に煤また
は墨が付着、
付着部分は研
磨状態。

第244図 12 土師器
甕

1.5　口縁部～
胴部上位片 口 23.0 細砂粒・ガラス質

粒/良好/橙
口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。
口唇部下に凹線が1条巡る。

第244図 13 土師器
甕

3.4・3.6　底部
～胴部下位片 底 5.3 細砂粒/良好/明黄

褐 底部、胴部ともヘラ削り。内面はヘラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第245図 1 須恵器
椀

- 
底部

底
台

6.6
5.9

細砂粒・長石/還
元/灰 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸切り。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第245図
PL.263 1 土師器

杯
-0.4
3/4

口
稜

13.2
13.6

高 3.6 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第245図
PL.263 1 須恵器

杯
8.9
3/5

口
底

13.4
5.3

高 4.2 細砂粒・角閃/酸
化/にぶい赤褐

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。器面
やや磨滅。

第245図
PL.263 2 須恵器

椀
8.4
3/5

口
底

14.2
7.6

高
台

4.9
6.2

細砂粒/還元/灰黄
褐 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸切り。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第245図
PL.263 1 須恵器

杯
7.6
完形

口
底

9.7
4.4

高 2.7 細・粗砂粒・褐色
粒/酸化/にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第245図
PL.263 2 須恵器

杯
8.8
完形

口
底

8.9
5.2

高 2.7 細砂粒/酸化/灰黄 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

外面口唇部の
一部、内面口
縁部に煤が付
着、燈明皿。

第245図
PL.263 3 黒色土器

椀
7.6・8.7
3/4

口
底

14.7
7.5

高
台

6.0
7.2

細・粗砂粒・角閃
/酸化/にぶい黄橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底
部は回転糸切りか。内面は放射状ヘラ磨き。

第245図 4 須恵器
杯

25.9
口縁部～体部片 口 14.3 細・粗砂粒・褐色

粒/酸化/にぶい橙
ロクロ整形、回転右回りか。

第245図 5 土師器
甕

2.8
口縁部～頸部片 口 23.0 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ撫で。内面胴部はヘラ撫で。

内面の口縁部
から頸部に煤
が付着。

第245図 6 土師器
甕

7.9　口縁部～
胴部上位片 口 16.7 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
ロクロ整形、回転方向不明。口縁部は横撫で。 ロクロ甕。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第245図
PL.263 1 須恵器

杯
2.0
完形

口
底

11.5
6.3

高 4.2 細・粗砂粒/酸化/
橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第245図 2 須恵器
椀

-
底部～体部下半

底
台

6.7
6.2

細砂粒/酸化/にぶ
い黄橙 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸切りか。

第245図 3 須恵器
椀

-
底部～体部下半

底
台

6.1
6.1

細・粗4砂粒/酸化
/にぶい黄橙 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸切りか。



1区38号住居出土遺物

1区33号住居出土遺物

観察表
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第245図
PL.263 1 土師器

杯
6.7
1/4

口
底

12.1
7.8

高 3.5 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

外 面 底 部 に
「牛」、内面口
縁部に「□口」
の墨書。

第245図 2 土師器
杯

3.8
口縁部～体部片

口
底

11.8
8.2

細砂粒/良好/にぶ
い赤褐 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削りか。

第245図 3 須恵器
椀

-
底部～体部下半

底
台

6.8
5.8

細砂粒・白色粒/
還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸切り。

第245図
PL.263 4 須恵器

皿
-　 口縁部1/2
欠損

口
底

12.5
7.4

高
台

2.8
6.8

細砂粒/還元/灰黄
褐 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸切り。

1区35号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第245図 1 土師器
杯

-
口縁部～底部片

口
稜

14.0
14.2

細砂粒・褐色粒/
良好/明赤褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第245図 2 土師器
甕

-　口縁部胴部
上半片

口
胴

13.7
19.0

細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

内外面の一部
に煤が付着。

第245図 3 土師器
台付甕

-
口縁部～頸部片 口 14.3 細砂粒/良好/灰黄

褐 口縁部横撫で、胴部縦位にハケ目（6）、内面胴部は撫で。

第245図 4 土師器
台付甕

-　口縁部～胴
部上位片 口 13.1 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙 口縁部横撫で、胴部縦位にハケ目（7）、内面胴部はヘラ撫で。

挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第245図
PL.263 5 鉄製品

鎌 - 刃部片 長5.8 幅2.8 厚0.3 重24.9 錆化が進むが内部に金属鉄がのこる。一端は破損し全体形状は不明。

1区36号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第246図
PL.263 1 須恵器

杯
0.9
ほぼ完形

口
底

12.6
6.2

高 4.1 細・粗砂粒・角閃
/酸化/にぶい黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第246図
PL.263 2 須恵器

椀

0.5
口縁部～体部
1/5欠損

口
底

12.1
6.6

高
台

5.0
5.4

細・粗砂粒//酸化
きみ/黄灰 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸切り。

外面底部と内
面は燻し焼成
か。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第246図
PL.264 1 土師器

杯
-　
2/3

口
稜

13.5
13.2

高 4.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第246図
PL.264 2 土師器

杯
-　
1/2

口
稜

13.0
13.6

高 4.6 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第246図
PL.264 3 土師器

杯
-　
4/5

口
稜

12.3
12.2

高 4.2 細・粗砂粒・褐色
粒/良好/にぶい黄
橙

内面黒色処理。口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持
ちヘラ削り。

第246図 4 土師器
杯

15.1
1/2

口
稜

13.0
13.3

高 5.0 細砂粒/良好/にぶ
い橙

内面黒色処理。口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持
ちヘラ削り。

第246図 5 土師器
杯

-　
1/3

口
稜

12.0
12.5

高 3.9 細砂粒/良好/灰黄
褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。 内面に煤付着

カ所あり。
第246図
PL.264 6 土師器

杯
11.8
1/2

口
稜

12.8
13.2

高 4.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第246図 7 土師器
杯

-
口縁部～体部片

口
稜

13.9
14.6

細砂粒/良好/にぶ
い赤褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第246図
PL.264 8 土師器

高坏
3.6・10.4
杯身部3/5

口
稜

18.0
10.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第246図
PL.264 9 土師器

高坏 杯身部 口
稜

17.8
10.1

細砂粒・粗砂粒/
良好/明赤褐

脚部は貼付。口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ち
ヘラ削り。内面底部はヘラ撫で。

第246図
PL.264 10 土師器

高坏
-　
脚部 脚 17.2 細砂粒/良好/橙 杯身はホゾ状の突起をもつ形状か。脚部は外面縦位、内面

横位のヘラ削り、裾部は内外面とも横撫で。
第246図
PL.264 11 土師器

台付短頸壺
13.0
3/4

口
稜

10.0
13.7

底 5.4 細砂粒多/良好/に
ぶい黄橙

脚部は貼付。口縁部横撫で、胴部（稜下）から底部・脚部は
手持ちヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で、脚部上半は撫で。

第246図
PL.264 12 土師器

台付甕
2.7
ほぼ完形

口
脚

18.6
8.1

高
胴

24.1
20.6

細砂粒/良好/浅黄
橙

脚部は貼付。口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り、上半は器
面磨滅のため単位不明、脚部は撫で。内面胴部はヘラ撫で、
脚部は撫で。

外面上半に煤
が付着、内面
底部にはオコ
ゲ状のものが
付着。

1区34号住居出土遺物
挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第245図 1 鉄製品
刀子 長 6.1幅1.6 厚0.2 重8.6 錆化が進み内部は空洞になっている、形状は不明瞭であるが断面形状等

から刀子の破片とみられる。



1区39号住居出土遺物

1区40号住居出土遺物

1区41号住居出土遺物

第4章　発掘調査の記録
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第246図 13 須恵器
杯蓋

-
1/3 口 14.5 高 4.8 細・粗砂粒・角閃・

長石/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。天井部は回転ヘラ削り。

第246図
PL.264 14 須恵器

杯身
3.6
ほぼ完形

口
稜

12.9
14.8

高 3.8 細・粗砂粒・白色
粒/還元/灰 ロクロ整形、回転左回りか。底部は回転ヘラ削り。 底部にヘラ描

き。

第247図
PL.264 15 土師器

甕
-
完形

口
底

23.3
3.0

高 35.3 細・粗砂粒多/良
好/にぶい橙

外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部は横撫で、胴部と底
部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

口縁部楕円形
径20.5×23.3
外面胴部に粘
土付着。

第247図
PL.264 16 土師器

甕
-
ほぼ完形

口
底

21.5
5.0

高 38.0 細・粗砂粒・角閃
/良好/にぶい赤褐

口縁部から頸部は横撫で、胴部と底部はヘラ削り。内面胴
部はヘラ撫で。

第247図
PL.265 17 土師器

甕
-
ほぼ完形

口
底

18.5
5.6

高 34.3 細・粗砂粒・礫・
角閃/良好/にぶい
黄橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第247図
PL.265 18 土師器

甕
29.3　 底部～
胴部下位1/4欠

口
底

19.3
3.7

高 35.0 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部から頸部は横撫で、胴部と底部はヘラ削り。内面胴
部はヘラ撫で。

第248図
PL.265 19 土師器

甕
19.5～24.6　底
部～胴部下位 口 19.9 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙
口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第248図
PL.265 20 土師器

甕

8.6　
胴 部 下 半1/3
欠損

口
底

19.3
3.3

高 35.2 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい橙

口縁部から頸部は横撫で、胴部と底部はヘラ削り。内面胴
部はヘラ撫で。

外面胴部下位
に擦れた痕跡
あり、竈装着
時の痕跡か。

第248図 21 土師器
甕

14.1　 口縁部
～胴部上位片 口 17.4

細・粗砂粒・角閃・
長石/良好/にぶい
橙

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第248図 22 土師器
甕

12.0・23.5　 口縁
部～胴部上位片 口 21.6 細・粗亜流・角閃

/良好/橙
口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第248図
PL.266 23 土師器

甑
12.0～16.4
3/4

口
底

23.2
10.2

高 23.4 細砂粒/良好/赤褐
内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横撫で、胴
部はヘラ削り後中位から下位は縦位のヘラ磨き。内面胴部
はヘラ撫で後下半に縦位のヘラ磨き。

第246図 24 土製品
土錘

-
ほぼ完形

長
径

8.3
1.2

孔
重

0.4
11.8 微砂粒/良好/橙 表面は撫で。

第246図 25 土製品
土錘

-
1/2

長
径

3.4
1.3

孔
重

0.5
5.7

微砂粒/良好/にぶ
い黄褐 表面は撫で。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第246図
PL.266 26 石製品 26 楕円礫 二ッ岳軽石 10.4 9.2 227.0 背面側に径5cmを測る凹み部。凹み部は敲打後、粗く

面整形を施す。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第249図 1 土師器
杯

11.0
体部～底部 稜 6.4 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第249図
PL.266 2 土師器

台付甕

5.1
口縁部～胴部
上位片

口 12.8 微砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部横撫で、胴部は縦位のハケ目(9)。内面胴部はヘラ
撫で。

内面は頸部か
ら下位に煤が
付着。

第249図
PL.266 3 土師器

坩
1.6
口縁部欠損

底
胴

3.4
11.0

高 9.8 微砂粒・ガラス質
粒/良好/にぶい赤
褐

口縁部から胴部はヘラ磨き、底部はヘラ削り。内面は口縁
部から頸部はヘラ磨き、胴部は撫でか。

胴部中ほどよ
りやや下位に
径6㎜の小孔
あり。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第249図
PL.266 1 土師器

杯
18.8
4/5 口 11.7 高 3.1 細砂粒/良好/にぶ

い橙 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第249図 2 土師器
杯

15.6
口縁部～底部片

口
底

12.0
9.8 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第249図
PL.266 3 土師器

杯
-
1/2 口 13.8 高 3.0 細砂粒/良好/灰褐 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。 内面底部に煤

が付着。

第249図 4 土師器
杯

-
口縁部～底部片

口
稜

16.5
13.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第249図 5 須恵器
杯

-
1/2

口
底

12.8
3.8 高 3.8 細・粗砂粒・角閃

/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第249図 6 黒色土器
短頸壺

33.4
口縁部～胴部
下位片

口
胴

12.4
20.0

細砂粒・褐色粒/
酸化/にぶい橙

内面黒色処理。ロクロ整形か、口縁部横撫で、胴部はヘラ
磨き。内面は全面ヘラ磨き。

外面胴部中位
に帯状に擦れ
で器面不鮮明
カ所あり。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第249図
PL.266 1 土師器

杯
-1.6
ほぼ完形 口 11.2 高 3.4 細砂粒多/良好/明

赤褐 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。



1区44号住居出土遺物

1区45号住居出土遺物

1区42号住居出土遺物

観察表

437

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第249図
PL.266 2 土師器

杯
6.2
4/5 口 11.9 高 3.9 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ

削り。
第249図
PL.266 3 土師器

杯
3.4
ほぼ完形 口 11.4 高 3.3 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第249図
PL.266 4 土師器

杯
-1.4
2/3 口 12.4 高 3.9 細砂粒/良好/にぶ

い橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第249図
PL.266 5 土師器

杯
1.8・1.9
ほぼ完形 口 13.0 高 4.7 細砂粒・粗砂粒少

/良好/橙
口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

第249図
PL.266 6 土師器

杯
1.8
ほぼ完形 口 12.1 高 4.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ

削り。

第249図 7 土師器
杯

-
口縁部～底部片

口
稜

13.0
12.6 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第249図
PL.266 8 土師器

杯
-0.4
完形

口
稜

16.5
13.8

高 4.3 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第249図
PL.266 9 土師器

杯
-0.1・6.2
4/5

口
稜

16.2
13.6

高 3.7 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。

第249図
PL.266 10 土師器

甕
-0.1　 口縁部
～胴部上位 口 22.2 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第249図 11 土師器
甕

-　口縁部～胴
部上位片 口 25.0 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第250図
PL.266 1 土師器

杯
4.3
完形 口 10.8 高 3.8 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第250図 2 土師器
杯 1/4 口 11.7 高 3.3 細砂粒/良好/にぶ

い橙
口縁部は上半が横撫で、下半が撫で、体部から底部は手持
ちヘラ削り。

第250図 3 土師器
盤

6.3
1/3

口
稜

18.9
16.6

高 3.0 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

内外面に煤状
のものが斑点
状に付着。

第250図 4 土師器
杯

-　
口縁部～体部
1/3片

口 15.0 細砂粒/良好/橙 口唇部は横撫で、口縁部から体部・底部は手持ちヘラ削り。
内面は放射状暗文。

内面口唇部に
ごく細い凹線
が巡る。

第250図
PL.266 5 須恵器

杯
4.2
1/2

口
底

14.6
11.2

高
台

4.1
10.2

細砂粒・黒斑/還
元/灰白

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部回転ヘラ削り
後撫で。

第250図 6 須恵器
壺

11.9・14.3
胴部片

頸
胴

14.6
23.7

細砂粒・角閃・長
石/還元/灰

ロクロ整形、外面に平行叩き痕、内面は同心円状アテ具痕
が残る。胴部中位は回転ヘラ削り。

第250図
PL.266 7 土師器

甕

-10.3
口縁部～胴部
上半片

口 24.5
細・粗砂粒・褐色
粒/良好/にぶい黄
橙

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第250図 8 土師器
甕

13.2　 口縁部
～胴部上位片 口 21.8 細砂粒/良好/橙 口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ

ラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第250図 1 土師器
杯

-
1/4

口
稜

11.0
12.2

高 4.0 細砂粒/良好/にぶ
い橙

内面黒色処理。口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持
ちヘラ削り。

第250図 2 土師器
杯

-　口縁部～片
底部片

口
稜

13.7
14.0

細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。 外面の一部に

煤が付着。

第250図 3 土製品
板状品

-
完形

長
幅

4.0
2.7

厚 1.1 細砂粒/良好/橙 不整な半円形、表裏ともヘラ撫で、表面には直線的な4本
の線刻が施されている。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第250図 1 土師器
杯

-
1/4

口
稜

10.2
10.8

高 3.3 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第250図
PL.266 2 土製品

勾玉 完形 長
厚

3.1
1.2

重 7.2 微砂粒/良好/にぶ
い黄褐 表面は撫で。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第250図
PL.266 3 石製模造品 南東部 臼玉 滑石 径0.8 高0.6 0.5 上下両面は折断後、面を整える程度に研磨。側面には

縦位の粗い整形を施す。
第250図
PL.266 4 石製模造品 南東 滑石 径0.8 高0.7 0.5

第250図
PL.266 5 石製模造品 5 有孔円盤 滑石 2.1 2.1 3.6 側縁を研磨・面取り整形。上下両面・側面とも粗い整

形痕を残す。



1区46号住居出土遺物

1区47号住居出土遺物

1区48号住居出土遺物

1区49号住居出土遺物

1区50号住居出土遺物

第4章　発掘調査の記録
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第250図 1 土師器
台付甕

3.8・6.9
胴部上半片

細砂粒/良好/明黄
褐

頸部横撫で、胴部は縦位のハケ目（7）後肩に横位のハケ目。
内面胴部は撫で。

第250図 2 土師器
台付甕

-
脚部片

底
脚

6.2
10.6

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

脚部は胴部に貼付。脚部は外面がハケ目（器面磨滅）、内面
はヘラ撫で。

第250図
PL.266 3 土師器

甕
-　口縁部～胴
部下位片

口
胴

12.2
15.0

細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部は横撫で、胴部は上位が撫で、中位と下位がヘラ削
り。内面胴部はヘラ撫で。

第251図 4 土師器
壺

-
底部

底 12.6 細砂粒・褐色粒/
良好/橙

底部に木葉痕が残る、胴部最下位にハケ目。内面はヘラ撫
で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第251図 1 土師器
杯

-　
口縁部～底部片

口
稜

11.7
12.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

外面稜付近と
内面底部の一
部に煤が斑点
状に付着。

第251図
PL.267 2 黒色土器

皿
-　
3/4

口
底

13.6
6.0

高
台

3.3
6.6

細 砂 粒/還 元/黒
(素地は暗灰）

内外面黒色処理。ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、
口縁部から体部は内外面ともヘラ磨き、底部は回転ヘラ撫
で。

第251図 3 土師器
高坏

-　
脚部片 細砂粒/良好/橙 脚部は外面が縦位のヘラ磨き。内面はヘラ撫で。

第251図 4 黒色土器
長頸壺

-　
口縁部片 口 12.8 細砂粒/酸化/明赤

褐
内面黒色処理、二次被熱を受けているか。ロクロ整形か、
内面は横位のヘラ磨き。

第251図 5 土師器
甕

-
口縁部～胴部片 口 13.2 微砂粒/良好/明赤

褐
口縁部横撫で、胴部はハケ目（8）。内面は頸部にハケ目が
残る、胴部はヘラ撫で。

第251図 6 土師器
短頸壺

4.0　口縁部～
胴部上半片 口 12.9 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第251図
PL.267 7 磨石 7 楕円礫 粗粒輝石安

山岩 25.8 16 6530.0 背面側平坦面に摩耗痕。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第251図 1 土師器
鉢

-
口縁部～体部片 口 21.2 細砂粒/良好/にぶ

い橙
口縁部は横撫で、体部は手持ちヘラ削り。

第251図 2 土師器
甕

-
口縁部～頸部片 口 23.0 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第251図 1 土師器
杯

-　　
1/3

口
稜

11.1
10.9

高 3.2 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第251図 2 土師器
杯

-　　
1/4

口
稜

11.9
10.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第251図 3 土師器
杯

2.5
口縁部～体部片

口
稜

11.9
10.4 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第251図 4 土師器
杯

4.8
2/5

口
稜

12.0
11.6

高 3.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削りか、
稜下は器面磨滅のため詳細不明。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第251図
PL.267 5 石製品 5 二ッ岳軽石 8.6 5.4 64.2 背面側に2ヶ所の集合打痕、中央付近に幅3mmの刀子

様刃器によるキズ。
第251図
PL.267 6 石製品 6 二ッ岳軽石 8.1 5.2 87.0 背面側に幅3mm強を測り、断面Ｖ字状を呈する傷あり。

第251図
PL.267 7 石製品 7 二ッ岳軽石 7.2 3.1 94.9 側縁に刃ならし傷様の横位線条痕あり。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第251図 1 須恵器
杯

-　
1/3

口
底

13.0
6.2

高 3.6 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第251図 2 須恵器
杯

-　
底部～体部片

底 5.8 細砂粒・粗砂粒/
還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第251図 3 須恵器
椀

-　
底部～体部片

底
台

5.8
5.7

細砂粒・粗砂粒/
酸化/にぶい黄橙 ロクロ整形、回転右回りか。底部は回転糸切り、高台は貼付。



1区53号住居出土遺物

1区51号住居出土遺物

1区52号住居出土遺物

観察表
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第252図
PL.267 1 土師器

杯
5.2
ほぼ完形 口 11.2 高 3.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ

削り。
口縁部に歪み
がみられる。

第252図
PL.267 2 須恵器

杯
4.1
3/5

口
底

9.5
5.9

高 3.5 細砂粒・粗砂粒/
酸化/にぶい橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第252図 3 須恵器
杯

-2.6　 口縁部
～底部片

口
底

9.6
6.2

高 3.0 細砂粒/酸化/にぶ
い橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。。

第252図
PL.267 4 土師器

甕
-3.5
4/5

口
底

23.7
8.6

胴 48.6 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、胴部と底部はヘラ削り。内面は底部から
胴部にヘラ撫で。

第252図 5 土師器
甕

0.7　口縁部～
胴部上位片 口 20.6 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第252図 6 須恵器
羽釜

8.3
1/4

口
鍔

20.4
24.3

高
底

8.0
23.7

細砂粒・粗砂粒/
酸化/灰褐

ロクロ整形、回転右回り。内外面に輪積み痕が残る。鍔は
貼付、胴部下半はヘラ削り。

第252図 7 須恵器
羽釜

8.3　口縁部～
胴部上位片

口
鍔

21.6
26.3

細砂粒・粗砂粒/
酸化/にぶい橙

ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付、胴部はヘラ削り。
内面胴部はヘラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第253図
PL.267 1 土師器

杯
16.7
3/4

口
稜

13.2
13.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第253図 2 土師器
杯

15.6　 口縁部
～体部片

口
稜

11.5
11.8

細砂粒/良好・燻/
にぶい橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第253図 3 土師器
杯

3.2
2/5

口
稜

14.4
13.6

高 3.3 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第253図 4 土師器
杯

4.1
1/3

口
稜

13.0
13.0

細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第253図 5 土師器
杯

-
口縁部～体部片

口
稜

15.0
15.2

細砂粒/良好/にぶ
い赤褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第253図 6 土師器
杯

-
1/3

口
稜

14.0
14.2

細砂粒/良好/明黄
褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第253図 7 土師器
杯

3.5
1/4

口
稜

13.0
14.4

高 3.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。 内面に煤が付
着。

第253図 8 土師器
杯

-
口縁部～体部片

口
稜

12.0
11.9 細砂粒/良好/褐灰 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第253図 9 土師器
杯

-
口縁部～底部片

口
稜

12.8
13.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第253図 10 土師器
杯

-
口縁部～底部片

口
稜

14.0
13.6 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第252図 1 土師器
器台

-　受部下位～
脚部上位 細砂粒/良好/橙 受部から脚部はヘラ磨き。内面脚部はヘラ撫で。 脚部上位に透

孔が3カ所。

第252図 2 土師器
器台

1.9
脚部片 脚 12.7 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙 外面は縦位のヘラ磨き、内面はヘラ撫で。 脚部上位に透
孔が3カ所。

第252図 3 土師器
台付甕

9.4　口縁部～
胴部上位片 口 13.8 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部は横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり6本）。内面胴部
は撫でとヘラ撫で。

第252図 4 土師器
甕

6.2
口縁部片 口 16.9 細砂粒/良好/にぶ

い黄褐 内外面とも赤色塗彩。内外面ともヘラ磨き。

第253図 5 土師器
甕

4.3
口縁部片 口 22.6

細砂粒・粗砂粒・
褐色粒/良好/にぶ
い橙

口縁部は折り返し、折り返し下端部に刻み目、口縁部下半
はヘラ磨き、胴部は波状文。

第253図 6 土師器
甕

9.5　口縁部下半
～胴部上位片

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部から胴部は縦位ヘラ磨き。内面は口縁部から頸部が
横位ヘラ磨き、胴部はヘラ撫で。

第253図
PL.267 7 手捏ね土器

椀形
-0.1
完形

口
底

7.3
4.5

高 3.8 細砂粒/良好/にぶ
い黄褐 口縁部から体部は撫で、底部はヘラ撫で。内面は撫で。

第253図
PL.267 8 手捏ね土器

甕形
1.1
完形

口
底

4.6
3.6

高 4.3 細砂粒/良好/淡黄 口縁部から胴部は撫で、底部はヘラ撫で。内面は撫で。

第253図
PL.267 9 手捏ね土器

甕形
-0.5
2/3

口
底

5.0
4.2

高 4.9 細砂粒/良好/褐灰 体部外面雑な撫で、内面撫で。 体部外面に輪
積み痕

第253図 10 手捏ね土器
椀形か 底部～体部片 底 2.6 細砂粒/良好/淡黄

橙 底部はヘラ撫で、体部は撫で。内面は撫で。

第253図 11 手捏ね土器
甕形か

23.9　 底部～
胴部下半片

底 4.1 細砂粒/良好/にぶ
い橙 底部はヘラ削り、胴部はヘラ撫で。内面はヘラ撫で。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第253図
PL.267 12 砥石 12 扁平礫 細粒輝石安

山岩 28.8 23 6100.0 背面側平坦面に光沢面が広がる。線条痕は不明。



1区54号住居出土遺物

1区55号住居出土遺物
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第253図 11 土師器
杯

-　口縁部～底
部片

口
稜

12.2
12.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第253図 12 土師器
杯

-　口縁部～底
部片

口
稜

12.0
12.6 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第253図 13 土師器
杯

-　口縁部～底
部片

口
稜

12.0
12.3

細砂粒/良好/にぶ
い褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第253図 14 須恵器
杯

-　底部～体部
片 底 9.2 細砂粒/還元/褐灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラ起し後回転ヘラ

削り。

第253図 15 土師器
甕

-　口縁部～胴
部片

口
胴

8.6
11.0

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部は横撫で、胴部はハケ
目（1㎝あたり9本）。内面は胴部がヘラ撫で。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第253図
PL.267 16 敲石 16 棒状偏平礫 雲母石英片

岩 16.8 6.6 652.0 小口部下端に打痕・衝撃剥離痕、右側縁に打痕。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第254図 1 土師器
高杯

1.1・2.9
口縁部片 口 21.8 細砂粒/良好/明黄

褐 内面は赤色塗彩。内外面とも放射状ヘラ磨き（暗文状）。

第254図
PL.268 2 土師器

高杯
3.9・4.5
1/3

口
脚

20.8
13.8

高 12.4 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

杯身部、脚部とも放射状ヘラ磨き。内面は杯身部口縁部が
放射状、底部が横位のヘラ磨き、脚部は上半がヘラ撫で。

脚部中位に透
孔が3カ所。

第254図
PL.268 3 手捏ね土器

甕形
12.7
口縁部1/2欠損

口
底

6.8
4.0

高 4.9 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。内
面体部下位に指頭痕が残る。

第254図
PL.268 4 土師器

台付甕
5.8・6.1
1/2

口
脚

14.6
9.2

高
胴

28.7
23.0

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

脚部端部は内側に折り返し。口縁部は横撫で、胴部から脚
部上半はハケ目（1㎝あたり6本）。内面胴部は撫で。

内面脚部に砂
粒を多く含む
粘土が貼付。

第254図
PL.268 5 土師器

台付甕
3.9・5.9　口縁
部～胴部下位

口
胴

14.6
24.8

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部は横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり6 ～ 8本）、内面
胴部は撫で。

第254図 6 土師器
台付甕

3.9・5.9
脚部片 脚 9.6 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
端部は内側に折り返し。脚部上半にハケ目（1㎝あたり9本）、
内面はヘラ撫で。

第254図 7 土師器
鉢 口縁部～体部片 口 10.0 細砂粒/良好/にぶ

い橙
内外面とも赤色塗彩。外面は縦位のヘラ磨き、内面は横位
のへラ磨き。

第254図 8 土師器
壺

口縁部～胴部
上位片 口 13.8 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙

外面は口縁部中位から胴部、内面は口縁部に赤色塗彩。口
縁部上位は横撫で、中位から胴部はヘラ磨き。内面は口縁
部・胴部ともヘラ磨き。

第254図
PL.268 9 土師器

甕

3.7～6.1
口縁部～胴部
上半1/4欠損

口
底

11.4
5.8

高
胴

15.0
16.3

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙

口縁部上半は横撫で、下半から胴部上位はハケ目（1㎝あた
り8本）、胴部中位から下位はヘラ磨き、底部はヘラ磨き。
内面は口縁部がハケ目後横撫で、胴部はヘラ撫で。

第254図 10 土師器
壺

1.2・4.5
口縁部

口
頸

14.0
6.7

細砂粒/良好/にぶ
い橙

内外面とも放射状ヘラ磨き。

第254図 11 土師器
壺

6.1・6.3　 口 縁
部～胴部上位片 口 17.0 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部は上半が横撫で、下半がヘラ磨き、胴部はヘラ磨き
か、単位不明。内面胴部はヘラ撫で。

第254図 12 土師器
甕

6.1　
口縁部片 口 14.2 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐 口縁部は上半が横撫で、下半がはヘラ撫で。

第254図 13 土師器
甕

6.1　底部～胴
部下位片 底 7.2 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐
底部はヘラ削り、胴部はヘラ削り後撫で。内面はヘラ撫で
後底部にヘラ磨き。

第254図 14 土師器
甕

6.1・6.9　 底 部
～胴部下位片 底 7.2 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐
底部はヘラ削り、胴部はハケ目（1㎝あたり8本）。内面はヘ
ラ撫で後ヘラ磨き。

挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第254図
PL.268 15 鉄製品

鏃 15 刃部 長5.0 幅3.1 厚0.2 重10.1 有頸腸抉柳葉鏃、錆化が進んでいる。矢柄とみられる植物が錆化し残る。

第254図
PL.268 16 鉄製品

鏃 16 刃部 長4.4 幅2.3 厚0.2 重4.6 有頸腸抉柳葉鏃、錆化が進んでいる。矢柄とみられる植物が錆化し残る。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第255図
PL.267 1 須恵器

杯
4.0
完形

口
底

13.0
6.0

高 3.8 細砂粒・粗砂粒/
酸化/灰褐 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第255図 2 須恵器
杯

8.8
2/5

口
底

12.5
6.6

高 3.4 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第255図 3 須恵器
杯

-
口縁部～底部片

口
底

13.6
6.0

高 3.9 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第255図 4 須恵器
杯

-
1/4

口
底

12.5
5.6

高 3.8 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第255図 5 須恵器
杯

-
口縁部～底部片

口
底

14.1
6.0 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付

が剥落。

第255図 6 須恵器
椀

0.5　口縁部～
底部片

口
底

13.7
7.1

高
台

5.2
6.6 細砂粒/還元/褐灰 ロクロ整形、回転右回りか。底部切り離し技法不明、高台

は貼付。
第255図
PL.267 7 須恵器

椀
2.1・9.4
1/2

口
底

14.2
7.2

高
台

5.6
6.6 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部撫で、高台は貼付。

第255図 8 須恵器
椀

5.0
底部～体部

底
台

6.6
6.4 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。



1区58号住居出土遺物

1区59号住居出土遺物

1区56号住居出土遺物

1区57号住居出土遺物

観察表
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第255図
PL.267 9 須恵器

椀
-　
底部～体部

底
台

7.0
6.6

細砂粒・ガラス質
粒/酸化/にぶい橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第255図 10 須恵器
椀

8.6
底部～体部

底
台

6.8
6.0 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第255図 11 須恵器
椀

-
底部～体部

底
台

6.6
6.2 細砂粒/還元/灰黄 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第255図 12 須恵器
椀

-
底部～体部片

底
台

6.9
6.6 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第255図 13 土製品
土錘 ほぼ完形 長

径
4.3
1.5

孔
重

0.5
10.1

微砂粒/良好/にぶ
い黄褐 表面は撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第256図 1 土師器
短頸壺

-　口縁部～体
部片 口 6.8 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部は撫で。内面は横位のヘラ磨き。

第256図 2 土師器
高杯

-　杯身口縁部
～体部片 口 14.4 細砂粒/良好/明赤

褐 内外面ともヘラ磨き。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第255図
PL.267 1 土師器

杯
-
ほぼ完形

口
稜

11.6
12.3

高 4.6 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。内
面底部にヘラ撫でが残る。

第255図
PL.267 2 土師器

杯
18.8
3/4

口
稜

11.8
12.4

高 4.6 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。内
面底部にヘラ撫でが残る。 内外面燻し。

第255図 3 土師器
杯

-
口縁部～体部片

口
稜

12.6
12.6 細砂粒/良好/灰褐 内面は黒色処理。口縁部横撫で、体部（稜下）は手持ちヘラ

削り。体部は放射状ヘラ磨き（暗文状）。

外面口縁部の
一部に煤が付
着。

第255図 4 土師器
杯

18.3
1/4

口
稜

13.6
14.3

高 3.7 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。内
面底部はヘラ撫で。

第255図 5 土師器
杯

-
1/4

口
稜

13.8
14.6

細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第255図 6 土師器
鉢

3.5・6.1
1/3 口 19.8 高 8.9 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙
口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。内面は
底部から体部にヘラ撫で。

第255図 7 土師器
鉢

0.3
口縁部～体部片 口 20.5 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部は横撫で、体部はヘラ削り後撫で。内面体部はヘラ
撫で。

第255図 8 土師器
甕

3.9　口縁部～
胴部上位片 口 18.6 細砂粒・粗砂粒/

良好/灰黄褐
口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第255図
PL.267 9 石製模造品 9 管玉 珪質頁岩 3.2 0.9 9.7 径3mmを測る孔を両側穿孔。上下両端を破損するほか、

火バネした痕跡が残る。
第255図
PL.267 10 敲石 10 棒状偏平礫 粗粒輝石安

山岩 19.4 7.3 599.0 小口部・側縁に打痕。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第256図 1 土師器
杯

-
口縁部～底部片

口
稜

12.6
13.4

細砂粒/良好・燻/
にぶい橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

 第256図
PL.268 1 土師器

器台
-2.9
脚部1/3欠損

口
脚

9.9
14.0

高 8.8 細砂粒/良好/橙
受部、脚部とも縦位のヘラ磨き。内面は受部に放射状ヘラ
磨き、脚部は上半がヘラ撫で、下半にハケ目がかすかに残
る。

脚部中位に透
孔が4カ所。

第256図 2 土師器
高杯

-
脚部片 脚 12.5 細砂粒/良好/明黄

褐 脚部は縦位のヘラ磨き、内面はヘラ撫で、端部は横撫で。 脚部中位に透
孔が3カ所。

第256図 3 土師器
高杯

-
脚部上位 細砂粒/良好/橙 脚部は縦位のヘラ磨き、内面はヘラ撫で。 脚部中位に透

孔が3カ所。

第256図
PL.268 4 土師器

台付甕
-
2/3

口
脚

11.9
7.4

高 18.1 細砂粒/良好/浅黄
橙

口縁部は横撫で、胴部から脚部上半はハケ目（1㎝あたり7
本）。内面は胴部が撫で、脚部端部は折り返し。

内面脚部に砂
粒の多い粘土
が貼付。

第256図
PL.268 5 土師器

台付甕
0.2
ほぼ完形

口
脚

12.0
8.6

高 21.8 細砂粒/良好/浅黄
橙

口縁部は横撫で、胴部から脚部上半はハケ目（1㎝あたり8
本）。内面は胴部がヘラ撫で、脚部端部は折り返し。

内面脚部に砂
粒の多い粘土
が貼付。

第256図 6 土師器
台付甕

-　口縁部～胴
部上位片 口 11.0 細砂粒/良好/浅黄

橙
口縁部は横撫で、胴部は縦位のハケ目（1㎝あたり7本）後上
位に横位のハケ目。内面は胴部にはヘラ撫で。

第256図 7 土師器
台付甕

-　口縁部～胴
部上位片 口 10.8 細砂粒/良好/浅黄

橙
口縁部は横撫で、胴部は縦位のハケ目（1㎝あたり7本）後上
位に横位のハケ目。内面は胴部にはヘラ撫で。

第256図 8 土師器
台付甕

-
脚部 脚 7.0 細砂粒/良好/にぶ

い橙 端部は内側に折り返し。上半はハケ目（1㎝あたり6本）。
内面脚部に砂
粒の多い粘土
が貼付。



1区60号住居出土遺物

1区61号住居出土遺物

1区62号住居出土遺物

1区63号住居出土遺物

第4章　発掘調査の記録
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第256図 9 土師器
甕

2.8　底部～胴
部下位 底 7.8 細砂粒/良好/浅黄

橙 底部はヘラ削り、胴部はヘラ磨き。内面はヘラ撫で。 外面は全体的
に煤が付着。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第256図 1 須恵器
杯蓋

4.0
摘み 摘 5.2 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転方向不明。摘みは貼付。

第256図 2 須恵器
椀

9.1　底部～体
部下位

底
台

5.8
5.0

細砂粒/還元・燻/
褐灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第256図 1 須恵器
杯

21.1
口縁部～底部片

口
底

12.5
6.6

高 3.6 細砂粒/酸化/にぶ
い橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第256図 2 須恵器
杯

-35.1
底部～体部片 底 6.4 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第256図 3 須恵器
椀

-29.6
底部～体部下位

底
台

7.5
6.6

細砂粒/還元・燻/
褐灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第257図
PL.269 1 須恵器

皿
1.0・3.6
口縁部1/6欠損

口
底

13.9
7.4

高
台

3.9
7.0

細砂粒・褐色粒/
酸化/にぶい黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第257図
PL.269 2 須恵器

椀
-3.2・5.2
口縁部1/5欠損

口
底

16.1
7.7

高
台

6.1
7.3

細砂粒/還元・燻/
褐灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第257図 3 須恵器
椀

13.1
1/2

口
底

16.2
6.6

高
台

5.1
3.3

細砂粒・粗砂粒・
片岩/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第257図 4 須恵器
椀

1.8～10.7
1/3

口
底

15.0
7.6

高
台

5.6
7.2

細砂粒・粗砂粒・
片岩/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第257図 5 須恵器
椀

8.3
1/3

口
底

14.0
7.0

高
台

5.2
6.8 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部切り離し技法不明・高台は

貼付。
第257図
PL.269 6 土師器

甕
6.3～27.5　 口
縁部～胴部下位

口
胴

13.0
14.2

細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第257図 7 土師器
台付甕

4.1
脚部 脚 8.5 細砂粒/良好/にぶ

い褐 脚部内面は黒色化。脚部は貼付、内外面とも横撫で。

第257図 8 土師器
甕

4.8　口縁部～
胴部上位片 口 17.8 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐
内面頸部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横撫で、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第257図 9 土師器
甕

13.8　 口縁部
～胴部上位片 口 18.6 細砂粒/良好/にぶ

い褐
口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第257図 10 土師器
甕

4.6・33.5　口縁
部～胴部上位片 口 19.5 細砂粒/良好/橙 口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ

ラ撫で。

第257図 11 須恵器
甕

13.1　 底部～
胴部下位片 底 13.8 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転右回りか。胴部は下位がヘラ削り。内面

はヘラ撫ででロクロ痕を消している。

第257図 12 須恵器
甑

1.0　底部～胴
部下位片 底 21.0 細砂粒/酸化/にぶ

い黄橙
ロクロ整形、回転方向不明。内面に貫通していない小穴あ
り（4カ所か）。

第257図 13 須恵器
甑

1.0・5.9　 底 部
～胴部下位片 底 18.0 細砂粒/酸化/にぶ

い黄橙
底部から胴部はロクロ整形、回転方向不明。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第258図 14 土師器
羽釜

0.8　口縁部～
胴部下位片

口
鍔

23.4
29.0

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

鍔は貼付、口縁部はヘラ撫で。内面は口唇部ヘラ撫で、口
縁部から胴部はヘラ撫で。

挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第258図
PL.269 15 鉄製品

紡錘車 - 紡輪 径6.0 厚0.4 茎 径0.5 重
22.0 紡軸は上下とも欠損、錆化が進んでいる。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第258図
PL.268 1 土師器

高杯
11.0・14.9
杯身部

口
稜

17.2
12.2

細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

脚部とは接合。杯身部は口縁部横撫で、体部（稜下）から底
部は手持ちヘラ削り。

第258図 2 土師器
高杯

- 
脚部上半

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙 杯身底部と脚部はヘラ磨き。内面は脚部が撫で。

第258図 3 土師器
高杯

15.2
脚部片

細砂粒/良好/にぶ
い褐

内面に輪積み痕が残る。脚部はヘラ磨き、裾部は横撫で。
内面脚部はヘラ撫で。

第258図
PL.268 4 土師器

杯
8.8
3/5

口
稜

12.0
13.0

高 4.6 細砂粒/良好・燻/
にぶい褐

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。内
面はやや不規則な放射状ヘラ磨き

第258図 5 土師器
杯

-
口縁部～体部片 口 13.6 細砂粒/良好/灰黄

褐 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第258図 6 土師器
直口壺

3.8　口縁部～
胴部上位片 口 9.0 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
内面に輪積み痕が残る。口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。
内面胴部はヘラ撫で。

第258図 7 土師器
甕

-　口縁部～胴
部上位片 口 16.6

細砂粒・粗砂粒・
褐色粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部は刷
毛状の痕跡が残るヘラ撫で。



1区64号住居出土遺物

1区65号住居出土遺物

1区66号住居出土遺物

1区68号住居出土遺物

1区69号住居出土遺物

1区70号住居出土遺物

1区71号住居出土遺物

観察表
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第258図 1 土師器
杯

-
2/5

口
稜

9.9
10.7

高 4.1 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部横撫で、体部（稜下）は撫で、底部は手持ちヘラ削り。
内面は底部から体部に雑なヘラ磨き。

第258図 2 土師器
杯

2.0
口縁部～底部片 口 11.2 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第258図 3 土師器
杯

-
1/3

口
稜

14.6
14.6

高 3.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第258図
PL.269 4 土師器

高杯
-8.7
脚部 脚 16.7 細砂粒/良好/にぶ

い橙
脚部はヘラ削り後一部ヘラ磨き、裾部は横撫で。内面はヘ
ラ撫で。

第258図 5 土師器
甑

4.7　口縁部～
胴部上位片 口 23.8 細砂粒/良好/にぶ

い橙
口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面は口縁部
が横位、胴部は縦位のヘラ磨き。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第258図
PL.269 6 石製模造品 6 管玉 珪質頁岩 4.7 1.1 3.5 径4mmを測る孔を両側穿孔。裏面側に火バネ痕。

第258図
PL.269 7 砥石 7 切り砥石 砥沢石 3.8 4.6 52.0 上端側に孔を両側穿孔。上面を除く5面で研磨。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第258図
PL.269 1 須恵器

杯
1.4
ほぼ完形

口
底

9.6
6.2

高 3.4 細砂粒・白色粒/
還元/灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は一定方向、体部下位は回
転ヘラ削り。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第259図
PL.269 1 土師器

杯
10.4
完形 口 12.3 高 4.3 細砂粒/良好/にぶ

い橙
口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

内面に漆が付
着か。

第259図 2 土師器
杯

6.2
1/3

口
最

11.4
11.9

高 3.6 細砂粒/良好/橙 口縁部上半は横撫で、下半から体部、底部は手持ちヘラ削
り。

第259図
PL.269 3 須恵器

杯蓋
4.6
完形 口 11.2 高 3.0 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転左回り。天井部中ほどまでは手持ちヘラ

削り後ヘラ撫で。

第259図 4 土師器
甕

-　口縁部～胴
部上位片 口 14.6 細砂粒/良好/にぶ

い橙
口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第259図 1 土師器
杯

-
口縁部～体部片

口
稜

13.4
14.4

細砂粒/良好/明黄
褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第259図 2 土師器
甕

-　口縁部～胴
部上位片 口 14.7 細砂粒/良好/橙 口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ

ラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第258図 1 土師器
台付甕

0.9
脚部片 脚 8.0 細砂粒/良好/にぶ

い橙 端部は内側に折り返し、上半はハケ目。内面は撫で。
内面脚部に砂
粒の多い粘土
が貼付。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第259図
PL.269 1 須恵器

杯
5.4　 口 縁 部
1/5欠損

口
底

15.0
6.0

高 5.7 細砂粒/酸化・燻/
にぶい黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第259図
PL.269 2 須恵器

椀
-
口縁部1/4欠損

口
底

14.2
6.7

高
台

4.9
5.4

細砂粒/酸化・燻/
にぶい黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第259図
PL.269 3 須恵器

椀
-
1/2

口
底

13.2
6.2

高
台

5.6
5.6

細砂粒/酸化・燻/
にぶい橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第259図 4 土師器
甕

-　口縁部～胴
部下位片

口
胴

17.9
19.3

細砂粒・粗砂粒/
良好/暗赤褐 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第259図 5 須恵器
羽釜

4.3　口縁部～
胴部上位片

口
鍔

22.0
23.7

細砂粒/酸化/明赤
褐 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

第259図 6 須恵器
羽釜

5.5
鍔～胴部下位片

鍔
胴

27.1
26.3

細砂粒/酸化/にぶ
い橙 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第260図
PL.269 1 須恵器

椀
0.1
口縁部1/4欠損

口
底

12.8
6.7

高
台

4.9
6.0

細砂粒/還元/にぶ
い黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。外面口縁部に

「○」の墨書。

第260図 2 土師器
甕

3.0
底部～胴部下位 底 3.8 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐 底部は砂底、胴部はヘラ削り。内面はヘラ撫で。

第260図
PL.269 3 須恵器

甑
-
1/3

口
底

30.4
18.0

高
鍔

31.9
32.4 細砂粒/酸化/褐灰 ロクロ整形、回転右回りか。鍔は貼付。胴部下位は横撫で、

内面胴部下位はヘラ撫で。



1区72号住居出土遺物

1区73号住居出土遺物

1区74号住居出土遺物

1区75号住居出土遺物

1区76号住居出土遺物

1区77号住居出土遺物

第4章　発掘調査の記録
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第259図
PL.269 1 土師器

坩
1.5
4/5 口 11.4 高 5.4 細砂粒/良好/浅黄

橙
口縁部と底部から体部は放射状ヘラ磨き（暗文状）、内面は
口縁部が放射状（暗文状）、底部は放射状のヘラ磨き。

第259図 2 土師器
器台

-
脚部上半

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 脚部はヘラ磨き。内面は受部がヘラ磨き、脚部はヘラ撫で。脚部中位に透

孔が3カ所。

第259図 3 土師器
台付甕

-　口縁部～胴
部上位片 口 14.8 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり8本）。内面胴部

は撫で。

第259図 4 土師器
甕

-
口縁部片 口 12.5 細砂粒/良好/浅黄

橙 口唇部は折り返し、口縁部ヘラ磨き。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第260図 1 須恵器
杯

1.5
2/5

口
底

13.8
6.6

高 3.5 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第260図 2 須恵器
椀

4.5
1/4

口
底

13.8
6.8

高
台

5.3
6.0 細砂粒/酸化/褐灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第260図 3 須恵器
椀

3.8
底部～体部下半

底
台

7.4
7.0

細砂粒・粗砂粒/
還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第260図 4 須恵器
椀

7.2
底部

底
台

6.8
6.4

細砂粒/酸化/にぶ
い赤褐 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第260図 5 土師器
甕

6.2　口縁部～
胴部中位片

口
胴

12.6
14.0

細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部は横撫で、胴部はヘラ
削り。内面胴部はヘラ撫で。

第260図 6 土師器
甕

5.0・6.0　 口縁
部～胴部上半片

口
胴

18.4
21.2

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第260図 7 土師器
甕

3.8　口縁部～
胴部中位片

口
胴

20.0
21.6

細砂粒/良好/にぶ
い橙

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第260図
PL.269 8 鉄製品

釘 - 先端側欠損 長5.8 幅2.4 厚0.6 重21.3 頭部は径2.3×2.1、厚0.6㎝の丸い傘型で本体は断面ほぼ正方形の角釘、
錆化が進んでいる。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第261図 1 土師器
高杯

5.9
脚部 脚 7.4 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
脚部から裾部はヘラ磨き、裾部端部は横撫で。内面はヘラ
撫で。

第261図 2 土師器
器台

7.2
脚部上半 細砂粒/良好/ 脚部はヘラ磨き。内面はヘラ撫で。 脚部中位に透

孔が3カ所。
第261図
PL.270 3 土師器

壺
1.3
底部～頸部

底
胴

7.0
26.4 細砂粒/良好/橙 底部はヘラ削り、胴部はヘラ磨き。内面はヘラ撫で。

第261図
PL.270 4 土師器

壺
1.3　底部～体
部胴部上位

底
胴

10.9
29.8

細砂粒・粗砂粒・
片岩/良好/橙

底部はヘラ削り、胴部はハケ目（1㎝あたり6本）。内面はヘ
ラ撫で。

第261図 5 土師器
台付甕

-7.3　 口縁部
～胴部下位1/5

口
胴

12.7
16.0

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり7本）。内面は胴部
が上位撫で、中位と下位はヘラ撫で。

第261図 6 土師器
台付甕

6.6　口縁部～
胴部上位片 口 13.9 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり7本）。内面胴部は
ヘラ撫で。

第261図 7 土師器
台付甕

-　胴部下位～
脚部上半片

細砂粒/良好/灰黄
褐

胴部はハケ目（1㎝あたり7本）、脚部は一部ハケ目。内面は
ヘラ撫で後一部ヘラ磨き、脚部は撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第259図 1 須恵器
椀

29.2
底部

底
台

6.1
6.1

細砂粒/酸化きみ/
にぶい黄褐 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切りか、高台は貼付。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第261図 1 須恵器
杯

24.7
底部～体部 底 5.7 細砂粒/酸化/褐灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 内外面燻し焼

成か。

第261図 2 須恵器
甕

4.7
胴部片

細砂粒/酸化/にぶ
い黄橙 外面は平行叩き痕、内面は同心円状アテ具痕が残る。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第262図
PL.270 1 須恵器

杯
-3.2
2/3

口
底

10.6
5.4

高 3.0 細砂粒/酸化/橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第262図 2 土師器
甕

5.3　口縁部～
胴部中位片

口
胴

20.0
22.0

細砂粒・褐色粒/
良好/にぶい橙

内外面に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横撫で、胴部
はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第262図 3 瓦
平瓦

-0.3
一部片

細砂粒・粗砂粒/
還元/灰白 表面は布目痕が残る、側面はヘラ削りか、裏面はヘラ撫で。



1区82号住居出土遺物

1区84号住居出土遺物

1区83号住居出土遺物

1区80号住居出土遺物

1区86号住居出土遺物

観察表
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第262図 1 土師器
台付甕

13.0
脚部 脚 9.2 細砂粒/良好/橙 脚部は貼付、脚部はヘラ撫で、裾部は横撫で。内面は上半

が撫で、下半はヘラ撫で。

第262図 2 黒色土器
椀

14.8　 底部～
体部下位

底
台

8.7
7.2

細砂粒/酸化/にぶ
い黄橙

内面黒色処理。ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切
り、高台は貼付。

第262図 3 須恵器
羽釜

9.2　口縁部～
胴部上位片

口
鍔

31.8
34.4

細砂粒/酸化/明黄
褐 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第262図
PL.270 4 鉄製品

鎌 1 基部側1/3片 長10.2 幅3.5 厚0.3 重35.1 柄取付部は基部の上半を斜めに折り曲げている。刃中ほどで破損し曲が
り、金属鉄が残っている状態で強い曲げられた状況がうかがえる。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第263図 1 土師器
杯

-
口縁部～底部片

口
底

14.7
10.6

細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第263図 2 土師器
杯

-
1/3

口
底

12.6
6.5

高 4.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

第263図
PL.270 3 須恵器

椀
-
3/4

口
底

12.8
6.2

高
台

5.6
6.0

細砂粒・粗砂粒/
酸化きみ/灰黄褐 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第263図 4 須恵器
椀

-
1/2

口
底

14.0
6.4

高
台

5.0
6.6

細砂粒・粗砂粒/
還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第263図 5 須恵器
椀

-
口縁部～底部片

口
底

13.8
7.0 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部切り離し技法不明、高台は

貼付。

第263図 6 須恵器
椀

-
底部～体部

底
台

7.0
7.0

細砂粒/酸化・燻/
にぶい黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第263図 7 須恵器
椀

-
底部片

底
台

6.7
6.8

細砂粒/還元/にぶ
い黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第263図 8 須恵器
椀

-
底部～体部片

底
台

7.3
6.7 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部切り離し技法不明、高台は

貼付。

第263図 9 土師器
甕

0.4　口縁部～
胴部中位片

口
胴

13.2
15.6

細砂粒/良好/にぶ
い赤褐 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第263図 10 土師器
甕

22.8　 底部～
胴部下位片 底 11.2 細砂粒/良好/橙 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第262図 1 須恵器
甕

底部～胴部下
位片 底 16.3 細砂粒・粗砂粒/

還元/灰白 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第263図 1 土師器
台付甕

14.3
脚部 脚 8.1 細砂粒/良好/灰黄

褐 脚部は貼付、内外面とも横撫で。

第263図 2 土師器
甕

3.9　口縁部～
胴部中位片

口
胴

20.4
20.4

細砂粒・褐色粒/
良好/橙

外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横撫で、
胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第263図 3 土師器
甕

4.4　口縁部～
胴部上位片 口 19.8 細砂粒/良好にぶ

い黄/橙
外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横撫で、
胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第263図 1 土師器
鉢

-
1/2

口
底

14.8
4.4

高 6.6 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部は横撫で、体部から底部はハケ目、内面は底部から
体部がヘラ撫で。

第263図
PL.270 2 須恵器

杯
-
1/4

口
底

10.2
4.8

高 2.9 細砂粒/酸化/にぶ
い黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第263図 3 須恵器
杯

-5.0
底部 底 6.4 細砂粒・褐色粒/

酸化/にぶい黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第263図
PL.270 4 須恵器

椀
-5.1
3/4

口
底

11.4
6.3

高
台

4.4
6.4

細砂粒/酸化/明黄
褐

ロクロ整形、回転右回り。底部切り離し技法不明、高台は
貼付。

第263図 5 須恵器
椀

12.9
1/3

口
底

11.0
6.6

高
台

5.1
7.0

細砂粒/酸化/明黄
褐

ロクロ整形、回転右回り。底部切り離し技法不明、高台は
貼付。

第264図 6 土師器
羽釜

2.0　口縁部～
胴部上位片

口
鍔

22.0
24.7

細砂粒・粗砂粒・
長石/良好/橙

鍔は貼付、口縁部は上半が横撫で、下半は撫で、胴部はヘ
ラ削り。内面は口縁部下半から胴部に撫で。

第264図 7 須恵器
羽釜

15.3　 口縁部
～胴部上位片

口
鍔

18.8
22.0

細砂粒・角閃石/
酸化/にぶい赤褐
～にぶい黄橙

ロクロ整形、回転方向不明。鍔は断面三角形で、丁寧な貼付。



1区87号住居出土遺物

1区88号住居出土遺物

1区89号住居出土遺物

1区90号住居出土遺物

第4章　発掘調査の記録
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第264図
PL.270 1 須恵器

椀
-7.1
1/2

口
底

13.2
5.8

高
台

5.8
5.6

細砂粒・粗砂粒/
還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第264図 2 須恵器
椀

4.3
底部～体部

底
台

5.9
5.7

細砂粒・粗砂粒/
還元/にぶい黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第264図 3 須恵器
椀

-0.1
底部～体部下半

底
台

7.4
6.0 細砂粒/還元/淡黄 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第264図 4 土師器
台付甕

8.0
脚部片 脚 10.0 細砂粒/良好/明赤

褐
端部は内側に折り返し。胴部から脚部上半はハケ目（1㎝あ
たり5本）。

内面は底部、
脚部とも砂粒
の多い粘土を
貼付。

第264図
PL.270 5 須恵器

甑
-2.8～15.2
3　

口
底

32.4
21.2

高 31.4 細砂粒・粗砂粒/
酸化/にぶい黄橙

鍔は貼付、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。底部付
近に貫通していない小孔あり。

第264図 6 須恵器
鉢

-11.6
口縁部～体部片 口 30.8 細砂粒/還元/灰オ

リーブ ロクロ整形、回転方向不明。

第264図
PL.270 7 須恵器

甕
0.9　口縁部～
胴部上位片 口 30.0 細砂粒/還元/暗灰 口縁部はロクロ整形。胴部は叩き痕を撫で消している。内

面は頸部はヘラ撫で、胴部はアテ具痕が残る。

第264図 8 須恵器
甕

-8.8・-16.0
口縁部片 口 51.6 細砂粒・粗砂粒/

還元/灰 口縁部はロクロ整形。

第264図 9 須恵器
甕

-5.0
胴部～頸部片

細砂粒・粗砂粒/
還元/褐灰

口縁部とは頸部にて接合。外面は叩き痕を撫で消している。
内面は同心円状アテ具痕が残る。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第265図 1 土師器
台付甕

3.1　口縁部～
胴部下位片

口
胴

12.8
19.6

細砂粒/良好/明黄
褐

口縁部は横撫で、胴部は（1㎝あたり6本）。内面胴部はヘラ
撫で。

第265図 2 土師器
甕

0.3
底部片 底 10.6 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙 底部は木葉痕が残る。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第265図
PL.270 1 土師器

杯
-
完形

口
稜

12.3
11.2

高 3.7 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第265図 2 須恵器
皿

-2.0・-2.5
1/4

口
底

12.7
5.7

高
台

3.2
5.0

細砂粒/酸化/にぶ
い黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第265図 3 須恵器
椀

5.1
1/4

口
底

11.9
6.8

高
台

5.4
7.0

細砂粒/酸化/にぶ
い黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第265図 4 須恵器
椀

11.3
底部～体部

底
台

6.8
6.0

細砂粒・粗砂粒/
還元/灰白

ロクロ整形、回転右回りか。底部切り離し技法不明、高台
は貼付。

第265図 5 須恵器
椀

-
底部片

底
台

6.5
5.6 細砂粒/酸化/橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第265図 6 須恵器
椀

-　口縁部～胴
部上位片

底
台

6.2
5.0

細砂粒/酸化/にぶ
い黄橙

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部の内外面に回
転糸切り痕が残る。

第265図 7 土師器
甕

-1.1　 口縁部
～胴部上位片 口 18.6 細砂粒/良好/明赤

褐
口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第265図 8 土師器
甕

5.4　口縁部～
胴部上位片 口 21.0 細砂粒/良好/赤褐 口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ

ラ撫で。

第265図 9 土師器
甕

-1.1
口縁部片 細砂粒/良好/橙 外面は基部に4 ～ 5条の凹線が巡る。外面はヘラ磨き、内

面はヘラ撫で。
第265図
PL.270 10 土師器

器台
-
受部～脚部上位 口 7.4 細砂粒/良好/橙 受部は口縁部が横撫で、底部はヘラ削り後撫で、脚部はヘ

ラ磨き。内面脚部はヘラ撫で。
脚部上位に透
孔が3カ所。

第265図 11 土師器
甕

-
口縁部下位片 口 17.4 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
外面は口縁部から胴部にハケ目（1㎝あたり6本）内面は胴部
にヘラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第266図
PL.271 1 土師器

鉢
-1.0
脚部片

口
底

9.4
2.4

高 4.6 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部はヘラ磨き、底部は器面磨滅のため
不明。内面はヘラ磨き。

第266図 2 土師器
鉢

-
1/3 口 9.8 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部はヘラ磨き。

第266図
PL.271 3 土師器

坩
11.0～12.7
3/4

口
底

13.6
4.1

高 7.0 細砂粒/良好/明赤
褐 内外面とも全面的にヘラ磨き。

第266図 4 土師器
器台

-　受部下位～
脚部片 脚 9.8 細砂粒/良好/浅黄

橙
外面と内面の受部は赤色塗彩。脚部はヘラ磨き、内面脚部
はヘラ撫で。

脚部上位に透
孔が3カ所。

第266図 5 土師器
器台

11.1～16.5
脚部下半片 脚 12.4 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙 外面は赤色塗彩。外面はヘラ磨き、内面はヘラ撫で。 脚部中位に透
孔あり。

第266図 6 土師器
高杯

7.3
脚部片 脚 12.2 細砂粒/良好/橙 外面はヘラ磨き、内面はヘラ撫で。 脚部上位に透

孔が3カ所。

第266図 7 土師器
高杯

11.6
脚部片 脚 17.9 細砂粒/良好/橙 外面はヘラ磨き、内面はヘラ撫で。 脚部上位に透

孔が3カ所。
第266図
PL.271 8 土師器

高杯
5.1
杯身部4/5 口 23.2 × 20.3 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
内外面とも器面磨滅のため詳細不明、外面はヘラ磨きが残
る。内面はハケ目後ヘラ磨きか。

口縁部の歪み
大きい。
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第266図 9 土師器
高杯

7.6
口縁部～体部片 口 18.2 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
外面と内面杯身部は赤色塗彩。外面はヘラ磨き、内面は杯
身部がヘラ磨き、脚部はハケ目。

脚部上位に透
孔が3カ所。

第266図 10 土師器
高杯 口縁部～体部片 口 12.8 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
内外面とも赤色塗彩。内外面とも口縁部上半は横位、下半
は縦位のヘラ磨き。

第266図 11 土師器
台付甕

11.6　 口縁部
～胴部上位片 口 11.8 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部は横撫で、胴部は縦位ハケ目後、上位に横位のハケ
目（1㎝あたり7本）、内面胴部は撫で、一部に指頭痕が残る。

第266図 12 土師器
台付甕

12.8　口縁部
下半～頸部片 脚 9.0 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
端部は内側に折り返し。胴部から脚部上半はハケ目（1㎝あ
た5り本）

内面脚部に砂
粒の多い粘土
が貼付。

第266図
PL.271 13 土師器

台付甕
4.0　杯身部～
脚部上位

口
脚

9.6
6.3

高 16.6 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部は撫で、胴部はハケ目後撫で、脚部は撫で。内面口
縁部下半にハケ目が残る。

第266図 14 土師器
壺

3.4～19.6　 口
縁部～頸部片 口 25.0 細砂粒/良好/明赤

褐
頸部にボタン状円盤が貼付、3個1組か。内外面ともヘラ磨
き、外面は口縁部下半にハケ目が残る。

第266図 15 土師器
壺

27.4・32.1　杯
身部口縁部片

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

外面は赤色塗彩。内外面ともヘラ磨き、内面にはハケ目が
残る。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第266図
PL.271 1 土師器

杯
17.5～5.0
ほぼ完形

口
稜

13.7
10.8

高 4.1 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部横撫で、底部（稜下）は手持ちヘラ削り。

第266図 2 土師器
杯

6.2
1/2

口
稜

13.4
13.4 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第266図 3 土師器
杯

9.6
2/3

口
稜

14.2
14.6

高 5.0 細砂粒・白色粒/
良好/にぶい赤褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第266図
PL.271 4 土師器

杯
19.4
完形

口
稜

13.1
13.5

高 5.6 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第266図
PL.271 5 土師器

杯
0.2
ほぼ完形

口
稜

14.2
14.2

高 5.3 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第266図
PL.271 6 土師器

杯
7.0・9.6
口縁部1/4欠損

口
稜

14.8
15.0

高 5.5 細砂粒/良好・燻/
にぶい橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。内
面多底部から体部がヘラ撫で。

第266図 7 土師器
杯

-0.4・6.3
1/3

口
稜

14.4
14.0

高 5.2 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第266図 8 土師器
杯

-
口縁部～底部片

口
稜

12.8
13.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第266図
PL.271 9 土師器

杯
11.4・24.4
一部欠損

口
稜

13.8
13.6

高 4.5 細砂粒/良好・燻/
にぶい橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。内
面多底部から体部がヘラ撫で。

第266図 10 土師器
杯

-0.1
2/3

口
稜

13.8
14.3

細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第266図
PL.271 11 土師器

杯
-0.3
ほぼ完形

口
稜

12.6
12.7

高 3.9 細砂粒/良好/浅黄
橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

内面口縁部の
一部に煤が付
着。

第266図
PL.271 12 土師器

杯
9.6
完形

口
稜

13.2
13.0

高 4.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第266図
PL.271 13 土師器

杯
28.8　 口縁部
～体部1/4欠

口
稜

13.0
13.0

高 5.3 細砂粒/良好/にぶ
い黄褐

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。内
面底部はヘラ撫で。

第267図
PL.271 14 土師器

杯
8.5
完形

口
稜

9.7
10.0

高 3.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.271 15 土師器

杯
6.8・10.9
完形

口
稜

11.5
11.5

高 4.3 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.271 16 土師器

杯
-
口縁部8/1欠損

口
稜

11.1
11.6

高 3.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.271 17 土師器

杯
6.5
完形

口
稜

12.6
12.3

高 4.0 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.271 18 土師器

杯
6.6・9.5　底部
中央径3.0㎝欠

口
稜

11.2
11.5 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。 口縁部に歪み

あり。
第267図
PL.271 19 土師器

杯
12.2
口縁部8/1欠損

口
稜

12.1
12.2

高 4.5 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.271 20 土師器

杯
-13.0～4.8
2/3

口
稜

12.4
12.6

高 4.0 細砂粒/良好/明黄
褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.271 21 土師器

杯
-
2/3

口
稜

11.6
11.3

高 3.9 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.271 22 土師器

杯
105～13.1
ほぼ完形

口
稜

12.1
13.0

高 4.3 細砂粒/良好/浅黄
橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.271 23 土師器

杯
4.9
口縁部1/4欠損

口
稜

12.0
12.2

高 3.4 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.271 24 土師器

杯
5.6
3/4

口
稜

12.3
13.0

高 4.4 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.271 25 土師器

杯
3.8～7.2
4/5

口
稜

12.3
12.3

高 4.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図 26 土師器
杯

10.6
1/2

口
稜

12.1
12.0

高 4.0 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.271 27 土師器

杯
7.4
ほぼ完形

口
稜

12.3
12.0

高 4.3 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第267図 28 土師器
杯

4.5
3/4

口
稜

12.6
12.4

高 4.8 細砂粒/良好・燻/
にぶい橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。内
面底部から体部がヘラ撫で。

第267図
PL.271 29 土師器

杯
22.8
4/5

口
稜

12.4
12.4

高 4.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.271 30 土師器

杯
5.3
口縁部1/4欠損

口
稜

12.5
12.3

高 3.6 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図 31 土師器
杯

21.8・23.7
1/3

口
稜

12.0
12.0

細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.271 32 土師器

杯
6.3・10.2
ほぼ完形

口
稜

12.5
12.6

高 4.6 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図 33 土師器
杯

17.5・19.4
1/2

口
稜

12.2
11.9

高 3.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図 34 土師器
杯

12.1
1/2

口
稜

12.5
12.8

高 4.0 細砂粒・褐色粒/
良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図 35 土師器
杯

10.6
口縁部～体部片

口
稜

11.2
11.2

細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図 36 土師器
杯

6.8・7.0
2/5

口
稜

12.8
12.9

高 4.3 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.271 37 土師器

杯
4.3
ほぼ完形

口
稜

11.7
12.0

高 4.6 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.271 38 土師器

杯
5.3
3/4

口
稜

11.5
11.6

高 4.5 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。内
面底部はヘラ撫で。

第267図
PL.271 39 土師器

杯
12.1
ほぼ完形

口
稜

12.3
12.1

高 3.9 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図 40 土師器
杯

2.5
1/4

口
稜

12.4
12.4 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.271 41 土師器

杯
7.3・12.1
1/2

口
稜

12.5
13.0

高 4.6 細砂粒・褐色粒/
良好/にぶい橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.272 42 土師器

杯
10.2
ほぼ完形

口
稜

12.7
12.8

高 4.5 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図 43 土師器
杯

8.6
口縁部～底部片

口
稜

11.2
11.0

高 4.0 細砂粒・褐色粒/
良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図 44 土師器
杯

10.1
口縁部～体部片

口
稜

12.8
12.6

細砂粒/良好/浅黄
橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.272 45 土師器

杯
5.2～10.5
4/5

口
稜

12.7
12.7

高 4.8 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.272 46 土師器

杯
1.0～6.7
1/2

口
稜

13.3
13.3

高 4.9 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.272 47 土師器

杯
17.0
完形

口
稜

13.2
13.5

高 4.4 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第267図
PL.272 48 土師器

杯
27.5
2/3

口
稜

13.4
13.1

高 4.4 細砂粒・粗砂粒・
角閃石/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第268図 49 土師器
杯

-
1/2

口
稜

12.5
12.6

高 3.7 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第268図 50 土師器
杯

6.6～17.5
2/3

口
稜

12.2
12.6

高 4.0 細砂粒・粗砂粒・
片岩/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第268図
PL.272 51 土師器

杯
2.6～4.6
4/5

口
稜

12.9
13.2

高 3.6 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。 口縁部の歪み

が大きい

第268図 52 土師器
杯

3.9
1/3

口
稜

14.0
14.4 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。 外面の底部に

煤が付着。
第268図
PL.272 53 土師器

杯
-0.6・3.6
4/5

口
稜

13.0
13.0

高 3.5 細砂粒/良好・燻/
にぶい橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。内
面底部から体部がヘラ撫で。

第268図
PL.272 54 土師器

杯
6.2～11.3
1/2

口
稜

13.6
13.9

高 3.8 細砂粒・粗砂粒・
長石/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第268図
PL.272 55 土師器

杯
2.6・6.9
口縁部1/4欠損

口
稜

12.9
12.8

高 3.6 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第268図
PL.272 56 土師器

杯
-1.7
2/3

口
稜

13.6
13.7

高 4.4 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。内
面底部はヘラ撫で。

第268図
PL.272 57 土師器

杯
11.5
4/5

口
稜

13.3
13.2

高 4.7 細砂粒/良好/にぶ
い橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。内
面底部はヘラ撫で。

第268図
PL.272 58 土師器

杯
9.3
1/2

口
稜

13.4
13.3

高 4.3 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。内
面底部はヘラ撫で。

第268図
PL.272 59 土師器

杯
8.0
3/4

口
稜

13.8
13.6

高 3.9 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。内
面底部はヘラ撫で。

第268図
PL.272 60 土師器

杯
-0.1・10.7
ほぼ完形

口
稜

13.1
12.9

高 4.4 細砂粒/良好・燻/
にぶい橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第268図 61 土師器
杯

4.8・9.4
1/2

口
稜

13.8
14.0

高 4.2 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第268図 62 土師器
杯

11.4
1/4

口
稜

12.1
12.0

高 4.0 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第268図
PL.272 63 土師器

杯
12.6
口縁部1/5欠損

口
稜

12.8
13.0

高 4.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第268図
PL.272 64 土師器

杯
0.7・7.0
ほぼ完形

口
稜

12.7
12.3

高 3.7 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。



観察表
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第268図
PL.272 65 土師器

杯
2.4
完形

口
稜

12.9
12.8

高 4.5 細砂粒/良好/明黄
褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第268図 66 土師器
杯

2.8
口縁部～底部片

口
稜

13.0
13.0

細砂粒/良好/にぶ
い黄褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第268図
PL.272 67 土師器

杯
9.6
ほぼ完形

口
稜

12.4
12.9

高 4.4 細砂粒/良好/浅黄
橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第268図
PL.272 68 土師器

杯
-
1/2

口
稜

12.8
13.8

高 4.7 細砂粒/良好・燻/
灰黄褐

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。内
面底部から体部がヘラ撫で。

第268図
PL.272 69 土師器

杯
3.6
口縁部1/4欠損

口
稜

13.0
13.0

高 4.8 細砂粒/良好/にぶ
い黄褐

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。内
面底部はヘラ撫で。

第268図
PL.272 70 土師器

杯
6.2
4/5

口
稜

12.8
12.3

高 4.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面ヘラ撫で。

第268図
PL.272 71 土師器

杯
2.8～6.2
体部一部欠損

口
稜

13.4
13.9

高 4.1 細砂粒/良好/明黄
褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第268図
PL.272 72 土師器

杯
3.6
ほぼ完形

口
稜

12.5
12.5

高 4.9 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第268図
PL.272 73 土師器

杯
-0.1～4.6
完形

口
稜

12.7
12.8

高 4.5 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第268図 74 土師器
杯

10.2
口縁部～体部片

口
稜

12.6
13.1

細砂粒・粗砂粒/
良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第268図
PL.272 75 土師器

杯
-
2/3

口
稜

12.4
13.0

高 5.3 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第268図
PL.272第 76 土師器

杯
10.4・10.9
完形

口
稜

12.6
12.9

高 4.0 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面ヘラ撫で。

第268図 77 土師器
杯

3.6～9.7
口縁部～底部片

口
稜

14.0
14.3 細砂粒/良好/赤褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第268図 78 土師器
杯

7.2
1/3

口
稜

12.6
12.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第268図
PL.272 79 土師器

杯
11.2
ほぼ完形

口
稜

12.6
12.3

高 3.8 細砂粒/良好/灰褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。 外面は燻し焼
成か。

第268図 80 土師器
杯

4.7
口縁部～体部片

口
稜

12.7
13.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第268図 81 土師器
杯

4.3
口縁部～体部片

口
稜

13.2
13.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第269図 82 土師器
杯

5.7
口縁部～体部片

口
稜

13.8
14.1

細砂粒・粗砂粒/
良好/明赤褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第269図 83 土師器
杯

-
口縁部～体部片

口
稜

12.8
13.2

細砂粒・粗砂粒/
良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。 口縁部の一部

に煤が付着。
第269図
PL.272 84 土師器

杯
6.3～10.1
2/3

口
稜

13.4
12.9

高 4.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第269図 85 土師器
杯

-
口縁部～底部片

口
稜

15.5
13.9 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第269図 86 土師器
杯

-
口縁部～体部片

口
稜

12.6
13.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第269図
PL.272 87 土師器

鉢
2.9
完形 口 13.0 高 8.8 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙
内面黒色処理。口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘ
ラ削り。内面は底部から体部はヘラ撫で。

第269図
PL.272 88 土師器

鉢
28.5
口縁部僅かに欠 口 17.6 高 9.5 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙
内面黒色処理。口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘ
ラ削り。内面は底部から体部はヘラ撫で。

第269図
PL.272 89 土師器

鉢
-0.9・13.4
口縁部～体部 口 19.9 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙
口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。内面は
底部から体部がヘラ撫で。

第269図
PL.273 90 土師器

台付短頸壺
1.0～7.0 壺 部
1/2、脚部上位

口
胴

13.2
15.6

細砂粒多/良好/赤
褐

脚部は貼付、壺部口縁部は横撫で、胴部から底部はヘラ削
り、脚部もヘラ削り。内面脚部は撫で。

第269図 91 土師器
台付甕

5.0～7.2
脚部片

脚 12.7 細砂粒・粗砂粒/
良好/赤褐 脚部はヘラ削り、裾部は横撫で。内面は脚部がヘラ撫で。

第269図
PL.273 92 土師器

高杯
3.9～6.1
3/4

口
底

16.8
15.7

高 16.6 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

内面脚部に輪積み痕が残る。杯身部口縁部は横撫で、底部
はヘラ削り、脚部はヘラ削り。内面脚部はヘラ撫で。

第269図
PL.273 93 土師器

有孔鉢
1.3～9.8
ほぼ完形

口 19.2 高
孔

10.2
2.0

細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部は横撫で、体部から
底部は手持ちヘラ削り。内面体部はヘラ撫で。

第269図 94 土師器
甕

6.6～28.4
頸部～底部片

頸
胴

12.2
14.5 細砂粒/良好/橙 口縁部から頸部は横撫で、胴部から底部はヘラ削り。内面

は底部から胴部にヘラ撫で。
第269図
PL.273 95 須恵器

杯蓋
12.2
1/2 口 13.8 高 4.6 細砂粒・粗砂粒/

還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。天井部は回転ヘラ削り。

第269図
PL.273 96 須恵器

短頸壺
9.3
完形

口
底

12.5
7.5

高
胴

7.9
14.5

細砂粒・粗砂粒・
砂岩/還元/灰黄褐

ロクロ整形、回転右回り。底部から胴部の最下位に回転ヘ
ラ削り。

第269図
PL.273 97 土師器

甑
1.5～9.4
2/3

口
底

22.4
6.4

高 27.9 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で、
器面磨滅のため単位不明。

第270図
PL.274 98 土師器

甕
4.3・6.5
ほぼ完形

口
底

16.8
5.2

高
胴

33.1
17.0

細砂粒・粗砂粒/
良好/赤褐

内外面に輪積み痕が残る。口縁部は横撫で、胴部と底部は
ヘラ削り。内面は底部から胴部にヘラ撫で。

第270図
PL.274 99 土師器

甕
6.4～8.8
1/2

口
底

18.0
4.2

高 31.9 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部から頸部は横撫で、胴部から底部はヘラ削り。内面
は底部から胴部にヘラ撫で。

第270図
PL.274 100 土師器

甕
9.4・-17.0
3/4

口
底

19.2
3.6

胴 19.0 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面は底部か
ら胴部にヘラ撫で。

第270図
PL.274 101 土師器

甕
0.1～6.3
4/5

口
底

21.1
5.4

高 30.5 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部は横撫で、胴部と底部
はヘラ削り。内面は底部から胴部にヘラ撫で。
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第271図
PL.273 102 土師器

甕
5.0～18.9
1/2

口
底

17.4
7.0

高 26.2 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙

口縁部から頸部は横撫で、胴部から底部はヘラ削り。内面
は底部から胴部にヘラ撫で。

第271図
PL.273 103 土師器

甕
3.2～14.9 口縁
部～胴部上半片 口 19.9 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい橙
口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第271図
PL.273 104 土師器

甕
1.8～18.8 口縁
部～胴部上半片 口 22.2 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙
口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第271図 105 土師器
甕

-1.2～7.0 口縁
部～胴部上位
片

口 19.2
細砂粒・粗砂粒・
ガラス質粒/良好/
にぶい赤褐

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第271図 106 土師器
甕

-0.9・4.7 口縁
部～胴部上位
片

口 20.4
細砂粒・粗砂粒・
ガラス質粒/良好/
にぶい赤褐

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第271図
PL.272 108 土師器

杯
10.9
ほぼ完形

口
稜

13.8
13.8

高 4.3 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第271図
PL.273 107 砥石 107 礫砥石 粗粒輝石安

山岩 13.3 8.3 958.4 背面側に縦位の刃ならし傷があるほか、小口部上端が
敲打され、敲石として使われている。

PL.274 109 カマド石 - 未固結凝灰
岩 (31.3) 17.1 7100.0 ノミ状の整形痕（幅5cm前後）を明瞭に残す。厚さ14㎝を

測る。右辺側を主体に被熱変色、スス付着。95と接合。
96住-28
と接合

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第272図
PL.274 1 土師器

杯
2.4・26.6
口縁部一部欠損 口 13.2 高 4.9 細砂粒・角閃石・

雲母/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。
内面わずかに
吸炭。口唇部
の欠け顕著

第272図 2 土師器
杯

18.0
1/4 口 13.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 底部に黒斑

第272図
PL.274 3 土師器

杯
-
口縁部一部欠損 口 13.0 高 4.4 細砂粒/やや軟質/

橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 内外面にハゼ
　器面磨滅

第272図 4 土師器
杯

30.3
1/2 口 13.4 高 3.9 細砂粒/良好/にぶ

い橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 内面吸炭

第272図
PL.274 5 土師器

杯
31・5.3
口縁部一部欠損 口 11.6 高 4.5 細砂粒・粗砂粒/

良好/明赤褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 内面にハゼ

第272図
PL.274 6 土師器

杯
2.7～6.8
3/4 口 12.2 高 3.7 細砂粒/やや軟質/

橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 器面磨滅
底部に黒斑

第272図 7 土師器
杯

18.5
1/2 口 7.2 高 3.4 細砂粒/良好/にぶ

い橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。
口縁部外面～
体部内面漆塗
り

第272図
PL.275 8 土師器

鉢
3.4
口縁部一部欠損 口 11.1 高 7.9 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐
口縁部横撫で、体部外面横のヘラ削り、底部一方向のヘラ
磨き、内面撫で。 口唇部磨滅

第272図
PL.275 9 土師器

鉢
4.2～13.0
3/4

口
稜

19.4
19.2

高 7.8 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。 有段口縁部

第272図
PL.275 10 土師器　　

鉢
3.4～5.2
口縁部一部欠損 口 9.4 高 6.9 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙 口縁部横撫で、体部外面横のヘラ削り、内面撫で。 器面磨滅

第272図
PL.275 11 土師器

高杯
-1.7・10.0
3/4

口
脚

17.2
18.0

高 20.3 細砂粒/良好/橙 杯身部口縁部は横撫で、底部から脚部はヘラ削り、裾部は
横撫で。内面は杯身底部にヘラ磨き、脚部はヘラ撫で。

第272図
PL.275 12 土師器

高杯
-1.0
1/2

口
脚

16.5
15.5

高 17.4 細砂粒/良好/橙 杯身部口縁部は横撫で、底部から脚部はヘラ削り、裾部は
横撫で。内面脚部はヘラ撫で。

第272図
PL.275 13 土師器　　

蓋　
-
1/3

高
孔

1.5
0.5

細砂粒/良好/橙に
ぶい赤褐

内外面赤彩か。器面は丁寧なヘラ磨き。摘みは突帯を貼付
後穿孔。

第272図 14 土師器
甕

-13.2～2.9 口 縁
部～胴部上位片 口 18.8 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい黄橙
内面胴部に輪積痕が残る。口縁部は横撫で、胴部はヘラ削
り。内面胴部はヘラ撫で。

第272図
PL.275 15 土師器

甕
0.9～10.4 口縁
部～胴部中位

口
胴

15.2
23.0

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部上半は横撫で、下半から胴部はハケ目（1㎝あたり7
本）、頸部は撫で。内面は口縁部がハケ目、胴部はヘラ撫で。

挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第272図
PL.275 16 銅製品

不詳 - 棒状片 長5.6 幅0.5 厚0.5 重9.0 比較的良好な状態。両端が破損する断面円形の棒状金属製品で全体の形
状・用途は不明。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第272図 1 土師器
杯

-12.5・2.8
1/3

口
稜

12.0
10.4

高 4.4 細砂粒/やや軟質/
橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削りであ
るが、器面磨滅のため単位不明。

第272図 2 土師器
杯

5.7
1/2

口
稜

11.8
10.8

高 4.0 細砂粒/やや軟質/
橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削りであ
るが、器面磨滅のため単位不明。

第272図 3 土師器
杯

4.7
口縁部～底部片 口 12.2 細砂粒・褐色粒/

良好/にぶい橙 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第272図 4 土師器
杯

18.5
1/4

口
底

14.7
8.2

高 3.8 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第273図 5 土師器
高杯

12.5
脚部下位片 脚 15.8 細砂粒/良好/橙 脚部はヘラ削り。裾部は横撫で。内面はヘラ撫で。
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第273図 6 土師器
甕

-10.2　
口縁部～胴部
上位片

口 14.7
細砂粒・粗砂粒・
長石・片岩/良好/
にぶい黄橙

口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第273図
PL.275 7 土師器

甕
-　 口 縁 部 ～
胴部上半片 口 21.0 細砂粒・粗砂粒/

良好/浅黄橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第273図
PL.275 1 土師器

坩
6.9
ほぼ完形 口 10.6 高 5.8 細砂粒/良好/黄褐 口縁部は縦位のヘラ磨き、底部はヘラ削り後部分的にヘラ

磨き。内面は底部・口縁部とも放射状ヘラ磨き。

第273図
PL.275 2 土師器

坩
5.0
2/3

口
底

11.6
1.4

高 6.6 細砂粒/良好/橙 口縁部と体部上半は縦位、下半から底部は横位ののヘラ磨
き。内面も全面ヘラ磨き。

底 部 に 焼 成
後穿孔(径1.2
㎝ )

第273図
PL.275 3 土師器

台付甕
25.5
3/4 口 12.8 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙

口縁部横撫で、頸部～肩部外面左下方向、胴部外面左上方
向の3段ほどのハケ目（1㎝あたり6 ～ 7本）。胴部内面撫で。
脚部外面右下方向のハケ目。脚部天井及び底部内面砂目粘
土で補填。

胴部内面下位
に接合痕

第273図
PL.275 4 土師器

台付甕

6.7・6.9
1/2、脚部下半
欠

口
胴

12.4
17.7

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり6本）、胴部上に横
位の砂粒を観察。内面胴部は撫で。

内面底部と脚
部に砂粒を多
く含め粘土が
貼付。Ｃ類

第273図 5 土師器
甕

26.7
口縁部～頸部片 口 14.8 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
古上深部は横撫で、口縁部は撫で。内面は口縁部下半にハ
ケ目が残る。

第273図 6 土師器
甕

5.0・5.1
口縁部～胴部
上半

口 12.8
細砂粒・粗砂粒・
褐色粒/良好/にぶ
い黄褐

外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部はハケ目後撫で、胴
部はヘラ削り。内面は口縁部がハケ目（1㎝あたり5本）、胴
部はヘラ撫で。

第273図 7 須恵器
杯

-
底部～体部片 底 6.0 細砂粒/酸化/にぶ

い黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 底 部 に 墨 書
「田」か

挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第273図
PL.275 8 鉄製品

刀子 - 破片 長 6.3幅1.3 厚0.45 重8.6 錆化がすすむが内部にわずかに金属鉄が残る、厚みのある刀子の先端部
分の破片、先端は細くとがる。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第273図
PL.276 1 須恵器

杯
7.7
完形

口
底

10.2
5.0

高 3.2 細砂粒/酸化/にぶ
い橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

内外面口唇部
の一部に煤が
付着。燈明皿
に使用か。

第273図
PL.276 2 須恵器

杯
2.9
ほぼ完形

口
底

9.8
6.4

高 2.6 細砂粒/酸化/にぶ
い黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は撫でか、器面磨滅のため
詳細不明。

第273図
PL.276 3 須恵器

杯
2.9
完形

口
底

10.4
5.1

高 3.5 細砂粒/酸化/にぶ
い橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第273図 4 灰釉陶器
椀

-
1/6

口
底

16.2
8.0 緻密/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切りか、高台は貼付

が剥落。内面口唇部に凹線が巡る。
虎 渓 山1号 窯
式期

第274図 5 須恵器
羽釜

-1.2～2.2　 口
縁部～胴部下位

口
鍔

24.4
26.8 粗砂粒/酸化/褐灰 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付、胴部中位から下位

はヘラ削り。

第274図 6 須恵器
羽釜

-0.6～6.8
1/4

口
底

20.8
9.0

高
鍔

23.5
24.9

粗砂粒/酸化/にぶ
い黄橙

ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付、胴部中位から下位
と底部はヘラ削り。

第274図 7 須恵器
羽釜

0.2　口縁部～
胴部中位

口
鍔

19.8
23.5

粗砂粒/酸化/にぶ
い黄橙

ロクロ整形、回転方向不明。外面胴部に輪積み痕が残る。
鍔は貼付。

第274図 8 土製品
土錘

-
完形

長
径

5.5
2.2

孔
重

0.5
23.0

微砂粒/良好/にぶ
い橙 表面は撫で。

挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第274図
PL.276 9 銅製品

巡方 - ほぼ完形 長 2.1幅 2.7厚0.3 重3.7

錆化が進み表面の仕上げ状況等は不明だが孔の外縁の一部には面取りが
みられる。裏側内面3カ所に円形のなだらかな台形状の突起があり脚部の
痕跡とみられる、そのうち2カ所には断面1×2㎜の長方形の金属破片が付
着し脚の破片と考えられる。内面は全体に凹凸が多い、内外面とも金属
表面は劣化し脆弱で加工痕跡や仕上げ状況観察できない。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第274図
PL.276 1 土師器

杯
40.4
3/4

口
底

12.0
8.3

高 3.5 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第274図
PL.276 2 土師器

杯
-
完形

口
底

11.8
8.8

高 3.2 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第274図
PL.276 3 土師器

杯
6.6・7.4
2/3

口
底

11.8
9.0

高 3.3 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第274図 4 土師器
杯

-
口縁部～底部片

口
底

11.8
8.8

細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第274図 5 土師器
杯

-0.6
1/4

口
底

11.8
8.2

高 2.9 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第274図 6 土師器
杯

27.3・29.8
1/3

口
底

10.8
8.0

高 3.1 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第274図 7 土師器
杯

8.1
1/5

口
底

13.0
8.4

高 3.4 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。 外面体部に墨

書、判読不能。

第274図 8 土師器
杯

8.6
1/2

口
底

11.8
9.0

高 3.1 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第274図 9 土師器
杯

19.2
1/4

口
底

11.8
7.0

高 3.8 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第274図 10 土師器
杯

9.4
1/3

口
底

11.2
8.0 細砂粒/良好/褐 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第274図
PL.276 11 須恵器

杯
4.3
3/4

口
底

12.7
8.7

高 2.9 細砂粒・粗砂粒・
砂岩/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第274図
PL.276 12 須恵器

杯
5.9～17.1
2/3

口
底

11.9
6.0

高 3.7 細砂粒・粗砂粒・
長石/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第274図 13 須恵器
杯

-
1/2

口
底

12.0
6.6

高 3.5 細砂粒・粗砂粒・
長石/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第274図 14 須恵器
椀

7.4・16.5
底部

底
台

8.5
8.6

細砂粒・粗砂粒・
長石/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第274図 15 須恵器
椀

9.5
底部

底
台

8.8
9.0 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第274図 16 須恵器
杯蓋

-1.8～1.1
1/3 口 15.8 細砂粒・粗砂粒/

酸化/にぶい橙
ロクロ整形、回転右回りか。天井部は中ほどまで回転ヘラ
削り。

第274図 17 土師器
台付甕

-　脚部～胴部
下位 脚 8.0 細砂粒/良好/明赤

褐
脚部は貼付か。胴部はヘラ削り、脚部は横撫で。内面胴部
はヘラ撫で。

第275図 18 土師器
甕

6.3・7.5　口縁
部～胴部上位片 口 13.4 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐
口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第275図 19 土師器
甕

5.3　口縁部～
胴部中位片

口
胴

10.8
13.0

細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第275図 20 土師器
甕

2.9～31.9 口縁
部～胴部上位片 口 19.2 細砂粒/良好/橙 口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ

ラ撫で。
第275図
PL.276 21 土師器

甕
-3.4～18.6 口縁
部～胴部 下位片

口
胴

19.4
22.2 細砂粒/良好/橙 内面胴部中位に接合痕が残る。口縁部から頸部は横撫で、

胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第275図 22 土師器
甕

11.0　 口縁部
～胴部下位片

口
胴

19.4
23.1

細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第275図 23 土師器
甕

2.5～17.3 口縁
部～胴部下位片

口
胴

20.4
21.8

細砂粒/良好/明赤
褐

内面胴部中位に接合痕が残る。口縁部から頸部は横撫で、
胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第275図
PL.276 24 鉄製品

釘 24 長3.3 幅2.1 厚0.8 重5.5 木材(広葉樹の板目材で厚さ2.5㎝以上)に打ち込まれた状態で木質ととも
に錆化するため詳細な形状は不明。

第275図
PL.276 25 鉄製品

釘 25 長 7.3幅0.7 厚0.3 重9.3
木材(広葉樹の板目材で厚さ3.5㎝以上)に打ち込まれた状態で木質ととも
に錆化するため詳細な形状は不明、一端部を覆う様に布の痕跡が残って
いる。

第275図
PL.276 26 鉄製品

刀子 26 長 21.8幅1.5 厚1.25 
重31.9

茎が長く棟側に明瞭なマチを有する大型の刀子。錆化は進むが一部オリ
ジナルの表面をのこす。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第275図
PL.276 27 砥石 27 礫砥石 粗粒輝石安

山岩 20.3 21.7 3678.8 背面側に著しい研磨面。光沢面には線条痕が残る。

28 カマド石 カマド 未固結凝灰
岩 (42.7) 16.3 7520.0 同上。91住-109と接合。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第276図 1 土師器
杯

-4.4
完形

口
最

10.7
11.2

高 2.5 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

内面黒色処理。口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘ
ラ削り。

第276図 2 土師器
杯

8.0・20.8
1/3

口
稜

12.0
12.0

高 3.6 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。 外面一分に煤

付着。

第276図 3 土師器
杯

-
1/3

口
稜

12.0
12.0

高 3.5 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐 口縁部横撫で、体部（稜下）は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第276図
PL.276 4 土師器

杯
5.4
口縁部1/2欠損

口
稜

12.8
12.6

高 4.9 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第276図
PL.276 5 土師器

鉢
2.5～6.8
2/3

口
稜

18.7
17.7

高 6.8 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい橙

内面黒色処理。口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘ
ラ削り。内面底部から体部はヘラ撫で。

第276図 6 土師器
甕

0.9・12.1 口縁
部～胴部上位片 口 12.0 細砂粒/良好/橙 口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ

ラ撫で。

第276図 7 土師器
甕

-　口縁部～胴
部上位片 口 12.8 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第276図 8 土師器
甕

-　口縁部～胴
部下位

口
胴

19.6
19.4

細砂粒・粗砂粒/
良好/橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第276図 9 土師器
甕

-　
底部～胴部上位

底
胴

5.2
17.0

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい橙

内面胴部に輪積み痕が残る。底部と胴部はヘラ削り。内面
はヘラ撫で。

第276図 10 土師器
鉢

-　口縁部～体
部上位片 口 16.6 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部は横撫で、体部はハケ目（1㎝あたり8本）。内面体部
はヘラ撫で。



1区99号住居出土遺物

1区100号住居出土遺物

観察表
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第276図 11 土師器
有孔鉢

-
底部～体部下位

底
孔

3.6
1.0 細砂粒/良好/橙 底部と体部はヘラ削り。内面はヘラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第276図 1 土師器
杯

7.3
1/5

口
底

12.4
7.6

細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部は横撫で、体部が撫で、体部から底部は手持ちヘラ
削り。

外面体部に墨
書か。

第276図 2 土師器
杯

17.4
1/4

口
底

11.8
6.4

高 3.7 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部横撫で、体部上半撫でで指頭痕が残る、下半から底
部は手持ちヘラ削り。

外面口唇部の
一部に煤が付
着。

第276図
PL.276 3 須恵器

杯
3.8～8.4
ほぼ完形

口
底

13.8
7.5

高 4.1 細砂粒・粗砂粒/
還元/灰オリーブ ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第276図
PL.276 4 須恵器

椀
4.3・13.1
口縁部1/3欠損

口
底

14.0
7.0

高
台

5.6
6.6

細砂粒/酸化/にぶ
い黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第276図
PL.276 5 須恵器

椀
2.5～10.9 口縁部
3/4、高台一部欠

口
底

13.8
6.2

高
台

5.3
5.2

細砂粒・粗砂粒/
還元/灰オリーブ ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。内外面体部に

煤が付着。
第276図
PL.276 6 須恵器

椀
19.5
口縁部2/3欠損

口
底

14.4
7.7

高
台

5.3
7.2

細砂粒・粗砂粒/
還元/浅黄 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転撫で、高台は貼付。

第276図
PL.276 7 須恵器

椀
5.7・20.5
口縁部1/3欠損

口
底

15.0
7.2

高
台

5.2
6.4

細砂粒・粗砂粒/
還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切りか、高台は貼付。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第276図
PL.276 8 砥石 8 礫砥石 デイサイト 20.3 9.3 1714.1 背面側に著しい研磨面。光沢面に線条痕が残る。小口

部は敲打使用。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第277図
PL.277 1 土師器

杯
-
3/5

口
稜

8.4
8.7

高 3.5 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第277図
PL.277 2 土師器

杯
11.5
完形

口
稜

12.8
13.3

高 4.2 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第277図 3 土師器
杯

3.7
1/3

口
稜

13.4
13.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第277図
PL.277 4 土師器

杯
1.5・5.9
3/4

口
稜

12.0
12.7

高 4.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第277図 5 土師器
杯

4.7・5.3
3/5

口
稜

12.8
13.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第277図
PL.277 6 土師器

杯
3.2
ほぼ完形

口
稜

12.0
12.0

高 4.3 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第277図
PL.277 7 土師器

杯
6.8
ほぼ完形

口
稜

12.9
13.2

高 4.3 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第277図
PL.277 8 土師器

杯
-0.5
1/2

口
稜

13.8
14.2

高 4.4 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第277図 9 土師器
杯

5.7
1/3

口
稜

12.8
13.3

細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第277図
PL.277 10 土師器

杯
5.1
3/4

口
稜

12.2
13.5

高 5.8 細砂粒/良好・燻/
にぶい橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第277図
PL.277 11 土師器

甕

3.8
口縁部～胴部
上位1/3欠損

口
胴

14.6
16.9

高 13.8 細砂粒・粗砂粒・
砂岩/良好/にぶい
黄橙

口縁部から頸部は横撫で、胴部から底部はヘラ削り。内面
は底部から胴部にヘラ撫で。

第277図
PL.277 12 土師器

鉢
10.6
3/4

口
胴

10.8
12.4

高 9.9 細砂粒/良好/明黄
褐 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第277図
PL.277 13 土師器

鉢
-3.9・29.7
4/5

口
胴

10.8
12.1

高 7.8 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。内面は
底部から体部がヘラ撫で。

第277図
PL.277 14 土師器

台付甕
5.4・8.3
3/4

口
脚

12.8
12.0

高
胴

15.4
10.2

細砂粒・褐色粒/
良好/黒褐

脚部は貼付。口縁部と脚部は接合。口縁部と裾部は横撫で、
胴部から脚部はヘラ削り。内面は胴部・脚部ともヘラ撫で。

第277図
PL.277 15 土師器

高杯
4.0
裾部欠損

口
稜

18.5
7.5 細砂粒/良好/橙 杯身部は口縁部が横撫で、底部（稜下）がヘラ削り、脚部も

ヘラ削り。内面脚部はヘラ撫で。

第277図 16 土師器
甕

3.5　口縁部～
胴部下位

口
胴

14.0
18.6 細砂粒/良好/橙 口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ

ラ撫で。
外面は全体的
に煤が付着。

第277図 17 土師器
甕

21.2　 底部～
胴部下位 底 5.4 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙 底部と口縁部はヘラ削り。内面はヘラ撫で。

第277図
PL.277 18 土師器

甕
-　口縁部～胴
部下位

口
胴

17.0
22.6

細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横撫で、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第277図 19 須恵器
甕

2.9・7.9　
口縁部～胴部
上位片

口 23.0 細砂粒/還元/灰白
口縁部はロクロ整形。口縁部は断面三角形の凸帯によって
2段に区画、区画内に波状文が巡る。胴部は外面に平行叩き、
内面に同心円状アテ具痕が残る。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第277図
PL.277 20 石製模造品 - 臼玉 滑石 径1.3 高0.6 1.7 上下両面は折断後、面を整える程度に研磨。側面整形

は雑で、縦位の粗い整形痕が残る。
第277図
PL.277 21 石製模造品 - 臼玉 滑石 径1.4 高0.8 2.4 上下両面は折断後、面を整える程度に研磨。側面には

縦位の粗い整形痕。



1区101号住居出土遺物

1区102号住居出土遺物

1区103号住居出土遺物

1区104号住居出土遺物
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第278図
PL.277 1 須恵器

椀
0.8
口縁部一部欠損

口
底

14.6
7.0

高
台

5.6
6.0

細砂粒・粗砂粒・
片岩/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第278図
PL.277 2 須恵器

椀
21.2
完形

口
底

14.0
7.0

高
台

5.2
5.0

細砂粒・粗砂粒・
長石/還元・燻/灰
黄

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切りか、高台は貼付。

第278図
PL.277 3 須恵器

椀
0.7
口縁部2/3欠損

口
底

13.0
7.0

高
台

5.2
5.5

細砂粒・粗砂粒/
酸化/にぶい橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第278図
PL.277 4 須恵器

椀
-
3/5

口
底

14.4
6.8

高
台

5.8
6.2

細砂粒・粗砂粒/
酸化/にぶい橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第278図
PL.277 5 須恵器

椀
13.1
1/2

口
底

13.8
6.0

高
台

5.5
5.2

細砂粒・粗砂粒/
還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第278図 6 須恵器
椀

1.3
2/5

口
底

16.6
7.6

高
台

6.5
6.6

細砂粒・粗砂粒/
酸化/にぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は切り離し技法不明、高台
は貼付。

第278図 7 須恵器
椀

-16.3
2/3

口
底

13.6
6.4

高
台

5.1
5.4

細砂粒/還元/灰オ
リーブ ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第278図
PL.277 8 土師器

甕
-15.6～17.5
3/4

口
底

19.8
2.6

高
台

25.0
22.5

細砂粒/良好/にぶ
い橙

内面胴部中位に接合痕が残る。口縁部から頸部は横撫で、
胴部から底部はヘラ削り。内面は底部から胴部にヘラ撫で、
上位のヘラ撫では小口の木目がハケ目状に残る。

第278図 9 土師器
甕

0～21.9　 口 縁
部～胴部中位

口
胴

19.4
21.5

細砂粒/良好/明赤
褐

内外面に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横撫で、胴部
はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第278図 10 土師器
甕

0.4・0.7　口縁
部～胴部上半片 口 18.8 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐
外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横撫で、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第278図 11 鉄製品
不詳 覆土 長 6.5幅0.7 厚0.5 重6.4 断面台形状で両端とも欠損する、刀子茎破片か。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第278図
PL.277 1 土師器

杯
3.3
完形

口
最

12.0
12.4

高 4.1 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第279図
PL.278 1 須恵器

皿
13.5
完形

口
底

8.3
4.2

高 2.5 細砂粒/酸化/橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第279図
PL.278 2 須恵器

皿
7.7
完形

口
底

8.0
5.0

高 2.0 細砂粒/酸化/にぶ
い黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第279図
PL.278 3 須恵器

皿
9.1
口縁部1/3欠損

口
底

8.1
5.6

高 1.7 細砂粒/酸化/にぶ
い黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第279図
PL.278 4 須恵器

皿
13.0
口縁部1/2欠損

口
底

8.4
5.0

高 1.8 細砂粒/酸化/にぶ
い黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第279図 5-1 土師器
甕

-4.1～24.4 口縁
部～胴部上位片 口 22.6 細砂粒・粗砂粒/

良好/明赤褐 内外面とも器面磨滅のため整形などは不鮮明。

第279図 5-2 土師器
甕

-4.1～24.4  底
部～胴部下位片 底 10.2 細砂粒・粗砂粒/

良好/明赤褐
底部と胴部はヘラ削り、器面磨滅のため単位不明。内面は
ヘラ撫で。

第279図 6 土師器
壺

-　頸部～胴部
上位片

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

外面と内面口縁部は赤色塗彩。頸部にボタン状円板が貼付、
胴部は網目状撚糸文。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第279図
PL.278 7 砥石 7 礫砥石 粗粒輝石安

山岩 7.6 5.7 260.8 表裏面に研磨面。背面側研磨面は著しく研ぎ減る。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第279図 1 土師器
杯

4.9
2/5

口
稜

8.4
7.8

高 2.7 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）上半は撫で、下半から底部は手
持ちヘラ削り。

第279図 2 土師器
杯

8.2
口縁部～底部片

口
稜

11.2
11.9

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第279図
PL.278 3 土師器

杯
2.4
ほぼ完形

口
稜

12.8
13.2

高 4.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第279図 4 土師器
杯

16.0
1/3

口
稜

15.0
14.6

高 4.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第279図 5 土師器
高杯

1.5
脚部片 脚 13.0 細砂粒/良好/明赤

褐 脚部はヘラ磨き、裾部は横撫で。内面脚部はヘラ撫で。

第279図 6 須恵器
杯蓋

22.0
1/2 口 14.0 高 4.7 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。天井部中央は回転ヘラ起しが残

る、その周囲は回転ヘラ削り。

内面天井部は
擦り磨かれて
いる。

第279図 7 土師器
甕

3.2・5.6　口縁
部～胴部上半片

口
胴

16.8
19.6

細砂粒・粗砂粒/
良好/橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第279図 8 土師器
甕

-0.1　 口縁部
～胴部上位片 口 19.0 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい黄橙
口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。



1区105号住居出土遺物

1区106号住居出土遺物

1区107号住居出土遺物

1区108号住居出土遺物

1区110号住居出土遺物
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挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第279図
PL.278 12 砥石 - 転用砥石 二ッ岳軽石 (24.9) 10.9 1553.7 表裏面に縦位の刃ならし傷が残る。素材を面整形して

使用。部分的に赤化、カマド袖石等の再利用か。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第279図 9 土師器
甕

1.4・1.6
底部～胴部下位 底 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラ撫で。

第279図 10 土師器
壺蓋

2.4　摘み～天
井部小片 摘 4.0 細砂粒/良好/橙 摘みと天井部はヘラ削り。

第279図 11 土製品
土錘

20.5
完形

長
径

5.2
1.8

孔
重

0.4
13.0 細砂粒/良好/橙 成形はやや雑、表面は撫で。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第280図
PL.278 7 石製品 - 不定形 二ッ岳軽石 14.8 10.8 397.2 背面側に浅い凹み部を作出。凹み部は敲打痕を残す。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第280図
PL.278 1 須恵器

椀
-19.2
3/4

口
底

13.5
7.0

高
台

5.0
6.0

細砂粒/酸化/にぶ
い黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第280図
PL.278 2 須恵器

椀
1.9
3/4

口
底

13.1
7.6

高
台

4.7
6.2

細砂粒・粗砂粒・
片岩/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第280図 3 須恵器
椀

8.4
1/2

口
底

13.5
7.2

高
台

5.0
6.6

細砂粒/酸化/にぶ
い黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転撫で、高台は貼付。

第280図
PL.278 4 須恵器

椀
1.9
3/4

口
底

14.8
7.5

高
台

5.7
6.5

細砂粒・粗砂粒/
還元/灰オリーブ

ロクロ整形、回転左回りか。底部切り離し技法不明、高台
は貼付。

内外面に油煙
が付着。

第280図
PL.278 5 灰釉陶器

皿
-3.2　 口縁部
大半を欠損

口
底

14.8
7.6

高
台

3.0
7.1

細砂粒・白色粒/
還元/灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転撫で、高台は貼付。
施釉方法は刷毛塗りか。

光 ケ 丘1号 窯
式期

第280図
PL.278 6 灰釉陶器

耳皿
3.3・8.2　口縁
部一部欠損

口
底

12.5
5.7

高 3.5 微砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。施釉
方法は漬け掛けか。

大 原2号 窯 式
期．

挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第280図
PL.278 8 鉄製品

鎌 8 長 7.3幅3.4 厚0.3 重35.0 柄取付部は基部の上半を緩やかに折り曲げている。刃先は研ぎ減りか柄
装着部から大きく曲がる。刃部は中ほどで破損し破断面は錆化する

第280図
PL.278 9 鉄製品

刀子 9 長 5.2幅0.8 厚0.3 重3.8 茎と刃先とも欠損する、棟・刃側ともに関を有する

第280図
PL.278 10 鉄製品

刀子 10 長 5.2幅0.6 厚0.25重5.7 錆化が著しく本体は空洞化する。茎の破片

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第280図 1 土師器
杯

-
1/2

口
稜

11.4
10.2

高 4.0 細砂粒/やや軟質/
橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。

第280図 2 土師器
杯

-
口縁部～底部片

口
稜

11.8
10.8

細砂粒/やや軟質/
橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第280図 1 土師器
杯

12.0
1/2

杯
最

10.4
10.8

高 4.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

第280図 2 須恵器
杯

0.4
1/3

口
底

13.3
5.6

高 4.0 細砂粒/酸化/橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整、底部
はべた高台状を呈す。 稜椀か。

第280図 3 土師器
甕

8.7
口縁部～胴部
上位片

口 24.0
細砂粒・粗砂粒・
ガラス質粒/良好/
橙

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第280図 1 土師器
台付甕

-
脚部片 脚 10.4 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
端部は内側に折り返し。外面は上位にハケ目痕がかすかに
残る。

脚部の天井と
内面底部に砂
粒を多く含む
粘土が貼付。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第280図
PL.278 1 敲石 1 扁平礫 変質安山岩 10.7 5.9 193.8 小口部上端に敲打痕がある。

第280図
PL.278 2 砥石 カマド 礫砥石 粗粒輝石安

山岩 23.2 11.1 4584.3 平坦面の狭い側面に光沢面があり、砥石としての機能
部と認定した。
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第281図
PL.278 1 土師器

杯
-0.7・0.3
ほぼ完形

口
最

10.5
10.8

高 3.4 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

第281図
PL.278 2 土師器

杯
-13.2・19.7
ほぼ完形

口
最

10.2
10.4

高 3.7 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

第281図
PL.278 3 土師器

杯
8.9
ほぼ完形 口 9.8 高 3.4 細砂粒/良好/橙 口縁部は上半が横撫で、下半が撫で、体部から底部は手持

ちヘラ削り。
第281図
PL.278 4 土師器

杯
27.7
1/2 口 10.0 高 3.5 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第281図
PL.278 5 土師器

杯
-
3/4 口 10.3 高 3.3 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ

削り。
第281図
PL.278 6 土師器

杯
-19.1
4/5

口
最

10.0
10.4

高 3.3 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第281図 7 土師器
杯

3.8
1/2 口 11.1 高 3.3 細砂粒/良好/明赤

褐 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。 内面の一部に
煤が付着。

第281図 8 土師器
杯

27.7
1/2

口
最

10.6
11.0

高 3.9 細砂粒/良好/橙 口唇部は横撫で、口縁部から体部、底部は手持ちヘラ削り、
器面磨滅のため単位不明。

第281図 9 土師器
杯

-
1/3

口
最

9.5
10.0 細砂粒/良好/橙 口唇部は横撫で、口縁部から体部、底部は手持ちヘラ削り、

器面磨滅のため単位不明。

第281図 10 土師器
杯

13.7
1/2

口
稜

11.2
10.3

細砂粒/やや軟質/
橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。

第281図
PL.278 11 土師器

杯
4.0・8.8
3/4 口 12.8 高 4.5 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ

削り。

第281図 12 土師器
杯

0.5・0.8
1/4 口 17.0 高 6.6 細砂粒/良好/明赤

褐
外面口縁部下に輪積み痕が残る。口縁部は横撫で、体部か
ら底部は手持ちヘラ削り。

第281図 13 土師器
杯

-　
口縁部～体部片 口 17.1 細砂粒/良好/明赤

褐 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第281図 14 土師器
鉢

-4.9
1/5 口 23.0 高 10.4 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい橙
口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。内面は
底部から体部にヘラ撫で。

第281図
PL.278 15 土師器

鉢
0.6～1.3
ほぼ完形

口
底

25.9
7.5

高 15.0 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙

外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部は横撫で、体部から
底部は手持ちヘラ削り。内面は底部から体部がヘラ撫で。

第281図
PL.278 16 土師器

高杯
1.3～5.7　杯身
部と脚部上半

口
稜

12.3
10.0 細砂粒/良好/橙 杯身部口縁部は横撫で、底部から脚部はヘラ削り、内面脚

部はヘラ撫で。
第281図
PL.278 17 土師器

台付甕
-4.8
完形

口
脚

12.2
10.3

高
胴

16.4
13.8

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙

脚部は貼付。口縁部と煤部は横撫で、脚部から胴部にヘラ
削り。内面は胴部がヘラ撫で。

第281図 18 土師器
甕

21.0・28.4 口縁
部～胴部下位片

口
胴

11.0
13.5

細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第281図 19 土師器
甕

26.5 口縁部～
胴部上位片 口 17.6 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい黄橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第281図 20 土師器
甕

-20.1・41.2 口縁
部～胴部上位片 口 17.8 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい黄橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第281図 21 土師器
甕

10.4～18.6 口縁
部～胴部上位片 口 18.8 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい黄橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第281図 22 土師器
甕

17.6・32.9 口縁
部～胴部上位片 口 23.6 細砂粒/良好/明赤

褐 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第282図
PL.279 23 土師器

甕

-15.9
口縁部一部欠
損

口
底

23.1
4.2

高 38.9 細砂粒・粗砂粒・
角閃石/良好/にぶ
い黄橙

口縁部横撫で、胴部外面縦の2段のヘラ削り、内面横～斜
の撫で。底部ヘラ削り。 胴部外面被熱

第282図 24 土師器
甕

-3.6 口縁部～
胴部上半片 口 22.8 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第282図
PL.279 25 土師器

甕
-1.9
2/3 口 19.1 細砂粒・角閃石/

良好/にぶい黄橙
口縁部横撫で、胴部外面縦～斜のヘラ削り、内面斜のヘラ
撫で。

胴部外面広範
に吸炭　内面
変色

第282図 26 土師器
甕

-1.1 口縁部～
胴部下位片

口
胴

15.8
17.2

細砂粒・粗砂粒/
良好/暗褐

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第282図 27 土師器
甕

3.6～21.3 口縁
部～胴部下位

口
胴

20.5
29.0

細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第282図 28 土師器
甕

26.1 口縁部～
胴部上位片 口 21.6 細砂粒/良好/橙 口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ

ラ撫で。
第283図
PL.278 29 須恵器

杯蓋
7.4
完形

口
摘

10.4
1.8

高 3.2 細砂粒・黒色粒/
還元/灰

ロクロ整形、回転右回り。杯摘みは貼付、天井部は中ほど
まで回転ヘラ削り。

第283図 30 須恵器
長頸壺

7.1
口縁部～頸部 口 7.3 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。胴部とは接合か。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第283図
PL.278 31 紡錘車 No.36 厚型 凝灰質泥岩 径4.2 高2.1 41.7 上面側に粗い線条痕を残す。体部にＣ字状の、下面側

にＶ字状の線刻がある。体部に縦位整形痕が残る。



1区114号住居出土遺物

1区112号住居出土遺物

1区115号住居出土遺物

1区117号住居出土遺物

観察表
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第280図 1 土師器
杯

22.1
1/2

口
稜

12.0
13.0

口 3.8 細砂粒・粗砂粒/
良好/明赤褐

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面剥離のため詳細不明。

第280図
PL.279 2 土師器

杯
13.3
1/4

口
稜

12.1
12.5

口 4.5 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第280図 3 土師器
甕(甑か)

22.1 口縁部～
胴部上位片 口 24.3 細砂粒/良好/橙 口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部は撫

で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第283図 1 土師器
甑

7.7
底部

底
孔

4.3
1.3

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄褐 胴部はヘラ磨き、底部はヘラ削り。内面は撫で。

第283図
PL.279 2 土師器

坩
1.1 口縁部1/2・
胴部一部欠損

口
底

10.2
2.6

高
胴

10.8
12.5 細砂粒/良好/橙 口縁部は縦位、胴部は横位のハケ目。内面は口縁部が横位

のハケ目、胴部は撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第283図
PL.279 1 土師器

杯
3.0
完形

口
最

10.4
10.6

細砂粒/良好/にぶ
い橙

口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第283図
PL.279 1 土師器

杯
11.6
ほぼ完形

口
稜

12.6
13.2

高 3.9 細 砂 粒/良 好//良
好/ 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第283図
PL.279 2 土師器

杯
10.4・12.6
口縁部1/8欠損

口
稜

12.4
12.4

高 3.6 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第283図 3 土師器
杯

-1.6・-1.9
1/4

口
稜

11.6
12.3

高 4.4 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第283図
PL.279 4 土師器

甕
-6.2～8.4
3/4

口
底

20.8
7.5

高
胴

32.8
31.2

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部から頸部は横撫で、胴部から底部はヘラ削り、器面
磨滅のため単位不明。。内面は底部から胴部にヘラ撫で。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第283図
PL.279 5 砥石 5 置き砥石 珪質粘板岩 14.6 5.2 191.6 四面使用。表裏面とも刀子状刃器による整形痕が残る。

石材感は細粒、やや軟質。中砥。

1区118号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第284図 1 土師器
杯

39.3
1/3 口 10.4 高 3.4 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第284図
PL.280 2 土師器

杯
30.6　口縁部・
底部僅かに欠

口
稜

12.7
12.6 高 4.4 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第284図 3 土師器
杯

27.6
1/4

口
稜

10.6
11.0 高 3.8 細砂粒/良好/にぶ

い橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第284図 4 土師器
杯

41.4
1/3

口
稜

11.8
10.3

細砂粒/やや軟質/
橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。

第284図 5 土師器
椀

7.0
口縁部～体部片

口
稜

11.8
12.8 細砂粒/良好/橙 内面黒色処理。口縁部は横撫で、体部は撫で。

第284図 6 土師器
鉢

60.8
口縁部～体部片 口 20.6 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙 口唇部は横撫で、口縁部と体部はヘラ削り。

第284図
PL.280 7 土師器

鉢
22.1
口縁部一部欠損

口
最

9.2
12.2

高 9.8 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第284図
PL.280 8 土師器

短頸壺
27.6
2/3

口
胴

11.2
14.0

高 8.7 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部は横撫で、胴部から底部は手持ちヘラ削り。

第284図
PL.280 9 土師器

鉢
11.2
完形

口
最

7.6
9.2

高 5.7 細砂粒/良好/にぶ
い橙

内面黒色処理。口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘ
ラ削り。

第284図
PL.280 10 土師器

甕
14.2　 口縁部
～胴部下位

口
胴

9.8
12.4

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい赤褐

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第284図 11 土師器
台付甕

8.0
脚部～胴部下位 脚 11.7 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい赤褐
脚部は貼付か。胴部はヘラ削り、脚部は横撫で。内面は脚
部上位が撫で。

第284図
PL.280 12 土師器

壺
25.2・35.8
1/2

頸
胴

10.4
17.0

細砂粒・粗砂粒・
褐色粒/やや軟質/
にぶい橙

口縁部は横撫で、胴部から底部はヘラ削りか、器面磨滅の
ため単位不明。

第284図 13 土師器
甑

27.7・44.8 底
部～胴部下位片 底 10.8 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい黄橙 胴部は外面がヘラ削り、内面はヘラ撫で。

第284図
PL.280 14 土師器

甕
5.3～33.3
口縁部一部欠損

口
底

18.1
6.0

高 33.8 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部は横撫で、胴部と底部はヘラ削り。内面は底部から
胴部にヘラ撫で。

第284図
PL.280 15 土師器

甕
15.4・21.7
3/4

口
底

13.6
6.9

高 22.9 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部は横撫で、胴部と底部
はヘラ削り。内面は底部から胴部にヘラ撫で。

第284図
PL.280 16 土師器

甕

7.0・12.2　 口
縁部～胴部中
位

口 17.6 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横撫で、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第285図 17 土師器
甕

3.3～23.0
口縁部～胴部
上位片

口 21.2
細砂粒・粗砂粒・
片岩/良好/にぶい
橙

口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第285図 17 土師器
甕

底部～胴部下
半片 底 4.8

細砂粒・粗砂粒・
片岩/良好/にぶい
橙

内面胴部に輪積み痕が残る。底部と胴部はヘラ削り。内面
はヘラ撫で。

第285図 18 土師器
甕

13.9・18.4 口縁
部～胴部上位片 口 21.0 細砂粒/良好/灰黄

褐
外面に輪積み痕が残る。口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。
内面胴部はヘラ撫で。

第285図 19 土師器
甕

10.0～35.6 口縁
部～胴部上位片 口 19.0 細砂粒/良好/明赤

褐
内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部は横撫で、胴部はヘラ
削り。内面胴部はヘラ撫で。

第285図
PL.280 20 土師器

甕
2.9～31.9
ほぼ完形

口
底

14.7
6.1

高
胴

16.0
16.1

細砂粒・粗砂粒・
礫/良好/にぶい橙

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で、器面磨滅のため単位不明。内面は胴部がヘラ撫で。

第285図
PL.280 21 土師器

甕
-3.4～18.6
胴部一部欠損

口
底

16.5
7.2

高
胴

18.5
18.7

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい橙

口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。
内面は底部から胴部がヘラ撫で。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第285図
PL.280 22 砥石 22 礫砥石 粗粒輝石安

山岩 20.8 (20.2) 4192.5 背面側に光沢を帯びた研磨面を有する。

1区119号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第283図
PL.280 1 土師器

杯
6.5
2/3

口
最

12.5
13.2

高 4.1 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第283図
PL.280 2 土師器

杯
-1.4～6.3
3/4 口 17.2 高 6.5 細砂粒/良好/橙 口唇部は横撫で、口縁部と体部はヘラ削り。口縁部から底

部はヘラ削り、器面磨滅のため単位不明。

第283図 3 土師器
甕

-　口縁部～胴
部上位片 口 11.8 細砂粒/良好/橙 口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ

ラ撫で。

第283図 4 土製品
土錘

3.4　両端の一
部を欠損

長
径

5.5
1.4

孔
重

0.5
9.7

細砂粒/良好/明黄
褐 表面は撫で。

第283図 5 土師器
壺

-
口縁部片 口 23.4

細砂粒・粗砂粒・
褐色粒/良好/明黄
褐

口唇部内側に粘土紐を添付。口縁部はハケ目後断面三角形
の凸帯を添付。

1区120号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第285図 1 土師器
杯

-　口縁部～体
部片

口
稜

13.8
14.1

細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第285図 2 須恵器
皿

-
口縁部片 口 16.0 微砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転方向不明。

第285図 3 土師器
高杯

12.3
脚部片

細砂粒/やや軟質/
橙 外面はヘラ削り、内面はヘラ撫で。

第285図 4 土師器
甕

-2.8～5.8 口縁
部～胴部上位片 口 20.6 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

1区121号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第286図
PL.281 1 土師器

杯
1.7
ほぼ完形

口
稜

10.7
11.0

高 3.5 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部横撫で、体部（稜下）は撫で底部は手持ちヘラ削り。

第286図
PL.281 2 土師器

杯
-
3/4

口
最

10.9
11.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ

削り。

第286図 3 土師器
鉢

-　口縁部～体
部片 口 7.6 細砂粒/良好/橙 口縁部から体部はヘラ磨き。内面はヘラ撫で。

第286図 4 土師器
台付甕

77　 口縁部～
胴部上位片 口 17.8 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部は横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり8本）。内面胴部
は撫で。

第286図
PL.281 5 土師器

壺
0.7～19.6 口縁
部～胴部下位

口
胴

13.4
23.4

細砂粒/良好/浅黄
橙

内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部から胴部はヘラ磨き。
内面は口縁部がヘラ磨き、胴部はヘラ撫で後一部ヘラ磨き。

第286図 6 土師器
台付甕

1.0～5.3 胴 部
下半～脚部上半 胴 20.3 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
胴部から脚部上位はハケ目（1㎝あたり6本）。内面は胴部が
ヘラ撫で、脚部は撫で。

第286図 7 土師器
台付甕

24.4
脚部～胴部上位

脚
胴

9.2
20.6

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

脚部端部は内側に折り返し。胴部から脚部上位はハケ目（1
㎝あたり7本）。内面は胴部がヘラ撫で、脚部は撫で。

1区122号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第285図 1 土師器
杯

-18.8
1/3 口 12.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ

削り。
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1区124号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第285図 1 土師器
杯

-
1/4 口 13.3 高 3.7 細砂粒/良好/橙 口縁部は上半が横撫で、下半が撫で、体部から底部は手持

ちヘラ削り。

第285図 2 土師器
杯

-
口縁部～底部片 口 11.4 細砂粒/良好/明黄

褐
口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

1区125号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第286図
PL.281 1 土師器

杯
1.7
完形 口 10.9 高 3.6 細砂粒/やや軟質/

橙
口縁部横撫でで、中位に弱い段を有する。底部手持ちヘラ
削り、内面撫で。 器面磨滅

第286図 2 土師器
杯

17.8
口縁部～底部片 口 10.9 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。

第286図 3 土師器
杯

-
口縁部～底部片 口 12.0 細砂粒/良好/明赤

褐
口縁部横撫でで、中位に段を有する。底部手持ちヘラ削り、
内面撫で。

1区126号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第286図 1 土師器
杯

-
口縁部～体部片

口
稜

13.8
14.2

細砂粒/良好/明黄
褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第286図 2 土師器
杯

-
口縁部～底部片

口
稜

10.8
9.5 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器

面磨滅のため単位不明。

第286図 3 土師器
杯

-
口縁部～体部片 口 10.8 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り、器面磨

滅のため単位不明。

1区127号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第287図
PL.281 1 土師器

杯
-0.3
3/4 口 12.2 高 4.5 細砂粒/良好/明黄

褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 底部磨滅

第287図 2 土師器
杯

-7.0
1/3 口 11.8

細砂粒・角閃石・
雲母/良好/にぶい
赤褐

口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 外部半面と内
面吸炭

第287図 3 土師器
杯

0.6
1/3 口 12.0 細砂粒・粗砂粒/

良好/明黄褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 内面剥離

第287図 4 土師器
杯

-0.5
1/3 口 12.8 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部横撫でで、2段の外稜を作り出す。底部手持ちヘラ
削り、内面撫で。

第287図
PL.281 5 土師器

杯
-62.3
完形 口 7.7 高 3.2 細砂粒・角閃石/

良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 器面磨滅

第287図 6 須恵器　　
蓋

3.7
体部片 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転方向不明。天井部外面回転ヘラ削り。

第287図 7 土師器
高杯

-15.5
杯部 口 15.4 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部外面撫で、内面撫で。 脚部剥離

第287図 8 土師器
壺か

2.1
底部片 底 4.6 細砂粒/良好/浅黄

橙 胴部外面縦の細かなハケ目（1㎝あたり8 ～ 9本）。内面撫で。

第287図 9 土師器
甑

5.3
1/3

口
底

18.8
7.6

高 18.9 細砂粒・角閃石/
良好/橙

口縁部横撫で、体部外面縦～斜のヘラ削り。内面縦のヘラ
磨き。

体部外面下端
と内面磨滅

第287図 10 土師器
甕

-
1/3 口 18.4 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい赤褐 口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ削り、内面横～斜の撫で。

第287図 11 土師器
甕

0.3～5.3
口縁部～胴部片 口 19.6 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙 口縁部横撫で、胴部外面ヘラ削り。 器面磨滅顕著

第287図 12 土師器
甕

口縁部～胴部上
半片 口 16.6 細砂粒・粗砂粒・

長石/良好/橙
口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第287図 13 土製品
土錘

-1.5
完形

長
幅

4.9
1.7

重
孔

12.8
1.5

細砂粒/良好/にぶ
い黄褐 器面撫で、端部面取り。

挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第287図
PL.281 14 鉄製品

刀子 - 長 8.6幅1.6 厚0.3 重11.9 棟・刃側とも緩やかな関を有する。刃先は関より急激に細くなり研ぎ減
りによるものとみられる。刃は3㎝程で破損しその破断面は錆化している。

1区129号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第288図 1 土師器
杯

-
口縁部～底部片 口 11.0 高 3.6 細砂粒/やや軟質/

橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 器 面 磨 滅　
粉っぽい素地

第288図 2 土師器
杯

5.5
口縁部～底部片 口 11.6 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫でで、中位に弱い段を有する。底部手持ちヘラ

削り、内面撫で。 器面磨滅

第288図 3 土師器
杯

1.3
口縁部～底部片 口 11.7 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 器 面 磨 滅　
粉っぽい素地

第288図 4 土師器
杯

-
口縁部～底部片 口 11.0 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 器面磨滅
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1区130号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第288図
PL.281 1 土師器

杯
9.1～12.8
2/3 口 11.2 高 3.4 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。

第288図
PL.281 2 土師器

杯
22.0
2/3 口 10.4 高 3.4 細砂粒/良好/にぶ

い橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 底部に黒斑

第288図 3 土師器
杯

-
口縁部～底部片 口 10.9 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 底部に黒斑　

器面磨滅
第288図
PL.281 4 土師器

杯
9.1
1/2 口 15.5 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 器面やや磨滅

第288図 5 土師器
甕

19.5
口縁部～胴部片 口 12.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫でで、口唇部内面に浅い凹線を巡らす。胴部外

面斜のヘラ削り、内面横のヘラ撫で。
第289図
PL.281 6 土師器

甕
-17.5～27.9
1/2 口 24.2 細砂粒・軽石・角閃

石/良好/にぶい橙
口縁部横撫でで、外面中位に弱い稜を有し、口唇部内面に1条の
凹線を巡らす。胴部外面斜のヘラ削り、内面横～斜のヘラ撫で。器面磨滅

第289図 7 土師器
甕

5.6
口縁部～頸部片 口 21.2 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部横撫でで、外面中位に弱い稜を有し、口唇部内面に
1条の凹線を巡らす。 器面磨滅

第289図 8 土師器
甕

4.4～12.0
口縁部～胴部片 口 20.8 細砂粒・軽石/良

好/にぶい橙
口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ削り、内面上半横、下半
縦のヘラ撫で。

挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第289図
PL.281 9 鉄製品

刀子 - 長 5.9幅0.95 厚0.3 重6.5 茎と刃先とも破損する刀子、錆化により本体は空洞化するが棟・刃側とも
に関が観察できる。茎の破断面は錆化するが、刃側は錆化後の破損である。

1区131号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第289図
PL.281 1 土師器

杯
1.8
完形 口 10.0 高 3.2 細砂粒・角閃石/

良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 内面磨滅

第289図
PL.281 2 土師器

杯
1.2
口縁部一部欠損 口 11.1 高 3.6 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 内面にハゼ

第289図
PL.281 3 土師器

杯
31.7
2/3 口 10.9 高 3.4 細砂粒・角閃石/

良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 器面磨滅

第289図
PL.281 4 土師器

杯
-1.8
完形 口 10.7 高 3.1 細砂粒/やや軟質/

橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 底部に黒斑　
器面磨滅

第289図
PL.281 5 土師器

杯
-0.4
完形 口 11.3 高 3.5 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 内外面にハゼ

第289図
PL.281 6 土師器

杯
1.0
完形 口 12.3 高 4.7 細砂粒・軽石/良

好/浅黄橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。
底部に黒斑　
内面の磨滅顕
著

第289図
PL.281 7 土師器

杯
1.8
口縁部一部欠損 口 14.4 高 7.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部横の手持ちヘラ削り、内面撫で。

第289図 8 土師器
甕

2.9
口縁部～胴部片 口 24.4 細砂粒・角閃石/

良好/にぶい橙
口縁部横撫で、外面中位に段を有し、口唇部内面に1条の凹
線を巡らせる。胴部外面縦のヘラ削り。内面横のヘラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第289図 1 須恵器　　
杯

-0.6
1/2 口 9.9 高 3.2 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回りか。底部手持ちヘラ削り。

第289図 2 須恵器　　
杯

20.8
1/4 口 9.8 高 2.9 細砂粒・粗砂粒/

還元/灰オリーブ ロクロ整形、回転方向不明。底部手持ちヘラ削り、内面撫で。

第289図 3 土師器
杯

22.2
1/4 口 12.7 細砂粒/やや軟質/

橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 器 面 磨 滅　
粉っぽい素地

1区132号住居出土遺物

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第288図 5 土師器　　
鉢

-
口縁部～体部片 口 9.8 細砂粒/良好/明赤

褐
口縁部横撫でで、外面中位に段を有する。体部外面斜のヘ
ラ磨き、内面撫で。

第288図 6 土師器　　
器台

2.6
受部～脚部片 口 7.1 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
受部内外面及び脚部外面、赤彩後横～斜のヘラ磨き。脚部
内面撫で。

脚部内面の片
側吸炭

第288図 7 土師器
甕

12.2
口縁部～胴部
片

口 20.0
細砂粒・軽石・角
閃石/良好/にぶい
黄橙

口縁部横撫で、胴部外面縦～斜のヘラ削り、内面縦～斜の
ヘラ撫で。

第288図 8 土師器
甕

5.3
口縁部～胴部
片

口 21.6
細砂粒・軽石・角閃
石/良好/にぶい黄
橙

口縁部横撫で、胴部外面上半横のヘラ削り、内面撫で。

第288図 9 土師器
甕

2.4～16.7
胴部～底部片 底 4.4 細砂粒・軽石/良

好/にぶい黄橙 胴部外面縦のヘラ削り、内面横の撫でで、下端は縦の撫で。胴部内面やや
磨滅

第288図 10 土製品　　
土錘

-21.0
端部欠損

長
幅

4.8
1.4

重
孔

820
0.5

細砂粒/良好/明赤
褐 器面撫で。

挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第288図 11 鉄製品
小刀 - 長 3.1幅2.6 厚0.3 重6.29 両端が破損する断面薄い三角形の小刀とみられる破片で中央にすでに錆

化したひび割れが残っている。
挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第288図 12 敲石 12 扁平礫 雲母石英井
岩 13.9 6.3 436.9 上端側右側縁をノッチ状に敲打。
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1区133号住居出土遺物

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第289図 4 土師器
杯

-
1/3 口 11.1 細砂粒/やや軟質/

橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 器面磨滅

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第290図 1 土師器
杯 1/4 口 12.2 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第290図 2 土師器
杯 口縁部～底部片

口
稜

12.8
12.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器

面磨滅のため単位不明。
第290図
PL.281 3 土師器

鉢
7.2～35.2
2/3 口 14.5 高 9.3 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい黄橙
口縁部に粘土を貼り付けた痕跡が残る。体部から底部はヘ
ラ削りか。内面はヘラ磨き。

第290図 4 須恵器
鉢

32.1
口縁部～体部片 口 12.8 細砂粒・白色粒/

還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。口縁部に波状文が巡る。

1区134号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第290図 1 土師器
器台

-
受け部片 口 9.2 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐
受部口縁部は横撫で、底部はヘラ磨き。内面も同様、底部
器面磨滅のため単位不明。

第290図
PL.282 2 土師器

高杯
8.6
脚部 脚 12.3 細砂粒/良好/明赤

褐
外面と内面杯身部は赤色塗彩。脚部は外面がヘラ磨き、内
面はヘラ撫で、一部ハケ目。

脚部上位に透
孔が3カ所。

第290図 3 土師器
甕

35.4　 口縁部
～胴部下位片

口
胴

13.8
13.0

細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部横撫で、頸部はハケ目、胴部は撫で。内面胴部はヘ
ラ撫でか。

第290図 4 土師器
台付甕

- 脚部～胴部
下位片 脚 10.2 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐
脚部から胴部はハケ目（1㎝あたり8本）。内面は胴部がヘラ
磨き、脚部は撫で、端部にハケ目。

第290図 5 土師器
高杯

0.7
脚部上半片

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 外面はヘラ磨き、内面はヘラ撫で。 脚部上位に透

孔が4カ所。
第290図
PL.282 6 土師器

台付甕
0.1
一部欠損

口
脚

18.1
9.3

高
胴

29.6
25.0

細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

脚部端部は内側に折り返し。口縁部は横撫で、胴部から脚
部上半はハケ目。内面胴部は撫で。

第290図 7 土師器
甕

-
胴部上位片

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

胴部は網目状撚糸文、その状に廉縄文か、ボタン状円板が
貼付。

1区135号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第290図 1 土師器
台付甕

13.8
脚部 脚 7.1 細砂粒/良好/橙 端部は内側に折り返し。脚部は外面が上半にハケ目、内面

は撫で。

第290図 2 土師器
甕

-　口縁部～胴
部上位片 口 11.8 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部から胴部にハケ目が残る。内面は頸部から胴部にヘ
ラ撫で。

第290図 3 土師器
甕

27.0　 口縁部
～胴部上位片 口 14.8 細砂粒/良好/にぶ

い黄褐
口縁部は横撫で頸部から胴部はハケ目。内面口縁部はヘラ
磨き。

1区136号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第290図
PL.282 1 土師器

鉢
1.4
2/5

口
底

13.0
4.0

高 5.8 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部はヘラ削り、体部と底部はヘラ磨き。内面底部から
体部もヘラ磨きか、器面磨滅のため単位不明。

第290図 2 土師器
有孔鉢

-
底部片

底
孔

5.0
1.0

細砂粒/良好/浅黄
橙 底部と胴部はヘラ削りか、器面磨滅のため単位不明。

第290図 3 土師器
坩

- 口縁部～胴
部上位片 口 9.6 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部から胴部はヘラ磨き。
内面は口縁部がヘラ磨き、胴部はヘラ撫で。

第290図 4 土師器
器台

5.8
脚部片 脚 12.0 細砂粒/良好/淡黄

橙 外面は赤色塗彩。外面はヘラ磨き、内面はヘラ撫で。
脚部上位に上
下2段 の 透 孔
がある。

第290図
PL.282 5 土師器

高杯
6.8　脚部～杯
身部下半

脚 14.6 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

杯身部、脚部ともヘラ磨き。内面は脚部上半がヘラ撫で、
下半がハケ目。

第290図 6 土師器
坩

-
1/4

口
頸

13.4
8.3

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙

口縁部は斜め、体部と底部は横位のヘラ磨き。内面は口縁
部が横位のヘラ磨き。

第290図 7 土師器
甕

1.7・6.4
口縁部片 口 15.1 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙 口縁部は横撫で。

第291図 8 土師器
台付甕

2.1　口縁部～
胴部上位片 口 18.8 細砂粒/良好/明黄

褐
口縁部は横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり7本）。内面胴部
は撫で。

第291図 9 土師器
台付甕

5.7
胴部下位～脚
部上位

底 5.0 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 外面はハケ目、内面は撫で。

内面底部は両
側に砂粒のを
多く含む粘土
が貼付。

第291図 10 土師器　　
　 　坩

2.0
口縁部～胴部片 口 9.4 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部外面～胴部外面縦のヘラ磨き。口縁部内面横のヘラ
磨き。胴部内面雑な撫で。

肩部内面に輪
積み痕

第291図
PL.282 11 土師器

壺
1.4～9.4 口 縁
部～胴部上位片 口 21.0 細砂粒/良好/にぶ

い橙
口縁部はヘラ磨き、胴部はハケ目後ヘラ磨き。内面も口縁
部から胴部にヘラ磨き。

第291図
PL.282 12 土師器

甕
-
胴部片

縦
横

5.3
5.8

厚
孔

1.0
0.2

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

外面は網目状撚糸文、内面はヘラ撫での甕胴部を三角形に
打ち欠き上部に穿孔し、ペンダント状に加工。

第291図
PL.282 13 土師器

甕
2.6
胴部片

径 4.4 ×
厚

4.2
0.9

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 周囲を打ち欠いて円盤状に加工。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第291図
PL.282 14 石製模造品 - 有孔円盤 滑石 3.9 (2.7) 14.4 側縁を面取り整形。破損面を刀子状刃器により整形。

孔は片側穿孔、背面側孔周辺は穿孔時に弾けている。
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1区137号住居出土遺物

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第292図
PL.283 1 土師器

杯
18.0
完形

口
稜

8.0
7.8

高 2.8 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第292図
PL.283 2 土師器

杯
8.2
完形

口
稜

12.5
13.2

高 3.9 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。内
面底部はヘラ撫で。

第292図
PL.283 3 土師器

杯
10.5
完形

口
稜

12.5
13.4

高 4.2 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

内面黒色処理。口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持
ちヘラ削り。

第292図
PL.283 4 土師器

杯
17.8
ほぼ完形

口
稜

12.4
13.1

高 4.1 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第292図
PL.283 5 土師器

杯
-1.8
ほぼ完形

口
稜

13.4
13.6

高 4.0 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙

内面黒色処理。口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持
ちヘラ削り。

第292図
PL.283 6 土師器

杯
7.1
ほぼ完形

口
稜

12.4
13.0

高 4.6 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。内
面底部はヘラ撫で。

第292図
PL.283 7 土師器

杯
0.7～1.3
1/2

口
稜

15.0
15.6

高 4.5 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第292図
PL.283 8 土師器

杯
1.1
口縁部一部欠損

口
稜

12.4
13.2

高 4.5 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

内面黒色処理。口縁部横撫で、体部（稜下）は撫で、底部は
手持ちヘラ削り。

第292図 9 土師器
杯

14.1
1/3

口
稜

12.6
12.8

高 4.1 細砂粒/良好/明黄
褐

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。

第292図
PL.283 10 土師器

杯
1.2
完形

口
稜

12.4
12.8

高 4.2 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙

内面黒色処理。口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持
ちヘラ削り。

第292図
PL.283 11 土師器

杯
2.7
完形

口
稜

13.0
13.0

高 4.1 細砂粒/良好・内
面燻/橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、内
外面とも器面磨滅のため不鮮明。

第292図 12 土師器
杯

32.2
1/2

口
稜

12.2
13.6

高 4.9 細砂粒/良好/褐 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。
内面底ぶはヘラ撫で。

第292図 13 土師器
杯

48.4
1/3

口
稜

13.0
14.0

高 4.7 細砂粒/良好/明褐 内面黒色処理。口縁部横撫で、体部（稜下）は撫で、底部は
手持ちヘラ削り。

第292図 14 土師器
杯

13.1・26.0
1/2

口
稜

13.8
14.0

高 3.9 細砂粒/良好/褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第292図
PL.283 15 土師器

杯
2.0～8.8 口縁部
一部、 底部3/4欠

口
稜

17.9
17.6

高 5.9 細砂粒・粗砂粒・
褐色粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第292図
PL.283 16 土師器

鉢

1.0
口縁部一部欠
損

口
最

18.4
19.4

高 6.9 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙

内外面に輪積み痕が残る。口縁部横撫で、体部上半撫でか、
器面磨滅のため単位不明。、下半から底部は手持ちヘラ削
り。

内面煤付着。

第292図
PL.283 17 土師器

鉢
45.6～46.3
3/4

口
胴

12.2
14.4

高 11.9 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。内面は
底部から胴部にヘラ撫で。

第292図
PL.283 18 土師器

短頸壺
-0.3～3.6
1/2

口
胴

11.8
15.8

高 10.3 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部から頸部は横撫で、胴部から底部はヘラ削り。内面
は底部から胴部にヘラ撫で。

第292図
PL.283 19 土師器

鉢
10.1～47.8
2/3

口
胴

17.8
19.0

高 12.3 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。内面は
底部から胴部にヘラ撫で。

第292図 20 土師器
高杯

41.0
脚部 脚 12.3 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐 脚部はヘラ磨き、裾部は横撫で。内面はヘラ撫でか。

第292図 21 土師器
甕

44.6 口縁部～
胴部上位片 口 9.6 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐
口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ磨き。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第292図
PL.283 22 土師器

甕
43.3
1/3

口
底

6.0
3.8

高
胴

7.9
8.1

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部と胴部はハケ目後ヘラ磨きと撫で、底部はヘラ磨き。
内面は口縁部にハケ目、胴部はヘラ撫で。

第292図
PL.283 23 土師器

甕
0.7
口縁部一部欠損

口
底

13.4
8.2

高 14.9 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙

外面に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横撫で、胴部か
ら底部はヘラ削り。内面は底部から胴部にヘラ撫で。

第292図 24 土師器
甕

9.8・29.6 底部
～胴部下位片 底 6.0 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙
内面黒色処理。底部と胴部はヘラ削り後胴部にヘラ磨き。
内面はヘラ磨き。

第292図 25 土師器
甕

11.5・17.1 口縁
部～胴部上位片 口 11.4 細砂粒/良好/橙 内面黒色処理か。口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面

胴部はヘラ撫で。

第292図
PL.283 26 土師器

台付甕

2.0～9.6 口 縁
部～胴部一部と
脚部下半欠損

口
底

14.0
5.2

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい赤褐

口縁部は横撫で、胴部から脚部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第2932図
PL.283 27 土師器

甕
-0.4～27.4
2/3

口
底

18.2
6.2

高 30.8 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい赤褐

内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部は横撫で、胴部と底部
はヘラ削り。内面は底部から胴部にヘラ撫で。

第293図 28 土師器
甕

33.6
胴部上半

細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

内外面に輪積み痕が残る。胴部は外面がヘラ削り、内面は
ヘラ撫で。

1区138号住居出土遺物

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第291図
PL.282 1 土師器

杯
-3.0
1/2

口
稜

11.7
10.5

高 3.1 細砂粒/やや軟質/
橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。

第291図
PL.282 2 土師器

杯
4.2
ほぼ完形

口
稜

11.7
10.6

高 3.2 細砂粒・粗砂粒/
やや軟質/橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。

第291図 3 土師器
甕

2.8　口縁部～
胴部上位片 口 19.8 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第291図
PL.282 4 土師器

甕
3.5・11.5
胴部一部欠損

口
底

22.1
4.2

高
胴

35.0
19.0

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい橙

内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部は横撫で、胴部はヘラ
削り。内面胴部はヘラ撫で。

第291図
PL.282 5 土師器

甕
5.0～33.2 口縁
部～胴部中位片

口
胴

21.2
18.9

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙

内面胴部に接合痕が残る。口縁部は横撫で、胴部はヘラ削
り。内面胴部はヘラ撫で。
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第294図 1 土師器
杯

43.4
口縁部～底部片 口 10.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 底部に黒斑　

器面磨滅

第294図 2 土師器
杯

-
1/4 口 11.8 高 2.5 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。

第294図 3 土製品　　
土錘

31.8
完形

長
幅

5.7
1.4

重
孔

9.4
0.5

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 器面撫で、端部に面取りなし。 器面磨滅

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第294図 1 土師器
杯

-
1/3

口
稜

14.6
14.3

高 4.1 細砂粒/良好/黄褐 内面黒色処理。口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持
ちヘラ削り、器面磨滅のため単位不明。

第294図
PL.285 2 土師器

杯
0.5・1.5
3/4 口 13.9 高 4.9 細砂粒/良好/明赤

褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 底部に薄く黒
斑　内面磨滅

第294図
PL.285 3 土師器

杯
2.4
完形 口 12.0 高 4.5 細砂粒/良好/にぶ

い橙
口縁部横撫でで、外面中位に弱い段を有する。底部手持ち
ヘラ削り、内面撫で。

口縁部外面～
体部内面漆塗
りか

第294図
PL.285 4 土師器

杯
0.6
完形 口 10.6 高 6.6 細砂粒・粗砂粒・

雲母/良好/橙 口縁部横撫でで、外面中位に稜を有する。内面撫で。
口縁部～底部
外面の一部吸
炭

第294図 5 土師器　　
高杯

44.8
脚部片 細砂粒/良好/橙 杯部底面ヘラ削り、内面撫で。脚部外面縦のヘラ削り、内

面縦の強い指撫で。

第294図
PL.285 6 土師器

鉢

0.4
口縁部～底部
片

口 11.4 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

内面黒色処理。口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘ
ラ削り、内外面とも器面磨滅のため不鮮明。内面体部はヘ
ラ撫で。

第294図
PL.285 7 土師器　　

有孔鉢
1.2
3/4

口
底

16.9
4.6

高
孔

9.8
2.0

細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部横撫で、体部外面斜のヘラ削り、内面撫で。底部内
面の穿孔部周囲に16個の刺突。

体部内面吸炭
体部外面の大
半吸炭　体部
内面中位に帯
状の剥離

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第293図
PL.284 29 土師器

甕
-0.4～32.0
2/3

口
底

20.0
5.5

高 38.2 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙

口縁部は横撫で、胴部と底部はヘラ削り、底部に木葉痕が
残る。内面は底部から胴部にヘラ撫で。

第293図 30 土師器
甕

-0.4・0.2 口縁
部～胴部中位片

口
胴

19.6
21.0

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第293図
PL.284 31 土師器

甕
9.7～16.6　 口
縁部～胴部上半

口
胴

19.8
20.2

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ磨き。

第293図 32 土師器
甕

6.7～12.3　 底
部～胴部下半 底 3.6 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい褐
内外面に輪積み痕が残る。底部と胴部はヘラ削り。内面は
ヘラ撫で。

第293図 33 土師器
甕

15.1　 口縁部
～胴部上位片 口 16.6 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ磨き。内面胴部はヘラ撫で。

第294図 34 土師器
甕

1.0～8.3　底部
～胴部上半片

口
胴

17.0
23.4

細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削りか、器面剥離の
ため不明瞭。内面胴部はヘラ撫で。

第294図
PL.284 35 土師器

有孔鉢
24.1～43.5
3/4 口 17.6 高 13.5 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部と底部はヘラ削り。内面は底部に指

頭痕が残る。体部にヘラ撫で。

底部に径3㎜
ほどの小孔が
13以上穿孔。

第294図
PL.284 36 土師器

甑
0.7・6.4
胴部一部欠損

口
底

21.7
8.6

高 25.0 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面は口縁部が横位、
胴部が縦位のヘラ撫で磨き。

第294図
PL.284 37 土師器

甕
26.9～46.8
2/3

口
底

17.6
11.2

高
胴

24.5
27.2

細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部は横撫で、胴部と底部はヘラ削り、器面磨滅のため
単位不明。。内面は底部から胴部にヘラ撫で。

第293図
PL.284 38 土製品

土錘
13.6　 片方の
端部一部欠損

長
径

5.5
4.6

孔
重

0.5
13.5

細砂粒/良好/にぶ
い橙 表面は撫で。

第293図
PL.284 39 土製品

土錘
29.7
ほぼ完形

長
径

6.0
1.4

孔
重

0.5
10.9

細砂粒/良好/灰黄
褐 表面は撫で。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第293図
PL.284 40 敲石 - 棒状偏平礫 変玄武岩 18.6 5.1 380.0 小口部・側縁に敲打痕。

1区139号住居出土遺物

1区140号住居出土遺物

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第295図
PL.285 1 土師器　　

台付甕
31.4
3/4

口
脚

15.8
8.4

高 27.0 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙

口縁部横撫で、頸部～肩部外面左下方向のハケ目（1㎝あた
り6 ～ 7本）後、横のハケ目。胴部外面左上方向の2段ほど
のハケ目。胴部内面撫で。脚部外面右下方向のハケ目。脚
部天井及び底部内面砂目粘土で補填。

胴部内面下位
に接合痕　胴
部外面下半被
熱

第295図 2 土師器　　
台付甕

26.4
口縁部～胴部片 口 11.6 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部横撫で、頸部～肩部外面左下方向、胴部外面左上方
向のハケ目（1㎝あたり6本）後、横のハケ目。内面撫で。 器面磨滅

第295図 3 土師器　　
台付甕

26.4
口縁部～胴部片 口 18.0 細砂粒・角閃石/

良好/にぶい黄橙
口縁部横撫で、頸部～肩部外面左下方向のハケ目（1㎝あた
り7 ～ 8本）後、横のハケ目。肩部内面縦の撫で。

第295図 4 土師器　　
台付甕

30.9
口縁部～胴部片 口 16.4 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい黄橙
口縁部横撫で、頸部～肩部外面左下方向のハケ目（1㎝あた
り8 ～ 9本）後、横のハケ目。肩部内面縦の撫で。

1区141号住居出土遺物
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第295図
PL.285 1 土師器

杯
0.6
2/3 口 11.4 高 3.7 細砂粒/良好/にぶ

い橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 底部に黒斑

第295図
PL.285 2 土師器

杯
2.5
3/4 口 10.1 高 3.6 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。

第295図
PL.285 3 土師器

杯
7.3
2/3 口 10.8 高 3.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 底部に黒斑

第295図
PL.285 4 土師器

杯
-
2/3 口 9.9 高 3.6 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 器面磨滅

第295図
PL.285 5 土師器

杯
-
1/2 口 11.0 高 3.9 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 内面に褐色の

付着物

第295図 6 土師器
杯

6.0
1/3 口 10.6 高 3.9 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 器面磨滅

第295図 7 土師器
杯

30.8
1/3 口 16.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削りで、間に撫での部分を

残す。内面撫で。
外面撫での部
分に輪積み痕

第295図 8 土師器
杯

10.0
1/3 口 13.4 高 4.2 細砂粒・粗砂粒/

良好/褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。

第295図 9 土師器
鉢か

-
口縁部～底部片 口 13.0 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 体部外面磨滅

第295図 10 土師器
坩

-
口縁部～胴部
上位片

口 9.6 細砂粒/良好/淡黄
外面と内面の口縁部は赤色塗彩。口縁部から胴部は縦位の
ヘラ磨き。内面口縁部は横位のヘラ磨き、胴部は撫で、一
部に指頭痕が残る。

1区142号住居出土遺物

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第295図
PL.285 1 手捏ね土器

椀形
5.7
完形

口
底

3.8
2.0

高 2.9 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 口縁部内面折り返し。体部外面撫で。 底部に黒斑

第295図
PL.285 2 手捏ね土器

椀形
5.7
完形

口
底

6.0
3.6

高 3.4 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙

体部外面上半ハケ目後撫で、下半横方向のハケ目（1㎝あた
り11本）。内面ヘラ撫で。 底部に黒斑

第295図 3 土師器
器台

-
脚部片

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

脚部外面縦～斜のヘラ磨き、内面横のヘラ磨き。穿孔は不
明。

第295図
PL.285 4 土師器

高杯
1.0
2/3

口
脚

12.7
13.8

高 12.1 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

杯部外面横～斜のヘラ磨き、内面横のヘラ磨き。脚柱部外
面縦、裾部横のヘラ磨き、内面撫でで、裾部に横方向のハ
ケ目（1㎝あたり9本）。脚部の穿孔は3孔。

第295図 5 土師器
高杯

3.9
脚部片

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

杯部～脚部外面赤彩後ヘラ磨き。脚部内面撫で。脚部の穿
孔は3孔。 脚部内面吸炭

第295図
PL.285 6 土師器

台付甕
2.4
1/2 口 18.2 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙

口縁部横撫で、頸部～肩部外面左下方向のハケ目（1㎝あた
り9本）後横のハケ目。胴部外面左上方向のハケ目（1㎝あた
り6本）。胴部内面撫で。

第296図 7 土師器
台付甕

1.3
口縁部～胴部
片

口 15.8 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙

口縁部横撫で、頸部～肩部外面左下方向のハケ目（1㎝あた
り5本）後横のハケ目。胴部外面左上方向のハケ目（1㎝あた
り5本）。肩部内面に強い縦の撫で。

第296図 8 土師器
台付甕

-
口縁部～胴部片 口 12.8 細砂粒/良好/灰黄

褐
口縁部横撫で、頸部～肩部外面右下方向のハケ目（1㎝あた
り6本）。頸部内面に押圧。

第296図 9 土師器
台付甕

2.1
脚部片 脚 8.6 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
脚部外面右下方向のハケ目（1㎝あたり5本）。脚端部折り返
し。脚部天井及び底部内面砂目粘土で補填。 内面磨滅。

第296図 10 土師器
壺

5.7
口縁部～頸部片 口 16.6 細砂粒・粗砂粒/

良好/赤褐
口縁部折り返し。口縁部外面及び口縁部～頸部内面赤彩後
横のヘラ磨き、頸部外面赤彩後縦のヘラ磨き。

第296図 11 土師器
壺

4.3
口縁部～胴部
片

口 13.6 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部～胴部外面ハケ目後縦のヘラ磨き。口縁部内面ヘラ
磨きか。

口縁部内面～
胴部外面赤彩。
内面の磨滅顕
著

1区143号住居出土遺物

1区144号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第296図 1 土師器
杯

9.0
1/4 口 14.0 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 内面磨滅

第296図
PL.285 2 土師器

杯
1.3
口縁部一部欠損 口 15.0 高 4.6 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 口縁部外面～

内面漆塗り

第296図 3 土師器
甕

5.3　口縁部～
胴部上半小片

口
胴

15.0
32.4

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい橙

口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で、
器面磨滅のため単位不明。

第296図
PL.285 4 土師器

甕
9.0
2/3 口 20.4 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙 口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ削り、内面横の撫で。 胴部内面下位
に接合痕

1区145号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第296図
PL.286 1 土師器

杯
-
口縁部1/3欠損

口
稜

14.6
12.4

高 4.1 細砂粒/良好・燻/
明赤褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第296図 2 土師器
鉢

9.7
口縁部片 口 10.4 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙 内外面とも横位のヘラ磨き。
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第296図 3 土師器
高杯

4.3
脚部上半

細砂粒・粗砂粒/
良好/橙 外面はヘラ磨き、内面はハケ目（1㎝あたり7本）。 脚部に透孔が

3カ所。

第297図 4 土師器
坩

-
口縁部～体部片 口 17.7 細砂粒/良好/橙 口縁部は斜め、体部は横位のヘラ磨き。内面は口縁部、体

部とも斜めのヘラ磨き。

第297図 5 土師器
壺

-
口縁部片 口 7.6 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙 外面はハケ目後縦位のヘラ磨き。内面は横位のヘラ磨き。

第297図 6 土師器
台付甕

-1.0　 口縁部
～胴部上位片 口 18.8 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部は横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり7本）。内面胴部
は撫で。

第297図 7 土師器
台付甕

7.2　口縁部～
胴部上位片 口 19.2 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部は横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり8本）。内面胴部
は撫で。

第297図 8 土師器
台付甕

-
脚部片 脚 8.8 細砂粒/良好/明黄

褐
端部は内側に折り返し。外面上位はハケ目、内面は撫で、
指頭痕が残る。

第297図 9 土師器
壺

-　口縁部～胴
部上位片 口 9.2 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ磨き。内面は口縁部
がヘラ磨き、胴部はヘラ撫で。

第297図
PL.286 10 土師器

甕
19.6　 口縁部
～胴部下位

口
胴

9.6
12.2

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部から胴部はハケ目後ヘラ磨き。内面は口縁部がハケ
目後ヘラ磨き、胴部はヘラ撫で。

第297図
PL.286 11 土師器

甕
17.3　 口縁部
～胴部中位

口
胴

13.8
16.9

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

外面口縁部に輪積み痕が残る。外面は器面磨滅のため不鮮
明、頸部にハケ目後残る。内面頸部はヘラ磨き。

第297図
PL.286 12 土師器

壺
-4.6～5.5　 口
縁部～頸部片 口 20.4 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙
口縁部は折り返し。口縁部はハケ目後部分的にヘラ磨き。
内面は器面磨滅のため不明。

第297図 13 土師器
壺

-8.1～-2.5　口縁
部～胴部上位片 口 13.2 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口唇部は折り返し、口唇部はヘラ磨き、口縁部は撫で、胴
部はヘラ磨き。内面は口縁部がヘラ磨き。

第297図 14 土師器
壺

-
口縁部片 口 14.2 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙 内外面とも赤色塗彩。外面は縦位、内面は横位のヘラ磨き。

第297図
PL.286 15 土師器

甕
-
底部～胴部下半

底
胴

5.2
13.8

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

底部はヘラ削り、胴部はハケ目後ヘラ磨き。内面はヘラ撫
で。

第297図 16 土師器
杯

-0.6
底部片

細砂粒/良好/明赤
褐 外面は手持ちヘラ削り、内面は撫で。

周囲を打ち欠
き転用か。用
途不明。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第297図 1 土師器
鉢

5.5・11.6　口縁
部～体部上位片 口 18.0 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐
口縁部は折り返し。折り返し部分に指頭痕が残る。口縁部
下半から体部はハケ目。

第297図 2 土師器
高杯

13.8
脚部片

細砂粒/良好/にぶ
い赤褐 外面はヘラ磨き、内面は撫で。 脚部に透孔が

3カ所。

第297図 3 土師器
高杯

11.1
脚部下半片 脚 13.2 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙 内外面ともヘラ磨き。 脚部に透孔が
3カ所。

第297図 4 土師器
器台

18.9
脚部上半片

細砂粒/良好/明黄
褐 外面はヘラ磨き、内面は撫で。 脚部に透孔が

3カ所。

第297図 5 土師器
甕

6.5
底部～胴部下位 底 5.0 細砂粒/良好/褐灰 底部はヘラ削り、胴部は撫で。内面はヘラ撫で。

第297図 6 土師器
甕

-4.0
底部～胴部下位 底 7.8 細砂粒・粗砂粒/

良好/赤褐 底部はヘラ削り、胴部は撫で。内面はヘラ撫で。

第297図 7 土師器
台付甕

-
胴部下位～脚
部片

底 5.5 細砂粒/良好/灰黄
褐

胴部から脚部はハケ目（1㎝あたり6本）。内面は胴部がヘラ
撫で。

底部脚部面に
砂粒の多い粘
土が貼付。

第298図
PL.286 8 土師器

台付甕
-6.7・9.0
3/4

口
脚

17.2
10.3

高
胴

28.0
23.4

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

脚部端部は内側に折り返し。口縁部は横撫で、胴部から脚
部上位はハケ目（1㎝あたり本9）。内面胴部はヘラ撫で。

底部内外面に
砂粒の多い粘
土が貼付。

1区146号住居出土遺物

1区147号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第298図
PL.286 1 土師器

杯
-6.2
完形

口
稜

11.5
10.7

高 3.9 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第298図
PL.286 2 土師器

杯
0.4
完形

口
稜

12.0
10.7

高 4.0 細砂粒/やや軟質/
橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り器面
磨滅のため単位不明。

第298図
PL.286 3 土師器

杯
2.0
完形

口
稜

11.3
10.7

高 4.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第298図
PL.286 4 土師器

杯
0
完形

口
稜

12.8
10.9

高 4.2 細砂粒・粗砂粒/
やや軟質/橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り器面
磨滅のため単位不明。

第298図
PL.286 5 土師器

杯
4.2
口縁部一部欠損

口
稜

14.5
14.4

高 5.7 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第298図
PL.286 6 土師器

皿
-1.8
完形

口
稜

13.0
10.0

高 3.4 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第298図 7 須恵器
杯身

-　口縁部～体
部小片

口
稜

11.0
13.0 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転方向不明。体部はヘラ削り。

第298図 8 土師器
甕

18.4
胴部下半片

細砂粒・粗砂粒/
良好/灰褐 胴部に輪積み痕が残る。外面はヘラ削り、内面はヘラ撫で。

第298図 9 土師器
甕

-0.1～22.8
底部～胴部片

底
胴

6.8
28.8

細砂粒・粗砂粒/
良好/橙 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラ撫で。
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第298図 1 土師器
器台

-
受け部片 口 10.6 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙 内外面とも放射状ヘラ磨き。

第298図 2 土師器
壺

-34.9
口縁部片 口 10.6 細砂粒/良好/浅黄

橙
内外面とも赤色塗彩。外面はハケ目後ヘラ磨き、内面はヘ
ラ磨き。

第298図
PL.287 3 土師器

坩
-1.2・3.6
4/5 口 10.9 高 6.4 細砂粒/良好/橙 体部から口縁部は放射状ヘラ磨き、底部はヘラ削り。内面

口縁部はやや雑な放射状ヘラ磨き。
第298図
PL.287 4 土師器

椀
7.4
完形

口
底

9.0
5.2

高 4.2 細砂粒/良好/浅黄
橙

口縁部は撫で後一部ヘラ磨き、底部は撫で。内面は口縁部
がハケ目後ヘラ磨き、底部はヘラ撫で。

第298図 5 土師器
坩

-
口縁部片 口 7.2 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙 外面はハケ目後ヘラ磨き、内面はヘラ磨き。

第299図 6 土師器
壺

1.0　底部～胴
部卯r位

底
胴

12.0
30.0

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

底部はヘラ削り、胴部はヘラ磨き。内面は底部から体部に
ヘラ磨き。

第299図 7 土師器
壺

-20.9
底部～胴部中位

底
胴

9.7
37.0

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい橙

底部はヘラ削り、胴部はヘラ磨き。内面は底部にハケ目、
胴部はヘラ撫で。

第299図
PL.287 8 土師器

壺
-17.5～5.3
3/4

口
底

14.9
7.5

高
胴

26.9
24.2

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口唇部は折り返し。口縁部はハケ目後ヘラ磨き、胴部はヘ
ラ磨き。内面口縁部はヘラ磨き、頸部はハケ目。

第299図
PL.287 9 土師器

壺
-13.0～9.2
3/4

口
底

14.2
6.4

高
胴

23.9
22.0

細砂粒/良好/にぶ
い橙

口縁部は上半に横撫で、下半はヘラ磨き、胴部はヘラ削り
後撫で。

第299図 10 土師器
甕

-5.9
口縁部片

細砂粒/良好/にぶ
い橙 口唇部に刺突文が巡る。

1区148号住居出土遺物

1区149号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第299図 1 土師器
杯

- 
口縁部～体部片

口
稜

10.8
10.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第299図 2 土師器
杯

-
口縁部～体部片

口
稜

13.8
13.0

細砂粒/やや軟質/
橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。

第299図 3 土師器
台付甕

- 口縁部～胴
部上位片 口 12.0 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部は横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり11本）。内面胴
部はヘラ撫で。

1区150号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第300図
PL.286 1 土師器

鉢
-
2/3

口
稜

16.5
11.7

高 5.3 細砂粒・粗砂粒/
良好/明赤褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第300図 2 土師器
器台

-
受け部小片

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

内外面とも赤色塗彩。断面に輪積み痕が残る。内外面とも
ヘラ磨き。

第300図 3 土師器
器台

-
脚部上位片か

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 外面は赤色塗彩か。内外面とも器面磨滅のため不鮮明。

第300図 4 土師器
台付甕

18.4
口縁部～胴部片 口 12.2 細砂粒/良好/明赤

褐
口縁部横撫で、頸部～肩部外面左下方向のハケ目（1㎝あた
り11本）。肩部内面縦の強い撫で。

第300図
PL.286 5 土師器

台付甕
-2.1～39.2
胴部一部欠損

口
脚

14.3
4.3

高
胴

20.1
18.7

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

脚部端部は内側に折り返し。口縁部は横撫で、胴部から脚
部上半はハケ目（1㎝あたり7本）。内面胴部はヘラ撫で、脚
部は撫で。

底部の両面に
砂粒の多い粘
土が貼付。

第300図 6 土師器
台付甕

3.9
脚部片 脚 9.4 細砂粒/良好/橙 端部は内側に折り返し。上半はハケ目（1㎝あたり5本）、下

半は撫で。内面は撫で、指頭痕が残る。

底部脚部面に
砂粒の多い粘
土が貼付。

第300図
PL.286 7 土師器

壺
-2.1～3.0　口縁
部～胴部上位片 口 14.6 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ磨き。内面胴部はヘラ撫で。

1区151号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第300図 1 手捏ね土器
椀形

-
1/3

口
底

6.0
4.0

高 2.6 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部は撫で、体部はヘラ磨き、底部は器面磨滅のため単
位不明。内面は撫で。

第300図 2 土師器
器台

31.0
脚部上半

細砂粒/良好/明赤
褐 脚部は外面ヘラ磨き、内面はヘラ撫で。

第300図 3 土師器
台付甕

口縁部～胴部
上位片 口 15.0 細砂粒/良好/灰黄

褐
口縁部は横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり7本）。内面胴部
は撫で。

第300図
PL.287 4 土師器

台付甕
11.2
脚部～胴部上位

脚
胴

8.0
17.0

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

脚部端部は折り返し。脚部上半から胴部はハケ目（1㎝あた
り8本）。内面は胴部がヘラ撫で、脚部は撫で。

第300図
PL.287 5 土師器

台付甕
5.0 1/2、脚部
下半欠

口
胴

9.8
14.2

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部は横撫で、胴部から脚部はハケ目（1㎝あたり8本）。
内面胴部は撫で。

第300図
PL.287 6 土師器

壺
1.4
口縁部1/2欠損

口
底

11.6
6.3

高
胴

20.2
18.8

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部と胴部・底部はヘラ磨き。内面は口縁部がヘラ磨き、
胴部はヘラ撫で。

第300図 7 土師器
甕

4.4
口縁部片 口 16.0 細砂粒/良好/にぶ

い橙 内面は赤色塗彩。口唇部は折り返し、内外面ともヘラ磨き。脚部に透孔が
3カ所。

第300図
PL.287 8 土師器

壺
1.4～5.3
3/4

口
底

20.3
7.3

高
胴

25.8
26.0

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部と胴部、底部はヘラ磨き。内面は口縁部がヘラ磨き、
頸部にハケ目、底部から胴部はヘラ磨き。

第300図
PL.287 9 土師器

壺
3.1・4.8　 口縁
部～胴部下位

口
胴

14.6
23.6

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部と胴部はヘラ磨き。内面は口縁部がヘラ磨き、頸部
にハケ目、胴部はヘラ撫でか。
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第300図
PL.287 10 土師器

小型甕
27.0 口縁部～
胴部下位 口 10.8 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り、器面磨滅のため単位不

明。。内面胴部はヘラ撫で。

第300図 11 土師器
甕

24.3
口縁部片 口 14.0 細砂粒/良好/浅黄

橙 内外面とも横撫で、口唇部に1条の凹線が巡る。

第300図 12 土師器
壺

16.8 口縁部～
頸部片 口 19.8 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口唇部に刺突文が巡る。頸部から胴部はハケ目。内面頸部
はヘラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第301図
PL.288 1 土師器

甕
2.2
口縁部1/3欠損

口
底

10.2
3.7

高
胴

10.4
11.6

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部は横撫で、胴部と底部はヘラ磨き。内面は底部から
胴部にヘラ撫で。

内面胴部中位
に煤が付着。

第301図
PL.288 2 土師器

甕
4.7
口縁部1/5欠損

口
底

7.9
4.4

高 7.6 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部は横撫で、胴部と底部はヘラ磨き。内面は口縁部が
ヘラ磨き、底部から胴部にヘラ撫で。

第301図
PL.288 3 手捏ね土器

椀形
5.7
完形

口
底

4.6
4.1

高 3.0 細砂粒/良好・燻/
黒褐

内面に輪積み痕が残る。口縁部・底部ともヘラ撫で。内面
は撫で。

第301図
PL.288 4 土師器

台付甕
6.3
1/2

口
脚

15.2
8.8

高
胴

25.7
22.2

細砂粒/良好/灰黄
褐

脚部端部は内側に折り返し。口縁部は横撫で、胴部から脚
部はハケ目（1㎝あた7本）。内面胴部は撫で。

第301図
PL.288 5 土師器

台付甕
4.8
2/3

口
脚

10.6
6.8

高
胴

19.4
15.2

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

脚部端部は内側に折り返し。口縁部は横撫で、胴部から脚
部はハケ目（1㎝あた8本）。内面胴部は撫で。

第301図
PL.288 6 土師器

台付甕
4.5～6.3
1/2

口
脚

11.8
9.8

高
胴

27.9
22.2

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

脚部端部は内側に折り返し。口縁部は横撫で、胴部から脚
部はハケ目（1㎝あた7本）。内面胴部は撫で。

第301図
PL.288 7 土師器

台付甕
3.9・8.0
3/4

口
脚

16.2
9.3

高
胴

31.6
25.4

細砂粒/良好/灰黄
褐

脚部端部は内側に折り返し。口縁部は横撫で、胴部から脚
部はハケ目（1㎝あた7本）。内面胴部は撫で。

第301図
PL.288 8 土師器

台付甕
4.8 口縁部～
胴部上半片

口
胴

14.6
32.4

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部は横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり6本）。内面胴部
は撫で。

第301図
PL.288 9 土師器

台付甕
3.9・4.8 口 縁
部～胴部下位片

口
胴

15.5
25.0

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部は横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり6本）。内面胴部
は撫で。

1区152号住居出土遺物

1区153号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第302図 1 土師器
高杯

-
杯身部1/6

口
底

11.6
4.4

細砂粒/良好/明赤
褐

杯身部は脚部と接合。杯身部は口縁部から底部とも内外面
ともヘラ磨き。

第302図 2 土師器
高杯

0.4　杯身部底
部～脚部上半

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

外面と杯身部内面は赤色塗彩。外面はヘラ磨き、内面は脚
部にハケ目。

脚部に透孔が
4か所。

第302図
PL.289 3 土師器

坩
-
口縁部片 口 10.0 細砂粒/良好/黄褐 外面は縦位、内面は横位のヘラ磨き。

第302図 4 土師器
壺

-0.6
口縁部～頸部 口 16.6 細砂粒/良好/橙 口唇部に3本1対の棒状凸帯が4か所に貼付。口縁部はハケ

目後ヘラ磨き、内面もヘラ磨き。器面磨滅のため単位不明。

1区154号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第302図
PL.289 1 須恵器

皿
8.1
2/3

口
底

8.6
5.4

高 2.1 細砂粒/酸化/にぶ
い黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第302図 2 須恵器
椀

10.4
口縁部～底部片

口
底

14.0
6.8

高
台

4.9
7.6

細砂粒・褐色粒/
酸化/にぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回りか。底部の切り離し技法不明。高
台は貼付。

第302図 3 須恵器
椀

14.0
口縁部～体部片 口 14.2 細砂粒/酸化/にぶ

い黄橙 ロクロ整形、回転右回りか。

第302図
PL.289 4 土師器

甕
6.3～15.9
1/3

口
底

15.4
13.0

高
胴

16.2
17.8

細砂粒・粗砂粒/
良好/黒葛

口縁部は横撫で、胴部上位は撫で、中位から底部はヘラ削
り。内面は底部から胴部にヘラ撫で。

第302図
PL.289 5 土師器

甕
4.8・20.5
底部～頸部片

底
胴

9.8
30.4

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい赤褐

頸部は横撫で、胴部から底部はヘラ削り。内面は底部から
胴部にヘラ撫で。

第302図
PL.289 6 須恵器

羽釜
3.2～8.7 口 縁
部～胴部下位片

口
鍔

28.2
31.4

細砂粒・粗砂粒/
酸化/赤褐

ロクロ整形、回転方向不明。外面胴部に輪積み痕がかすか
に残る。鍔は貼付。

第302図
PL.289 7 土師器

羽釜
-2.1～10.2 口縁
部～胴部中位片

口
鍔

27.0
31.0

胴 35.4 細砂粒・粗砂粒/
良好/明赤褐

鍔は貼付、胴部中位はヘラ削り。内面は胴部がヘラ撫で、
器面剥離のため詳細不明。

1区155号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第302図
PL.289 1 土師器

杯
-3.9
3/4

口
稜

13.0
13.4

高 4.2 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第302図
PL.289 2 土師器

杯
51.9
2/3

口
稜

13.0
13.2

高 4.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面剥離のため単位不明。

第302図
PL.289 3 土師器

杯
11.8
4/5

口
稜

13.5
13.8

高 4.1 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第302図
PL.289 4 土師器

杯
10.6
3/5

口
稜

12.3
13.0

高 3.7 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第302図
PL.289 5 土師器

杯
-
1/2 口 17.6 高 5.9 細砂粒・粗砂粒/

良好/明赤褐
内面黒色処理か。口縁部は横撫で、体部から底部は手持ち
ヘラ削り、器面磨滅のため単位不明。

第302図
PL.289 6 土師器

台付鉢
6.3
口縁部一部欠損

口
脚

11.8
8.7

高
最

10.5
14.6

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙

脚部は貼付。口縁部は横撫で、体部はヘラ削り、器面磨滅
のため単位不明。脚部はヘラ削り。
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第303図 7 土師器
甕

2.9・3.0
底部～胴部下位 底 8.0 細砂粒・粗砂粒/

良好/明赤褐 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラ撫で。

第303図 8 土師器
高杯

7.4
杯身部片

口
稜

15.8
13.0

細砂粒/良好/明赤
褐 杯身部は口縁部横撫で、底部（稜下）は手持ちヘラ削り。

第303図
PL.289 9 土師器

高杯
-
脚部片 脚 16.6 細砂粒/良好/橙 裾部に輪積み痕が残る。脚部はヘラ削り、裾部は横撫で。

内面は脚部がヘラ撫で。

第303図 10 土師器
甕

11.8・12.6 口縁
部～胴部上位片 口 15.2 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい黄橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第303図 11 土師器
甕

7.4～28.8 口縁
部～胴部上位片 口 16.8 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい黄橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第303図
PL.290 12 土師器

甕
3.6～28.4 口縁
部～胴部下位 口 20.6 細砂粒・粗砂粒/

良好/明赤褐 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第303図
PL.289 13 土師器

甕
3.9～13.2 口縁
部～胴部下位片

口
胴

14.8
13.9

細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り、器面磨滅のため単位不
明。。内面胴部はヘラ撫で。

第303図
PL.290 14 土師器

甕
10.8～39.1 口縁
部～胴部下位片 口 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第303図
PL.290 15 土師器

甑
2.7～13.8
1/3

口
底

16.0
7.3

高 16.5 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第303図
PL.290 16 土師器

甑
2.7～28.4
3/4

口
底

21.0
9.5

高 23.7 細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙

口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り、器面磨滅のため単位不
明。。内面胴部はヘラ撫で。

第303図 17 土師器
甑か鉢

2.7・3.4
口縁部～胴部
上位片

口 29.8
細砂粒・粗砂粒・
褐色粒/良好/明赤
褐

外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部は横撫で、胴部はヘ
ラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第303図
PL.290 18 土製品

土錘
-　3/4、 下 端
側欠損

長
径

5.9
1.6

孔
重

0.4
13.2 細砂粒/良好/橙 外面は撫で。

第303図
PL.290 19 土師器

器台
10.2 
受部～脚部下位 口 8.5 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
受部は横位、脚部は縦位のヘラ磨き。内面はヘラ磨き、脚
部もヘラ磨き。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第304図 1 土師器
杯

-
1/3

口
稜

11.6
11.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第304図 2 土師器
杯

-
1/3

口
稜

11.4
10.6 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第304図 1 土師器
甕

21.0　 口縁部
～胴部上位片 口 15.0 細砂粒/良好/橙 外面胴部に輪積み痕が残る。口縁部は横撫で、胴部はヘラ

削り。内面胴部はヘラ撫で。

1区156号住居出土遺物

1区157号住居出土遺物

1区158号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第304図 1 土師器
鉢

2.3
口縁部～底部片

口
稜

13.6
10.4

細砂粒/良好/明赤
褐

内外面赤色塗彩。口縁部はヘラ磨き、稜にハケ目がわずか
に残る、体部から底部もヘラ磨き。内面も全面ヘラ磨き。

第304図
PL.290 2 土師器

器台
-
受部～脚部上半 口 8.8 細砂粒/良好/にぶ

い黄褐
外面は赤色塗彩。受部から脚部はヘラ磨き。内面は受部が
ヘラ磨き、脚部は撫で。

脚部に透孔が
3カ所。

第304図 3 土師器
壺

14.4　 口縁部
下半～胴部上位

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄褐

口縁部から頸部はハケ目、胴部はヘラ削り。内面は口縁部
にハケ目が残る、胴部はヘラ撫で。

第304図 4 土師器
壺

8.6
口縁部～頸部片 口 13.4 細砂粒/良好/にぶ

い黄褐
口縁部は折り返し。口縁部上半と頸部は横撫で、下半はハ
ケ目。内面は口縁部下半にハケ目。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第304図
PL.290 5 砥石 - 礫砥石 デイサイト 20.9 12.5 2919.1 表裏両面に光沢を帯びた研磨面。背面側小口部に幅広

の刃ならし傷がある。

1区159号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第304図 1 須恵器
杯蓋

9.7
1/4 口 13.8 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。天井部は中ほどまで回転ヘラ削

り。

1区160号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第304図 1 土師器
坩

-
1/6 口 12.8 高 6.6 細砂粒/良好/赤褐 口縁部は斜放射状ヘラ磨き、体部から体部は器面磨滅のた

め単位不明。内面口縁部も斜放射状ヘラ磨き。

第304図 2 土師器
鉢

-
2/3

口
稜

16.0
10.5

高 5.6 細砂粒・褐色粒/
良好/明赤褐

口縁部横撫で後下半に撫で、体部（稜下）から底部は手持ち
ヘラ削り。

第304図
PL.291 3 土師器

甕
-
1/4

口
底

8.3
3.4

高
胴

8.3
10.0

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部横撫で、胴部はハケ目後下半にヘラ磨き、底部はヘ
ラ撫で。内面は口縁部にヘラ磨き、底部から胴部はヘラ撫
で。

第304図
PL.291 4 土師器

台付甕
-1.9・-2.4　口縁
部～胴部上位片 口 14.7 胴 22.8 細砂粒/良好/灰黄

褐
口縁部は横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり6本）。内面胴部
は撫で。
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第304図 5 土師器
台付甕

6.5・12.5　口縁
部～胴部上位片 口 16.8 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部は横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり6本）。内面胴部
は撫で。

第304図
PL.291 6 土師器

壺
10.0～21.7口縁
部～胴部下位

口
胴

12.4
21.6

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部折り返し、口縁部上半は横撫で、下半はハケ目、胴
部はヘラ磨き。内面は口縁部がハケ目、胴部はヘラ撫で。

第304図 7 土師器
壺

12.0　 底部～
胴部下位片 底 4.8 細砂粒/良好/明黄

褐 底部から胴部はヘラ磨き。内面はヘラ撫で

第304図 8 土師器
壺

7.9　 底 部 ～
胴部下位片 底 4.6 細砂粒/良好/にぶ

い橙
外面は赤色塗彩。底部はヘラ削り、胴部はヘラ磨き。内面
はヘラ撫で。

1区161号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第305図
PL.290 1 土師器

杯
15.4
1/2 口 12.8 高 3.9 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ

削り。

第305図 2 土師器
杯

4.3
口縁部～底部片 口 11.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ

削り、器面磨滅のため単位不明。

第305図 3 土師器
杯

2.2
口縁部～底部片 口 12.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ

削り、器面剥落のため単位不明。

第305図 4 土師器
杯

11.7
口縁部～底部片 口 13.4 細砂粒多/良好/に

ぶい橙
口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

第305図 5 土師器
杯

6.9
口縁部～底部片

口
底

13.2
10.2 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第305図 6 土師器
杯

-
口縁部～底部片 口 12.8 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第305図
PL.290 7 土師器

杯
-
1/3 口 14.8 高 3.7 細砂粒/良好/にぶ

い橙
口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

第305図 8 土師器
杯

-
口縁部～底部片 口 15.8 細砂粒多/良好/に

ぶい橙
口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り、器面磨滅のため単位不明。

第305図 9 土師器
杯

-
口縁部～底部片 口 13.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ

削り。

第305図 10 土師器
杯

-
口縁部～底部片 口 14.8 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第305図 11 土師器
杯

-
口縁部～底部片 口 14.8 細砂粒多/良好/に

ぶい橙
口縁部横撫で、体部から底部はヘラ削りか、器面磨滅のた
め単位不明。

第305図 12 土師器
杯

-
1/4 口 12.0 高 3.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ

削り。

第305図 13 土師器
杯

-
　 口 9.8 高 3.4 細砂粒/良好/明赤

褐
口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

第305図
PL.290 14 土師器

杯
14.9
1/2

口
稜

13.2
11.8

高 2.9 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第305図 15 土師器
杯

28.5
1/4 口 17.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ

削り。

第305図 16 土師器
杯

15.4
口縁部～体部片 口 18.0 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半は手持ちヘラ削り。

第305図 17 須恵器
杯

8.9
1/2

口
底

13.8
10.2

高 3.2 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラ削り。

第305図 18 須恵器
杯

-0.5・0.2
1/3

口
底

14.0
10.0

高 3.6 細砂粒/還元/褐灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラ削り。

第305図 19 須恵器
短頸壺蓋

-2.5～10.1　摘み・
口縁部一部欠損 口 11.8 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。鍔と凸帯は貼付。

第305図 20 土師器
甕

9.0　口縁部～
胴部上位片 口 14.4 細砂粒/良好/橙 口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ

ラ撫で。

第305図 21 土師器
甕

-1.1・2.6　 口
縁部～胴部上半

口
胴

23.0
21.6

細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部から頸部は横撫で、指頭痕が残る、胴部はヘラ削り。
内面胴部はヘラ撫で。

第305図 22 須恵器
甕

2.2
口縁部片 口 19.6 細砂粒・粗砂粒/

還元/灰褐 ロクロ整形、回転方向不明。口唇部は折り返しか。

第305図 23 須恵器
甕

34.6
口縁部片 口 19.0 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転方向不明。

挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第305図
PL.290 24 鉄製品

鏃 掘方 長 8.8幅 0.6厚 0.5重3.0 長頚鏃で茎との境は段を持つが棘はなし断面四角の茎は1.5㎝程で欠損す
る。

1区162号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第306図
PL.291 1 土師器

杯
1.9
完形 口 10.7 高 3.9 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ

削り。
第306図
PL.291 2 土師器

杯
3.3
ほぼ完形 口 12.8 高 3.5 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ

削りか、器面磨滅のため単位不明。
第306図
PL.291 3 土師器

皿
3.4
口縁部1/4欠損

口
稜

17.7
16.0

高 4.6 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第306図
PL.291 4 土師器

甕
6.2　口縁部～
胴部中位

口
胴

22.2
19.6 細砂粒/良好/橙 内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横撫で、胴

部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。
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挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第306図
PL.291 6 鉄製品

釘 - 長 5.8幅0.5 厚0.4 重3.3 断面正方形に近い角釘で頭部を欠く、先端に向かい徐々に細くなり端部
で急に細くなりとがる

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第306図
PL.291 5 凹石？ 5 偏平円礫 粗粒輝石安

山岩 13.6 12.4 846.6 背面側中央に孔1を穿つ。表裏両面とも摩耗、周辺敲
打痕。縄文期磨石に比べ偏平すぎ、異質。

1区163号住居出土遺物

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第306図
PL.291 5 砥石 5 切り砥石 砥沢石 5.5 3.3 85.7

背面側の孔周辺が溝状に浅く、端部がＵ字状に窪む他、
刀子状工具による整形痕が残る。両側面に使い込んだ
使用面がある。下端小口部は粗く磨き整形。径3mm（最
小径）の孔を両側穿孔する。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第306図 1 土師器
杯

13.3
1/3

口
稜

11.4
10.7

高 3.3 細砂粒/良好/明黄
褐

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。。

第306図
PL.291 2 土師器

杯
2.2
3/4

口
稜

10.6
10.8

高 3.8 細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第306図 3 土師器
台付甕

10.1
脚部片 脚 9.4 細砂粒/良好/灰黄

褐 内外面とも横撫で、外面に指頭痕が残る。

第306図 4 土師器
高杯 脚部中位片

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 内面に粘土紐巻き上げ痕が残る。外面はヘラ削り。

1区164号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第306図 1 須恵器
高杯か

-　杯身部口縁
部～体部片

口
稜

10.8
9.2 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転方向不明。体部はヘラ撫で。

第306図 2 土師器
杯

-　口縁部～体
部片

口
稜

11.8
9.9

細砂粒/良好/にぶ
い赤褐 口縁部横撫で、体部（稜下）は手持ちヘラ削り。

第306図
PL.291 3 土師器

杯
3.0
ほぼ完形

口
稜

13.0
9.4

高 3.9 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部（稜下）は手持ちヘラ削り。

第306図
PL.291 4 土師器

甕
-1.9　 口縁部
～胴部下位 口 18.6 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい黄橙
内面に輪積み痕が残る。口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。
内面胴部はヘラ撫で。

第306図 5 土製品
腕輪

-
一部片 細砂粒/良好/橙 表裏ともヘラ磨き、側面は器面磨滅のため不明。

第306図 6 土製品
土錘

5.2　 両 端 部
欠損カ所あり

長
径

5.5
1.5

孔
重

0.5
9.2

細砂粒/良好/にぶ
い橙 表面は撫で。

第306図 7 土製品
土錘

-3.1
下端部欠損

長
径

4.5
1.6

孔
重

0.5
9.8

細砂粒/良好/にぶ
い橙 表面は撫で。

1区166号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第306図 1 土師器
台付甕

5.8・6.3　口縁
部～胴部上位片 口 17.4 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部は横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり6本）。内面胴部
は撫で。

第306図 2 土師器
壺

4.7～7.2　口縁
部～胴部上位片 口 15.6 細砂粒/良好/明赤

褐
内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部はヘラ磨き、胴部はヘ
ラ削り。

第306図 3 土師器
壺

10.6
口縁部小片

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

内外面赤色塗彩。口縁部は折り返し、上半に棒状凸帯が貼
付。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第306図 1 須恵器
瓶

-　口縁部下半
～胴部上位片 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回りか。外面胴部にカキ目。

1区167号住居出土遺物

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第306図 1 土師器
杯

-
口縁部～底部片

口
稜

14.0
14.3

細砂粒/良好/にぶ
い黄褐

口縁部横撫で、体部（稜下）は上半が撫で、下半から底部は
手持ちヘラ削り。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第307図 1 土師器
杯

17.8　 口縁部
～底部片

口
稜

12.0
11.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第307図 1 土師器
高杯

0
脚部下半片 脚 11.8 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐 脚部はヘラ削り、裾部は横撫で。内面脚部はヘラ撫で。

1区168号住居出土遺物

1区169号住居出土遺物

1区171号住居出土遺物
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第307図 1 土師器
杯

-
1/4

口
稜

12.8
12.8

高 3.7 細砂粒/良好・燻/
灰黄褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第307図 2 土師器
杯

-
口縁部～体部片

口
稜

14.8
13.7

細砂粒/良好/明赤
褐 口縁部横撫で、体部（稜下）は手持ちヘラ削り。

第307図 3 土師器
高杯

20.2　 杯身部
底部～脚部上位 細砂粒/良好/橙 杯身部底部と脚部はヘラ削り。内面脚部はヘラ撫で。

1区172号住居出土遺物

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第307図
PL.291 2 土師器

高杯
-1.7～0.9
脚部裾部

脚 18.2 細砂粒/良好/赤褐 脚部はヘラ削り、裾部は横撫で。

脚部の割れ口
状態は磨滅、
脚部欠損後二
次利用か。

第307図 3 土師器
甕

32.4　 口縁部
～胴部上位片 口 19.2 細砂粒/良好/赤褐 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第307図 4 土師器
甕

17.2　 口縁部
～胴部上位片 口 22.7 細砂粒/良好/明赤

褐
口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り、器面磨滅のため不鮮明。
内面胴部はヘラ撫で。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第307図
PL.291 5 敲石 - 棒状偏平礫 粗粒輝石安

山岩 18.9 7.0 726.8 小口部敲打・摩耗、側縁敲打。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第307図
PL.292 1 土師器

杯
2.4
3/4

口
稜

12.7
11.8

高 4.3 細砂粒/良好・燻/
橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第307図 2 土師器
杯

0.2
1/3

口
稜

12.0
12.6

高 3.6 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第307図
PL.292 3 土師器

杯
1.2
3/4

口
稜

12.8
13.3

高 3.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）はヘラ削り後撫で、底部は手持
ちヘラ削り。

第307図
PL.292 4 土師器

杯
4.4・4.7
2/3

口
稜

13.4
13.6

高 3.7 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第307図 5 土師器
杯

-
口縁部～体部片 口 12.6 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部はへラ磨き、内面も同様であるが、

体部は器面磨滅のため単位不明。

第307図 6 土師器
台付甕

14.6
脚部片 脚 12.4 細砂粒/良好/橙 脚部はヘラ削り、裾部は横撫で。内面は脚部にヘラ撫で。

第307図
PL.292 7

土師器
蓋(器種不
明)

6.7
口縁部3/4欠損

口
摘

17.4
1.9

高 6.8 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 摘みは貼付、天井部はヘラ削り後撫で、口縁部は横撫で。

第307図 8 須恵器
杯

-
底部片 底 5.2 細砂粒・粗砂粒/

還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラ起し後撫で。

第307図 9 土師器
甕

3.8　口縁部～
胴部上位片 口 16.6 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい赤褐 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

第307図 10 土師器
甕

-10.7　口縁部
～胴部上位片 口 19.0

細砂粒・粗砂粒・
ガラス質粒/良好/
にぶい橙

口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第307図 1 土師器
鉢

-
口縁部片 口 17.8 細砂粒/良好/橙 外面は器面磨滅のため単位不明。内面はヘラ磨きか。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第307図
PL.292 1 土師器

杯
13.6
3/5

口
底

13.6
3.6

高
稜

5.5
13.8

細砂粒/良好・燻/
にぶい橙

口縁部横撫で、体部（稜下）は撫で、下半に指頭痕が残る、
底部はヘラ削り。

第307図
PL.292 2 土師器

杯
13.6・16.8
3/4

口
稜

12.8
12.7

高 3.9 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。

1区173号住居出土遺物

1区174号住居出土遺物

1区175号住居出土遺物

1区177号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第308図 1 土師器
杯

-
1/4

口
稜

11.4
11.3

高 3.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第308図 2 土師器
杯

-
1/4

口
稜

12.0
11.6

高 3.3 細砂粒/良好・燻/
にぶい赤褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第308図 3 土師器
甕

2.2　口縁部～
胴部上位片 口 20.4 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラ撫で。
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1区178号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第308図
PL.292 1 土師器

台付甕
-0.6
甕部2/5欠損

口
脚

10.6
7.6

高
胴

10.9
11.0

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

脚部は貼付か、脚部端部は内側に折り返し。外面はハケ目
（1㎝あたり9本）。内面は口縁部がハケ目、胴部はヘラ撫で、
脚部はハケ目。

第308図
PL.292 2 土師器

台付甕
2.6　口縁部～
胴部下位片

口
胴

13.4
19.4

細砂粒/良好/浅黄
橙

口縁部は横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり9本）。内面胴部
に指頭痕が残る。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第308図
PL.292 1 土師器

杯
-18.7
完形 口 13.5 高 4.0 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。

第308図
PL.292 2 土師器

杯

0.1・2.7
口縁部一部欠
損

口 13.3 高 4.2 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。

内面のハゼ及
び底部外面の
磨滅顕著　内
外面吸炭

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第308図 1 土師器
器台

5.0
脚部片 脚 10.2 細砂粒・粗砂粒/

良好/浅黄橙 脚部外面縦のヘラ磨き、内面撫で。脚部の穿孔は4孔。

第308図 2 土師器
壺

-5.1
1/3 底 5.8 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
胴部外面縦の細かなハケ目（1㎝あたり8 ～ 9本）。内面横の
ハケ目（1㎝あたり7本）。底部中央に窪み。

第308図
PL.292 3 手捏ね土器

椀形
-16.3　口縁部
一部欠損

口
底

4.9
4.3

高 2.8 細砂粒/良好/浅黄
橙

口縁部雑な横撫で、体部外面細かなハケ目後押圧。内面撫
で。 底部に黒斑

第308図 4 土師器
ミニチュア

-2.5　 口縁部
～底部片 口 6.2 細砂粒・粗砂粒/

良好/浅黄橙 口縁部横撫で、底部外面撫で。内面撫で。

第308図 5 手捏ね土器
甕形

-
底部片 底 3.9 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙 体部外面斜の細かなハケ目。内面指先の撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第308図
PL.292 1 土師器

杯
0.8
完形 口 12.8 高 4.3 細砂粒・軽石/良

好/明赤褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。

第308図
PL.292 2 土師器

杯
3.1
完形 口 12.8 高 4.7 細砂粒・粗砂粒・

軽石/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 内面吸炭

第308図
PL.292 3 土師器

杯
31.9
2/3 口 13.3 高 4.6 細砂粒・軽石/良

好/にぶい赤褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 内面吸炭

第308図
PL.292 4 土師器

杯
2.0
完形 口 12.9 高 4.4 細砂粒・軽石/良

好/明赤褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 口縁部外面～
内面漆塗りか

第308図
PL.292 5 土師器

杯
1.1
口縁部一部欠損 口 12.9 高 4.0 細砂粒/良好/赤褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 口縁部外面～

内面漆塗りか
第308図
PL.292 6 土師器

杯
3.1
口縁部一部欠損 口 13.0 高 4.9 細砂粒・軽石/良

好/明赤褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 口縁部外面～
内面漆塗りか

第308図
PL.292 7 土師器

杯
-
口縁部一部欠損 口 14.0 高 5.0 細砂粒/良好/明赤

褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面ヘラ撫で。 口縁部外面～
内面漆塗りか

第308図
PL.292 8 土師器

杯
2.9
3/4 口 14.5 高 4.8 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 内面わずかに
吸炭

第308図
PL.292 9 土師器

杯
-5.3
2/3 口 12.1 高 4.9 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐赤褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。

第308図 10 土師器
杯

1.8
1/2 口 12.5 高 3.6 細砂粒・軽石/良

好/明赤褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。

第308図
PL.292 11 土師器

杯
1.3
2/3 口 16.7 高 4.6 細砂粒・粗砂粒・

角閃石/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 内面わずかに
吸炭

第308図
PL.292 12 土師器

杯
9.0
1/3 口 10.4 高 4.5 細砂粒/良好/赤褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り。内面撫で後、粗い放

射状のヘラ描き。
第308図
PL.292 13 土師器

杯
12.6
完形 口 10.9 高 4.5 細砂粒/良好/赤褐 口縁部横撫で。底部手持ちヘラ削り。内面撫で後、粗い放

射状ヘラ磨き。
口縁部外面～
内面漆塗りか

第308図
PL.292 14 土師器

杯
4.5　口縁部～
底部の一部欠損 口 11.4 高 4.9 細砂粒・粗砂粒/

良好/赤褐
口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り。内面撫で後、粗い放
射状のヘラ描き。 器面磨滅

第308図
PL.292 15 土師器

杯
5.2
1/2 口 10.8 高 4.9 細砂粒・粗砂粒/

良好/赤褐
口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り。内面撫で後、粗い放
射状のヘラ描き。

第308図
PL.292 16 土師器

杯
5.2
完形 口 9.8 高 4.0 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい赤褐
口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り。内面撫で後、粗い放
射状のヘラ描き。

第309図
PL.292 17 土師器

坩
23.0
2/3 口 9.2 高 7.9 細砂粒/良好/明赤

褐
口縁部～頸部内外面、細かなハケ目後横のヘラ磨きか。胴
部外面横のヘラ磨き、内面撫で。

第309図
PL.293 18 土師器

鉢
-2.0・0.5
2/3

口
底

9.4
6.2

高 11.0 細砂粒・粗砂粒・
軽石/良好/橙

口縁部横撫で、体部外面は磨滅が顕著で整形不明。内面横
のヘラ撫で。

体部外面の磨
滅顕著　底部
外面に黒斑

第309図 19 土師器
鉢

1.2・2.7
1/3 口 13.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部外面横～斜のヘラ削り、内面横のヘラ

撫で。
底部外面に黒
斑

第309図
PL.293 20 土師器

甑
1.2
完形

口
底

17.9
6.0

高
孔

10.2
0.4

細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部横撫で、体部外面斜のヘラ削り、内面撫で。底部穿
孔は外側からで7孔を穿つ。

体部外面下半
に黒斑

1区179号住居出土遺物

1区180号住居出土遺物

1区181号住居出土遺物



観察表
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第309図
PL.293 21 土師器

甑
0.5・5.8
底部一部欠損

口
孔

20.8
9.8

高 27.0 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部横撫で、体部外面縦のヘラ削り後、下半斜のヘラ撫
で。内面上半横、下半斜のヘラ撫で。

第309図
PL.293 22 土師器

甕
4.3
胴部一部欠損

口
底

15.9
6.1

高 28.0 細砂粒・粗砂粒・
軽石/良好/橙 口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ削り、内面撫で。

胴部内面下位
に接合痕　胴
部外面下半被
熱のためか剥
離

第309図 23 土師器
甕

28.1・31.9　 口
縁部～胴部片 口 23.8 細砂粒/良好/にぶ

い橙
口縁部横撫で、胴部外面上半横のヘラ削り、内面横のヘラ
撫で。

口縁部外面に
輪積み痕

第309図 24 土師器
甕

-0.6・1.1　 口
縁部～胴部片 口 21.4 細砂粒・軽石/良

好/橙 口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ削り、内面撫で。

第309図
PL.293 25 土師器

甕
0.3　
口縁部～胴部片 口 18.4 細砂粒・粗砂粒/

良好/浅黄橙
口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ削り、内面撫で。内面横
のヘラ撫で。

第310図 26 土師器
甕

0.7　
口縁部～胴部片 口 21.2

細砂粒・粗砂粒/
良好/浅黄橙良好/
橙

口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ削り、内面撫で。

第310図 27 土師器
甕

-2.3～5.1
胴部～底部片 底 3.6 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙 胴部外面縦のヘラ削り、下半縦の撫で。内面撫で。 胴部内面中位
に輪積み痕

1区182号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第310図 1 土師器
杯

19.5　
口縁部～底部片 口 12.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削りで、間に狭く撫での部

分を残す。内面撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第310図
PL.293 1 土師器

杯
14.2
3/4

口
稜

11.2
10.3

高 4.1 細砂粒・粗砂粒/
やや軟質/橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。

第310図 2 土師器
杯

32.9　
口縁部～底部片 口 12.0 細砂粒/やや軟質/

橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 器面磨滅
粉っぽい素地

第310図 3 土師器
杯

3.9
1/3 口 11.0 高 4 細砂粒/やや軟質/

橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 器面磨滅
粉っぽい素地

第310図 4 土師器
杯

1.3
口縁部～底部片 口 12.0 細砂粒/やや軟質/

橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 器面磨滅
粉っぽい素地

第310図 5 土師器
杯

30.1
1/4 口 11.4 細砂粒/良好/明赤

褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。

第310図 6 土師器
杯

-
口縁部～底部片 口 11.8 細砂粒/良好/赤褐 口縁部横撫でで、口唇部内面に1条の凹線を巡らせる。底

部手持ちヘラ削り、内面撫で。
第310図
PL.293 7 土師器

杯
1.1
1/3

口
稜

12.8
10.8

高 4.1 細砂粒・粗砂粒/
やや軟質/橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。

第310図
PL.293 8 土師器

杯
2.6
3/4

口
稜

11.9
10.6

高 4.1 細砂粒・粗砂粒/
やや軟質/橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。

第310図
PL.293 9 土師器

杯
0.9
3/4

口
稜

11.9
10.1

高 3.6 細砂粒・粗砂粒/
やや軟質/にぶい
黄橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。

第310図
PL.293 10 土師器

杯
18.2　 口縁部
僅かに欠損

口
稜

12.5
11.2

高 4.3 細砂粒・粗砂粒/
やや軟質/橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。

第310図
PL.294 11 土師器

甕
1.7・2.1
3/4

口
底

21.5
3.7

高 38.1 細砂粒・粗砂粒・
角閃石/良好/橙

口縁部横撫で、胴部外面上半縦、下半斜のヘラ削り。内面
横～斜のヘラ撫で。

胴部内面下位
に接合痕

第311図
PL.293 12 土師器

甕

1.5～2.1　胴部下
半から底部一部
欠損

口
底

17.6
5.8

高 30.7 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部横撫で、胴部外面縦の2段のヘラ削り、内面横のヘ
ラ撫で。

胴部内面下半
に輪積み痕

第311図 13 土師器
甕

-10.7
口縁部～胴部片 口 21.8

細砂粒・粗砂粒・
片岩/良好/にぶい
赤褐

口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ削り。内面横のヘラ撫で。

第311図 14 土師器
甕

1.4～2.0　口縁
部～胴部片 口 16.2 細砂粒・軽石/良

好/橙
口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ削り。内面横～斜のヘラ
撫で。 器面磨滅

第311図 15 土師器
甕

0.3
口縁部～胴部片 口 14.7

細砂粒・軽石・角
閃石/良好/にぶい
黄橙

口縁部横撫で、胴部外面横～斜のヘラ削り。内面横のヘラ
撫で。

第311図
PL.294 16 土師器

甕
1.1～2.2
1/2

口
底

17.0
9.0

高 32 細砂粒・粗砂粒・
軽石/良好/橙

口縁部横撫で、胴部外面斜のヘラ削り、内面上半横のヘラ
撫で、下半斜のヘラ撫で。

器面磨滅　胴
部外面下端～
底部に黒斑　
胴部内面中位
に輪積み痕

第311図 17 土師器
甕

1.9
底部～胴部下
位片

底 7.4
細砂粒・粗砂粒・
白色粒/良好/にぶ
い橙

底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラ撫で。内外面とも器面
磨滅のため不鮮明。

第310図
PL.293 18 土師器

甕
1.0
3/4

口
底

15.7
4.1

高 24.9 細砂粒・軽石/良
好/にぶい橙

口縁部横撫で、胴部外面斜の2段のヘラ削り。内面横のヘ
ラ撫で。

胴部内面下位
に接合痕

1区183号住居出土遺物
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第311図 1 土師器
土釜

-12.0
口縁部～胴部片 口 23.8 細砂粒・粗砂粒/

良好/明赤褐
口縁部雑な横でで、外面に押圧が残る。胴部外面縦のヘラ
削り。内面撫で。

頸部内外面に
輪積み痕

第311図 2 土師器
土釜か

-9.3・-4.7
底部片 底 11.6 細砂粒・粗さ理由

/良好/にぶい赤褐 胴部外面斜のヘラ削り、内面横の撫で。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第312図
PL.294 3 磨石 3 扁平礫 粗粒輝石安

山岩 11.4 10.3 429.5 表裏面とも弱く摩耗、部分的に光沢を帯びる。側縁敲打。

第312図
PL.294 4 敲石 4 扁平棒状礫 雲母石英片

岩 (12.5) 6.3 520.1 小口部上端を粗く打ち欠いたのち、エッジを敲打する。

1区184号住居出土遺物

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第312図 1 土師器
壺

1.4
口縁部片 口 13.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、頸部外面撫で後、縦の粗いヘラ磨き。内面

撫で。

第312図 2 土師器
台付甕

-14.4
口縁部片 口 15.8 細砂粒/良好/浅黄

橙 口縁部横撫で、頸部～肩部外面左下方向のハケ目。

第312図
PL.294 3 土師器

壺
-8.4
2/3 底 10.0 細砂粒・粗砂粒/

良好/浅黄橙
肩部外面に縄文RLを2段に回転施文。胴部外面は撫でか。
内面磨滅が顕著で整形不明。 内面ハゼ顕著

1区185号住居出土遺物

1区186号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第312図
PL.295 1 土師器

杯
5.0
3/4 口 12.4 高 4 細砂粒・粗砂粒・

軽石/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。

第312図
PL.295 2 土師器

杯
7.8
1/2 口 12.9 高 4.3 細砂粒/やや軟質/

にぶい黄橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。
口縁部外面～
内面漆塗りか
　内面ハゼ

第312図
PL.295 3 土師器

杯
18.9
ほぼ完形

口
稜

10.8
9.6 高 3.5 細砂粒/やや軟質/

橙
口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。

第312図 4 土師器
杯

10.3
1/4 口 10.8 高 3.9 細砂粒/良好/橙に

ぶい赤褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面ヘラ撫で。 口縁部外面～
内面漆塗りか

第312図
PL.295 5 土師器

杯
3.2
1/2 口 14.1 高 4.5 細砂粒/硬質/にぶ

い黄橙
口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で後、粗い放
射状ヘラ磨き。

第312図 6 土師器
杯

3.0
1/2 口 12.5 高 4.4 細砂粒/やや軟質/

橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 内面ハゼ
外面磨滅

第312図 7 土師器
杯

-
1/3 口 16.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 内面磨滅

縞状の素地
第312図
PL.295 8 土師器

杯
18.9
ほぼ完形

口
稜

11.6
10.5

高 4.1 細砂粒/やや軟質/
橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。

第312図
PL.295 9 土師器

杯
-
3/4 口 11.4 高 4.1 細砂粒/やや軟質/

橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 器面磨滅

第312図 10 土師器
皿

15.1 
口縁部～底部片 口 22.8 細砂粒/やや軟質/

橙 口縁部横撫で、底部外面は手持ちヘラ削りか。 器面の磨滅顕
著

第312図
PL.295 11 土師器

高杯
18.1
杯身部1/2

口
稜

14.0
15.2

細砂粒・粗砂粒・
黄褐色粒/良好/に
ぶい橙

内面黒色処理か。口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手
持ちヘラ削り、器面磨滅のため単位不明。

第312図 12 土師器
高杯

23.2
脚部片 細砂粒/良好/橙 脚部外面縦のヘラ撫で、端部撫で。脚柱部内面撫で。 脚柱部内面に

輪積み痕顕著

第312図
PL.295 13 須恵器

高杯
8.8
脚部欠損 口 16.7 細砂粒/還元/暗灰

ロクロ整形、回転右回り。口縁部下に外稜を持つ。杯底部
回転ヘラ削り後脚部貼付。脚部の透かしは3方の一段透か
し。

杯部内面の片
側に自然釉

第312図
PL.295 14 須恵器

高杯
4.9
脚部 脚 11.0 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転右回りか。脚端部外面に1条の凹線を巡

らせる。脚部の透かしは3方の一段透かし。
第313図
PL.295 15 土師器

鉢
3.1
口縁部一部欠損 口 10.4 高 9.5 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部外面横のヘラ削り、内面撫で。底部外

面一方向のヘラ撫で。 器面磨滅

第313図
PL.295 16 土師器

鉢
9.7
完形 口 10.6 高 12.8 細砂粒/軟質/橙 口縁部横撫で、体部外面横のヘラ削り、内面撫で。

器 面 磨 滅　
粉っぽい素地
　底部外面に
黒斑

第313図
PL.295 17 土師器

鉢

-3.3～23.2 
口縁部～胴部
一部欠損

口 17.4 高 14.3 細砂粒・軽石/良
好/明赤褐 口縁部横撫で、体部外面はヘラ削りか。内面斜の撫で。 器面の磨滅顕

著

第313図 18 土師器
甕

1.3・3.9
口縁部～胴部片 口 12.6 細砂粒・粗砂粒・

軽石/良好/赤褐 口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ削り、内面撫で。 器面磨滅

第313図
PL.295 19 土師器

甕
19.4
口縁部～胴部片 口 21.2 細砂粒・軽石/良

好/橙 口縁部横撫で、胴部外面横のヘラ削り、内面撫で。



観察表

475

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第313図
PL.296 1 土師器

杯
2.2・4.1
2/3 口 12.8 高 4.2 細砂粒・軽石/良

好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちの細かなヘラ撫でか。内面撫で。口縁部外面～
内面漆塗りか

第313図 2 土師器
杯

-
3/4

口
稜

11.9
11.0

高 4.0 細砂粒・粗砂粒/
やや軟質/橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。

第313図
PL.296 3 土師器

杯
-
口縁部～底部片 口 11.0 細砂粒/良好/明赤

褐
口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り。内面撫で後、粗い放
射状ヘラ磨き。

第313図
PL.296 4 土師器

鉢
4.7～11.3　口縁部・
体部一部欠損 口 11.6 高 12.5 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙
口縁部横撫で、体部外面横のヘラ削り、底部強いヘラ撫で。
内面横のヘラ撫で。 底部外面吸炭

第313図
PL.296 5 土師器

甕
-1.7～9.1
3/4

口
底

15.7
4.5

高 28 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ撫でか。内面横のヘラ撫
で。

胴部内面下位
に接合痕　胴
部外面下半被
熱　上半剥離

第313図
PL.296 6 土師器

甕
3.8～11.3
3/4 口 18.7 細砂粒・粗砂粒/

やや軟質/明赤褐 口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ削り、内面撫で。

胴部内面中位
に接合痕　胴
部外面下半被
熱　

1区188号住居出土遺物

1区189号住居出土遺物

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第314図
PL.295 1 土師器

杯
35.3・37.3
口縁部一部欠損 口 11.1 高 4.2 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削りで、間に狭く撫での部
分を残す。内面撫で。 底部に黒斑

第314図
PL.295 2 須恵器

杯
19.6
1/3

口
底

9.0
5.4

高 3.0 細砂粒・粗砂粒/
還元/灰

ロクロ整形、回転右回りか。底部はヘラ起し後回転ヘラ削
り。

第314図 3 土師器　
台付鉢か

6.3
脚部片 脚 13.8 細砂粒/良好/明赤

褐 脚部外面縦のヘラ削り、端部撫で、内面撫で。 内面吸炭

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第314図 1 土師器
台付甕

-
脚部片 脚 9.8 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙 内外面撫で。脚端部折り返し。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第314図 1 土師器　　
杯

-
1/4 口 13.0 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。

第314図
PL.295 2 土師器　　

甕
0.1・1.2
2/3 口 12.4 細砂粒・軽石/良

好/にぶい黄橙 口縁部横撫で、胴部外面斜のヘラ削り、内面斜のヘラ撫で。口縁部～頸部
内面吸炭

第314図 3 土師器　　
甕

1.4
口縁部～胴部片 口 22.0 細砂粒・軽石/良

好/にぶい黄橙
口縁部横撫で、外面中位に弱い段を有する。胴部外面斜の
ヘラ削り、内面斜のヘラ撫で。

第314図 4 土師器　　
甕

2.6～9.2
口縁部～胴部片 口 21.4 細砂粒・軽石/良

好/橙 口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ削り、内面撫で。 器面磨滅

第314図 5 須恵器
甕

1.9
口縁部～頸部片

口
底

21.0 細砂粒/還元/灰 口縁部外面及び頸部外面に弱い凹線を巡らせる。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第315図
PL.297 1 土師器

甕 3/4 口
底

21.3
3.0

高 37.0 細砂粒・軽石/良
好/橙

口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ削り、内面斜の撫で。頸
部外面に2 ～ 3条の凹線を巡らせる。胴部外面縦のヘラ削
り、下端斜のヘラ削り。内面横のヘラ撫で、底部外面ヘラ
削り。

胴部内面下位
に接合痕

第315図
PL.297 2 土師器

甕 3/4 口
底

21.2
5.0

高 40.0 細砂粒・粗砂粒・
軽石/良好/橙

口縁部横撫で、胴部外面斜のヘラ削り、下端横のヘラ削り。
胴部内面横のヘラ撫で。底部ヘラ削り。

胴部外面中位
に被熱痕跡　
胴部内面中位
に接合痕

1区191号住居出土遺物

1区193号住居出土遺物

1区194号住居出土遺物

1区195号住居出土遺物

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第313図 1 土師器
杯

14.4
1/4 口 12.8 高 4.2 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 底部の一部吸

炭

第313図 2 土師器　
杯

0.9
1/2 口 12.8 高 4.4 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 内面吸炭

第313図 3 土師器
杯

-
口縁部～底部片 口 13.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第313図
PL.296 4 石製模造品 - 臼玉 滑石 径1.1 高さ　

（0.2） 0.8 上面は折断後、面を整える程度に研磨。側面には縦位
の粗い整形痕。下半部の欠損面は新鮮。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第314図
PL.295 4 石製模造品 - 臼玉 滑石 径1.2 高さ　

（0.4） 0.8
上下稜面は折断後、面を整える程度に研磨。側面には
縦位の粗い整形痕。下面は階段状に破損、破損面は摩
耗している。サイズ的には100に酷似。
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第315図
PL.297 3 土師器

甕
口縁部～胴部
片 口 18.2 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙 口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ削り、内面斜の撫で。

胴部内面に輪
積み痕　胴部
外面の片側吸
炭

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第314図 1 土師器
坩

9.5
1/3 底 4.3 細砂粒・粗砂粒/

良好/赤褐 体部内外面赤彩後横～斜のヘラ磨き。底部に窪み。 底部磨滅

第314図
PL.295 2 土師器

鉢
1.7・4.0
3/4

口
底

14.2
3.8

高 9.0 細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部折り返しで、横撫で。体部外面上半はハケ目後撫で、
下端斜のヘラ削り。頸部内面横の粗いヘラ磨き、体部内面
横のヘラ撫で。

体部外面及び
口縁部～体部
内面にスポッ
ト的な赤彩

第314図 3 土師器
高杯

3.6
脚部片 脚 17.4 細砂粒・軽石/や

や軟質/橙
杯部外面縦のヘラ磨き。脚部内外面の整形は不明。脚部の
穿孔は3孔。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第315図 1 土師器
杯

13.2
口縁部～底部片 口 12.0 細砂粒/良好/明黄

橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 内面磨滅

第315図
PL.298 2 土師器

杯
9.5
1/2 口 12.8 高 4.5 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部横撫でで、口唇部内面に1条の凹線を巡らし、外面
中位に弱い稜を有する。底部手持ちヘラ削り、内面撫で。

内外面吸炭　
器面磨滅

第315図
PL.298 3 土師器

杯
10.9
完形 口 13.5 高 4.6 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部横撫でで、中位に弱い稜を有する。底部手持ちヘラ
削り、内面撫で。

口縁部外面～
内面漆塗りか

第315図
PL.298 4 土師器

杯
8.7
口縁部一部欠損 口 13.1 高 3.9 細砂粒/良好/明赤

褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 口縁部外面～
内面漆塗りか

第315図
PL.298 5 土師器

杯
8.7
ほぼ完形

口
稜

12.7
12.0

高 4.2 細砂粒/やや軟質/
橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。

第315図
PL.298 6 土師器

杯
8.7
口唇部一部欠損

口
稜

12.4
11.7

高 4.1 細砂粒/やや軟質/
橙

口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り、器
面磨滅のため単位不明。

第315図 7 土師器
鉢

7.5
口縁部～底部片 口 23.2 細砂粒・粗砂粒・

角閃石/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り。内面撫で後吸炭。

第315図 8 須恵器
蓋

-
口縁部～体部片 口 10.8 細砂粒/還元/褐灰 ロクロ整形、回転方向不明。体部外面に弱い凹線を1条巡

らす。

第315図
PL.298 9 土師器

台付鉢
13.5～16.0
2/3

口
脚

9.8
11.4

高 15.2 細砂粒・軽石・角
閃石/良好/橙

口縁部横撫で、体部外面縦のヘラ削り、内面撫で。脚部外
面縦のヘラ削り、端部撫で。

体部内面に変
色部　器面磨
滅

第315図 10 土師器
鉢

9.4
口縁部～体部片 口 12.6 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部外面横のヘラ削り、内面撫で。 粉っぽい素地

第316図
PL.298 11 土師器

甕
-13.8　口縁部・
底部一部欠損

口
底

19.4
3.5

高 39.7 細砂粒・粗砂粒・
軽石/良好/明赤褐 口縁部横撫で、胴部外面縦の2段のヘラ削り。内面横の撫で。胴部外面に粘

土付着

1区196号住居出土遺物

1区197号住居出土遺物

1区198号住居出土遺物
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第316図
PL.296 1 土師器　　

杯
-16.8 
口縁部一部欠損 口 10.3 高 3.6 細砂粒・軽石/良

好/明赤褐
口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削りで、間に狭く撫での部
分を残す。内面撫で。

内外面に粘土
状付着物

第316図 2 土師器　　
杯

-2.1 
口縁部～底部片 口 18.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 器 面 磨 滅　

粉っぽい素地

第316図 3 土師器　　
杯

17.7
口縁部～底部片 口 18.0 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい赤褐 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。 内面磨滅

第316図 4 土師器
甕

-12.0・3.6
口縁部～胴部
片

口 19.8
細砂粒・粗砂粒・
片岩/良好/にぶい
黄橙

口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ削り、内面撫で。 器面磨滅

第316図
PL.296 5 土師器

甕
2.1～5.1
3/4 口 22.6 細砂粒・粗砂粒・

軽石/良好/橙 口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ削り、内面横の撫で。 器面磨滅

第316図
PL.296 6 土師器

甕
-0.5・1.5
3/4 口 21.4 細砂粒・粗砂粒・

軽石/良好/橙 口縁部横撫で、胴部外面斜のヘラ削り。内面横のヘラ撫で。

胴部内面下位
に接合痕　胴
部外面に粘土
付着　器面磨
滅

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第316図
PL.296 7 敲石 7 扁平棒状礫 黒色片岩 15.3 (5.8) 361.6 小口部上端・側縁に敲打痕・衝撃剥離痕がある。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第314図 1 土師器
杯

-
口縁部～底部片 口 9.8 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。

1区199号住居出土遺物
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挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第314図
PL.297 1 土師器

杯 ほぼ完形 口
稜

11.9
11.2

高 4.2 細砂粒・褐色粒/
良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第314図
PL.297 2 土師器

杯 2/3 口 12.1 細砂粒・粗砂粒/
良好/明赤褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第314図
PL.297 1 土師器　

壺 2/3 口
底

8.7
6.0

高 11.4 細砂粒/良好/にぶ
い赤褐

口縁部折り返しで、口縁部内面～胴部外面赤彩後、縦のヘ
ラ磨き。口縁部～頸部内面赤彩後縦のヘラ磨き。胴部内面
は撫で。

1区200号住居出土遺物

1区201号住居出土遺物

1区202号住居出土遺物

1区土坑

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第314図
PL.297 1 土師器

杯
13.4
3/4

口
底

12.1
8.2

高 3.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部外面撫で後押圧、内面撫で。底部手持
ちヘラ削り。

第314図
PL.297 2 須恵器

杯
-26.4
1/2

口
底

11.7
6.1

高 3.5 細砂粒・石英/還
元/灰オリーブ ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。 体部外面に墨

書「山田」か
挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第314図
PL.297 3 鉄製品

刀子 3 長 12.2幅1.5 厚0.3 重13.0 棟・刃側ともに関をもつ刀子。茎に木質(広葉樹材)が付着するが残りは
悪く樹種・木取りは不明。

挿 図
図 版 図番 種別 器形 出土

位置
口径

（長）
底径

（幅）
器高

（厚） 残存 胎
土 色調 形・成調整等 備考

第335図 1土1 常滑陶
器 甕 - - - - 体部片 にぶい

赤褐
断面は灰色、内面の器表は褐灰色。外面の器表はにぶい赤褐色。外
面は工具を使用した縦位撫で。 中世。

第335図 1土2 常滑陶
器 甕 - - - - 体部片 にぶい

赤褐

断面は灰色、内面の器表は褐灰色。外面の器表はにぶい赤褐色。外
面は工具を使用した縦位撫で。外面の屈曲部直下は、高い部分の器
表が磨滅し、平滑となる。

中世。

第335図 4土1 在地系
土器 不詳 - - - - 端部片 B にぶい

褐
内面器表の2/3黒褐色。外面の器表は剥離。内面器表の色調から煙突
として使用か。

時期
不詳。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第335図 7土1 須恵器
椀 底部片 底

台
6.4
6.0

細砂粒・粗砂粒/
還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第335図 15土
1

土師器
台付甕 脚部片 脚 9.0 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
端部は内側に折り返し。外面はハケ目が残る。内面はヘラ
撫で。

内面脚部に砂
粒の多い粘土
が貼付。

第335図 18土
1

土師器
甕 胴部小片 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐 胴部上位は赤色塗彩。胴部中位は格子目状ヘラ描き。

第335図 18土
2

土師器
鉢 口縁部片 口 12.2 細砂粒/良好/褐灰 内外面とも赤色塗彩。外面は横撫でか、内面はヘラ磨き。

第335図
PL.298

19土
1

須恵器
椀 3/5 口

底
13.2
6.2

高
台

5.7
5.9

細砂粒・粗砂粒/
還元/にぶい黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第335図 19土
2

須恵器
椀 1/3 口

底
13.2
6.4

高
台

6.6
5.3 細砂粒/還元/褐灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第335図 19土
3

須恵器
椀 底部～体部片 底

台
6.0
7.0

細砂粒・粗砂粒/
還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第335図 20土
1

須恵器
椀 底部～体部片 底

台
6.0
6.0

細砂粒・粗砂粒/
還元/灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部切り離し技法不明、高台は
貼付。

第335図 26土
1

土師器
甕

底部～体部下
位片 底 8.5 細砂粒・粗砂粒/

良好/浅黄橙
底部はヘラ削り、器面磨滅のため単位不明、胴部はヘラ磨
き。内面はヘラ撫で。

第335図 30土
1

須恵器
椀 1/5 口

底
12.8
6.0

高
台

5.6
5.2

細砂粒/還元・内
面燻/灰オリーブ ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第335図
PL.298

42土
1

土師器
小型鉢

口 縁 部1/3欠
損

口
底

7.8
3.7

高 4.7 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部は横撫で、体部から底部はヘラ撫で内面底部はヘラ
撫で。

第336図 46土
1

須恵器
椀 口縁部片 口 13.6 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形。

第336図 46土
2

須恵器
椀

底部～体部下
位片

底
台

6.2
5.4 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転右回りか。底部は回転糸切り、高台は貼付。

高台端部に乾
燥時の置台に
よる凹凸有。

第336図 46土
3

土師器
台付甕

口縁部～胴部
上位片 口 16.6 細砂粒/良好/にぶ

い黄褐
口縁部は横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり8本）。内面胴部
は撫で。

挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第336図
PL.298

48土
1

鉄製品
不詳 - 長 8.0幅 7.7厚2.2 重250.6 鋳造鉄製品厚さ0.6 ～ 0.8のやや湾曲する板状の破片で、一か所に輪状の

突起がのこるが錆化ひび割れ・膨れにより詳細は不明
第336図
PL.298

48土
2

鉄製品
不詳 - 長 7.2幅5.4 厚0.6 重104.6 厚さ約0.6㎝の鋳造鉄製品の破片、錆化ひび割れ・膨れにより詳細は不明

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第336図 50土
1

須恵器
高盤か 盤身部片 口 20.6 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転方向不明。底部はヘラ撫で、外縁部は回

転ヘラ削り。
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1区1号井戸
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第338図 1 土師器
杯 1/3 口

底
14.8
12.6

高 3.5 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第338図 2 須恵器
杯 底部 底 5.8 細砂粒/還元・燻/

黒 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第338図 3 須恵器
杯 底部～体部片 底 7.0 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第338図 4 灰釉陶器
椀 底部～体部片 底

台
8.8
8.6 微砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラ撫で、高台は貼

付。施釉方法は漬け掛けか。
大 原2号 窯 式
期．

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第338図
PL.298

109土
1 敲石 1 棒状礫 粗粒輝石安

山岩 17.6 6.9 870.4 小口両端に敲打痕。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第338図 113土
1

土師器
壺

口縁部～胴部
上位片 口 9.6 細砂粒/良好・燻/

にぶい橙
口唇部は折り返し、口縁部から胴部はハケ目（1㎝あたり10
本）、内面は口縁部がハケ目、胴部はヘラ撫で。

第338図
PL.298

119土
1

手捏ね土器
鉢形 ほぼ完形 口

底
4.2
3.7

高
最

4.2
5.7

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

外面体部に輪積み痕が残る。口縁部はハケ目、体部と底部
は撫で。内面は撫で。

第338図 120
土1

土師器
器台

受部～脚部上
位片 口 5.6 細砂粒/良好/灰黄 口縁部は折り返し、受部底部から脚部はヘラ磨き。内面は

受部がヘラ磨き。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第338図 143土
1

土師器
台付甕 脚部片 脚 10.8 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙 脚部端部は内側に折り返し。

挿 図
図 版 図番 種別 器形 出土

位置
口径

（長）
底径

（幅）
器高

（厚） 残存 胎
土 色調 形・成調整等 備考

第338図 128土
1

在地系
土器

片口
鉢

フク
土 - - - 片口部

片 B 灰 還元炎。口縁部は薄い玉縁状をなし、端部ま丸みを持つ。 Ⅱ期。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第336図 50土
2

須恵器
瓶か 口縁部片 口 13.7 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転方向不明。

第336図 51土
1

手捏ね土器
椀形か 底部 底 3.6 細砂粒/良好/浅黄

橙 内外面とも撫で。

第336図 51土
2

須恵器
杯 1/4 口

底
14.1
6.2

高 4.0 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第336図 69土
1

土師器
高杯 脚部片 脚 12.5 細砂粒/良好/黄褐 外面と杯身部内面は赤色塗彩。脚部は外面がヘラ磨き。内

面は脚部がヘラ撫で、裾部は横撫で。

第336図 70土
1

土師器
杯 1/3 口

稜
11.7
12.6

高 4.3 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第336図 70土
2

土師器
杯

口縁部下半～
底部片 稜 15.0 細砂粒/良好/にぶ

い赤褐 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第336図 72土
1

手捏ね土器
椀形 口縁部3/4欠損 口

底
4.7
3.8

高 細砂粒/良好/浅黄
橙 内外面とも撫で。

第336図 81土
1

土師器
高杯 脚部上半片 細砂粒/良好/黄橙 外面と内面杯身部は赤色塗彩。脚部は外面がヘラ磨き、内

面はヘラ撫で。
脚部上位に透
孔が3カ所。

第336図 81土
2

土師器
壺 口縁部片 口 19.5 細砂粒/良好/黄橙 外面は縦位のヘラ磨き、内面は横位のヘラ磨き。

第336図 81土
3

土師器
甕

底部～胴部上
位

底
胴

5.3
19.8 細砂粒/良好/橙 内面に輪積み痕が残る。底部と胴部下位はヘラ削り、中位

は撫で、上位はハケ目（1㎝あたり8本）。内面はヘラ撫で。

第336図 81土
4

土師器
台付甕

口縁部～胴部
上位片 口 13.7 細砂粒/良好/褐灰 口縁部は横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり6本）。内面は胴

部がヘラ撫で。

第336図 81土
5

土師器
台付甕

口縁部～胴部
中位片

口
胴

12.7
17.0

細砂粒/良好/浅黄
橙

口縁部は横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり8本）。内面胴部
は撫で。

第336図 81土
6

手捏ね土器
椀形 2/3 口

底
6.2
4.1

高 2.9 細砂粒/良好/浅黄
橙 外面は撫で、内面はヘラ撫で。

第337図 92土
1

土師器
台付甕 胴部片 胴 13.8 細砂粒/良好/浅黄

橙 外面はハケ目（1㎝あたり8本）、内面はヘラ撫で。

第337図 94土
1

土師器
杯

口縁部～底部
片

口
稜

11.7
10.4 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第337図 102土
1

土師器
台付甕

口縁部～胴部
上位片 口 12.7 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部は横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり8本）。内面胴部
は撫で。

第337図
PL.298

103土
1

土師器
甕 1/2 口

底
8.4
4.8

高
胴

8.8
8.8

細砂粒/良好/浅黄
橙

口縁部は横撫で、胴部と底部はヘラ削り後撫で。内面は底
部から胴部にヘラ撫で。

第337図
PL.298

103土
2

土師器
台付甕

口縁部～胴部
中位

口
胴

18.5
25.4

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

口縁部は横撫で、胴部はハケ目（1㎝あたり5本）。内面は胴
部がヘラ撫で。

胴部上に焼成
後の穿孔が1カ
所みられる。

第337図
PL.298

104土
1

土師器
杯 完形 口

稜
12.6
13.6

高 4.3 細砂粒/良好・燻/
にぶい橙 口縁部横撫で、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第337図 107土
1

須恵器
甕

口縁部～胴部
上位片 口 22.3 細砂粒/還元/灰 口縁部はロクロ整形、胴部は外面に平行叩き痕、内面に同

心円状アテ具痕が残る。

第337図 107土
2

須恵器
甕 口縁部片 口 53.4 細砂粒/還元/灰 口縁部はロクロ整形。外面は凹線による区画、区画内を上

位から波状文、刺突文を交互に巡らす。
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1区3号井戸

1区4号井戸

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第341図 1 須恵器
椀 口縁部片 口 12.8 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転方向不明。

第341図 2 須恵器
椀 底部～体部片 底

台
7.0
6.0

細砂粒/還元・燻/
黒

ロクロ整形、回転右回りか。柄底部は回転糸切り、高台は
貼付。

1区2号井戸

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第338図 5 須恵器
甑 胴部小片 細砂粒/還元/灰 内外面とも底部周囲はヘラ削り。胴部下位に穿孔あり。

第338図 6 須恵器
羽釜

口縁部～胴部
下位片

口
鍔

22.0
24.5

細砂粒/酸化/にぶ
い黄橙

ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付、胴部は下位がヘラ
削り。内面は胴部にヘラ撫で。

挿 図
図 版 図番 種別 器形 出土

位置
口径

（長）
底径

（幅）
器高

（厚） 残存 胎
土 色調 形・成調整等 備考

第338図 7 在地系
土器 不詳 1 - - - 体部片 B 灰 外面の器表は褐灰色。胎土と焼成は還元炎の片口鉢に似る。 中 世

か。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第341図 1 須恵器
椀 底部～体部片 底

台
7.4
7.0 細砂粒/酸化/褐灰 ロクロ整形、回転右回り。柄底部は回転糸切り、高台は貼付。

第341図 2 須恵器
壺

底部～胴部下
位片 底 8.8 細砂粒/酸化/にぶ

い橙
ロクロ整形、回転右回りか。底部から胴部下位は回転ヘラ
削り。

挿 図
図 版 図番 種別 器形 出土

位置
口径

（長）
底径

（幅）
器高

（厚） 残存 胎
土 色調 形・成調整等 備考

第341図 3 在地系
土器

内耳
鍋 - - - -

口縁部
から体
部

A 灰・黒
褐

断面はにぶい黄橙色、内面器表は灰色、外面器表は黒褐色。器壁厚く、口縁部は短い。
内面口縁部下の段は明瞭で、下部の稜も明瞭。口縁上位は小さく内湾し、端部は明
瞭な稜をなして小さく突き出る。外面の屈曲部以下は横位の刷毛目状撫で。

Ⅰ期

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第339図 1 弥生土器
壺

頸部～胴部上
位片

細砂粒/良好/浅黄
橙

外面と内面口縁部は赤色塗彩。外面はヘラ磨き、頸部にボタ
ン状円盤を貼付。内面は口縁部がヘラ磨き、胴部は撫で。

第339図
PL.299 2 土師器

杯 1/2 口 19.3 高 8.4 細砂粒/酸化/橙 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第339図 3 須恵器
椀 底部 底

台
7.2
6.4

細砂粒/酸化/にぶ
い黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第339図 5 須恵器
甕 口縁部片 細砂粒/還元/灰 外面は各2条の凹線により5段以上に区画、区画内は最下段

を除き波状文が巡る。内面はヘラ撫で。

第339図 6 瓦
丸瓦 破片 厚 2.1 細砂粒・粗砂粒/

還元/灰 外面撫で、内面荒目の布目。 器面磨滅

挿 図
図 版 図番 種別 器形 出土

位置
口径

（長）
底径

（幅）
器高

（厚） 残存 胎
土 色調 形・成調整等 備考

第339図 4 在地系
土器

片口
鉢 - - - 体部下

位片 A にぶい
褐

器表はにぶい赤褐色。器壁厚い。使用により、内面下位の器表は磨
滅し、中位以上の器表は平滑となる。 中世。

挿 図 
図 版

図
番 種 別 口径（長） 底径

（幅）
器高

（厚）木取り 形・成調整等 備考

第339図
PL.299 7 不明木器 (18.5) 3.7 1.1 板目 ほぞ穴長さ(1.7)幅1.5㎝。 針葉樹

第339図
PL.299 8 棒材 15.5 2.2 1.0 板目 表裏面を貫通する目釘穴2か所。目釘1/2程度残る。取っ手か。 針葉樹

第339図
PL.299 9 不明製品 16.5 3.0 0.6 柾目 表面は断面山形に盛り上がり、裏面平らで錆目立つ。表面は軽微な点穴あり。両端

部えぐり込みあり。 針葉樹

第339図
PL.299 10 不明板材 (12.8) (5.4) 0.8 板目 幅1ミリほどの横方向のわずかな条線、加工痕か。 モミ属

第339図
PL.299 11 不明板材 (12.7) (4.5) 0.8 板目 幅1ミリほどの横方向のわずかな条線、加工痕か。 モミ属

第339図
PL.299 12 又材 3.8 ～

3.3(43.1) 芯持ち 又材の自然木を利用し、軸部は表裏面を平坦に面取り。柱利用か。 広葉樹・環孔
材

第339図
PL.299 13 柱材? (8.0) 4.0 1.8 柾目 やや丸みのある棒材。大きくえぐり込まれ、ほぞ穴か。 クリ

第340図
PL.299 14 曲物側板 (20.8)

(49.0)
内側
(7.2) 0.2 柾目 カバ止めが残り厚みから二重、接合部三重に復元。湾曲のため、外面は斜格子、内面は縦方

向に筋目を入れる。下端部上1㎝ほどに釘穴かカバ跡が2か所あり、底板などと接合か。
15と接合して二
重。ヒノキ科

第340図
PL.299 15 曲物側板 (21.2)

(65.5)
外側
(6.0) 0.2 柾目 湾曲のため、内面は縦方向に筋目を入れる。下端部上7ミリほどに釘穴が1か所あり、

底板などと接合か。
14と接合。 針葉
樹

第340図
PL.299 16 曲物側板 0.2 柾目 2枚をカバ止めする。 破片7点。針

葉樹
第340図
PL.299 17 曲物底板 18.2 1.0 柾目 端部に向かい薄くなる。両端部から2㎝ほどに目釘穴2・3か所あり。部材などと

接合か。側部に目釘穴3か所。
10一 括 取 り 上
げ。針葉樹

第340図
PL.299 18 曲物底板 (18.0) 1.3 柾目 左側部に目釘穴2か所、目釘残る。表面は凸凹、裏面平らで錆目立つ。右端部に向

かい比厚。 スギ

第340図
PL.299 19 曲物底板 15.8 1.8 板目 側部2か所接合により丸板を作る。端部は裏面から斜めに面取り。下側部に四角い

穴2か所あり。表面は荒れて丸み、裏面は平ら気味。 針葉樹



第4章　発掘調査の記録

480

1区1号集石

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第341図
PL.300 3 菰編石？ - 柱状礫 変はんれい

岩 9.5 3.6 281.5
両側縁は加工され、ノッチ状を呈する。エッジは左右両辺と
も潰れる。ノッチは対称性を欠いているが、紐を掛けてみると、
バランスよく配置されていることが分かる。

第341図
PL.300 4 敲石 - 楕円礫 粗粒輝石安

山岩 10.9 11.0 1050.3 小口部・側縁に敲打痕があるほか、背面側に弱い摩耗痕がある。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第341図 1 須恵器
椀 底部片 底 8.5 台 8.4 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。高台は底部回転糸切り後の貼付。

挿 図
図 版 図番 種別 器形 出土

位置
口径

（長）
底径

（幅）
器高

（厚） 残存 胎
土 色調 形・成調整等 備考

第341図 2 在地系
土器

片口
鉢 - - - -

口縁部
から体
部片

B 浅黄

断面は浅黄色、器表付近から器表は浅黄色。器壁はやや薄く、口縁
部は肥厚しない。口縁部は薄い玉縁状をなし、端部は小さく内湾し
て端部は尖り気味。口縁端部の器表は磨滅。使用により体部内面下
位の器表は磨滅、中位は平滑となる。

Ⅱ期
か。

1区ピット
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第363図 5P
1

土師器
甕

口縁部～胴部
上位片 口 18.7 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい橙
口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

第363図
PL.300

6P
1

須恵器
椀 完形 口

底
13.3
6.4

高
台

5.2
5.0

細砂粒・粗砂粒/
酸化/にぶい黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り高台は貼付。

第363図
PL.300

17P
1

土師器
鉢 ほぼ完形 口

19.3
×

17.3
高 8.2 細砂粒/良好/橙 口縁部は上半が横撫で、下半は撫で、体部から底部は手持

ちヘラ削り。

第363図
PL.300

21P
1

土師器
高杯 杯身部 口 12.9 細砂粒/良好/黄灰 杯身部は内外面とも赤色塗彩。口縁部は横撫で、体部はハケ目（1

㎝あたり12本）、底部はヘラ磨き。内面は全面的にヘラ磨き。

第363図 21P
2

土師器
鉢

口縁部～体部
片 口 7.4 細砂粒/良好/褐灰 口縁部は横撫で、体部はヘラ磨き。内面もヘラ磨き。

第363図 22P
1

須恵器 口縁部片 口 13.9 細砂粒・白色粒/
還元/灰

ロクロ整形。口縁部は凹線による区画、凹線の上下に波状
文が巡る。

第363図 23P
1

須恵器
盤

口縁部～体部
片

口
底

21.5
19.8 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部回転ヘラ削り。

第363図 32P
1

須恵器
杯 2/3 口

底
12.6
5.9

高 3.4 細砂粒・粗砂粒/
還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第363図 45P
1

土師器
甕

口縁部～胴部
片 口 17.7 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫でで、口唇部外面に凹線が巡る。胴部外面横の

ヘラ削り、内面横のヘラ撫で。
肩部外面に輪
積み痕

第363図
PL.300

67P
1

土師器
杯

口縁部一部欠
損 口 12.2 高 3.3 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部上半撫で、下半から底部は手持ちヘラ

削り。

第364図 78P
1

須恵器
瓶

底部～胴部下
半片

底
台

9.8
10.0

細砂粒・白色粒/
還元/灰

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、胴部下位は回転ヘ
ラ削り。内面はヘラ撫で。

第364図 84P
1

須恵器　　
　　蓋 1/4 口 16.9 高

摘
4.4
6.4 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。摘は環状摘で、天井部外面回転

ヘラ削り後の貼付。 内面に自然釉

挿 図
図 版 図番 種別 器形 出土

位置
口径

（長）
底径

（幅）
器高

（厚） 残存 胎
土 色調 形・成調整等 備考

第364図 148P
1

在地系
土器 皿 フク

土 - (7.1) - 1/4 B にぶい
黄橙 底部右回転糸切無調整。体部は開く。器壁厚い。 中世

か。
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第364図 178P
1

土師器
器台 1/4 口 8.4 細砂粒/良好/橙 受部外面上半横、下半縦のヘラ磨き、内面放射状のヘラ磨

き。脚部外面縦のヘラ磨き、内面撫で。脚部の穿孔は3孔

第364図 261P
1

土師器　
小型鉢 2/3 口

底
8.0
3.7

高 5.3 細砂粒/良好/橙 口縁部～体部外面縦のヘラ磨き、内面縦の撫でか。 体部外面に黒
斑　器面磨滅

第364図 261P
2

土師器
有孔鉢か 体部～底部片 底 6.4 孔 2.5 細砂粒・粗砂粒/

良好/橙　
体部外面縦のヘラ磨き、内面横のヘラ磨き。底部穿孔は外
側から。

体部下端に黒
斑

1区5号井戸
挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第341図 1 土師器
杯

口縁部～体部
片 口 14.2 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第341図 2 土師器
杯

口縁部～体部
片 口 12.8 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

挿 図
図 版 図番 種別 器形 出土

位置
口径

（長）
底径

（幅）
器高

（厚） 残存 胎
土 色調 形・成調整等 備考

第341図 4 在地系
土器

内耳
鍋 - - - - 口縁部

片 A 灰・黒
褐

断面はにぶい黄橙色、内面器表は灰色、外面器表は黒褐色。器壁厚く、口縁部は短い。
内面口縁部下の段は明瞭で、下部の稜も明瞭。口縁上位は小さく内湾し、端部は明
瞭な稜をなして小さく突き出る。外面の屈曲部以下は横位の刷毛目状撫で。内耳貼
り付け痕と窪みが残る。

Ⅰ期

第341図 5 在地系
土器

片口
鉢 - - - - 口縁部

片 B 灰
還元炎。胎土はやや砂っぽく、焼き締まりは弱い。器壁厚く、口縁部はゆるく内湾。
端部内外面は突き出る。端部外面は丸みを持ち、器表は磨滅。端部内面は磨滅が著
しく、形状は不明。口縁部外面は刷毛状痕が残るが、偶然ついたものと考えられる。

Ⅲ・Ⅳ
期か。

第341図 6 在地系
土器

内耳
鍋 - - - - 体部片 A 灰黄 外面の器表のみ黒褐色。外面は煤付着。器壁厚い。体部下位は内湾し、外面は篦撫で。Ⅰ・Ⅱ

期か。
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1区1号溝

1区2号溝

1区5号溝

1区8号溝

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第373図 1 須恵器
杯 底部片 底 4.5 細砂粒/酸化/浅黄

橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第373図 2 手捏ね土器
椀形

口縁部・底部
一部欠損

口
底

5.5
4.8

高 3.0 細砂粒/良好/浅黄
橙 口縁部と底部はヘラ撫で。内面は撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第374図 1 土師器
台付甕

口縁部～胴部
上半片 口 9.6 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部は横撫で、胴部はハケ目(1㎝あたり6本)。内面胴部
はヘラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第374図 1 土師器
甕 底部 底 9.4 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい黄橙 底部はヘラ削り、胴部は縦位のヘラ磨き。内面はヘラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第373図 1 土師器
壺 口縁部片 口 17.0 細砂粒/良好/にぶ

い橙
口縁部は折り返し、上半は横位のハケ目後棒状突起を貼付、
下半は縦位のハケ目。内面はヘラ磨き。

第373図 2 土師器
杯 1/4 口

底
11.8
7.6

高 3.0 細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部は横撫で、体部は撫で、底部は手持ちヘラ削り。

第373図 3 須恵器
杯蓋

摘み～天井部
片 摘 4.8 細砂粒/還元/暗灰 ロクロ整形、回転右回り。杯摘みは貼付、天井部は中ほど

まで回転ヘラ削り。

第373図 4 須恵器
皿 1/4 口

底
12.8
6.6

高
台

2.2
5.6 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転方向不明。底部切り離し技法不明、高台

は貼付。

第373図 5 須恵器
杯 底部～体部片 底 6.2 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第373図 6 須恵器
杯 底部～体部片 底 5.4 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第373図 7 須恵器
甕 胴部片 細砂粒・粗砂粒/

還元/暗灰 外面は平行叩き痕、内面はアテ具痕が残る。

第373図 8 須恵器
甕 胴部小片 細砂粒/還元/灰 外面は平行叩き痕、内面はアテ具痕が両面ともかすかに残

る。

挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第373図
PL.300 12 鉄製品

釘 覆土 長 4.5幅0.8 厚0.5 重3.3
断面ほぼ正方形の角釘、頭部は薄く伸ばしたのち折り曲げ成型する、頭
部より3.5㎝程で折れ曲がるが木質等の残存は見られず使用痕跡は確認で
きない

挿 図
図 版 図番 種別 器形 出土

位置
口径

（長）
底径

（幅）
器高

（厚） 残存 胎
土 色調 形・成調整等 備考

第373図 9 在地系
土器 火鉢 フク

土 - - -
口縁部
から体
部片

A 灰黄褐
断面と内面器表はにぶい褐色、外面器表は灰黄褐色。口縁部は下位で内側に屈曲。
口縁端部上面は平坦で、内外面端部は突き出る。外面器表は横位磨き。屈曲部外面
の凸帯間に菱形押印と円形貼付文。

中世。

第373図 10 在地系
土器

片口
鉢 - - - - 体部片 B 灰白

断面は白味が強く、器表付近から器表は灰色に近い。還元炎。夾雑
物少なく、須恵器のような焼き締まり。外面は撫で以前に縦位の刷
毛目が入る。内面は使用により下部の器表が磨滅し、中位以上が平
滑となる。外面上端に横撫でが見える。

中世。

第373図 11 在地系
土器 不詳 - - - - 体部片 B にぶい

黄橙 口縁部外反。下部の器壁厚く、口縁部は次第に薄くなる。 中世
か。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第364図 367P
1

土師器
小型壺 胴部片 細砂粒、/良好/に

ぶい黄橙
外面は斜めのヘラ磨き、内面は撫で、頸部下に指頭痕が残
る。

第364図
PL.300

387P
1

土師器
杯

口縁部一部欠
損 口 10.0 高 3.4 細砂粒・角閃石/

良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫で。

第364図 421P
1

土師器
杯 1/2 口 10.7 高 3.4 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削りで、間に広く撫での部

分を残す。内面撫で。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第364図
PL.300

277P
1 敲石 フク土 扁平棒状礫 雲母石英片

岩 19.3 7.0 757.7 小口部上端が敲打され、大きく剥離する。

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第364図
PL.300

366P
1 敲石 - 扁平棒状礫 黒色片岩 15.0 6.3 293.1 小口部両端・側縁が敲打され、衝撃剥離する。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第364図 354P
1

土師器
坩か 体部片 細砂粒/やや軟質/

橙 体部下半から底部外面ヘラ削り、内面撫で。 器 面 磨 滅　
粉っぽい素地
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1区13号溝

1区17号溝

1区23号溝

1区27号溝

1区19号溝

1区22号溝

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第374図 1 土師器
台付甕 脚部～底部片 脚 10.6 細砂粒/良好/赤褐 端部は内側に折り返し。外面は上半がヘラ撫で。内面はヘ

ラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第374図 1 土師器
高杯 脚部片 脚 16.7 細砂粒/良好/浅黄

橙 脚部はヘラ削り、裾部は横撫で。内面はヘラ撫で。

第374図 2 土師器
甕 胴部片 細砂粒/良好/橙 凸帯は赤色塗彩。凸帯が貼付、胴部はハケ目が残る。

第374図 3 須恵器
椀 底部～体部片 底

台
7.0
6.0 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回りか。底部切り離し技法不明、高台

は貼付。

第374図 4 須恵器
羽釜

口縁部～胴部
上半片

口
鍔

24.4
28.6

胴 29.2 細砂粒/酸化/灰黄
褐 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。内面胴部はヘラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第375図 1 土師器
台付甕 脚部片 脚 8.4 細砂粒/良好/橙 端部は内側に折り返し。外面はハケ目が残る。内面は撫で。

内面脚部に砂
粒の多い粘土
が貼付。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第375図 1 土師器
高杯

杯身部～脚部
下位

口
稜

11.0
12.6

細砂粒・粗砂粒/
良好/にぶい黄橙

杯身部内面は黒色処理。口縁部は横撫で、体部は撫で、底
部から脚部はヘラ削り。内面は杯身部の底部から体部に花
弁状ヘラ磨き(暗文状)、脚部は撫で。

第375図 2 土師器
甕

口縁部～胴部
下位片

口
胴

10.6
12.2

細砂粒/良好/にぶ
い橙

口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り、一部ヘラ磨き。
内面胴部はヘラ撫で。

第375図 3 土師器
甕

口縁部～胴部
上位片 口 19.6 細砂粒・粗砂粒/

良好/にぶい黄橙
口縁部から頸部は横撫で、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラ撫で。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第375図 1 土師器
有孔鉢

底部～体部下
位

底
孔

4.7
1.5

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙

底部はヘラ削り、体部はヘラ磨き。内面は底部がヘラ撫で、
体部はヘラ磨き。

1区9号溝

1区10号溝

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第374図
PL.300 1 土師器

杯 ほぼ完形 口 10.2 高 3.0 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第374図 2 須恵器
甕 胴部上位片 細砂粒・粗砂粒/

還元/灰白
口縁部とは接合。外面は平行叩き痕、内面は同心円状アテ
具痕が残る。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第374図 1 須恵器
甕 口縁部片 細砂粒・粗砂粒/

還元/暗灰
口縁部はロクロ整形。口縁端部は折り曲げ、口縁部に波状
文が巡る。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第375図 1 須恵器
杯 底部～体部片 底 5.6 細砂粒・粗砂粒/

還元/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

挿 図
図 版 図番 種別 器形 出土

位置
口径

（長）
底径

（幅）
器高

（厚） 残存 胎
土 色調 形・成調整等 備考

第375図 2 常滑陶
器

片口
鉢 - - - - 口縁部

片 灰褐

断面は灰褐色、内面器表はにぶい赤褐色、外面器表は明赤褐色。推定直径は
30㎝前後。口縁部下で若干外反し、口縁端部は内側に大きく突き出る。口縁
端部上面は僅かに窪む。体部外面は篦状工具による縦位撫でで、下に刷毛状
の撫で痕が僅かに残る。

片口鉢
Ⅱ 類。
中世。

第375図 3 在地系
土器

片口
鉢

フク
土 - - - 口縁部

片 B 灰 還元炎。器壁は薄く、口縁端部内面は大きく突き出る。突出部先端の器表は
磨滅。外面口縁部下は凸帯状に盛り上がる。破片右端に片口部残る。

Ⅲ～
Ⅴ期。

第375図 4 在地系
土器

内耳
鍋

フク
土 - - - 体部片 B 灰 還元炎。器壁は厚い。口縁部内面下の段差は明瞭で、口縁部は内湾。

Ⅰ・
Ⅱ期
か。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第375図 5 土製品
紡錘車 4/3 径 4.3

細砂粒・粗砂粒・
角閃石/良好/にぶ
い黄橙

器面に撫での痕跡があることから、転用とは考えられない。
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1区30号溝

1区遺構外

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値 胎土/焼成/色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第375図 1 土師器
台付甕 脚部片 脚 9.6 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
脚部端部は内側に折り返し。脚部上位はハケ目(1㎝あたり
5本)。

脚部内面に砂
粒の多い粘土
付着。

挿 図 
図 版 図番 器形 残 存 取上番号 胎 土 色 調 焼成 文 様 の 特 徴 等 備 考

第376図
PL.300 1 深鉢 口縁部破片 19住居 粗砂、白色粒、

繊維 にぶい褐 ふつう 平口縁の口縁下に平行沈線を巡らせ、以下の胴部にRLと
LRによる羽状縄文を施す。 黒浜・有尾式

第376図
PL.300 2 深鉢 口縁部破片 41住居 細砂、繊維 黄褐 ふつう 平口縁の口縁下にコンパス文を巡らせ、以下にLRの縄文

を施す。 黒浜・有尾式

第376図
PL.300 3 深鉢 胴部破片 20住居 細砂、繊維 にぶい褐 ふつう 口縁部文様に平行沈線とコンパス文で文様を描く。 黒浜・有尾式

第376図
PL.300 4 深鉢 口縁部破片 23溝 粗砂、繊維 にぶい褐 ふつう 平口縁の口縁以下にLとRによる羽状縄文を施す。 黒浜・有尾式

第376図
PL.300 5 深鉢 口縁部破片 194住居 細砂、繊維 黄褐 ふつう 平口縁の口縁以下にLの縄文を施す。口縁下に補修孔をも

つ。 黒浜・有尾式

第376図
PL.300 6 深鉢 胴部破片 8住居 粗砂、繊維 にぶい褐 ふつう 胴部にLRとRLによる羽状縄文を施す。 黒浜・有尾式

第376図
PL.300 7 深鉢 胴部破片 57住居 粗砂、繊維 にぶい褐 ふつう 胴部にRLの縄文を施す。 黒浜・有尾式

第376図
PL.300 8 深鉢 胴部破片 19土坑 粗砂、繊維 にぶい褐 ふつう 胴部にLRの縄文を施す。 黒浜・有尾式

第376図
PL.300 9 深鉢 胴部破片 表土 粗砂 灰黄褐 ふつう 爪形刺突をもつ平行沈線で文様を描き、LRの縄文を施す。 諸磯ａ式

第376図
PL.300 10 深鉢 胴部破片 12住居 細砂 橙 ふつう 口縁部に縦位および斜位の細い平行沈線で文様を描き、地

文にRLの縄文を施す。 諸磯ａ式

第376図
PL.300 11 深鉢 口縁部破片 60住居 粗砂 暗褐 ふつう 平口縁の口縁下に刺突列と集合沈線による横位矢羽根を巡

らせ、縦位の貼付文を配する。 諸磯ｃ式

第376図
PL.300 12 深鉢 口縁部破片 118住居 粗砂、石英 にぶい橙 ふつう 波状口縁の口唇部および口縁下に集合沈線を施す。 諸磯ｃ式

第376図
PL.300 13 深鉢 胴部破片 30土坑 粗砂 にぶい橙 ふつう 胴部に平行沈線で縦位矢羽根の文様を描く。 諸磯ｃ式

第376図
PL.300 14 深鉢 胴部破片 198ピット 粗砂、白色粒、

黒色粒 橙 ふつう 胴部に結節沈線で文様を描く。 勝坂式

第376図
PL.301 15 深鉢 胴部破片 97住居 粗砂、白色粒 暗褐 ふつう 口縁部に隆帯と太い沈線で曲線的な文様を描き、胴部にL

Rの縄文を施す。 加曽利Ｅ式

第376図
PL.301 16 深鉢 胴部破片 118住居 粗砂、白色粒、

黒色粒 明赤褐 ふつう 胴部に3本の懸垂文およびLRの縄文を施す。 加曽利Ｅ式

第376図
PL.301 17 深鉢 胴部破片 118住居 粗砂、白色粒、

黒色粒 明赤褐 ふつう 胴部に懸垂文およびLRの縄文を施す。 加曽利Ｅ式

第376図
PL.301 18 深鉢 胴部破片 46住居 粗砂、黒色粒 明褐 ふつう 胴部に懸垂文間を無文帯とし、LRの縄文を施す。 加曽利Ｅ式

第376図
PL.301 19 深鉢 口縁部破片 表土 粗砂、黒色粒 黄褐 ふつう 波状口縁の口縁下が無文帯となり、把手が付く。口縁部文

様を沈線で区画し、区画内にRLの縄文を施す。 加曽利Ｅ式

第376図
PL.301 20 深鉢 胴部破片 表土 粗砂、白色粒 黄褐 ふつう 口縁部無文帯を区画する隆帯を巡らせ、以下に隆帯の懸垂

文をもつ。 加曽利Ｅ式

第376図
PL.301 21 深鉢 胴部破片 8住居 粗砂、細礫 赤褐 ふつう 胴部に縦位の弧状の無文帯を隆帯で区画し、RLの縄文を

施す。 加曽利Ｅ式

第376図
PL.301 22 深鉢 胴部破片 93住居 粗砂、細礫 黄褐 ふつう 胴部に縦位の無文帯を隆帯で区画し、Lの縄文を施す。 加曽利Ｅ式

第376図
PL.301 23 深鉢 胴部破片 17住居 粗砂、白色粒 黄褐 ふつう 口縁部無文帯を区画する瘤をもつ隆帯を巡らせ、以下に沈

線で弧状（円？）に区画し、区画内にRLの縄文を施す。 加曽利Ｅ式

第376図
PL.301 24 深鉢 胴部破片 95住居 粗砂 黄褐 ふつう 胴部に沈線でＪ字文を描く。 称名寺式

第376図
PL.301 25 深鉢 胴部破片 表土 細砂 黒褐 良好 刻みをもつ隆帯が巡る。 堀之内式

第376図
PL.301 26 土偶 頭～胴上半 75住居 粗 砂、 細 礫、

石英 黄褐 良好

胴下半と腕を欠損。頭部を隆帯と沈線および目、鼻、口を刺突で
表現。頭頂部にも刺突あり。首部は括れ、沈線が表面では横位に、
裏面では頭部へ大きく湾曲する。胸部には乳房が高く突出して残
存し、胸部から腹部にかけての中央に沈線を有する。この沈線は、
乳房上方からＶ字状となり、両腕部へと続く。裏面には、後頭部
に瘤状の痕跡が残り、肩部中央には瘤と円形の沈線、さらに三重
の円形沈線、欠損部付近に横位の沈線が描かれている。

後期

挿図番号
図版番号 № 器種 形態・素材 使用状況・製作状況 出土位置 石材 長 幅 重さ

（g）
第377図
PL.301 27 打製石斧 分銅型 完成状態。刃部摩耗。側縁は著しく潰れる。 - 硬質泥岩 15.5 7.4 31.5

第377図
PL.301 28 打製石斧 短冊型 完成状態。刃部摩耗・捲縛痕あり。刃部再生による刃部

の後退・変形が著しい。 表採 頁岩 8.8 4.9 73.7

第377図
PL.301 29 石鏃 平基無茎鏃 完成状態。器面を覆う剥離面構成は斜向平行剥離様を呈

する。先端部を欠損。 - チャート （2.7） 1.7 1.6

第377図
PL.301 30 石鏃 凹基無茎鏃 完成状態。大型三角鏃。側縁は弱く内湾、返し部に続く。フク土一括 黒曜石 2.6 1.9 1.3
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挿 図 
図 版 № 種　　類

器　　種 出土位置 残 存 率 計 測 値 特 徴 ・　状　態　

第378図
PL.301 59 鉄製品

釘 - 長 3.2幅0.8 厚0.5 重5.5 断面ほぼ正方形の角釘、先部分を欠く

挿図番号 
図版番号 № 器 種 出土位置 形態・素材 石 材 長さ 幅 重さ

（ｇ） 製作状況・使用状況 備考

第378図
PL.301 58 石製模造品 - 臼玉 滑石 径1.1 高1.0 1.9 上下両面を研磨整形、側縁に粗い縦位線条痕を残す。

挿 図
図 版 図番 種別 器形 出土

位置
口径

（長）
底径

（幅）
器高

（厚） 残存 胎
土 色調 形・成調整等 備考

第378図 60 尾張陶
器

片口
鉢 - - - - 底部片 灰 高台端部は欠損。体部外面下端は回転篦削り。使用により内面の器

表は磨滅し、平滑となる。 中世。

第378図 61 中国磁
器

白磁
壺 - (12.2) - - 1/8 灰白 口縁は下方に折り返す。素地が灰白色のため、器表はオリーブ灰色

となる。内外面に透明釉。
12～13
世紀。

挿図番号
PL.番号 NO. 種　　類

器　　種
出土位置
残 存 率 計　測　値  胎 土/焼成/ 色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第377図 36 土師器
坩  3/4 口 12.2 高 5.5 細砂粒/良好/橙 口縁部は横撫で、底部はヘラ削り。内面は口縁部に放射状

ヘラ磨き。

第377図 37 土師器
坩 1/4 口 11.0 細砂粒/良好/橙 頸部は凹線が巡る。口縁部から底部は縦位のヘラ磨き、内

面は縦位のヘラ磨き後体部に横位のヘラ磨き。

第377図 38 土師器
台付甕

口縁部～胴部上
位片 口 10.8 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
口縁部は横撫で、胴部はハケ目(1㎝あたり6本)、内面は胴
部がヘラ撫で。

第377図 39 土師器
壺 口縁部～頸部片 口 16.2 細砂粒/良好/淡橙 口唇部は横撫で、口縁部は縦位のヘラ磨き。内面は横位の

ヘラ磨き。

第377図 40 土師器
甕

底部～胴部下位
片 底 7.0 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
底部はヘラ削り、胴部はハケ目(1㎝あたり5本)後一部にヘ
ラ磨き。内面はハケ目。

第377図 41 手捏ね土器
椀形 1/3 口

底
6.2
4.6

高 3.9 細砂粒/良好/明黄
褐 外面口縁部に輪積み痕が残る。内外面とも撫で。

第377図 42 土師器
壺 口縁部～胴部片 口

胴
9.8

12.7
細砂粒/良好/浅黄
橙

内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部から胴部上半は縦位の
ヘラ磨き、体部下半はヘラ削り。内面は口縁部に斜めのヘ
ラ磨き、胴部はヘラ撫で。

第377図 43 土師器
杯 1/3 口

稜
12.0
13.4

高 4.5 細砂粒/良好・燻/
にぶい黄橙 口縁部横撫で、体部(稜下)から底部は手持ちヘラ削り。

第377図 44 土師器
杯 口縁部～体部片 口

稜
12.7
13.1 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部(稜下)から底部は手持ちヘラ削り。

第377図 45 土師器
杯 口縁部～底部片 口

稜
13.4
12.3

細砂粒/良好/にぶ
い橙 口縁部横撫で、体部(稜下)から底部は手持ちヘラ削り。

第377図 46 土師器
杯 口縁部～底部片 口

稜
12.7
13.0 細砂粒/良好/橙 口縁部横撫で、体部(稜下)から底部は手持ちヘラ削り。

第377図 47 土師器
脚付鉢 鉢身部2/3 口 12.8 細砂粒/良好/にぶ

い黄橙
内面黒色処理。鉢身部は口縁部横撫で、体部(稜下)から底
部は手持ちヘラ削り。内面はヘラ磨き。

第378図 48 須恵器
蓋 1/4 口 15.0 高 3.5 細砂粒/還元・燻/

灰
ロクロ整形、回転右回り。天井部中央は回転糸切り、その
周囲は回転ヘラ削り。

第378図 49 須恵器
椀 2/3 口

底
13.6
6.6

高
台

5.8
5.5

細砂粒/酸化/にぶ
い黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第378図 50 須恵器
椀 底部～体部下半 底

台
6.9
5.6 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り、高台は貼付。

第378図 51 須恵器
杯蓋 1/5 口 11.0 細砂粒/還元/灰白 ロクロ整形、回転右回り。天井部は回転ヘラ削り。内面に

カエリを有す。

第378図 52 灰釉陶器
椀

底部～体部下半
片

底
台

8.2
8.0 微砂粒/還元/灰 ロクロ整形、回転方向不明。高台は貼付、体部下位は回転

ヘラ削り。施釉方法不明。

第378図 53 須恵器
甑 口縁部片 口 30.0 細砂粒・粗砂粒・

角閃石/酸化/橙 ロクロ整形、口唇部下に輪積み痕が残る。鍔は貼付。

胴部下位にくび
れをもつ形状で
はなく、底部に
3 ～ 5カ所の孔
をもつタイプ。

第378図 54 須恵器
甑

口縁部～胴部上
位片

底
鍔

29.8
28.4 細砂粒/還元/灰 ロクロ整形。鍔は貼付。

第378図 55 瓦
平瓦 一部片 細砂粒・粗砂粒/

還元/灰オリーブ 表面に布目痕が残る。側面はヘラ削り、裏面は撫で。

第378図 56 土製品
玉 完形 長

幅
2.6
2.8

重
孔

19.0
0.2

細砂粒/良好/にぶ
い黄橙 外面は撫で。

第378図
PL.301 57 土師器

？蓋  3/4 径
4.3
×
3.8

高 1.4 細砂粒/良好/にぶ
い橙 摘みは貼付か、摘みの中央部に穿孔が1カ所、表裏とも撫で。

挿図番号
図版番号 № 器種 形態・素材 使用状況・製作状況 出土位置 石材 長 幅 重さ

（g）

第377図 31 石鏃 局部磨製石鏃 完成状態。剥離終了を基部側を研磨。先端部欠損。 表土 黒曜石 (2.0) 1.7

第377図
PL.301 32 石鏃 凹基無茎鏃 完成状態。基部を深く抉る。 掘方 赤碧玉 2.7 1.8 1.5

第377図
PL.301 33 石鏃 平基有茎鏃 完成状態。左側縁先端に縦位の衝撃剥離痕。 - 頁岩 3 1.7 1.5

第377図
PL.301 34 凹石 不定形 表裏面に集合打痕、側縁に打痕あり。 - 粗粒輝石安山岩 14.9 9.1 878.9

第377図
PL.301 35 多孔石 楕円礫 表裏面に多孔石の孔としては小さな孔を穿つ。 - 雲母石英片岩 34.4 13 7100.0
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